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ドコモ　W-CDMA 方式
このたびは、「FOMA D701i」をお買い上げいただきまして、まことにあり
がとうございます。
ご利用の前に、あるいはご利用中に、この取扱説明書および電池パックなど
機器に添付の個別取扱説明書をよくお読みいただき、正しくお使いください。
取扱説明書に不明な点がございましたら、取扱説明書裏面の「総合お問い合
わせ先」までお問い合わせください。
FOMA D701iは、あなたの有能なパートナーです。大切にお取り扱いのうえ、
末長くご愛用ください。

FOMA端末のご使用にあたって
●FOMA端末は無線を使用しているため、トンネル・地下・建物の中などで電波の届かない所、
屋外でも電波の弱い所および FOMAサービスエリア外ではご使用になれません。また、高層
ビル・マンションなどの高層階で見晴らしのよい場所であってもご使用になれない場合があ
ります。なお、電波が強くアンテナマークが3本たっている場合で、移動せずに使用してい
る場合でも通話が切れる場合がありますので、ご了承ください。

●公共の場所、人の多い場所や静かな場所などでは、まわりの方のご迷惑にならないようご使
用ください。

●FOMA端末は電波を利用している関係上、第三者により通話を傍受されるケースもないとは
いえません。しかし、W-CDMA 方式では秘話機能をすべての通話について自動的にサポー
トしますので、第三者が受信機で傍受したとしても、ただの雑音としか聞きとれません。

●FOMA端末は音声をデジタル信号に変換して無線による通信を行っていることから、電波状
態の悪い所へ移動するなど送信されてきたデジタル信号を正確に復元することができない場
合には実際の音声と異なって聞こえる場合があります。

●お客様ご自身で FOMA端末に登録された情報内容は、別にメモを取るなどして保管してくだ
さるようお願いします。万が一、登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、当
社としては責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

●お客様はSSLをご自身の判断と責任においてご利用することを承諾するものとします。お客
様によるSSLのご利用にあたり、ドコモおよび別掲の認証会社はお客様に対しSSLの安全
性などに関し何ら保証を行うものではなく、万一何らかの損害が発生したとしても一切責任
を負いませんので、あらかじめご了承ください。
認証会社：日本ベリサイン株式会社、ビートラステッド・ジャパン株式会社、日本ジオトラ

スト株式会社
●この FOMA端末は、FOMAプラスエリアに対応しております。
●このFOMA端末は、ドコモの提供するFOMAネットワーク以外ではご使用になれません。
The FOMA terminal can be used only via the FOMA network provided by DoCoMo.

はじめてFOMA端末をお使いになる方へ
本 FOMA 端末が「はじめての FOMA端末」という方は、まず、本書を以下の順序でお読みく
ださい。FOMA 端末をお使いいただくための準備と基本的な操作を、ひととおりご理解いただ
くことができます。
１．電池パックをセットし、充電しましょう（☛P42）
２．電源を入れ初期設定を行い、自分の電話番号を確認しましょう（☛P47、P50）
３．本体のボタンなど役割を確認しましょう（☛P26）
４．画面に表示されるアイコンなどの意味を確認しましょう（☛P29、P31）
５．メニューの操作方法を確認しましょう（☛P33）
６．電話のかけかた受けかたを確認しましょう（☛P52、P61）

●この「FOMA D701i取扱説明書」の本文中においては、「FOMA D701i」を「FOMA端末」と表記さ
せていただいております。あらかじめご了承ください。

●本書の中ではminiSDメモリーカードを使用した機能の説明をしていますが、その機能のご利用にあたっ
ては、別途miniSDメモリーカードが必要となります。
miniSDメモリーカードについて☛P328

●本書の内容の一部、または全部を無断転載することは、禁止されています。
●本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。
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本書の見かた／引きかた

本書の引きかた

さまざまな検索方法で、知りたい機能や操作方法を探せます。

操作手順の表記

●操作手順は、主にショートカット操作で説明しています。操作方法が複数ある場合は、最も簡単な操作方
法を記載しています。

●本書では、O（イージーセレクタープラス）で項目にカーソルを合わせ、o（決定キー）を押して項目
を選ぶ操作を、「選択」と表記しています。また、入力欄に文字を入力する操作においては、最後にoを
押す操作を省略しています。

●文字の入力方法は、主にインライン入力（入力欄を選択して文字を直接入力する方法）で説明しています。
☛P440

「索引」から探す
機能名やサービス名から探します。

「かんたん検索」から探す
よく使う機能や知っていると便利な機能をわかりやすい言葉で探します。

「表紙インデックス」から探す
表紙のインデックスを使って、本書をめくりながら探します。

「目次」から探す
目的別に章に分類された目次から探します。

「特徴」から探す
D701i の特徴的な機能や新機能から探します。

「メニュー一覧」から探す
D701i のメニューから探します。

「クイックマニュアル」を利用する
よく使う機能の操作方法を記載しています。本書から切り離してお使いください。

次ページで詳しく説明しています

P504

P4

表紙

P6

P8

P450

P508
1
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本書の見かた／引きかた

「バイブレータ設定」の記載ページを探すときを例に説明します。

「索引」から探すとき

あらかじめ機能名やサービス名がわかっているときは索引から探します。

「かんたん検索」から探すとき

かんたん検索では、よく使う機能や知っていると便利な機能を簡単に探せます。

「表紙インデックス」から探すとき

表紙→章扉（章の最初のページ）→機能の記載ページという順で探します。

バーコードリーダー............. 171
バイブレータ設定................. 116
ｉアプリ ........................... 289

背面情報表示設定................. 128
背面ディスプレイ.................... 27
見かた ................................... 31

バイリンガル......................... 134
パケット通信......................... 408
最適化 ................................ 419
接続先（APN）の設定.... 420
設定.................................... 414

発信者番号通知 49

組み合わせ.......................
マルチナンバー...................
未送信メール（→メール）
未送信メールBOX.............
迷惑電話ストップサービス
..............................................
メール ..................................
宛先追加...........................
一覧画面...........................
一覧表示設定...................
移動 ..................................
画像添付...........................
画像表示・保存...............
クイックメール...............

ハ▲
メロディや
イルミネー
ションを変
えたい

• キーを押したときの音を消したい..............117 キー確認音設定
• 着信音を変えたい.............................................114 音の設定
• 着信音の音量を変えたい..................................68 着信音量調整
• マナーモードにしたい...................................118 マナーモード
• 着信を振動でも知りたい..................................116 バイブレータ設定
• 着信ランプの色や点灯パターンを変えたい....131 イルミネーション設定
• 着信相手ごとに着信音などを変えたい............95 電話帳登録

電話のかけかた/
受けかた

電話帳

音/画面/照明設定

あんしん設定

テレビ電話の
かけかた/受けかた

音／画面／照明設定
音の設定
FOMA端末から鳴る着信音を変える................................................. 音の設定114
着信やアラームを振動で知らせる .......................................バイブレータ設定116
キーを押したときに鳴る音を設定する....................................キー確認音設定117
充電時の確認音を設定する.......................................................充電確認音設定117
通話が切れそうなときにアラームで知らせる............ 通話品質アラーム設定118
電話から鳴る音を消す...................................................................マナーモード118
マナーモードを変更する.......................................................マナーモード選択119

▲

▲
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おしらせ
●ページはサンプルです。本文中のページとは異なります。
●本書に掲載されている画面およびイラストはイメージです。実際の製品とは異なる場合があります。

カレンダーを設定すると

●休日と祝日が赤で表示されます。休日と祝日の設定は、スケジュール
帳の休日設定や祝日設定に従います。ただし、休日設定で休日に設定
した日は、プライバシーモード中（スケジュールを「認証後に表示」に
設定した場合）、PIMロック中は赤で表示されず、お買い上げ時の表示
に戻ります。

●スケジュールが設定されているときは日付の右上にドットが表示され
ます。ただし、すべてのスケジュールにシークレット属性が設定され
ている場合は、シークレットモードを設定していないと表示されませ
ん。また、プライバシーモード中（スケジュールを「認証後に表示」に
設定した場合）、PIMロック中も表示されません。

おしらせ
●日付・時刻が設定されていないときは、待受画面にカレンダーは表示されません。
●カレンダーを待受画面に設定した場合、時計は小さく上部に表示されます。時計表示設定でデザインを
「アナログ」に設定していても、「デジタル１」で表示されます。
●画像とカレンダーは同時に設定できますが、アニメーション、パラパラマンガ、Flash 画像を設定してい
る場合は、再生が停止／一時停止したときにカレンダーが表示されます。

ドット

当日は黄色で表示

Menu 894

発信や着信ができないようにする セルフモード

電話の発着信、メールの送受信など、通信を必要とするすべての機能を使えないようにします。
また、赤外線通信や赤外線リモコンも利用できません。
お買い上げ時 OFF

チャットメール着信設定の着信動作設定を「メール着信動作に従う」に設定している場合は、

音
／
画
面
／
照
明
設
定

着信やアラームを振動で知らせる バイブレータ設定

音声電話やテレビ電話着信時、メールやメッセージR/Fなどの受信時、スケジュールアラーム通
知時に振動でお知らせします。
･バイブレータを設定して机などの上に置いたままにすると、バイブレータが動作したときに振動で落
下する恐れがありますので、ご注意ください。
･本機能の設定は、電話着信設定、テレビ電話着信設定、メール着信設定、チャットメール着信設定、
メッセージ着信設定のバイブレータにもそれぞれ反映されます。

1 待受画面でm817を押す

2 設定する項目を選択する
･
チャットメールを選択できません。
･ スケジュールアラームは、電話の設定パターンで振動します。

お買い上げ時 すべてOFF

タイトル、機能名
機能名は索引に記載
されています。
機能の概要や操作す
るときに気をつける
こと
お買い上げ時の設定

操作手順

操作に関する補足
説明

インデックス

ショートカット操作
☛P34

コラム
知っておくと便利な
情報など

おしらせ
機能などについての
より詳しい説明

▲
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かんたん検索

かんたん検索では、よく使う機能や知っていると便利な機能を簡単に探せます。

通話に便利
な機能を知
りたい

• 電話番号を知らせたい／知られたくない ........49 発信者番号通知
• 携帯電話と向き合って通話したい..................81 スピーカーホン機能
• 相手の声の音量を変えたい................................67 受話音量調整
• 通話を保留したい ................................................53 通話中保留
• 音声通話中にテレビ電話に切り替えたい...55 テレビ電話切り替え

出られない
電話にこう
したい • 用件を録音したい ................................................75 伝言メモ

• 留守番電話サービスを利用したい ................396 留守番電話
• 電話に出ないで保留したい.................................71 応答保留

メロディや
イルミネー
ションを変
えたい

• キーを押したときの音を消したい..............117 キー確認音設定
• 着信音を変えたい.............................................114 音の設定
• 着信音の音量を変えたい..................................68 着信音量調整
• マナーモードにしたい...................................118 マナーモード
• 着信を振動でも知りたい..................................116 バイブレータ設定
• 着信ランプの色や点灯パターンを変えたい....131 イルミネーション設定
• 着信相手ごとに着信音などを変えたい............95 電話帳登録

画面表示を
変えたい／
知りたい

• 待受画面（壁紙）を変えたい.........................120 待受画面設定
• 待受画面にカレンダーを表示させたい.........122 待受カレンダー
• 時計を合わせたい ................................................48 日付時刻設定
• 文字の大きさを変えたい...............................132 フォント設定
• 画面のマーク（アイコン）の意味を知りたい......29 ディスプレイの見かた
4 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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メールを使
いこなした
い • デコメールを送りたい....................................223 デコメール

• 画像を送りたい .................................................229 添付ファイル
• メールを自動で振り分けて保存したい.......258 メール振り分け設定

カメラを使
いこなした
い

• 撮影するサイズを変えたい .............................165 画像サイズ
• シャッター音を変えたい...............................165 シャッター音
• コンパクトライトを使って撮影したい ......160 コンパクトライト
• miniSDメモリーカードに保存したい...........165 保存先
• 撮影した画像を表示したい..............................306 マイピクチャ

安心して
電話を使
いたい

• 電話帳の内容を知られたくない...................109 シークレット属性
• 番号非通知の電話を受けたくない ................150 発番号なし動作設定
• 電話帳にない人からの電話を受けたくない ..152 メモリ登録外着信拒否
• 手元にない携帯電話をロックしたい..........141 遠隔ロック
• キーをロックしたい.......................................147 サイドキーロック

• 簡単に機能（メニュー）を呼び出したい..........34 ショートカット操作
• 電卓として使いたい..........................................387 電卓
• QRコードやバーコードを取り込みたい .....171 バーコードリーダー
• 赤外線で情報をやり取りしたい......................345 赤外線通信
• 目覚ましとして使いたい ................................365 アラーム設定
• miniSDメモリーカードを使いたい.......328 miniSDメモリーカード

こんなこ
ともでき
ます
5
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FOMA端末のご使用にあたって.................................. 表紙裏
取扱説明書（本書）のご使用にあたって.................... 表紙裏
本書の見かた／引きかた........................................................1
かんたん検索...........................................................................4
FOMA D701i の特徴 ...........................................................8
D701i を使いこなす！ ......................................................10
安全上のご注意（必ずお守りください）............................12
取扱い上の注意について.....................................................19
知的財産権について.............................................................21
本体付属品および主なオプション品について..................23
ご使用前の確認 25
各部の名称と機能　ディスプレイの見かた　背面ディスプレイの見かた
メニューの選択方法　FOMAカードの使いかた　
電池パックの取り付け／取り外し　充電　電池残量　電源ON／OFF　
日付時刻設定　発信者番号通知　自局番号　など

電話のかけかた／受けかた 51
かけかた　リダイヤル　186／ 184　WORLD CALL　受けかた
エニーキーアンサー設定　着信中オープン応答　通話中クローズ設定　着信履歴
受話音量調整　着信音量調整　応答保留　ドライブモード　伝言メモ　など

テレビ電話のかけかた／受けかた 79
かけかた　受けかた　送信映像設定　テレビ電話中画面表示設定　
テレビ電話動作設定　など

電話帳 93
電話帳登録　グループ設定　電話帳検索　電話帳修正　電話帳削除
シークレット属性　クイックダイヤル　など

音／画面／照明設定 113
音の設定　バイブレータ設定　マナーモード　待受画面設定　
発着信画面表示設定　背面情報表示設定　イルミネーション設定　
時計表示設定　バイリンガル　など

あんしん設定 135
暗証番号　端末暗証番号変更　PINコード　オールロック　遠隔ロック
セルフモード　PIMロック　ダイヤル発信制限　プライバシーモード設定
サイドキーロック　開閉ロック　シークレットモード　など

カメラ 155
静止画撮影　動画撮影　撮影時設定　バーコードリーダー　など

ｉモード／ｉモーション 175
ｉモードとは　サイト表示　ｉモードパスワード変更　インターネット接続　
ブックマーク　画面メモ　画像保存　ｉメロディ　ｉモード設定　
メッセージR/F　証明書操作　ｉモーション　ｉモーションの取得　
ｉモーション設定　など
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メール 213
ｉモードメール作成・送信　デコメール　添付ファイル　ｉモードメール保存
ｉモードメール受信　ｉモード問合せ　ｉモーションメール　画像表示／保存
メロディ再生・保存　メール設定　チャットメール作成・送信　
SMS（ショートメッセージ）作成・送信　など

ｉアプリ 281
ダウンロード　ｉアプリ起動　ｉアプリTo機能　ｉアプリ待受画面　など

i チャネル 301
i チャネルとは　i チャネル表示　待受テロップ設定

データ表示／編集／管理 305
画像表示／編集　動画／ｉモーション再生／編集　メロディ再生　
miniSDメモリーカード　データ管理　赤外線通信　サウンドレコーダー　など

その他の便利な機能 359
マルチアクセス　マルチタスク　自動電源ON／OFF設定
アラーム　スケジュール帳　カスタムメニュー　自局番号　
通話時間／通話料金　通話料金自動リセット設定　通話料金上限通知　電卓
メモ帳　スイッチ付イヤホンマイク　各種設定リセット　データ一括削除　など

ネットワークサービス 395
留守番電話サービス　キャッチホン　転送でんわサービス　
迷惑電話ストップサービス　番号通知お願いサービス　
デュアルネットワークサービス　英語ガイダンス　サービスダイヤル
通話中着信動作選択　遠隔操作　など

データ通信 407
データ通信について　パソコンとの接続　通信設定ファイルのインストール　
FOMA PC設定ソフトを利用した通信　ATコマンド　など

文字入力 439
文字入力について　かな入力方式　定型文登録　文字コピー　
区点コード入力　単語登録　スロット入力方式　入力設定

付録／外部機器連携／困ったときには 449
メニュー一覧　ダイヤルキーの文字割り当て一覧　音楽再生
故障かな？と思ったら、まずチェック　エラーメッセージ一覧　
保証とアフターサービス　ソフトウェア更新　スキャン機能　など

索引／クイックマニュアル 503
索引　クイックマニュアル
7
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FOMA D701i の特徴
FOMAは、第三世代移動通信システム（IMT-2000）の世界標準規格の1つとして認定された
W-CDMA方式をベースとしたドコモのサービス名称です。

ｉモードだからスゴイ！

D701i の主な特徴

あんしん設定

･その他のあんしん設定については☛P135

ｉモードは、ｉモード端末のディスプレイを利用して、ｉモードのサイト（番組）やｉモード対応
ホームページから便利な情報をご利用いただけるほか、手軽にメールのやりとりができるオンライン
サービスです。

ｉモーション
サイトやインターネットから映像や音を取得し
て楽しめます。FOMA端末に保存したｉモーショ
ンを、着信音や着信画像に設定することもできま
す（着モーション）。☛P210

ｉモーションメール
内蔵カメラで撮影した動画やサイトから取得し
たｉモーションを、ｉモードメールに添付して
送ることができます。☛P229

iチャネル
ニュースや天気などをグラフィカルな情報とし
て受信できます。定期的に情報を受信し、最新の
情報が、待受画面にテロップとして流れたり、
i チャネル対応キー（c）を押すことでチャ
ネル一覧に表示できます。さらにチャネル一覧で
お好きなチャネルを選択することにより、リッチ
な詳細情報を取得できます。☛P302
また、i チャネル対応端末を利用しているお客様
でi チャネル対応端末を利用している契約者回線
について i チャネルを申し込んだことがない場
合、一定期間、サービス利用料無料でおためし
サービスを利用できます。
･お申し込みが必要な有料サービスです。

ｉアプリ／ｉアプリDX
さまざまなｉアプリをサイトからダウンロードし
て活用したり、それらを待受画面に設定したりで
きます。
さらにｉアプリDXでは、電話帳やメールなど
ｉモード端末内の情報と連動することで、より
ｉアプリの楽しみかたが広がります。☛P282

デコメール
メール本文の文字の色、大きさや背景色を変えた
り、デコメールピクチャや内蔵カメラで撮影した
写真を本文中に挿入できるなど、表現力豊かな
メールを作成し、送信できます。またテンプレー
トに対応しているので、送られてきたデコメール
やサイトからダウンロードしたデコメールの様
式を利用し、簡単にデコメールを作成できます。
☛P223

テレビ電話
離れている相手と顔を見ながら会話できます。相
手の声をスピーカーから聞こえるようにしたり、
アウトカメラに切り替えて周囲の風景を相手に
見せることもできます。☛P80

シークレットモード
電話帳やスケジュールに「シークレット属性」を
設定すると、シークレットモード中以外は表示さ
れなくなります。☛P148

プライバシーモード
端末暗証番号を入力しないと電話帳、メール、画
像、スケジュール、着信履歴、リダイヤルなどを
表示できないように設定できます。FOMA端末を
一定時間操作しないと自動的にプライバシー
モードにする設定もできます。☛P145
8 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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豊富なネットワークサービス

多彩な機能

●留守番電話サービス（有料）※1☛P396
●転送でんわサービス（無料）※1☛P399
●SMS（ショートメッセージ）（無料）※2

☛P273
※ 1：お申し込みが必要です。

●キャッチホン（有料）※1☛P398
●デュアルネットワークサービス（有料）※1

☛P402

※ 2：お申し込みは不要です。

エモーショナルイルミネーション
電話がかかってきたときなどに、各種パターンで
着信ランプが光ります。着信音や通話中の声に連
動してイルミネーションを変化させることもで
きます。☛P131

背面ディスプレイ
折りたたんだまま、時刻、電話やメールの着信な
どを確認できます。また、i チャネルや不在着信、
未読メールなどの情報を表示できます。☛P31

美しい音質でメロディ再生
PCM音源64和音、声や効果音などの着信音
（ADPCM音源）にも対応しています。

高精細、大画面ディスプレイ
240 × 320 ドット、2.2 インチの TFT 液晶を
搭載。細かい画像や文字などを美しく表示します。

カメラ搭載
アウトカメラと自分撮り用のインカメラを搭載
しており、大きなディスプレイで見ながら撮影で
きます。最大1.3Mピクセルの静止画を撮影でき
ます。最大4倍ズームのほか、フレーム付き撮影
など、さまざまな撮影方法を選択できます。暗い
ところではコンパクトライトを使用してきれい
に撮影できます。また、レンズカバーの開閉でカ
メラの起動／終了ができます。☛P156
アウトカメラ：有効画素数131万画素（最大記

録画素数131万画素）
インカメラ　：有効画素数10万画素（最大記録

画素数10万画素）

高画質な動画を撮影・再生
動きのなめらかな動画を撮影・再生できます。ま
た、QVGAサイズ（320× 240ドット）の大
画面で動画を撮影・再生できます。
☛P162、P316

バーコードリーダー
内蔵カメラで JAN コード、QR コードを読み取
れます。読み取り結果を利用して電話帳登録やサ
イト接続、メール送信などさまざまな操作ができ
ます。☛P171

自動時刻補正
ドコモネットワークからの時刻情報をもとに、
FOMA端末の時刻を補正します。設定した時間
だけ進めたり、遅らせたりすることもできます。
☛P48

赤外線通信／赤外線リモコン
赤外線を利用して他の FOMA 端末などとデータ
のやりとりを行うことができます。また、テレビ
の赤外線リモコンに対応した機器を操作するこ
ともできます。☛P345、P351

マルチアクセス機能
音声通話とパケット通信を同時に利用できます。
i モード中の通話や、通話中のメールの送受信が
できます。☛P360

miniSDメモリーカード対応
FOMA 端末内の画像、メロディ、電話帳、メー
ルなどをminiSDメモリーカードにバックアップ
できます。☛P328
外部機器で作成した動画や音楽データ（映像のな
いｉモーション）をminiSD メモリーカードに
保存することで、FOMA端末で再生できます。
（一部条件下では再生できない場合があります。）
☛P469、P470
FOMA 端末とパソコンを FOMA USB 接続ケー
ブル（別売）で接続すれば、FOMA端末に挿入し
たminiSDメモリーカードをパソコンの外部メモ
リとして利用できます。☛P410

マルチタスク機能
複数の機能を同時に実行し、切り替えながら利用
できます。たとえば電話しながら受信メールを読
んだり、電話帳を登録したりできます。☛P362

シンプルメニュー
通常のメインメニューとは別に、「でんわ」や
「メール」、「カメラ」、「ｉモード」などのよく使
う機能を見やすく大きい文字で表示したメ
ニューがあります。電話帳やメールなどの文字も
大きく表示されます。☛P33
9
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D701i を使いこなす！
D701i の多彩なビジュアルコミュニケーションを紹介します。

i チャネル

自分で操作することなく、いろいろな情報を定期的に受信することができます。
また、i チャネル対応キー（c）を押すことでチャネル一覧を表示することができ、さらにリッチ
な詳細情報を取得することができます。☛P302

ワンショットメールで画像を送る

音声電話で通話中にカメラ撮影をして、通話中の相手にすぐにメールで画像を送信できます。
☛P171

着モーションで着信やアラームを知らせる

契約後未契約

接続

通話中 通話したままカメラ
撮影できます。

電話帳から宛先が設定されるので、
簡単にメールを作成・送信できます。

着信音に設定 アラームに設定

ｉ モーションや内蔵カメラで撮影した動画を着信
音に設定すれば、映像と声や音で着信をお知らせし
ます。電話帳に相手の動画を登録することもできま
す。☛P319
また、アラームやスケジュールにｉモーションや動
画を設定すれば、指定時刻に映像と声や音でお知ら
せします。☛P365、P370
10
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多彩な待受画面

待受画面の時計のデザインがいろいろ選べます。☛P133
また、待受画面に未読メール、不在着信などの新着情報や、カレンダー、スケジュールなどを表示で
き、簡単な操作で内容を確認できます（カスタム待受画面）。☛P123

Gガイド番組表リモコン搭載

Gガイド番組表リモコンは、テレビ番組表とテレビリモコン機能が1つになっ
た月額利用料が無料の便利アプリです。
いつでもどこでも知りたい時間のテレビ番組情報が簡単に取得できます。お
住まいの地域に応じたテレビ局のタイトル、番組内容、開始／終了時間、G
コード ® などを知ることができます。気になった番組情報があったら、すぐ
にお友達に番組のタイトル、番組の放送スケジュールなどをメールで知らせ
る「おすすめメール」機能があります。
また、お使いのテレビのリモコン操作ができます（一部対応していない機種
もあります）。☛P351

デコメール

メールの文字の色を変えたり、画像や写真を付けたり、メールを自由に装飾できます。あらかじめデコ
メールピクチャが内蔵されているので、簡単に画像を設定できます。☛P223
また、デコメールテンプレートを利用すると、簡単にデコメールを作成できます。☛P232

時計表示の例 カスタム待受画面

o を押して選びます。 内容を確認できます。

･画面はイメージです。
実際の画面とは異な
ります。お住まいの地
域に応じたチャンネ
ルが表示されます。

デコメールピクチャの例 デコメールテンプレートの例

デコメールピクチャ
11
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安全上のご注意（必ずお守りください）
● ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。また、お
読みになった後は、大切に保管してください。

● ここに示した注意事項は、お使いになる人や、他の人への危害、財産への損害を未然に防ぐため
の内容を記載していますので、必ずお守りください。

● 次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使用をした場合に生じる危害や損害の程
度を説明しています。

● 次の絵表示の区分は、お守りいただく内容を説明しています。

●「安全上のご注意」は下記の6項目に分けて説明しています。
FOMA端末、電池パック、アダプタ（充電器含む）、
FOMAカードの取扱いについて（共通）................................................................................ P13

FOMA端末の取扱いについて...................................................................................................... P14
電池パックの取扱いについて ....................................................................................................... P15
オプション品（ACアダプタ、DCアダプタ、卓上ホルダ、車内ホルダ）の
取扱いについて .......................................................................................................................... P16

FOMAカードの取扱いについて.................................................................................................. P18
医用電気機器近くでの取扱いについて........................................................................................ P18

この表示は、取扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負う危険が
切迫して生じることが想定される」内容です。

この表示は、取扱いを誤った場合、「傷害を負う可能性が想定され
る場合および物的損害のみの発生が想定される」内容です。

この表示は、取扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負う可能性
が想定される」内容です。警告

注意

危険

禁止（してはいけないこと）を示します。

分解してはいけないことを示
す記号です。

濡れた手で扱ってはいけない
ことを示す記号です。

水がかかる場所で使用したり、
水に濡らしたりしてはいけな
いことを示す記号です。

指示に基づく行為に対する強制（必ず実行していただくこと）を示し
ます。

電源プラグをコンセントから抜いていただくことを示す記号です。

禁止

分解禁止

ぬれ手禁止

指示

電源プラグを抜く

水ぬれ禁止
12
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FOMA端末、電池パック、アダプタ（充電器含む）、FOMAカードの取扱いについて（共通）

FOMA 端末に使用する電池パックおよびアダプタ（充電器含む）は、ドコモグルー
プ各社が指定したものを使用してください。
指定品以外のものを使用した場合は、FOMA 端末や電池パック、その他機器を漏液、発熱、破
裂、発火、故障させる原因となります。

分解、改造をしないでください。また、ハンダ付けしないでください。
火災、けが、感電などの事故または故障の原因となります。
また、電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因となります。

火のそばや、ストーブのそば、直射日光の強いところや炎天下の車内などの高温
の場所で使用、放置しないでください。
機器の変形、故障や、電池パックの漏液、発熱、破裂、発火、性能や寿命の低下の原因となります。
また、ケースの一部が熱くなり、やけどの原因となることがあります。

濡らさないでください。
水やペットの尿などの液体が入ると発熱、感電、火災、故障などの原因となります。使用場所、
取扱いにご注意ください。

ガソリンスタンドなど、引火、爆
発の恐れがある場所では、使用し
ないでください。
プロパンガス、ガソリンなど引火性ガ
スや粉塵が発生する場所で使用する
と、爆発や火災の原因となります。

充電端子や外部接続端子に導電性
異物（金属片、鉛筆の芯など）が
触れないようにしてください。ま
た、内部に入れないようにしてく
ださい。
ショートによる火災や故障の原因とな
ります。電子レンジなどの加熱調理機器や

高圧容器に、電池パック、FOMA
端末やアダプタ（充電器含む）、
FOMA カードを入れないでくださ
い。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火さ
せたり、FOMA端末、アダプタ（充電器
含む）の発熱、発煙、発火や回路部品を
破壊させる原因となります。

使用中、充電中、保管時に、異臭、
発熱、変色、変形など、いままで
と異なるときは、直ちに次の作業
を行ってください。
1.電源プラグをコンセントやソ
ケットから抜く。

2. FOMA端末の電源を切る。
3.電池パックを FOMA 端末から
取り外す。

そのまま使用すると発熱、破裂、発火
または電池パックの漏液の原因となり
ます。

強い衝撃を与えたり、投げ付けた
りしないでください。
電池パックの漏液、発熱、破裂、発火
や機器の故障、火災の原因となります。

危険

指示
電池パック　D05 卓上ホルダ　D05 リアカバー　D05
FOMA AC アダプタ　01 FOMA DCアダプタ　01
･その他互換性のある商品についてはドコモショップなど窓口までお問い合わせください。

分解禁止

禁止

水ぬれ禁止

警告

禁止 禁止

禁止

指示

禁止
13つづく
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FOMA端末の取扱いについて

子供が使用する場合は、保護者が取
扱いの内容を教えてください。また、
使用中においても、指示どおりに使
用しているかをご注意ください。
けがなどの原因となります。

ぐらついた台の上や傾いた場所な
ど、不安定な場所には置かないで
ください。
落下して、けがや故障の原因となりま
す。

乳幼児の手の届かない場所に保管
してください。
誤って飲み込んだり、けがなどの原因
となります。

湿気やほこりの多い場所や高温に
なる場所には、保管しないでくだ
さい。
故障の原因となります。

航空機内や病院など、使用を禁止された区域では、FOMA端末の電源を切ってください。
電子機器や医用電気機器に影響を与える場合があります。また、自動的に電源が入る機能を設定
している場合は、設定を解除してから電源を切ってください。
医療機関内における使用については各医療機関の指示に従ってください。
また、航空機内での使用など禁止行為をした場合は法令により罰せられることがあります。

高精度な制御や微弱な信号を取り
扱う電子機器の近くでは、FOMA
端末の電源を切ってください。
電子機器が誤動作するなどの影響を与
える場合があります。
･ご注意いただきたい電子機器の例
補聴器、植込み型心臓ペースメーカお
よび植込み型除細動器、その他医用電
気機器、火災報知器、自動ドア、その
他の自動制御機器など。
植込み型心臓ペースメーカおよび植
込み型除細動器、その他の医用電気機
器をご使用になる方は、当該の各医用
電気機器メーカもしくは販売業者に
電波による影響についてご確認くだ
さい。

医用電気機器などを装着している
場合は、胸ポケットや内ポケット
への装着はおやめください。
FOMA 端末を医用電気機器などの近
くで携行および使用すると、医用電気
機器などの故障の原因となる恐れがあ
ります。

心臓の弱い方は、着信バイブレー
タ（振動）や着信音量の設定に注
意してください。
心臓に影響を与える可能性があります。

赤外線ポートを目に向けて送信し
ないでください。
目に影響を与える可能性があります。
また、他の赤外線装置に向けて送信す
ると誤動作するなどの影響を与えるこ
とがあります。

自動車などを運転中に使用しない
でください。
2004年11月1日から、運転中の携帯
電話の使用は罰則の対象となっており
ます。ハンズフリーキットをご利用の
場合でも車を安全な場所に停車してか
らご利用ください。運転中は、ドライ
ブモードまたは留守番電話サービスを
ご利用ください。

コンパクトライト、着信ランプ（エ
モーショナルイルミネーション）の
発光部を人の目に近づけて点灯発
光させないでください。
視力障害の原因となります。また、目
がくらんだり驚いたりしてけがなどの
事故の原因となります。ハンズフリーに設定して通話する

ときは（スピーカーホン機能）、必
ず FOMA端末を耳から離して使用
してください。
難聴になる可能性があります。

自動車などの運転者に向けてコン
パクトライト、着信ランプ（エモー
ショナルイルミネーション）を点灯
しないでください。
目がくらんで運転ができなくなり、事
故の原因となります。

注意

指示 禁止

指示 禁止

警告

指示

指示 禁止

指示

禁止

禁止

禁止

指示

禁止
14
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電池パックの取扱いについて

エアバッグの近くのダッシュボー
ドなど、エアバッグの展開による影
響が予想される場所にFOMA端末
を置かないでください。
エアバッグが展開した場合、FOMA 端
末が本人や他の人などに当たり、けが
などの事故や故障および破損の原因と
なります。

屋外で使用中に、雷が鳴り出した
ら、すぐに電源を切って安全な場
所に移動してください。
落雷、感電の原因となります。

お客様の体質や体調によっては、かゆみ、かぶれ、湿疹などが生じることがあります。
異状が生じた場合は、直ちに使用をやめ、医師の診療を受けてください。
下記の箇所に金属を使用しています。

ストラップなどを持ってFOMA端
末を振り回さないでください。
本人や他の人などに当たり、けがなど
の事故や故障および破損の原因となり
ます。

miniSD メモリーカードスロット、
FOMA 端末内の FOMA カード挿
入口に、水などの液体や金属片、燃
えやすいものなどの異物を入れな
いでください。
火災、感電、故障などの原因となります。

自動車内で使用した場合、車種に
よっては、まれに車載電子機器に
影響を与えることがあります。
安全走行を損なうおそれがありますの
で、その場合は使用しないでください。

磁気カードなどをFOMA端末に近
づけたり、挟んだりしないでくだ
さい。
キャッシュカード、クレジットカード、
テレホンカード、フロッピーディスク
などの磁気データが消えてしまうこと
があります。

コンパクトライトをカメラ撮影以
外の用途に使用しないでください。
カメラが終了するとコンパクトライト
は消灯します。急に暗くなり、事故の
原因となります。

FOMA端末を開くとき、アンテナ
部に指やストラップなどを挟まな
いでください。
けがなどの事故や破損の原因となるこ
とがあります。

電池パック内部の液が目の中に
入ったときは、こすらず、すぐに
きれいな水で洗った後、直ちに医
師の診療を受けてください。
失明の原因となります。

火の中に投下しないでください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火
させる原因となります。

禁止 指示

注意

指示 使用箇所 材　質
イージーセレクタープラス（中央のキーを除く）、m、p、t、a クロムメッキ

禁止 禁止

指示
禁止

禁止

禁止

■電池パックのラベルに記載されている表示
により、電池の種類をご確認ください。

表　示 電池の種類
Li-ion リチウムイオン電池

危険

指示 禁止
15つづく
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オプション品（ACアダプタ、DCアダプタ、卓上ホルダ、車内ホルダ）の取扱いについて

端子に針金などの金属類を接触さ
せないでください。また、金属製
ネックレスなどと一緒に持ち運ん
だり、保管しないでください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火
させる原因となります。

電池パックをFOMA端末に取り付
けるときに、うまく取り付けでき
ない場合は、無理に取り付けない
でください。また、電池パックの
向きを確かめてから取り付けてく
ださい。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火
させる原因となります。釘を刺したり、ハンマーで叩いたり、

踏みつけたりしないでください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火
させる原因となります。

電池パック内部の液が皮膚や衣服
に付着した場合は、直ちに使用を
やめてきれいな水で洗い流してく
ださい。
皮膚に傷害をおこす原因となります。

所定の充電時間を超えても充電が
完了しない場合は、充電をやめて
ください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火
させる原因となります。

電池パックが漏液したり、異臭がするときは、直ちに使用をやめて火気から遠ざけて
ください。
漏液した液体に引火し、発火、破裂の原因となります。

一般のゴミと一緒に捨てないでください。
発火、環境破壊の原因となることがあります。不要となった電池パックは、端子にテープなどを
貼り、絶縁してからドコモショップなど窓口にお持ちいただくか、回収を行っている市町村の指
示に従ってください。

コンセントやシガーライタソケッ
トにつながれた状態で充電端子を
ショートさせないでください。ま
た、充電端子に手や指など、身体の
一部を触れさせないでください。
火災、故障、感電、傷害の原因となり
ます。

濡れた手でアダプタ（充電器含む）
のコード、コンセントに触れない
でください。
感電の原因となります。

長時間使用しない場合は、電源プ
ラグをコンセントから抜いてくだ
さい。
感電、火災、故障の原因となります。

AC アダプタや卓上ホルダは、風
呂場などの湿気の多い場所では、
使用しないでください。
感電の原因となります。

禁止 禁止

禁止

警告

指示 指示

指示

注意

禁止

警告

禁止 ぬれ手禁止

電源プラグを
抜く

禁止
16
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アダプタ（充電器含む）のコード
や電源コードが傷んだら使用しな
いでください。
感電、発熱、火災の原因となります。

ACアダプタをコンセントに差し込
むときは、金属製ストラップなどの
金属類を触れさせないように注意
し、確実に差し込んでください。
感電、ショート、火災の原因となります。

万が一、水などの液体が入った場
合は、直ちにコンセントやシガー
ライタソケットから電源プラグを
抜いてください。
感電、発煙、火災の原因となります。

指定の電源、電圧で使用してくだ
さい。
誤った電圧で使用すると火災や故障の
原因となります。海外で使用する場合
は、FOMA 海外兼用 AC アダプタ 01
を使用してください。電源プラグについたほこりは、ふ

き取ってください。
火災の原因となります。

充電中は、アダプタ（充電器含む）
および卓上ホルダを安定した場所
に置いてください。また、アダプ
タ（充電器含む）および卓上ホル
ダを布や布団でおおったり、包ん
だりしないでください。
FOMA 端末が外れたり、熱がこもり、
火災、故障の原因となります。

DC アダプタのヒューズが万が一
切れた場合は、必ず指定のヒュー
ズを使用してください。
誤ったヒューズを使用すると、火災、故
障の原因となります。指定ヒューズに
関しては、個別の取扱説明書でご確認
ください。

DC アダプタはマイナスアース車
専用です。プラスアース車には使
用しないでください。
火災の原因となります。

雷が鳴り出したら、FOMA 端末、
アダプタ（充電器含む）には触れ
ないでください。
落雷、感電の原因となります。

電源プラグがコンセントから抜け
ない場合、無理に抜かないでくだ
さい。
破損し、感電や事故の原因となります。

コンセントや配線器具の定格を超
えた使用はしないでください。
タコ足配線などで定格を超えると、発
熱、火災の原因となります。

お手入れの際は、コンセントやソ
ケットから抜いて、行ってくださ
い。
感電の原因となります。

アダプタ（充電器含む）をコンセン
トやソケットから抜く場合は、アダ
プタ（充電器含む）のコードや電源
コードを引っ張らないでください。
コードを引っ張るとコードが傷つき、
感電、火災の原因となります。

アダプタ（充電器含む）のコード
や電源コードの上に重いものをの
せたりしないでください。
感電、火災の原因となります。

禁止 指示

電源プラグを
抜く 指示

ACアダプタ：AC100V
FOMA海外兼用ACアダプタ

：AC100～ 240V
（家庭用交流コンセントのみに接続すること）
DCアダプタ：DC12V・24V

（マイナスアース車専用）

指示

禁止

指示

禁止禁止

禁止禁止

注意

電源プラグを
抜く

禁止

禁止
17
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FOMAカードの取扱いについて

医用電気機器近くでの取扱いについて

本記載の内容は『医用電気機器への電波の影響を防止するための携帯電話端末等の使用に関する指針』
（電波環境協議会）に準ずる。

FOMAカード（IC部分）を取り外す際はご注意ください。
手や指を傷つける可能性があります。

満員電車の中など混雑した場所では、付近に植込み型心臓ペースメーカおよび植込み
型除細動器を装着している方がいる可能性がありますので、FOMA 端末の電源を切
るようにしてください。
電波により植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器の作動に影響を与える場合があり
ます。

医療機関の屋内では次のことを守って使用してください。
･手術室、集中治療室（ICU）、冠状動脈疾患監視病室（CCU）には FOMA 端末を持ち込まない
でください。
･病棟内では、FOMA端末の電源を切ってください。
･ロビーなどであっても付近に医用電気機器がある場合は、FOMA端末の電源を切ってください。
･医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、その医療機関の指示
に従ってください。
･自動的に電源が入る機能が設定されている場合は、設定を解除してから、電源を切ってください。

植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器を装着されている場合は、装着部
から FOMA端末は22cm以上離して携行および使用してください。
電波により植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器の作動に影響を与える場合があり
ます。

自宅療養など医療機関の外で、植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器以外
の医用電気機器を使用される場合には、電波による影響について個別に医用電気機器
メーカなどにご確認ください。
電波により医用電気機器の動作に影響を与える場合があります。

注意

指示

警告

指示

指示

指示

指示
18
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取扱い上の注意について

共通のお願い

●水をかけないでください。
FOMA端末、電池パック、アダプタ（充電器含む）は防水仕様にはなっておりません。風呂場など、湿気
の多い場所でのご使用や、雨などがかかるようなことはおやめください。また身につけている場合、汗に
よる湿気により内部が腐食し故障の原因となります。調査の結果、これらの水濡れなどによる故障と判明
した場合、保証対象外となり修理できないことがありますので、あらかじめご了承願います。
なお、保証対象外ですので修理を実施できる場合でも有償修理となります。

●お手入れは乾いた柔らかい布で行ってください。
･ お手入れは乾いた柔らかい布（めがねふきなど）で行ってください。
･ アルコール、シンナー、ベンジン、洗剤などでふくと、印刷が消えたり、色があせたりすることがあります。

●端子は時々乾いた綿棒で清掃してください。
端子が汚れていると接触が悪くなり、電源が切れることがあります。また、充電不十分の原因となります
ので、汚れたときは、端子を乾いた布、綿棒などでふいてください。

●エアコンの吹き出し口の近くに置かないでください。
急激な温度の変化により結露し、内部が腐食し故障の原因となります。

●FOMA端末に無理な力がかかるような場所に置かないでください。
多くの物がつまった荷物の中に入れたり、衣服のポケットに入れて座ると、液晶画面、内部基板などの破
損、故障の原因となり、保証の対象外となります。

●電池パックやアダプタ（充電器含む）に添付されている個別の取扱説明書をよくお読みください。

FOMA端末についてのお願い

●極端な高温、低温は避けてください。
周囲温度が5℃～35℃、湿度が45％～ 85％の範囲でご使用ください。

●一般の電話機やテレビ、ラジオなどをお使いになっている近くで使用すると、影響を与える場合が
ありますので、なるべく離れた場所でご使用ください。

●お客様ご自身で FOMA端末に登録された情報内容は、別にメモを取るなどして保管してくださるよ
うお願いします。
万が一登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、当社としては責任を負いかねますのであら
かじめご了承ください。

●ズボンやスカートの後ろポケットに FOMA端末を入れたまま、椅子などに座らないでください。ま
た、鞄の底など無理な力がかかるような場所には入れないでください。
故障の原因となります。

●ストラップなどを挟んだまま、FOMA端末を折りたたまないでください。
故障、破損の原因となります。

●使用中、充電中、FOMA端末が温かくなることがありますが、異常ではありませんので、そのまま
ご使用ください。

●カメラを直射日光に向けて放置しないでください。
素子の退色・焼付きを起こす場合があります。

●ストラップに手を通してお持ちください。
落下し、故障の原因となることがあります。

●通常はイヤホンマイク端子キャップ、外部接続端子キャップ、miniSDメモリーカードスロットのカ
バーをはめた状態でご使用ください。
ほこり、水などが入り故障の原因となることがあります。
19
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電池パックについてのお願い

●電池パックは消耗品です。
使用状態などによっても異なりますが、十分に充電しても使用時間が極端に短くなったときは電池パック
の交換時期です。指定の新しい電池パックをお買い求めください。

●充電は、適正な周囲温度（5℃～35℃）の場所で行ってください。
●初めてお使いのときや、長時間ご使用にならなかったときは、ご使用前に必ず充電してください。
●電池パックの使用時間は、使用環境や電池パックの劣化度により異なります。
●直射日光が当たらず、風通しの良い涼しい場所に保管してください。
長時間使用しないときは、使い切った状態で FOMA端末から外し、ビニールなどに入れて保管してくださ
い。

アダプタ（充電器含む）についてのお願い

●充電は、適正な周囲温度（5℃～35℃）の場所で行ってください。また、次のような場所では、充電
しないでください。
･ 湿気、ほこり、振動の多い場所 ･ 一般の電話機やテレビ、ラジオなどの近く

●充電中、アダプタ（充電器含む）が温かくなることがありますが異常ではありませんのでそのまま
ご使用ください。

●DCアダプタを使用して充電する場合は、車のエンジンを切ったまま使用しないでください。
車のバッテリーを消耗させる原因となります。

●抜け防止機構のあるコンセントを使用の場合、そのコンセントの取扱説明書に従ってください。
●強い衝撃を与えないでください。また、充電端子を変形させないでください。
故障の原因となります。

FOMAカードについてのお願い

●FOMAカードの取り外しには、必要以上に力を入れないようにしてください。
●ご使用になる端末への挿入には必要以上の負荷をかけないようにしてください。
●使用中に FOMAカードが温かくなることがありますが、異常ではありませんのでそのままご使用く
ださい。

●他の IC カード読み取り装置（リーダー／ライター）などに、FOMA カードを挿入して使用した結
果として故障した場合は、お客様の責任となりますので、ご注意ください。

●IC部分はいつもきれいな状態でご使用ください。
●お手入れは乾いた柔らかい布などでふいてください。
●お客様ご自身で FOMAカードに登録された情報内容は、別にメモをとるなどして保管してくださる
ようお願いします。
万一登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、当社としては責任を負いかねますのであらか
じめご了承ください。

●環境保全のため、不要になった FOMAカードはドコモショップなど窓口にお持ちください。
●極端な高温・低温は避けてください。
●ICを傷つけたり、不用意に触れたり、ショートさせたりしないでください。
データの消失、故障の原因となります。

●FOMAカードを落としたり、衝撃を与えたりしないでください。
故障の原因となります。

●FOMAカードを曲げたり、重いものを載せたりしないでください。
故障の原因となります。
20
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お客様が本機を利用して公衆に著しく迷惑をかける不良行為等を行う場合、法律、条例（迷惑防止条例
等）に従い処罰されることがあります。

知的財産権について

著作権・肖像権について

お客様が本製品を利用して撮影またはインターネット上のホームページからのダウンロードなどによ
り取得した文章、画像、音楽、ソフトウェアなど第三者が著作権を有するコンテンツは、私的使用目的
の複製や引用など著作権法上認められた場合を除き、著作権者に無断で複製、改変、公衆送信等するこ
とはできません。
実演や興行、展示物などには、私的使用目的であっても撮影または録音を制限している場合があります
のでご注意ください。
また、お客様が本製品を利用して本人の同意なしに他人の肖像を撮影したり、撮影した他人の肖像を本
人の同意なしにインターネット上のホームページに掲載するなどして不特定多数に公開することは、肖
像権を侵害するおそれがありますのでお控えください。

商標について

本書に掲載されている会社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。
･「FOMA」「mova」「ｉモーション」「ｉモード」「ｉアプリ」「ｉアプリサーチ」「ｉモーションメー
ル」「ｉショット」「ｉメロディ」「ｉアニメ」｢ DoPa」｢ mopera」「mopera U」「WORLD CALL」
「WORLD WING」｢ドライブモード」｢ショートメール」｢クイックキャスト」「着モーション」「デコ
メール」「Vライブ」「マルチアクセス」「ｉアプリ DX」「ｉエリア」「i チャネル」「デュアルネット
ワーク」「FirstPass」「sigmarion」「セキュリティスキャン」「musea」「ビジュアルネット」およ
び「FOMA」ロゴ「ｉ-mode」ロゴ「i チャネル」ロゴはNTTドコモの商標または登録商標です。
･「キャッチホン」は、日本電信電話株式会社の登録商標です。
･Microsoft®、Windows® は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録
商標です。
･ Java及びJavaに関連するすべての商標は、米国及びその他の国において米国Sun Microsystems, Inc.
の商標または登録商標です。
･「マルチタスク／Multitask」は日本電気株式会社の登録商標です。
･本製品は、インターネット機能としてNetFront v3.2 for FOMAを搭載しています。
NetFront v3.2は、株式会社ACCESSの製品です。Copyright©1996-2005 ACCESS CO., LTD.
NetFront 及び は、株式会社ACCESSの日本ならびにその他の国における登録商
標または商標です。
本製品のソフトウェアの一部に、Independent JPEG Groupが開発したモジュールが含まれています。

【撮影・画像送信について】
メール添付を利用して撮影・画像送信を行う際は、著作権等の知的財産権、肖像権、プライバシ－
権等の他人の権利を侵害しないよう十分ご配慮ください。また、これらの他人の権利を侵害する行
為、メール添付を利用した迷惑行為や公序良俗に反する画像の撮影・画像送信行為等は法令等によ
り罰せられる場合や損害賠償請求を受ける場合がございます。
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･本製品はMacromedia, Inc. の Macromedia® FlashTM テクノロジーを搭載しています。
Copyright© 1995-2005 Macromedia, Inc. All rights reserved.
Macromedia、Flash、Macromedia Flash は Macromedia, Inc. の米国およびその他の国におけ
る商標または登録商標です。
･McAfee®、マカフィー ®は米国法人McAfee, Inc. またはその関係会社の登録商標です。
･QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
･miniSDTM および はSDアソシエーションの商標です。
･ Powered By Mascot Capsule®/Micro3D EditionTM
Mascot Capsule®は株式会社エイチアイの登録商標です。
･Gガイドモバイル、G-GUIDE Mobile、Gガイドモバイルロゴは、米Gemstar-TV Guide International,
Inc. の日本国内における商標、Gガイド、G-GUIDE、Gガイドロゴ、およびGコード、G-Codeは、米
Gemstar-TV Guide International, Inc.の日本国内における登録商標です。
･「くまくるん」は株式会社タイトーの商標です。

©TAITO CORPORATION 2003, 2005 ALL RIGHTS RESERVED.
･QuickTime は米国その他の国で登録された米国アップルコンピュータ社の登録商標です。
･「プライバシーモード」は富士通株式会社の登録商標です。
･「エモーショナルイルミネーション」は三菱電機株式会社の商標です。
･本機には、Symbian Software Ltd ©1998-2005よりライセンス供与されたソフトウェアが含ま
れています。 及びSymbianOSは Symbian Ltd. の商標です。
･その他、本文中に掲載されている会社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。

その他

･本製品は、MPEG-4 Visual Patent Portfolio License に基づきライセンスされており、お客様が
個人的かつ非営利目的において、以下に記載する場合のみ使用することが認められています。
・MPEG-4 Visual の規格に準拠する動画（以下、MPEG-4 Video) を記録する場合
・個人的かつ営利活動に従事していない消費者によって記録されたMPEG-4 Video を再生する場合
・MPEG LAよりライセンスを受けた提供者により提供されたMPEG-4 Video を再生する場合
プロモーション、社内用、営利目的などその他の用途に使用する場合には、米国法人MPEG LA, LLC
にお問い合わせください。
･下記一件または複数の米国特許またはそれに対応する他国の特許権に基づき、QUALCOMM 社より
ライセンスされています。
Licensed by QUALCOMM Incorporated under one or more of the following United States
Patents and/or their counterparts in other nations;
4,901,307 5,600,754 5,267,261 5,506,865 5,710,784
5,504,773 5,416,797 5,568,483 5,228,054 5,778,338
5,109,390 5,490,165 5,414,796 5,544,196
5,535,239 5,101,501 5,659,569 5,337,338
5,267,262 5,511,073 5,056,109 5,657,420
･本製品は抗菌加工を施しております。（ディスプレイ、各種キー、端子部等を除く）
SIAA マークは JIS Z 2801 に適合し、抗菌製品技術協議会ガイドラインで品質管理・情
報公開された製品に表示されています。
22 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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本体付属品および主なオプション品について

本体付属品

主なオプション品

･その他オプション品について☛P468

FOMA D701i
（保証書、リアカバー
D05含む）

取扱説明書

取扱説明書 (本書 )

クイックマニュアル記載 ☛P508

FOMA D701i 用
CD-ROM

FOMA ACアダプタ01
（保証書、取扱説明書付き）

卓上ホルダD05
（取扱説明書付き）

電池パックD05
（取扱説明書付き）
23
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ご使用前の確認
各部の名称と機能 .....................................................................................................26
ディスプレイの見かた..............................................................................................29
背面ディスプレイの見かた......................................................................................31
メニューの選択方法 .................................................................................................33
FOMA端末の保存・登録・保護件数.....................................................................38
FOMAカードを使う................................................................................................39
電池パックの取り付けかた／取り外しかた...........................................................42
充電する.....................................................................................................................43
電池残量の確認のしかた.......................................................................電池残量　45
電源を入れる／切る ...............................................................電源 ON／OFF 　47
日付・時刻を合わせる...................................................................日付時刻設定　48
相手に自分の電話番号を通知する ...........................................発信者番号通知　49
自分の電話番号を確認する...................................................................自局番号　50
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各部の名称と機能

aインカメラ☛P88、P156
自分を撮影したり、テレビ電話で自分の映像を
送信します。

bディスプレイ☛P29
cmMENU／左上ソフトキー

メニューの表示、ガイド行左上に表示される操
作の実行、サイドキーロックの設定／解除など
に使います。

dtテレビ電話開始／スクロール／左下ソフト
キー
テレビ電話をかける／受ける、スピーカーホン
機能でのテレビ電話発信、メールやサイト画面
の1画面スクロール、大文字／小文字切り替え、
ガイド行左下に表示される操作の実行などに使
います。

en音声電話開始／スピーカーホン／文字キー
音声電話をかける／受ける、スピーカーホン機
能の切り替え、文字入力時の入力モード切り替
えなどに使います。

fciチャネル／クリアキー
文字の消去や、1つ前の画面に戻る、チャネル一
覧の表示、セルフモードの設定／解除などに使
います。また、ｉアプリ待受画面を設定中に押
すとｉアプリが起動します。

gダイヤルキー
電話番号や文字の入力、メニュー項目の実行な
どに使います。

h( ／ドライブモードキー
「 」の入力、ドライブモードの設定／解除など
に使います。

i送話口／マイク
自分の声を伝えます。

j受話口
相手の声がここから聞こえます。

kwイージーセレクタープラス
o決定キー
操作の実行、フォーカスモードの実行、ワンタッ
チボタン登録したｉアプリの起動などに使いま
す。

k

l

n

o

p

j

m

a

b

c

d

e
f

h

g

i

q

x

y

z
A

r

v

w

u
t

s

B

F

G

E
D
C

H

サイズ（mm）：高さ103×幅49×厚さ21
（折りたたみ時）

質量（g） ：約104
（電池パック装着時）
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uデータBOX／ビデオカメラ／↑キー
データBOXメニューの表示、ビデオカメラの起
動、カーソルの上方向への移動、音量の調整な
どに使います。
dｉモード／ｉアプリ／↓キー
ｉモードメニューの表示、ｉアプリフォルダ一
覧の表示、カーソルの下方向への移動、音量の
調整などに使います。
l着信履歴／←（前へ）キー
着信履歴の表示、画面の切り替え、カーソルの
左方向への移動、プライバシーモードの起動／
解除などに使います。
rリダイヤル／→（次へ）キー
リダイヤルの表示、画面の切り替え、カーソル
の右方向への移動などに使います。

lp電話帳／スケジュール／右上ソフトキー
電話帳やスケジュールの表示、ガイド行右上に
表示される操作の実行などに使います。

maメール／スクロール／右下ソフトキー
メールメニューの表示、新規メール作成、メー
ルやサイト画面の1画面スクロール、ガイド行
右下に表示される操作の実行などに使います。

nf電源／終了／応答保留キー
電源を入れる／切る、通話／操作中の機能の終
了、応答保留、シークレットモードの解除など
に使います。

o##／マナーモード／改行キー
「＃」の入力、マナーモードの設定／解除、文字
入力時の改行などに使います。

p充電端子
卓上ホルダ（別売）を使用して充電するときの
端子です。

q外部接続端子☛P44、P411
各種オプション品などを接続します。

rアンテナ部（アンテナ内蔵）
よりよい条件で電話を利用するためには、アン
テナ部を手で覆わないようにしてお使いくださ
い。

sスピーカー
着信音などが鳴ります。また、スピーカーホン
機能使用時は、相手の声がここから聞こえます。

t着信ランプ
電話着信時やメール受信時、FOMA端末開閉時、
カメラ撮影時などに点灯／点滅します。点灯パ
ターン、点灯色を設定できます。また、新着情
報があるときや、FOMA端末を開いている状態
でディスプレイが消灯しているときに点滅しま
す。☛P131

u背面ディスプレイ☛P31

v充電ランプ
充電中に赤く点灯します。

w赤外線ポート☛P345
赤外線でデータをやりとりします。

xイヤホンマイク端子
平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）を接続
します。

yminiSDメモリーカードスロット☛P331
miniSDメモリーカードをここに挿入します。

zj上サイド／伝言メモキー ☛P28
Ai下サイドキー ☛P28
Bストラップ取付口
C接写切替スイッチ☛P167
Dアウトカメラ☛P88、P156

静止画や動画を撮影したり、テレビ電話で映像
を送信します。

Eコンパクトライト☛P89、P160、P162
アウトカメラ使用中に点灯できます。また、静
止画／動画撮影時に赤く点灯／点滅します（た
だし、コンパクトライトを点灯して撮影してい
ると、赤の点灯／点滅がわかりにくい場合があ
ります）。

Fレンズカバー ☛P157
Gリアカバー
HbTASKキー

マルチアクセス・マルチタスクの操作、サイド
キーロックの設定／解除などに使います。

･平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを差し
込んで使用できます。また、イヤホンジャック変換
アダプタ P001（別売）を使うと、従来のイヤホン
マイクを使えます。

スイッチ付イヤホンマイクの接続方法
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サイドキーでできる主な操作

○：実行可　×：実行不可

開：FOMA端末を開いた状態　閉：FOMA端末を折りたたんだ状態
※1：マナーモード中は音量調整できません。
※2：FOMA 端末を折りたたんでいるときは、待受画面表示中でなくても ｉ モード問合せができます。ただ

し、通話中、赤外線通信中、miniSDメモリーカード使用中などは問合せできません。

機　能 開 閉 操　作 FOMA端末の状態
音 受話音量調整 ○ ○ ij を押す 通話中、通話中音声メモ録音中

音量調整 ○ × ij を押す 待受ｉモーション再生中※1

動画／ｉモーション再生中・編集中
伝言メモ／音声メモ再生中

○ ○ ij を押す メロディ再生中
動画／ｉモーション、メロディのアルバム再生中
miniSD メモリーカードの動画／ ｉ モーションの
連続再生中

着信音の停止 ○ ○ j を押す 着信中、メール／メッセージ受信時
アラームの停止 ○ ○ j を押す アラーム鳴動中

伝言メモ
／音声メ
モ

伝言メモ／音声メモ
メニューの表示

○ × j を押す 待受中

伝言メモの設定／解
除

○ × jを1秒以上
押す

待受中

伝言メモ録音（クイッ
ク伝言メモ）

○ ○ jを1秒以上
押す

着信中

通話中音声メモの起
動／停止

○ ○ jを1秒以上
押す

通話中

カメラ 撮影 ○ × j を押す カメラ撮影待機中
その他 背面ディスプレイの

表示切り替え
× ○ ij を押す 待受中

バイブレータの停止 ○ ○ j を押す 着信中、アラーム鳴動中、メール／メッセージ受信
時

ｉモード問合せ ○ ○ iを1秒以上
押す

待受画面表示中※2

マナーモードの設定
／解除

× ○ jを1秒以上
押す

待受中

前後のデータ再生 ○ ○ ij を 1秒
以上押す

動画／ ｉ モーション、メロディのアルバム再生中
miniSD メモリーカードの動画／ ｉ モーションの
連続再生中
28 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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ディスプレイの見かた
ここではディスプレイの上部、下部に表示されるマーク（アイコン）の説明をします。
･ i チャネルサービスをご利用の場合、待受テロップ設定を「表示する」に設定していると、待受画面
に i チャネルの受信情報がテロップ表示されます。☛P302

a ：電池残量表示☛P45
／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
：文字入力モード表示☛P440

b ：受信レベル☛P47
：圏外表示☛P47
：セルフモード中☛P143
：データ転送モード中☛P408
赤外線起動中☛P345
miniSDメモリーカードアクセス中
☛P332、P338
miniSDモード中☛P410
データリンクソフト使用中☛P469

c ：ｉモード中（ｉモード接続中）☛P182
：ｉモード中（パケット通信中）

☛P202、P236
d ：赤外線通信中☛P345

赤外線リモコン使用中☛P351
e ：スピーカーホン機能利用中☛P53

：USBハンズフリー通信中☛P61
：積算通話料金が上限を超過☛P386

f ：センターにｉモードメールとメッセー
ジR/F満杯※2 ☛P237、P202

／ ／
：センターにｉモードメールまたはメッ
セージR/F満杯☛P237、P202

：センターに未受信の ｉ モードメールと
メッセージR/Fあり☛P237、P202

／ ／
：センターに未受信のｉモードメールま
たはメッセージ R/F あり ☛P237、
P202

g ：未読ｉモードメール、SMS満杯で
FOMAカードにSMS満杯☛P275

：未読ｉモードメール、SMS満杯
☛P237、P275

：FOMAカードにSMS満杯☛P275

：未読ｉモードメールとSMSあり
☛P236、P274

：未読ｉモードメールあり☛P236
：未読SMSあり ☛P274

h ／ （青／赤）
：未読メッセージRあり／満杯☛P202

i ／ （緑／赤）
：未読メッセージFあり／満杯☛P202

j ：ｉアプリ動作中☛P285
：ｉアプリ待受画面表示中☛P121
：ｉアプリ待受画面からのｉアプリ起動
中に点滅☛P295

：ｉアプリDX動作中☛P285
：ｉアプリDX待受画面表示中☛P121
：ｉアプリDX待受画面からのｉアプリ起
動中に点滅☛P295

k ：SSLページ表示中およびSSLページか
らダウンロードしたｉアプリを使用中
またはｉアプリでSSL通信中☛P183

l ：シークレットモード中☛P148
m ：ｉアプリ自動起動失敗☛P293
n ：不在着信件数☛P38
o ：伝言メモ件数☛P38
p ：留守番電話新メッセージ件数☛P38
q ：未読メール件数☛P38
r ：通常マナーモード中☛P118

：オリジナルマナーモード中☛P119
s ：電話着信音消音設定中☛P68

：音声電話着信のバイブレータ設定中
☛P116

：電話着信音消音と音声電話着信のバイ
ブレータを同時に設定中☛P68、P116

t ：ドライブモード中☛P73
u ：伝言メモ設定中☛P75

：伝言メモ満杯☛P75
v ：開閉ロック中☛P148
w ：USB経由で外部機器からテレビ電話

使用中☛P91
USB接続ケーブルで接続中☛P411

x ／
：フォーカスモード時のイージーセレク
タープラスの有効キーの表示☛P38

y ：miniSDメモリーカード装着中☛P331
z ：FOMAカード読み込み中☛P47
A ：PIMロック中☛P144

：ダイヤル発信制限中☛P145
：サイドキーロック中☛P147

a～m

日付・曜日・
時刻

n～q
r～C

※1

※1

※1

i チャネル
の受信情報
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※1：現在優先度の高いものが1つ表示されます。優先度の高い順に上から掲載しています。
※2：ｉモードメール、メッセージ R/F のうち 1種類が満杯で、その他に未受信のメール／メッセージがある

場合にも表示されます。

ガイド行の見かた

ガイド行には、m、t、o、p、aを押して実行できる操作が表示されます。

メール作成画面表示中のガイド行

タスクバーの見かた

タスクバーには、動作中の機能（タスク）を示すアイコンが最大9個表示されます。
現在、動作中の機能を確認できます。また、メール／メッセージ受信時には受信結果がスクロール表示
されます。

音声電話通話中にスケジュール帳のカレンダーを表示したときのタスクバー

：音声電話
：テレビ電話（64K）
：テレビ電話（32K）
：64Kデータ通信
：メール
：ｉモードメール受信中
：SMS受信中
：チャットメール
：メッセージR/F
：ｉモード／SMS問合せ中
：ｉモード
：Bookmark／Internet／ラ
ストURL／画面メモ／ツー
タッチサイト

：i チャネル
：ｉアプリ
：USB 経由でパケット発信・
通信中

：USB経由でパケット送受信中

：マイピクチャ
：ｉモーション
：メロディ
：カメラ
：ビデオカメラ
：サウンドレコーダー
：バーコードリーダー
：電話帳
：伝言メモ・音声メモ
：メモ帳
：スケジュール帳
：スケジュールアラーム鳴動中
：電卓
：着信履歴
：リダイヤル
：外部データ連携中
：赤外線通信の受信設定中・
INBOX保存中

／ （紺／グレー）
：miniSDメモリーカードへア
クセス中／アクセス待機中

／ （紺／グレー）
：miniSDモード中（通信可能）／
miniSDモード中（USB接続
ケーブル未接続／miniSDメ
モリーカード未挿入）

：アラーム鳴動中
：自局番号
／ （紺／グレー）
：各機能の設定中／保留中
：ソフトウェア更新中
：ソフトウェア更新の通知あり
：パターンデータ更新中／
バージョン表示中

：各種ネットワークサービス
設定中

：外部機器によるテレビ電話

B ：アラーム設定中☛P365
：スケジュールアラーム設定中☛P370
：アラームとスケジュールアラームを同
時に設定中

C ：ソフトウェア更新予約中☛P485

例

ガイド行
表示位置とキーは、図のように対応しています。本書では、ガイド
行に表示される操作の説明を、対応するキー（mtopa）
を使って説明しています。
ガイド行に表示される操作は画面により異なります。
･ ガイド行の は、イージーセレクタープラスの O に対応してい
ます（使用する機能やサイトの作りかたによっては異なる場合が
あります）。

例

タスクバー
30 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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一覧画面の見かた

カラーテーマ設定画面

背面ディスプレイの見かた
背面ディスプレイの消灯中（折りたたみ時）に i、j、b を押すと、日時やアイコンが表示
されます。

おしらせ
●次の現象は液晶ディスプレイの特性であり、FOMA端末の故障ではありません。あらかじめご了承ください。
･ FOMA端末のディスプレイは、非常に高度な技術を駆使して作られていますが、一部に点灯しないドッ
ト（点）や常時点灯するドット（点）が存在する場合があります。
･ FOMA端末の電源を切らずに電池パックを取り外すと、しばらくの間、ディスプレイや背面ディスプレ
イから残像が消えないことがあります。電池パックの取り外しは、電源を切ってから行ってください。
･ FOMA端末を開いた状態でしばらく同じ画面を表示していると、何か操作をし、画面表示が切り替わっ
たときに、前の画面表示の残像がディスプレイや背面ディスプレイに残る場合があります。

例
現在表示中のページ番号と総ページ数（一覧が複数ページにわたる場合）

は、カーソル位置の項目の上下に選択項目があることを示しています。
･% を押してカーソルを移動します。
･ページの最後の項目で d を押すと次ページ、ページの先頭の項目で u
を押すと前ページが表示されます。

は、選択項目が複数ページにわたっていることを示しています。
･& を押してページを切り替えます。
（アイコンの選択画面などでは切り替わりません。）
･色名はイメージです。

a ：電池残量表示
b ：受信レベル
c ：ｉモード中に点滅
d ：圏外表示
e ：マナーモード中
f ：ドライブモード中
g ：不在着信あり
h ：未読ｉモードメールまたはSMSあり
i ：未読メッセージRあり
j ：未読メッセージFあり
k ：電話着信音消音設定中

：音声電話着信のバイブレータ設定中
：電話着信音消音と音声電話着信のバイ
ブレータを同時に設定中

l ：セルフモード中
：データ転送中

m ／
：センターにメールまたはメッセージ
R/Fあり／満杯

n ：アラーム設定中
：スケジュールアラーム設定中
：アラームとスケジュールアラームを同
時に設定中

o ：伝言メモ設定中
：伝言メモ満杯

p ：PIMロック中
q ：センター留守電あり
r ：積算通話料金が上限を超過

日付・曜日・時刻

a～j

k～r
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背面ディスプレイの表示を切り替える

FOMA 端末を折りたたんでいるときに i、j、b を押すと、日時が表示できます。以降、i を
押すごとに表示を切り替えることができます。

：未確認の情報があるときに表示されます（i チャネルの情報は確認済みでも表示されます）。
※1：最大10件までテロップ表示されます。
※2：j を押すと詳細情報が確認できます。（10件を超える詳細情報は表示できません。FOMA端末を開い

て確認してください。）

未確認の不在着信があったときの詳細画面表示

おしらせ
●FOMA端末を折りたたんでいるときは、主に以下のような FOMA端末の状態が表示されます。
･音声電話や、テレビ電話、伝言メモの状態表示
･ｉモードメールやSMS、メッセージR/F の問合せ中・受信中など
･アラームやスケジュールアラーム鳴動中
･パケット通信や64Ｋデータ通信、USB経由での通信、赤外線通信の状態表示
･電池残量なし

おしらせ
●FOMA端末を開くか、キーを押さずに一定時間経過すると、背面ディスプレイの表示は消えます。
●背面情報表示設定を「相手情報表示なし」に設定すると、電話着信時やメール受信時などに、相手の電話
番号や名前、メールアドレスは背面ディスプレイに表示されません。

●オールロック、遠隔ロック、サイドキーロック中は、ijを押すとロックが設定されている旨のメッセー
ジが表示されてから、日時の表示画面に切り替わります。

●詳細画面を表示するときに、プライバシーモード中の設定により「表示OFF設定中」と表示されます。
●通話中クローズ設定を「保留」または「通話継続（マイクミュート）」に設定しているときは、発信中や
通話中に FOMA端末を折りたたむと、背面ディスプレイに相手の情報と「発信中」「呼出中」など、その
ときの状態が表示されます。「保留中」「テレビ電話保留中」「通話中」「テレビ電話通話中」の表示はしば
らくたつと消えます。

、 、
待受状態 日時 i チャネルの情報※1 不在着信※ 2

センター留守電 未読メッセージR/F※2 未読メール※ 2 伝言メモ※ 2

例

番号／総数、詳細情報
のスクロール表示

･ iを押して次の不在着信に切り替
えます。
･ 電話番号やメールアドレスが電話
帳に登録されているときは、詳細情
報に名前が表示されます。

j
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メニューの選択方法
メニューにはノーマルメニューと、よく使う機能だけに限定したシンプルメニューがあります。
シンプルメニューでは、文字も大きく表示されます。ほかにも、自分だけのオリジナルメニュー
を作ることができます（カスタムメニュー ☛P377）。

シンプルメニューに切り替える

･バイリンガル設定を英語表示に設定しているときは、シンプルメニューに切り替えられません。また、
シンプルメニューに設定すると、バイリンガルの設定はできません。
･シンプルメニューに設定している場合に、バイリンガル設定が英語表示に設定されているFOMAカー
ドを差し込み、FOMA端末の電源を入れたときは、メニュー表示はノーマルメニューになります。

1 待受画面で m を押す

2 a を押す

ノーマルメニューとカスタムメニューの表示形式
3種類から選べます（メニュー設定 ☛P129）。
･画面はノーマルメニューの表示例です。

リスト タイルアイコン 3Dアイコン

ノーマルメニューが表示されます。
･ カスタムメニューが表示されたときは p を押します。

シンプルメニューが表示されます。

■ ノーマルメニューに切り替えるには
a待受画面で ma を押す
･ カスタムメニューに切り替えるには待受画面でmpを押します。
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･通話中は、受話音量の調整方法が表示されます。
･待受画面でメモリ番号（1～9）を入力すると、登録されている名前と電話番号が表示されます。ま
た、音声電話やテレビ電話をかけるキー操作が表示されます。通話中にmを押し、「ダイヤル入力」
を選択してメモリ番号を入力した場合も同様に表示されます。
･リダイヤル、着信履歴、電話帳一覧のフォントサイズはフォントサイズ設定の「最大」のサイズ、メー
ル詳細画面はメール詳細画面から設定するフォントサイズ「大」で表示されます。フォントサイズは
変更できません。

･シンプルメニューからは実行できないメニューがあります。

※1：選択した以降の階層のメニュー項目は、ノーマルメニューと同じです。

メニューから機能を選択する

ダイヤルキーでメニューを選択する方法（ショートカット操作）と、イージーセレクタープラスでメ
ニュー項目を選択する方法があります。
･各種ロック機能や FOMAカード未挿入などの理由で機能が実行できない場合は、アイコンが で
表示されたり文字が薄く表示されたりして選択できません。

メニュー項目にはそれぞれ番号（項目番号）が割り当てられており、対応するダイヤルキーを押して選
択できます。項目の位置とダイヤルキーは次のように対応しています。

シンプルメニューに設定したときは

シンプルメニューから操作できる機能

メニュー ショートカット操作 メニュー ショートカット操作
でんわ 電話帳検索 m11 ｉモード Bookmark m42

電話帳登録 m12 ラストURL m43
リダイヤル m13 画面メモ m44
着信履歴 m14 i チャネル一覧 m45
伝言メモ一覧 m15 待受テロップ設定 m46
自局番号 m16/

m0
ｉアプリ ソフト一覧 m51

待受画面設定 m52
メール 受信メール m21 ｉアプリ設定※1 m53

送信メール m22 データBOX※1 m6
未送信メール m23 設定／

ステー
ショナ
リー

音／バイブ※1 m71
新規メール m24 ディスプレイ※1 m72
ｉモード問合せ m25 アラーム m73

カメラ カメラ m31 電卓 m74
マイピクチャ m32 伝言メモ設定 m75
待受画面設定 m33 情報表示／リセット※1 m76

ｉモード iMenu m41 留守番電話※1 m77

ダイヤルキーでメニューを選択する（ショートカット操作）

1 2 3

4 5 6

7 8 9

MENU

シンプルメニュー

･ 本書では、主にノーマルメニューのショートカット
操作で説明しています。

ノーマルメニュー
（タイルアイコン）
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ノーマルメニューから「受話音量調整」を実行するとき

1 待受画面で m813 を押す
受話音量調整画面が表示されます。

ノーマルメニュー（タイルアイコン表示）から「受話音量調整」を実行するとき

1 待受画面で m を押す

2 O を押して「設定」を選択する
･ シンプルメニューの場合は、% を押して項目にカーソルを合わせ、o または r を押します。

3 O を押して「音／バイブ」を選択する

4 O を押して「受話音量調整」を選択する
受話音量調整画面が表示されます。

複数のショートカット操作がある場合
ショートカット操作が複数ある場合、操作手順で記載している以外のショートカット操作を本文中のタイト
ル右端に記載しています。

リダイヤルの場合

イージーセレクタープラスでメニューを選択する

リスト表示での選択方法
% を押してメニュー項目にカーソルを合わせ、o を押します。

例

8 1 3

例
Menu 45

かけ直す リダイヤル

信履歴（リダイヤル）として記録しておく機能です。相手が話し中で
合などに、簡単な操作でかけ直せます。
30件を超えると、古いものから順に消去されます。

mでメニューを表示したあと45の順に押すと、
リダイヤルが表示されることを示します。
・! は a、? は d を押すことを示します。

例

･項目番号に対応するダイヤルキーを押し
ても選択できます。
･% を押してメニュー項目にカーソルを合
わせ、r を押しても選択できます。
･ 1つ前のメニューに戻すには l または

c を押します。

カーソル位置のメニュー項目

選択できないメニュー項目
（文字が薄く表示されます。）

次の階層のメニュー項目があるとき
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Oを押し、メニュー項目にカーソルを合わせてしばらくすると、機能説明が表示されます。

ノーマルメニューの場合

サブメニューから機能を選択する

機能によっては、ガイド行の左上に「MENU」が表示されるものがあります。このときには、サブメ
ニュー項目を選択することで、さまざまな操作ができます。

リダイヤルのサブメニューを表示するとき

1 リダイヤル一覧で m を押す

2 % を押してサブメニュー項目を選択する
･ 項目番号に対応するダイヤルキーを押しても選択できます。同じ機能でも操作する画面により項
目番号が異なる場合があります。
･ % を押してサブメニュー項目にカーソルを合わせ、r を押しても選択できます。
･ 1つ前のメニューに戻すには l または c を押します。
･ サブメニュー表示中に m を押すと、サブメニューが閉じます。

3Dアイコン表示での選択方法
& を押し、目的のアイコンを最前面に移動させ、o を押します。

メニューの説明が見たいとき（機能説明表示）

メニューを選択した後で待受画面や1つ前の画面に戻すとき

f：待受画面に戻ります。 c：1つ前の画面に戻ります。

･% を押すと奥のアイコンが最前面に表示されるように移動します。
･項目番号に対応するダイヤルキーを押しても選択できます。項目番号はタイルア
イコンやリストメニューに切り替えて確認してください。

例
･ 機能説明はしばらくすると自動的に消えます。
･ 機能説明を表示しないように設定できます。☛P129

「メール」の説明が表示された状態

例

「MENU」が表示されます。

カーソル位置の項目

次の階層のメニュー項目があるとき
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画面の各項目を設定する

1 % を押して「はい」または「いいえ」を選択する

1 % を押して設定する項目にカーソルを合わせる

2 o を押してプルダウンメニューを表示させ、% を押して項目にカーソルを合わせ
る
･ 項目番号に対応するダイヤルキーを押しても選択できます。

3 o を押す

1 % を押してチェックボックスにカーソルを合わせて o を押す

情報をすばやく表示する フォーカスモード

待受画面に や などのマークが表示されたときに、対応する情報をすばやく表示できま
す。

確認画面で「はい／いいえ」を選択するには

プルダウンメニューから項目を選択するには

チェックボックスで項目を選択するには

･ 機能によっては「はい／いいえ」以外の項目が表示される場合がありま
す。

プルダウンメニュー

チェックボックスが から に変わり、選択されます。
･ 選択されている項目の場合は から に変わり、選択が解除されます。
･ 機能によっては、m を押すとすべての項目を選択または解除できます。
･ 項目番号に対応するダイヤルキーを押しても選択できます。
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1 待受画面で o を押し、& を押してマークにカーソルを合わせる

2 o を押す
選択したマークに対応する画面が表示されます。

：着信履歴一覧が表示され、着信日時や電話をかけてきた相手の情報も確認できます。

：伝言メモ一覧が表示され、伝言メモを再生できます。

：留守番電話サービスのメッセージ再生確認画面が表示され、メッセージを再生できます。

：受信メールのフォルダ一覧が表示され、未読メールを表示できます。

FOMA端末の保存・登録・保護件数

※1：実際に保存・登録できる件数は、データのサイズにより少なくなる場合があります。
※2：ｉモードメールとSMSの合計件数です。
※3：送信SMSと受信SMSの合計件数です。送達通知の件数は含まれません。
※4：メール連動型ｉアプリは最大 5 件（ｉアプリの最大保存件数 100 件に含む）保存できます。実際に保

存できる件数は、ｉアプリのサイズにより少なくなる場合があります。

おしらせ
●マークを選択してcを1秒以上押すと、マークは一時的に消去されますが、新たに情報が蓄積された
り、情報を閲覧して件数が変化したりすると再度表示されます。

●PIMロックなど各種ロック機能の設定により、マークが表示されない場合があります。

種　別 保存・登録件数 保護件数

メール

受信メール※1、※2 最大1000件 最大500件
送信メール※1、※2 最大200件 最大100件
未送信メール※1、※2 最大200件 最大100件
メールテンプレート※1 最大100件 －

FOMAカードのSMS※3 最大20件 －
メッセージR※1 最大100件 最大50件
メッセージ F※1 最大50件 最大25件
ブックマーク 最大100件 －
画面メモ※1 最大100件 最大50件
ｉアプリ※4 最大100件 最大100件
画像※1 最大1000件 －
メロディ※1 最大500件 －
動画／ｉモーション／サウンドレコーダーで録音した音声※1 最大100件 －

有効なイージーセレクタープラスの方向

･ マークの右の数字は、蓄積されている情報の件数です。

不在着信（電話に出なかった履歴）あり

未再生の伝言メモあり

留守番電話サービスの新メッセージあり

未読の受信メールあり

カーソル位置のマークの色が変わります。
38 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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FOMAカードを使う
FOMAカードとは、電話番号などのお客様情報が記録されるカードです。
FOMA端末に挿入して使用します。
･ FOMAカードの詳しい取り扱いについては、FOMAカードの取扱説明書をご覧ください。

FOMAカードの取り付けかた／取り外しかた

FOMA 端末は FOMA カードを取り付けた状態で使用します。カードが取り付けられていないときは、
まず、FOMAカードを取り付けてください。
･ FOMAカードの取り付けや取り外しは、電源を切り、リアカバー、電池パックを取り外してから行っ
てください。
リアカバー、電池パックの取り付け／取り外し☛P42
･ FOMA カードの取り付けや取り外しは、FOMA 端末を折りたたんだ状態で、手に持って行ってくだ
さい。

おしらせ
●FOMA 端末に保存されているデータは、FOMA 端末の故障、修理やその他の取り扱いによって消失する
場合がありますので、重要なデータは控えをとっておくことをおすすめします。万一、保存されている内
容や登録した内容が消失した場合、当社としては責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

●FOMA端末に保存したメール、ブックマーク、画像、メロディ、動画／ｉモーションなどはminiSD メ
モリーカードに保存することをおすすめします。保存できるデータについては☛P332

●パソコンをお持ちの場合は、添付のCD-ROM内の FOMA Dシリーズデータリンクソフトをご利用いただ
くことにより、メール、ブックマーク、画像、メロディ、動画／ｉモーションなどのデータをパソコンに
転送・保管できます。

●FOMA 端末内のデータのファイルサイズの表示は、データを扱う機能によって多少の誤差が生じることが
あります。

取り付けかた

aロック部分を矢印の方向にスライ
ドさせる

bFOMAカードの IC 面を下にして、
図のような向きでFOMAカード挿
入口に差し込む

cロック部分が元の位置に戻り、
FOMA カードが固定されるまで押
し込む

切り欠き部分切り欠き部分
ＩＣ

ＦＯＭＡカード

ロック部分

ロック部分

正しく取り付けられた状態
39つづく
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FOMAカードの暗証番号について

FOMAカードには、「PIN1コード」「PIN2コード」という2つの暗証番号があります。
ご契約時はどちらも「0000」に設定されていますが、４～８桁の任意の数字に変更できます。☛P138

･ PINロック解除コードは、PIN1コード、PIN2コードがロックされた状態を解除するための8桁の
番号です。お買い上げ時にお客様にお知らせします。
･ PINロック解除コードの入力を10回連続して失敗すると、FOMAカードがロックされます。PINロッ
ク解除コードはメモに控えるなどしてお忘れにならないようご注意ください。なお、PIN ロック解除
コードを忘れた場合や完全にロックされた場合は、FOMA端末、ご利用中のFOMAカード、およびご
契約されたご本人であるかどうかが確認できるもの（運転免許証など）をドコモショップなど窓口ま
でご持参いただくことが必要になりますのでご注意ください。PINロック解除 ☛P139

FOMAカード動作制限機能について

FOMA端末には、お客様のデータやファイルを保護するための機能として、FOMAカード動作制限機
能が搭載されています。
･ FOMA端末にお客様の FOMAカードを取り付けている状態で、サイトなどからファイルやデータを
ダウンロードしたり、メールに添付されたデータを取得すると、それらのデータやファイルには
FOMAカード動作制限機能が自動的に設定されます。
･ FOMAカードを差し替えた場合やFOMAカードが取り付けられていない場合、FOMAカード動作制限
機能が設定されたデータやファイルの表示や再生はできなくなります。
･動作制限の対象となるデータは次のとおりです。
・画面メモ ・メッセージR/F
・デコメール本文中に挿入されている画像 ・ｉモードメールに添付されているファイル
・ｉアプリ（ｉアプリ待受画面を含む） ・ｉモーション
・画像（アニメーション、Flash を含む） ・メロディ

取り外しかた

aロック部分を矢印の方向にスライドさ
せる
FOMAカードが出てきます。

bFOMAカードをまっすぐに引き抜く

おしらせ
●FOMA カードを無理に取り付けようとしたり、取り外そうとすると、FOMA カードが壊れることがあり
ますのでご注意ください。

●取り外した FOMAカードはなくさないようにご注意ください。
●FOMAカードを取り外すときに、FOMAカードが勢いよく飛び出すことがありますので、ご注意ください。
●FOMA カードを取り外すときに、FOMA カードの飛び出し量が少なく取り外しにくい場合は、再度、奥
まで差し込んでから取り外してください。

PINロック解除コード

ロック部分
40 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328



ご
使
用
前
の
確
認

･ FOMA カード動作制限機能が設定されている ｉ アプリは、別の FOMA カードに差し替えた場合や
FOMAカードを差し込んでいない場合に、次の操作ができなくなります。
・起動 ・ｉアプリの詳細情報の表示 ・ｉアプリの動作設定
・自動起動 ・自動起動設定の変更 ・ｉアプリ待受画面の設定
・バージョンアップ

FOMAカードの機能差分について

FOMAカードには緑色と青色の2種類があり、それぞれのカードは次のように機能が異なります。

おしらせ
●FOMAカード動作制限機能の対象になっているデータを待受画面や発着信時の画像、着信音などに設定し
ているとき、別のFOMAカードに差し替えたり、FOMAカードを差し込まずに使用したりすると、音や画
像の設定はお買い上げ時の状態に戻ります。この場合、設定されている音や画像と、実際に鳴る音や表示
される画像が異なることがあります。データをダウンロードしたときに使用したFOMAカードを差し込む
と、データの動作制限は解除され、設定は元の状態に戻ります。

●赤外線通信やminiSDメモリーカード、データリンクソフトを利用して入手したデータや内蔵のカメラで
撮影した画像には、FOMAカード動作制限機能が設定されません。

●FOMAカード動作制限機能が設定されているファイルやデータは、赤外線通信やminiSDメモリーカード
へコピー／移動できません。

●他のiチャネル対応端末にFOMAカードを差し替えた場合、待受テロップと背面ディスプレイにiチャネル
の情報は表示されなくなります。その後、情報が自動更新されるか、待受画面でcを押してチャネル
一覧を表示すると、最新の情報が受信され、待受テロップや背面ディスプレイに表示されるようになりま
す。

●FOMAカードが取り付けられていない場合、待受テロップにiチャネルの情報は表示されません。

項　目 FOMAカード（緑色） FOMAカード（青色） 参照先
FOMAカード電話帳に登録可能
な電話番号の桁数

最大26桁 最大20桁 P98

FirstPass を利用するための
ユーザ証明書操作

利用可 利用不可 P208

WORLD WINGサービスの利用 利用可 利用不可 P41
サービスダイヤル 「ドコモ故障問合せ」および「ドコモ総合

案内・受付」の利用
･「故障お問い合わせ先」および「DoCoMo
インフォメーションセンター」に接続さ
れます。

利用不可 P403

WORLD WING
WORLD WING とは、FOMA カード（緑色）をサービス対応の海外用携帯電話（GSM 方式）に差し替え
ることにより、海外でのご利用時も、日本で契約している携帯電話番号のままで発信や着信ができる、ドコ
モの FOMA 国際ローミングサービスです。WORLD WING のご利用にはお申込みが必要です。詳しくは、
取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせください。
●一部ご利用できない料金プランがあります。
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電池パックの取り付けかた／取り外しかた
･電池パックの取り付け／取り外しは、必ず電源を切り、FOMA端末を折りたたんだ状態で行ってくだ
さい。
･カメラに触れないように注意してください。

取り付けかた

aリアカバーを外す
リアカバーの先端を指で押しながら矢印の方向にスラ
イドさせて外します。

b電池パックのドコモのロゴ、リサイクルマークのある面を
上にして、FOMA 端末と電池パックの端子が合うように
図のような角度で差し込む
電池パックの端子を無理に差し込むと、本体のコネクタ
や電池パックの端子部を破損させる恐れがあります。ご
注意ください。

c電池パックをはめ込む

dリアカバーを FOMA端末から約2mmずらして置く

eFOMA端末とリアカバーにすき間が生じないようにリア
カバーの中央を指で押しながら、矢印の方向にスライド
させる
正しい手順で取り付けないと、リアカバーを破損させる
ことがあります。

取り外しかた

aリアカバーを外す

b電池パックの突起部分を持って取り外す

電池パックのリサイクルについて
この製品に使用されているリチウムイオン電池は、リサイクル可能な貴重な資源です。環境保全のため、不
要になった電池はNTT DoCoMoまたは代理店、リサイクル協力店などにお持ちください。
●リサイクルの際、以下のことにご注意ください。
･端子にテープなどを貼り、絶縁してください。
･分解、改造をしないでください。

おしらせ
●FOMA端末のディスプレイはアクティブ液晶を使用しています。アクティブ液晶の特性上、電池パックの
取り付け／取り外しの際、残像や横縞がしばらく表示されることがありますが、故障ではありません。

この部分を押す

Li-ion
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充電する
電池残量が少なくなった場合は、充電してください。
･電池残量は、電池マークで確認します。☛P45

･連続通話時間とは、電波を正常に送受信できる状態で通話に使用できる時間の目安です。
･連続待受時間とは FOMA端末を折りたたんで、電波を正常に受信できる状態での時間の目安です。な
お、電池の充電状態、機能設定状況、気温などの使用環境、利用場所の電波状態（電波が届かないか、
弱い場合等）などにより、通話・待受時間は約半分程度になることがあります。ｉモード通信を行う
と通話（通信）・待受時間は短くなります。また、通話やｉモード通信をしなくても、ｉモードメー
ルを作成したり、ダウンロードしたｉアプリ、ｉアプリ待受画面を起動させると通話（通信）・待受
時間は短くなります。
･静止時の連続待受時間とは、FOMA端末を折りたたんで、電波を正常に受信できる静止状態での平均
的な利用時間です。
･移動時の連続待受時間とは、FOMA端末を折りたたんで、電波を正常に受信できるエリア内で「静止」
「移動」と「圏外」を組み合わせた状態での平均的な利用時間です。
･データ通信やマルチアクセスの実行、カメラの使用などによっても、通話（通信）時間・待受時間は
短くなります。

FOMA 端末の電源は、切ってからでも入れたままでも充電できます。ただし、電源を入れたままで充
電した場合は、充電時間が長くなります。
･充電を開始すると、充電ランプが赤く点灯します。
電源を入れたままで充電を開始すると、充電確認音が鳴り、電池マークが点滅します。

・電池マーク設定でマークを変更できます。☛P131
・充電を開始しても充電ランプが赤く点灯しなかった場合や、赤で点滅している場合は、正常に充電
できていません。再度充電を行っても正常に充電できない場合は、取扱説明書裏面の「故障お問い
合わせ先」にご連絡の上、ご相談ください。

･充電が完了すると、充電ランプが消灯します。
電源を入れたままで充電したときは、充電確認音が鳴り、電池マークが点灯状態になります。（電池
マークが点滅中は充電が完了していません。）
･充電確認音は鳴らないように設定できます。☛P117

充電時間・電池使用時間の目安

充電時間 連続通話時間 連続待受時間

約140分
音声電話時　約140分
テレビ電話時　約90分

静止時　約500時間
移動時　約360時間

電池パックについて
●電池パックD05をご使用ください。
●電池パックは消耗品です。充電を繰り返すごとに1回の使用時間が短くなっていきます。1回の使用時間
が使用開始時に比べて半分程度になったら、電池パックの寿命と考えてください。電池パックの寿命の目
安は、約1年です。ただし、使用頻度により寿命は短くなります。

充電の開始／終了とその他の留意事項

マーク 充電ランプ 意　味
　充電中：点滅　（充電完了：点灯） 充電中：点灯（赤）

充電完了：消灯
正常に充電しています。
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･電源を入れたまま長時間（1 日以上）充電しないでください。充電が完了しても FOMA 端末の電源
が入っていると、電池残量が減少します。このような場合、AC アダプタや DC アダプタは再度充電
を行いますが、再充電の途中で FOMA 端末を取り外した場合は、次のような状態になることがあり
ます。
・電池残量が少ない ・電池切れのメッセージが表示される ・短時間しか使えない
･電池残量が十分にある場合は、ACアダプタやDCアダプタに接続しても充電しないことがあります。
･ AC アダプタまたは DC アダプタを接続して、充電しながら長時間使用すると、温度上昇により一時
的に充電できなくなる場合があります。
･コネクタを抜き差しする際は、無理な力がかからないよう、ゆっくり確実に行ってください。
･ ACアダプタの本体接続コネクタは、水平になるように抜き差ししてください。

FOMA AC アダプタ 01（別売）を使用して充電できます。また、卓上ホルダ D05（別売）と組み合
わせても充電できます。
FOMA端末を折りたたんだ状態でも、開いた状態でも充電できます。
･電池パック単体では充電できません。
･詳しくは、ACアダプタと卓上ホルダの取扱説明書をご覧ください。

■ ACアダプタだけで充電する場合

■ 卓上ホルダに差し込んで充電する場合

･ FOMA端末を卓上ホルダへ取り付ける際は、ストラップなどを挟まないようにご注意ください。

コンセントから充電する

aAC アダプタの電源プラグを起
こし、AC 100Vコンセントに
差し込む

bFOMA端末の外部接続端子の端
子キャップを開く

c本体接続コネクタを「カチッ」と
音がするまで確実に差し込む

d充電の開始を確認する
充電ランプが赤く点灯したことを
確認してください。充電が完了し
たら、本体接続コネクタの両側の
リリースボタンを押しながら引き
抜き、AC アダプタをコンセント
から引き抜きます。次に端子
キャップを閉じます。

aAC アダプタの電源プラグを起
こし、AC 100Vコンセントに
差し込む

b卓上ホルダに本体接続コネクタ
を「カチッ」と音がするまで確
実に差し込む

cFOMA端末を卓上ホルダに垂直
に押し込んでから後方に傾ける

d充電の開始を確認する
充電ランプが赤く点灯したことを
確認してください。充電が完了し
たら FOMA 端末を手前に傾け卓
上ホルダから取り出します。

充電ランプ

リリースボタン

ＡＣ
アダプタ

電源プラグ

ＡＣ１００Ｖ
コンセント

本体接続コネクタ
（　　表示面が表です）

充電ランプ

卓上ホルダ
ＡＣ
アダプタ

電源プラグ

ＡＣ１００Ｖ
コンセント

本体接続コネクタ
（　　表示面が表です）
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専用の FOMA DC アダプタ 01（別売）を使用すると、自動車の中でも充電できます。マイナスアー
ス車（12V車・24V車）で使用できます。
･詳しくは、DCアダプタの取扱説明書をご覧ください。

aDCアダプタのシガーライタプラグを自動車のシガーライタソケットに差し込む
bFOMA端末の電源を切り、外部接続端子の端子キャップを開く
cDCアダプタの本体接続コネクタを「カチッ」と音がするまで確実に差し込む
d充電の開始を確認する
充電が完了したら、DC アダプタの本体接続コネクタの両側のリリースボタンを押しながら引き抜き、
シガーライタプラグをシガーライタソケットから引き抜きます。次に端子キャップを閉じます。

電池残量の確認のしかた 電池残量

ディスプレイに電池残量が3段階で表示されます。
･電池残量表示は目安です。

電池残量を音と表示で確認する

･次の場合は確認音は鳴りません。
・キー確認音を「OFF」に設定している場合
・電話着信音量を消音に設定している場合
・マナーモード中（オリジナルマナーモード中で、オリジナルマナーモード設定のキー確認音を「OFF」
以外に設定し、電話着信音量を「消音」以外に設定している場合は鳴ります）

自動車の中で充電する

おしらせ
●自動車のエンジンを切った状態で充電すると、車のバッテリーを消耗させることがあります。必ずエンジ
ンをかけた状態で充電してください。

●充電しない場合は、DCアダプタはシガーライタソケットから取り外してください。
●DCアダプタのヒューズ（DCアダプタ：2A）は消耗品です。交換に際しては、お近くのカー用品店など
でお買い求めください。

本体接続コネクタ

シガーライタプラグ

ＤＣアダプタ

シガーライタソケット

リリースボタン

充電ランプ

（　　表示面が表です）

（電池残量3）：十分残っています。
（電池残量2）：少なくなっています。
（電池残量1）：充電することをおすすめします。
･ 電池マーク設定でマークを変更できます。☛P131

電池マーク
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1 待受画面で m843 を押す
電池残量が表示されます。確認音が、キー確認音設定の音で鳴ります。

メッセージ表示や電池アラーム音でお知らせします。充電を開始すれば電池アラーム音は止まりますが、
すぐに止めたい場合はfを押してください。
･待受中のときは、電池残量がない旨のメッセージが表示されます。oを押すとメッセージが消えます
が、しばらくすると電池アラーム音が鳴り、再度メッセージが表示されます。このとき、ディスプレ
イ上部のすべてのアイコンが点滅し、約1分後に自動的に電源が切れます。
ドライブモード中は、背面ディスプレイにはメッセージは表示されません。ij を押すと表示され
ます。
･通話中のときは、受話口から電池アラーム音が鳴り、電池残量がない旨のメッセージが表示されます。

o、c、fを押すと、メッセージが消えます。電池アラーム音が聞こえてから約20秒後に通話
が切れて、待受画面に戻ります。その約1分後に自動的に電源が切れます。

音を鳴

電池アラーム音が鳴らないようにする 電池アラーム音設定

･マナーモード中やドライブモード中は、本機能の設定に関わらず、電池アラーム音は鳴りません。（オ
リジナルマナーモード中で、オリジナルマナーモード設定の電池アラーム音を「ON」に設定してい
る場合は鳴ります。）

1 待受画面で m815 を押す

2 2 を押す
･ 設定するとき：1 を押す

電池が切れそうになると

お買い上げ時 ON

おしらせ
●「OFF」に設定しても、通話中に電池が切れそうになったときは、受話口から電池アラーム音が鳴り、電
池残量がない旨のメッセージが表示されます。

3回鳴ります 2回鳴ります 1回鳴ります

（電池残量3） （電池残量2） （電池残量 1）
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電源を入れる／切る 電源ON／OFF

1 f を2秒以上押す
ウェイクアップ画面が表示された後、待受画面が表示されます。

1 f を2秒以上押す

電源を入れる

電源を切る

おしらせ
●サービスエリア外や電波が届かないところで が表示されているときに通話や通信を行うには、圏外表
示が消える場所まで移動してください。なお、 が表示されていて、移動せずに通話していても、通話が
切れることがあります。

●通話料金自動リセット設定を「ON」に設定した場合は、PIN2コードの入力が必要です。
●照明設定の点灯時間を「常時」以外に設定しているとき、待受画面表示中や音声電話通話中に約5分間何
も操作せずにいると、ディスプレイが自動的に消灯します（ACアダプタ接続時動作を「端末設定に従う」
に設定して充電しているときも同様です）。キー操作をしたり、電話の着信などがあると、ディスプレイ
は再び点灯します。

･ 日付・時刻が設定されていないときは、その旨のメッセー
ジが表示されます。o を押して、日付時刻設定を行って
ください。
･ FOMAカードが取り付けられていない場合、FOMAカー
ドの挿入が必要な旨のメッセージが表示されます。電源
を切り、FOMAカードを取り付けてから電源を入れ直し
てください。
･ PIN1コードON／OFFを「ON」に設定している場合、
PIN1コードを入力します。
･ 以下は変更できます。
･ 待受画像 ☛P120 ･ 電池マーク ☛P131
･ 時刻の表示形式 ☛P133

受信レベルの状態

 →  → 

強 弱 サービスエリア外や電波の届かない所

FOMA カードの読み込み中に が表
示され、終わると消えます。

電池マーク

日付・曜日・
時刻

待受画像が表
示されます。

受信レベル
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日付・時刻を合わせる 日付時刻設定

時刻設定には、ドコモのネットワークから取得した時刻情報を基に、FOMA端末の時刻を補正す
る方法と、自分で時刻を入力する方法があります。
･自動時刻補正を「ON」にしている場合、FOMAカードを取り付けた状態で、電波の届く場所で電源
を入れたときなどに自動的に補正されます。
･自動時刻補正を行う場合、数秒程度の誤差が生じる場合があります。また、電波状況によっては時刻
を補正できない場合があります。
･自動時刻補正を行う場合、ｉアプリによっては、ｉアプリ動作中に時刻情報を受信しても補正できな
い場合があります。
･自動時刻補正で日付・時刻を設定したとき、しばらく時刻が補正されない場合があります。
･ FOMAカードを取り付けていないときや、電波の届かない所にいるとき、サービスエリア外にいると
きは、電源を入れ直すなどしても補正は行われません。

1 待受画面で m851 を押す

2 各項目を選択して設定する

3 p を押す

お買い上げ時 自動時刻補正：ON　オフセット時間：+、00時 00分

自動時刻補正 ：自動時刻補正を行うかどうかを設定します。
･自分で日付・時刻を設定する場合は、自動時刻補正を「OFF」にしてください。

オフセット時間：時計を常に一定時間進めておきたいときなどに、取得した時刻より、進める（＋）
／遅らせる（－）時間を設定します。
･ 00時 00分～23時59分の間で入力できます。
･時、分が0～9のときは、前に0を付けます。

日付、時刻 ：日付、時刻を入力します。
･西暦は下2桁を入力します。2000年 1月 1日から2050年 12月 31日
まで設定できます。
･時刻は24時間制で入力します（00時00分～23時59分）。
･月、日、時、分が0～9のときは、前に0を付けます。

･ 数字は % を押しても増減できます。& を押して変更する数字にカーソルを合わせてからも入
力できます。

･ 自動時刻補正を「ON」にした場合、オフセット時間を設定します。日
付、時刻は設定できません。
48



ご
使
用
前
の
確
認

相手に自分の電話番号を通知する 発信者番号通知

電話をかけたとき、相手の電話機のディスプレイに自分の電話番号（発信者番号）を表示させます。
･発信者番号はお客様の大切な情報です。発信者番号を通知する際には、十分にご注意ください。
･相手の電話機が、発信者番号表示が可能なときに表示されます。
･発信者番号通知はお申し込み不要です。また、月額使用料は無料です。
･サービスエリア外や電波の届いていない場所では、発信者番号通知の設定操作はできません。電波状
態のよい場所で行ってください。
･詳しくは『ネットワークサービス操作ガイド』をご覧ください。

1 待受画面で m951 を押す
■ 設定内容を確認するとき
a待受画面で m952 を押し、「はい」を選択する

2 ネットワーク暗証番号を入力し、1 を押す
･ 入力したネットワーク暗証番号は「＊」で表示されます。
･ 通知しないとき：2 を押す

おしらせ
●設定したオフセット時間は、現在のFOMA端末の表示時刻に一時的に反映されます。その後、電源を入れ
直したときなどに、ネットワークから取得した時刻情報に対して、最後に設定したオフセット時間が反映
されます。

●日付・時刻を設定していないときは、次の機能は利用できません。
･スケジュール帳 ･アラーム設定
･自動電源ON／OFF設定 ･ｉアプリの自動起動機能☛P292
･時刻設定を必要とするｉアプリDX☛P282
･再生制限が設定されているｉモーションの取得☛P319
･データ（スケジュール）送受信☛P346、P348 ･ソフトウェア更新
･パターンデータ更新 ･ユーザ証明書の操作☛P208
･ SSL通信（認証）

●日付・時刻を設定していないときは、次の機能で日時が記録されず、「----/--/--」「----------------」などと表
示されます。さらに区別のための枝番が付くこともあります。
･リダイヤル／着信履歴 ･伝言メモ、音声メモ
･カメラで撮影した静止画／動画の日時☛P158 ･メモ帳
･バーコードリーダーで読み取ったデータのファイル名の日時☛P173
･ｉアプリのダウンロード日時☛P287 ･送信メール・未送信メールの日時☛P248
･静止画やメロディ、ｉモーション、メールテンプレートなどのダウンロード日時☛P342、P229

●設定した時刻は、電池パックを交換する場合にも保持されますが、長い間電池パックを外しているとリ
セットされることがあります。その場合は、再度、日付・時刻の設定を行ってください。

●音声電話通話中にm4を押して、日付・時刻を設定できます。
●通話料金上限通知を「ON」または通話料金自動リセット設定を「ON」に設定している場合は、端末暗証
番号の入力が必要です。

おしらせ
●以下の方法でも発信者番号の通知／非通知を設定できます。
･電話帳データごとに、発信者番号の通知／非通知を設定する☛P108
･電話をかけるときに、発信者番号の通知／非通知を設定する☛P57、P58

●電話をかけたときに発信者番号通知をお願いする旨のガイダンスが聞こえた場合は、発信者番号を通知す
る設定にしてからかけ直してください。
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Menu 47

自分の電話番号を確認する 自局番号

自分の電話番号（自局電話番号）や名前、メールアドレスなどを確認します。

1 待受画面で m0 を押す
･ 自局電話番号には、FOMA端末に挿入している FOMAカードの電話番号が表示されます。
･ ｉ モードのメールアドレスを確認するには、待受画面で d1 を押して ｉMenu を表示し、
「hオプション設定」→「aメール設定」→「アドレス確認」を選択します。

お買い上げ時 FOMAカードの設定に従う

おしらせ
●通話中に自分の電話番号を確認するには、b0を押します。
●電話番号以外の情報を登録する☛P381
●赤外線機能を搭載した他の FOMA端末などと自局番号を送受信できます。
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電話のかけかた／受けかた
電話のかけかた
電話をかける.............................................................................................................52
音声電話からテレビ電話に切り替える...................................................................55
前にかけた相手にかけ直す...............................................................リダイヤル　56
1回の通話ごとに電話番号を通知するかしないかを設定する
　 .....................................................................................................186 ／ 184　57
条件を設定して電話をかける.......................................................カスタム発信　58
国際電話を利用する ................................................................. WORLD CALL　58
サブアドレスを指定して電話をかける................................サブアドレス設定　60
途切れた通話を再接続するときのアラームを設定する
　 ......................................................................................... 再接続アラーム設定　60
周囲の騒音を抑えて通話を明瞭にする........................ ノイズキャンセラ設定　61
車の中で手を使わずに話す...................................................車載ハンズフリー　61

電話の受けかた
電話を受ける.............................................................................................................61
音声電話からテレビ電話に切り替えて電話を受ける ...........................................64
ダイヤルキーなどを押して電話に出られるようにする
　 ................................................................................. エニーキーアンサー設定　64
FOMA端末を開いて通話を開始する.............................. 着信中オープン応答　64
FOMA端末を折りたたんで通話を切断／保留／継続する
　 ......................................................................................... 通話中クローズ設定　65
着信履歴を利用する ..............................................................................着信履歴　65
相手の声の音量を調整する...........................................................受話音量調整　67
着信音の音量を調整する...............................................................着信音量調整　68
音声電話着信時／テレビ電話着信時の動作を設定する
　 .............................................................. 電話着信設定／テレビ電話着信設定　69
通話中やパケット通信中の着信時に優先して表示する画面を設定する
　 ......................................................................................... 優先通信モード設定　70

電話に出られないとき／出られなかったとき
すぐに電話に出られないとき保留にする............................................応答保留　71
応答保留ガイダンスを設定する............................... 応答保留ガイダンス設定　72
通話保留音を設定する...............................................................通話保留音設定　72
運転中に電話を受けないようにする .......................................ドライブモード　73
電話に出られないときに用件を録音する............................................伝言メモ　75
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電話のかけかた

電話をかける
ここでは、音声電話のかけかたと、テレビ電話と共通の操作を説明します。
･ダイヤル発信制限中は、ダイヤルキーを押しても電話をかけられません。
･通話中はアンテナ部を手で覆わないでください。

1 待受画面で電話番号を入力する

2 n を押す

3 通話が終わったら f を押す
･ FOMA端末を折りたたんでも電話を切ることができます。折りたたんでも電話が切れないように
するには、通話中クローズ設定の設定を変更します。

おしらせ
●操作2、操作1の順でも電話をかけられます。nを押して電話番号を入力した後、約5秒経過すると自
動的に音声電話がかかります。

●他の機能を実行中に電話をかけられない場合があります。☛P466
●電話帳データの画像選択に動画／ｉモーションを設定した相手に電話をかけると、発信中の画面に動画／
ｉモーションの最初のコマが表示されます。☛P96

●複数の通信機能を同時に利用できます。☛P360、P464
●電話をかけたときに発信者番号通知をお願いする旨のガイダンスが聞こえた場合は、発信者番号を通知す
る設定にしてからおかけ直しください。

●相手の電話番号の前に「186」／「184」を付けないで番号を入力したときや、カスタム発信で番号通
知を「指定なし」にして電話をかけたときは、発信者番号通知の設定に従って動作します。

●音声電話通話中にパケット着信があった場合には、優先通信モード設定に従った着信画面が表示されま
す。

●平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを使って電話をかけられます。

･ 電話番号は80桁まで入力できます。ただし、表示されるのは24桁です。
･ 電話番号を訂正するときは c を押します。
･ c を1秒以上押すと、待受画面に戻ります。

一般電話にかける 同じ市内への通話でも、必ず市外局番からダイヤルして
ください。

携帯電話にかける 090 － XXXX － XXXX
080 － XXXX － XXXX

PHSにかける 070 － XXXX － XXXX

「プップップッ」という発信音が聞こえます。相手が出たらお話しください。
･ 相手が話し中のときは、「ツーツー」という話中音が聞こえます。

f を押していったん発信を終了し、しばらくたってからおかけ直しく
ださい。リダイヤルを使うと便利です。
･ 相手の携帯電話や PHS の電源が入っていないとき、または相手が電波
の届かない場所にいるときには、接続できないことをガイダンスでお知
らせします。
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通話中に保留にする 通話中保留

通話中に自分の声を相手に聞こえないようにします。
･保留中も、電話をかけた側に通話料金がかかります。

1 通話中に o を押す
通話が保留になり、ガイダンスが流れます。テレビ電話のときは、自分と相手には通話中保留画像
が表示されます。

･ 音声電話の保留中に o または n を押すと、保留が解除されます。
･ テレビ電話の保留中に o を押すと、保留が解除され、保留前に送信していた画像に戻ります。

t を押すと保留が解除され自画像が、n を押すと保留が解除され代替画像が相手に送信され
ます。

スピーカーホン機能を利用する

相手の声がスピーカーから聞こえる状態で電話をかけられます。

1 待受画面で電話番号を入力して n または t を1秒以上押す
･ 発信中は n、通話中は n または a を押すたびに通常の受話口からの通話と、スピーカー
ホン機能を利用した通話を切り替えられます。
･ スピーカーホン機能利用中は、ディスプレイに が表示されます。
･ 電話帳一覧、リダイヤル一覧、着信履歴一覧、伝言メモ一覧、音声メモ一覧から操作する場合も
同様です。

おしらせ
●FOMA 端末を折りたたんで保留にするには、通話中クローズ設定の設定を変更します。FOMA 端末を折
りたたんで通話を保留にしたときは、FOMA端末を開いても保留は解除されません。

●保留中にメロディを流せます。☛P72
●通話中保留画像は変更できます。☛P87

おしらせ
●スピーカーホン機能を利用した通話に切り替えると、音量が急に大きくなり耳に傷害を与える恐れがあり
ますので、FOMA端末を耳から離して使用してください。

●周囲や相手側の雑音が大きく、聞き取りにくい場合は、通常の受話口から通話してください。
●FOMA端末に向かって約30cm以内の距離でお話しください。
●マナーモード中でもスピーカーホン機能を利用できます。

音声電話保留中 テレビ電話保留中

通話中保留画像

点滅
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音声電話通話中の操作について

･サブメニューから次の操作ができます。

※1：アラーム鳴動中でも設定を変更できます。アラームが鳴り止んだ後に変更した設定が反映されます。
･通話中には、次のキーで操作できます。
・pを押して電話帳を起動できます。
・jを1秒以上押して、相手の声を録音できます（通話中音声メモ）。
・%またはijを押して受話音量を調整できます。
・lを押して着信履歴を、rを押してリダイヤルを表示できます。
・tを押してカメラを起動できます。

ポーズ、タイマーを入力する

･ポーズとタイマーは音声電話のみ有効です。

「03XXXXXXXXP12345」（ポーズ「P」を入力）で発信したとき
電話がつながった後に o を押すと、ポーズ以降の番号が送出されます。

ポケットベル※へのメッセージ送信や自宅の留守番電話の操作、チケットの予約などに利用します。
ポーズ（P）が入力された箇所でダイヤルを区切ってプッシュ信号（DTMF）を送出します。

1 ( を1秒以上押す
･ 電話番号の先頭に入力すると発信できません。

外線番号に続けて内線番号をダイヤルするときなどに利用します。外線番号と内線番号の間に「T」を
入力することによって、外線番号に続いて一定の秒数が経過した後に内線番号が発信されます。

サブメニュー 説　明 参照先
aテレビ電話切替 音声電話からテレビ電話へ切り替えます。 P55
b着信履歴 着信履歴を表示します。 P65
cリダイヤル リダイヤルを表示します。 P56
d日付時刻設定 日付・時刻を設定します。 P48
e再接続アラーム設定※1 電波状態が悪くて途切れた通話を、電波状態がよくなったときに再接

続するときのアラーム音を設定します。
P60

f通話品質アラーム設定※1 電波状態が悪くて通話が途切れそうになったときに、アラーム音で知
らせるように設定します。

P118

g通話中クローズ設定 FOMA端末を折りたたんで通話を終了するかどうかを設定します。 P65
hダイヤル入力 キャッチホンをご利用の場合、通話中に別の相手に電話をかけられま

す。
P399

ポーズ「P」を入力する

タイマー「T」を入力する

例
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1 # を1秒以上押す
･ タイマーは連続して入力できます。
･ タイマー1つにつき、約１秒の間隔をとります。
･ 電話番号の先頭に入力すると発信できません。

音声電話からテレビ電話に切り替える
相手側が切り替え可能な端末の場合、音声電話通話中に、サブメニューからの操作でテレビ電話
へ切り替えられます。切り替えは、音声電話をかけた側の端末からのみ操作できます。
･音声電話／テレビ電話切り替え対応の端末どうしでご利用いただけます。
･テレビ電話に切り替えるには、相手がテレビ電話切替機能通知を開始している必要があります。

☛P90

1 音声電話通話中に m1 を押し、「はい」を選択する

･ 切り替え中は電話を切り替える旨のガイダンスが流れます。
･「いいえ」を選択すると音声電話通話中の画面に戻ります。
･ 切り替え中に、n を押すとスピーカーホン機能を利用した通話に切り替えられます。

おしらせ
●プッシュ信号（DTMF）は、受信側の機器によっては受信できない場合があります。
●チケットの予約など、音声ガイダンスに従ってプッシュ信号（DTMF）を送出する必要がある場合には、
スピーカーホン機能を利用すると便利です。この場合、スピーカーホンに切り替えた後で、プッシュ信号
（DTMF）を入力してください。
●キャッチホンをご契約の場合、お話し中の通話を保留にして別の相手にポーズ（P）、タイマー（T）を入
力して電話をかけることはできません。

●通話中クローズ設定で「保留」に設定している場合、プッシュ信号（DTMF）送信中は FOMA 端末を折
りたたんでも通話が継続され、プッシュ信号を送信した後に通話は保留になります。

おしらせ
●パケット通信中の場合は、パケット通信を切断してテレビ電話に切り替えます。
●相手側がパケット通信中はテレビ電話に切り替えられません。
●キャッチホンでの通話中は、テレビ電話に切り替えられません。
●切り替えには、約5秒かかります。なお、電波状況により切り替えに時間がかかる場合があります。
●電波状況によっては音声電話からテレビ電話に切り替えられず、接続が切れてしまう場合があります。
●「切替中」と表示されている間は料金は課金されません。
●テレビ電話から音声電話へ戻すには☛P83
●切り替え中に別の電話がかかってきたときは、着信拒否になり着信履歴に記録されます。
●スピーカーホン機能は、音声電話とテレビ電話を切り替えても継続されます。
●テレビ電話通話中に行った設定（カメラの切り替えなど）は、音声電話とテレビ電話を切り替えると解除
されます。

●テレビ電話と音声電話の通話時間に応じて、通話料金がそれぞれ加算されます。
55※：2001年1月から、ドコモのポケットベルは「クイックキャスト」に名称が変わりました。
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Menu 45

前にかけた相手にかけ直す リダイヤル

こちらからかけた電話を発信履歴（リダイヤル）として記録しておく機能です。相手が話し中で
電話がつながらなかった場合などに、簡単な操作でかけ直せます。
･最大30件記録されます。30件を超えると、古いものから順に消去されます。
･日付・時刻が設定されていない場合は、リダイヤルに日時が記録されません。
･同じ電話番号にかけた場合は、カスタム発信で設定した番号通知の「指定なし」、「通知」、「非通知」
のそれぞれについて最新の1件のみが記録されます。
･シークレットモード中でない場合、シークレット属性が設定されている電話帳の相手に発信したとき
はリダイヤルには相手の電話番号が表示されます。

1 待受画面で r を押し、リダイヤル一覧でかけ直す相手にカーソルを合わせる

■ 電話帳に登録するとき
a登録するリダイヤルにカーソルを合わせて m1 を押す
･ 登録済みの電話帳データに追加するときは、m2 を押します。

b1 または 2 を押し、名前やメールアドレスなどを登録する ☛P95、P98
･ 登録済みの電話帳データに追加するときは、1 または 2 を押し、登録先の電話帳
データを選択します。☛P105

■ SMSを作成するとき
a宛先にするリダイヤルにカーソルを合わせて a を1秒以上押す

リダイヤルの電話番号を宛先にしたSMSの作成画面が表示されます。
･ a を押すと、リダイヤルの電話番号がメールアドレスとともに電話帳に登録されている場
合は、1件目のメールアドレスが宛先に設定されたｉモードメールの作成画面が表示され
ます。それ以外の場合は、リダイヤルの電話番号が宛先に設定された ｉ モードメールの作
成画面が表示されます。

■ 着信履歴一覧に切り替えるとき
ap を押す
･ 押すたびにリダイヤル／着信履歴の一覧画面が切り替わります。

2 n を押す
音声電話がかかります。
･ テレビ電話をかけるときは t を押します。
･ o を押すと、選択しているリダイヤルと同じ発信方法（リダイヤルが音声電話ならば音声電話、テ
レビ電話ならばテレビ電話）で電話をかけられます。ただし、32Kテレビ電話で発信したリダイヤ
ルは、64Kで発信されます。

電話番号、名前（相手の電話番号が電話帳に登録されている場合）

：カスタム発信で発信者番号を通知したとき
：カスタム発信で発信者番号を非通知にしたとき

：国際電話の発信
：テレビ電話の発信

選択されている相手への発信日時、電話番号（相手の画像が電話帳に設定さ
れている場合は、画像も表示）
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リダイヤルを削除する

1 待受画面で r を押す

2 削除するリダイヤルにカーソルを合わせて m41 を押す
･ 全件削除するときは m42 を押します。

3「はい」を選択する

1回の通話ごとに電話番号を通知するかしないかを設定する 186／184

電話をかけたとき、相手の電話機に自分の電話番号（発信者番号）を表示させるかどうかを設定
します。
･発信者番号はお客様の大切な情報です。発信者番号を通知する際には、十分にご注意ください。
･相手の電話機が、発信者番号表示が可能なときに表示されます。

「186（ 31#）」／「184（#31#）」を付けて電話をかける

電話をかけるときに、電話番号の先頭に特定の番号を付加する方法です。
■ 発信者番号を通知するとき
「186（または (31#）＋相手の電話番号＋ n」
･テレビ電話をかけるときは、n の代わりに t を押します。

■ 発信者番号を通知しないとき
「184（または #31#）＋相手の電話番号＋ n」
･テレビ電話をかけるときは、n の代わりに t を押します。

おしらせ
●プライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定した場合）は、端末暗証番号の入力が必
要です。

●ダイヤル発信制限やPIMロックを設定するとそれまでに記録されていたリダイヤルは削除されます。ただ
し、その後の発信は記録され、リダイヤルから発信できます。

●通話中に音声電話とテレビ電話を切り替えた場合、発信時の種別（音声電話／テレビ電話）がリダイヤル
に記録されます。

●発信者番号の通知／非通知を切り替えたり、プレフィックスを付加して電話をかけられます。☛P58

おしらせ
●電話をかけたときに発信者番号通知をお願いする旨のガイダンスが聞こえた場合は、発信者番号を通知す
る設定にしてからおかけ直しください。

●複数の番号通知方法を同時に設定・操作した場合、次のような順位（a→c）で番号通知動作が行われます。
a発信時にサブメニューのカスタム発信から番号通知方法を選択した場合
b相手の電話番号の前に「186（ 31#）」／「184（#31#）」を付けた場合
c発信者番号通知を設定した場合
また、上記の番号通知方法を同時に設定・操作すると、ディスプレイの表示と実際の通知／非通知の発信
が異なる場合があります。

●国際電話では「186（ 31#）」を付けても、経由する電話会社などにより発信者番号が通知されない場
合があります。

●相手の電話番号に「186（ 31#）」／「184（#31#）」を付けて発信した場合、「186（ 31#）」／
「184（#31#）」も付いた電話番号がリダイヤルに記録されます。
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条件を設定して電話をかける カスタム発信

音声電話／テレビ電話をかけるたびに、発信方法や発信者番号の通知／非通知、発信番号の選択、
プレフィックスを付加するかどうかを設定できます。

1 待受画面で電話番号を入力して m3 を押す
･ リダイヤル一覧、着信履歴一覧、伝言メモ一覧、音声メモ一覧から操作する場合も同様です。
･ 電話帳一覧で m5 を押してもカスタム発信ができます。

2 各項目を選択して発信条件を設定する

3 m を押して「はい」を選択する
設定した内容で電話がかかります。

国際電話を利用する WORLD CALL

ドコモの国際電話サービス「WORLD CALL」

･「WORLD CALL」はドコモの携帯電話からご利用いただける国際電話サービスです。
･通話方法

･通話先は世界約220の国と地域です。
･「WORLD CALL」の料金は毎月の FOMAサービスの通信料金と合わせてご請求します。
･申込手数料は不要です。また、月額使用料は無料です。
・FOMAサービスをご契約のお客様は、ご契約時に併せて「WORLD CALL」もご契約いただいてい
ます（ただし、不要のお申し出をされた方を除きます）。

発信方法 ：「音声電話」、「64Kテレビ電話」または「32Kテレビ電話」から選択します。
番号通知 ：発信者番号の通知／非通知を設定します。「指定なし」を選択すると、発信者

番号通知の設定に従って動作します。
マルチナンバー ：☛P404
プレフィックス ：電話番号の前に付加する番号（プレフィックス）を選択します。

･プレフィックス設定について ☛P59

おしらせ
●電話帳の電話番号に「186（ 31#）」／「184（#31#）」を付けて登録していても、本機能の番号通
知が優先されます。

●FOMA端末電話帳の詳細（TOP）／詳細（電話）画面、FOMAカード電話帳の詳細画面、自局番号の詳
細（電話）画面ではmを押し、「カスタム発信」を選択します。

●電話をかけたときに発信者番号通知をお願いする旨のガイダンスが聞こえた場合は、発信者番号を通知す
る設定にしてからおかけ直しください。

●国際電話では番号通知で「通知」を選択しても、経由する電話会社などにより発信者番号が通知されない
場合があります。

009130 010 国番号 市外局番 相手の電話番号 n
･上記の電話番号を FOMA端末の電話帳に登録できます。
･市外局番が「0」で始まる場合には「0」を除いてダイヤルしてください（ただし、イタリアの一般電話
などにおかけになる場合は「0」が必要です）。
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･国際電話ダイヤル手順の変更について
携帯電話などの移動体通信は、電話会社選択サービス「マイライン」のサービス対象外であるため、
「WORLD CALL」についても「マイライン」をご利用いただけませんが、「マイライン」の導入に伴い
携帯電話などから国際電話をご利用になる場合のダイヤル手順が変更となりました。従来のダイヤル手
順（上記ダイヤル手順から「010」を除いたもの）ではご利用いただけませんので、ご注意ください。
･詳しくは、取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせください。
・ドコモ以外の国際電話サービス会社をご利用いただく場合は、各国際電話サービス会社に直接お問
い合わせください。

･一部ご利用できない料金プランがあります。

簡単な方法で「WORLD CALL」を利用する 国際ダイヤル自動付加設定

国際ダイヤル自動付加設定を「自動付加」に設定すると、「+」の後に国番号からの電話番号を入力する
ことで、国際電話用の「009130010」を自動的に付けて国際電話を簡単にかけられます。
･「＋」の後に日本の国番号「81」を先頭に付けて発信した場合は、国際ダイヤル自動付加設定を「自
動付加」に設定していても、国際電話用の「009130010」は付加されません。

1 待受画面で m876 を押す

2 1 を押す
･ 解除するとき：2 を押す

■ 国際ダイヤル自動付加設定を利用して国際電話をかけるとき
a待受画面で 0 を1秒以上押し、国番号、電話番号の順に入力する
･ 0 を1秒以上押すと、「＋」が入力されます。

bn を押す

「WORLD CALL」以外の番号を設定する プレフィックス設定

電話番号の先頭に付加する番号（プレフィックス）をあらかじめ登録しておくと、電話番号を入力した
後でも、簡単にプレフィックスを付加して国際電話をかけられます。
･お買い上げ時は、国際電話用の「009130010」が登録されています。「009130010」は、他の
プレフィックスに変更もできます。

1 待受画面で m875 を押す

2 プレフィックス欄を選択し、番号を入力する
･ 最大3件、1件につき10桁まで入力できます。
･ 電話番号にはポーズ、タイマーを含めないでください。ポーズ、タイマーを含めてプレフィック
スを設定すると、そのプレフィックスを付加して電話をかけることはできません。

海外の特定3G携帯端末をご利用のお客様に対し、上記ダイヤル方法の後にテレビ電話モードで発信すれば
「国際テレビ電話」がご利用いただけます。
･接続可能な国及び通信事業者等の情報についてはドコモのホームページをご覧ください。
･国際テレビ電話の接続先の端末により、FOMA端末に表示される相手側の画像が乱れたり、接続できない
場合がございます。

お買い上げ時 自動付加

お買い上げ時 009130010
59つづく
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3 p を押す
■ プレフィックスを選択して国際電話をかけるとき

サブアドレスを指定して電話をかける サブアドレス設定

サブアドレスを指定して特定の電話機や通信機器を呼び出すように設定します。
･映像配信サービス「Vライブ」でコンテンツを選択するときにも利用します。

1 待受画面で m877 を押す

2 1 を押す
･ 解除するとき：2 を押す

電話番号の後に、(（サブアドレスの区切り）を押してからサブアドレスを入力して、n（音声電
話のとき）または t（テレビ電話のとき）を押します。ただし、相手の電話機や通信機器にサブアド
レスが設定されている必要があります。

途切れた通話を再接続するときのアラームを設定する 再接続アラーム設定

トンネルやビルの陰などで電波状態が悪くて途切れた音声電話やテレビ電話を、電波状態がよく
なったときに再接続するときのアラーム音を設定します。
･電波が途切れている間は、相手は無音状態となります。
･利用状態や電波状態により、再接続されるまでの時間は異なります。目安は最長10秒間です。
･再接続されるまでの時間（最長10秒間）も通話料金がかかります。
･利用状態や電波状態により、アラーム音が鳴らずに通話が切れてしまうことがあります。

1 待受画面で m872 を押す

2 1 ～ 3 を押す

お買い上げ時 ON

サブアドレスを指定して電話をかける

おしらせ
●サブアドレス設定を「ON」に設定していても、電話番号の先頭に「 」を入力した場合やプレフィック
スで付加した番号内に「 」がある場合は、「 」以降の番号はサブアドレスとして認識されず、「 」
を含んだ番号として発信されます。「Vライブ」にアクセスするときは、先頭の「 」から入力します。

●サブアドレス設定を「ON」に設定していても、ポーズやタイマーを入力した後に「 」を入力した場合
は、サブアドレスの区切りとしては認識されず、「 」を含んだプッシュ信号(DTMF)として送出されます。

お買い上げ時 アラーム高音

a待受画面で国番号、電話番号の順に入力する
bm3 を押し、プレフィックス欄を選択する
c利用するプレフィックス番号を選択する
dm を押して「はい」を選択する
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周囲の騒音を抑えて通話を明瞭にする ノイズキャンセラ設定

通話中の周囲の騒音を抑えることによって、自分の声が相手に、また相手の声も明瞭に聞きとれ
るようになります。
･通常は、「ON」に設定した状態でのご使用をおすすめします。

1 待受画面で m871 を押す

2 1 を押す
･ 解除するとき：2 を押す

車の中で手を使わずに話す 車載ハンズフリー

FOMA 端末を車載ハンズフリーキット 01（別売）やカーナビなどのハンズフリー対応機器と、
USB接続することにより、ハンズフリー対応機器から音声電話の発着信などの操作ができます。
･ハンズフリー対応機器から操作する場合は、USBモード設定を「通信モード」にしてください。
･ハンズフリー対応機器の操作については、各ハンズフリー対応機器の取扱説明書をご覧ください。な
お、車載ハンズフリーキット01（別売）をご利用時には、FOMA 車載ハンズフリー接続ケーブル01
（別売）が必要です。

電話の受けかた

電話を受ける
ここでは、音声電話の受けかたと、テレビ電話と共通の操作を説明します。
･音声着信の場合、n 以外に 0 ～ 9、(、# を押しても電話を受けられます（エニー
キーアンサー）。☛P64

1 電話がかかってくる
着信音が鳴り、ディスプレイの照明が点灯し、着信ランプが点灯／点滅します。
･ f を押すと応答保留になります。

お買い上げ時 ON

おしらせ
●着信時の画面表示や着信音などの動作は、FOMA端末の設定に従います。
●ハンズフリー対応機器から音を鳴らす設定にしている場合は、FOMA 端末でマナーモードや音の設定を
「OFF」に設定中でもハンズフリー対応機器から着信音が鳴ります。
●ドライブモード中の着信動作は、ドライブモードの設定に従います。
●ハンズフリー対応機器から電話帳やリダイヤルを利用してテレビ電話をかけた場合、ハンズフリー対応機
器からの通信速度設定に従います。設定されていない場合は、64K固定でテレビ電話を発信します。

●ハンズフリー対応機器からテレビ電話をかけた／受けた場合、相手には代替画像が送信されます。
●伝言メモ設定中の着信動作は、伝言メモの設定に従います。
●FOMA端末から音を鳴らす設定にしている場合、通話中に FOMA端末を折りたたんだときの動作は、通
話中クローズ設定の設定に従います。ハンズフリー対応機器から音を鳴らす設定にしている場合、通話中
クローズ設定の設定に関わらず、FOMA端末を折りたたんでも通話状態は変わりません。
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2 n を押す

3 通話が終わったら f を押す
･ FOMA端末を折りたたんでも電話を切ることができます。折りたたんでも電話が切れないように
するには、通話中クローズ設定の設定を変更します。

着信中の相手からの発信状況や FOMA端末の設定に従って、電話番号や名前、静止画、動画／ｉモー
ションなどがディスプレイに表示されます。名前や電話番号を表示しないように設定できます。
☛P127

■ 相手の電話番号が通知されたとき

■ 相手の電話番号が通知されなかったとき
発信者番号非通知理由が表示されます。

音声電話がかかってきた場合は、発番号なし動作設定で設定した着信動作やイメージ表示が優先さ
れます。テレビ電話がかかってきた場合は、着信画像はテレビ電話着信設定に従って動作します。

着信ランプの点灯／点滅と背面ディスプレイの表示および着信音で、電話がかかってきたことをお知ら
せします。

ディスプレイの表示について

FOMA端末を折りたたんでいるときの動作について

お話しください。通話時間が表示されます。
･ o を押すと通話中保留になります。
･ n または a を押すとスピーカーホン機能を利用した通話に切り替え
られます。
･ FOMA端末を開いても電話を受けられます。☛P64

相手の電話番号が電話帳に登録されていない場合は、ディスプレイには相手
の電話番号と電話着信設定またはテレビ電話着信設定で設定した画像が表示
されます。
･ 音の設定の電話／テレビ電話に「着モーション」を設定している場合は、
着モーションが再生されます。着モーションが音声のみ（歌手の歌声など
映像のないｉモーション）の場合は、お買い上げ時の着信画像が表示され
ますが、電話着信設定やテレビ電話着信設定で画像を変更できます。

相手の電話番号が電話帳に登録されている場合には名前と電話番号が表示さ
れます。また、人物画像表示設定が「ON」のときは電話帳に設定している
静止画や動画／ｉモーションも表示されます。☛P126
･ 各着信音の設定に「着モーション」を設定している場合は、「1. 電話帳（メ
モリ番号）→ 2. 電話帳（グループ）→ 3. 音の設定の電話／テレビ電話」
の優先順位で設定した着モーションの映像が再生されます。着モーション
や電話帳の画像を設定していない場合は、電話着信設定で設定した画像が
表示されます。

非通知理由 理　由
非通知設定 発信者の意思により発信者番号を通知しないで発信した場合
公衆電話 公衆電話などから発信した場合
通知不可能 海外からの着信や一般電話から各種転送サービスを経由して

の着信など、発信者番号を通知できない相手から発信した場合
（ただし、経由する電話会社により発信者番号が通知される場
合もあります）
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･ FOMA端末を折りたたんでいると、発信者番号が通知された場合は、FOMA端末電話帳に登録されて
いる名前などが表示されます。発信者番号が通知されていない場合は、発信者番号非通知理由が表示
されます。名前の表示について☛P94
･背面情報表示設定で「相手情報表示なし」に設定すると、電話番号の通知／非通知に関わらず、相手
の電話番号や名前などは表示されません。

･音声電話の着信中にサブメニューから次の操作ができます。
通話中着信動作選択を「通常着信」に設定していると、通話中に別の電話がかかってきたときも同様
に操作できます。

※1：留守番電話サービスをご利用いただき、音声電話がかかってきた場合に有効です。
※２：転送でんわサービスをご利用いただき、転送先が登録されている場合に有効です。
･jを1秒以上押して伝言メモで応対することもできます（クイック伝言メモ）。
･着信音量を調整したり、バイブレータの動作を止めたりできます。☛P68

留守番電話サービス、キャッチホン、転送でんわサービスのいずれかをご契約いただくと、通話中に別
の電話がかかってきたときに「ププ…ププ…」という通話中着信音が聞こえ、次の動作ができます。
･キャッチホンをご契約されていない場合は、通話中着信音「ププ…ププ…」が鳴っても電話はとれま
せん。

※1：通話中着信設定を開始に設定し、通話中着信動作選択を「通常着信」に設定した場合に選択できます。

着信中の操作について

サブメニュー 説　明
a留守番電話※1 かかってきた電話を留守番電話サービスセンターへ転送します。
b着信拒否 電話が切れます（相手側に通話料金はかかりません）。
c転送でんわ※2 かかってきた電話を転送登録先へ転送します。

お話し中に「ププ…ププ…」という音（通話中着信音）が聞こえたとき

ご契約の内容 動　作 参照先
留守番電話サービス※1 留守番電話サービスセンターへ転送します。 P396
キャッチホン 通話中の電話を保留にし、かかってきた電話に応答します。 P398
転送でんわサービス※1 転送登録先へ転送します。 P399

おしらせ
●電話帳に登録されていない相手からの着信に対して、着信を拒否したり、着信音やバイブレータなどでの
呼出動作をすぐに開始しないように設定できます。☛P152、P151

●電話帳に登録されている相手に対して着信拒否を設定できます。☛P149
●ビル電話・PBXなど、ダイヤル市外通話のできない電話機からの電話は、FOMA端末へもかけられません。
●音声電話通話中にパケット着信があった場合には、優先通信モード設定に従った着信画面が表示されます。
●複数の通信機能を同時に利用できます。☛P360、P464
●FOMA 端末から転送された電話を着信した場合は、転送元の電話番号が着信画面の左下に表示されます。
ただし、転送元の電話番号が電話帳に登録されていても、名前は表示されず、電話番号のみ表示されます。
転送元によっては、転送元の電話番号が表示されないことがあります。

●電話帳や電話着信設定などで電話着信時の画像にｉモーションを設定していても、音声通話中に音声電話
の着信があった場合はｉモーションは再生されず、最初のコマが表示されます。

●ソフトウェア更新中に音声電話の着信があった場合、着信音に動画／ｉモーションを設定していても再生
されません。

●音の設定で ｉ モーションを設定している場合、ｉ モーションの削除や保存を行っているときに電話の着
信があると、設定に関わらず着信音が「パターン1」になることがあります。メロディや着信時の画像を
設定している場合も、メロディや画像の移動、削除や保存を行っているときに電話の着信があると、「パ
ターン1」、「標準画像」になることがあります。

●国際電話がかかってきた場合、発信者番号の先頭に「＋」が表示されます。
●平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを使って電話を受けられます。
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音声電話からテレビ電話に切り替えて電話を受ける
･切り替え操作は、音声電話を発信した側からのみ行うことができます。着信した側からは切り替え操
作を行うことはできません。
･テレビ電話への切替要求を受けるには、テレビ電話切替機能通知を開始しておく必要があります。

☛P90

1 音声電話通話中にテレビ電話への切替要求を受ける

2「はい」を選択する
テレビ電話に切り替わり、相手側に自画像が送信されます。
･「いいえ」を選択すると、相手側に代替画像が送信されます。
･ 操作２で「はい」を選択したときに初めて自画像が送信されます。

ダイヤルキーなどを押して電話に出られるようにする エニーキーアンサー設定

電話がかかってきたとき、n 以外に 0 ～ 9、(、# を押して電話に出られるよ
うにします。
･本機能は音声電話にのみ有効です。ただし、通話中着信時は無効です。

1 待受画面で m868 を押す

2 1 を押す
･ 解除するとき：2 を押す

FOMA端末を開いて通話を開始する 着信中オープン応答

･本機能は音声電話にのみ有効です（開閉ロック中も有効です）。

1 待受画面で m879 を押す

2 1 を押す
･ 解除するとき：2 を押す

お買い上げ時 ON

お買い上げ時 OFF

･ 切り替え中は電話を切り替える旨のガイダンス
が流れます。
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FOMA端末を折りたたんで通話を切断／保留／継続する 通話中クローズ設定

･ 64Kデータ通信中、パケット通信中は、本機能は動作しません。

1 待受画面で m878 を押す

2 1 ～ 3 を押す

Menu 44

着信履歴を利用する 着信履歴

かかってきた電話に応答した履歴や、電話に出られなかったとき（不在着信）の履歴を記録して
おく機能です。伝言メモに録音されたときも記録されます。
･最大30件記録されます。30件を超えると、古いものから順に消去されます。
･日付・時刻が設定されていない場合は、着信履歴には日時が記録されません。
･シークレットモード中でない場合、シークレット属性が設定されている電話帳の相手から着信があっ
たときは、着信履歴には相手の電話番号が表示されます。

お買い上げ時 切断

切断 ：通話を終了します。
保留 ：通話を保留し、相手には通話保留音が流れます。
通話継続（マイクミュート）

：保留せずに通話を継続します。テレビ電話通話中は、そのままの画像で通話を継続でき
ます。

おしらせ
●「切断」に設定している場合、保留中に FOMA端末を折りたたむと通話が終了します。
●「保留」に設定している場合、以下のように動作します。
･通話中音声メモ録音中に FOMA端末を折りたたむと保留になります。
･プッシュ信号（DTMF）送信中に折りたたんだときは、送信後に保留になります。
･音声電話／テレビ電話の切り替え中に折りたたんだときは、切り替え終了後に保留になります。

●「通話継続（マイクミュート）」に設定している場合、音声電話からテレビ電話への切り替え中に FOMA端
末を折りたたんだときは代替画像が送信されます。その後、テレビ電話への切り替え終了後に FOMA 端末
を開いても代替画像が送信されたままになります。

●「通話継続（マイクミュート）」に設定している場合または平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）やハン
ズフリー対応機器を接続中の場合、テレビ電話通話中に FOMA 端末を折りたたんだときは、以下のよう
になります。
･自画像送信中は、相手には代替画像が送信されます。
･代替画像や静止画を送信中は、相手には継続して静止画が送信されます。

●平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）や市販のハンズフリー対応機器などを接続して通話中に FOMA端
末を折りたたんだ場合、接続中の機器から音を鳴らすように設定しているときは、本機能の設定に関わら
ず通話は継続されます。

●伝言メモ録音中に FOMA端末を折りたたんだ場合、本設定に関わらず録音は継続されます。
●通話中音声メモ録音中に FOMA端末を折りたたんだ場合は、本設定に従って動作します。「保留」に設定
している場合、保留直前までに録音していた内容が保存されます。
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着信履歴から電話をかけるとき

1 待受画面で l を押し、着信履歴一覧で目的の着信履歴にカーソルを合わせる

2 n または t を押す
･ o を押すと、選択している着信履歴の着信方法（音声電話／テレビ電話）と同じ方法で電話をか
けられます。

■ 電話帳に登録するとき
a登録する着信履歴にカーソルを合わせて m1 を押す
･ 登録済みの電話帳データに追加するときは、m2 を押します。

b1 または 2 を押し、名前やメールアドレスなどを登録する ☛P95、P98
･ 登録済みの電話帳データに追加するときは、1 または 2 を押し、登録先の電話帳
データを選択します。☛P105

■ SMSを作成するとき
a宛先にする着信履歴にカーソルを合わせて a を1秒以上押す

着信履歴の電話番号を宛先にしたSMSの作成画面が表示されます。
･ 発信者番号非通知理由の着信履歴にカーソルを合わせた場合は、a を 1 秒以上押すと宛
先が設定されていないSMSの作成画面が表示されます。
･ a を押すと、着信履歴の電話番号がメールアドレスとともに電話帳に登録されている場合
は、1 件目のメールアドレスが宛先に設定されたｉモードメールの作成画面が表示されま
す。それ以外の場合は、着信履歴の電話番号が宛先に設定された ｉ モードメールの作成画
面が表示されます。
発信者番号非通知理由の着信履歴にカーソルを合わせた場合は、a を押すと宛先が設定さ
れていないｉモードメールの作成画面が表示されます。

■ リダイヤル一覧に切り替えるとき
ap を押す
･ 押すたびに着信履歴／リダイヤルの一覧画面が切り替わります。

（数字は件数）が表示され、着信履歴に記録されます。☛P37
･イルミネーション設定の新着通知を「ON」に設定している場合、FOMA端末を折りたたんでいる状
態で不在着信があると、着信履歴を表示するまでの間は着信ランプが点滅します。
･ FOMA端末を折りたたんだ状態で、不在着信などを確認できます。☛P32
･覚えのない番号からの不在着信があった場合、呼出時間により、着信履歴を残すことだけを目的とし
たような迷惑電話（「ワン切り」など）かどうかを確認できます。

かかってきた電話に出られなかったとき（不在着信）

例

電話番号、名前（相手の電話番号が電話帳に登録されている場合）または発信
者番号非通知理由 ☛P62

：テレビ電話の着信 ：64Kデータ通信の着信

：不在着信（未確認） ：伝言メモあり
：不在着信（確認済み） ：伝言メモ削除済み

：国際電話の着信

選択されている相手の着信日時、電話番号（不在着信の場合は呼出時間、相手
の画像が電話帳に設定されている場合は、画像も表示）
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着信履歴を削除する 着信履歴削除

1 待受画面で l を押す

2 削除する着信履歴にカーソルを合わせて m41 を押す
･ 全件削除するときは m42 を押します。呼出開始時間内履歴も含めたすべての着信履歴
が削除されます。

3「はい」を選択する

相手の声の音量を調整する 受話音量調整

･レベル1（最小）～レベル6（最大）の6段階で調整できます。
･キー確認音、伝言メモ・音声メモの再生音の音量にも反映されます。
･通話中に変更された音量は、通話終了後も保持されます。
･受話音量は電源を切っても保持されます。

通話中に調整する

1 通話中に % または ij を押す
o を押すか、キーの操作を止めてしばらくすると、自動的に音量が設定されます。
･ 音量を大きくするには u、r、j のいずれかを押します。また、音量を小さくするには d、

l、i のいずれかを押します。
･ スピーカーホン機能利用時は、スピーカーホンの音量が調整されます。
･ テレビ電話通話中は、ij でのみ音量調整ができます。

おしらせ
●呼出動作開始時間設定の着信呼出動作を「ON」に設定時、時間内不在着信表示を「表示しない」に設定
しているときは、呼出開始時間内の不在着信は表示されません。該当する不在着信を表示する場合は着信
履歴一覧で m53 を押します。元の着信履歴に戻す場合は m52、すべての着信履歴を表
示する場合はm51を押します。

●呼出開始時間内の不在着信のみが着信履歴に記録されている場合、待受画面で l を押すと、表示されて
いない着信履歴がある旨の確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、呼出開始時間内履歴が表示
されます。

●会社などでダイヤルインをご利用の相手から着信した場合、相手のダイヤルイン番号と異なった番号が表
示される場合があります。

●プライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定した場合）は、端末暗証番号の入力が必
要です。

●ダイヤル発信制限やPIMロックを設定すると、それまでに記録されていた着信履歴は削除されます。ただ
し、その後の着信は着信履歴に記録され、PIMロック中の場合は着信履歴から発信できます。

●メモリ登録外着信拒否を設定しているときは、電話帳に登録されていない相手からの着信は拒否され、着
信履歴に記録されます。

●通話中に音声電話とテレビ電話を切り替えた場合、着信時の種別（音声電話／テレビ電話）が着信履歴に
記録されます。

●発信者番号の通知／非通知を切り替えたり、プレフィックスを付加して電話をかけられます。☛P58

お買い上げ時 レベル4
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待受中に調整する

1 待受画面で m813 を押す

2 O または ij を押す

3 o を押す

着信音の音量を調整する 着信音量調整

電話やメール、メッセージR/F の着信音の音量を調整します。
･消音、レベル1～レベル6の7段階で調整できます。待受中はステップトーン（約3秒ごとに、消
音→レベル1→…→レベル6で着信音が鳴る）も設定できます。
･電話着信中に変更された着信音量は、通話を終了すると元に戻ります。
･待受中に変更された着信音量は、電源を切っても保持されます。
･電話着信音量は、ｉアプリ、スケジュールアラームの音量にも反映されます。ただし、ステップトー
ンに設定した場合のｉアプリの音量はレベル4です。

着信中に電話の着信音量を調整する

1 着信中に % を押す
o を押すか、キーの操作を止めてしばらくすると、自動的に音量が設定されます。
･ 音量を大きくするには u、r、j のいずれかを押します。また、音量を小さくするには d、

l、i のいずれかを押します。

待受中に調整する

電話着信音量を調整するとき

1 待受画面で m8121 を押す
■ メール着信音量を調整するとき
a待受画面で m8122 を押す

2 O または ij を押す
･ レベル 6 のときに、u、r、j のいずれかを押すと、ステップトーンになります。また、レ
ベル1のときに、d、l、i のいずれかを押すと、消音になります。

3 o を押す

お買い上げ時 電話着信音量調整：レベル4　メール着信音量調整：レベル4

おしらせ
●着信中にjを押すと、着信音とバイブレータの動作が止まります。
●着信音量をステップトーンに設定している場合、着信中に調整をすると、レベル6からの変更になります。

例
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Menu 8222 / Menu 8224

音声電話着信時／テレビ電話着信時の動作を設定する 電話着信設定／テレビ電話着信設定

･本機能の設定は、音の設定、バイブレータ設定の電話／テレビ電話、イルミネーション設定の音声着
信／テレビ電話着信にも反映されます。

音声電話着信時の動作を設定するとき

1 待受画面で m862 を押す
■ テレビ電話着信時の動作を設定するとき
a待受画面で m882 を押す

2 各項目を選択して設定する

･ 選択時にメロディ、動画／ｉモーションを再生して確認するには ☛P114

3 p を押す

おしらせ
●電話の着信音量を消音に設定した場合は、待受画面に 表示されます。また、同時に音声電話のバイブ
レータを設定した場合は、 が表示されます。背面ディスプレイにも同様に表示されます。FOMA端末を
折りたたんでいるときにi、j、bを押すと、背面ディスプレイに または が表示されます。

●着信音量を消音に設定しても、電話がかかってきたときやメールを受信したときに、ディスプレイのメッ
セージ表示の他にバイブレータの振動や着信ランプの点灯／点滅でお知らせするように設定できます。
☛P131

●サイドキーロック中に FOMA端末を折りたたんでいるときは、ijを押しても音量調整はできません。

お買い上げ時 着信音：メロディ／パターン１（電話着信設定）、メロディ／電話・メロディＡ（テレビ電話着信設定）
イメージ表示：標準画像　バイブレータ：OFF　イルミネーション：ON／水ー青　きらきら

着信音 ：電話がかかってきたときの着信音を設定します。
･「OFF」を選択すると、着信音は鳴りません。
･「メロディ」または「着モーション」を選択したときは、メロディまたは動
画／ｉモーションを選択します。

イメージ表示 ：電話がかかってきたときに表示する画像を設定します。
･「イメージ」を選択したときは、「画像選択」を選択して画像を設定します。
･「 モーション」を選択したときは、動画一覧から動画／ｉモーションを選
択します。

バイブレータ ：電話がかかってきたときの振動を設定します。
イルミネーション ：着信ランプの点灯パターンと色を設定します。

･点灯パターンを「メロディ連動」または「OFF」に設定すると点灯色は設定
できません。「メロディ連動」に設定すると、メロディに連動して点灯色と
点灯／点滅のしかたが変化します。

例
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通話中やパケット通信中の着信時に優先して表示する画面を設定する 優先通信モード設定

音声電話通話中にパケット通信の着信があったとき、またはパケット通信中に音声電話がかかっ
てきたときに、どちらの画面を優先的に表示させるかを設定します。
･本設定により画面の表示が切り替わっても、通話やパケット通信は中断されません。

1 待受画面で m869 を押す

2 1 ～ 3 を押す

･ ｉモードのパケット着信時は、本設定に関わらず、音声電話通話中の画面が優先して表示されま
す。

おしらせ
●イメージにパラパラマンガを設定すると、最初のコマが表示されます。
●音声のみの動画／ｉモーション（歌手の歌声など映像のないｉモーション）を着信音に設定しているとき、
着信画像を映像のみの動画／ｉモーションまたはFlash画像に設定し直すと、着信音は「パターン1」（音
声電話）または「電話・メロディA」（テレビ電話）になります。

●音声と映像のある動画／ｉモーションを「着モーション」に設定した場合は、「イメージ表示」は「着信
音連動」になり「イメージ一覧」で画像を選択できません。

●動画／ｉモーションによってはイメージに設定できない場合があります。また、音声のある動画／ｉモー
ションは設定できません。

●着信音に音声のみの動画／ｉモーションを設定した場合、イメージにアニメーション（標準画像を除く）
を設定していても動作せず、着信画面には最初のコマが表示されます。

●通話中に電話の着信があった場合、着信音に音声と映像のある動画／ｉモーションが設定されているか、ま
たは着信画像に動画／ｉモーションを設定していると、着信画面には最初のコマが表示されます。

●電話着信設定やテレビ電話着信設定のイメージ表示を「着信音連動」以外に変更すると、着信音は「パ
ターン1」（音声電話）または「電話・メロディA」（テレビ電話）になります。

●着信音の「着モーション」に音声のみの動画／ｉモーションを設定すると、イメージ表示にFlash画像また
は動画／ｉモーションが設定されていた場合、イメージ表示は「標準画像」に切り替わりますが、イメージ
表示欄で「イメージ」を選択して画像を変更できます。

●電話帳に画像が登録されていない場合は、人物画像表示設定の設定に関わらずイメージ表示で設定した画
像が表示されます。ただし、グループ設定で画像を設定している場合は、設定した画像が表示されます。

●メロディによっては、イルミネーションパターンを「メロディ連動」に設定していても連動しないことが
あります。

お買い上げ時 設定なし

設定なし ：表示の優先を決めずに後から着信した方の画面を表示します。
音声通話表示優先 ：音声電話通話中の画面を優先して表示します。
パケット通信表示優先：パケット着信中の画面を優先して表示します。
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優先通信モード設定の設定内容によって、画面の表示は次のようになります。

･音声電話通話中 ･パケット通信中

電話に出られないとき／出られなかったとき

すぐに電話に出られないとき保留にする 応答保留

･応答保留中でも相手側には通話料金がかかります。

1 着信中に f を押す
応答保留になります。相手には応答保留ガイダンスが流れます。
テレビ電話のときは、自分と相手には応答保留画像が表示されます。

2 電話に出られる状態になったら n を押す
･ 音声電話の場合は、FOMA端末を開いても電話に出られます。☛P64
･ テレビ電話の場合は t を押します。t の代わりに n を押すと、相手には代替画像が送信
されます。☛P87
･ 応答保留中に f を押すか、相手が電話を切ると、通話が終了します。

表示される画面について

設定内容
ｉモード以外の
パケット着信時

設定内容 電話着信時

設定なし
音声電話通話中の画面

設定なし
音声電話着信中の画面

音声通話表示優先 音声通話表示優先
パケット通信表示優先 パケット着信中の画面 パケット通信表示優先 ｉモード中の画面

おしらせ
●留守番電話サービスや転送でんわサービスをご利用の場合は、着信中にサブメニューから「留守番電話」／
「転送でんわ」を選択すると、留守番電話への切り替えや電話の転送ができます。
●応答保留画像は変更できます。☛P87

音声電話応答保留中 テレビ電話応答保留中

･電話着信時に表示される画面は、通話中着信動作
選択の設定に従って動作します。☛P403
･ｉ モード以外のパケット通信には ｉ モードメー
ル、SMS、メッセージR/Fの受信は含まれません。

･ｉ モード中に ｉ モード以外のパケット着信は受
けられません。☛P464
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応答保留ガイダンスを設定する 応答保留ガイダンス設定

自分の声を応答保留ガイダンスとして録音することもできます。
･ガイダンスは1件、約10秒間録音できます。
･音声電話、テレビ電話とも、応答保留中はここで設定したガイダンスが流れます。

録音データをガイダンスに設定するとき

1 待受画面で m867 を押す

2 保留音欄を選択して 2 を押す
･ お買い上げ時のガイダンスに戻すとき：1 を押し、操作4に進む

3 ガイダンスの編集欄の「録音」を選択して発信音の後に応答保留ガイダンスを話す

4 p を押す

通話保留音を設定する 通話保留音設定

･ FOMA端末にあらかじめ登録されているメロディだけでなく、ｉモードのサイトやメールから保存し
たメロディも設定できます。
･音声電話、テレビ電話とも、通話保留中はここで設定したメロディが流れます。
･本機能の設定は、音の設定の通話保留音にも反映されます。

1 待受画面で m873 を押す

2 保留音欄を選択して 1 を押す
･ お買い上げ時のメロディに戻すとき：2 を押し、操作4に進む

お買い上げ時 内蔵音

おしらせ
●保留音を「内蔵音」に設定すると、応答保留時に相手に「ただいま電話に出ることができません。そのま
まお待ちになるか、しばらくたってからおかけ直しください。」というガイダンスが流れます。

●録音したガイダンスを削除すると、お買い上げ時のガイダンスに戻ります。

お買い上げ時 内蔵音（保留音・ボイス）

例

録音可能時間の目安

メッセージが表示された後、録音が開始されます。
･ 録音開始から約 10 秒後に終了音（ピーッ）が
鳴ります。
･ 録音を途中で停止するときは o を押します。
･ 既に録音データを登録してあるときは「録音」
は選択できません。「削除」を選択し、「はい」
を選択して録音データを削除してから録音を
行ってください。
･ 録音したガイダンスを確認するときは「再生」
を選択します。
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3 保留音メロディ欄を選択し、メロディを選択する
･ 選択時にメロディ、動画／ｉモーションを再生して確認するには ☛P114

4 p を押す

運転中に電話を受けないようにする ドライブモード

ドライブモードは、運転中の安全性を重視した自動応答サービスです。ドライブモードに設定す
ると、相手に運転中のために電話に出られないことを伝えるガイダンスが流れ、通話を終了しま
す。
･ドライブモード中でも、電話をかけられます。
･次の音が鳴りません。また、バイブレータや着信ランプも動作しません。ディスプレイが消灯してい
るときも同様です。
・電話および64Ｋデータ通信の着信音 ・メールやメッセージR/F の着信音
・アラームやスケジュールアラームの音 ・ｉアプリのサウンド
･ドライブモード中は、通話料金上限通知の設定を「ＯＮ」にし、アラームを設定している場合でも、メッ
セージは表示されず、アラームも鳴りません。
･ドライブモード中は、待受テロップに iチャネルの情報は表示されません。
･メールやメッセージR/Fを受信しても、受信中画面や受信結果画面は表示されません。ただし、ｉモー
ド問合せを行った場合は、受信中画面や受信結果画面が表示されます。また、このときにメールやメッ
セージR/Fを受信すると受信中画面が表示され、受信が完了すると受信結果が更新されます。
･電源が入っていないときや圏外にいるときは、相手には圏外時のガイダンスが流れ、ドライブモード
のガイダンスは流れません。
･ドライブモード中でも、次の音は鳴ります。
・キー確認音 ・FOMA端末開閉時の端末オープン／端末クローズの効果音
・カメラ撮影時の撮影確認音（シャッター音）
･ が表示されているときでも、ドライブモードの設定や解除ができます。
･ドライブモードはお申し込み不要です。また、月額使用料は無料です。
･詳しくは『ネットワークサービス操作ガイド』をご覧ください。

ドライブモードを起動する

1 待受画面で ( を1秒以上押す
が表示されます。FOMA端末を折りたたんでいるときに i、j、b を押すと、背面ディス

プレイに が表示されます。

■ 解除するとき
aドライブモード中に待受画面で ( を1秒以上押す

おしらせ
●通話保留音の音量は変更できません。
●「プリインストール」フォルダ以外のメロディを保留音メロディに設定した場合、PIMロック中は内蔵音が
再生されます。
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おしらせ
●待受中にドライブモードを設定していて電話がかかってきたときは、次のように動作します。
･音声電話の場合、相手にドライブモードのガイダンスが流れ、切断されます。テレビ電話の場合、相手
にドライブモード中である旨のメッセージが表示され、切断されます。いずれの場合も、お客様の FOMA
端末は着信動作を行わず、待受画面には （数字は件数）が表示され、着信履歴に記録されます。

●マナーモード中でも、ドライブモードの設定が優先されます。
●ドライブモードとネットワークサービスを同時にご利用のときは、次のように動作します。設定状態や相
手の電話のかけかたによっては、ネットワークサービスが優先され、ドライブモードの動作や着信の記録
（不在着信件数を示すマークの表示および着信履歴の記録）が行われません。

※1：留守番電話サービスの呼出時間または転送でんわサービスの呼出時間を「0秒」に設定した場合、
ドライブモードのガイダンスは流れず、着信も記録されません。

※2：転送でんわサービスの呼出時間を「0秒」に設定した場合は、着信が記録されません。
※3：着信が記録されません。

●ドライブモード中でも、遠隔ロックで発信元に設定している電話番号から着信があると、着信回数として
カウントされ、遠隔ロックが起動します。

●データ通信中は本機能を設定できません。
●ドライブモード中にｉモードを利用している場合は、電話がかかってくると、以下の動作の後に通話が終
了します。着信履歴には記録されます。
･音声電話の場合は、相手にドライブモードのガイダンスが流れます。※1
･テレビ電話の場合は、通話中である旨のメッセージが表示されます。※1
※ 1：留守番電話サービスまたは転送でんわサービスをご利用の場合は、音声着信のときは、それぞれの

着信動作になります。
●ドライブモード中に緊急通報（110番、119番、118番）を行うと、ドライブモードは解除されます。

サービス名 音声電話を着信した場合 テレビ電話を着信した場合
留守番電話
サービス

相手にはドライブモードのガイダンスが流れ
た後、留守番電話サービスセンターに接続さ
れます。※1

留守番電話センターに接続されずに切断
されます。

転送でんわ
サービス

相手にはドライブモードのガイダンスが流れ
た後、転送先に転送されます。※1

相手にドライブモード中である旨のメッ
セージが表示されずに、転送先に転送され
ます。※2

キャッチホン ･音声電話通話中の場合、相手にドライブモー
ドのガイダンスが流れた後、切断されます。
･テレビ電話通話中の場合、相手には話中音が
流れます。

相手に接続できなかった旨のメッセージ
が表示された後、切断されます。

迷惑電話
ストップ
サービス

相手が迷惑電話着信拒否に登録されている場
合、相手に着信拒否ガイダンスが流れた後、切
断されます。※3

相手に接続できなかった旨のメッセージ
が表示された後、切断されます。※3

番号通知
お願い
サービス

･相手が電話番号を通知していない場合、相手
には番号通知をお願いする旨のガイダンス
が流れた後、切断されます。
･相手が電話番号を通知している場合は、相手
にドライブモードのガイダンスが流れた後、
切断されます。

･相手が電話番号を通知していない場合
は、接続できなかった旨のメッセージが
表示された後、切断されます。
･相手が電話番号を通知している場合は、
相手にはドライブモード中である旨の
メッセージが表示された後、切断されま
す。
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電話に出られないときに用件を録音する 伝言メモ

伝言メモを設定しておくと、電話に出られないときに応答ガイダンスが再生され、相手の用件が
録音されます。
･音声電話・テレビ電話合わせて最大4件、1件につき約30秒間録音できます。
･録音日時や電話番号なども記録されます。ただし、日付・時刻が設定されていない場合や電話番号が
通知されていない場合などは、録音日時や電話番号は記録されません。
･テレビ電話に伝言メモで応答した場合、音声電話と同様に音声のみ録音され、画像は録画されません。
･電話がかかってきてから応答ガイダンスを再生するまでの時間を変更できます。
･自分の声で応答ガイダンスを作成できます。
･伝言メモの内容は、手帳などに別にメモをお取りください。
FOMA端末の故障・修理・電話機の変更やその他の取り扱いによって、録音内容が消失してしまう場
合もあります。万一、録音内容が消失してしまうことがあっても、当社としては責任を負いかねます
ので、あらかじめご了承ください。

Menu 4611

伝言メモを設定する

1 待受画面で j11 を押す
が表示されます。FOMA端末を折りたたんでいるときに i、j、b を押すと、背面ディス

プレイに が表示されます。
･ FOMA端末を開いているときに j を1秒以上押しても設定できます。

■ 解除するとき
a伝言メモ設定中に待受画面で j12 を押す
･ FOMA端末を開いているときに j を1秒以上押しても解除できます。

伝言メモ機能を開始に設定していなくても、着信中にjを1秒以上押すと伝言メモ機能を1回だけ動
作させることができます。この操作は伝言メモ機能を開始に設定する操作ではありません。

伝言メモの設定中に電話がかかってくると

1 電話がかかってくる
応答時間の設定に従って着信音が鳴った後、伝言メモガイダンス中画面が表示されます。
･ 応答ガイダンスを「内蔵音」に設定しているときは、相手には「ただいま、電話に出ることがで
きません。ピーッという発信音の後にお名前、ご用件をお話しください。」というガイダンスが
流れます。録音したガイダンスを流すときは、「録音データ」に設定します。

お買い上げ時 停止する

クイック伝言メモで応対する

おしらせ
●伝言メモが 4 件録音されると、待受画面に が表示されます。FOMA 端末を折りたたんでいるときに

i、j、bを押すと、背面ディスプレイに が表示されます。この場合、伝言メモを解除してもアイ
コンは消えません。

●伝言メモが既に4件録音されている場合は、伝言メモを設定できません。また、着信中にjを1秒以上
押してクイック伝言メモを動作させようとすると、警告音（ピピッ）が鳴り、着信音が鳴り続けます。不
要な伝言メモを削除してから操作をやり直してください。
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2 相手のメッセージが録音される

3 録音が終了すると、電話が切れる
（数字は件数）が表示されます。

Menu 4613

応答ガイダンスが始まるまでの時間を設定する 伝言メモ応答時間設定

1 待受画面で j13 を押す

2 応答時間を入力する（0～120秒）
･ % を押しても数字を増減できます。

おしらせ
●応答ガイダンス中、伝言メモ録音中でも電話に出られます。nを押すと通常の音声電話通話またはテレ
ビ電話通話（相手には代替画像を送信）になり、t を押すと自画像を送信してのテレビ電話通話になり
ます。音声電話の場合は、FOMA端末を開いても電話に出られます。☛P64
このとき、伝言メモ録音中の場合は電話を受けるまでの録音内容は記録されません。

● が表示されているときは、伝言メモ機能は動作しません。留守番電話サービス（有料）をご利用ください。
●伝言メモが既に4件録音されている場合は、伝言メモ機能は動作せず、着信音が鳴り続けます。留守番電
話サービスまたは転送でんわサービスを開始に設定している場合は、各サービスが作動します。

●ドライブモード中はドライブモードが優先され、伝言メモ機能は動作しません。
●電波の状態により、録音内容が途切れる場合があります。
●伝言メモで応答した場合でも、着信履歴に記録されます。
●伝言メモ録音中に別の電話がかかってきた場合は、着信を拒否して録音を継続します。この場合、着信を
拒否した電話は着信履歴に記録されます。

●テレビ電話に伝言メモで応答した場合、録音中は自分と相手に伝言メモ画像が表示されます。伝言メモ画
像は変更できます。☛P87

●イルミネーション設定の新着通知を「ON」に設定している場合、FOMA端末を折りたたんだ状態で、未
再生の伝言メモがある間は着信ランプが点滅します。

お買い上げ時 8秒

おしらせ
●オート着信機能設定（平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）など接続時）・留守番電話サービス・転送
でんわサービスと本機能を同時に設定している場合、設定した時間により、優先順位が異なります。伝言
メモを優先させるには、伝言メモの応答時間をオート着信機能設定・留守番電話サービス・転送でんわ
サービスの呼出時間設定よりも短く設定してください。ただし、電波状態によっては伝言メモが優先され
ないことがあります。この場合は、クイック伝言メモで応答してください。

●オート着信機能設定の自動着信機能時間と伝言メモの応答時間は、同じ時間に設定できません。

音声電話伝言メモ録音中 テレビ電話伝言メモ録音中

録音可能
時間の目安

･ 録音の開始時と終了時に相手には
「ピーッ」と音が鳴ります。また、録
音開始時から約25秒後に、録音終了
予告音（ピピッ）が鳴ります。
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Menu 4614

応答ガイダンスを設定する 伝言メモ応答ガイダンス設定

自分の声を応答ガイダンスとして録音できます。
･ガイダンスは1件、約10秒間録音できます。

録音データをガイダンスに設定するとき

1 待受画面で j14 を押す

2 伝言メモ応答ガイダンス欄を選択して 2 を押す
･ お買い上げ時の応答ガイダンスに戻すとき：1 を押し、操作4に進む

3 ガイダンスの編集欄の「録音」を選択して発信音の後に応答ガイダンスを話す
･ 操作方法は応答保留ガイダンスを録音する場合と同じです。☛P72

4 p を押す

Menu 462

伝言メモを再生する

伝言メモ一覧から、録音された伝言メモを再生／削除します。
･未再生の伝言メモがあるときは、待受画面からすばやく伝言メモを再生できます。☛P37

1 待受画面で j2 を押す

2 再生する伝言メモを選択する

■ 削除するとき
a削除する伝言メモにカーソルを合わせて m21 を押す
･ 全件削除するときは m22 を押します。

b「はい」を選択する

お買い上げ時 内蔵音

おしらせ
●録音したガイダンスを削除すると、お買い上げ時のガイダンスに戻ります。

例

伝言メモ一覧画面では、録音日時と相手の電話番号が表示されます。
：未再生の音声電話伝言メモ ：未再生のテレビ電話伝言メモ
：再生済みの音声電話伝言メモ ：再生済みのテレビ電話伝言メモ

･ 相手の電話番号が通知されたときは電話番号が、通知されなかったとき
は発信者番号非通知理由が表示されます。また、電話帳に登録されてい
る相手の場合は名前が表示されます。

伝言メモが再生されます。
･ 再生中は次の操作ができます。

% ／ ij ：音量調整
o ：停止

時間経過の目安
77つづく



電
話
の
か
け
か
た
／
受
け
か
た

■ 電話帳に登録するとき
a登録する伝言メモにカーソルを合わせて m4 を押す
･ 登録済みの電話帳データに追加するときは、m5 を押します。

b1 または 2 を押し、名前やメールアドレスなどを登録する ☛P95、P98
･ 登録済みの電話帳データに追加するときは、1 または 2 を押し、登録先の電話帳
データを選択します。☛P105

3 再生した伝言メモを削除するかどうかを選択する
･「はい」を選択すると、伝言メモが削除されます。

おしらせ
●イルミネーション設定の新着通知を「ON」に設定している場合、FOMA端末を折りたたんだ状態で、未
再生の伝言メモを再生するまでの間は着信ランプが点滅します。

●伝言メモ一覧で相手にカーソルを合わせ、nを押すと音声電話、tを押すとテレビ電話をかけられま
す。また、サブメニューのカスタム発信から発信者番号の通知／非通知を設定して音声電話やテレビ電話
をかけたり、通信速度を指定してテレビ電話をかけたりできます。

●プライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定した場合）は、端末暗証番号の入力が必
要です。
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テレビ電話について
テレビ電話機能は、ドコモのテレビ電話に対応した端末どうしで利用できます。テレビ電話を利
用すると、お互いの画像を見ながら通話できます。また、自分の映像の代わりに静止画や代替画
像なども表示できます。

ドコモのテレビ電話は「国際標準の 3GPP※ 1 で標準化された、3G-324M※ 2」に準拠しています。
異なる方式を利用しているテレビ電話とは接続できません。
※1：3GPP（3rd Generation Partnership Project）…第三世代移動通信システム（IMT-2000）

に関する共通技術仕様開発のために設置された地域標準化団体。
※2：3G-324M…第三世代携帯テレビ電話の国際規格。
･テレビ電話の通信速度には、次の2種類があります。
・64K：通信速度64kbps で通信をします。 ・32K：通信速度32kbps で通信をします。

テレビ電話通話中の画面の見かた

テレビ電話をかける
･相手の顔を見ながらテレビ電話通話をするには、スピーカーホン機能を利用するか、平型スイッチ付
イヤホンマイク（別売）などを接続してください。
･ドコモの国際電話サービス「WORLD CALL」を利用して、国際テレビ電話をかけられます。☛P58
･テレビ電話をかけたときに接続できない旨のメッセージが表示された場合には、発信者番号通知を設
定の上、おかけ直しください。

a 親画面 お買い上げ時は、相手側のカメラ映像を表示
b 通信速度 ：64K　 ：32K
c スピーカーホン機能 表示なし：通常の通話中

：スピーカーホン機能利用中
d 子画面 お買い上げ時は、自分側のカメラ映像を表示
e ズーム ～ ：標準～4倍（アウトカメラのみ）
f 状態 ：自画像送信中 ：代替画像送信中

：静止画送信中 ：通話保留中
：応答保留中 ：伝言メモ中

g 撮影効果モード ：フルオート　など
他の撮影効果モードのアイコンについては ☛P86

h コンパクトライト 表示なし：消灯 ：点灯（アウトカメラのみ）
i 送信画質 表示なし：標準 ：画質優先 ：動き優先
j チャンネル開設状態 ：音声チャンネル開設 ：映像チャンネル開設

：音声・映像チャンネル開設
受話音量／
スピーカーホン音量

通常：表示なし
受話音量／スピーカーホン音量調整中： ～

k テレビ電話切替機能 表示なし：切り替え不可 ：切り替え可
l 通話時間 時 : 分 : 秒の形式で表示

d

a cb

l e～k
インカメラの使用時
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1 待受画面で電話番号を入力する
･ 音声電話の入力方法と同じです。
･ 電話番号を入力して m3 を押すと、カスタム発信から通信速度（64K または 32K）を指
定してテレビ電話をかけられます。

2 t を押す

3 通話する

4 通話が終わったら f を押す
･ FOMA端末を折りたたんでも電話を切ることができます。折りたたんでも電話が切れないように
するには、通話中クローズ設定の設定を変更します。

テレビ電話通話中の操作について

･サブメニューから次の操作ができます。

･ijを押して受話音量を調整できます。

サブメニュー 説　明 参照先
a音声電話切替 テレビ電話から音声電話へ切り替えます。 P83
bカメラ切り替え インカメラ／アウトカメラを切り替えます。 P88
cコンパクトライトON／OFF コンパクトライトの点灯／消灯を切り替えます。 P89
dテレビ電話カメラ設定 表示する画像に効果をかけたり、テレビ電話通話中に送信するカ

メラ画像の明るさや色の濃さなどを設定します。
P86

e受信画像品質設定 受信する画像の品質を設定します。ただし、相手の端末の機能に
よっては設定が有効にならない場合があります。

P89

fテレビ電話動作設定 通話中に表示する画面の設定を変更します。 P89
g代替画像静止画 テレビ電話画像選択の代替画像に設定されている静止画を送信

します。
P85

hファイル再生 相手に静止画を送信します。 P87
i DTMF送信 テレビ電話通話中にプッシュ信号（DTMF）を送出します。 P88
0自局番号 自分の電話番号などを確認します。 P50

テレビ電話接続中は、自分の画像が表示されます。
･ 相手が話し中のときは、「ツーツー」という話中音が聞こえ、ディスプレ
イには「お話中です」または「接続できませんでした」のメッセージが
表示されます。f を押していったん発信を終了し、しばらくたってか
らおかけ直しください。リダイヤルを使うと便利です。
･ 画面に「テレビ電話接続」と表示された時点から課金が始まります。

画面には、相手の画像が表示されます。
･ 通話中保留にすると、通話中保留画像が送信されます。通話中保留画像
は変更できます。☛P87
･ 相手の設定により代替画像などが表示される場合があります。
･ nまたはaを押すとスピーカーホン機能を利用した通話に切り替え
られます。
･ 通話中は t を押すたびに相手に送信する画像が自画像と代替画像とで
切り替わります。☛P85
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おしらせ
●操作2、操作1の順でもテレビ電話をかけられます。tを押して電話番号を入力した後、約5秒経過す
ると自動的にテレビ電話がかかります。

●他の機能を実行中はテレビ電話をかけられない場合があります。☛P466
●代替画像を利用しても、テレビ電話の通信料金は音声通話料ではなくデジタル通信料になりますのでご注
意ください。

●テレビ電話がかからなかったときは、画面に次のメッセージ（文字情報）が表示され、待受画面に戻りま
す。なお、通話する相手の電話機種別やネットワークサービスのご利用の有無により、実際の相手の状況
とメッセージの表示が異なる場合があります。

●32Kによるテレビ電話は、ネットワーク状況によって64Kでのテレビ電話が利用できないPHSなどの
機器と接続するためのものです。64Kでテレビ電話をかけたときでも相手が32Kエリアなどの通信環境
の場合、自動的に 32K に切り替えて再発信します。音声自動再発信が「ON」に設定されている場合も、
32Kでの再発信が優先されます。☛P90
･ 32Kで電話接続をした場合でも、64Kで接続したデジタル通信料と同一になります。

●テレビ電話をかけてつながらなかった場合、次のように再発信が自動で行われます。

●テレビ電話の通信速度（64Kまたは32K）をあらかじめ電話帳に登録しておくと、テレビ電話をかける
相手によって通信速度を切り替えられます。

●電話番号入力後にサブメニューのカスタム発信から通信速度を指定して発信した場合は、カスタム発信の
指定が有効となります。いずれの指定もされていない場合は64Kで発信します。

●音声自動再発信を「ON」に設定すると、テレビ電話をかけた相手がテレビ電話に対応していない端末の
場合や、デュアルネットワークサービスでmova サービスを利用中の場合などに、自動的に音声電話に切
り替えて再発信するので、相手へのアクセスがより確実になります。☛P90
･音声電話で再発信した場合、かかる通話料金は音声通話料になります。

●音声自動再発信を「ON」に設定中に FOMA 端末から緊急通報（110 番、119 番、118 番）へテレビ
電話発信した場合は、自動的に音声電話発信となります。

●テレビ電話通話中は、音声電話やテレビ電話をかけられません。発信ができない旨のメッセージが表示され
ます。また、ｉモード接続や、ｉ モードメール、メッセージR/F、SMSの送受信もできません。

●テレビ電話非対応端末にかけた場合や、相手がテレビ電話対応端末でも圏外にいる場合や電源を切ってい
る場合は接続できません。テレビ電話非対応端末にかけた場合で、音声自動再発信を「ON」に設定して
いるときは、テレビ電話接続前に相手から切断され、音声電話として電話をかけ直します。ただし、ISDN
同期 64kbps や PIAFS のアクセスポイント、3G-324M に対応していない ISDN のテレビ電話など
（2005 年 8 月現在）、間違い電話をした場合は、このような動作にならない場合があります。通話料金
が発生する場合もありますのでご注意ください。

●ポーズやタイマーを入力した場合、ポーズやタイマーの前のダイヤルで発信動作を行い、それ以降のダイ
ヤルは無効となります。

メッセージ 説　明
番号をご確認の上おかけ直しください 使われていない電話番号です。
お話中です 相手が話し中、またはパケット通信中です。
電波の届かない所にいるか、電源が切れ
ています

相手が電波の届かない所にいるか、電源が入っていません。

発信者番号通知をONにしてください 発信者番号非通知で接続した場合に表示されます（Vライブや
ビジュアルネット等への発信時）。

音声電話でおかけ直しください 相手が留守番電話サービスを設定している場合や、転送でんわ
サービスを設定していて転送先がテレビ電話非対応端末の場合
に表示されます。

ドライブモード中です 相手がドライブモードを設定しています。
接続できませんでした 発信者番号通知を「通知する」に設定の上、おかけ直しくださ

い。
･上記以外の場合にも表示されることがあります。

発信方法 音声自動再発信設定 再発信動作
64K ON 64K→ 32K→音声

OFF 64K→ 32K→切断
32K ON 32K→音声

OFF 32K→切断
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テレビ電話から音声電話に切り替える

相手側が切り替え可能な端末の場合、テレビ電話通話中に、サブメニューからの操作で音声電話へ切り
替えられます。切り替えは、テレビ電話をかけた側の端末からのみ操作できます。
･音声電話／テレビ電話切り替え対応の端末どうしでご利用いただけます。
･音声電話に切り替えるには、相手がテレビ電話切替機能通知を開始している必要があります。☛P90

1 テレビ電話通話中に m1 を押し、「はい」を選択する

･ 切り替え中は電話を切り替える旨のガイダンスが流れます。
･「いいえ」を選択するとテレビ電話通話中の画面に戻ります。
･ 切り替え中に、n を押すとスピーカーホン機能を利用した通話に切り替えられます。

テレビ電話を受ける
･t、n以外のキーを押してテレビ電話を受けることはできません（エニーキーアンサーは無効です）。

1 電話がかかってくる

●発信者番号の通知／非通知を切り替えてテレビ電話をかけられます。☛P58
●テレビ電話発信中や再発信中に着信があった場合、発信は中断され、着信音が鳴ることがあります。
●テレビ電話通話中の各種着信について☛P464
●テレビ電話通話中に音声か映像、どちらかの通信が切れて （音声のみ）または （映像のみ）の表示に
なった場合でも、そのまま通話が継続される場合があります。

●テレビ電話通話中に電波状況が悪くなった場合、画像がモザイク表示になることがあります。

おしらせ
●テレビ電話と音声電話を切り替える際の注意事項については、「音声電話からテレビ電話に切り替える」の
おしらせを参照してください。☛P55

●音声電話からテレビ電話へ戻すには☛P55

着信音が鳴り、ディスプレイの照明が点灯し、着信ランプが点灯／点滅し
ます。
･ 相手からの発信状況や FOMA端末の設定に従って、電話番号や名前、静
止画、動画／ｉモーションなどがディスプレイに表示されます。☛P62
･ f を押すと応答保留の状態になり、相手には応答保留画像が表示され
ます。
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2 t を押す

3 通話する

4 通話が終わったら f を押す
･ FOMA端末を折りたたんでも電話を切ることができます。折りたたんでも電話が切れないようにす
るには、通話中クローズ設定の設定を変更します。

･サブメニューから次の操作ができます。

※1：転送でんわサービスをご利用いただき、転送先が登録されている場合に有効です。
･jを1秒以上押して伝言メモで応対できます（クイック伝言メモ）。
･着信音量を調整したり、バイブレータの振動を止めたりできます。☛P68

着信中の操作について

サブメニュー 説　明
a転送でんわ※1 かかってきた電話を転送登録先へ転送します。
b着信拒否 電話が切れます。相手側に通話料金はかかりません。

おしらせ
●平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを接続中にテレビ電話がかかってきた場合、イヤホンのス
イッチを1秒以上押すと代替画像でテレビ電話を受けることができます。また、オート着信機能設定を設
定しておくと、自動的に代替画像を送信して応答できます。

●留守番電話サービスを開始に設定していても、テレビ電話がかかってきたときは留守番電話サービスセン
ターに接続されず、留守番電話サービスの呼出時間に設定した時間経過後に切断されます。

●テレビ電話がかかってきたときは、転送でんわサービスを開始に設定していても、転送先を3G-324Mに準
拠したテレビ電話対応機に設定していない場合、テレビ電話は接続されません。転送先の電話機をあらかじ
めご確認の上、転送先を設定してください。

●迷惑電話ストップサービスで登録した電話番号からテレビ電話がかかってきた場合、相手に接続できな
かった旨のメッセージが表示され、通話を終了します。

●テレビ電話通話中に音声か映像、どちらかの通信が切れて （音声のみ）または （映像のみ）の表示に
なった場合でも、そのまま通話が継続される場合があります。

●ソフトウェア更新中にテレビ電話がかかってくると着信は拒否され、着信履歴に記録されます。
●テレビ電話通話終了時、端末の状態によっては、切断中の画像が表示されない場合があります。
●テレビ電話通話中は、キャッチホンを利用できません。
●テレビ電話着信時の動作を変更するには☛P69

テレビ電話接続中は、自分の画像がディスプレイに表示されます。

■ 代替画像でテレビ電話を受けるとき
an を押す

テレビ電話がつながったときから、相手には代替画像が送信されま
す。

画面には、相手の画像が表示されます。
･ 通話中保留にすると、通話中保留画像が表示されます。通話中保留画像
は変更できます。
･ 相手の設定により、代替画像などが表示される場合があります。
･ nまたはaを押すとスピーカーホン機能を利用した通話に切り替え
られます。
･ 通話中は、t を押すたびに相手に送信する画像が自画像と代替画像とで
切り替わります。☛P85
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テレビ電話から音声電話に切り替えて電話を受ける

･切り替え操作は、テレビ電話を発信した側からのみ行うことができます。着信した側からは切り替え
操作を行うことはできません。
･音声電話への切替要求を受けるには、テレビ電話切替機能通知を開始しておく必要があります。☛P90

1 テレビ電話通話中に音声電話への切替要求を受ける

相手側に送信する映像について設定する
･設定できる項目は次のとおりです。

※1：通話終了後も設定内容が保持されます。

送信画像を自画像／代替画像に切り替える

1 通話中に t を押す

送信画像の品質を設定する

･「画質優先」に設定すると画質は細やかになりますが、画像の動きはやや鈍くなります。
･「動き優先」に設定すると画像の動きはなめらかになりますが、画質はやや粗くなります。

1 通話中に & を押す
･ r を押すたびに次の順に切り替わります。l を押すと逆の順になります。
標準（表示なし）→ 画質優先（ ）→ 動き優先（ ）→ 標準（表示なし）→ …

項　目 参照先 項　目 参照先
送信画像を自画像／代替画像に切り替える P85 テレビ電話で表示する画像を変更する P87
送信画像の品質を設定する P85 表示倍率を切り替える P88
送信画像に特殊な効果をかける P86 インカメラ／アウトカメラを切り替える P88
送信画像の明るさ／色の濃さを設定する※1 P86 プッシュ信号（DTMF）を送出する P88
静止画を送信する P87

お買い上げ時 標準

テレビ電話から音声電話へ自動的に切り替わります。
･ 切り替え中は電話を切り替える旨のガイダンスが流れます。

･ 押すたびに自画像（ ）と代替画像（ ）が切り替わります。☛P87
･ 自画像送信中は、m7 を押しても代替画像に切り替えられます。

代替画像
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送信画像に特殊な効果をかける 撮影効果モード

送信する画像に次の効果をかけることができます。自画像送信中の場合のみ変更できます。

1 通話中に m41 を押す

2 2 ～ 6 を押す

送信画像の明るさ／色の濃さを設定する

･明るさ・色の濃さは5段階で調整できます。
･自画像送信中の場合のみ変更できます。
･撮影効果モードの設定によっては明るさ／色の濃さを変更できない場合があります。

1 通話中に m42 を押す

2 明るさのスライダを選択し、& を押す

3 d を押して色の濃さのスライダを選択し、& を押す
調整中、親画面には自画像が表示されます。スライダの位置を変えるたびに、色の濃さの変化が確
認できます。
･ 調整後、しばらくの間何も操作しなかった場合、設定は変更されずに通話中の画面に戻ります。

4 p を押す

項　目 アイコン 説　明
aフルオート 標準的な画像を送信します。
b逆光補正 逆光になる被写体を撮影するときに使用します（アウトカメラのみ有効）。
cセピア セピア調にするときに使用します。
dモノトーン 白黒にするときに使用します。
eサーフ＆スノー 海や雪面などの光の反射をより美しく撮影します。
fトワイライト 夕焼けをバックにした被写体を撮影するときに使用します。

お買い上げ時 フルオート

お買い上げ時 明るさ：3段階目　色の濃さ：3段階目

･ 効果を解除するとき：1 を押す

現在の効果

調整中、親画面には自画像が表示されます。スライダの位置を変えるたび
に、明るさの変化が確認できます。
･ 調整後、しばらくの間何も操作しなかった場合、設定は変更されずに通
話中の画面に戻ります。
･ 明るさのスライダが選ばれていない場合は u を押します。
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静止画を送信する 画像選択

送信する画像を静止画から選択します。
･ファイルサイズが176× 144（QCIF）以下で、FOMA端末外への出力が可能な静止画のみ設定で
きます。FOMA端末外への静止画の出力について（ファイル制限）☛P343

1 通話中に m81 を押す

2 フォルダを選択して静止画を選択する

テレビ電話で表示する画像を変更する テレビ電話画像選択

テレビ電話で相手に送信する代替画像、伝言メモ画像、応答保留画像、通話中保留画像を変更します。
･次の静止画は設定できません。
・サイズが176× 144（QCIF）を超える静止画
・アニメーション、パラパラマンガ
・JPEG形式、GIF 形式以外の静止画
・FOMA端末外への出力が禁止されている静止画（ファイル制限）☛P343

1 待受画面で m884 を押す

2 1 ～ 4 を押す

3 イメージ表示欄を選択して 2 を押す

4「画像選択」を選択して画像を選択する
･ 設定する静止画にカーソルを合わせて p を押すと静止画を表示できます。

5 p を押す

お買い上げ時 代替画像、伝言メモ画像、応答保留画像、通話中保留画像：標準画像

おしらせ
●相手には選択した画像に文字メッセージが重なって表示されます。
●イメージ表示欄で「イメージ」を選択し、画像を変更後にPIMロックを設定、またはプライバシーモード
を起動（マイピクチャを「認証後に表示」に設定している場合）すると、標準画像が送信されます。

･ 静止画にカーソルを合わせて p を押すと静止画を表示できます。
･ 静止画像送信中に o を押すと、元の画像が表示されます。

･ お買い上げ時の画像に戻すとき：1 を押し、操作5へ進む

伝言メモ画像の場合
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表示倍率を切り替える ズーム

･自画像送信中でアウトカメラ使用中の場合のみ利用できます。

1 通話中に % を押す
･ u を押すたびに次の順に切り替わります。d を押すと逆の順になります。
標準（ ）→2倍（ ）→4倍（ ）

インカメラ／アウトカメラを切り替える

･自画像送信中の場合のみ変更できます。

1 通話中に m2 を押す
切り替わったカメラからの画像が表示されます。

プッシュ信号（DTMF）を送出する DTMF送出

･受信側の機器によっては、信号を受信できない場合があります。
･テレビ電話通話中で、 （自画像送信中）／ （代替画像送信中）の場合のみプッシュ信号（DTMF）
の入力が可能です。

1 通話中に m9 を押し、ダイヤルキーを押す
押した番号が画面に表示され、プッシュ信号が送出されます。
･ プッシュ信号（DTMF）送出を解除するときは c を押します。
･ m9 を押さなくても、ダイヤルキーを押すだけでプッシュ信号（DTMF）送出ができます。
･ プッシュ信号（DTMF）を送出すると、画像選択は解除されます。

お買い上げ時 標準

おしらせ
●インカメラに切り替えると、ズームは解除されます。

お買い上げ時 インカメラ

おしらせ
●アウトカメラで約7～10cmのごく近い距離の画像を送信するときは、接写切替スイッチを （接写）に
切り替えてください。☛P167

インカメラ選択時 アウトカメラ選択時

･ 押すたびにインカメラとアウトカメラが切り替
わります。
･ カメラを切り替えても、送信画像の明るさ／色
の濃さの設定は保持されます。
･ アウトカメラに切り替えるときは、レンズカ
バーを開けてください。アウトカメラ使用中に
レンズカバーを閉じると、代替画像が相手に送
信されます。「レンズカバーを開けて下さい」と
表示されている間にレンズカバーを開けると自
画像送信に戻ります。
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テレビ電話中の画面表示について設定する

･通話終了後も設定内容が保持されます。

1 通話中に p を押す
･ 押すたびに交互に切り替わります。
親画面：相手画像／子画面：自画像 親画面：自画像／子画面：相手画像

･通話終了後も設定内容が保持されます。

1 通話中に p を1秒以上押す
･ 押すたびに大→中→小→大→ の順に切り替わります。

･アウトカメラ使用時のみ点灯できます。
･通話中の設定操作などによって一時的にコンパクトライトが消灯することがあります。

1 通話中に m3 を押す
コンパクトライトが点灯します。点灯していた場合は消灯します。
･ 押すたびに点灯（ ）／消灯（表示なし）が切り替わります。

･相手端末の機能によっては設定が有効にならない場合があります。

1 通話中に m5 を押す

2 1 ～ 3 を押す
･「動き優先」に設定すると画像の動きはなめらかになりますがやや粗く、「画質優先」に設定する
と画像は細やかになりますが動きはやや鈍くなります。

･通話終了後も設定内容が保持されます。

1 通話中に m6 を押す

2 各項目を選択して設定する
･ 各設定項目について ☛P90「テレビ電話の設定を変更する」の操作2

3 p を押す

親画面と子画面を切り替える

お買い上げ時 親画面：相手画像　子画面：自画像

親画面のサイズを変更する

お買い上げ時 大

コンパクトライトを点灯する

相手から送信されてくる画像の品質を設定する

お買い上げ時 標準

通話中に画面表示を設定する　通話中テレビ電話動作設定

お買い上げ時 テレビ電話画面設定：両方　子画面表示：自画像　画面サイズ設定：大　照明設定：常灯（標準）

…
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テレビ電話の設定を変更する テレビ電話動作設定

テレビ電話がつながらなかったときの動作や、テレビ電話通話中の画像を設定します。
･相手へのアクセスをより確実なものとするために、音声自動再発信設定があります。「ON」に設定す
るとテレビ電話をかけた相手がテレビ電話に対応していない端末の場合や、デュアルネットワーク
サービスでmova サービスを利用中の場合などでテレビ電話を受けられないときなどに、自動的に音
声電話に切り替えて再発信します。

1 待受画面で m883 を押す

2 各項目を選択して設定する

3 p を押す

音声電話とテレビ電話の切り替えについて設定する テレビ電話切替機能通知

自分の端末が音声電話とテレビ電話の切り替えができる端末であることを、相手の端末に通知するかど
うかを設定します。
･音声電話通話中／テレビ電話通話中は、設定の変更はできません。
･サービスエリア外や電波の届いていない場所では、設定の操作はできません。電波状態のよい場所で
操作してください。

お買い上げ時 音声自動再発信：OFF　テレビ電話画面設定：両方　子画面表示：自画像　画面サイズ設定：大
発信時自画像送信：ON　送信画質設定：標準　照明設定：常灯（標準）

音声自動再発信 ：テレビ電話がつながらなかった場合、自動的に音声電話で再発信するかど
うかを設定します。

テレビ電話画面設定：通話中に自画像または相手画像のどちらか一方のみを表示するか、両方の
画像を表示するかを設定します。
･「両方」以外に設定した場合、「子画面表示」は設定できません。

子画面表示 ：通話中の子画面に自画像と相手画像のどちらを表示するかを設定します。
画面サイズ設定 ：親画面の表示サイズを設定します。
発信時自画像送信 ：相手に自画像を送信するかどうかを設定します。
送信画質設定 ：相手に送信する画像の画質を設定します。
照明設定 ：通話中のディスプレイの照明を設定します。

･「端末設定に従う」に設定すると、照明設定（☛P128）の設定に従って
動作します。

おしらせ
●音声自動再発信を「ON」に設定している場合でも、相手やネットワークの状況によって再発信が行われ
ないことがあります。

●音声自動再発信を「ON」に設定している場合、パソコンとつながったパケット通信中にテレビ電話をか
けると、テレビ電話には接続されずに再発信が行われ、音声電話に接続されます。音声電話通話中や64K
データ通信中にはテレビ電話には接続されず再発信も行われません。

●音声自動再発信を「ON」に設定中、音声で再発信した場合の通話料金はデジタル通信料ではなく音声通
話料になります。

●テレビ電話がつながった場合、音声通話への再発信動作は行いません。

お買い上げ時 開始
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1 待受画面で m8861 を押す
■ 停止するとき
a待受画面で m8862 を押す

■ 設定内容を確認するとき
a待受画面で m8863 を押す

2「はい」を選択する
テレビ電話切替機能通知が開始されます。

外部機器と接続してテレビ電話を使用する テレビ電話使用機器設定

パソコンなどの外部機器と FOMA端末を FOMA USB接続ケーブル（別売）で接続することで、
外部機器からテレビ電話の発着信操作ができます。
この機能を利用するためには、専用の外部機器、またはパソコンにテレビ電話アプリケーション
をインストールし、さらにパソコン側にイヤホンマイク（別売）や USB 対応 Web カメラなど
の機器（市販品）を用意する必要があります。
･ FOMA端末が外部機器と接続されていないときは、本機能を利用できません。
･テレビ電話アプリケーションの動作環境や設定・操作方法については、外部機器の取扱説明書などを
参照してください。
･本機能対応アプリケーションとして、「ドコモテレビ電話ソフト 2005」 をご利用いただけます。
ドコモテレビ電話ソフト ホームページからダウンロードしてご利用ください。
http://videophonesoft.nttdocomo.co.jp/

1 待受画面で m885 を押す

2 1 または 2 を押す

お買い上げ時 本体

おしらせ
●音声電話通話中は、外部機器からテレビ電話をかけられません。
●キャッチホンをご契約いただいていると、音声電話通話中に外部機器からのテレビ電話の着信があった場
合、着信履歴には不在着信として残ります。外部機器からのテレビ電話通話中に音声電話・テレビ電話・
64Kデータ通信の着信があった場合も同様です。

基地局

通信速度
64Ｋ または32Ｋ 

ＦＯＭＡテレビ電話

ＦＯＭＡの
ネットワーク
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FOMA端末で使用できる電話帳について
FOMA D701i では、FOMA端末電話帳と FOMAカード電話帳を利用できます。
･ FOMA端末電話帳と FOMAカード電話帳に登録できる項目は次のようになります。

※1：各電話帳データの登録内容により、実際に登録できる件数が少なくなる場合があります。
※ 2：着信音・着信バイブレータ・着信イルミネーションパターン・着信イルミネーションカラーの設定がで

きます。また、グループ別の着信設定ができます。
※ 3：URL・テキストメモ・郵便番号・住所・会社名・役職名・誕生日の設定

FOMA端末電話帳、FOMAカード電話帳に登録した相手と電話の発着信を行うと、発信中／着信中／
通話中の画面に、電話帳に登録されている名前が表示されます。
また、リダイヤルや着信履歴、伝言メモ、受信メールの発信元、送信／未送信メールの宛先、カスタム
メニューの人物などにも、電話帳に登録されている名前が表示されます。
･ FOMA端末電話帳とFOMAカード電話帳に同じ電話番号／メールアドレスで名前が異なる電話帳を
登録している場合、電話帳を検索せずに電話番号／メールアドレスを入力したときは、FOMA端末電
話帳に登録されている名前が表示されます。

○：登録可　×：登録不可
項　目 FOMA端末電話帳 FOMAカード電話帳

電話帳登録件数 最大700件※1 最大 50件

登
録
内
容

名前・フリガナ 名前は全角16文字（半角32文字）
まで、フリガナは半角 32 文字まで
設定可能。

名前は全角10文字（半角21文字）
まで、フリガナは全角 12 文字（半
角25文字）まで設定可能。

静止画・動画 1人につき1件 ×
グループ 30グループおよび「グループなし」

に分類可能。
10グループおよび「グループなし」
に分類可能。

電話番号・アイコン 1 人につき 5 番号まで、電話帳全体
で 2105 番号まで設定可能。それぞ
れについてアイコンを設定可能。

1人につき1番号のみ設定可能。ア
イコンは設定不可。

メールアドレス・アイコン 1 人につき 5 アドレスまで、電話帳
全体で2105アドレスまで設定可能。
それぞれについてアイコンを設定可
能。

1人につき1アドレスのみ設定可能。
アイコンは設定不可。

電話着信時の設定※2 ○ ×
メール受信時の設定※2 ○ ×
その他の設定※3 ○ ×
メモリ番号 ○ ×

電
話
帳
検
索

全件表示 ○ ○
グループ検索 ○ ○
フリガナ検索 ○ ○
ランキング検索 ○ ×
メモリ番号検索 ○ ×
電話番号検索 ○ ○
シークレット検索 ○ ×

各
種
設
定

シークレット属性設定 ○ ×
発番号設定 ○ ×
メモリ別着信拒否／許可設定 ○ ×
シークレットコード設定 ○ ×
テレビ電話設定 ○ ×

そ
の
他

電話番号入替え・メールアドレ
ス入替え・メモリ番号入替え ○ ×

クイックダイヤル ○ ×
クイックメール ○ ×
サイト表示 ○ ×
赤外線送信 ○ ○

名前の表示について
94 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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･メールを受信した際、発信元のメールアドレスと電話帳に登録しているメールアドレスが＠以降のドメ
イン名も含めて完全に一致すると、電話帳の設定に従って動作し、電話帳に登録した名前が表示されま
す。ただし、メールアドレスが「携帯電話番号＠ docomo.ne.jp」の場合は、「＠ docomo.ne.jp」を省
略して登録しているときのみ電話帳の設定に従って動作し、電話帳に登録した名前が表示されます。
･ SMSを受信した際、電話帳に登録されている電話番号が一致した場合は電話帳の設定で動作します。

FOMA端末電話帳に登録する 電話帳登録

･最大登録件数☛P94
･圏外でも電話帳は登録できます。
･電話帳に登録した内容は、別にメモを取り、保管することをおすすめします。
miniSD メモリーカードを利用して、電話帳を保存できます（☛P332）。パソコンをお持ちの場合
は、データリンクソフトと FOMA USB接続ケーブル（別売）を利用して、パソコンに保管できます。
･ FOMA端末の電話帳データをminiSDメモリーカードにバックアップできます。
･ FOMA端末の故障・修理・電話機の変更やその他の取り扱いによって、登録内容が消失してしまう場
合もあります。万一、電話帳などに登録してある内容が消失してしまうことがあっても、当社として
は責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。
･シークレットモード中に登録した電話帳データにはシークレット属性が設定されます。
･プライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定した場合）は、端末暗証番号の入力
が必要です。
･ドコモショップなど窓口にて機種変更時など新機種へコピーする際は、仕様によっては FOMA 端末
に登録したデータをコピーできない場合もありますので、あらかじめご了承ください。

1 待受画面で m42 を押す

2 名前を入力する（全角16文字（半角32文字）まで）

おしらせ
●FOMA端末電話帳にシークレット属性が設定されている場合は、シークレットモード中のみ名前が表示さ
れます。背面ディスプレイも同様です。シークレット属性が設定されている電話帳データがリダイヤルや
着信履歴、伝言メモ、通話中音声メモなどに表示されている場合も同様です。

●シークレットモード中にシークレット属性が設定されている相手から着信やメールの受信があったとき
は、電話帳データに設定されている着信音、着信バイブレータ、着信イルミネーションで動作します。シー
クレットモード中でないときは、音の設定、バイブレータ設定、イルミネーション設定の各設定内容で動
作します。

●PIMロック中またはプライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定した場合）は、通常
発着信時や履歴などには相手の名前は表示されず、電話番号またはメールアドレスのみ表示されます。背
面ディスプレイも同様です。これらの制限を解除すると相手の名前が表示されます。

●電話帳に登録した相手からメールの受信があると、電話帳に登録している名前がタスクバーにスクロール
表示されます。ただし、シークレットモード中でない場合にシークレット属性が設定されている相手から
メールの受信があると、タスクバーにはメールアドレスが表示されます。

●電話着信時やメール・メッセージ受信時に電話番号や名前を表示しないように設定できます。
☛P127、P128

･ 漢字、ひらがな、カタカナ、英字、数字、記号、絵文字を入力できます。
ただし、記号、絵文字は、赤外線通信などでデータ転送を行った際、正
しく表示されない場合があります。
･ 名前を入力しないと登録できません。
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3 p を押す

4 % を押して項目を選択し、入力する
･ 各項目が既に設定されているときは、その内容が表示されます。
画像選択 ：発着信時や電話帳データ確認時に表示する静止画や動画／ｉモーションを設定します。

･お買い上げ時の状態に戻すときは 5 を押します。
･登録相手が電話番号を通知してきた場合のみ、設定した画像が表示されます。
■ 静止画を設定するとき
a1 を押して画像のフォルダを選択し、静止画を選択する
･横縦（または縦横）のサイズが640× 480を超える静止画を選択すると、
静止画を縮小して登録するかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を
選択して静止画を設定すると、電話帳用（96 × 72）以下に縮小した静止
画が保存されます。
･電話発着信時や電話帳データ確認時には、アニメーションは再生中の画像、パ
ラパラマンガは最初のコマが表示されます。

■ カメラで静止画を撮影するとき
a2 を押し、静止画を撮影して保存する
･撮影する静止画のサイズは電話帳用（96×72）に自動的に設定されます。

■ 動画／ｉモーションを設定するとき
a3を押してｉモーションのフォルダを選択し、動画／ｉモーションを選択する
･画像サイズがSub-QCIF（128×96）、または、QCIF（176×144）の、
映像のみの動画／ｉモーションが設定できます。
･選択時に動画／ｉモーションを再生して確認するには ☛P114

■ ビデオカメラで動画を撮影するとき
a4 を押し、動画を撮影して保存する
･撮影する動画のサイズは QCIF（176 × 144）に自動的に設定されます。
また、音声は録音されません。

グループ：1 ～ 30 および「グループなし」から選択します。新規登録時は「グループなし」
に設定されています。
グループ設定について ☛P99

電話番号：市外局番から入力し（26桁まで）、アイコンを選択します。
･１人につき 5 番号まで登録できます。1 件目の電話番号を登録すると、追加登録
する項目が表示されます。
･ポーズ（P）、タイマー（T）、「＋」、「＃」、サブアドレスの区切り（ ）を登録できます。

メールアドレス
：半角50文字まで入力できます。アイコンを選択します。
･１人につき5アドレスまで登録できます。1件目のメールアドレスを登録すると、
追加登録する項目が表示されます。
･メールアドレスは、メールアドレスの @ 以降のドメイン名まで正しく登録してく
ださい。ただし、メールアドレスが「携帯電話番号 @docomo.ne.jp」の場合は、
携帯電話番号のみ登録してください。
･相手がシークレットコードを登録しているとき ☛P109

新規登録画面で名前とフリガナを確認します。

■ 名前を修正するとき
a名前欄を選択し、名前を修正して p を押す

■ フリガナを修正するとき
aフリガナ欄を選択し、フリガナを修正する（半角32文字まで）
･ 名前を修正してもフリガナには反映されません。

名前、フリガナ
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5 & を押してその他画面を表示し、各項目を選択して設定する

6 & を押して設定画面（電話／メール）を切り替え、各項目を選択して設定する

7 p を押す
最も小さい空きメモリ番号が自動的に割り当てられます。

■ メモリ番号を入力して登録するとき
a0～ 699までの番号を入力する
･ 100の位や10の位の頭の0は省略できます。
･ 登録済みのメモリ番号を指定したときは、上書きするかどうかの確認画面が表示されます。
上書きしないときは「新規登録」を選択して他のメモリ番号を指定してください。

8 o を押す

/ 着信音：「着モーションを選択」または「メロディを選択」を選択し、動画／ｉモーション
またはメロディを選択します。
･詳細情報の着信音設定が「可」になっている動画／ｉモーションのみ着信音に設
定できます。
･「端末設定に従う」に設定すると、音の設定の電話／テレビ電話の設定に従います。

/ 着信バイブレータ
：「はい」を選択して電話着信時や、メール受信時の振動を設定します。
･「端末設定に従う」に設定すると、バイブレータの設定に従います。

/ 着信イルミネーションパターン
：「はい」を選択して着信ランプの点灯パターンを設定します。
･「メロディ連動」または「OFF」に設定すると、着信イルミネーションカラーは
設定できません。「メロディ連動」に設定すると、メロディに連動して点灯色と
点灯／点滅のしかたが変化します。
･「端末設定に従う」に設定すると、イルミネーション設定に従います。

/ 着信イルミネーションカラー
：「はい」を選択して着信ランプの点灯色を設定します。
･「端末設定に従う」に設定すると、イルミネーション設定に従います。

URL ：半角256文字まで入力できます。
テキストメモ：全角100文字（半角200文字）まで入力できます。
郵便番号 ：7桁まで入力できます。
住所 ：全角100文字（半角200文字）まで入力できます。
会社名 ：全角50文字（半角100文字）まで入力できます。
役職名 ：全角50文字（半角100文字）まで入力できます。
誕生日 ：誕生日設定を「ON」に設定して、誕生日欄に誕生日を

入力します。

設定 (電話 ) 画面

r

l
設定 (メール )画面

･ グループを「グループなし」に設定した場合、
すべての項目は「端末設定に従う」になります。
グループを選択した場合、すべての項目は「グ
ループ設定に従う」に設定されています。
･ 選択時にメロディ、動画／ｉモーションを再生
して確認するには ☛P114
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FOMAカード電話帳に登録する FOMAカード電話帳登録

･最大登録件数☛P94

1 待受画面で m43 を押す

2 名前を入力する（全角10文字（半角21文字）まで）

3 p を押す

おしらせ
●画像選択で画像を設定しても、電話発着信時の画面に画像を表示しないように設定できます。☛P126
●184、186を付けた電話番号を電話帳に登録すると、SMS作成時の宛先に選択しても送信できません。
また、メールアドレスを「携帯電話番号@docomo.ne.jp」にしている相手を 184、186 を付けて電話
帳に登録すると、ｉモードメール作成時の宛先に選択しても送信できません。

●ｉモード端末のメールアドレスのドメイン名（@docomo.ne.jp）は省略して登録できますが、
「@docomo.ne.jp」を含めて登録することをおすすめします。
･ｉモードメールアドレスをチャットメールに登録するときは、「@docomo.ne.jp」を含めて登録してく
ださい。
･電話帳やグループ設定でメール着信時の設定をしている場合は、発信元のメールアドレスと電話帳に登
録されているメールアドレスがドメイン名を含めて完全に一致しないと設定どおりに動作しません。

●画像選択に動画／ｉモーションを設定している相手に電話をかけた場合、発信中はディスプレイに動画／
ｉモーションの最初のコマが表示されます。相手から電話がかかってきた場合、着信中はディスプレイに
動画／ｉモーションが再生され、電話帳データに設定された着信音が鳴ります。

●電話帳データの電話着信音や電話／テレビ電話の音の設定に、動画／ｉモーションが設定されている場合
は、画像選択の設定に関わらず、着信音に設定された、音声と映像のある動画／ｉモーションが再生され
ます。ただし、着信音に設定した動画／ｉモーションが音声のみ（歌手の歌声など映像のないｉモーショ
ン）の場合には、着信中はディスプレイに発着信時の画像に設定した画像が表示されます。

●プライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定した場合）は、電話帳データに登録され
ている相手の名前は表示されず、電話帳データに設定されている着信音やバイブレータなども動作しませ
ん。着信音やバイブレータは、FOMA端末の設定に従います。

●メロディによっては、イルミネーションパターンを「メロディ連動」に設定していても連動しないことが
あります。

･ 漢字、ひらがな、カタカナ、英字、数字、記号、絵文字を入力できます。
ただし、記号、絵文字は、赤外線通信などでデータ転送を行った際、正
しく表示されない場合があります。
･ 全角／半角が混在している場合や、半角カタカナが含まれている場合は、
10文字までしか登録できません。
･ 名前を入力しないと登録できません。

FOMAカード登録画面で名前とフリガナを確認します。

■ 名前を修正するとき
a名前欄を選択し、名前を修正して p を押す

■ フリガナを修正するとき
aフリガナ欄を選択し、フリガナを修正する（全角12文字（半角25

文字）まで）
･ フリガナは、全角カタカナと半角英数字で入力できます。
･ 全角／半角が混在している場合は、12文字までしか登録できません。
･ 名前を修正してもフリガナには反映されません。

名前、フリガナ
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4 各項目を選択し、入力する
･ 各項目が既に設定されているときは、その内容が表示されます。

5 p を押す

グループの名前や発着信動作を設定する グループ設定

FOMA 端末電話帳や FOMA カード電話帳のグループ名を変更したり、FOMA 端末電話帳のグ
ループごとに着信音を設定したりできます。
･ FOMAカード電話帳のグループ設定はグループ名のみ変更できます。
･「グループなし」は、グループ名を変更したり、発着信動作の設定はできません。

1 待受画面で m412 を押す
･ FOMAカード電話帳のグループ名を変更するときは、m412p を押します。

2 設定するグループにカーソルを合わせて m を押す

グループ ：1～10および「グループなし」から選択します。新規登録時は「グループ
なし」に設定されています。

電話番号 ：市外局番から入力します。26 桁（FOMA カードの種類によっては 20 桁）
まで入力できます。
･ 1番号のみ登録できます。アイコンは設定できません。
･ポーズ（P）、「＋」、「＃」、サブアドレスの区切り（ ）を登録できます。
タイマー（T）は入力できますが、登録できません。また、電話番号の先頭
以外に「＋」を入力すると、「＋」以降を登録できません。

メールアドレス：半角50文字まで入力できます。
･ 1アドレスのみ登録できます。アイコンは設定できません。

おしらせ
●ｉモード端末のメールアドレスのドメイン名（@docomo.ne.jp）は省略して登録できますが、
「@docomo.ne.jp」を含めて登録することをおすすめします。i モードメールアドレスをチャットメール
に登録するときは、「@docomo.ne.jp」を含めて登録してください。

●プライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定した場合）は、端末暗証番号の入力が必
要です。
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3 グループ名を設定する
･ FOMAカード電話帳の場合は操作5へ進みます。
･ FOMA端末電話帳のグループ名は、全角10文字（半角20文字）まで入力できます。
･ FOMAカード電話帳のグループ名は、全角10文字（半角21文字）まで入力できます。ただし、
全角／半角が混在している場合や、半角カタカナが含まれている場合は、10文字までしか登録で
きません。

4 各項目を選択して設定する
･ 発着信画像の設定方法は「FOMA端末電話帳に登録する」の操作4と同じです。☛P96
その他の項目の設定方法は「FOMA端末電話帳に登録する」の操作6と同じです。☛P97

5 p を押す

Menu 41

電話帳から電話をかける 電話帳検索

電話をかける相手の電話帳データを、FOMA端末電話帳または FOMAカード電話帳から呼び出
し、簡単に電話をかけられます。
･電話帳データは、次の検索方法を指定して呼び出すことができます。

※1：FOMAカード電話帳では利用できません。
･ FOMAカード電話帳一覧でも利用できる検索方法では、pを押すたびに FOMA端末電話帳一覧と
FOMAカード電話帳一覧が切り替わります。
･シークレット属性が設定されている電話帳データも含めて検索する場合は、シークレットモードに設
定してから検索してください。
･ FOMAカード電話帳一覧では、相手の名前の前に が表示されます。
･プライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定した場合）は、端末暗証番号の入力
が必要です。

1 待受画面で p を押す

電話発着信設定：着信音、発着信画像、着信バイブレータ、着信イルミネーションパターン、着
信イルミネーションカラーを設定し、p を押します。
･着信音に「着モーションを選択」を選択すると、発着信画像は「着信音連動」
になります。ただし、音声のみの動画／ｉモーション（歌手の歌声など映像
のないｉモーション）を着モーションに設定した場合は、「イメージを選択」、
「静止画を撮影」、「初期値に戻す」を選択できます。

メール着信設定：着信音、着信バイブレータ、着信イルミネーションパターン、着信イルミネー
ションカラーを設定し、p を押します。

・全件表示（50音）☛P101 ・グループ検索☛P101 ・フリガナ検索☛P102
・ランキング検索※1☛P102 ・メモリ番号検索※1☛P103 ・電話番号検索☛P103
・行検索☛P103 ・シークレット検索※1☛P110

お買い上げ後、初めて操作したときは全件表示（50音）の電話帳一覧（あ
行のフリガナが登録されている電話帳）が表示されます。その後は、前回電
話帳を利用した際に選択した検索方法の電話帳一覧が表示されます。

1件目の電話番号に設定されているアイコン
選択した相手に登録されている電話番号およびメールアドレスの件数
選択した相手の1件目の電話番号（表示しきれない部分は省略）

全件表示（50音）の場合
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2 電話をかける相手にカーソルを合わせて n を押す
･ テレビ電話をかけるときは、テレビ電話をかける相手にカーソルを合わせて t を押します。
･ 電話番号を複数登録しているときは、発信先選択画面が表示されます。発信する電話番号を選択
してください。

■ ｉモードメールを作成するとき
aメールを送信する相手にカーソルを合わせて a を押す
･ メールアドレスを複数登録しているときは、宛先選択画面でメールアドレスを選択します。
･ ｉモードメールの作成・送信方法 ☛P221
･ 詳細画面（TOP／メール）、自局番号の詳細画面でも同様に操作できます。
･ メールアドレスが登録されている場合に有効です。

■ SMSを作成するとき
aSMSを送信する相手にカーソルを合わせて a を1秒以上押す
･ 電話番号を複数登録しているときは、宛先選択画面で電話番号を選択します。
･ SMSの作成・送信方法 ☛P273
･ 詳細画面（TOP／電話）、自局番号の詳細画面でも同様に操作できます。
･ 電話番号が登録されている場合に有効です。
･ メールアドレスが登録されていない場合は、a を押しても同様に操作できます。

■ サイトを表示するとき
a目的の相手を選択し、& を押して詳細（その他）画面を表示する
bURLを選択する
･ 自局番号の詳細画面でも同様に操作できます。

電話帳データを50音順に表示する 全件表示（50音）

電話帳データを50音順（あ行→か行→さ行→…→その他（アルファベット、数字、フリガナが空白で
始まるもの、記号、フリガナなし）の順）に表示します。

1 待受画面で m411 を押す

2 & を押して表示したい行を選択する
･ & の代わりに 0 ～ 9、(、# を押すと、ダイヤルキーに割り当てられている行が
表示されます。たとえば、1 を押すとあ行が表示されます。「その他」の行を表示するには、
( または # を押します。

グループで検索する グループ検索

･グループを設定せずに登録した電話帳データは「グループなし」に登録されています。

1 待受画面で m412 を押す

おしらせ
●発信者番号の通知／非通知を切り替えたり、プレフィックスを付加して電話をかけられます。☛P58
●電話帳一覧でm6を押すと電話帳の検索方法を変更できます。
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2 検索するグループを選択する

名前で検索する フリガナ検索

フリガナを入力して、その文字から始まる電話帳データを検索します。

1 待受画面で m413 を押す

2 フリガナを入力する

通話／メール回数の多い相手を検索する ランキング検索

FOMA 端末電話帳に登録されている電話帳データを、通話回数が多い順に表示したり（通話回数ラン
キング）、ｉモードメール送受信回数が多い順に表示（メール回数ランキング）できます。
･通話回数、メール回数は9999回まで表示されます。

通話回数ランキングを表示するとき

1 待受画面で m4141 を押す

おしらせ
●累積通話回数と累積メール回数が同じ場合は、次の順に表示されます。

●シークレット属性が設定されている相手も含めてランキングを表示するときは、シークレットモードに設
定してから操作してください。

･ 同一グループ内の電話帳データは次の順に表示
されます。
a50音順 bアルファベット順 c数字
d空白で始まるもの e記号 fフリガナなし

･ フリガナは先頭の一部を入力して検索できま
す。フリガナを入力しなくても検索できます。

例

･ 累積通話回数は、お買い上げ時または前回リセットから現在までの電話
発着信回数です。電話帳データを FOMA 端末電話帳に登録した後から
の通話がカウントの対象となります。

■ メール回数ランキングを表示するとき
a待受画面で m4142 を押す
･ 累積メール回数は、お買い上げ時または前回リセットから現在ま
でのメール送受信回数です。電話帳データを FOMA端末電話帳に
登録した後からのｉモードメールの送受信がカウントの対象とな
ります。

累積通話回数

a50音順 bアルファベット順 c数字 d空白で始まるもの e記号 fフリガナなし
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1 電話帳を検索し、リセットする相手にカーソルを合わせて m93 を押す

2「はい」を選択する
･ 個々の累積通話回数、最終通話日時、累積メール回数、最終メール日時がリセットされます。

メモリ番号で検索する メモリ番号検索

FOMA端末電話帳を、メモリ番号を入力して検索します。何も入力しなくても検索できます。

1 待受画面で m415 を押す

2 メモリ番号を入力する

･ 100の位や10の位の頭の0は省略できます。

電話番号で検索する 電話番号検索

電話番号の一部だけを入力して、その数字を含む電話番号を検索します。何も入力しなくても検索でき
ます。

1 待受画面で m416 を押す

2 電話番号の一部を入力する

すばやく行検索する

ダイヤルキー0～9に割り当てられている文字から電話帳データを検索します。
･前回使用した電話帳（FOMA端末電話帳または FOMAカード電話帳）を検索します。

通話回数／メール回数をリセットする

おしらせ
●電話番号検索で該当する電話帳データが複数ある場合、FOMA端末の電話帳はメモリ番号の順に表示され
ます。FOMAカード電話帳は次の順に表示されます。

1件目の電話番号に設定されているアイコン

メモリ番号

入力したメモリ番号に登録されている相手

1件目の電話番号に設定されているアイコン

メモリ番号（FOMA端末電話帳のみ）

a50音順 bアルファベット順 c数字 d空白で始まるもの e記号 fフリガナなし
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「佐藤」を検索するとき

1 待受画面で 3p を押す

･ 検索結果画面では、0 ～ 9、#、(、& を押して行を切り替えられます。

電話帳の登録内容を確認する

1 電話帳を検索し、詳細表示する電話帳データを選択する
･ % を押すと前後の電話帳データの詳細画面が表示されます。
･ 着信拒否／許可設定や発番号設定、シークレットコードが設定されている場合は、メモリ番号の
右側に が表示されます。

■ 登録内容の詳細を表示するとき（FOMA端末電話帳のみ）
a& を押す
･ r を押すたびに、詳細（TOP）画面→詳細（メール）画面→詳細（その他）画面→詳細（電
話）画面の順に切り替わります。l を押すと逆の順に切り替わります。

･ 詳細（メール）画面には、累積メール回数と最終メール日時が表示されます。
･ 詳細（電話）画面には、累積通話回数と最終通話日時が表示されます。

■ 詳細画面の登録内容をすべて表示するとき
ap を押す
･ p を押すと元の画面に戻ります。

おしらせ
●累積通話回数／累積メール回数や最終通話日時／最終メール日時は、発信／送信した場合だけでなく、着
信／受信した場合も対象になります。ただし、相手が電話に応答しなかったり、電波状況などの理由で
ｉ モードメールが送信できなかった場合は、対象になりません。

例

さ行のフリガナが登録されている電話帳一覧

FOMA端末電話帳

メモリ番号

名前、フリガナ

グループ名
1件目の電話番号、
アイコン、種別、登録件数

1 件目のメールアドレス、
アイコン、種別、登録件数

画像（画像選択に動画／ ｉ モーションを設定し
た場合、動画／ｉモーションが再生されます）

電話番号
メールアドレス

名前、フリガナ

グループ名

FOMAカード電話帳
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電話帳を修正する 電話帳修正

電話帳データの内容を修正・コピーしたり、電話帳データ内の電話番号やメールアドレスの順番
を入れ替えたりします。また、電話帳データのメモリ番号を入れ替えることができます。

登録内容を修正する

1 電話帳を検索し、修正する相手にカーソルを合わせて m3 を押す

2 電話帳データを修正する
･ 詳細について

☛P96「FOMA端末電話帳に登録する」操作3以降、☛P98「FOMAカード電話帳に登録する」
操作3以降

3 p を押す
･ FOMA端末電話帳の場合、メモリ番号入力画面が表示されます。メモリ番号入力後に表示される
メッセージに従って、上書き登録か新規登録を選択してください。
上書き登録を選択した場合は、メモリ番号入力で番号を変更していても、以前の電話帳データは
破棄されます。新規登録を選択した場合は、再度メモリ番号入力が表示されます。必要に応じて
番号 (0～699) を入力してください。
･ FOMAカード電話帳の場合、登録方法を選択する画面が表示されます。上書き登録か新規登録を
選択します。

登録内容をコピーする

電話帳データの内容をコピーできます。コピーした内容は、メール作成画面や電話帳の登録画面などの
入力欄に貼り付けることができます。
･コピーした内容は電源を切るまで FOMA端末に記録され、何度でも貼り付けることができます。
･記録できるのは1件だけです。新たにコピーを行うと内容は上書きされます。

1 電話帳を検索し、コピーする相手にカーソルを合わせて m7 を押す

2 1 ～ 8 を押す

おしらせ
●FOMAカード電話帳の電話帳データの電話番号に「 」が含まれている場合は上書き登録ができないこと
があります。その場合は新規登録するかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、新規登
録されます。

●シークレット属性が設定されている電話帳データは、シークレットモードに設定しないと修正できません。
●複数の電話番号やメールアドレスを登録している場合、1件目に登録されている電話番号やメールアドレ
スを削除すると、2件目以降が繰り上げ登録されます。

該当項目のデータが一時的に記録されます。

FOMA端末電話帳の場合
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3 貼り付け先の文字入力画面を表示し、文字を貼り付ける

電話番号やメールアドレス、メモリ番号の順番を入れ替える

電話帳データに複数の電話番号やメールアドレスが登録されている場合に、FOMA 端末電話帳の検索
結果画面から、電話番号やメールアドレスの順番を入れ替えます。また、2つの電話帳データのメモリ
番号を入れ替えることもできます。

1 電話帳を検索し、順序を入れ替える
■ 電話番号の順序を入れ替えるとき

■ メールアドレスの順番を入れ替えるとき
a目的の相手にカーソルを合わせて m922 を押す
b1件目に登録するメールアドレスを選択する

選択したメールアドレスと1件目のメールアドレスが入れ替わります。

■ メモリ番号を入れ替えるとき
a目的の相手にカーソルを合わせて m923 を押す
bメモリ番号を入れ替える相手を選択する

メモリ番号が入れ替わります。

電話帳をコピーする
FOMA端末電話帳を FOMAカード電話帳にコピーしたり、FOMAカード電話帳を FOMA端末
にコピーします。また、FOMA端末電話帳をminiSDメモリーカードへ1件コピーまたはバッ
クアップ（全件コピー）できます。
･コピーする電話帳データのグループと同じ名前のグループが、コピー先の電話帳にある場合は、その
グループにコピーされます。

おしらせ
●FOMA 端末電話帳の詳細画面、FOMA カード電話帳の電話帳一覧または詳細画面、自局番号の詳細画面
ではmを押し、「コピー」を選択します。

●電話番号コピー、メールアドレスコピーでは、1件目に登録されている内容がコピーされます。2件目以
降の電話番号やメールアドレスをコピーするには、FOMA端末電話帳や自局番号の各詳細画面で、コピー
する電話番号やメールアドレスにカーソルを合わせてコピーします。

おしらせ
●FOMA端末電話帳の詳細画面ではmを押し、「設定／確認」→「入替え」→「電話番号入替え」、「メー
ルアドレス入替え」、「メモリ番号入替え」を選択します。

a目的の相手にカーソルを合わせて m921 を押す
b1件目に登録する電話番号を選択する

選択した電話番号と1件目の電話番号が入れ替わります。
106 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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■ FOMA端末電話帳から FOMAカード電話帳にコピーされる項目

･ FOMAカード電話帳に保存できる最大文字数を超えた部分は削除されます。

■ FOMAカード電話帳から FOMA端末電話帳にコピーされる項目

1 電話帳を検索し、m83 を押す

2 コピーする相手を選択する

3 p を押す

電話帳を削除する 電話帳削除

1人分の電話帳データを削除します。

1 電話帳を検索し、削除する相手にカーソルを合わせて m4 を押す

2「はい」を選択する

名前 名前をコピーします（全角10文字（半角21文字）まで。ただし、全角／半角が混在
している場合や、半角カタカナが含まれている場合は、10文字まで）。

フリガナ フリガナをコピーします（半角25文字まで）。半角カタカナは全角カタカナになります。
電話番号 1件目に登録されている電話番号をコピーします（26桁（FOMAカードの種類によっ

ては20桁）まで ☛P41）。タイマー（T）が登録されている場合は、タイマー（T）の
み削除されます。また、電話番号の先頭以外に「＋」が入力されている場合は、「＋」以
降の番号は削除されます。アイコンはすべて になります。

メールアドレス 1 件目に登録されているメールアドレスをコピーします（半角 50 文字まで）。FOMA
カード電話帳では、アイコンはすべて になります。

名前 名前をコピーします。
フリガナ フリガナをコピーします。全角カタカナは半角カタカナになります。
電話番号 電話番号をコピーします。アイコンは になります。
メールアドレス メールアドレスをコピーします。アイコンは になります。

おしらせ
●FOMA 端末電話帳の詳細画面では m を押し、「赤外線／外部メモリ」→「FOMA カードへコピー」、
FOMA カード電話帳の詳細画面では m を押し、「赤外線／メモリ内へコピー」→「メモリ内へコピー」
を選択します。

おしらせ
●FOMA端末電話帳または FOMAカード電話帳の詳細画面ではmを押し、「電話帳削除」を選択します。

･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。

FOMA端末電話帳の場合
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電話帳に各種機能を設定する
FOMA 端末電話帳に登録されている電話帳データ内の電話番号ごとに、発信者番号の通知／非
通知の設定やテレビ電話をかけるときの通信速度の設定ができます。また、メールアドレスごと
にシークレットコードを設定できます。
･ FOMAカード電話帳は、ここで説明する機能を設定できません。

電話番号ごとに発信者番号通知／非通知を設定する 発番号設定

1 電話帳を検索し、設定する相手にカーソルを合わせて m912 を押す

2 端末暗証番号を入力し、電話番号を選択する

3 1 または 2 を押す

テレビ電話をかけるときの通信速度を電話番号ごとに設定する テレビ電話設定

1 電話帳を検索し、設定する相手にカーソルを合わせて m915 を押す

2 電話番号を選択する

3 1 または 2 を押す
･ FOMA端末にテレビ電話をかけるときは 1 を押します。

お買い上げ時 設定なし

おしらせ
●FOMA端末電話帳の詳細画面ではmを押し、「設定／確認」→「設定」→「発番号設定」を選択します。
●「設定なし」に設定すると、発信者番号通知の設定に従って動作します。
●発番号設定をした電話帳データの詳細（TOP）画面には、メモリ番号の右側に が表示されます。
●通話ごとに発信者番号の通知／非通知を指定したときは、電話番号ごとの発番号設定よりも優先されま
す。☛P57

お買い上げ時 64K

おしらせ
●FOMA端末電話帳の詳細画面ではmを押し、「設定／確認」→「設定」→「テレビ電話設定」を選択します。
●通話ごとにテレビ電話の通信速度を指定した場合は、電話番号ごとの通信速度設定よりも優先されます。

☛P58

･ 解除するとき：3 を押す
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メールアドレスにシークレットコードを設定する シークレットコード設定

相手がメールアドレス（携帯電話番号@docomo.ne.jp）にシークレットコードを登録している場合は、
そのシークレットコードを電話帳データのメールアドレスに設定しておくと、電話帳を検索してｉ モー
ドメールを作成するときに自動的にシークレットコードが付加されます。

1 電話帳を検索し、設定する相手にカーソルを合わせて m914 を押す

2 端末暗証番号を入力し、メールアドレスを選択する

3 4桁のシークレットコードを入力する
･ シークレットコード設定を解除するには、c を 1 秒以上押してシークレットコードを削除し
てください。

他人に見られたくない電話帳を守る シークレット属性

端末暗証番号を入力しないと呼び出せないシークレット属性を持ったデータにします。シーク
レット属性を設定するにはシークレットモード中に設定操作をする必要があります。

電話帳にシークレット属性を設定する

･ FOMAカード電話帳データには設定できません。
･シークレットモードを設定していないときは、シークレット属性の設定／解除はできません。

1 シークレットモードを設定する

2 電話帳を検索し、設定する相手にカーソルを合わせて m911 を押す

おしらせ
●設定したシークレットコードは、電話帳データの詳細画面や ｉ モードメール作成時の宛先などには表示
されません。シークレットコードの設定と同様の操作で確認できます。

●FOMA端末電話帳の詳細画面ではmを押し、「設定／確認」→「設定」→「シークレットコード設定」を
選択します。

●シークレットコードを設定した電話帳データの詳細（TOP）画面には、メモリ番号の右側に が表示さ
れます。

●メールアドレスを「携帯電話番号＋シークレットコード＠docomo.ne.jp」として電話帳に登録している場
合は、その相手にメール返信ができません。また、「携帯電話番号＠docomo.ne.jp」として電話帳に登録
している場合、シークレットコードを設定しても、その相手にメールの返信ができません。電話帳データの
「＠docomo.ne.jp」を削除してから設定してください。
●自局番号に、シークレットコードは設定できません。

■ 解除するとき
aシークレット属性が設定されている電話帳データにカーソルを合わ

せて m911 を押す

選択している相手にシークレット属性が設定されているときに点滅
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シークレット属性を設定した電話帳を検索する シークレット検索

･検索できるのはシークレット属性が設定されている電話帳データだけです。
･シークレットモードを設定していないときは検索できません。

1 シークレットモードを設定する

2 待受画面で m417 を押す

電話帳の登録状況を確認する 登録件数確認

FOMA端末電話帳の登録件数やシークレット設定されている件数などを表示します。

1 電話帳を検索し、m94 を押す

おしらせ
●FOMA 端末電話帳の詳細画面では m を押し、「設定／確認」→「設定」→「シークレット属性設定」を
選択します。シークレット属性を解除する場合はmを押し、「設定／確認」→「設定」→「シークレット
属性解除」を選択します。

●シークレットモード中に電話帳データを登録・修正した場合、その電話帳データにはシークレット属性が
設定されます。

●シークレットモードを設定していないときは、着信画面、リダイヤル、着信履歴、受信メール一覧、背面ディ
スプレイなどに、シークレット属性が設定されている電話帳データの名前や登録された画像または動画／
ｉ モーションは表示されません。また、電話帳データに設定した着信音やバイブレータも動作しません。名
前の表示について☛P94

●設定したシークレットコードは、電話帳データの詳細画面やｉモードメール作成時の宛先などには表示さ
れません。シークレットコードの設定と同様の操作で表示できます。

おしらせ
●シークレット属性が設定されている電話帳データは、シークレットモード中以外は検索できません。また、
クイックダイヤルやクイックメールも利用できません。

●シークレットモード中にシークレット検索以外の検索を行うと、シークレット属性が設定されている電話
帳データと設定されていない電話帳データの両方が検索の対象となります。

●前回シークレット検索を行った状態で電話帳一覧を表示した場合、シークレットモード中のときは、前回
と同じシークレット検索の電話帳一覧が表示されます。シークレットモード中以外は、メモリ番号検索画
面が表示されます。

おしらせ
●FOMA端末電話帳の詳細画面ではmを押し、「設定／確認」→「登録件数確認」を選択します。
●FOMAカード電話帳で確認する場合は、電話帳一覧または詳細画面からmを押し、「登録件数確認」を
選択します。

●登録件数は、シークレット設定されている件数を含みます。

･ 以降の操作は通常の検索方法と同じです。☛P100
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少ないキー操作で電話をかける クイックダイヤル

FOMA端末電話帳のメモリ番号0～ 99の相手には、簡単な操作で電話をかけられます。
･電話帳データの1件目の電話番号が電話をかける対象となります。

メモリ番号2の電話番号に電話をかけるとき

1 待受画面でメモリ番号（この場合は 2）を入力して n を押す

おしらせ
●入力したメモリ番号の電話帳データに電話番号が登録されていない、またはFOMA端末電話帳に電話帳デー
タが 1件も登録されていない場合は、n または t を押すと該当するデータがない旨のメッセージが表
示されます。

例

･ メモリ番号の前に0などは付けずに入力します。
前に 0 などを付けて入力すると、電話はかかり
ません。
･ n の代わりに t を押すと、テレビ電話をか
けられます。

電話帳の1件目の電話番号
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音の設定

FOMA端末から鳴る着信音を変える 音の設定

電話がかかってきたときや、メールやメッセージ R/F などを受信したときに鳴る音を設定します。
また、通話保留中に鳴る音や、FOMA端末を開閉したときに鳴る音を設定します。着信音に動画／
ｉモーションを設定すると、着信時に映像や音が再生されます（着モーション）。
･本機能の設定は、電話着信設定、テレビ電話着信設定、メール着信設定、チャットメール着信設定、
メッセージ着信設定の着信音、および通話保留音設定の保留音にもそれぞれ反映されます。

1 待受画面で m811 を押す

2 各項目を設定する

■ 通話保留音を設定するとき
a項目を選択し、1 または 2 を押す
･「選択音」を選択したときは、メロディ欄を選択してメロディを選択します。
メロディ一覧の見かた ☛P326
･「内蔵音」を選択すると、通話保留中にメッセージ（内蔵の「保留音・ボイス」）が流れます。

■ 端末オープン、端末クローズの効果音を設定するとき
a項目を選択し、1 または 2 を押す
･「メロディ」を選択したときは、メロディ欄を選択してメロディを選択します。
メロディ一覧の見かた ☛P326
･「OFF」を選択すると、効果音は鳴りません。

3 p を押す

お買い上げ時 電話：メロディ／パターン1　メール：メロディ／パターン1　チャットメール：メール連動
メッセージR：メロディ／パターン1　メッセージ F：メロディ／パターン1　
通話保留音：内蔵音（保留音・ボイス）　テレビ電話：メロディ／電話・メロディA　
端末オープン：メロディ／端末・オープン音1　端末クローズ：メロディ／端末・クローズ音1

メロディ、動画／ i モーションを再生して確認するには
●メロディ一覧でメロディにカーソルを合わせて p を押すと再生できます。o を押すと設定されます。
再生中は次の操作ができます。
･音量調整：& ／ ij ･前後のメロディの再生：%

●動画／ i モーション一覧で動画／ i モーションにカーソルを合わせて p を押すと再生できます。c
を押して一覧画面に戻り、o を押すと設定されます。再生中は次の操作ができます。
･音量調整：% ／ ij ･一時停止／再生：o ･停止：p ･早送り再生：r

■ 電話、テレビ電話、メール、チャットメール、メッセージR/Fの着信音
を設定するとき
a項目を選択し、1～3（チャットメールの場合は1～4）

を押す
･「メロディ」を選択したときは、メロディ欄を選択してメロディを
選択します。
メロディ一覧の見かた ☛P326
･「着モーション」を選択したときは、メロディ欄を選択して動画／
ｉモーションを選択します。
動画／ｉモーション一覧の見かた ☛P317
･「OFF」を選択すると、着信音は鳴りません。
･ チャットメールの着信音を「メール連動」に設定している場合は、
メールの着信音の設定に従います。
114



音
／
画
面
／
照
明
設
定

お買い上げ時は、次のメロディがメロディの「プリインストール」フォルダに登録されています。ディ
スプレイに表示しきれない部分は省略されます。
･【　】内は作曲者です。作曲者名は JASRACホームページに準拠して表記しています。

■ 着信音の優先順位について
複数の機能で音声電話やテレビ電話の着信音を設定している場合は、次の優先順位で鳴ります。
a FOMA端末電話帳の設定
b FOMA端末電話帳のグループ設定
c音の設定／電話着信設定／テレビ電話着信設定
･ 相手が発信者番号を通知してこなかった場合は、音声電話の着信音は発番号なし動作設定に従い
ます。テレビ電話の着信音は音の設定／テレビ電話着信設定に従います。
･ 発番号なし動作設定で設定した音や画像が削除されると、設定内容が変更されます。この場合、実
際に鳴る音や表示される画像が設定画面に表示される音や画像と異なることがあります。
･ 電話帳に画像を設定していて着信音を設定していない場合、音の設定／電話着信設定／テレビ電話
着信設定で「着モーション」に音声と映像のある動画／ ｉ モーションを設定しているときは、着
信音と着信画像は「着モーション」の設定が優先されます。「着モーション」に音声のみの動画／
ｉモーション（歌手の歌声など映像のないｉモーション）を設定しているときは、着信音は「着
モーション」に設定した音声のみの動画／ ｉ モーションになり、着信画像は電話帳に設定した画
像になります。

■ その他の音などの設定について
･ メール着信音やイルミネーションなどを設定する ☛P266
･ 平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを接続しているときに、着信音をイヤホンからのみ鳴
らすように設定する ☛P392

メロディ一覧

・パターン1～5 ・電話・メロディA ・電話・メロディB ・電話・黒電話
・電話・SuperBell"Z ・電話・女性ボイス ・メール・メロディA ・メール・メロディB
・メール・SuperBell"Z ・メール・女性ボイス ・メール・英語ボイス ・アラーム・アナログ時計
・アラーム・SuperBell"Z ・アラーム・女性ボイス ・端末・オープン音1～ 3 ・端末・クローズ音1～ 3
・保留音・ボイス ・ヴァーチャルトレイン
・火星【HOLST GUSTAV】 ・おもちゃの兵隊のマーチ【JESSEL LEON】
・森のくまさん【アメリカ民謡】 ・凱旋行進曲【VERDI GIUSEPPE】
・Rhapsody in Blue【GERSHWIN GEORGE】 ・四季～冬～【VIVALDI ANTONIO LUCIO】
・ツァラトゥストラはかく語りき【STRAUSS RICHARD】・SUMMERTIME【GERSHWIN GEORGE】
・ジムノペディ第1番【SATIE ERIK ALFREDI LE】 ・幻想即興曲【CHOPIN FREDERIC FRANCOIS】
・ハレルヤコーラス【HANDEL GEORGE FRIDERIC】

おしらせ
●サウンドレコーダーで録音した音声も「着モーション」に設定できます。この場合、音声のみ再生され、
画面には着信画像に設定した画像が表示されます。

●音声と映像のある動画／ｉモーションを着信音に、着信画像を「着信音連動」に設定しているときに着信
音を「OFF」に設定し直すと、着モーションは再生されますが、着信音量は消音になります。

●着信画像を「着信音連動」に設定しているとき、音声のみの動画／ｉモーション（歌手の歌声など映像の
ないｉモーション）またはメロディを着信音に設定すると、着信画像には標準画像が表示されます。

●着信画像に映像のみの動画／ｉモーションまたはFlash画像を設定していても、音声のみの動画／ｉモー
ションを着信音に設定すると、着信画像には標準画像が表示されます。

●詳細情報（☛P342）の着信音設定が「不可」になっている動画／ｉモーションは「着モーション」に設
定できません。

●着信音に音声のみの動画／ｉモーションを設定した場合、着信画像にアニメーション（標準画像を除く）、
パラパラマンガを設定していても動作せず、着信画面には最初のコマが表示されます。
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着信やアラームを振動で知らせる バイブレータ設定

音声電話やテレビ電話着信時、メールやメッセージR/Fなどの受信時、スケジュールアラーム通
知時に振動でお知らせします。
･バイブレータを設定して机などの上に置いたままにすると、バイブレータが動作したときに振動で落
下する恐れがありますので、ご注意ください。
･本機能の設定は、電話着信設定、テレビ電話着信設定、メール着信設定、チャットメール着信設定、
メッセージ着信設定のバイブレータにもそれぞれ反映されます。

1 待受画面で m817 を押す

2 設定する項目を選択する
･ チャットメール着信設定の着信動作設定を「メール着信動作に従う」に設定している場合は、
チャットメールを選択できません。
･ スケジュールアラームは、電話の設定パターンで振動します。

3 1 ～ 5 を押す

･ % を押すとカーソル位置のパターンで振動します。ただし、「メロディ連動」と「OFF」の場合は
振動しません。

4 p を押す
･ 電話のバイブレータを設定したときは、待受画面に （電話の着信音量を「消音」に設定してい
るときは ）が表示されます。
･ FOMA端末を折りたたんでいるときに、i、j、b を押すと、背面ディスプレイに （電話
の着信音量を「消音」に設定しているときは ）が表示されます。

●音声電話通話中に音声電話の着信があった場合、着信音に音声と映像のある動画／ｉモーションが設定さ
れているか、または着信画像に動画／ｉモーションを設定していると、着信画面には最初のコマが表示さ
れます。

●FOMA端末をすばやく開閉すると、端末オープン／端末クローズの効果音は鳴らない場合があります。ま
た、次の場合は、FOMA端末を開閉しても効果音は鳴りません。

●端末オープン／端末クローズの効果音の音量は変更できません。

お買い上げ時 すべてOFF

パターンA ：0.5秒振動→0.5秒停止→0.5秒振動→1.5秒停止の繰り返しで振動します。
パターンB ：1秒振動→2秒停止の繰り返しで振動します。
パターンC ：0.25秒振動→0.25秒停止の繰り返しで振動します。
メロディ連動：音の設定で設定したメロディに合わせて振動します。

･メロディによっては連動しないことがあります。また、主旋律に連動しないこと
があります。

OFF ：振動しません。

･発信中 ･着信中 ･応答保留中
･通話中 ･マナーモード中 ･アラーム鳴動中
･メロディ再生中 ･動画／ｉモーション再生中 ･動画撮影中
･伝言メモ／音声メモ再生中 ･伝言メモ応答ガイダンス再生中 ･ｉアプリ起動中
･サウンドレコーダー録音中 ･通話料金上限通知アラーム鳴動中
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キーを押したときに鳴る音を設定する キー確認音設定

1 待受画面で m814 を押す

2 1 ～ 3 を押す

充電時の確認音を設定する 充電確認音設定

充電の開始／終了時に確認音を鳴らすか鳴らさないかを設定します。

1 待受画面で m819 を押す

2 1 または 2 を押す

おしらせ
●通話中に着信があった場合は振動しません。
●電話帳の電話着信バイブレータ、メール着信バイブレータを設定している場合は、電話帳の設定が優先さ
れ、次にグループ別の設定が優先されます。

●「OFF」に設定していても、一部の Flash 画像が動作しているときに振動する場合があります。

お買い上げ時 キー確認音1

おしらせ
●「OFF」に設定すると、次の音は鳴らなくなります。

●キー確認音の音量は受話音量調整の設定に従います。
●「OFF」以外に設定しても、次の場合は、キー確認音は鳴りません。
･マナーモード中（オリジナルマナーモード中で、オリジナルマナーモード設定のキー確認音を「OFF」
以外に設定している場合は鳴ります）
･ｉアプリを起動している場合（bを押すと鳴ります）
･ijを押した場合
･ FOMA端末を折りたたんでいるときに、bを押した場合

●「OFF」に設定していても、通話中にダイヤルキーを押すと相手にプッシュ信号（DTMF）を送出できま
す。このとき、受話口からはプッシュ音が聞こえます（マナーモード中は聞こえません）。

お買い上げ時 ON

おしらせ
●「ON」に設定しても、次の場合は、充電確認音は鳴りません。
･マナーモード中 ･ドライブモード中 ･音声電話通話中 ･テレビ電話通話中
･ 64Kデータ通信中 ･ｉモード通信中 ･パケット通信中

･ % を押すとカーソル位置のキー確認音が鳴ります。ただし、「OFF」の場
合は鳴りません。
･ 鳴らさないとき：4 を押す

･電池レベル表示時の確認音 ･赤外線通信やデータ送受信時の通信終了音
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通話が切れそうなときにアラームで知らせる 通話品質アラーム設定

通話状態が悪く、途中で音声通話が途切れてしまう恐れのある場合、直前にアラームを鳴らして
お知らせします。
･急に通話状態が悪くなった場合は、アラームが鳴らずに通話が切れてしまうことがあります。
･本機能は音声電話にのみ有効です。

1 待受画面で m874 を押す

2 1 または 2 を押す
･ 鳴らさないとき：3 を押す

電話から鳴る音を消す マナーモード

周囲の迷惑にならないように、着信を振動で知らせたり、キーを押したときの確認音を消したり
して、FOMA端末からの音を鳴らさないように設定します。

1 待受画面で # を１秒以上押す
マナーモード選択で指定したマナーモードが設定され、待受画面に （通常マナーモード中）また
は （オリジナルマナーモード中）が表示されます。

■ 解除するとき
a待受画面で # を１秒以上押す

■ FOMA端末を折りたたんでいるとき
待受中に j を１秒以上押すと、マナーモードの設定／解除ができます。
･ マナーモード中に i、j、b を押すと、背面ディスプレイに が表示されます。

お買い上げ時 アラーム高音

お買い上げ時 未設定

通常マナーモードを設定すると
着信音、キー確認音、アラームなど FOMA 端末から出る音を消し、着信をバイブレータ（振動）でお知ら
せします。また、マイクの感度が上がり、小さな声でも通話できます。
●電話着信時やメール受信時などのバイブレータの動作は、バイブレータ設定には関わらず「パターンA」と
なります。

●アラーム起動時のバイブレータの動作は、アラーム設定に従います。
●スケジュールアラーム起動時は、マナーモードのバイブレータによる振動で動作します。
●添付ファイル自動再生設定を「自動再生する」に設定して受信メールやメッセージR/Fを表示しても、メ
ロディは自動再生されません。

●音声のある動画／ｉモーションやメロディの再生時には、再生するかどうかの確認画面が表示されます。
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マナーモードを変更する マナーモード選択

マナーモードの設定を変更できます（オリジナルマナーモード設定）。通常マナーモードとオリ
ジナルマナーモードのどちらを設定するかを選択できます。

1 待受画面で m816 を押す

2 2 を押す

･ 1 を押すと通常マナーモードで動作するように設定され、1つ前の画面に戻ります。

3 各項目を選択して設定する

4 p を押す
オリジナルマナーモードの内容が設定されます。

おしらせ
●マナーモード中でも、次の音は鳴ります。
･カメラおよびビデオカメラ撮影時の撮影確認音（シャッター音）
･サウンドレコーダー録音時の録音確認音（シャッター音）

●通常マナーモード中は、通話料金上限通知を「ON」に設定し、アラームで通知する設定にしていても、
メッセージのみ表示されます。オリジナルマナーモード中は、オリジナルマナーモード設定に従ってア
ラームが鳴ります。

お買い上げ時 通常マナーモード

通常マナーモード ：FOMA端末から鳴る音を消し、着信を振動で知らせます。
オリジナルマナーモード：各種設定を変更できます。

バイブレータ ：電話着信時やメール受信時のバイブレータの動作を設定します。
･「ON」に設定すると、着信や受信をバイブレータ設定に従って振動で知らせま
す。ただし、バイブレータ設定（☛P116）で「OFF」に設定しているときは
「パターンA」で振動します。
･「OFF」に設定すると、バイブレータは動作しません。

キー確認音 ：キー確認音を設定します。
電話着信音量 ：電話着信音量を設定します。

･ｉアプリの音量は、電話着信音量の設定に従います。ただし、電話着信音量を
「ステップトーン」に設定している場合は「レベル４」となります。

メール着信音量：メール着信音量を設定します。
電池アラーム音：電池が切れそうなときにアラームを鳴らすかどうかを設定します。
アラーム／スケジュール音

：アラームやスケジュールアラームを鳴らすかどうかを設定します。
･「ON」に設定すると、アラームやスケジュールアラームは各設定に従って鳴り
ます。スケジュールアラームの音量は、オリジナルマナーモード設定の電話着
信音量に従います。
･「OFF」に設定すると、アラームやスケジュールアラームは鳴りません。

マイク感度UP：マイクの感度を上げるかどうかを設定します。
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画面／照明の設定

待受画面の表示を変更する 待受画面設定

待受画面の表示をお好みに応じて変更できます。
･画像や動画／ ｉ モーション、ｉ アプリによっては、ダウンロード時と同じ FOMA カードを挿入し
ていないと、待受画面設定が無効になります。
･オールロック中やPIMロック中（PIMロックの対象となっているデータを待受画面に設定している場
合）は、設定した待受画面が解除され、一時的にお買い上げ時の画像が表示されます。ロックを解除
すると設定した待受画面が再度表示されます。ただし、「プリインストール」フォルダ内のデータを設
定している場合は、PIMロック中でも設定したデータが表示されます。
･時計の表示を設定するには☛P133
･待受テロップを設定するには☛P304

画像・動画／ｉモーションを待受画面に設定する

ｉモードのサイトやメールから保存した画像、動画／ｉモーションや、FOMA端末で撮影した静止画
や動画などを待受画面に設定します。また、アニメーション、パラパラマンガなども設定できます。
･待受テロップ表示中は、ｉモーション設定はできません。

1 待受画面で m821 を押す

2 1 または 2 を押す

3 フォルダを選択し、待受画面に設定する画像・動画／ｉモーションを選択する
･ 画像を確認するには、画像一覧で画像にカーソルを合わせて p を押します。o を押すと設定
されます。画像表示画面で次の操作ができます。
・前後の画面の表示：% ・画像一覧に戻る：c
･ 動画／ｉモーションを再生して確認するには ☛P114

4「はい」を選択する
･ 動画／ｉモーションを待受画面に設定すると、最初のコマが表示されます。
･ 選択した画像、動画／ ｉ モーションが拡大表示できる場合は、等倍表示するか拡大表示するか
の確認画面が表示されます。「はい（等倍表示）」を選択すると画像サイズのまま、「はい（拡大
表示）」を選択すると画面サイズに合わせて拡大して表示されます。
･ ｉアプリ待受画面が設定されているときは、さらにｉ アプリ待受画面を解除するかどうかの確
認画面が表示されます。「はい」を選択すると、ｉアプリ待受画面が解除されます。

待受画面に設定した動画／ｉモーションやアニメーションを再生するには
●動画／ｉモーションの場合は次の操作ができます。
･再生：c ／ FOMA端末を開く ･停止：c ／ f
･音量調整：ij

●アニメーション、パラパラマンガ、Flash 画像の場合は次の操作ができます。
･再生：FOMA端末を開く／待受画面に戻る／電源を入れる ･一時停止／再生：f
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■ 画像

■ ｉモーション

ｉアプリ待受画面を設定する

･待受テロップ表示中は設定できません。
･ｉアプリ待受画面に、複数のｉアプリは設定できません。
･お買い上げ時に登録されている次のｉアプリはｉアプリ待受画面に設定できます。
・珍さん計画DXおこづかい帖プラス

1 待受画面で m8213 を押す
ｉアプリ待受画面に対応したｉアプリが一覧表示されます。

2 ｉアプリを選択して、「はい」を選択する
ｉアプリ待受画面が設定され、待受画面に または が表示されます。

お買い上げ時に登録されている待受画面用の画像／ｉモーション

（お買い上げ時） （Flash画像）
©BVIG

（Flash画像）

着モーションに
も設定できます。

おしらせ
●アニメーションは16回まで繰り返して再生されます。
●Flash 画像を待受画面に設定すると、一定時間再生後に一時停止します。待受画面に設定した Flash 画像
のメロディは再生されません。

●アニメーションを拡大表示で設定した場合、表示が乱れる場合があります。
●再生回数や再生期限などの制限が設定されている動画／ｉモーションは、待受画面に設定できません。ま
た、動画／ｉモーションによっては待受画面に設定できない場合があります。

●テロップ中にリンクのある動画／ｉモーションを待受画面に設定しても、待受画面からPhone To（AV
Phone To）、Mail To、Web To 機能は利用できません。

●動画／ｉモーションを待受画面に設定した場合、時計は小さく上部に表示されます。時計表示設定でデザ
インを「アナログ」に設定していても、「デジタル１」で表示されます。

●開閉ロック中は、アニメーション、パラパラマンガ、Flash画像、動画／ｉモーションを待受画面に設定
していても、再生や停止の操作はできません。
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待受画面にカレンダーを設定する

1 待受画面で m8214 を押す

2「はい」を選択する
･ ｉアプリ待受画面が設定されているときは、さらにｉ アプリ待受画面を解除するかどうかの確
認画面が表示されます。「はい」を選択すると、ｉアプリ待受画面が解除されます。

おしらせ
●ｉアプリ待受画面を操作するには☛P294
●ネットワークに接続して通信を行う ｉ アプリを ｉ アプリ待受画面に設定した場合、電波状況などにより
正しく動作しない場合があります。また、ｉアプリや設定によっては自動的に通信を行います。

●ｉアプリ待受画面を解除すると、その前に設定していた待受画面に戻ります。
●プライバシーモード中（ｉアプリを「認証後に表示」に設定した場合）は、iアプリ待受画面を設定しても動
作しません。また、ｉアプリ待受画面設定後にプライバシーモードを起動（ｉアプリを「認証後に表示」に
設定した場合）すると、ｉ アプリ待受画面は表示されず、その前に設定していた待受画面が表示されます。
プライバシーモードを解除すると、ｉアプリ待受画面に戻ります。

●PIMロック中は、ｉアプリ待受画面は表示されず、その前に設定していた待受画面が表示されます。ただ
し、PIMロックの対象となっているデータを設定していたときは、お買い上げ時の待受画面が表示されます。

●ｉアプリを待受画面に設定した場合、時計は小さく上部に表示されます。時計表示設定でデザインを「ア
ナログ」に設定していても、「デジタル１」で表示されます。

カレンダーを設定すると

●休日と祝日が赤で表示されます。休日と祝日の設定は、スケジュール
帳の休日設定や祝日設定に従います。ただし、休日設定で休日に設定
した日は、プライバシーモード中（スケジュールを「認証後に表示」に
設定した場合）、PIMロック中は赤で表示されず、お買い上げ時の表示
に戻ります。

●スケジュールが設定されているときは日付の右上にドットが表示され
ます。ただし、すべてのスケジュールにシークレット属性が設定され
ている場合は、シークレットモードを設定していないと表示されませ
ん。また、プライバシーモード中（スケジュールを「認証後に表示」に
設定した場合）、PIMロック中も表示されません。

おしらせ
●日付・時刻が設定されていないときは、待受画面にカレンダーは表示されません。
●カレンダーを待受画面に設定した場合、時計は小さく上部に表示されます。時計表示設定でデザインを
「アナログ」に設定していても、「デジタル１」で表示されます。
●画像とカレンダーは同時に設定できますが、アニメーション、パラパラマンガ、Flash 画像を設定してい
る場合は、再生が停止／一時停止したときにカレンダーが表示されます。

ドット

当日は黄色で表示
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待受画面の表示をカスタム設定する カスタム待受

待受画面をいくつかのエリア（領域）に分割し、それぞれのエリアに未読メールや不在着信などの新着
情報、メモ、カレンダー、スケジュールを表示できます。エリアの分けかたは、次の7種類から選択で
きます。

･待受テロップ表示中は、パターン１を選択しても、上半分のエリア（パターン２のエリア１設定など）
に変更されます。パターン２～７を選択したときは、一番下のエリアは表示されません。

1 待受画面で m8216 を押す

2 & を押してパターンを切り替える

3 エリアを選択し、1 ～ 5 を押す

■ 新着情報を設定するとき

■ メモを設定するとき
a3 を押す

登録済みのメモの一覧が表示されます。
b表示するメモを選択する
･ p を押すとメモの内容が表示されます。c を押すとメモ一覧に戻ります。メモ帳参
照画面で o を押すと設定されます。

4 p を押し、「はい」を選択する
･ ｉアプリ待受画面が設定されているときは、さらに ｉアプリ待受画面を解除するかどうかの確
認画面が表示されます。「はい」を選択すると、ｉアプリ待受画面が解除されます。
･ 待受テロップ表示中は、メッセージが表示されます。o を押します。

パターン1 パターン2 パターン3 パターン4 パターン5 パターン6 パターン7

おしらせ
●表示する情報を設定したエリアと待受画面の時計表示が重なる場合、時計は小さく上部に表示されます。
時計表示設定でデザインを「アナログ」に設定していても、「デジタル１」で表示されます。

･ 複数のエリアがある場合は、操作3を繰り返します。
･ 画面の半分に満たないエリア（パターン 3のエリア 1設定など）には、
カレンダーは設定できません。

a2 を押す
b表示する情報を選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。

cp を押す
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1 待受画面で o を押す

2 エリアを選択する

カスタム待受画面と各種情報は次のように表示されます。
･表示される情報の件数・行数はエリアのサイズによって異なります。
･各情報の日時には、当日の場合は時刻、当日以外の場合は日付が表示されます。

カスタム待受画面の情報を確認する

おしらせ
●イメージ設定でアニメーション、パラパラマンガ、Flash 画像を設定していた場合、再生が停止／一時停
止したときに情報が表示されます。

各情報の表示内容について

未読メール一覧：受信日時と題名の先頭部分が表示されます。先頭に表示されているときにエ
リアを選択すると、受信メールのフォルダ一覧が表示されます。

メッセージR／ メッセージ F
：受信日時とタイトルの先頭部分が表示されます。先頭に表示されているとき
にエリアを選択すると、メッセージRまたはメッセージ Fの一覧が表示され
ます。

不在着信一覧 ：着信日時と相手の電話番号（電話帳に登録されているときは名前）が表示さ
れます。先頭に表示されているときにエリアを選択すると、着信履歴一覧が
表示されます。

伝言メモ一覧 ：録音日時と相手の電話番号（電話帳に登録されているときは名前）が表示さ
れます。先頭に表示されているときにエリアを選択すると、伝言メモ一覧が
表示されます。

一番上のエリアが赤のカーソル枠で表示されます。
･ % を押すとカーソル枠を移動できます。

未読メール、メッセージR、メッセージ F、不在着信、伝言メモのうち、選択
している項目が新しい順に一覧表示されます。エリアを選択すると、先頭
の項目の一覧画面が表示されます。

■ 新着情報

メモ帳に登録されている内容の先頭部分が表示されます。エリアを選択す
ると、メモの詳細が表示されます。

■ メモ
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･アイコン、日時、内容の先頭部分が表示されます。
･長期間スケジュールの場合は、登録されているアイコンの代わりに「 開始日付～」と表示されます。
開始日時が当日の場合は、「 開始時刻」と表示されますが、開始日時が現在の日時を過ぎると、「 開
始日付～」と表示が変わり、当日のまだ開始日時になっていないスケジュールの次に表示されます（開始
日時順）。長期間スケジュールは、終了日時が経過するまで表示されます。
･終日に設定したスケジュールが当日の場合は、開始時刻の代わりに「終日」と表示されます。

画像以外の設定を解除する

動画／ｉモーション、ｉアプリ待受画面、待受カレンダー、カスタム待受画面の設定を解除し、画像
を待受画面に表示します。

1 待受画面で m8218 を押す

2「はい」を選択する
･ 解除する前に画像を設定していた場合はその画像、設定していなかった場合はお買い上げ時の画
像が待受画面に表示されます。

おしらせ
●表示する内容がないエリアは表示されません。
●シークレットモードを設定していない場合、シークレット属性が設定されているスケジュールは、カスタ
ム待受画面には表示されません。また、シークレット属性が設定されている相手から電話の着信や伝言メ
モの録音があると、不在着信一覧や伝言メモ一覧を設定した新着情報エリアに名前は表示されず、電話番
号が表示されます。

●プライバシーモード中（電話帳・履歴、メール、スケジュールを「認証後に表示」に設定した場合）は、
すべての未読メール、不在着信履歴、伝言メモ、スケジュールが新着情報エリアやスケジュールのエリア
に表示されません。

●プライバシーモード中（メールを「指定フォルダを非表示」に設定した場合）は、フォルダ設定のプライ
バシーを「ON」に設定しているフォルダ以外の未読メールが表示されます。

●PIM ロック中は、メモ帳やスケジュールのエリアに PIM ロック中である旨のメッセージが表示され、内容
は表示されません。また、新着情報エリアにはPIMロック設定後の不在着信だけが表示されます。

開始日時になっていないスケジュールが日時の早い順に表示されます。エ
リアを選択すると、先頭のスケジュールの詳細が表示されます。

■ スケジュール

当月のカレンダーが表示されます。エリアを選択すると、スケジュール帳
のカレンダーが表示されます。
･カレンダーの見かたについては ☛P122

■ カレンダー
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電話やメールの発着信時に表示する画像を変更する 発着信画面表示設定

電話の発信時やメールの送受信時、ｉモード問合せ時に表示される画像を設定します。
･電話の着信時に表示される画像を設定するには☛P69

音声電話やテレビ電話の発信時に表示される画像を設定します。

1 待受画面で m822 を押す

2 1 または 3 を押す
･ 音声電話発信時の画像を設定するときは 1 を押します。
･ テレビ電話発信時の画像を設定するときは 3 を押します。

3 イメージ表示欄を選択し、2 を押す

4「画像選択」を選択して画像を選択する

5 p を押す

電話帳に登録されている相手との電話の発着信時に、電話帳に設定されている人物画像を表示できます。

1 待受画面で m8225 を押す

2 1 を押す
･ 表示しないとき：2 を押す

■ 発着信画像の優先順位について
複数の機能で発着信画像を設定している場合は、次の優先順位で画像が表示されます。
a FOMA端末電話帳の設定※1

b FOMA端末電話帳のグループ設定
c音の設定／電話発信設定／電話着信設定／テレビ電話発信設定／テレビ電話着信設定
※1：人物画像表示設定が「ON」に設定されているときに有効です。
･ 相手が発信者番号を通知してこなかった場合は、音声電話の着信画像は発番号なし動作設定に従
います。テレビ電話の着信画像は音の設定／テレビ電話着信設定に従います。
･ 発番号なし動作設定で設定した音や画像が削除されると、設定内容が変更されます。この場合、実
際に鳴る音や表示される画像が設定画面に表示される音や画像と異なることがあります。

電話発信時の画像を変更する　電話発信設定／テレビ電話発信設定

お買い上げ時 標準画像

おしらせ
●パラパラマンガを設定すると、最初のコマが表示されます。

発着信時に電話帳に設定した画像を表示する　人物画像表示設定

お買い上げ時 ON

Menu 861 / Menu 881

･ お買い上げ時の画像を設定するとき：1 を押す
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･問合せ画像には Flash画像を設定できません。

1 待受画面で m822 を押す

2 6 ～ 8 を押す
･ ｉモードメール、SMS送信時の画像を設定するときは 6 を押します。
･ ｉモードメール、SMS、メッセージR/F 受信時の画像を設定するときは 7 を押します。
･ ｉモード問合せ、SMS問合せ時の画像を設定するときは 8 を押します。

3 画像を選択して登録する
･ 操作方法は「電話発信時の画像を変更する」の操作3以降と同じです。☛P126

電話がかかってきたときに、名前と電話番号を表示するかどうかや、名前の文字サイズを設定します。
また、ｉモードメール、SMS、メッセージR/Fを受信したとき、タスクバーに受信結果をスクロール
表示するかどうかを設定します。
･名前の表示については☛P94

1 待受画面で m8229 を押す

2 各項目を選択して設定する

3 p を押す

メール送受信時や問合せ時の画像を変更する　メール送信画像設定／メール受信画像設定／問合せ画像設定

お買い上げ時 標準画像

着信時に相手の名前や電話番号を表示する　着信表示設定

お買い上げ時 電話着信時電話番号：表示する　電話着信時名前表示：通常表示　メール／メッセージ着信時表示：表示する

電話着信時電話番号：電話がかかってきたときに電話番号を表示するかどうかを設定します。
電話着信時名前表示：電話がかかってきたときに名前を通常サイズで表示するか、小さく表示する

か、表示しないかを設定します。
メール／メッセージ着信時表示

：ｉモードメール、SMS、メッセージR/F を受信したとき、タスクバーに受
信結果をスクロール表示するかどうかを設定します。
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背面ディスプレイを設定する 背面情報表示設定

電話やメールの着信時に電話番号やメールアドレスなどを表示するかどうかを設定します。

1 待受画面で m8271 を押す

2 1 を押す
･ 解除するとき：2 を押す

ディスプレイとキーの照明を設定する 照明設定

1 待受画面で m825 を押す

2 各項目を選択して設定する

3 p を押す

お買い上げ時 相手情報表示あり

おしらせ
●「相手情報表示あり」に設定していると、電話がかかってきたときや電話をかけたとき、メールを受信した
ときに、FOMA端末を折りたたんでいると、背面ディスプレイに相手の電話番号やメールアドレスなどが表
示されます。相手の電話番号やメールアドレスが電話帳に登録されている場合、名前が表示されます。
･発信者番号が通知されずに電話がかかってきた場合は、電話番号や名前は表示されません。
･名前の表示については☛P94

●「相手情報表示あり」に設定していても、プライバシーモード中（メールを「認証後に表示」に設定した
場合）は、名前やメールアドレスは表示されません。

●「相手情報表示なし」に設定すると、背面ディスプレイには着信中などの状態のみ表示されます。

お買い上げ時 照明方法：点灯　点灯時間：10秒　範囲：ディスプレイ＋キー　ディスプレイの明るさ：標準　
ACアダプタ接続時動作：端末設定に従う

照明方法：点灯するかしないかを設定します。
･「点灯」に設定すると、点灯時間で設定した時間点灯します。
･「消灯」に設定すると、点灯しません。また、点灯時間・範囲・ディスプレイの明るさ
は設定できません。

点灯時間：点灯時間を設定します。
範囲 ：ディスプレイのみを点灯させるか、ディスプレイとキー部分を点灯させるかを設定します。

･「ディスプレイ+キー」に設定したときに点灯するキーは、n、f、c、
0～9、(、#です。

ディスプレイの明るさ
：ディスプレイが点灯するときの明るさを設定します。

ACアダプタ接続時動作
：別売りのACアダプタ（卓上ホルダ）やDCアダプタに接続したときのディスプレイの
点灯動作を設定します。
･「端末設定に従う」に設定すると、ディスプレイは上記の項目の設定に従って点灯します。
･「常時点灯」に設定すると、ディスプレイは「高輝度」で点灯します。
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画面のカラー配色を変更する カラーテーマ設定

1 待受画面で m823 を押す

2 1 ～ 9 を押す

メニューの表示方法やデザインを設定する メニュー設定

ノーマルメニューとカスタムメニューの表示形式を変更したり、メニューを選択した際に機能説
明を表示させるかどうかなどの選択ができます。
･ノーマルメニューのタイルアイコンのデザインは、次の4種類から選択できます。mを押したとき
に最初に表示される1階層目のメニューのデザインが変更できます。

1 待受画面で mt を押す

おしらせ
●点灯時間を「常時」以外に設定しているとき、待受画面表示中や音声電話通話中に約5分間何も操作せず
にいると、ディスプレイが自動的に消灯します（AC アダプタ接続時動作を「端末設定に従う」に設定し
て、充電しているときも同様です）。キー操作をしたり、電話の着信などがあると再び点灯します。

●本設定は、背面ディスプレイには反映されません。

お買い上げ時 ホワイトスモーク

おしらせ
●本設定を変更しても、サイト画面や背面ディスプレイの配色には反映されません。

お買い上げ時 ノーマル：タイルアイコン　カスタム：タイルアイコン　機能説明表示：ON　アイコンデザイン：タイプ 1
アイコン拡大表示：OFF　起動メニュー：ノーマル／シンプル　カスタムメニューショートカット：カスタム

･ 24種類から選択できます。
･ & を押してページを切り替えられます。
･ O を押して配色の種類にカーソルを合わせると、その配色で画面が表示
されます。
･ 色名はイメージです。

タイプ1 タイプ 2 タイプ3 タイプ4
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2 各項目を選択して設定する

3 p を押す

メニューのデザインを変更する

メニューのアイコンや背景画像を変更して、メニュー画面のデザインを2パターン作成できます。
･アイコンは96×96、背景画像は240× 240より大きい画像は縮小して表示されます。

1 待受画面で mt を押し、アイコンデザイン欄で「カスタム1」または「カスタ
ム2」を選択し、「カスタマイズ」を選択する

2 アイコンを変更する機能を選択し、画像フォルダ一覧から画像を選択する
■ メニューアイコンを解除するとき
a解除するアイコンにカーソルを合わせて m1 を押し、「はい」を選択する
･ 全件解除するときは m2 を押し、「はい」を選択します。

3 a を押し、画像フォルダ一覧からメニュー画面の背景画像を選択する
■ 背景を解除するとき
am4 を押し、「はい」を選択する

4 p を2回押す

おしらせ
●パラパラマンガや Flash 画像、「アイテム」フォルダ内の画像は設定できません。また、アニメーション
を設定すると最初のコマが表示されます。

●PIMロック中は、アイコンデザインの「カスタム１」、「カスタム２」の設定内容を変更できません。

ノーマル ：ノーマルメニューの表示形式を設定します。
カスタム ：カスタムメニューの表示形式を設定します。
機能説明表示 ：機能説明を表示するかどうかを設定します。
アイコンデザイン ：ノーマルメニューのタイルアイコンのデザインを設

定します。
アイコン拡大表示 ：メニュー選択時に、タイルアイコンを拡大表示するか

どうかを設定します。
起動メニュー ：待受画面で m を押したときに表示されるメニューを

設定します。
カスタムメニューショートカット

：カスタムメニューのショートカットの操作方法を設
定します。
･「ノーマル／シンプル」に設定すると、ノーマル／
シンプルメニューと同じ項目番号でショートカッ
ト操作ができます。
･「カスタム」に設定すると、カスタムメニューに登
録された各機能の位置に対応した項目番号で
ショートカット操作ができます。
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電池残量のマークを変更する 電池マーク設定

1 待受画面で m824 を押す

2 1 ～ 3 を押す

着信ランプの色と点灯パターンを設定する イルミネーション設定

不在着信や未読メールなどの新着情報があるときに着信ランプを点滅させるかどうかを設定しま
す。また、通話中や着信時、FOMA端末の開閉時などの着信ランプの点灯パターンと点灯色を設
定します。
･本機能の設定は、電話着信設定、テレビ電話着信設定、メール着信設定、チャットメール着信設定、
メッセージ着信設定、メロディの動作設定のイルミネーションにもそれぞれ反映されます。
･お買い上げ時は次のとおりです。

1 待受画面で m826 を押す

2 新着通知欄を選択して 1 または 2 を押す

3 設定する項目のイルミネーションパターン欄を選択して 1 ～ 3 を押す
･「ON」にカーソルを合わせると、イルミネーションカラーで設定している色と点灯パターンで点
灯／点滅します。
･「メロディ連動」、「マイク連動」または「OFF」に設定すると、イルミネーションカラーは設定
できません。「メロディ連動」に設定するとメロディに連動して、「マイク連動」に設定すると通
話中の声に連動して、点灯色と点灯／点滅のしかたが変化します。
･ チャットメール着信設定の着信動作設定を「メール着信動作に従う」に設定している場合は、
チャットメール着信を選択できません。

お買い上げ時 → →

項　目 お買い上げ時 項　目 お買い上げ時 項　目 お買い上げ時
新着通知 OFF　 通話中 ON／水ー青　蛍 テレビ電話着

信
ON／水ー青　きらきら

音声着信 ON／水ー青　きらきら メール着信 ON／緑ー青　きらきら メッセージ R
着信

ON／緑ー青　きらきら

メッセージ F
着信

ON／緑ー青　きらきら チャットメー
ル着信

ON／緑ー青　きらきら アラーム OFF

スケジュール OFF メロディ再生 メロディ連動　 端末オープン ON／赤ー緑　グラデー
ション

端末クローズ ON／赤ー緑　グラデー
ション

･「ON」に設定すると、FOMA端末を折りたたんでいるときに、不在着信
（音声電話／テレビ電話／伝言メモ）があるときは青色で、未読情報（メー
ル／SMS／メッセージR/F／チャットメール）があるときは緑色で、約
6秒間隔で点滅します。新着情報を確認すると点滅は停止します。
･「OFF」に設定すると、新着情報があっても着信ランプは点滅しません。
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4 設定する項目のイルミネーションカラー欄を選択して 1 ～ 9 を押す
･ & を押してページを切り替えられます。
･ O を押すとカーソル位置の色と点灯パターンで着信ランプが点灯／点滅します。
･ チャットメール着信設定の着信動作設定を「メール着信動作に従う」に設定している場合は、
チャットメール着信を選択できません。

5 p を押す

文字の大きさを変更する フォント設定

全画面入力で文字を入力するときの、文字サイズ (5種類 )を変更できます。

1 待受画面で m828 を押す

おしらせ
●新着通知を「ON」に設定しているとき、新着情報に複数の項目がある場合は、次の優先順位に従って着
信ランプが点滅します。

●新着通知を「ON」に設定していても、次の場合、着信ランプは点滅しません。
･ドライブモード中 ･通話中 ･着信中 ･ FOMA端末を開いているとき

●新着通知を「ON」に設定した場合、最初に新着情報があったときから約6時間経過しても新着情報がない
ときや、 （数字は件数）を消去したときは、情報を確認していなくても着信ランプの点滅は停
止します。

●メロディによっては、イルミネーションパターンを「メロディ連動」に設定しても連動しないことがあり
ます。

●アラーム設定やスケジュールでアラーム音に動画／ ｉ モーションを設定している場合や、音の設定で以
下の着信音に「着モーション」または「OFF」を設定している場合、イルミネーションパターンを「メロ
ディ連動」に設定していても、イルミネーションカラーで設定した色と点灯パターンで点灯／点滅します。

●通話中のイルミネーションカラーを設定していても、保留中は「黄ー青　蛍」で点滅します。
●FOMA端末電話帳に着信動作を設定している相手から電話の着信やメールの受信があった場合は、その設
定に従って動作します。

イルミネーションカラー一覧
・赤－青　グラデーション ・赤－青　蛍 ・赤－青　きらきら ・黄－青　グラデーション
・黄－青　蛍 ・黄－青　きらきら ・緑－青　グラデーション ・緑－青　蛍
・緑－青　きらきら ・紫－緑　グラデーション ・紫－緑　蛍 ・紫－緑　きらきら
・赤－緑　グラデーション ・赤－緑　蛍 ・赤－緑　きらきら ・水－赤　グラデーション
・水－赤　蛍 ・水－赤　きらきら ・水－青　蛍 ・水－青　きらきら
・水－黄　蛍 ・水－黄　きらきら ・黄－紫　蛍 ・黄－紫　きらきら
・虹　蛍（早） ・虹　蛍（遅） ・虹　連続

お買い上げ時 中（標準）

a不在着信（音声電話／テレビ電話／伝言メモ）
b未読情報（メール／SMS／メッセージR/F／チャットメール）

･電話 ･メール ･チャットメール ･メッセージR
･メッセージ F ･テレビ電話 ･端末オープン ･端末クローズ

最小：12ドット 小：16ドット 中（標準）：20ドット 大：24ドット 最大：28ドット
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2 1 ～ 5 を押す

Menu 8215

時計の表示を設定する 時計表示設定

待受画面の時計表示の有無や、時計のデザイン、曜日の表示言語、時刻の表示形式（24 時間表
示／12時間表示）などを設定できます。
･背面ディスプレイの時計表示には、本機能で設定した曜日の表示言語と時刻の表示形式（24 時間表
示／12時間表示）だけが反映されます。

1 待受画面で m854 を押す

2 各項目を選択して設定する

3 p を押す

おしらせ
●メール本文を入力するときの文字サイズは変更されません。
●インライン入力時の文字サイズは変更されません。
●サイト画面やメッセージR/F を表示するときの文字サイズも変更されます。ただし「最小」の場合は「小」
で、「最大」の場合は「大」で表示されます。

お買い上げ時 待受時計：デジタル1／大きく表示／上　曜日：バイリンガルに従う　形式：24時間表示

待受時計：デザイン、サイズ、表示位置を設定します。
･デザインを「アナログ」に設定すると、サイズを設定できません。
･デザインを「表示なし」に設定すると、時計を表示しません。

曜日 ：曜日を日本語と英語のどちらで表示するかを設定します。
･「バイリンガルに従う」に設定すると、バイリンガルの設定に従って表示します。

形式 ：24時間表示と12時間表示のどちらで表示するかを設定します。
･待受時計にアナログ時計を設定した場合は、形式の設定に関わらず、12時間表示にな
ります。

･ % を押すとカーソル位置の文字サイズで例が表示されます。

「デジタル1」を大き
く、中部に、12時間
で表示

「デジタル2」を大き
く、上部に、24時間
で表示

「デジタル3」を小さく、
下部に、12時間で表示

「アナログ」を中部に
表示
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画面を英語表示に切り替える バイリンガル

1 待受画面で m829 を押す

2 2 を押す
･ 日本語表示に切り替えるとき：1 を押す

おしらせ
●待受画面以外の画面では、ディスプレイの右上に時刻が表示されます。時刻の表示形式（24 時間表示／
12時間表示）は、本機能の設定に従います。

●次の場合に時計と表示エリアが重なるときは、本機能の設定に関わらず、時計は小さく上部に表示されます。
デザインを「アナログ」に設定していても、「デジタル１」で表示されます。また、待受テロップ表示中は、
時計表示を下部に設定していても上部に表示されます。
･待受画面に動画／ｉモーション、カレンダーが表示されている場合
･ｉアプリ待受画面が表示されている場合
･カスタム待受画面で、表示する情報が設定されているエリアと時計の表示位置が重なる場合

●オールロック中は、本機能の設定に関わらず上部に表示されます。
●アナログ時計の時刻表示（針の向き）は目安です。

お買い上げ時 Japanese

おしらせ
●設定内容は、FOMAカードに保存されます。
●英語表示に切り替えると、文字入力モードは「半角英字」→「半角数字」→「漢字」→「半角カタカナ」
の順に切り替わります。
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暗証番号について

FOMA端末で利用する暗証番号について
FOMA端末には、便利にお使いいただくための各種機能に、暗証番号の必要なものがあります。
各種端末操作用の端末暗証番号の他、ネットワークサービスでお使いになるネットワーク暗証番
号、ｉ モードパスワードなどがあります。用途ごとに上手に使い分けて、FOMA 端末を活用し
てください。

端末暗証番号

端末暗証番号は、お買い上げ時は「0000」に設定されていますが、お客様のお好みで自由に番号を変
更できます。
･端末暗証番号を万一お忘れになったときは、FOMA 端末※ 1、ご利用中の FOMA カード、およびご
契約されたご本人であるかどうかが確認できるもの（運転免許証など）を、ドコモショップなど窓口
までご持参いただくことが必要になりますのでご注意ください。
※1：契約者ご本人が購入された携帯電話でない場合、受付できない場合があります。

ネットワーク暗証番号

各種ネットワークサービスご利用時やドコモ e サイトでの各種手続き時にお使いいただく数字 4 桁の
番号で、ご契約時に設定します。
･ネットワーク暗証番号をお忘れの場合は、取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までご相談くだ
さい。
また、ドコモショップなど窓口では、運転免許証等の確認書類により、契約者ご本人であることを確
認させていただいた上で、手続きさせていただきます。なお、「ユーザ ID」「パスワード」をお持ちの
方は、パソコンからドコモ eサイトでも手続きできます。
・「ドコモ eサイト」については、取扱説明書裏面をご覧ください。

PIN1コード／PIN2コード

FOMAカードには、PIN1コード、PIN2コードという2つの暗証番号を設定できます。
これらの暗証番号は、ご契約時は「0000」に設定されていますが、お客様のお好みで、自由に番号を
変更できます。
PIN1 コードは、第三者による無断使用を防ぐため、FOMA カードを FOMA 端末に差し込むたびに、
または FOMA端末の電源を入れるたびに使用者を確認するために入力する 4～ 8桁の番号（コード）
です。PIN1コードを入力することにより、発着信および端末操作が可能となります。
PIN2コードは、ユーザ証明書利用時や発行申請や積算料金リセットを行うとき、通話料金自動リセッ
ト設定を変更するときなどに使用する4～8桁の暗証番号です。

ｉモードパスワード

マイメニューの登録・削除、メッセージサービス、ｉ モードの有料サービスのお申し込み・解約等を
行う際には4桁の「ｉモードパスワード」が必要になります。
ｉ モードパスワードは、ご契約時は「0000」に設定されていますが、お客様のお好みで、自由に番
号を変更できます（この他にも各情報サービス提供者が独自にパスワードを設定していることがありま
す）。
･ｉ モードパスワードを万一お忘れになったときは、ご契約されたご本人であるかどうかが確認できる
もの（運転免許証など）を、ドコモショップなど窓口までご持参いただくことが必要になりますので
ご注意ください。
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端末暗証番号を変更する 端末暗証番号変更

･端末暗証番号には、4～8桁の数字を入力します。
･入力した端末暗証番号は「＊」で表示されます。

1 待受画面で m835 を押す

2 現在の端末暗証番号を入力する
･ 正しくないときは、その旨のメッセージが表示されます。o を押して正しい端末暗証番号を入力
してください。

3 新しい暗証番号欄を選択し、新しい端末暗証番号を入力する

4 新しい暗証番号（確認）欄を選択し、操作3と同じ端末暗証番号を入力する

5 p を押す

PINコードを設定する
･ PIN1／ PIN2コードは変更できます。
･ PIN1／ PIN2コードには、4～8桁の数字を入力します。
･入力したPIN1／ PIN2コードは「＊」で表示されます。

電源を入れたときにPIN1コードを入力するように設定する PIN1コードON／OFF

1 待受画面で m8343 を押す

おしらせ
●いたずら防止のため、端末暗証番号／PIN1コード・PIN2コード／ｉモードパスワードはご契約後にお
好きな番号に変更してください。また、設定した暗証番号はメモを取るなどしてお忘れにならないようお
気をつけください。

●電話番号の下4桁など、わかりやすい番号の使用は避け、他人に知られないよう十分ご注意ください。
●端末暗証番号の入力に５回連続して失敗すると、自動的に電源が切れます。電源をもう一度入れるか、正
しい端末暗証番号を入力すると、累積回数はクリアされます。

お買い上げ時 0000

ご契約時 OFF
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2 1 を押す
･ PIN1コードの入力をなしにするとき：2 を押す

3 PIN1コードを入力する

FOMA 端末の電源を入れると PIN1 コード入力画面が表示されます。正しい PIN1 コードを入力する
と、待受画面が表示されます。
･正しいPIN1コードを入力しないと、電話の発着信や各種通信機能の操作ができません。
･ PIN1 コードの入力を 3 回連続して失敗すると、PIN1 コードがロックされます。o を押して PIN
ロックを解除してください。

PIN1／PIN2コードを変更する PIN1／PIN2コード変更

･ PIN1コードを変更するときは、PIN1コードON／OFF機能を「ON」に設定する必要があります。

1 待受画面で m834 を押し、1 または 2 を押す

2 端末暗証番号を入力し、現在のPIN1／ PIN2コードを入力する

3 新しいPIN1／PIN2コード欄を選択し、新しいPIN1／PIN2コードを入力する

4 新しいPIN1／PIN2コード（確認）欄を選択し、操作3と同じPIN1／PIN2コードを
入力する

PIN1コードON／OFFを「ON」に設定すると

おしらせ
●アラーム自動電源ON設定を「ON」に設定している場合、アラーム設定やスケジュールで指定した日時に
なると、電源が ON になり、PIN1 コード入力画面が表示される前にアラームが鳴ります。f を押して
アラームを停止させると、PIN1コード入力画面が表示されます。このとき、アラームにダウンロードした
メロディまたはｉモーションを設定していても、お買い上げ時に登録されているメロディ（アラーム設定
は「アラーム・アナログ時計」、スケジュールアラームは「アラーム・女性ボイス」）でアラームが鳴ります。

●PIN1／PIN2コード、PIN1コードON／OFFの設定はFOMAカードに記録されます。新しくFOMA端末を
購入されて、現在ご利用中のFOMAカードを差し替えてお使いになる場合は、これまでお使いのPIN1／
PIN2コード、PIN1コードON／OFFの設定のままご利用になれます。

ご契約時 PIN1コード：0000　PIN2コード：0000

･ ご契約時のPIN1コードは「0000」に設定されています。
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5 p を押す
･ 現在のPIN1／ PIN2コードが正しくないときは、その旨のメッセージが表示されます。

oを押して正しいPIN1／PIN2コードを入力してください。3回連続して失敗すると、PIN1／
PIN2コードがロックされます。o を押してPINロックを解除してください。

PINロックを解除する
PINコード入力画面でPIN1／PIN2コードの入力を3回連続して失敗すると、PINコードがロッ
クされます。その場合は、ロックを解除してから新しいPINコードを設定します。
･ PINロック解除コードは、お買い上げ時にお客様にお知らせします。
･ PIN ロック解除コードを忘れた場合や完全にロックされた場合は、FOMA 端末、ご利用中の FOMA
カード、およびご契約されたご本人であるかどうかが確認できるもの（運転免許証など）をドコモ
ショップなど窓口までご持参いただくことが必要になりますのでご注意ください。
･入力したPINロック解除コード、PIN1／ PIN2コードは「＊」で表示されます。

PIN1コードのロックを解除するとき

1 PINコードロックの確認画面で o を押す

2 8桁のPINロック解除コードを入力する

3 新しいPIN1コード欄を選択し、新しいPIN1コードを入力する

4 新しいPIN1コード（確認）欄を選択し、操作3と同じPIN1コードを入力する

5 p を押す
PINロックが解除され、新しいPIN1コードが設定されます。

おしらせ
●PIN2コードの入力を３回連続失敗して FOMA端末がロックされた場合でも、電話の発着信やメールの送
受信などは可能ですが、PIN1コードの入力を３回連続失敗してFOMA端末がロックされた場合には、そ
れらの操作はできなくなります。

おしらせ
●PINロック解除コードの入力を10回連続して失敗すると、FOMA カードがロックされます。

例

入力に
3回失敗

PIN ロック
解除コード
を入力 入力に

10回失敗

OK
新しいPIN１コード、
PIN ２コードの設定
が可能

ドコモショップな
ど窓口にお問い合
わせください

PIN1コードを入力

･電源を入れたとき

･ユーザ証明書操作

PIN2コードを入力

･ FirstPass 対応サイト接続
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携帯電話の操作や機能を制限する

各種ロック機能について
FOMA端末を他人に不正に使用されたり、個人情報や電話帳データを見られたりしないように、
さまざまなロック機能があります。目的に合わせてご利用ください。
･複数のロック機能を同時に設定できます。
･シークレットモード以外のロック機能の設定は、電源を切っても保持されます。
･ロック機能を設定しても、各種緊急通報（110番、119番、118番）は可能です。

項　目 説　明 参照先
オールロック 各種メニュー機能の操作などができなくなり、他人が不正に使用するの

を防ぎます。
P141

遠隔ロック FOMA 端末を紛失した場合などに遠隔操作でオールロックを設定し、他
人が不正に使用するのを防ぎます。

P141

セルフモード 電話の発着信やメールの送受信、赤外線通信などの通信機能を利用でき
ないようにします。

P143

PIMロック 電話帳や自局番号、スケジュールなどの個人情報機能を利用できないよ
うにして、情報の表示や改ざんを防ぎます。PIMロック中は電話帳に登
録されている相手と電話の発着信を行ったり、メールを受信しても、相
手の名前は表示されません。

P144

ダイヤル発信制限 ダイヤルキーを押して電話をかけられないようにします。 P145
プライバシーモード設定 FOMA端末が一定時間操作されなかった場合、自動的に電話帳・履歴や

メール、マイピクチャ、ｉモーション、スケジュール、ｉアプリの表示
ができなくなり、他人が不正に閲覧するのを防ぎます。

P145

サイドキーロック FOMA 端末を折りたたんだときのサイドキーの操作を無効にし、誤操
作を防ぎます。

P147

開閉ロック FOMA 端末を開くたびに暗証番号の入力が必要になり、他人が不正に
使用するのを防ぎます。

P148

シークレットモード 電話帳データやスケジュールデータにシークレット属性を設定すると、
そのデータは端末暗証番号を入力してシークレットモードを設定した
ときのみ表示されます。

P148
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他の人が使用できないようにする オールロック

各種メニュー機能の操作などができなくなり、他人が不正に FOMA 端末を使用するのを防ぎま
す。

･オールロック中は、設定した待受画面が解除され、お買い上げ時の画像が表示されます。解除すると、
設定した待受画面が再度表示されます。

1 待受画面で m8311 を押す

2 端末暗証番号を入力する
「オールロック中」と表示されます。

■ 解除するとき
a待受画面で端末暗証番号を入力する

他の人が使用できないように遠隔からロックする 遠隔ロック

FOMA端末を紛失した場合などに、設定した動作条件で FOMA端末に電話をかけると、オール
ロックが設定され、他人が不正に使用できなくなります。

遠隔ロックの動作条件を設定する

1 待受画面で m8313 を押す

オールロック中は、電話をかけたり、受けたりすることもできなくなります。
オールロック中に緊急通報（110 番、119 番、118 番）を行うには、待受画面で緊急通
報番号を入力して n を押します。このとき、緊急通報番号は「＊」で表示されます。

お買い上げ時 未設定

おしらせ
●電源を入れる／切るの操作はできます。また、自動電源 ON ／ OFF を設定している場合、自動電源 ON ／
OFFが行われます。

●オールロック中に電話がかかってきたときは、着信が拒否され、相手に話中音が流れますが、着信履歴に
は記録されます。オールロックを解除すると待受画面に （数字は件数）が表示されます。

●オールロック中も ｉ モードメールや SMS、メッセージ R/F は受信できますが、受信中画面や受信アイ
コン、受信結果画面は表示されません。オールロックを解除すると、受信アイコンが表示されます。

●オールロック中は、指定した日時になってもアラームやスケジュールアラームは動作しません。
●オールロック中は、待受テロップは表示されません。
●オールロックを解除するとき、端末暗証番号の入力を5回続けて失敗すると、自動的に電源が切れます。

お買い上げ時 OFF
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2 端末暗証番号を入力し、各項目を選択して設定する

■ 発信元を設定するとき
a発信元1～3欄を選択する
b発信元選択欄を選択し、1 または 2 を押す
･「発信者番号」に設定したときは、入力欄に電話番号を入力します。t を押すと電話帳か
ら入力できます。

cp を押す

3 p を押す

遠隔ロックを設定する

設定した動作条件で FOMA端末に電話をかけて、遠隔ロックをかけます。
･発信者番号を通知して電話をかけてください。
･次の場合は、着信回数のカウントは開始されず、遠隔ロックは設定されません。
・相手が電話に出た（応答保留や伝言メモで対応したとき、オート着信機能で電話に出たときも含み
ます）

・FOMA端末が通話中
・FOMA端末が圏外、電源が入っていない、セルフモード中などで電話がかからない
･指定回数分の電話をかける前に次の状態になると、着信回数はリセットされます。
・相手が電話に出た（応答保留や伝言メモで対応したとき、オート着信機能で電話に出たときも含み
ます）

・FOMA端末の電源が切られた
・設定した監視時間が経過した

1 設定した条件で FOMA端末に音声電話をかける
オールロックが設定された旨のガイダンスが流れ、FOMA端末は遠隔ロック中になります。

■ 解除するとき
遠隔ロック中の FOMA端末で端末暗証番号を入力して o を押します。

遠隔ロック ：遠隔ロックを有効にするかどうかを設定します。
･「OFF」に設定すると、以下の項目は設定できません。

監視時間 (分 )：最初に着信してから設定した回数分の着信があるまでの制限時間を設定します（1～
10 分）。制限時間を超えても設定した回数の着信がないときは、遠隔ロックは動作
しません。また、それまでカウントした着信回数はリセットされます。

着信回数 (回 )：遠隔ロックが動作するまでの音声電話の着信回数を設定します（3～ 10回）。
発信元1～3：遠隔ロックを起動させる発信元の電話番号を設定します。公衆電話も設定できま

す。

おしらせ
●発信元１～３に同じ番号を設定しても、遠隔ロックの動作は変わりません。
●発信元に、ポーズ、タイマーが設定された電話帳データを登録した場合、ポーズ、タイマー以降は削除さ
れます。
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Menu 894

発信や着信ができないようにする セルフモード

電話の発着信、メールの送受信など、通信を必要とするすべての機能を使えないようにします。
また、赤外線通信や赤外線リモコンも利用できません。

1 待受画面で c を1秒以上押し、「はい」を選択する
セルフモードが設定され、待受画面に が表示されます。FOMA 端末を折りたたんでいるとき
に、i、j、b を押すと、背面ディスプレイに が表示されます。
･ メニューから操作した場合は、1 を押し、「はい」を選択します。

■ 解除するとき
ac を1秒以上押す
･ メニューから操作した場合は、2 を押します。

おしらせ
●着信回数のカウントは、設定している発信元の中で最初に着信回数としてカウントされた電話番号のみ有
効となります。カウントを開始してから、その他に設定した発信元の電話番号から着信があってもカウン
トされません。

●着信拒否した電話や留守番電話サービス、転送でんわサービスに転送した電話も、着信回数としてカウン
トされます（呼出時間が「0秒」の場合を除く）。

●伝言メモまたはオート着信機能が設定されているときは、遠隔ロックで発信元に設定した電話番号から電
話がかかってくると、伝言メモの応答時間またはオート着信機能の自動着信機能時間の約４秒後に伝言メ
モまたはオート着信機能が動作します。伝言メモまたはオート着信機能が起動する前に電話を切ってくだ
さい。

●発信元に設定した電話番号の「186（ 31#）」／「184（#31#）」の設定に合わせて、発信時に「186
（ 31#）」／「184（#31#）」を設定する必要はありません。
●遠隔ロック中は、電話がかかってきても切断されます。発信元に設定している電話番号の場合は、オール
ロック中である旨のガイダンスが流れ、切断されます。

お買い上げ時 OFF

おしらせ
●セルフモード中に電話がかかってきた場合、相手には電波が届かないか電源が入っていない旨のガイダン
スが流れます。留守番電話サービス、転送でんわサービスは利用できます。

●セルフモード中に送られてきたｉモードメールやメッセージR/Fはｉモードセンターで、SMSはSMS
センターでお預かりします。受信する場合は、セルフモードを解除してからｉモード問合せ／SMS問合
せをしてください。

●セルフモード中に緊急通報（110番、119番、118番）を行うと、セルフモードは解除されます。
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電話帳やスケジュールなどを表示できないようにする PIMロック

個人情報の表示や改ざんを防ぎます。
･メモリ登録外着信拒否を「ON」に設定しているときは、本機能を設定できません。
･ PIMロックを設定すると、設定前のリダイヤルと着信履歴は削除されます。ただし、設定後の発信や
着信は記録され、リダイヤルや着信履歴からの発信は可能です。

1 待受画面で m8312 を押す

2 端末暗証番号を入力し、1 を押す
PIM ロックが設定され、待受画面に が表示されます。FOMA 端末を折りたたんでいるときに、
i、j、b を押すと、背面ディスプレイに が表示されます。
･ 解除するとき：2 を押す

･次の操作（すべて、または一部の設定）が利用できなくなります。

※1：受信できますが、受信中画面や受信アイコン、受信結果画面は表示されません。
･メニューを表示すると、アイコンが で表示されたり、文字が薄く表示され、選択できません。
･電話帳に登録されている相手から電話の着信やメールの受信があっても、相手の名前は表示されず、電
話番号またはメールアドレスのみ表示されます。
･伝言メモ設定中でも伝言メモが動作しないため、待受画面に は表示されず、未再生の伝言メモのマー
クも表示されません。
･待受テロップと背面ディスプレイに i チャネルの情報は表示されなくなります。

お買い上げ時 OFF

PIMロックを設定すると

・メール／チャットメール／SMS／メッセージR/F※1 ・ｉMenu
・Bookmark ・Internet ・画面メモ ・ラストURL
・ｉモード問合せ ・ｉアプリ ・ｉアプリのバージョンアップ ・電話帳
・伝言メモ／音声メモ ・マイピクチャ ・ｉモーション ・メロディ
・カメラ ・ビデオカメラ ・サウンドレコーダー ・バーコードリーダー
・miniSDカード ・スケジュール帳 ・通話料金上限通知 ・メモ帳
・イヤホンスイッチ発信設定 ・アラーム ・ソフトウェア更新 ・自局番号
・スキャン機能 ・待受テロップ設定 ・i チャネル
・赤外線によるデータ送受信
・メニュー設定（アイコンデザインの「カスタム1」「カスタム2」の設定内容の変更）

おしらせ
●PIMロックの対象となっているデータを待受画面や着信音などに設定していると、PIMロック中はお買い
上げ時の状態に戻ります。PIM ロックを解除すると、設定は元の状態に戻ります。ただし、「プリインス
トール」フォルダ内に登録されているデータを設定している場合は、PIMロック中でも設定した待受画面
や着信音などになります。

●PIMロックを設定すると、留守番電話サービスの伝言メッセージの件数が増加しても、通知音やバイブレー
タによる通知は行われません。

●外部機器からのATコマンドによるPIMロックの設定／解除はできません。
144 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328



あ
ん
し
ん
設
定

ダイヤル発信を禁止する ダイヤル発信制限

電話番号をダイヤルして電話をかけること（ダイヤル発信）ができない状態にします。
･電話帳とリダイヤルからの発信はできます。
･本機能を「ON」に設定すると、設定前のリダイヤルと着信履歴は削除されます。ただし、設定後に
電話帳から発信した電話はリダイヤルに記録されます。

1 待受画面で m833 を押す

2 端末暗証番号を入力し、1 を押す
ダイヤル発信制限が設定され、待受画面に が表示されます。
･ 解除するとき：2 を押す

･次の操作ができなくなります。

他の人が電話帳やメールなどを利用できないようにする プライバシーモード設定

プライバシーモードの動作を設定する

プライバシーモード中に電話帳やメール、マイピクチャなどを利用するとき、端末暗証番号を入力する
かどうかを設定します。プライバシーモードは手動で起動させたり、一定時間内に何も操作しなかった
場合に自動的に起動させることもできます。
･プライバシーモードの設定を有効にするには、プライバシーモードを起動する必要があります。

1 待受画面で m836 を押す

お買い上げ時 OFF

ダイヤル発信制限を設定すると

・着信履歴からの発信 ・電話帳の修正、登録、削除 ・自局番号の修正、リセット
・Phone To（AV Phone To）、Mail To 機能 ・外部機器との電話帳データの送受信
・ｉモードメール／SMSの送信
（電話帳を利用しての送信、または電話帳に登録された相手からのメールへの返信は可能）
・メール作成画面からのメールテンプレートの読み込み
・ダイヤル入力操作によるネットワークサービスの利用

おしらせ
●外部機器からのATコマンドによるダイヤル発信制限の設定／解除はできません。

お買い上げ時 電話帳・履歴：表示する　メール：表示する　マイピクチャ：表示する　ｉモーション：表示する
スケジュール：表示する　ｉアプリ：表示する　自動起動：OFF
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2 端末暗証番号を入力し、各項目を選択して設定する
･ プライバシーモード中に、次の機能を利用するときに、端末暗証番号を入力するかどうかを設定
します。また、待受中に何も操作しなかった場合、プライバシーモードが自動起動するまでの時
間を設定します。

3 p を押す

4 o を押す

プライバシーモードを起動する

1 待受画面で l を1秒以上押す
■ 解除するとき
a待受画面で l を1秒以上押し、端末暗証番号を入力する
･ メールを「指定フォルダを非表示」に設定し、受信メール、送信メール、未送信メールの
フォルダ設定のプライバシーを「ON」に設定している場合は、各フォルダ一覧画面で c
を1秒以上押し、端末暗証番号を入力すると、一時的にプライバシーモードを解除し、フォ
ルダを表示できます。

電話帳・履歴：電話帳、リダイヤル、着信履歴、伝言メモ、音声メモを表示するときの設定です。
メール ：メールを表示するときの設定です。

･「指定フォルダを非表示」に設定すると、フォルダ設定のプライバシーを「ON」
に設定したフォルダは表示されません。

マイピクチャ：マイピクチャを利用するときの設定です。
モーション：ｉモーションを利用するときの設定です。

スケジュール：スケジュールを利用するときの設定です。
アプリ ：ｉアプリを利用するときの設定です。

自動起動 ：プライバシーモードが自動起動するまでの時間を設定します。

おしらせ
●プライバシーモード中（マイピクチャ、ｉモーション、ｉアプリを「認証後に表示」に設定した場合）は、
次の操作を行おうとすると、端末暗証番号を入力した後に、プライバシーモード設定で非表示にしている
項目はプライバシーモード解除後に反映される旨のメッセージが表示されます。

●プライバシーモード中（マイピクチャ・ｉモーションを「認証後に表示」に設定した場合）でも、待受画
面設定、メニュー画面のアイコンや背景に設定した画像やｉモーションは通常どおり表示されます。

●自動起動以外のすべての項目を「表示する」に設定した場合、プライバシーモードは起動しません。また、
プライバシーモードを起動していたときは、自動的に解除されます。

･電話発信設定 ･電話着信設定 ･テレビ電話発信設定
･テレビ電話着信設定 ･メール送信画像設定 ･メール受信画像設定
･問合せ画像設定 ･テレビ電話画像選択 ･電話帳新規登録／編集
･グループ設定の電話発着信設定 ･音の設定 ･待受画面設定のｉアプリ設定
･発番号なし動作設定 ･メッセージ着信設定 ･メール着信設定
･チャットメール着信設定 ･スケジュールアラーム編集 ･自局番号編集
146 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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サイドキーの誤操作を防止する サイドキーロック

FOMA端末を折りたたんでいるときのサイドキーの操作を無効にし、鞄などに入れて持ち歩く際
の誤操作を防ぎます。
･サイドキーロック中でも、FOMA端末を開くとサイドキーの操作が有効になります。

1 待受画面で m を１秒以上押す
サイドキーロックが設定され、待受画面に が表示されます。

■ 解除するとき
a待受画面で m を１秒以上押す

■ FOMA端末を折りたたんでいるとき
待受中に b を１秒以上押すと、サイドキーロックの設定／解除ができます。

おしらせ
●プライバシーモードの制限対象である機能を利用中に、メニュー操作で一度端末暗証番号を入力すると、

f などを押して待受画面を表示するまで、その後の端末暗証番号の入力は不要です。プライバシーモー
ド設定の複数の項目を「認証後に表示」に設定して起動中の場合も同様です。ただし、プライバシーモー
ドの制限対象でない、端末暗証番号の入力が必要な機能については、起動する際に端末暗証番号の入力が
必要です。
（例）
･電話帳を利用中に一度端末暗証番号を入力すると、電話帳機能を終了するまで端末暗証番号の入力は不
要です。
･マイピクチャと電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定し、マイピクチャに保存されている画像をメー
ルで送信しようとした場合、マイピクチャを起動するときに端末暗証番号を入力するため、メール作成
画面で電話帳を呼び出しても端末暗証番号の入力は不要です。

●プライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定した場合）は、電話帳に登録されている
相手から電話の着信やメールの受信があっても、相手の名前は表示されず、電話番号またはメールアドレ
スのみ表示されます。

●プライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定した場合）は、文字入力中の電話帳引用
はできません。

●プライバシーモード中（マイピクチャ、ｉモーションを「認証後に表示」に設定した場合）は、FOMA端
末電話帳で、「プリインストール」フォルダ以外のデータを着信音や画像に設定しているときは、電話帳
や電話帳のグループ設定ではなく、音の設定、電話着信設定、テレビ電話着信設定に従って動作します。
ただし、音の設定、電話着信設定、テレビ電話着信設定で、「プリインストール」フォルダ以外のデータ
を設定している場合は、お買い上げ時の設定で動作します。

●プライバシーモード中（マイピクチャを「認証後に表示」に設定した場合）は、静止画撮影でフレームを
重ねての撮影はできません。また、FOMA端末電話帳をminiSDメモリーカードにコピーやバックアップ
しても、FOMA端末電話帳に設定された静止画は、コピーやバックアップされません。

●プライバシーモード中（ｉ モーションを「認証後に表示」に設定している場合）は、動画を撮影した直後
のテロップ編集はできません。

お買い上げ時 未設定

おしらせ
●サイドキーロック中でも、背面ディスプレイに日付・時刻表示画面を表示できます。
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FOMA端末を折りたたむたびにキーをロックする 開閉ロック

開閉ロックを「ON」に設定すると、FOMA端末を開くたびに端末暗証番号の入力が必要になり
ます。他人が不正に FOMA端末を使用するのを防ぎます。

･開閉ロック中でも、かかってきた電話に出たり、電源を切ることはできます。

1 待受画面で m8314 を押す

2 端末暗証番号を入力し、1 を押す
･ FOMA端末を折りたたんでも開閉ロックを設定しないようにするとき：2 を押す

3 待受画面で、FOMA端末を折りたたむ

1 FOMA端末を開いて、端末暗証番号を入力する
･ f などを押して待受画面に戻ると が表示されます。b またはダイヤルキーを押すと端末暗
証番号入力画面が表示されます。それ以外のキー操作は無効です。
･ FOMA端末を折りたたむたびに開閉ロックがかかります。

発着信や送受信を制限する

シークレット属性が設定されている情報を表示する シークレットモード

シークレットモードを設定すると、シークレット属性を設定した電話帳データやスケジュール
データを表示できます。また、シークレット属性を設定／解除する場合、シークレットモードを
設定する必要があります。

1 待受画面で m832 を押す

2 端末暗証番号を入力する
シークレットモードが設定され、が表示されます。

■ 解除するとき
a待受画面で f を押す

開閉ロック中に緊急通報（１１０番、１１９番、１１８番）を行うには、端末暗証番号入力
画面で緊急通報番号を入力して n を押します。このとき、緊急通報番号は「＊」で表示さ
れます。

お買い上げ時 OFF

開閉ロック中に FOMA端末を操作する

おしらせ
●待受画面以外で FOMA 端末を折りたたんでも、開閉ロックは設定されません。待受画面にメッセージが
表示されている場合も設定されません。b以外のキーを押してメッセージを消してから、FOMA端末を
折りたたんでください。

●開閉ロック中でも、平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを使って電話をかけられます。

お買い上げ時 未設定
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指定した電話番号からの着信を拒否／許可する メモリ別着信拒否／許可

FOMA端末電話帳に登録されている電話番号ごとに、着信拒否／許可を設定します。
･本機能を利用するには、電話番号ごとに着信拒否／許可を設定してから、着信拒否／許可を有効にし
てください。設定項目と着信の拒否／許可の動作は次のとおりです。

※1：設定した電話番号から電話がかかってきても、着信音が鳴らずに電話が切れ、相手側には話中音が流
れます。

･本機能は相手が電話番号を通知してきた場合のみ有効です。
･着信を拒否しても、着信履歴には記録されます。
･留守番電話サービス、転送でんわサービスの呼出時間を「0秒」に設定していた場合は、留守番電話
サービス、転送でんわサービスが動作し、着信履歴には記録されません。
･番号通知お願いサービス、および発番号なし動作設定を併用することをおすすめします。

着信を拒否／許可する電話番号を指定する

FOMA端末電話帳に登録されている電話番号に対して、着信拒否／許可を設定します。
･ FOMAカード電話帳に登録されている電話番号には設定できません。

1 電話帳を検索し、設定する相手にカーソルを合わせて m913 を押す

2 端末暗証番号を入力し、電話番号を選択する

3 1 または 2 を押す

おしらせ
●電話帳データにシークレット属性を設定する☛P109
●スケジュールデータにシークレット属性を設定する☛P376

メモリ別着信拒否／
許可

電話番号ごとの着信許可／拒否設定
着信許可 着信拒否 設定なし

許可設定 着信する 着信を拒否する※1 着信を拒否する※1

拒否設定 着信する 着信を拒否する※1 着信する
設定解除 着信する 着信する 着信する

おしらせ
●FOMA端末電話帳の詳細画面ではmを押し、「設定／確認」→「設定」→「着信許可／拒否設定」を選択します。
●着信拒否／許可を設定している電話番号を変更／削除した場合、本機能の設定は解除されます。その場合
は、変更／登録後の電話番号に着信拒否／許可を設定してください。

･ 着信拒否／許可を設定した電話帳データの詳細画面には、メモリ番号の
右側に が表示されます。
･ 解除するとき：3 を押す
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着信拒否／許可設定を有効にする

･本機能の設定は着信拒否／許可を設定したすべての電話番号が対象になります。
･拒否設定と許可設定を同時に有効にはできません。

1 待受画面で m865 を押す

2 端末暗証番号を入力し、2 または 3 を押す

電話番号が通知されない着信があったときの動作を設定する 発番号なし動作設定

電話番号が通知されない着信があった場合、通知されない理由（発信者番号非通知理由）ごとに
着信動作を設定します。
･電話番号が通知されない音声電話の着信があったときの着信音と着信画像は、電話着信設定・音の設
定より本機能の設定が優先されます。

1 待受画面で m863 を押す

2 端末暗証番号を入力する

3 1 ～ 3 を押す

お買い上げ時 設定解除

おしらせ
●着信拒否を設定した相手が発信者番号を通知してこなかった場合は、本機能の設定に関わらず、発番号な
し動作設定に従った動作となります。

●ｉモードメールやSMSは、本機能の設定に関わらず受信します。
●本機能の設定に関わらず、着信拒否／許可を設定した電話番号に電話をかけられます｡また、電話帳デー
タも修正できます。

お買い上げ時 すべて設定解除

･ 解除するとき：1 を押す

･ 通知されない理由ごとに操作3～5を繰り返します。
･ 非通知理由については ☛P62
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4 各項目を選択して設定する

5 p を押す

着信呼出動作設定

電話帳に登録されていない相手からの着信をすぐに受けないようにする 呼出動作開始時間設定

電話帳に登録していない相手や電話番号を通知してこない相手から音声電話やテレビ電話がか
かってきたとき、指定した時間が経過した後に着信音やバイブレータなどによる呼出動作を開始
するように設定します。「ワン切り」などの迷惑電話に効果的です。
･メモリ登録外着信拒否を「ON」に設定していると、本機能は設定できません。

おしらせ
●「着信拒否」に設定した場合、拒否された着信は着信履歴に記録されます。
●電話番号が通知されないテレビ電話がかかってきた場合は、該当する発信者番号非通知理由の着信動作を
「着信拒否」に設定しているときのみ本機能が動作します。それ以外に設定した場合の着信音や着信画像
は、音の設定／テレビ電話着信設定に従って動作します。

●ｉモードメールやSMSは、本機能の設定に関わらず受信します。
●着信動作を「着モーション」に設定すると、イメージ表示は「着信音連動」になり、着モーションが再生
されます。

●着信動作の「着モーション」に音声のみの動画／ ｉ モーション（歌手の歌声など映像のない ｉ モーショ
ン）を設定した場合、「標準画像」に設定されますが、イメージ表示欄で「イメージ」を選択して画像（Flash
画像を除く）を変更できます。

●着信動作を「着モーション」に設定した後、「着信音OFF」に設定し直した場合、「着モーション」に設定
した動画／ｉモーションは再生されますが、着信音量は消音になります。

●メモリ登録外着信拒否を設定している場合に発信者番号が通知されない電話がかかってきたときは、本機
能よりもメモリ登録外着信拒否の設定が優先されます。

お買い上げ時 OFF

･ 選択時にメロディ、動画／ｉモーションを再生して確認するには☛P114

着信動作 ：発信者番号が通知されない電話がかかってきたときの動作
を設定します。
･「設定解除」に設定すると、音の設定の電話に設定した着
信音が鳴ります。
･「着信拒否」に設定すると、着信を拒否します。
･「着信音OFF」に設定すると、着信音は鳴りません。
･「メロディ」または「着モーション」を選択したときは、
メロディまたは動画／ｉモーションを選択します。
･「設定解除」「着信拒否」に設定すると、イメージ表示は
設定できません。

イメージ表示：発信者番号が通知されない電話がかかってきたときに表示
する画像を設定します。
･「標準画像」を選択したときは、お買い上げ時の画像を設
定します。
･「イメージ」を選択したときは、「画像選択」を選択して
画像を選択します。
･「 モーション」を選択したときは、「画像選択」を選択
して動画／ｉモーションを選択します。
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1 待受画面で m818 を押す

2 各項目を選択して設定する

3 p を押す

電話帳に登録していない相手から電話がかかってきたとき、設定した時間内はディスプレイ表示のみで
着信をお知らせします。設定した時間が経過すると、通常の呼出動作を開始します。
･設定した時間が経過する前でも、電話に出たり伝言メモで応答できます。その場合、時間内不在着信
表示を「表示しない」に設定していても、かかってきた電話は着信履歴に記録されます。
･ PIMロック中やプライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定した場合）は、電話
帳に登録されている相手からの着信でも本機能が動作します。
･次の場合も、本機能が動作します。
・電話帳に登録されている相手でも発信者番号を通知せずに電話をかけてきたとき
・シークレットモードを設定していないときに、シークレット属性を設定した電話帳に登録されてい
る相手から着信があったとき

電話帳に登録されていない番号からの着信を拒否する メモリ登録外着信拒否

･番号通知お願いサービスを併用することをおすすめします。
･呼出動作開始時間設定の着信呼出動作を「ON」に設定していると、本機能は設定できません。

1 待受画面で m866 を押す

2 端末暗証番号を入力し、1 を押す
･ 解除するとき：2 を押す

着信呼出動作 ：着信呼出動作を有効にするかどうかを設定します。
･「OFF」に設定すると、以下の項目は設定できません。

呼出開始時間（秒）：着信してから呼出動作を開始するまでの時間を設定します（1～99秒）。
時間内不在着信表示：呼出開始時間で設定した時間に満たなかった不在着信を、着信履歴に表示す

るかどうかを設定します。

着信呼出動作を設定すると

おしらせ
●本機能の設定に関わらず、次の機能が設定されている場合は、それらの動作が優先されます。

●メモリ別着信拒否／許可や発番号なし動作設定で着信拒否の対象に設定している相手から電話がかかっ
てきた場合は、本機能よりそれらの動作が優先されます。

●ｉモードメールやSMSは、本機能の設定に関わらず受信します。
●呼出開始時間をオート着信機能設定、留守番でんわサービス、転送でんわサービスの設定時間と同じ秒数
に設定している場合、着信音が鳴ることがあります。

お買い上げ時 OFF

･ドライブモード ･伝言メモ ･オート着信機能
･留守番電話サービス ･転送でんわサービス
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電話帳に登録していない相手から電話がかかってきたとき、着信音は鳴らずに電話が切れ、相手には話
中音が流れます。
･着信を拒否しても、着信履歴には記録されます。
･次の場合も、着信を拒否します。
・電話帳に登録されている相手でも発信者番号を通知せずに電話をかけてきたとき
・シークレットモードを設定していないときに、シークレット属性を設定した電話帳に登録されてい
る相手から着信があったとき

･発信者番号が通知されない着信があった場合は、発番号なし動作設定よりも本機能の設定が優先され
ます。
･ｉモードメールやSMSは、本機能の設定に関わらず受信します。

その他の「あんしん設定」について

その他の「あんしん設定」について
次のようなあんしん設定があります。

メモリ登録外着信拒否を設定すると

目　的 機能・サービスの内容 参照先
大量に届くメールの中から、必要なメールだけを受信します。 メール選択受信 P262
メールアドレスを変更します。 メールアドレス変更 『ｉモード

操 作 ガ イ
ド』をご覧
ください。

指定したドメインからのメールのみを受信します。 ドメイン指定受信
ｉモードどうしのメールだけを受信／拒否します。 ｉモードメールのみ受信／拒

否
一方的に送られてくる広告メールを受信しません。 未承認広告※メール拒否
1日に1台のｉモード携帯電話から送信される200通目以降の
ｉモードメールを拒否します。

ｉモードメール大量送信者か
らのメール受信制限

災害時にｉモードを利用して、安否情報を登録／確認します。 ｉモード災害用伝言板
サービス

受信するすべてのメールのうち、指定したアドレスからのメール
を受信／拒否します。

アドレス指定受信／拒否

受信するすべてのSMSまたは非通知SMSの受信を拒否します。SMS一括拒否／
非通知SMS拒否

メール機能を一時的に停止します。 メール機能停止
いたずら電話や繰り返しかかってくる間違い電話などの「迷惑電
話」を受けません。

迷惑電話ストップサービス P401

電子認証サービス「FirstPass」を利用して、安全で信頼性の高
いデータ通信を行います（FirstPass 対応のサイトに限ります）。

FirstPass P183、
P208

パケット通信を使ってFOMA端末のソフトウェアを最新の状態に
します。

ソフトウェア更新 P483

障害を引き起こす可能性のあるデータを削除したり、アプリケー
ションの起動を中止したりして、FOMA端末をウイルスから守り
ます。

スキャン機能 P487
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カメラをご使用になる前に
FOMA端末のカメラを使って静止画や動画を撮影できます。撮影した静止画や動画は、FOMA端
末で表示／再生するだけでなく、miniSD メモリーカードに保存したり、ｉモードメールに添付し
て送信できます。
･miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。miniSD
メモリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店などでお買い求めいただけます。

カメラの使いかた

･カメラは非常に精密度の高い技術で作られていますが、常時明るく見えたり暗く見えたりする画素や
線もあります｡また、特に光量が少ない場所での撮影では、点や線などのノイズが増えますが、故障
ではありませんのであらかじめご了承ください｡
･レンズに直射日光が長時間当たると、内部のカラーフィルターが変色して映像が変色することがあり
ます｡
･直接、太陽やランプなどの強い光源を撮影しようとしたり、電池残量が少ないと、画質が暗くなった
り画像が乱れたりすることがあります｡
･レンズの特性により、画像が歪んで見える場合があります｡
･蛍光灯、水銀灯、ナトリウム灯などの高速で点滅している照明下で撮影すると、画面に縞模様が現れ
ることがありますが、故障ではありません。被写体との距離やカメラの向きを変えたり、場所を移動
することで、縞模様を減らすことが可能です。
･カメラで撮影した画像は、実際の被写体と色味や明るさが異なる場合があります｡

･レンズに指紋や油脂などが付くと、きれいに撮影できません。撮影前に柔らかい布でふいてください｡
･手ぶれしないように、FOMA端末をしっかり持って撮影してください。セルフタイマー機能を利用す
ると、自動でシャッターを切れるため、手ぶれ防止に効果的です。
･レンズ部分に指、ストラップなどがかからないように注意してください。
･撮影する場所に応じて明るさを設定してください。☛P168
また、暗い場所ではコンパクトライトを補助光として利用してください。☛P160、P162
･oまたはjを押してから実際に撮影されるまでに多少の時間差がありますので、oまたはjを
押してから少しの間、FOMA端末を動かさないようにしてください｡なお、速く動いている被写体を
撮影すると、o または j を押したときにディスプレイに表示されていた位置とは少しずれた位置
で被写体が撮影される場合があります。
･動きの激しいものを動画撮影すると、画像が乱れることがあります。
･インカメラで自画像を表示すると鏡像表示されますが、撮影した静止画や動画は正像となります。静
止画の場合、静止画設定で自動保存を「しない」に設定すると、鏡像でも保存できます。
･ｉアプリからカメラ撮影を実行した場合、撮影した静止画や動画はマイピクチャやｉモーションのフォ
ルダには保存されず、ｉアプリ内（ｉアプリによっては「 モード」フォルダや「デコメールピクチャ」
フォルダ）に保存されます。また、撮影した静止画や動画は、サーバへ自動的に送られる場合があり
ます。
･保存先をminiSDメモリーカードに設定している場合は、カメラ使用中にminiSDメモリーカードを
抜かないでください。FOMA端末の故障の原因になります。
･miniSD メモリーカードの空き容量が少なくなると撮影できないことがあります。miniSD メモリー
カードに保存する場合は、十分な空き容量があることを確認してから撮影してください。
･撮影した静止画や動画を保存する前に電池残量がなくなると、保存できません。

カメラのご使用について

撮影時の留意事項
156 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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･カメラは電池の消費が非常に早いため、カメラを長時間起動しておいたり、撮影後保存せずに長時間
放置しないようにしてください。
･設定によっては、カメラを起動してから撮影画面に画像が表示されるまでに時間がかかることがあり
ます。

FOMA 端末を利用して撮影または録音したもの、およびサイト（番組）やインターネットホームペー
ジ上の著作物を権利者に無断で複製、改変、編集などする行為は、個人で楽しむなどの場合を除き、著
作権法上禁止されていますのでお控えください。また、他人の肖像や氏名を無断で使用、改変などする
と、肖像権の侵害となる場合がありますのでお控えください。撮影または録音などしたものをインター
ネットホームページなどで公開する場合も、著作権や肖像権に十分ご注意ください。なお、実演や興
行、展示物などでは、個人として楽しむなどの目的であっても、撮影または録音などが禁止されている
場合がありますのでご注意ください｡

撮影画面とファイルについて

･ｉアプリから起動したときは、インジケータ、カウンタ、サイズ制限は表示されません。また、カメ
ラの切り替え、コンパクトライト起動、セルフタイマー起動、ズーム以外は操作できません。
･動画撮影時、画像サイズ（撮影サイズ）をQVGA（320×240）に設定し横撮影に切り替えている場
合は、下記のマークの代わりに （撮影待機中）、 （撮影中）、 （一時停
止中）が表示されます。

レンズカバーについて

･ FOMA端末を開いているとき、待受画面でレンズカバーを開けるとカ
バーオープン音が鳴り、カメラが起動します。
･アウトカメラで撮影しているとき、撮影待機中にレンズカバーを閉じ
るとカバークローズ音が鳴り、カメラ／ビデオカメラが終了します。
録画中や撮影した静止画／動画の確認中、設定中などに閉じたときは
終了しません。
･マナーモード中はカバーオープン音／カバークローズ音は鳴りませ
ん。

著作権・肖像権について

カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を行う際は、プライバシーなどにご配慮ください。

撮影画面の見かた

a撮影モード ：撮影モードを示します。
：静止画 ☛P160　 ：動画 ☛P162　 ：音声 ☛P354

b保存先 ：保存先を示します。☛P165
：FOMA端末　 ：miniSDメモリーカード

c撮影種別 ：撮影する動画の種類を示します。☛P165
dセルフタイマー ：セルフタイマー設定時に が表示されます。☛P167
eコンパクトライト：コンパクトライト点灯時に が表示されます。☛P160、P162

静止画撮影画面

h

動画撮影画面

abd ge

j l m n o

abcd f g

h j m n o

f e

ki ki

この部分を押さえながら矢印
の方向にスライドさせます。
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FOMA 端末および miniSD メモリーカードに保存できる静止画の枚数は、画質、サイズ制限、画像サ
イズの設定や撮影状況によって変わります。画質、画像サイズ、サイズ制限は静止画設定で設定します。

■ FOMA端末に保存できる静止画の枚数（目安） 単位：枚

fインジケータ ：撮影待機中
通常の撮影時は保存先の保存領域の使用率を示します。セルフタイマー使用時
（カウント中）はシャッターが切れるまでの残り時間を示します。
･miniSDメモリーカードの保存領域の使用率は、撮影画像が保存されていなく
ても0にならないことがあります。

動画撮影中／一時停止中
サイズ制限で設定しているファイルサイズ’（「制限なし」の場合は保存可能サ
イズ）に対する撮影したサイズの割合を示します。

gカウンタ ：撮影待機中
通常の撮影時は現時点でFOMA端末またはminiSDメモリーカードに保存でき
る静止画の最大枚数（目安）または動画の最大時間（目安）を示します。セル
フタイマー使用時（カウント中）はシャッターが切れるまでの残り時間を示し
ます。
動画撮影中／一時停止中
経過時間／残り時間（撮影停止するまでの時間）（目安）を示します。

hズーム ：画像の表示倍率を示します。☛P166
i明るさ ：画像の明るさを示します。☛P170
j色の濃さ ：画像の色の濃さを示します。☛P170
k撮影効果 ：画像にかける撮影効果を示します。☛P170
lフレーム ：フレームの設定状態を示します。☛P168
m画質／品質 ：静止画の画質、動画の品質を示します。☛P169
nサイズ制限 ：保存するファイルサイズの制限値を示します。☛P169
o画像サイズ ：撮影する静止画、動画の画像サイズを示します。☛P169

静止画像ファイル／動画ファイルについて

項　目 静止画ファイル 動画ファイル
ファイル形式 JPEG MP4（MobileMP4）
符号化方式 ― 映像：MPEG-4　音声：AMR
拡張子 jpg 3gp
ファイル名／
表示名／タイ
トル

撮影した日時が自動的に付けられます。
（例）2005年 12月 5日12時 34分 56秒の場合→20051205123456.jpg ／ .3gp
･撮影後、ファイル名や表示名を変更できます。☛P342
･ FOMA端末の日付・時刻が設定されていない場合、ファイル名・表示名・タイトル（動画の
み）は「--------------」になります。

メール添付・
出力

メールに添付して送信したり、miniSD メモリーカードや専用のデータリンクソフトを利用し
てパソコンや他の端末に取り込めます。

静止画の保存枚数について

画像サイズ
画 質 96× 72 128×

96
176×
144

240×
320

352×
288

640×
480

480×
640

960×
1280

1024×
1280

エコノミー 約767 約 767 約 767 約 540 約 417 約 199 約 199 約 77 約 69
スタンダード 約767 約 767 約 706 約 399 約 316 約 143 約 139 約 47 約 42
ファイン 約767 約 706 約 483 約 241 約 199 約 84 約 83 約 26 約 23
158 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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■ miniSDメモリーカードに保存できる静止画の枚数（目安） 単位：枚

撮影時間は、品質、撮影種別、画像サイズ（撮影サイズ）、サイズ制限の設定や撮影状況によって変わ
ります。品質、撮影種別、画像サイズ（撮影サイズ）、サイズ制限は動画／録音設定で設定します。

■ FOMA端末に保存できる動画の撮影時間（目安）

■ miniSDメモリーカードに保存できる動画の撮影時間（目安） 単位：分

動画の撮影時間について

ファイル
サイズ制限

画像サイズ
（撮影サイズ） 撮影種別

1回あたりの撮影時間（単位：秒） FOMA端末の最大撮影時間（単位：分）
品　質 品　質

LP STD HQ HQ+ LP STD HQ HQ+
メール添付
（290K
バイト）

128× 96 画像＋音声 約112 約 68 約 50 約 20 約 63 約 38 約 28 約 11
画像のみ 約187 約 90 約 69 約 23 約 106 約 51 約 39 約 13

176×144 画像＋音声 約86 約43 約 29 約 10 約 48 約 24 約 16 約 5
画像のみ 約126 約 50 約 35 約 11 約 71 約 28 約 19 約 6

320×240 画像＋音声 約31 約 17 約 13 約 11 約 17 約 9 約7 約6
画像のみ 約35 約15 約 11 約 9 約19 約 8 約6 約5

大容量
メール添付
（490K
バイト）

128× 96 画像＋音声 約189 約 116 約 85 約 35 約 63 約 39 約 28 約 11
画像のみ 約319 約 154 約 117 約 40 約 107 約 51 約 39 約 13

176×144 画像＋音声 約147 約 73 約 50 約 18 約 49 約 24 約 16 約 6
画像のみ 約215 約 86 約 60 約 20 約 72 約 28 約 20 約 6

320×240 画像＋音声 約54 約 29 約 23 約 19 約 18 約 9 約7 約6
画像のみ 約61 約26 約 20 約 16 約 20 約 8 約6 約5

ファイル
サイズ
制限

画像サイズ
（撮影サイズ） 撮影種別

容量：16MB 容量：32MB
品質 品質

LP STD HQ HQ+ LP STD HQ HQ+
メール添付
（290K
バイト）

128× 96 画像＋音声 約90 約55 約 40 約 16 約 189 約 115 約 84 約 33
画像のみ 約151 約 72 約 55 約 18 約 316 約 152 約 116 約 38

176× 144 画像＋音声 約69 約34 約 23 約 8 約145 約 72 約 49 約 16
画像のみ 約102 約 40 約 28 約 8 約213 約 84 約 59 約 18

320×240 画像＋音声 約25 約13 約 10 約 8 約52 約 28 約 21 約 18
画像のみ 約28 約12 約 8 約7 約59 約 25 約 18 約 15

大容量
メール添付
（490K
バイト）

128× 96 画像＋音声 約90 約55 約 40 約 16 約 189 約 116 約 85 約 35
画像のみ 約152 約 73 約 56 約 19 約 319 約 154 約 117 約 40

176× 144 画像＋音声 約70 約34 約 23 約 8 約147 約 73 約 50 約 18
画像のみ 約103 約 41 約 28 約 9 約215 約 86 約 60 約 20

320× 240 画像＋音声 約25 約13 約 11 約 9 約54 約 29 約 23 約 19
画像のみ 約29 約12 約 9 約7 約61 約 26 約 20 約 16

制限なし 128× 96 画像＋音声 約85 約52 約 38 約 15 約 184 約 113 約 83 約 34
画像のみ 約143 約 69 約 52 約 18 約 311 約 150 約 114 約 39

176× 144 画像＋音声 約66 約32 約 22 約 8 約143 約 71 約 48 約 17
画像のみ 約96 約38 約 27 約 9 約210 約 84 約 58 約 19

320× 240 画像＋音声 約24 約13 約 10 約 8 約52 約 28 約 22 約 18
画像のみ 約27 約11 約 9 約7 約59 約 25 約 19 約 15

画像サイズ

容量・画質

96×
72

128×
96

176×
144

240×
320

352×
288

640×
480

480×
640

960×
1280

1024×
1280

16MB
エコノミー 約2034 約 1582 約 1294 約 837 約 647 約 309 約 309 約 119 約 107
スタンダード 約1780 約 1424 約 1095 約 619 約 491 約 222 約 215 約 73 約 66
ファイン 約1582 約 1095 約 749 約 374 約 309 約 130 約 129 約 41 約 36

32MB
エコノミー 約4246 約 3303 約 2702 約 1748 約 1351 約 646 約 646 約 249 約 225
スタンダード 約3716 約 2972 約 2286 約 1292 約 1025 約 464 約 450 約 154 約 138
ファイン 約3303 約 2286 約 1564 約 782 約 646 約 272 約 270 約 86 約 76
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Menu 61

カメラで静止画を撮影する 静止画撮影

･着信音量を消音に設定している場合やマナーモード中でも、シャッター音は鳴ります。

1 FOMA端末を開き、待受画面でレンズカバーを開く
着信ランプが青で点灯し、カメラが起動して静止画撮影モードになります。
･ 撮影待機中は次の操作ができます。

2 被写体にカメラを向けて o または j を押す

3 撮影した静止画を確認する
･ 静止画をすぐに保存するときは操作4に進みます。
･ 保存しないで撮り直すときは c を押します。
･ 画像サイズが待受用（240×320）より小さい場合は、u を押すと撮影した静止画を拡大表示
できます。d を押すと元に戻ります。

■ 撮影した静止画をメールに添付して送信するとき
aa を押す

撮影した静止画を保存するかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、撮影
した静止画が FOMA端末に保存され、メール作成画面が表示されます。画像サイズやファイ
ルサイズによっては、待受サイズへの変換やデータ BOX への保存の確認画面が表示されま
す。☛P230
･ 保存先をminiSDメモリーカードに設定していても、FOMA端末に保存されます。
･ 画像サイズとサイズ制限の設定によっては、撮影した静止画のファイルサイズを調整する
かどうかの確認画面が表示されます。「制限なし」を選択するとそのままのファイルサイズ
で、「9000 バイト」を選択すると 9000 バイトより小さいファイルサイズで FOMA 端
末に保存されます。
･ 撮影・保存した静止画のファイルサイズが9000バイトよりも小さい場合は、本文へ貼り
付けるかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択するとメール本文へ貼り付ける
ことができます。

a ：コンパクトライトの点灯（ ）／消灯（表示なし）切り替え（アウトカメラ撮影
時のみ）

9 ：全画面モード／標準画面モード切り替え
･全画面モードにすると、画面下部のマークやガイド行が消え、撮影画像を確認し
やすくなります。

t ：インカメラ／アウトカメラ切り替え
t1秒以上：静止画撮影モード／動画撮影モード切り替え

シャッター音が鳴り、コンパクトライトと着信ランプが赤で点灯し、静止
画が撮影されます。確認画面が表示されます。
･ 静止画設定の自動保存を「する」に設定しているときは、撮影した静止
画が保存され、撮影画面に戻ります。確認・保存操作は不要です。

静止画撮影画面
160 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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■ 待受画面に設定するとき
am21 を押し、「はい」を選択する

撮影した静止画が FOMA端末に保存され、待受画面に設定されます。
･ 撮影した静止画が拡大表示できる場合は、「はい（等倍表示）」を選択すると画像サイズの
まま、「はい（拡大表示）」を選択すると画面サイズに合わせて拡大して表示されます。
･ ｉアプリ待受画面が設定されているときは、さらにｉアプリ待受画面を解除するかどうかの
確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、ｉアプリ待受画面が解除されます。
･ 保存先をminiSDメモリーカードに設定している場合は、待受画面に設定できません。

■ 電話帳の画像に登録するとき（画像サイズが電話帳用（96×72）の場合のみ）
am2 を押し、2 または 3 を押して「はい」を選択する

撮影した静止画が FOMA端末に保存され、電話帳の登録画面が表示されます。
･ 更新登録するときは、登録する電話帳データを選択します。
･ 保存先をminiSDメモリーカードに設定している場合は、電話帳の画像に登録できません。

■ タイトルを変更するとき
am31 を押し、タイトルを入力して p を押す（全角・半角を問わず31文字まで）

■ 明るさや色のバランスを補正するとき
ap を押す

画像補正モードになります。以降の操作 ☛P315
･ 画像サイズがCIF（352× 288）以下の場合のみ補正できます。

■ 鏡像で保存するとき（インカメラ撮影時のみ）
am41 を押す
･ 撮影した画像にフレームが設定されている場合は、鏡像で保存できません。

■ 正像表示／鏡像表示を切り替えるとき（インカメラ撮影時のみ）
am42 を押す

■ 保存先を FOMA端末／miniSDメモリーカードに切り替えるとき
am5 を押す

■ 保存されている画像を一覧表示するとき
am6 を押し、1 または 2 を押す

4 o または j を押す
撮影した静止画がマイピクチャの「カメラ」フォルダに保存されます。
･ 保存先をminiSDメモリーカードに設定している場合は、miniSDメモリーカードの「マイピク
チャ」フォルダに保存されます。

■ 保存した静止画をすぐに確認するとき
ap を押し、確認する静止画を選択する
･ 確認後 c を2回押すと、静止画撮影画面に戻ります。
･ 保存先がminiSDメモリーカードのときは p を押してフォルダを選択し、静止画を選択
します。c を3回押すと静止画撮影画面に戻ります。
･ 電話帳、メール、ｉアプリからカメラを起動したときは確認できません。

おしらせ
●画像サイズ、画質、保存先によっては、撮影した静止画の保存に時間がかかることがあります。
●撮影した静止画のファイルサイズがサイズ制限の設定値より大きくなる場合は、自動的に画質を落とすか
画像サイズを小さくして保存します。

●画像の保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは撮影できません。確認画面の指示に
従って不要な画像を削除するか、画像サイズや画質を低い値に変更してください。

●音声電話通話中に静止画を撮影した場合、通話が途切れることがあります。
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Menu 62

ビデオカメラで動画を撮影する 動画撮影

･通話中や音声録音中は動画を撮影できません。他の機能をすべて終了させてから撮影してください。
･お買い上げ時は音声付きの動画を撮影するように設定されています。動画／録音設定で変更できま
す。
･着信音量を消音に設定している場合やマナーモード中でも、撮影確認音（シャッター音）は鳴ります。

1 待受画面で u を1秒以上押し、レンズカバーを開く
着信ランプが青で点灯し、ビデオカメラが起動して動画撮影モードになります。
･ 撮影待機中は次の操作ができます。

2 被写体にカメラを向けて o または j を押す

●静止画の撮影待機中、シャッター音が鳴る前に電話がかかってきた場合、撮影を中断します。シャッター
音が鳴り既に静止画を撮影している場合、自動保存を「する」に設定しているときは、撮影した静止画が
自動で保存されます。自動保存を「しない」に設定しているときは、通話終了後に確認画面が表示されます。

●静止画の保存中に電話がかかってきた場合、着信画像が表示されますが、保存は継続されます。
●静止画の撮影中にメールを受信しても、撮影は中断されず、そのまま撮影を継続できます。
●電話帳またはメールからカメラを起動した場合、確認画面で次の機能が利用できません。

●以下の項目は、アウトカメラとインカメラで別々に設定します。カメラを切り替えたときに設定は引き継
がれません。

●miniSDメモリーカードが取り付けられていないときやminiSDメモリーカードが起動中のときは、確認
画面で利用できない機能があります。

a ：コンパクトライトの点灯（ ）／消灯（表示なし）切り替え※1

9 ：縦撮影／横撮影切り替え（画像サイズ（撮影サイズ）がQVGA（320×240）の
ときのみ）※1

t ：インカメラ／アウトカメラ切り替え
t1秒以上：動画撮影モード／静止画撮影モード切り替え
※1：アウトカメラ撮影時のみ操作できます。

･メールの作成 ･待受画面の設定 ･電話帳の画像登録
･補正 ･保存先の切り替え ･画像の一覧表示

･ズーム ･撮影効果 ･フレーム ･画質 ･サイズ制限 ･画像サイズ

撮影確認音（シャッター音）が鳴り、コンパクトライトが赤、着信ランプ
が青で2秒間隔で点滅し、撮影が開始されます。 が に切り替わります。
･ 撮影を一時停止するときは o を押します。コンパクトライトが赤、着
信ランプが緑で点灯し、 が に切り替わります。o または j を押
すと、撮影を再開します。
･ 以下の場合は撮影が終了し確認画面が表示されます。操作4に進みます。
･ 撮影中の動画のファイルサイズがサイズ制限の設定値を超えたとき
･ FOMA 端末を折りたたんだとき（FOMA 端末を開くと確認画面が表
示されます。）

動画／録音設定の自動保存を「する」に設定しているときは、撮影した
動画が保存され撮影画面に戻ります。確認・保存操作は不要です。

動画撮影画面
162 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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3 p または j を押す

4 撮影した動画を確認する
･ 動画をすぐに保存するときは操作5に進みます。
･ 保存しないで撮り直すときは c を押します。
･ 動画を再生するには p を押します。動画／録音設定の自動再生を「する」に設定している場合
は、自動的に再生されます。

■ 撮影した動画をメールに添付して送信するとき
aa を押す

撮影した動画を保存するかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、撮影し
た動画が FOMA端末に保存され、メール作成画面が表示されます。
･ 保存先をminiSDメモリーカードに設定していても、FOMA端末に保存されます。
･ 撮影した動画のファイルサイズが500Kバイトを超える場合は、添付できません。
･ 画像のサイズをQVGA（320× 240）に設定している場合は、添付できません。

■ 待受画面に設定するとき
am21 を押し、「はい」を選択する

撮影した動画が FOMA端末に保存され、待受画面に設定されます。
･ 撮影した動画が拡大表示できる場合は、「はい（等倍表示）」を選択すると画像サイズのまま、
「はい（拡大表示）」を選択すると画面サイズに合わせて拡大して表示されます。
･ ｉアプリ待受画面が設定されているときは、さらにｉアプリ待受画面を解除するかどうか
の確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、ｉアプリ待受画面が解除されます。
･ 待受テロップ表示中は設定できません。
･ 保存先をminiSDメモリーカードに設定している場合は、待受画面に設定できません。

■ 電話帳の画像に登録するとき
am2 を押し、2 または 3 を押して「はい」を選択する

撮影した動画が FOMA端末に保存され、電話帳の登録画面が表示されます。
･ 更新登録するときは、登録する電話帳データを選択します。
･ 画像のサイズが Sub-QCIF（128 × 96）または QCIF（176 × 144）で、撮影種別を
「画像のみ」に設定しているときのみ登録できます。
･ 保存先をminiSDメモリーカードに設定している場合は、登録できません。

■ タイトルを変更するとき
am31 を押し、タイトルを入力して p を押す (全角・半角を問わず31文字まで )
･ 変更したタイトルは動画保存後に有効になります。

■ テロップを挿入するとき
am32 を押し、「はい」を選択する

撮影した動画が FOMA 端末に保存され、テロップ設定画面が表示されます。以降の操作は
「テロップを挿入する」の操作3以降と同じです。☛P323
･ 画像のサイズをQVGA（320× 240）に設定している場合は、挿入できません。
･ 保存先をminiSDメモリーカードに設定している場合は、挿入できません。

■ 保存先を FOMA端末／miniSDメモリーカードに切り替えるとき
am5 を押す
･ 撮影した動画のファイルサイズが490Kバイトを超える場合は、切り替えられません。

撮影確認音（シャッター音）が鳴り、動画の撮影が終了します。確認画面
が表示されます。
･ 動画／録音設定の自動保存を「する」に設定しているときは、撮影した
動画が保存され、撮影画面に戻ります。確認・保存操作は不要です。
･ 一時停止中に p を押して撮影を終了した場合は、その時点までに撮影
した動画が保存の対象になります。
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■ 保存されている動画を一覧表示するとき
am6 を押し、1 または 2 を押す

5 o または j を押す
撮影した動画がｉモーションの「カメラ」フォルダに保存されます。
･ 保存先をminiSDメモリーカードに設定している場合は、miniSDメモリーカードの「動画」フォ
ルダに保存されます。

■ 保存した動画をすぐに確認するとき
ap を押し、確認する動画を選択する
･ 確認後 c を2回押すと、動画撮影画面に戻ります。
･ 保存先がminiSDメモリーカードのときは p を押してフォルダを選択し、動画を選択し
ます。c を3回押すと動画撮影画面に戻ります。
･ 電話帳、メール、ｉアプリからビデオカメラを起動したときは確認できません。

おしらせ
●撮影／録音中にキーを押したり充電を開始すると、操作音が録音される場合があります。
●撮影／録音中にインジケータやカウンタ表示の更新が遅くなることがあります。
●撮影／録音するデータによっては、設定しているサイズ制限の上限まで撮影／録音できない場合があります。
●サイズ制限を「制限なし」に設定している場合、撮影／録音中に電池残量がなくなるとデータが保存され
ない場合があります。

●動画／音声の保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、撮影／録音できません。確
認画面の指示に従って不要な動画や音声を削除するか、サイズ制限の設定を変更してください。

●連続10時間以上撮影した動画／音声をminiSDメモリーカードに保存した場合、動画／音声を正しく表
示・再生できないことがあります。

●撮影／録音中に電話がかかってきたりアラームやスケジュールアラームの設定時刻になった場合、その時
点で撮影／録音が中止されます。自動保存を「する」に設定しているときは、中止するまでに撮影／録音
したデータが自動で保存されます。自動保存を「しない」に設定しているときは、確認画面が表示されます。

●保存中に電話がかかってきた場合、着信画像が表示されますが、保存は継続されます。
●撮影／録音中に電池が切れそうになると、電池残量がない旨のメッセージが表示され、撮影や録音が中止
されます。自動保存を「する」に設定しているときは、中止するまでに撮影／録音したデータが自動で保
存され、oを押すと撮影／録音画面に戻ります。自動保存を「しない」に設定しているときは、oを押
すと確認画面が表示されます。撮影／録音画面に戻っても電池がないため撮影できない旨のメッセージが
表示され、撮影はできません。

●撮影／録音中にアラームや電池アラームが鳴り撮影や録音が中止された場合、保存した動画／音声の最後
にアラームや電池アラームが録音されることがあります。

●電話帳またはメールからビデオカメラを起動した場合、確認画面で次の機能が利用できません。

●以下の項目は、アウトカメラとインカメラで別々に設定します。カメラを切り替えたときに設定は引き継
がれません。

●miniSDメモリーカードが取り付けられていないときやminiSDメモリーカードが起動中のときは、確認
画面で利用できない機能があります。

･メールの作成 ･待受画面の設定 ･電話帳の画像登録
･テロップの作成 ･保存先の切り替え ･動画の一覧表示

･ズーム ･撮影効果 ･品質 ･サイズ制限 ･画像サイズ（撮影サイズ） ･撮影種別
164 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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静止画／動画のサイズや保存方法などを設定する 静止画設定・動画／録音設定

･電話帳、メール、ｉアプリからカメラ、ビデオカメラを起動したときは設定できません。その場合、自
動終了時間が自動的に「1分後」になります。

静止画設定を変更するとき

1 待受画面でレンズカバーを開き、m7 を押す
■ 動画／録音設定を変更するとき
a待受画面で u を1秒以上押してレンズカバーを開き、m6 を押す

2 各項目を選択して設定する

3 p を押す

○：設定可　×：設定不可

お買い上げ時 ●静止画設定
画像サイズ：待受用（240× 320）　画質：スタンダード　撮影日時：なし　サイズ制限：制限なし
セルフタイマー間隔：10秒　自動保存：しない　保存先：本体　自動終了時間：1分後　
シャッター音：シャッター音1　カバーオープン音：カバーオープン音1　
カバークローズ音：カバークローズ音1　照明設定：常灯

●動画／録音設定
品質：STD（標準）　撮影種別：画像＋音声　サイズ制限：メール添付　撮影サイズ：QCIF（176× 144）
セルフタイマー間隔：10秒　自動再生：しない　自動保存：しない　保存先：本体
自動終了時間：1分後　シャッター音：シャッター音1　照明設定：常灯

設定項目について

項　目

設定

説　明静
止
画

／動
録画
音

画像サイズ※1 ○ × 撮影する静止画の画像サイズを設定します。☛P169
･インカメラ撮影時は待受用（240 × 320）、横長 VGA（640 × 480）、縦長
VGA（480× 640）、SXGA（960 × 1280）、1.3M（1024 × 1280）に
設定できません。

画質※1 ○ × 保存する静止画ファイルの画質を設定します。☛P169
撮影日時 ○ × 静止画の右下に撮影日時を入れるかどうかを設定します。
品質※1 × ○ 保存する動画／音声ファイルの品質を設定します。☛P169
撮影種別※1 × ○ 撮影／録音する動画／音声の種類を設定します。

：画像＋音声　　 ：画像のみ　　 ：音声のみ（サウンドレコーダー）
サイズ制限※1 ○ ○ 保存するファイルサイズの制限値を設定します。☛P169
撮影サイズ※1 × ○ 撮影する動画の画像サイズを設定します。☛P169
セルフタイ
マー間隔

○ ○ セルフタイマー使用時にシャッターが切れるまでの時間を設定します（2～15秒）。

自動再生 × ○ 確認画面を表示したときに動画／音声を自動的に再生するかどうかを設定します。
自動保存 ○ ○ 「する」に設定すると、撮影した静止画や動画／音声が、設定されている保存先に

自動的に保存されます。「しない」に設定すると、撮影／録音後に確認画面が表示
されます。

保存先 ○ ○ 保存先を設定します。
自動終了時間 ○ ○ 何も操作していないときにカメラ／ビデオカメラ／サウンドレコーダーを終了す

るまでの時間を設定します。

例
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○：設定可　×：設定不可

※1：アウトカメラとインカメラで別々に設定される項目です。アウトカメラ使用中に設定するとアウトカメ
ラの設定、インカメラ使用中に設定するとインカメラの設定が変更されます。

いろいろな方法で撮影する
M

ズームする

･各撮影モードと画像サイズで変更できる表示倍率は次のとおりです。

･インカメラ撮影時はズームできません。

項　目

設定

説　明静
止
画

／動
録画
音

シャッター音 ○ ○ 撮影確認音（シャッター音）をシャッター音1～ 5から選択します。
･% を押すとカーソル位置の音が鳴ります。

カバーオープ
ン音

○ × レンズカバーを開けてカメラを起動したときに鳴る音を、カバーオープン音 1～
3または「OFF」から選択します。
･% を押すとカーソル位置の音が鳴ります。ただし「OFF」では鳴りません。

カバークロー
ズ音

○ × レンズカバーを閉じてカメラ／ビデオカメラを終了したときに鳴る音を、カバー
クローズ音 1 ～ 3 または「OFF」から選択します。（設定は静止画設定で行いま
すが、ビデオカメラ終了時の音も変わります。）
･% を押すとカーソル位置の音が鳴ります。ただし「OFF」では鳴りません。

照明設定 ○ ○ 「常灯」に設定すると、撮影／録音画面表示中はディスプレイの照明が常に点灯し
ます。「端末設定に従う」に設定すると、照明設定（☛P128）に従います。

おしらせ
●静止画設定で画像サイズを電話帳用（96× 72）に設定すると、撮影日時は設定できません。
●静止画設定の画像サイズのCIF（352× 288）、横長VGA（640× 480）、縦長VGA（480× 640）、
SXGA（960× 1280）、1.3M（1024× 1280）とサイズ制限の「9000バイト」は同時に設定で
きません。

●動画／録音設定の品質の「LP（長時間）」「HQ+（最高品質）」と撮影種別の「音声のみ」は同時に設定で
きません。また、保存先を「本体」に設定している場合、サイズ制限を「制限なし」に設定できません。

●各種設定リセットを行っても、静止画設定、動画／録音設定はお買い上げ時の状態に戻りません。

撮影モード 画像サイズ 表示倍率
静止画撮影 電話帳用（96× 72）、Sub-QCIF（128× 96）、

QCIF（176× 144）、待受用（240× 320）
1～ 4倍（16段階）

CIF（352× 288）、縦長VGA（480× 640） 1～ 2倍（6段階）
横長VGA（640× 480）、SXGA（960× 1280）、
1.3M（1024× 1280）

1倍のみ（ズーム不可）

動画撮影 Sub-QCIF（128× 96）、QCIF（176× 144）、
QVGA（320× 240）横撮影

1倍、2倍、4倍

QVGA（320× 240）縦撮影 1倍、2倍
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1 静止画撮影画面／動画撮影画面で % を押す

セルフタイマーを使う

設定した時間が経過すると自動でシャッターが切れるため、撮影者自身が被写体になったり、手ぶれを
防いだりすることができます。
･シャッターが切れるまでの時間は静止画設定または動画／録音設定で設定できます。

1 静止画撮影画面で m4 ／動画撮影画面で m3 を押す
セルフタイマーが設定され、 が表示されます。
･ 解除するとき：もう一度 m4 ／ m3 を押す

2 被写体にカメラを向けて o または j を押す

近くのものを撮影する 接写

アウトカメラでごく近い距離の被写体を撮影するときは、接写切替スイッチを （接写）に切り替えて
ください。被写体に接近して撮影できます。

押すたびにスライダの目盛が移動します。
･ 1 を押し、% で目盛を移動してから o を押しても変更できます。
･ 静止画／動画の撮影方法は、通常の撮影時と同じです。

■ 静止画撮影のとき

■ 動画撮影のとき

標準 最大

：標準 ：2倍 ：4倍
ズームのマーク（静止
画撮影時）

スライダ

カウントダウン音が鳴り、コンパクトライトが赤、着信ランプが緑で点滅
します。インジケータとカウンタには撮影までの残り時間の目安と残り秒
数が表示されます。撮影時間が近づくにつれ点滅間隔が短くなり、設定し
た時間が経過するとシャッター音が鳴り、撮影されます。
･ セルフタイマーを途中で中止するときは p を押します。
･ セルフタイマーのカウントダウン中にアラームやスケジュールアラー
ムの設定時刻になったり、b を押すと、撮影は中止されます。

セルフタイマーの
マーク

ここに指先をかけ、（突起）
が　の位置で止まるまで回転
させます。

･接写では約7cm～10cmの距離で、通常撮影では約50cm以
上離れて撮影してください。
･撮影方法は通常撮影と同じです。
･接写での撮影を終了したら、必ず接写切替スイッチを （通常撮
影）に戻してください。 （接写）のまま離れた被写体を撮影す
るときれいに撮影できません。
･ （接写）に切り替えてもインカメラの撮影距離は変わりませ
ん。
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撮影時の設定を変更する
フレーム、画像サイズ、画質／品質、サイズ制限、撮影効果、明るさ、色の濃さを設定できます。
･以下の設定はカメラ／ビデオカメラを終了しても保持されます。
・画像サイズ ・画質／品質 ・サイズ制限 ・明るさ ・色の濃さ
･動画撮影ではフレームは設定できません。
･動画撮影で、撮影種別を「音声のみ」に設定しているときは、品質、サイズ制限以外は設定できません。

フレームを設定するとき

1 静止画撮影画面で & を押し、フレームのマークにカーソルを合わせる

2 % を押してフレームを切り替え、o を押す
･ 他の設定を変更するときも同様に % でマークを切り替えて o を押します。
･ 撮影効果、フレーム、画質／品質、サイズ制限、画像サイズは、対応するキー（4 ～ 8）
を押して値を切り替え、o を押しても設定できます。

フレーム

FOMA端末に保存されているフレームや、サイトからダウンロードしたフレームを選択できます。
：フレーム設定中　 ：フレーム解除

･ お買い上げ時に FOMA端末に保存されているフレームは、QCIF（176× 144）、待受用（240×
320）の画像サイズに対応しています。☛P313
･ 動画撮影ではフレームは設定できません。
･ 画像サイズを電話帳用（96×72）、横長VGA（640× 480）、縦長VGA（480× 640）、SXGA
（960× 1280）、1.3M（1024× 1280）に設定しているときは、フレームを設定できません。
･ 電話帳、メール、ｉアプリからカメラを起動したときは、フレームを設定できません。
･ 解除するとき：5 を1秒以上押す

お買い上げ時 フレーム：なし　画像サイズ：〈静止画〉待受用（240× 320）〈動画〉QCIF（176× 144）
画質／品質：〈静止画〉スタンダード〈動画〉STD（標準）　サイズ制限：〈静止画〉制限なし
〈動画〉メール添付　撮影効果：フルオート　明るさ：±0　色の濃さ：±0

おしらせ
●m61を押すと、一覧からフレームを選択できます。
●画像サイズと縦横が逆のフレーム（たとえば画像サイズが QCIF（176 × 144）のときに 144 × 176
のフレーム）を選択した場合、フレームが右90度回転して表示されます。このとき、m63を押
すと、フレームが180度回転します。画像サイズとフレームの縦横が同じ場合は回転できません。

●撮影中にサイトからフレームをダウンロードしたときは、m64を押すと、追加したフレームが選
択可能になります。

●撮影した静止画を保存した後でもフレームを重ねることができます。

例

･ 他の設定を変更するときも同様にマークにカーソルを合わせます。
･ マークには左から順に 1 ～ 8 のキーが割り当てられています。
各キーを押してもマークにカーソルが移動します。
1：ズーム ☛P166 4：撮影効果 7：サイズ制限
2：明るさ 5：フレーム 8：画像サイズ
3：色の濃さ 6：画質／品質

現在の設定
フレームのマーク

マークの名前
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画像サイズ

設定できる画像サイズは次のとおりです。

※1：アウトカメラ撮影時のみ有効な画像サイズです。
･ｉモード端末に送信できる画像のファイルサイズは最大500Kバイトです。
･ｉモード端末で見る際に最も適したサイズは、待受用（240×320）サイズです。
･画像サイズの設定によっては、サイズ制限の設定が自動的に変更されることがあります。

画質／品質

■ 画質（静止画撮影時）

■ 品質（動画撮影時）

サイズ制限

■ 静止画撮影時
撮影した静止画のファイルサイズが制限値より大きくなる場合は、自動的に画質を落とすか、画像
サイズを小さくして保存します。

･ 撮影した静止画をｉモードメールに添付してｉモード端末に送信するときは「制限なし」以外に設
定します。
･ 画像サイズの設定によっては、サイズ制限の設定が自動的に変更されることがあります。

撮影モード 画像サイズ マーク メール送信の可否
静止画撮影 電話帳用（96× 72） ｉモードメールに添付したり、デコメールへ貼り付けたり

してｉモード端末やパソコンなどに送信できます。Sub-QCIF（128× 96）
QCIF（176× 144）
待受用（240× 320）※1

CIF（352× 288） ｉモードメールに添付してｉモード端末やパソコンなどに
送信できます。
ファイル添付時にサイズを待受用（240 × 320）に変換
するかどうかの確認画面が表示されます。

横長VGA（640×480）※1

縦長VGA（480×640）※1

SXGA（960×1280）※1

1.3M（1024×1280）※1

動画撮影 Sub-QCIF（128× 96） ｉモードメールに添付してｉモード端末やパソコンなどに
送信できます。QCIF（176× 144）

QVGA（320× 240） ｉモードメールに添付できません。

エコノミー ：最も低い画質です。ファイルサイズは小さくなります。
スタンダード：標準的な画質です。
ファイン ：最も高い画質です。ファイルサイズは大きくなります。

長時間 ：最も低い品質です。ファイルサイズは小さく、撮影時間は最も長くなります。
標準 ：標準的な品質です。
高品質 ：画像の動きがなめらかになります。
最高品質：最も高い品質です。ファイルサイズは大きく、撮影時間は最も短くなります。

9000バイト：ｉモードメールに添付するのに適したファイルサイズです。
500Kバイト：ファイルサイズを変更せずにｉモードメールに添付できます。
制限なし ：ファイルサイズを制限しません。
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■ 動画撮影時
撮影中に動画のファイルサイズが制限値を超えると、自動的に撮影を終了します。

･ 撮影した動画をｉモードメールに添付してｉモード端末に送信するときは「制限なし」以外に設
定します。

撮影効果

以下の撮影効果をかけて撮影できます。

･ 動画撮影時は「風景」「夜景」に設定できません。インカメラ撮影時は「逆光補正」に設定できません。

明るさ

：－2　 ：－1　 ：±0　 ：＋1　 ：＋2
･ 撮影する画像によっては、調整しても表示があまり変化しないことがあります。

色の濃さ

：－2　 ：－1　 ：±0　 ：＋1　 ：＋2
･ 撮影する画像によっては、調整しても表示があまり変化しないことがあります。

撮影時の設定を初期値に戻す

･以下の設定をお買い上げ時の設定に戻します。
・撮影効果 ・ズーム ・明るさ ・色の濃さ
･撮影効果は、アウトカメラ撮影時はアウトカメラの設定、インカメラ撮影時はインカメラの設定だけ
が戻ります。

1 静止画撮影画面で m55 ／動画撮影画面で m45 を押す

2「はい」を選択する

メール添付 ：ファイルサイズを290Kバイトに制限します。ｉモードメールに添付して大容
量メールに対応していない機種に送信できるファイルサイズです。

大容量メール添付
：ファイルサイズを 490K バイトに制限します。大容量メールに対応している機
種に送信できるファイルサイズです。

制限なし ：ファイルサイズを制限しません。動画／録音設定で保存先を「本体」に設定して
いる場合は選択できません。

フルオート ：標準的な撮影モードです。通常はこのモードで使ってください。
逆光補正 ：被写体が逆光のときに光量を検出し、自動的に露出を補正します。
セピア ：セピア色で撮影します。
モノトーン ：白黒で撮影します。
トワイライト ：夕焼けを背景に人物を撮影するときに使用します。
サーフ＆スノー ：海面や雪面などの光の反射をより美しく撮影します。
風景 ：コントラストが強調された鮮やかな画像になります。
夜景 ：長時間露光モードです。暗いところでの撮影に使用します。
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通話中に撮影した画像を送信する ワンショットメール

音声電話通話中に撮影した静止画を、ｉモードメールに添付して通話中の相手に送信します。
･本機能を利用するには、静止画設定で保存先を「本体」に設定してください。

1 通話中に t を押す

2 静止画を撮影する
･ 静止画設定で自動保存を「する」に設定している場合、撮影した画像をメール添付するかどうか
の確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、撮影した画像を確認できます。

3 a を押し、「はい」を選択する
撮影した静止画が FOMA 端末に保存され、メール作成画面が表示されます。通話中の相手のメー
ルアドレスが電話帳に登録されている場合、自動的に相手のメールアドレスが宛先に入力されま
す。ただし、プライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定している場合）は入
力されません。
･ 撮影した静止画の画像サイズやファイルサイズによっては、待受サイズへの変換やデータBOXへ
の保存の確認画面が表示されます。☛P230
･ 画像サイズとサイズ制限の設定によっては、撮影した静止画のファイルサイズを調整するかどう
かの確認画面が表示されます。「制限なし」を選択するとそのままのファイルサイズで、「9000
バイト」を選択すると9000バイトより小さいファイルサイズで FOMA端末に保存されます。
･ 撮影・保存した静止画のファイルサイズが 9000 バイトよりも小さい場合は、本文へ貼り付け
るかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択するとメール本文へ貼り付けることがで
きます。
･ ｉ モードメールを作成せずに撮影画面に戻るときは c を押します。そのまま撮影を中止す
るときは、撮影画面で c を押します。

4 ｉモードメールを作成して送信する

バーコードリーダーを利用する バーコードリーダー

カメラを使ってJANコードやQRコードに含まれている文字や数字などの情報を読み取ります。
読み取った情報は電話帳やブックマークに登録したり、Phone To（AV Phone To）、Mail To、
Web To を利用したりできます。
･読み取った情報は最大5件保存できます。
･バーコードリーダーはアウトカメラのみ利用できます。
･ JANコードとQRコード以外のバーコードおよび2次元コードは読み取れません。
･バーコードの種類やサイズによっては読み取れないことがあります。
･傷、汚れ、破損、印刷の品質、光の反射、QR コードのバージョンによっては読み取れないことがあ
ります。
･文字入力画面からバーコードリーダーを起動して、読み取った情報をそのまま入力できます。☛P444
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コードを読み取るときは、接写切替スイッチを （接
写）に切り替え、アウトカメラをコードから約 7 ～
10cm離して読み取ってください。
･サイズの大きいコードを読み取るときは （通常撮
影）に切り替えて読み取ってください。
･バーコードリーダー終了後は、次にカメラ撮影する
ときのため、接写切替スイッチを （通常撮影）に
戻してください。 （接写）のまま離れた被写体を
撮影するときれいに撮影できません。

1 待受画面で m64 を押す
バーコードリーダーが起動します。

2 レンズカバーを開け、接写切替スイッチを （接写）に切り替える
･ a を押すたびにコンパクトライトの点灯（ ）／消灯（表示なし）が切り替わります。

3 コードを読み取る

JANコードとは

QRコードとは

コードを読み取る

幅の異なる縦の線（バー）で数字を表現しているバーコードの 1 つ
です。 8桁（JAN8）または 13桁（JAN13）のバーコードを読み
取れます。
左の JANコードでは、「4942857120448」という文字情報が読
み取れます。

縦横方向の模様で英数字や文字（漢字・カナ・絵文字）、メロディ、画像などのデータを
表現している2次元コードの1つです。
左のQRコードでは、「FOMA D701i」という文字情報が読み取れます。

約７～１０cm

ここに指先をかけ、
 （突起）が　の位置
で止まるまで回転さ
せます。

アウトカメラをコードに合わせると、自動的にコードが読み取られます。
正しく読み取れると確認音が鳴り、読み取ったデータが表示されます。
･ データが半角で 11000 文字、全角で 5500 文字を超える場合、超過
した文字は表示されませんが、保存はできます。
･ サブメニュー表示中など、読み取りを停止しているときは、画面右上の

が に変わります。

■ コードを読み取り直すとき
ap または m2 を押す
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4 m4 を押す

複数（最大16個）に分割されているデータは、画面に表示されるメッセージに従って、次々に読み取っ
てください。

読み取ったデータを利用する

･読み取りデータにより、行える操作は異なります。

情報を電話帳に登録するとき

1 待受画面で m64 を押し、レンズカバーを開ける

2 p を押し、データを選択する
■ 読み取りデータを削除するとき
a削除する読み取りデータにカーソルを合わせて m31 を押し、「はい」を選択する
･ すべて削除するときは、m32を押して端末暗証番号を入力し、「はい」を選択します。

分割されたQRコードを読み取る場合

おしらせ
●静止画撮影画面や動画撮影画面で m を押し、「モード切り替え」→「バーコードリーダー」を選択して
もバーコードリーダーに切り替わります。

●バーコードリーダー画面でm2を押し、1または2を押すと、静止画撮影、動画撮影に切り
替えられます。待受画面以外からバーコードリーダーを起動した場合は、切り替えられません。

●バーコードリーダーに対応しているｉアプリからもバーコードリーダーを起動できます。ｉアプリから起
動した場合、読み取ったデータはｉアプリで保存、利用されます。

●読み取ったデータのファイル名は、「読み取り日時＋ファイル項番 . 拡張子」になります。拡張子は JAN
コードでは「jan」、QRコードでは「qr」です（例：2005年 12月 5日 12時 34分に JANコードを
読み取った場合は「20051205123400.jan」）。同じ日時に保存したデータが既に保存されている場合
は、ファイル項番が+1されます。ただし、FOMA端末の日付・時刻が設定されていない場合、ファイル
名の日時部分は「------------」になります。ファイル名は変更できません。

読み取ったデータが FOMA端末に保存されます。
･ 既にデータが5件保存されているときやデータの保存領域の空きが足り
ないときは、保存されているデータを削除するかどうかの確認画面が表
示されます。「はい」を選択して保存されているデータを削除してくだ
さい。

■ 読み取ったデータの文字情報をコピーするとき
am1 を押す
bコピーの開始位置を選択する
･ 文字情報全体をコピーするときは mo を押します。

cコピーの終了位置を選択する

･ 途中で読み取りを中止するには、c を押します。既に読み取ったQRコー
ドのデータを破棄するかどうかの確認画面が表示されるので、「はい」を選択
してください。

残りのQRコード数／QRコードの総数

QRコードの総数分のマス
緑：最後に読み取った　青：読み取り済み　グレー：まだ読み取っていない

例
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3 電話帳に登録する情報にカーソルを合わせ、新規登録するときは m31、
更新登録するときは m32 を押し、1 または 2 を押す
選択した情報が入力されている電話帳の登録画面が表示されます。
･ 更新登録するときは、登録する電話帳データを選択します。

■ 情報を電話帳に一括登録するとき
a「電話帳登録」を選択し、1 または 2 を押す

電話帳の登録画面が表示されます。データによっては名前やフリガナなども入力されます。

■ メールを送信するとき
aメールアドレスまたは「メール作成」を選択する

メール作成画面が表示されます。
･「メール作成」を選択した場合、データによっては題名、本文も入力されます。

■ サイトまたはインターネットホームページに接続するとき
aURLを選択し、「はい」を選択する

■ URLをブックマークに登録するとき
aURLにカーソルを合わせて m33 を押す、または「ブックマーク登録」を選択する
b保存するフォルダを選択する
･「ブックマーク登録」を選択した場合、データによってはサイト名も登録されます。

■ ｉアプリを起動するとき
a「ｉアプリ起動」を選択する

■ 音声電話またはテレビ電話をかけるとき
a電話番号を選択し、カスタム発信の各項目を選択して発信条件を設定する ☛P58
bm を押し、「はい」を選択する

■ 静止画を保存するとき
a静止画のファイル名を選択し、「保存」を選択する
･「表示」を選択すると、静止画が表示されます。

b各項目を選択して設定し、p を押す ☛P343
c静止画の保存先を選択する

■ メロディを保存するとき
aメロディのファイル名を選択し、「保存」を選択する
･「再生」を選択すると、メロディが再生されます。

b表示名を入力し、p を押す
メロディがデータBOXのメロディの「データ交換」フォルダに保存されます。
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ｉモードとは
ｉモードでは、ｉモード対応 FOMA端末（以下、ｉモード端末）のディスプレイを利用して、
サイト（番組）接続、インターネット接続、ｉモードメールなどのオンラインサービスをご利用
いただけます。
･サイト（番組）接続
ｉMenuからメニューリストを選択して、天気、ニュースなど IP（情報サービス提供者）が提供する
各種オンラインサービスをご利用いただけます。さらにゲームや待受画像をダウンロードして楽しめ
ます。
･インターネット接続
ｉモード端末にホームページアドレス（URL)を直接入力することで、ｉモード対応のさまざまなホー
ムページを見ることができます。
･ｉモードメール
ｉ モード端末どうしをはじめ、インターネットのメールアドレスを持っている人となら誰とでも e-
mail のやりとりが最大全角 5000 文字までできます。さらにデコメールや静止画像、動画を送受信
して楽しいメールのやりとりができます。

･ｉ モードはお申し込みが必要な有料サービスです。お申し込みに関するお問い合わせは、取扱説明書裏
面をご覧ください。

サービスのしくみ

おしらせ
●新規で FOMAサービスのご契約をいただいた場合は、当日よりすべてのサービスがご利用になれます。
●mova サービス（ｉモードをご契約）から FOMAサービスへ契約を変更された場合、mova サービスで
ご利用いただいていた「マイメニュー」の内容は引き継がれます。なお、サイトによって FOMA に「マ
イメニュー」が引き継がれないサイトもございますので、その場合は、再登録をお願いします。また、「マ
イメニュー」引継対応サイトについては、ｉMenuの「お知らせ＆ヘルプ」でご確認できます。☛P177

●ｉモードは送受信した情報量（パケット数）に応じて課金されるサービスです。本取扱説明書においては、
料金に関する情報は記載しておりません。ご利用料金などにつきましては、ｉモードご契約時にお渡しい
たします『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

●ｉモードのサービス内容は変更することがありますので、詳しくは最新の『ｉモード操作ガイド』をご覧
ください。

サイト（番組）を提供します。

ｉモード端末 i モードセンター ＩＰ

ＦＯＭＡサービスエリア

インターネット

ＩＰとｉモード端末をつなぎます。
またメールやメッセージをお預
かりします。

ｉモードのサービスエリアは、
ＦＯＭＡサービスエリア（通話の
できるエリア）と同じです。

（情報サービス提供者）

パソコンなど
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サイト（番組）接続

簡単なキー操作でサイトに接続して、IP（情報サービス提供者）が提供する各種オンラインサービスを
ご利用いただけます。
たとえば銀行の残高照会・振込、チケット予約、ニュース、辞書検索、着信メロディのダウンロードな
どさまざまなオンラインサービスがあります。

ｉモードセンターに接続すると、最初にｉMenuが表示されます。ここから、各サイト（番組）や「週刊
ｉガイド」などへアクセスします｡

サイトを表示するには

メニュー名 機　能
a マイメニュー よく利用するサイトを登録しておくと、次回から簡単にサイトに接続できます。

☛P187
ｉMenu 内の有料サイトなどは自動的に登録されます。登録可能な件数は45件です。

b 週刊ｉガイド 新着サイトやおすすめサイトなど最新のサイト情報を毎週月曜日から金曜日までの毎
日更新して掲載します。

c メニュー
リスト

すべてのサイトをジャンル別・地域別に紹介するリストです。ここから見たいサイトを
選んで接続できます。

d とくする
メニュー

楽しいキャンペーン情報、プレゼントやお得な割引クーポン情報などが掲載されていま
す。毎週情報が更新されます（提供：D2コミュニケーションズ）。

e ｉエリア 今いる場所やその周辺に関する天気・地図・タウン情報などを簡単にご利用になれます。
f かんたん検索 「ゲーム」「待受画面」などのカテゴリからキーワード検索などで簡単にサイトを検索で

きます。
ｉアプリサーチ ｉ アプリを情報料が無料のものや、ゲームができるものなど目的別に紹介しているメ

ニューです。
便利サイトサーチ メニューリストの中から、日常的に利用できる便利なサイトを利用シーン別に合わせて

紹介しているメニューです。
gマイボックス サービスを提供するお店やサイトにあらかじめ登録することにより簡単にアクセスで

きる会員向けのサービスです。
h オプション設定 ｉモードメールの設定やｉモードパスワードの変更などを行います。
i お知らせ＆ヘルプ ドコモからのお知らせや、ｉモードの利用方法やご利用規則などを掲載しています。
■ 料金＆お申込 料金の確認やお支払い、また、ご契約内容の変更・各種サービスのお申し込みができます。
ENGLISH ｉMenu を英語表記に変更できます。

おしらせ
●サイトによっては、ご利用になるために情報料が必要なもの（ｉモード有料サイト）があります。
● IPが提供するサービスには、ご利用の際に別途お申し込みが必要なものがあります。
●ｉモードアイコンが点滅していても、ｉモードセンターとの通信中以外は、パケット通信料はかかりません。
●デュアルネットワークサービスご契約の場合、ｉMenu 画面などが一部異なります。

･サイトの表示方法 ☛P182
･画面はイメージです。設定によっては、表示が異なる場合があります。
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■ i チャネル
ニュースや天気などのグラフィカルな情報をドコモまたは IPがｉモード端末に配信するサービスで
す。
定期的に情報を受信し、最新の情報が待受画面にテロップとして流れたり、c を押すことで見ら
れるチャネル一覧に表示されます。さらにチャネル一覧でお好きなチャネルを選択することにより、
リッチな詳細情報を取得できます。

■ ｉモーション
ｉモードのサイトから映像や音をｉモード端末に取得し、再生したり、待受画面として楽しむこと
ができます｡
･ｉモーションを取得するには ☛P210 ･ｉモーションを再生するには ☛P316
･ｉモーションを自動再生設定するには ☛P212

■ 着モーション／着うた ®

ｉモードのサイトからｉモーションをｉモード端末に取得し、着信音や着信画像に設定できます。
メロディだけではなくお好きな歌手の歌声なども着信音としてご利用いただけます（一部の対応し
ていないｉモーションは着モーションに設定できません）。
･着モーションを設定するには ☛P114、P319
･「着うた」は株式会社ソニー・ミュージックエンタテインメントの登録商標です。

■ ｉアプリ
ｉアプリをサイトからダウンロードすることにより、ｉモード端末をより便利に活用いただけます。
たとえば ｉ モード端末にいろいろなゲームをダウンロードして楽しんだり、株価情報の ｉ アプリ
をダウンロードしたりすることにより、株価を定期的に自動チェックするなどが可能です。さらに、
地図のｉアプリでは必要なデータだけをダウンロードするため、スムーズなスクロールが可能です｡
･ｉアプリをダウンロードするには ☛P284 ･ｉアプリを起動するには ☛P285
･ｉアプリを自動起動するには ☛P292

■ ｉアプリ待受画面
ｉアプリ待受画面ではｉアプリを待受画面として利用することができ、そのままメールを受信した
り、電話をかけたりすることも可能です。ニュースや天気の最新情報を待受画面に表示させたり、お
好みのキャラクタがメール受信やアラームを知らせてくれたり、より便利な待受画面にすることも
可能です。
･ｉアプリ待受画面を設定するには ☛P121

こんなこともできます

i モードセンター

ニュースなどの
映像や音楽など

i モーション
ｉモード端末 ＩＰ

i モードセンター

ダウンロード ゲーム、株価情
報、ｅｔｃ.

i アプリ

ｉモード端末 ＩＰ
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■ ｉアプリＤＸ
ｉ アプリ ＤＸ では、ｉ モード端末の情報（メールや発着信履歴、電話帳データなど）と連動する
ことにより、お好みのキャラクタ画面でメールを作成したり、着信時にキャラクタのコメントで誰
からの着信かを知らせたり、メールと連動して、株価などの欲しい情報やゲームの進行がよりリア
ルタイムに更新されるなど、ｉアプリをより便利に楽しく利用することが可能です。
･ｉアプリDXとは ☛P282

■ 赤外線通信機能
赤外線通信機能が搭載された携帯電話、パソコンなどと電話帳やメール、ブックマークなどを送受
信できます。※1

また、ｉアプリで赤外線通信を利用することにより、赤外線通信機能が搭載された機器と連動して、
より広がった使いかたができます。たとえば携帯電話をテレビのリモコンや会員証などとして利用
することが可能です。
※1：相手の機器によっては、赤外線通信機能が搭載されていても通信できないデータがあります。
･赤外線通信モードにするには ☛P345、P300

■ SSL通信
SSL とは認証／暗号技術を使用して、プライバシーを守ってより安全にデータ通信を行う方式のこ
とです。SSL ページではデータを暗号化して送受信することにより、通信途中での盗聴やなりすま
し、書きかえを防止し、クレジットカード番号や住所などお客様の個人情報をより安全にやりとり
できるようにしています。
SSL通信には、ｉモード端末から特別な操作なしに、端末内のCA証明書を利用し、SSLに対応した
サイト（SSL ページ）を表示するものと、FirstPass センターからダウンロードしたユーザ証明書を
利用し、SSLに対応したサイト (SSLページ )を表示するものと２つあります。なお、サイトによって
使用する証明書は異なります。☛P207
･ FirstPass センターに接続中は、メールの送受信、メッセージR/F の受信ができません。
･ｉモード端末に保存されているCA証明書を利用するには ☛P207
･ FirstPass のユーザ証明書を利用するには ☛P208

赤外線通信機能搭載機器

赤外線通信機能
搭載携帯電話

ｅｔｃ.パソコン

ｉモード端末

i モードセンター
なりすまし

なりすまし：第三者がサイトになりすまして、
　　　　　　不正にお客様の情報を入手した
　　　　　　りすることです。

盗　聴書きかえ

解  読

暗号化解  読

暗号化

ｉモード端末 ＩＰ
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■ FOMAカード動作制限機能
お客様情報（電話番号・電話帳（一部）など）を格納している FOMAカードを、ｉモード端末に挿
入して、サイトからダウンロードしたり、メールにて取得したメロディ・静止画・ｉ モーション
などのファイルの動作を制限します。また、別の FOMAカードに差し替えたり、または未挿入の状
態で電源をONにした場合、取得したファイルの再生や表示をできなくする機能です。☛P40
･カメラ機能によりお客様が撮影した静止画・動画、外部メモリからｉモード端末内に保存したファ
イルについては、本機能の対象外となります。
･着信音や待受画面設定など、ｉ モード端末に設定していた場合、本機能により設定がリセットさ
れます。

■ ｉメロディ
サイトから最新の曲やお好みの曲をｉモード端末にダウンロードし、着信音として利用できます。
☛P195

■ ｉアニメ
サイトからお好みのアニメーション画像をｉモード端末にダウンロードし、待受画面や着信画面に
表示できます。☛P194

■ メッセージサービス
メッセージサービスは、欲しい情報（メッセージ）が自動的にお客様のｉモード端末に届くサービ
スです。メッセージサービスにはメッセージR（リクエスト）とメッセージ F（フリー）があります｡

･メッセージサービスの受信方法は ☛P201、P239
･メッセージF（フリー）の設定について、2004年10月1日以降にFOMAの新規ご契約と同時にｉモー
ドをお申込みの場合は、メッセージ F設定の初期設定が「受信する」となっております。お客様が受信を希
望されない場合は、メッセージ F設定をお客様ご自身で「受信しない」設定に変更していただく必要があり
ますので、ご了承ください。
・上記の場合以外のお客様がメッセージ Fをご利用になるには、あらかじめオプション設定からの受信設
定が必要です。初期設定では、「受信しない」設定になっております。
詳細はｉモードご契約時にお渡しいたします『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

･電源が入っていない、圏外などで受信できないときは、メッセージR/F はｉモードセンターに保管され
ます。
･ｉ モードセンターでのメッセージ R/F の保管件数、保管期間は次のとおりです。最大保管期間を過ぎた
メッセージR/F は削除されます。最大保管件数を超えた場合は、最も古いメッセージR/F から順に削除
されます。

･ｉモードセンターに保管されたメッセージR/F は、ｉモード問合せ（☛P239）により受信できます。

■ トクだねニュース便
メッセージR（リクエスト）機能を利用し、ニュースや天気などの情報をｉモード端末にドコモが
配信するサービスです。
トクだねニュース便はお申し込みが必要な有料サービスです。お申し込み完了後、自動的にマイメ
ニュー登録され、マイメニューからアクセスしても同じ情報を見ることができます。
･メッセージRの画面の見かたは ☛P205

■ ｉモードパスワード
有料サイトのお申し込みやマイメニューの登録・解除、ｉ モードメールの設定などを行うときには
「ｉモードパスワード」が必要です。ご契約時は「0000」に設定されていますので、お客様独自の
4桁の数字に変更してください。☛P187
ｉモードパスワードは他人に知られないように十分にご注意ください。

メッセージリクエスト
（メッセージR）

メッセージサービスを提供するサイトでお申し込みいただくと、欲しい情報が
自動的に届けられるメッセージです。

メッセージフリー
（メッセージ F）

パケット通信料が無料で届けられるメッセージです｡

メッセージ名 最大保管件数 最大保管期間
メッセージR 300件 72時間
メッセージ F 300件 72時間
180 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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インターネット接続

インターネットホームページのアドレス（URL）を入力することにより、インターネットに接続し、
ｉ モード対応のインターネットホームページを表示できます。
･表示方法は☛P188

おしらせ
●ｉモード対応のインターネットホームページ以外は正しく表示されない場合があります。ｉモード対応のイ
ンターネットホームページとは、ｉモード対応のタグなどで作成されたホームページのことです。

●パソコン上での表示とは異なる場合があります。
●URLが 512文字を超えるインターネットホームページは、表示できない場合があります。

ｉモードのご使用にあたって
●サイト（番組）やインターネット上のホームページ（インターネットホームページ）の内容は、一般に著
作権法で保護されています。これらサイト（番組）やインターネットホームページから ｉ モード端末に
取り込んだ文章や画像などのデータを、個人として楽しむ以外に、著作権者の許可なく一部あるいは全部
をそのまま、または改変して販売、再配布することはできません。

●ｉモード端末に保存されている内容（メール、メッセージR/F、画面メモ､ｉアプリ､ｉモーション）や
ブックマークなどの登録内容は、ｉ モード端末の故障、修理やその他の取り扱いによって消失する場合が
ありますので、登録内容や重要な内容は控えをとっておくことをおすすめします。万一、保存されている
内容や登録した内容が消失した場合、当社としては責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

●ｉモード端末の修理などを行った場合、ｉモード・ｉアプリ・ｉモーションにてダウンロードした情報は、
一部を除き著作権法により新しい携帯電話への移行を行っておりません。また、別の FOMA カードに差し
替えたり、FOMA カードを未挿入のまま電源を ON にした場合、機種によってサイトから取り込んだ静止
画・ｉ モーション・メロディやメールで送受信した添付ファイル（静止画・動画・メロディ）、画面メモお
よびメッセージR/Fなどは表示・再生できません。

●FOMAカード動作制限機能が設定されているデータを待受画面や着信音などに設定していると、別のFOMA
カードに差し替えた場合や FOMA カードを差し込んでいない場合に、設定がお買い上げ時の状態に戻りま
す。データを受信・ダウンロードしたときに使用したFOMAカードを差し込むと、設定は元の状態に戻ります。

おしらせ
●miniSDメモリーカードを利用することにより、メールやブックマークなどの内容を保存できます。
また、パソコンをお持ちの場合は、添付のCD-ROM内の FOMA DシリーズデータリンクソフトとFOMA
USB接続ケーブル（別売）を利用して、メール、ブックマークなどの内容をパソコンに転送・保管できます。
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サイトを表示する

Menu 21

サイトを表示する

1 待受画面で d1 を押す

2「cメニューリスト」を選択する

3 見たい項目を選択する
サイトに接続されます。以降同様に目的のページを表示します。

4 サイトを見終わったら f を押し、「はい」を選択する

おしらせ
●サイト表示中にｉMenu に戻る場合はmを押し、「 Menu」を選択します。
●サイトからお客様の「携帯電話／ FOMA カード（UIM）の製造番号」が要求されたときは、確認画面が
表示されます。「はい」を選択すると、お客様の「携帯電話／ FOMAカード（UIM）の製造番号」が送信
されます。送信される「携帯電話／ FOMAカード（UIM）の製造番号」は、IP（情報サービス提供者）が
お客様を識別し、お客様にカスタマイズした情報を提供したり、IP（情報サービス提供者）の提供するコ
ンテンツが、お客様の携帯電話で使用できるかどうかを判定するために使われます。
送信するお客様の「携帯電話／ FOMAカード（UIM）の製造番号」は、インターネットを経由して IP（情
報サービス提供者）に送信されるため、場合によっては第三者に知得されることがあります。なお、この
操作によりご使用の電話番号、お客様の住所や年齢、性別が、IP（情報サービス提供者）等に通知される
ことはありません。

●サイトからユーザ名、パスワードの入力が要求されたときは、ユーザ名、パスワードの入力画面が表示さ
れます。サイトのユーザ名、パスワードを入力し、pを押します。

●画像を含むサイトを表示したとき、画像の代わりに次のマークが表示されることがあります。

●ｉモードは通信を使ったサービスのため、圏外ではご利用になれません。

ｉモード中点滅
･ ｉ モード接続中画面で o を押すと、接続が中
止されます。
･ サイト表示中に8を1秒以上押すと、ｉモー
ドが切断されます。
･ a、bなどの番号付きの項目は、項目に対応す
る番号のキーを押して選択します（ダイレクト
キー機能）。ただし、サイトによっては選択でき
ない場合があります。

･ ページ取得中に p を押すと、ページの取得が中止されます。

：表示・効果設定で画像を「表示しない」に設定しているときや、受信中に圏外になるなどで画像
を受信できなかったとき

：画像のデータが不正なときや画像が見つからないとき
：画像のURLの誤りなどで画像を取得できないとき
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SSLページに接続する

通常のサイトの表示と同様の操作で、SSLに対応したサイト（SSLページ）を表示できます。
･ SSLページによっては、日付・時刻の設定をしないと接続できない場合があります。
･ FirstPass 対応ページに接続するには、ユーザ証明書を FirstPass センターからダウンロードし、
緑色の FOMA カードに保存する必要があります。青色の FOMA カードを差し込んでいる場合は
FirstPass センターに接続できません。

SSL通信開始の画面が表示されます。SSLページが表示されると画面右上に が表示されます。

■ SSLページ表示中に証明書を表示するとき
am92 を押す
･ 証明書の内容 ☛P207

確認面画が表示されます。「はい」を選択すると通常ページが表示され、画面右上の が消えます。

次の画面が表示されます。

a「はい」を選択する
b PIN2コードを入力する

ユーザ証明書が送信され、FirstPass 対応ページが表示されます。

Menu 25

最後に表示したページに再接続する ラストURL

ラストURLを利用すると最後に表示したページに簡単に再接続できます。
･ページによっては、表示できないことがあります。また、最後に表示したページと異なることがあり
ます。

1 待受画面で d5 を押す
･ ラストURLが記録されていないときは、ラストURLがない旨のメッセージが表示されます。

2 o を押す

SSLページに接続する

SSLページから通常ページに進む

FirstPass 対応ページに接続する

おしらせ
●サイトとの通信の安全性が確認できない場合、接続するかどうかの確認画面が表示されます。接続すると
きは「はい」、接続しないときは「いいえ」を選択します。

●SSL通信を行うには、接続サイトと FOMA端末に同じ認証機関が発行した「証明書」という電子情報が
必要です。☛P207

●FirstPass対応サイトに接続した際のパケット通信は、パケ・ホーダイの対象となります。
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サイトの見かたと操作

リンク先や項目を選択する

ｉモード接続中、サイトによっては次のような操作ができます。

■ リンク先の表示
a% を押して項目にカーソルを合わせて o を押す
･ 画像にリンクが設定されている場合もあります。画像にカーソルを合わせて（枠で囲まれます）

o を押すと、リンク先が表示されます。
･ a、bなどの番号付きの項目は、項目に対応する番号のキーを押して選択します（ダイレクト
キー機能）。ただし、サイトによっては選択できない場合があります。

■ 文字の入力
a% を押して文字入力欄にカーソルを合わせて o を押す
b文字を入力する
･ ｉモードパスワードなどを入力した場合、「＊」で表示されることがあります。
･ 文字入力画面で m82 を押すと、バーコードリーダーで読み取った内容を入力できま
す。

■ ラジオボタンの選択
a% を押してラジオボタンにカーソルを合わせて o を押す

■ チェックボックスの選択
a% を押してチェックボックスにカーソルを合わせて o を押す
･ を選択すると に戻ります。

■ プルダウンメニューの選択
a% を押してプルダウンメニューにカーソルを合わせて o を押す
bメニュー項目を選択する
･ サイトによっては、プルダウンメニュー選択画面で % を押して項目にカーソルを合わせて o
を押す操作を繰り返して複数の項目が選択できます。選択後は p を押します。

■ ボタンの選択
a% を押してボタンにカーソルを合わせて（実線枠で囲まれます）o を押す

おしらせ
●ラジオボタン、チェックボックス、プルダウンメニュー、文字入力欄で入力／設定した内容は、登録した
ブックマークや画面メモには反映されません。

リンク先
表示中のページから関連するページへ進むための項目です。カーソルを合わ
せると反転表示されます。
文字入力欄（入力文字種と文字数は、文字入力欄によって異なる）
ラジオボタン（ ：選択されていない状態　　 ：選択されている状態）
選択肢の中から１つだけ選択できます。
チェックボックス（ ：選択されていない状態　　 ：選択されている状態）
選択肢の中から複数選択できます。
プルダウンメニュー
ボタン（名称はサイトによって異なる）
ページの設定内容を確定してサイトへ送信したり、取り消しなどができます。
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Flash 機能

Flash とは、絵や音を利用したアニメーション技術です。多彩なアニメーションや表現力豊かなサイト
を表示できます。また、Flash を利用した画像（Flash 画像）をｉモード端末にダウンロードし、待
受画面や着信画面に設定することもできます。
･ Flash 画像によっては、お客様の ｉ モード端末の端末情報データを利用するものがあります。端末
情報データを利用するためには、表示・効果設定の登録データ利用設定を「利用する」に設定してく
ださい。お買い上げ時は「利用する」に設定されています。なお、Flash 画像が利用する登録データ
には次のものがあります。
・電池残量 ・受信レベル ・時刻情報 ・着信音量設定 ・バイリンガル設定 ・機種情報

･表示・効果設定の画像を「表示しない」に設定した場合は表示されません。
･ Flash 画像を利用したサイトでは、操作は同じですが、表示が異なる場合があります。
･ Flash 画像によっては、画像保存したり、画面メモに保存しても画像の一部が保存されないなど、サ
イトで表示したときと見えかたが異なる場合があります。
･待受画面や着信画面に設定された Flash 画像のメロディは再生されません。
･ Flash 画像が表示されていても、正しく動作しない場合があります。また、正しく動作しない Flash
画像は保存できない場合があります。
･再生中にエラーが発生した Flash 画像は保存できません。
･ Flash 画像によっては の表示の有無によらず、Flash 画像の操作ができない場合があります。
･ Flash 画像を再度動作させる場合は、m96を押してください。
･ Flash 画像によっては効果音が鳴る場合があります。音量は電話着信音の音量設定に従います。効果
音を鳴らさない場合は、m93を押し、効果音設定を「OFF」に設定してください。
･ Flash画像によっては、再生中にFOMA端末を振動させる場合があります。バイブレータ設定を「OFF」
に設定しても振動しますのでご注意ください。
･ FOMA 端末に保存した Flash 画像をデータ BOX などから再生するときも、効果音やバイブレータ
は動作します。ただし、Flash 画像中の項目選択操作は行えないため、項目を選択して効果音やバイ
ブレータを動作させることはできません。
･再生中に 30 秒以上操作しなかった場合は、一時停止します。再開するには、o、%、n、t、

a、p、0～9、(、#のいずれかのキーを押してください。
･再生中に他の画面に切り替えた場合、再度表示すると Flash 画像の先頭から再生されます。

前のページに戻る／進む

FOMA端末は、ページの履歴をキャッシュに最大20件記録しています。これにより前のページに戻っ
たり、次のページに進めたりできます。
･キャッシュとは、表示したページのデータを一時的に記録する端末内の場所のことです。& を押し
て、通信を行わずにキャッシュに記録されたページを表示できます。ただし、キャッシュサイズを
オーバーしていたり、サイトによって必ず最新情報を読み込むように設定されたページを表示すると
きは、通信を行います。
･ FirstPass センター接続中（☛P208）は本機能を利用できません。

Flash 画像について
185つづく
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画面をスクロールする

情報を再読み込みする

接続の中断などでサイトが表示できなかった場合、再読み込みを行うと表示できることがあります。

1 サイト表示中に m5 を押す

表示中のサイトのURLを表示する

1 サイト表示中に m91 を押す

おしらせ
●ページ A →ページ B →ページ C の順に表示（a、b）した後で
ページ A に戻り（c、d）、ページ D に進む（e）と、ページ A
→ページ B→ページ Cの表示履歴は消去されます。ページDから
ページAには戻れますが、さらにページBには戻れません。

●サイトの表示履歴が満杯になるとキャッシュ内の履歴が消去される
場合があり、lを押しても前のページに戻れないことがあります。

●履歴が削除されたページを再度表示する場合や、最新情報を読み込
むように設定（作成）されたページを表示する場合は、再度通信が行われ新しいページが表示されます。
ただし、表示するページによっては履歴が記録されていても通信を行う場合があります。

●入力した文字や設定などの情報は記録されません。
●ｉモードを終了すると、キャッシュ内の履歴はすべて消去されます。
●Flash 画像が表示されている場合は、ページの操作方法が異なることがあります。

おしらせ
●URL履歴一覧、ブックマーク一覧、ツータッチサイト一覧、画面メモ一覧ではpを押します。

r

l

2つ前のページ 1つ前のページ 現在のページ

前のページに戻れることを示す 次のページに進めることを示す

r

l

a

d
e

A →
←

b

c

→
←

↓

D

B C

すべての行が表示されていないとき、またはリンク項目が選択できるときは△や▽
が表示されます。
･% を押してスクロールします。押し続けると連続スクロールできます。
･t、a を押すと画面単位でスクロールします。押し続けると画面単位で連続ス
クロールとなります。
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マイメニューを使う マイメニュー

サイトをマイメニューに登録すると、次回からそのサイトを簡単に表示できます。
･最大45件登録できます。
･登録にはｉモードパスワードが必要です。ｉモードご契約時には「0000」に設定されています。
･mova サービス（ｉ モードをご契約）から FOMA サービスへ契約を変更された場合、mova サービ
スで利用していた「マイメニュー」の内容は引き継がれます。ただし、FOMA に「マイメニュー」が
引き継がれないサイトもありますので、その場合は再登録が必要です。なお、「マイメニュー」引継対
応サイトについては、ｉMenuの「お知らせ&ヘルプ」で確認できます。☛P177
･ｉMenuのメニューリスト内の有料サイトに申し込むと自動的にマイメニューに登録されます。
･マイメニューに登録できるのはｉMenuのメニューリスト内のサイトだけです。ただし、登録できない
サイトもあります。インターネットホームページを登録する場合はブックマークに登録してください。

マイメニューに登録する

1 サイトを表示し、「マイメニュー登録」を選択する
･ 各サイトによりページ構成が異なりますので、該当する番号のキーを押すか、該当する項目を選
択します。

2 ｉモードパスワード欄を選択し、ｉモードパスワードを入力する
･ 入力したパスワードは「＊」で表示されます。

3「決定」を選択する

マイメニューからサイトを表示する

1 ｉMenuで「aマイメニュー」を選択する

2 表示するサイトを選択する

ｉモードパスワードを変更する ｉモードパスワード変更

マイメニュー登録／削除、メッセージサービスや ｉ モード有料サイトの申し込み／解約、メー
ル設定を行うときはｉモードパスワードが必要です。ｉモードパスワードはｉモードご契約時
には「0000」に設定されていますので、お客様独自の ｉ モードパスワード（4 桁の数字）に
変更してください。なお、ｉモードパスワードは他人に知られないように十分にご注意ください。
･入力したパスワードは「＊」で表示されます。
･ｉ モードパスワードを万一お忘れになったときは、ご契約されたご本人であるかどうかが確認できる
もの（運転免許証など）を、ドコモショップなど窓口までご持参いただくことが必要になりますので
ご注意ください。

1 ｉMenuで「hオプション設定」を選択し、「bｉモードパスワード変更」を選択
する
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2 現在のパスワード欄を選択し、ｉモードパスワードを入力する

3 新パスワード欄を選択し、新しいｉモードパスワードを入力する

4 新パスワード確認欄を選択し、操作3と同じｉモードパスワードを入力する

5「決定」を選択する
･ 入力内容に誤りや抜けがあるとエラー画面が表示されます。「再入力」を選択し操作し直します。

Menu 231

インターネットホームページを表示する インターネット接続

･ｉモードに対応していないインターネットホームページは正しく表示されない場合があります。

1 待受画面で d31 を押す
･ 2回目からは前回接続したURLが表示されます。

2 URLを入力して p を押す（半角256文字まで）
･「 / 」「 ． 」「 - 」などの記号は、英字入力モード時に 1 を押して入力します。また、「http:/
/www.」「.co.jp」「.ne.jp」「.com」「.html」などは、英字入力モード時に ( を押して入力
できます。

Menu 232

URL履歴を使って表示する URL履歴

FOMA 端末は、接続したインターネットホームページの URL を新しい順に最大 20 件記録していま
す。この履歴からインターネットホームページに接続できます。

1 待受画面で d32 を押す

2 表示するインターネットホームページのURLを選択する
･ URLが途中までしか表示されていないときは、URLにカーソルを合わせて p を押します。

■ URL履歴を削除するとき
a削除するURLにカーソルを合わせて m41 を押す
･ すべて削除するときは m42 を押し、端末暗証番号を入力します。

b「はい」を選択する

おしらせ
●サイト画面ではmを押し、「Internet」→「URL入力」を選択します。
●インターネットホームページ表示中の操作方法は、ｉモードのサイトの場合と同じです。
●受信データが 1 ページの最大サイズを超えたときはメッセージが表示されます。o を押すとメッセージ
が消去され、受信できた分のデータが表示されます。
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文字を正しく表示する 文字コード

サイトやインターネットホームページの文字が正しく表示されないときは、文字コードを変更すると正
しく表示できる場合があります。文字コードとは、文字をコンピュータで利用可能にするために作られ
た取り決めや仕組みの総称のことです。

1 サイトやインターネットホームページ表示中に m951 を押す
･ 押すたびに文字コードが、自動選択→SJIS → EUC→ JIS → UTF8の順に切り替わります。操
作を5回繰り返すと元の表示に戻ります。
･ サイトやインターネットホームページを表示した時点では「自動選択」に設定されています。

ホームページやサイトを登録してすばやく表示する ブックマーク

同じサイトの同じページを頻繁に見るときは、ブックマークに登録すると便利です。ブックマー
クを選択するだけで、登録したページをすばやく表示できます。
･最大登録件数☛P38
･URLが半角256文字を超えるサイトはブックマークに登録できません。
･サイトによってはブックマークに登録できない場合があります。

ブックマークに登録する

･ブックマークを20個のフォルダに分類できます。

1 ブックマークに登録するサイトを表示して m21 を押す

2 登録先フォルダを選択する

おしらせ
●サイト画面ではmを押し、「Internet」→「URL履歴」を選択します。
●URL履歴が20件を超えた場合は、一番古いURL履歴に上書きされます。

おしらせ
●操作を繰り返しても、文字を正しく表示できない場合があります。
●文字が正しく表示されているときに文字コードを変更すると、正しく表示されなくなる場合があります。

おしらせ
●画面メモ一覧、画面メモ表示画面、URL履歴一覧ではmを押し、「Bookmark 登録」を選択します。サ
イト画面で mを押し、「Internet」→「URL 履歴」を選択して URL 履歴一覧を表示しても同様に操作
できます。

●ブックマークが最大登録件数を超えるときは、登録済みのブックマークを上書きするかどうかの確認画面
が表示されます。登録する場合は上書きするブックマークを選択します。

●既に同じURLが登録されているときは、上書きするかどうかの確認画面が表示されます。
上書きする場合は「はい」を選択します。
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Menu 22

ブックマークからホームページやサイトを表示する

1 待受画面で d2 を押す

2 フォルダを選択する
：ブックマークなし　 ：ブックマークあり

3 表示するブックマークを選択する
■ URLを確認するとき
a確認するブックマークにカーソルを合わせて p を押す

ブックマークのフォルダ名を変更する

1 待受画面で d2 を押す

2 変更するフォルダにカーソルを合わせて m3 を押す

3 フォルダ名を変更して p を押す（全角8文字（半角16文字）まで）

ブックマークのタイトルを変更する

･登録されているブックマークのURLを変更する操作ではありません。

1 待受画面で d2 を押し、フォルダを選択する

2 変更するブックマークにカーソルを合わせて t を押す

3 タイトル名を変更して p を押す（全角12文字（半角24文字）まで）
･ タイトルを入力しないで登録すると、ブックマーク一覧ではURLが表示されます。
･ タイトルまたはURL が全角で 10 文字、半角で 21 文字を超える場合、ブックマーク一覧では
全角で9文字、半角で19文字と「…」が表示されます。

少ないキー操作でサイトに接続する ツータッチ登録

ブックマークをツータッチ登録すると、待受画面から手早くサイトやインターネットホームページを表
示できます。

1 待受画面で d2 を押し、フォルダを選択する

2 登録するブックマークにカーソルを合わせて m2 を押す
･ 解除するとき：解除するブックマークにカーソルを合わせて m2 を押す

おしらせ
●サイト画面ではmを押し、「Bookmark」→「表示」を選択します。
190 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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3 登録先を選択する
･ アイコンの番号（ ～ ）が、サイト表示に使用するキー（0 ～ 9）に対応します。

1 待受画面でツータッチ登録した番号のダイヤルキー（0 ～ 9）を押し、d を
押す
■ ツータッチサイト一覧からサイトを表示するとき
a待受画面で d91 を押す
bブックマークを選択する

ブックマークを削除する

･ブックマークのフォルダは削除できません。

1 待受画面で d2 を押し、フォルダを選択する
■ 全件削除するとき
aフォルダ一覧で m2 を押し、端末暗証番号を入力して操作3に進む

■ フォルダ内のブックマークを全件削除するとき
aフォルダにカーソルを合わせて m1 を押し、端末暗証番号を入力して操作3に進む

2 削除するブックマークにカーソルを合わせて m31 を押す
■ 複数削除するとき
am32 を押し、ブックマークを選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。

bp を押す

■ フォルダ内のブックマークを全件削除するとき
am33 を押し、端末暗証番号を入力する

3「はい」を選択する

ブックマークを移動／コピーする

ブックマークを別のフォルダに移動したり、miniSDメモリーカードにコピーできます。

1 待受画面で d2 を押し、フォルダを選択する

おしらせ
●ブックマーク一覧では、登録されたブックマークのマークが から ～ に変わります。
●待受画面で d91 を押すと、ツータッチ登録されているブックマーク一覧が表示されます。ブック
マークにカーソルを合わせてm1を押し、「はい」を選択するとツータッチ登録を解除できます。

ツータッチでサイトを表示する

おしらせ
●ツータッチ登録されているブックマークを削除すると、ツータッチ登録も解除されます。
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2 移動するブックマークにカーソルを合わせて m61 を押す
■ 複数移動するとき
am62 を押し、ブックマークを選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。

bp を押す

■ miniSDメモリーカードへ1件コピーするとき
am631 を押し、「はい」を選択する

■ miniSDメモリーカードへバックアップ（全件）するとき
am632 を押す
b端末暗証番号を入力し、「はい」を選択する

3 移動先のフォルダを選択する

ブックマークを並べ替える ソート

ブックマーク一覧の並び順を一時的に並べ替えます。並べ替えはすべてのフォルダが対象です。
･アクセス日付順、タイトル名順、URL順、アクセス回数順が選択できます。

1 待受画面で d2 を押し、フォルダを選択する

2 m7 を押し、1 ～ 4 を押す

サイトの内容を保存する 画面メモ

画面メモを保存する

･最大保存件数☛P38
･保存できるファイルサイズは、画面内の画像などを含め1件あたり最大100Kバイトです。

1 画面メモに保存するサイトを表示して m41 を押す
･ サイトのタイトルが自動的に保存されます。タイトルがない場合は「無題」として保存されます。

お買い上げ時 アクセス日付順

おしらせ
●ブックマークの表示を終了すると、並び順は「アクセス日付順」に戻ります。
●タイトル名順の場合、タイトルに全角／半角の文字や英字、漢字、タイトルがなくURL表示になっているも
のが混在していると、50音順にならない場合があります。

おしらせ
●画面メモの保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を超えるときは、FOMA 端末に保存されてい
る画面メモを上書きするかどうかの確認画面が表示されます。画面の指示に従い保存可能な空き容量が確
保できるまでFOMA端末内の画面メモを削除してください。保護されている画面メモは上書きされません。
192 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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Menu 24

画面メモを表示する

1 待受画面で d4 を押す

2 表示する画面メモを選択する
：通常の画面メモ　 ：保護されている画面メモ

･ 画面メモ表示中の操作方法は、一部を除きサイト表示中と同じです。☛P184

画面メモのタイトルを変更する

1 待受画面で d4 を押す

2 変更する画面メモにカーソルを合わせて t を押す

3 タイトル名を変更して p を押す（全角12文字（半角24文字）まで）
･ タイトルを入力しないで登録すると、画面メモ一覧では「無題」と表示されます。

画面メモを保護する

･最大保護件数☛P38

1 待受画面で d4 を押す

2 保護する画面メモにカーソルを合わせて m11 を押す
画面メモが保護され、マークが から に変わります。
･ 解除するとき：解除する画面メモにカーソルを合わせて m13 を押す

■ 複数保護するとき
am12 を押し、画面メモを選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。ただし、最大保護件数を
超える場合は全選択できません。

bp を押す

■ 複数解除するとき
am14 を押し、画面メモを選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。

bp を押す

■ 全件解除するとき
am15 を押す

おしらせ
●サイト画面ではmを押し、「画面メモ」→「表示」を選択します。
●画面メモ表示画面で Flash 画像を再度動作させるときは、mを押し、「表示」→「リトライ」を選択します。

おしらせ
●画面メモ表示画面ではmを押し、「タイトル変更」を選択します。
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画面メモを削除する

･保護されている画面メモは削除できません。全件削除でも保護されている画面メモは削除されずに残
ります。保護を解除してから削除してください。

1 待受画面で d4 を押す

2 削除する画面メモにカーソルを合わせて m21 を押す
■ 複数削除するとき
am22 を押し、画面メモを選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。

bp を押す

■ 全件削除するとき
am23 を押し、端末暗証番号を入力する

3「はい」を選択する

サイトから画像やメロディなどをダウンロードする

サイトやメッセージから画像を取得する 画像保存

サイトやメッセージR/F、ｉアプリなどから、画像やフレームなどを取得し保存します。保存し
た画像は「マイピクチャ」から表示したり、待受画面などに設定できます。
･最大保存件数☛P38
･保存できる画像のファイルサイズは1件あたり最大100Kバイトです。
･GIF 形式、JPEG形式、Flash 形式の画像を保存できます。

サイトからダウンロードするとき

1 画像のあるサイトを表示して m6 を押す

2 画像を選択する

おしらせ
●データ一括削除を行うと保護した画面メモもすべて削除されます。☛P394
●画面メモ表示画面ではmを押し、「保護」／「保護解除」を選択します。

おしらせ
●画面メモ表示画面ではmを押し、「削除」を選択します。

例

･ 保存する画像に枠が付きます。
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3 各項目を選択して設定する
･ サイトからダウンロードした画像ファイルは、ファイル制限を変更できません。
･ メール添付や FOMA端末外への出力が禁止されている画像（ファイル制限欄に「あり」と表示）
は表示名以外は変更できません。
･ 表示名は全角・半角を問わず36文字まで入力できます。
･ ファイル名は半角英数字と「 . 」、「 - 」、「 _ 」で 36 文字まで入力できます。ただし、「 . 」は
ファイル名の先頭に使用できません。
･ コメントは全角・半角を問わず100文字まで入力できます。
･ フレーム候補、スタンプ候補を設定するときは、設定する項目を選択して 1 または 2 を
押します。

4 p を押し、保存先を選択する
･ m を押すと、画像を設定できる一覧が表示され、待受画面などに設定できます。☛P307

サイトからメロディをダウンロードする ｉメロディ

サイトからメロディをダウンロードし、再生・保存します（ｉメロディ対応）。保存したメロディ
は「メロディ」から再生したり、着信音に設定できます。
･最大保存件数☛P38
･保存できるメロディのサイズは1件あたり最大100Kバイトです。
･ SMF形式、MFi 形式のメロディを保存できます。

1 メロディのあるサイトを表示し、メロディを選択する
･ ダウンロード中に p を押すとダウンロードを中止します。

2「保存」を選択する
･ 再生するとき：「再生」を選択する
･ 保存を中止するとき：「戻る」を選択して確認画面で「いいえ」を選択する

3 p を押す
メロディは、メロディの「 モード」フォルダに保存されます。☛P326
･ 表示名は全角25文字（半角50文字）まで入力できます。

おしらせ
●既に保存している画像と同じ表示名、ファイル名で画像を保存できます。
●画像ファイルによっては選択できない項目があります。
●画像によっては正しく表示できない場合があります。
●画像入りのサイトを表示する際、画像の横幅がディスプレイより大きいときは縮小して表示されます。
●横縦（または縦横）のサイズが、GIF形式は640×480、JPEG形式は1224×1632を超える画像は
保存できません。また、JPEGの種類によっては保存できない場合があります。

●横縦（または縦横）のサイズが 352 × 288 を超える画像はフレーム候補にできません。また、240 ×
320を超える画像はスタンプ候補にできません。

●画像の保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を超えるときは、FOMA端末に保存されている画像
を削除するかどうかの確認画面が表示されます。画面の指示に従い保存可能な空き容量が確保できるまで
FOMA端末内の画像を削除してください。
･削除する前に画像一覧でpを押すと画像の表示、mを押すと詳細情報の表示ができます。
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ｉモードの便利な機能

ｉモードの便利な機能

Phone To（AV Phone To）・Mail To・Web To 機能を使う

表示中の画面（サイト、画面メモ、メッセージR/Fなど）の電話番号やメールアドレス、URLから、音
声電話の発信（Phone To）、テレビ電話の発信（AV Phone To）、メールの作成（Mail To）、サイト
への接続（Web To）が行えます。
･サイトによっては、利用できない機能があります。

1 サイトを表示し、電話番号、メールアドレス、またはURLを選択する
･ カーソルを合わせられる電話番号、メールアドレス、URLのみ選択できます。

■ Phone To（AV Phone To）のとき
カスタム発信の画面が表示されます。
aカスタム発信の各項目を選択して設定する
bm を押して「はい」を選択する
･ 利用できる電話番号の最大桁数は26桁（＋で始まる番号は＋を含め27桁）です。

■ Mail To のとき
選択したメールアドレスが宛先に設定されているメール作成画面が表示されます。
aｉモードメールを作成して送信する
･ SMSは作成できません。
･ 複数のメールアドレスが続けて表示されている場合、Mail To機能を利用できないことがあり
ます。
･ 利用できるメールアドレスの最大文字数は50文字です。

■ Web To のとき
選択したURLサイトに接続されます。
･ 利用できるURLの最大文字数は約2000文字です。

URLをコピーする

表示中のサイトや画面メモのURL をコピーします。コピーした文字は、メール作成画面や電話帳の登
録画面などの入力欄に貼り付けられます。
･コピーした文字は電源を切るまで FOMA 端末に記録され、別の場所に何度でも貼り付けることがで
きます。
･記録できるのは1件だけです。新たにコピーを行うと、直前にコピーした文字は上書きされます。

サイトのURLをコピーするとき

1 サイトのURLを表示して m1 を押す

おしらせ
●メロディによっては正しく再生できない場合があります。
●マナーモード中に再生すると、再生を行うかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、電
話着信音量調整で設定されている音量で再生されます。

●メロディの保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を超えるときは、FOMA 端末に保存されてい
るメロディを削除するかどうかの確認画面が表示されます。画面の指示に従い保存可能な空き容量が確保
できるまでFOMA端末内のメロディを削除してください。
･削除する前にメロディ一覧でpを押すとメロディの再生、mを押すと詳細情報の表示ができます。

例
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2 コピーする範囲の開始位置を選択し、終了位置を選択する
･ 開始位置を指定する前に m を押すと全文が選択されます。
･ 開始位置を指定し直すときは c を押します。
･ 開始位置指定後に m、p を押すとカーソルが文頭、文末に移動します。

3 貼り付け先の文字入力画面を表示し、文字を貼り付ける

電話番号やメールアドレスを電話帳に登録する 電話帳登録

表示中の画面（サイト、画面メモ、メッセージR/F）の電話番号やメールアドレスを電話帳に登録します。
新規登録も、登録済みの電話帳データへの追加もできます。
･サイトによっては、画面に表示されている項目以外の情報も登録できる場合があります。
･登録済みの電話帳データへ追加する場合、以前に登録した内容が変更されてしまう場合があります。
電話帳編集画面で登録内容を確認してください。

サイト画面に表示されている電話番号やメールアドレスを登録するとき

1 電話番号やメールアドレスがあるサイトを表示する
･ 反転表示される電話番号、メールアドレスのみ登録できます。

2 登録する電話番号やメールアドレスにカーソルを合わせて、新規登録するときは
m81、登録済みの電話帳データに追加するときは m82 を押す

3 FOMA端末電話帳に登録するときは 1、FOMAカード電話帳に登録するとき
は 2 を押す

4 電話帳データを登録する
■ 新規登録するとき

選択した電話番号やメールアドレスがあらかじめ入力されています。
a名前などを設定して登録する
･ 電話帳の登録方法 ☛P95、P98

■ 登録済みの電話帳データに追加するとき
a登録する電話帳データを選択する
b内容を確認し、登録する
･ 電話帳の登録方法 ☛P95、P98

おしらせ
●URL履歴一覧、ツータッチサイト一覧、画面メモ一覧ではmを押し、「URLコピー」を選択します。ブッ
クマーク一覧ではm を押し、「URL 入力／ URL コピー」→「URL コピー」を選択します。これらの画
面から操作する場合はURL全体がコピーされます。

●メールにURLを貼り付けるには、サイト画面でmを押し、「メール作成」を選択します。表示中のサイ
トのURLが本文に貼り付けられてメール作成画面が表示されます。

おしらせ
●画面メモ表示画面ではmを押し、「電話帳」→「新規登録」または「更新登録」を、メッセージR/F 詳
細画面ではmを押し、「登録」→「電話帳新規」または「電話帳更新」を選択します。

●プライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定した場合）に電話帳を利用する場合は、
端末暗証番号の入力が必要です。

例
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URLを電話帳に登録する

ブックマーク一覧や画面メモ一覧からURLを電話帳に登録します。新規登録も、登録済みの電話帳デー
タへの追加もできます。
･登録済みの電話帳データへ追加する場合、以前に登録した内容が変更されてしまう場合があります。
電話帳編集画面で登録内容を確認してください。

ブックマーク一覧から登録するとき

1 待受画面で d2 を押し、フォルダを選択する

2 登録するブックマークにカーソルを合わせて、新規登録するときは m81、
登録済みの電話帳データに追加するときは m82 を押す

3 電話帳データを登録する
■ 新規登録するとき
a名前などを設定して登録する
･ & を押して設定（その他）画面を表示するとURLが確認できます。
･ 電話帳の登録方法 ☛P95

■ 登録済みの電話帳データに追加するとき
a登録する電話帳データを選択する
b内容を確認し、登録する
･ & を押して設定（その他）画面を表示するとURLが確認できます。
･ 電話帳の登録方法 ☛P95

ｉモードの設定を行う

ｉモードの設定を行う ｉモード設定

Menu 295

接続待ち時間を設定する 接続待ち時間設定

ｉモードセンターに接続するまでの最大待ち時間を設定します。接続が正常に行われないときなどに、
設定した時間で自動的に接続を中断するので、キー操作で中断する必要はありません。

1 待受画面で d95 を押す

2 1 ～ 3 を押す

おしらせ
●画面メモ一覧ではmを押し、「電話帳」→「新規登録」または「更新登録」を選択します。
●サイト画面からURLを表示した場合は登録できません。
●プライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定した場合）に電話帳を利用する場合は、
端末暗証番号の入力が必要です。

お買い上げ時 60秒間

例
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Menu 296

ｉモードから接続先を変更する ISP接続通信

■ ISP接続通信とは
ドコモの ｉ モード端末の接続先を切り替えることで、各種プロバイダ（ISP）へ接続できます。プ
ロバイダに接続した際にパケット通信料がかかります。
･ ISP 接続した際のパケット通信はパケ・ホーダイの対象とはなりませんのであらかじめご了承くだ
さい。
･ドコモへの新たなお申し込みは不要です。

■ プロバイダ契約について
･ ISP 接続通信をご利用いただくには、別途プロバイダへのお申し込みが必要です。各プロバイダの
サービス内容（サイト接続、インターネット接続、メール機能など）、お申し込み方法については
各プロバイダにお問い合わせください。
･プロバイダが提供するサービス内容によっては、別途情報料などがかかる場合がありますが、ドコ
モからご請求することはありません。
･お客様が閲覧されるサイトによっては、お客様の電話番号が実際に閲覧されるサイトを提供するプ
ロバイダに通知される場合があります。
･登録できる接続先は最大10件です。
･通信中は接続先を設定／変更できません。

1 待受画面で d96 を押す

2 編集するユーザ設定にカーソルを合わせて m を押し、端末暗証番号を入力する
■ ｉモードを利用する設定に戻すとき
a「 モード（FOMAカード）」を選択し、操作5に進む

■ 以前に設定した接続先に変更するとき
a接続先を選択し、操作5に進む

3 各項目を選択して設定し、p を押す
･ 接続先名称は全角8文字（半角16文字）まで入力できます。
･ 接続先は半角英数字で99文字まで入力できます。
･ 接続先アドレスと接続先アドレス2は半角英数字で30文字まで入力できます。接続先アドレス
2は i チャネルの接続先です。☛P303
･ m を押すと、既に入力した項目の内容を一括削除できます。

4 編集した接続先を選択する

5 p を押す

おしらせ
●「無制限（設定なし）」に設定していても、電波状況などによりｉモードセンターとの接続が中断されること
があります。

※ドコモのｉモードサービスをご利用の場合は、設定を変更する必要はありません。

お買い上げ時 モード（FOMAカード）
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Menu 292

画像表示、照明、効果音を設定する 表示・効果設定

サイトや画面メモ、メッセージR/F などの内容を表示したときの画像や照明、効果音（Flash再生時）
を設定します。

1 待受画面で d92 を押す

2 各項目を選択して設定する

3 p を押す

お買い上げ時 画像：表示する　アニメーション：表示する　登録データ利用設定：利用する　照明設定：常灯　
効果音設定：ON

画像 ：画像を表示するかどうかを設定します。
･「表示しない」に設定すると、アニメーション、登録データ利用設定は設定で
きません。

アニメーション：アニメーションの表示を設定します。
登録データ利用設定

：Flash 画像を表示するときの、FOMA端末内の登録データの利用を設定します。
照明設定 ：ディスプレイの照明方法を設定します。

･「端末設定に従う」に設定すると、ディスプレイの照明設定（☛P128）に従
います。
･「常灯」に設定すると、サイトなどの表示中はディスプレイの照明が常時点灯しま
す。

効果音設定 ：Flash 再生音を設定します。

おしらせ
●サイト画面ではmを押し、「表示」→「表示・効果設定」を選択します。
●画像を「表示する」に設定しても、画像が正しく表示されない場合があります。
●画像を「表示しない」に設定すると画像は表示されず、Flash 画像も表示されません。また、画像の位置
に （メッセージR/F では ）が表示されます。

●画像を「表示しない」に設定すると、ｉ モードメールに Web To 機能を使用して添付されてきた画像の
保存や表示もできなくなります。

●アニメーションを「表示しない」に設定したときは、アニメーションの最初のコマが表示されます。なお、
「表示しない」に設定しても Flash 画像は再生されます。
●メッセージR/F の場合、本文に組み込まれている画像の表示／非表示が設定できます。この設定は、添付
ファイルとして添付されている画像の表示／非表示には影響しません。また、効果音設定の ON ／ OFF
もメッセージR/F には影響しません。

●登録データ利用設定を「利用する」に設定すると、電池残量、受信レベル、時刻情報、着信音量設定、バ
イリンガル設定、機種情報がインターネットを経由して IP（情報サービス提供者）に送信される場合があ
るため、第三者に知得されることがあります。
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Menu 293

サイトの表示色を設定する 表示色設定

1 待受画面で d93 を押す

2 文字／背景欄を選択して 1 を押す
･ 文字色／背景色を指定しないとき：2 を押し、操作5に進む
･「指定しない」に設定すると、文字色、背景色は設定できません。

3 文字色欄を選択し、色を選択する

4 背景色欄を選択し、色を選択する
･ 背景色の初期設定は白です。16色から選択できます。

5 操作2～4と同様にリンク色を設定する
･ リンク色の初期設定は、未表示が青、表示済が赤、選択時が背景色と同色です。
･「指定しない」に設定すると、未表示、表示済、選択時は設定できません。

6 p を押す

メッセージサービスを利用する

メッセージR/Fを受信したときは メッセージR/F 受信

メッセージR/F を受信すると画面表示や着信音、バイブレータ、着信ランプでお知らせします。
受信したメッセージR/F は FOMA端末に保存されます。
･最大保存件数☛P38

お買い上げ時 文字／背景：指定しない　リンク色：指定しない

おしらせ
●リンク色（表示済）はリンク先の画面が履歴に記録されている間だけ有効です。記録が消えると未表示の
色になります。

●色を設定したとき、サイトによっては文字が見えにくくなったり、見えなくなったりする場合があります。
その場合は色の設定を変更してください。

･ 表示例が選択されている色で表示されます。
･ 文字色の初期設定は黒です。16色から選択できます。
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1 メッセージR/F を受信する

と または が点滅し、「メッセージR受信中…」または「メッセージ F受信中…」と表示されます。
メッセージR/F 着信音が鳴り、着信ランプが点灯／点滅して受信結果画面が表示されます。
･ j を押すと着信音は止まります。
･ メッセージ受信中画面で o を押すと受信を中止します。
･ FOMA端末を折りたたんでいるときは、背面ディスプレイに受信状態が表示されます。
･ 受信結果画面が表示されてから約15秒間、または着信音が鳴り終わるまでの間、何も操作しな
いと自動的に受信前の画面に戻ります。ただし、自動表示設定に設定したメッセージR/F を受信
した場合は、受信前の画面に戻る前に、未読のメッセージR/F の内容が表示されます。
･ 早く受信前の画面に戻すときは c を押します。

おしらせ
●受信表示設定によっては、受信中画面や受信結果画面が表示されない場合があります。
●次のような場合に送られてきたメッセージR/F はｉモードセンターに保管されます。メッセージR/F を
受信する場合は、ｉモード問合せを行ってください。
･電源が入っていないとき ･テレビ電話中 ･セルフモード中 ･受信に失敗したとき
･圏外のとき ･ SMS受信中 ･赤外線通信中 ･ FirstPassセンター接続中
･未読メッセージR/F と保護されているメッセージR/F で保存領域が満杯のとき

●着信表示設定でメール・メッセージの受信結果を表示しない設定にしている場合は、受信結果はスクロー
ル表示されません。

●イルミネーション設定の新着通知を「ON」に設定している場合、未読のメッセージR/F がある間は着信
ランプが点滅します。

●FOMA端末でメッセージR/F を受信すると、ｉモードセンターに保管されているメッセージR/F は削除
されます。

●メッセージR/F の保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を超えるときは、一番古いメッセージ
R/F に上書きされます。ただし、未読のメッセージ R/F と保護されているメッセージ R/F には上書きさ
れません。残しておきたいメッセージR/F は保護してください。
･未読メッセージR/Fと保護されているメッセージR/Fで保存領域が満杯で上書きできないときは、メッ
セージR/F の受信は中止され、画面には （赤）や （赤）が表示されます。☛P29

●ｉモードセンターにメッセージR/F が残っているときは や （☛P29）が表示されます。ただし、
メッセージ R/F があっても表示されない場合もあります。また、ｉ モードセンターの保管件数が満杯に
なったときは、マークが や に変わります。
ｉモードセンターの保管件数☛P180

●途中で受信に失敗した場合などにメッセージR/F を受信し直すには、メッセージR/F のｉモード問合せ
を行ってください。ただし、メッセージ R/F が最大保存件数を超えたときは、未読メッセージ R/F の内
容を表示したり、不要メッセージR/F を削除したり、保護を解除したりする必要があります。

点滅

受信
完了

点滅 ：未読のメッセージRあり
：未読のメッセージ Fあり

受信したメッセージR/F の件数
受信に失敗したときは「メッセージR」「メッセージＦ」
の後ろに「×」が表示されます。

受信結果 (スクロール表示 )
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新着メッセージR/Fを表示する

1 メール・メッセージ受信結果画面で 2 または 3 を押す

2 メッセージR/F を選択する
･ メロディが添付されている場合は、自動的に再生されます。また、自動再生されないようにも設
定できます。☛P264
･ メッセージR/F の見かた ☛P205

Menu 2731

メッセージR/Fを自動的に表示する 自動表示設定

メッセージR/F を受信したときに、その内容を自動的に表示できます。
メッセージRとメッセージ Fを両方受信したときに、優先するメッセージも設定できます。

メッセージRのみを表示するとき

1 待受画面で d731 を押す

2 1 を押す
･ メッセージ Fのみを表示するとき：2 を押す
･ メッセージRを優先して表示するとき：3 を押す
･ メッセージ Fを優先して表示するとき：4 を押す
･ メッセージR/F を自動的に表示しないとき：5 を押す

Menu 2734

メッセージR/F着信時の動作を設定する メッセージ着信設定

1 待受画面で d734 を押す

2 メッセージRは 1、メッセージ Fは 2 を押す

お買い上げ時 メッセージR優先

おしらせ
●本機能を設定すると、メッセージR/F の受信結果画面から受信前の画面に戻るときに、受信したメッセー
ジR/F の内容が自動表示されます。

●メッセージR/Fの内容は約15秒間表示されます。自動表示中にキー操作を行わなかった場合は、メッセー
ジR/Fは未読の状態で保存されます。

●待受画面表示中の場合だけ自動表示できます。受信結果画面からメールやメッセージR/Fの表示操作を行っ
た場合、ｉモード問合せでメッセージR/Fを受信した場合は自動表示されません。

●マルチタスク中は自動表示できません。

お買い上げ時 着信音選択：メロディ／パターン1　着信イルミネーション設定：ON／緑ー青　きらきら　
バイブレータ設定：OFF　鳴動時間（秒）：10

･ 受信したメッセージRは「メッセージR」、メッセージ Fは「メッセー
ジ F」に保存されます。

例
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3 各項目を選択して設定する

4 p を押す

Menu 271 / Menu 272

保存されているメッセージR/Fを表示する メッセージR／メッセージF

･未読のメッセージR/F があるときは待受画面に または が表示されます。FOMA端末を折りたたん
でいるときは、背面ディスプレイに または が表示されます。

メッセージRを表示するとき

1 待受画面で d71 を押す
･ メッセージ Fを表示するとき：d72 を押す

2 表示するメッセージRを選択する

着信音選択 ：「メロディ」または「着モーション」を選択し、メロディまたは動画／ｉモーション
を選択します。着信音を鳴らさないときは「OFF」を選択します。
･選択時にメロディ、動画／ｉモーションを再生して確認するには☛P114

着信イルミネーション設定
：着信ランプの点灯パターンと点灯色を設定します。
･点灯パターンを「メロディ連動」または「OFF」に設定すると点灯色は設定でき
ません。「メロディ連動」に設定すると、メロディに連動して点灯色と点灯／点滅
のしかたが変化します。

バイブレータ設定
：バイブレータの動作パターンを設定します。

鳴動時間（秒）
：着信音が鳴動している時間を設定します（1～30秒）。

おしらせ
●メロディによっては、着信イルミネーション設定やバイブレータ設定で「メロディ連動」に設定しても連
動しないことがあります。

●メッセージ着信設定は音の設定と連動しているため、本機能でメッセージR/F の着信音を変更した場合は
音の設定も同様に変更されます。

おしらせ
●添付ファイル自動再生設定を「自動再生する」に設定している場合、メロディが添付されているメッセー
ジR/F を表示すると、電話着信音量調整で設定されている音量でメロディが自動的に再生されます。再生
を途中で停止させるときはcを押します。

●本文中に画像が組み込まれている場合は画像が表示されます。
･画像を FOMA端末に取得できます。操作方法はサイトからの画像の保存と同じです。
･画像を受信できなかったときは、受信し直すことができます。☛P205
･画像を受信できなかったときはマークが表示されます。マークはサイトで画像を表示できなかった場合
と同じです。☛P182
･本文中の画像は削除できません。

例
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メッセージR/F一覧画面／詳細画面の見かた

･メッセージRとメッセージ Fの画面の見かたは同様です。

■ メッセージR/F 一覧画面の見かた

■ メッセージR/F 詳細画面の見かた

メッセージR/F内の画像を再読込みする 再読込み

メッセージR/F の本文中に未受信の画像があるときは、画像を受信し直します。
･表示・効果設定で、画像を「表示しない」に設定しているときは、再読込みを行っても画像は受信で
きません。
･画像によっては再読込みを行っても表示できない場合があります。

1 メッセージR/F 一覧を表示する

2 メッセージR/F を選択する
･ は未受信の画像データがあることを示します。

3 m1 を押す
画像が読み込まれます。

おしらせ
●添付ファイルがある場合、メッセージ R/F 詳細画面にマークと添付ファイル名、ファイルサイズなどが表
示されます。
･添付ファイルの操作方法はｉモードメールと同じです。

●メッセージR/F詳細画面から電話番号やメールアドレスを選択して電話帳に登録したり、URLを選択して
ブックマークに登録したりできます。☛P197、P189

●メッセージR/F 詳細画面中の電話番号やメールアドレス、URLから電話をかけたり、ｉモードメールを
送ったり、サイトを表示したりできます。☛P196

メッセージR/F一覧画面では、上部にページ番号／総ページ数が表示され
ます。メッセージR/F欄には、受信日時とタイトルが表示されます。

･ 受信日時には、当日の場合は時刻、当日以外の場合は日付が表示されます。

a ：未読 ：既読 ：保護
b ：画像あり ：画像＋メロディあり

：メロディあり ：添付ファイル異常

a

b

メッセージR/F 詳細画面では、上部に状態マーク、添付マーク、メッセー
ジR/F 番号が表示されます。

･ & を押すと前後のメッセージR/F を表示できます。
：受信日時 ：タイトル

種　類 マーク
画像
（☛P241）

：メール添付や FOMA端末外への出力可 ：画像データ異常
：メール添付や FOMA端末外への出力不可

メロディ
（☛P244）

：メール添付や FOMA端末外への出力可 ：メロディデータ異常
：メール添付や FOMA端末外への出力不可
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メッセージR/Fを保護する メッセージ保護

･最大保護件数☛P38
･未読のメッセージR/F は保護できません。

1 メッセージR/F一覧を表示する

2 保護するメッセージR/F にカーソルを合わせて m21 を押す
メッセージR/F が保護され、マークが から に変わります。
･ 解除するとき：解除するメッセージR/F にカーソルを合わせて m23 を押す

■ 複数保護するとき
am22 を押し、メッセージR/F を選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。ただし、保護されていない
メッセージR/Fが最大保護件数を超えて保存されている場合は全選択できません。

bp を押す

■ 複数解除するとき
am24 を押し、メッセージR/F を選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。

bp を押す

■ 全件解除するとき
am25 を押す

メッセージR/Fを削除する メッセージ削除

･保護されているメッセージ R/F は削除できません。全件削除でも保護されているメッセージ R/F は
削除されずに残ります。保護を解除してから削除してください。

1 メッセージR/F一覧を表示する

2 削除するメッセージR/F にカーソルを合わせて m11 を押す
■ 既読のメッセージR/F のみを削除するとき
am12 を押す

■ 複数削除するとき
am13 を押し、メッセージR/F を選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。

bp を押す

■ 全件削除するとき
am14 を押し、端末暗証番号を入力する

3「はい」を選択する

おしらせ
●データ一括削除を行うと保護したメッセージR/F もすべて削除されます。
●メッセージR/F 詳細画面ではmを押し、「保護」／「保護解除」を選択します。
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表示するメッセージR/Fの種別を選ぶ 表示種別

･すべて表示、未読のみ表示、既読のみ表示、保護のみ表示が選択できます。

1 メッセージR/F 一覧を表示する

2 m3 を押す

3 1 ～ 4 を押す

証明書を利用する

証明書を操作する
SSL通信時に必要な証明書の操作を行います。

Menu 297

証明書を表示して有効／無効を設定する 証明書表示／使用設定

･ユーザ証明書はダウンロードすると表示されます。
･青色の FOMAカードを差し込んでいる場合は、「ドコモ証明書」「ユーザ証明書」は表示されません。

1 待受画面で d97 を押す

2 表示する証明書を選択する

おしらせ
●メッセージR/F 詳細画面ではmを押し、「削除」を選択します。

おしらせ
●メッセージR/F 一覧の表示を終了すると「すべて表示」に戻ります。
●「既読のみ表示」では、保護されているメッセージR/F は表示されません。

お買い上げ時 CA証明書1～9、それ以外は FOMAカードの設定に従う

証明書を表示する
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1 待受画面で d97 を押す

2 設定する証明書にカーソルを合わせて m を押す
･ 押すたびに有効／無効が切り替わります。

3 p を押す
チェックされている証明書が有効となって設定されます。

Menu 298

FirstPassを設定する ユーザ証明書操作

FirstPass センターに接続して、ユーザ証明書の発行申請をし、ダウンロードします。
･青色の FOMAカードではご利用になれません。
･ FirstPass センターに接続する場合、日付・時刻の設定を行ってください。
･ FirstPass センターで表示される画面や操作方法は、変更されることがあります。
･ FirstPass センターに接続中は、メールの送受信やメッセージR/F の受信はできません。

1 待受画面で d98 を押す

2「次へ」を選択し、「a証明書発行」を選択する

おしらせ

証明書の有効／無効を設定する

●CA証明書 …認証会社が発行した証明書で、お買い上げ時の端末内に保存されています。
●ドコモ証明書 …FirstPass センターや FirstPass 対応サイトに接続するために必要な証明書で、あら

かじめ緑色の FOMAカード内に保存されています。
●ユーザ証明書 …FirstPass対応サイトへ接続するために必要な証明書です。FirstPassセンターで発行申

請を行い、ダウンロードすると緑色のFOMAカード内に保存されます。
●証明書の表示内容
証明書の所有者
CN= …（Common Name）サーバの名前、管理者名、または識別番号
O= …（Organization）会社名など
C= …（Country）国名

証明書の発行者
CN= …（Common Name）サーバの名前、管理者名、または識別番号
OU= …（Organization Unit）会社の部署など
O= …（Organization）会社名など

有効期限
シリアル番号

●証明書の所有者、発行者、有効期限について記述がない場合、項目名のみ表示されます。

■ 発行された証明書を失効させるとき
a「次へ」を選択し、「cその他」を選択する
b「a証明書失効」を選択し、「はい」を選択する
cPIN2コードを入力し、「実行」を選択する
d「次へ」を選択する
e「実行」を選択する
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3「実行」を選択する

4 PIN2コードを入力する
･ 60秒以内にPIN2コードを入力しないと発行申請はキャンセルされます。

5「ダウンロード」を選択し、「実行」を選択する

おしらせ
●FirstPass センターに接続した際のパケット通信料は無料です。
●ユーザ証明書は、お客様が FOMA 契約されていることを証明するものです。ダウンロードしたユーザ証
明書は緑色の FOMAカードに保存され、FirstPass に対応しているサイトで利用できます。

●添付のCD-ROMからFirstPass PCソフトをパソコンにインストールすると、FOMA端末をパソコンに接
続して、FirstPassを使った通信ができます。詳しくはCD-ROM内の「FirstPassManual」をご覧くださ
い。「FirstPassManual」（PDF 形式）をご覧になるには、Adobe Reader（バージョン 6.0 以上を推奨）
が必要です。お使いのパソコンにインストールされていない場合は、アドビシステムズ株式会社のホームペー
ジから最新版をダウンロードできます（別途通信料がかかります）。詳しくはアドビシステムズ株式会社の
ホームページを参照してください。

FirstPass のご使用にあたって
●FirstPass とはドコモの電子認証サービスです。FirstPass を利用することにより、サイト側と FOMA
端末側がお互いの証明書を送付し合い、受け取った相手の証明書を検証してお互いの認証を行うクライア
ント認証が可能となります。

●FirstPass は FOMA端末からのインターネット通信と、FOMA端末をパソコンに接続した状態でのイン
ターネット通信でお使いいただくことが可能です。パソコンでご利用いただくためには、添付のCD-ROM
内の FirstPass PCソフトが必要です。

●ユーザ証明書の発行申請をする際は、画面に表示される「FirstPass ご利用規則」をよくお読みになり、
ご同意の上、申請してください。

●ユーザ証明書のご利用にはPIN2コードの入力が必要です。
●PIN2コード入力後になされたすべての行為がお客様によるものとみなされますので、FOMAカードまた
はPIN2コードが他人に使用されないよう十分ご注意ください。

●FOMAカードの紛失、盗難にあった場合などは、ドコモショップなど窓口にてユーザ証明書の失効を行う
ことができます。

●FirstPass 対応サイトによって提供されるサイトや情報については、ドコモは、何らの義務もないものと
し、一切の責任を負いません。お客様と FirstPass 対応サイトとの間で解決をお願いいたします。

●FirstPass および SSLのご利用にあたり、ドコモおよび認証会社は安全性などに関し保証を行うもので
はありませんので、お客様ご自身の判断と責任においてご利用ください。

･ ダウンロードされたユーザ証明書は、証明書の
一覧に追加されます。☛P207
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Menu 299

証明書発行接続先を変更する 証明書発行接続先設定

FirstPass 以外のサービスを受けるときに、接続先を設定します。設定を変更すると FirstPass セン
ターに接続できなくなります。

1 待受画面で d99 を押す

2 接続先欄を選択し、2 を押す
･ FirstPass に接続する設定に戻すときは、1 を押し、操作5に進みます。

3 ユーザ設定接続先欄を選択し、接続先を入力する（半角英数字99文字まで）

4 ユーザ設定初期画面URL欄を選択し、URLを入力する（半角英数字100文字まで）

5 p を押す

ｉモーションを利用する

ｉモーションとは
サイトやインターネットホームページから映像や音を取得し、再生・保存します｡保存した映像や
音はｉモーションとして再生したり、着モーションに設定できます。メロディだけではなく歌手
の歌声なども着信音として利用できます（一部の対応していないｉモーションは着モーションに
設定できません）。
･ｉモーションは種類によって、再生・保存ができない場合があります。取り込み時に種類を変更した
り、選択したりすることはできません。

サイトからｉモーションを取得する

1 ｉモーションのあるサイトを表示し、ｉモーションを選択する

通常は設定を変更する必要はありません。

お買い上げ時 ドコモ

ｉモーションの取得が始まり、完了するとその旨のメッセージが表示され
ます。
･ データを取り込みながら再生し、保存することができないストリーミング
タイプのｉモーションやファイルサイズが500Kバイトを超えるｉモー
ションは、再生できない旨のメッセージが表示され、再生・保存できま
せん。
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■ データを取得しながら再生するｉモーションのとき

■ データを取得後に再生するｉモーションのとき

2「保存」を選択する
･ 保存不可のｉモーションは保存できません。
･ ｉモーションをもう一度再生するときは「再生」を選択します。
･ ｉモーションの詳細情報を表示するときは「情報表示」を選択します。
･ ｉ モーションを保存しないときは「戻る」を選択します。確認画面が表示されますので、「いい
え」を選択します。

3 表示名を入力して p を押す（全角・半角を問わず36文字まで）
取得したｉモーションは、ｉモーションの「 モード」フォルダに保存されます。
･ m を押して、ｉモーションを待受画面や着信音、着信画像などに設定できます。☛P319

■ 取得したｉモーションのテロップにリンクが設定されているとき
テロップ中に電話番号（Phone To、AV Phone To）やメールアドレス（Mail To）、サイト
（Web To）などのリンクが設定されているときは、再生を終了するか中断するとリンク先に接
続するかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、リンク先に接続します。
･ Phone To（AV Phone To）の場合は、p を押すと電話番号を電話帳に登録できます。Mail
To の場合は、「電話帳登録」を選択するとメールアドレスを電話帳に登録できます。
･ ｉモーションが保存されていない場合は、リンク先に接続する前に保存するかどうかの確認画
面が表示されます。
･ 複数のリンク項目があるときは、1つのリンク項目が有効になります。有効になるリンク項目
は、ｉモーションによって異なります。

■ 待受画面に設定するとき
am1 を押して「はい」を選択する
･ 拡大表示できる動画／ｉモーションの場合は、等倍表示または拡大表示に設定できます。
･ ｉアプリ待受画面が設定されている場合は、ｉアプリ待受画面を解除するかどうかの確認画
面が表示されます。「はい」を選択すると、ｉアプリ待受画面を解除して、選択した動画／
ｉモーションが待受画面に設定されます。

ｉ モーションを取得しながら再生します。再生終了後は、データを取
得後に再生するｉモーションと同様に操作できます。
･ 再生中は次の操作ができます。

･ 再生を一時停止または停止しても、データの受信は継続します。
･ 中断すると確認画面が表示されます。中断する場合は「はい」を選
択します。
･ ｉ モーションの自動再生設定が「自動再生しない」に設定されてい
るときは、自動再生されません。

o ：一時停止／再生 %／ij：音量調整
p：停止（o を押すと先頭から再生）
m：詳細情報の表示

受信済みのデータ量
／全体のデータ量

取得が完了すると、自動的に再生されます。
･ 再生中は次の操作ができます。

･ ｉモーションの自動再生設定が「自動再生しない」に設定されている
ときは、自動再生されません。

o ：一時停止／再生 %／ij：音量調整
r ：早送り再生
p：停止（取得が完了した旨のメッセージ表示）
m：詳細情報の表示
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■ 着モーションに設定するとき
am2 を押し、1 ～ 6 を押す

■ メモリ指定着信音（電話、メール）に設定するとき
am2 を押し、7 または 8 を押す
b設定する電話帳データを選択する
c内容を確認して p を押す
･ 既に着信音が設定されているときは、選択した動画／ｉモーションに置き換わります。
･ メモリ番号入力について ☛P105「登録内容を修正する」操作3

■ 着信画像（音声電話、テレビ電話）に設定するとき
am3 を押し、1 または 2 を押す
･ 既に着信画像が設定されているときは、選択した動画／ i モーションに置き換わります。
･ 動画／ i モーション設定の制限事項 ☛P319

Menu 294

ｉモーションを自動再生するかどうかを設定する ｉモーション設定

1 待受画面で d94 を押す

2 自動再生設定欄を選択し、1 または 2 を押す
･「自動再生しない」に設定しても、ｉモーション取得完了後「再生」を選択すると再生できます。

3 p を押す

おしらせ
●ASF形式のｉモーションの取得、再生はできません。取得、再生できるｉモーションはMP4（Mobile
MP4）形式のみです。

●ｉモーションには、再生回数や再生期限などの再生制限が設定されている場合があります。
●ｉモーションを取得しながら再生しているときにデータの受信待ちになり、再生が一時停止することがあ
ります。データを受信し始めると自動的に再生を再開します。

●ｉモーションを取得しながら再生しているときに、電波状況などにより再生ができなくなったり、停止し
たり、画像が乱れたりする場合があります。その場合でも、データが正常に受信されていれば受信完了後
に再生できます。ただし、ｉモーションによってはデータを受信できても、正しく再生できない場合があ
ります。

●データを取得しながら再生するｉモーションでも、サイトの状況などによって取得中は再生できない場合
があります。

●ｉモーションのデータが不正だった場合、ｉモーションの受信が中止されることがあります。
●ｉモーションを再生しているときに FOMA 端末を折りたたんだ場合は、取得は継続されたまま、再生が
停止します。

●保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、画面の指示に従って保存可能な空き容量
が確保できるまで FOMA端末に保存されている動画／ｉモーションを削除してください。

お買い上げ時 自動再生する

おしらせ
●サイト画面ではmを押して「表示」→「ｉモーション設定」を選択します。
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FOMA端末のメール機能について
FOMA端末では、ｉモードメール、SMSの2種類のメール機能を利用できます。
･ｉモードメールをご利用いただくには、ｉモードのご契約が必要です。
･ SMSは、ｉモードをご契約されていなくてもご利用いただけます。

メール機能の送受信について

ｉモードメールについて

ｉ モードを契約するだけで、ｉ モード端末（mova 含む）間はもちろん、インターネットを経由して
e-mail とのメールのやりとりができます。
ｉモードご契約時のメールアドレスは次のようになります。

･ｉモード端末（mova 含む）間でメールをやりとりする場合は、＠マークより前の部分のみのアド
レスで送信可能です。

ｉモードメール、SMSのどちらも使用できます。 FOMA端末からmova端末へのメッセージ送信に
はｉモードメールを使用します。
･ FOMA端末からmova端末へSMSを送信すること
はできません。

mova端末から送られたｉモードメールとショー
トメールを受信できます。ショートメールは
SMSとして受信します。

･ショートメールとは、ドコモの携帯電話間で文字
メッセージをやりとりできるサービスです。
・FOMA 端末からショートメールを送信すること
はできません。特番1655をダイヤルしても送
信することはできません。

・FOMA 端末では、mova 端末から送られてきた
ショートメールをSMSとして受信します。

新規にｉモードをご契約の場合
＠マークより前がランダムな英数字の組み合わせになっていますので、ｉ モード契約後にお客様のメール
アドレスをご確認ください｡
( 例 )abc1234～ 789xyz@docomo.ne.jp
･お客様のメールアドレスの確認方法（詳細はｉモードご契約時にお渡しいたします『ｉモード操作ガイ
ド』をご覧ください。）
ｉMenu →hオプション設定→aメール設定→アドレス確認

FOMA端末→ FOMA端末

ｉモードメール
最大全角5000文字

ｉモードメール

最大 70文字（日本語）
最大160文字（英語）

SMS SMS
FOMA
端末

FOMA
端末

FOMA端末→mova端末

ｉモードメール

SMS 送信できません

最大全角2000文字※1

FOMA
端末

※1：mova端末の設定により異なります。

mova
端末

ｉモードメール

×

mova 端末→ FOMA端末

SMSショートメール
特番1655をダイヤル

最大 50文字

最大全角250文字
ｉモードメール ｉモードメール

FOMA
端末

mova
端末
214



メ
l
ル

･パソコンなどのe-mailからメールを受信する場合は、＠docomo.ne.jpも含めたアドレス全体を使用
します。

■ メール選択受信
ｉ モードセンターに保管されているメールの題名などを確認し、受信するメールを選択したり、受
信前にｉモードセンターでメールを削除することができます。☛P238

下記の各種設定を行うことができます。

･詳細はｉモードご契約時にお渡しいたします『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

■ メールアドレス変更【アドレス変更】
たとえば「docomo. △△ _ab1234yz@docomo.ne.jp」のように、メールアドレスの「@」より前
の部分を、お好みのアドレスに変更できます。

■ シークレットコード登録【メールアドレス設定（その他設定）→シークレットコード登録】
電話番号のアドレス利用時に、メールアドレスに加えて4桁のシークレットコードを登録できます。
シークレットコードを指定していないメールは受信されなくなるため、不要なメールの受信を避け
られます。

■ メールアドレスリセット【メールアドレス設定（その他設定）→アドレスリセット】
メールアドレスを「携帯電話番号@docomo.ne.jp」にできます｡

■ メールアドレス確認【アドレス確認】
現在設定されているメールアドレスを確認できます｡

■ メール受信／拒否設定
以下のいずれかの方法でメールの受信／拒否設定を行うと、メールの受信を制限できます。
aドメイン指定受信【メール受信設定（受信／拒否設定）→ドメイン指定受信】
･ au・ボーダフォン・TU-KA・ウィルコムのうち、指定する会社からのメールの受信ができます。
･ また、上記の会社以外から送信されたメールのうち、指定するドメインからのメールを受信し
ます。
･ NTT ドコモのｉモード・ｉショット・一定額到達通知サービス・eビリング請求額お知らせ
メール・ビジュアルネットからのメールはすべて受信します。

bアドレス指定受信／拒否
【メール受信設定（受信／拒否設定）→アドレス指定受信、アドレス指定拒否】
･ 受信するすべてのメールのうち、指定するアドレスからのメールを受信／拒否します。

･メールの送信方法は ☛P221 ･メールの受信方法は ☛P236

メール設定を行う

設定方法
ｉMenu→hオプション設定→aメール設定→【各設定】

C

BA

メールアドレス
　ｄｏｃｏｍｏｔａｒｏ＠ΔΔ．□□□．ｃｏ．ｊｐ

A B
AB

→　  : ｄｏｃｏｍｏ．ΔΔ＿ａｂ１２３４ｙｚ
→　  : ｄｏｃｏｍｏ.ｔａｒｏΔΔ

i モード端末どうしの宛先

A C

AC
→　  :ｄｏｃｏｍｏｔａｒｏ＠ΔΔ．□□□．ｃｏ．ｊｐ
→　  :ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏΔΔ＠ｄｏｃｏｍｏ．ｎｅ．ｊｐ

i モード端末とｅ－ｍａｉｌ間の宛先

 
 
メールアドレス
　ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏΔΔ＠ｄｏｃｏｍｏ．ｎｅ．ｊｐ

 
 
メールアドレス
　ｄｏｃｏｍｏ．ΔΔ＿ａｂ１２３４ｙｚ＠ｄｏｃｏｍｏ．ｎｅ．ｊｐ

i モードセンター

パソコン
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cｉモードメールのみ受信／拒否
【メール受信設定（受信／拒否設定）→ｉモードメールのみ受信、ｉモードメールのみ拒否】
･ ｉモードどうしのメールのみ受信（インターネット経由のメールを拒否）／拒否します。

dｉモードメール大量送信者からのメール受信制限
【メール受信設定（その他設定）→ｉモードメール大量送信者からのメール受信制限】
･ １日に１台の ｉモード端末（mova 含む）から送信される 200 通目以降のｉ モードメール
を受信拒否します。初期設定では「拒否する」に設定されていますので、大量送信者からのメー
ルを拒否したい場合は設定する必要はありません。

e未承諾広告※メール拒否【メール受信設定（その他設定）→未承諾広告※メール拒否】
･ 受信者の同意なしに一方的に広告・宣伝を行うために送信される、メール件名欄の最前部に「未
承諾広告※」と記載されているメールを受信拒否します。初期設定では「拒否する」に設定さ
れていますので、未承諾広告※メールを拒否したい場合は設定する必要はありません（送信者
はメール件名欄の最前部に未承諾広告※（全角6文字）と記載することが法律で義務づけられ
ています）。

fSMS拒否【メール受信設定（その他設定）→SMS拒否設定／確認】
･ すべての SMS または非通知 SMS のみを受信しないよう設定したり、設定の状況を確認する
ことができます。

■ メール設定状況確認【設定状況確認】
現在設定されているメール受信／拒否などの設定状況を確認できます。

■ メールサイズ制限【メールサイズ制限】
あらかじめ指定したサイズによって、受信するｉモードメールを制限できます。

■ メール機能停止【メール機能停止】
メール機能を利用されない場合、ｉモードセンターでのメール機能停止ができます｡

ｉモードメールで送受信できる文字数は次のとおりです。

「ドメイン指定受信」、「アドレス指定受信」、「アドレス指定拒否」、「ｉ モードメールのみ受信」、
「ｉモードメールのみ拒否」は同時に設定することができません。

送受信できる文字数

項　目 全角文字（漢字、ひらがな、絵文字など） 半角文字（英字、数字、カタカナなど）
題名 15文字 30文字
メールアドレス － 50文字
本文 5000文字 10000文字

おしらせ
●ｉモードメールの本文は全角5000文字（10000バイト）まで送受信できますが、添付ファイルのデー
タ量により送受信できる文字数が少なくなります。

●本文が受信可能な文字数を超えた場合、本文の最後に「/」または「//」が挿入され、超えた分が自動的
に削除されます。

●mova サービスへｉモードメールを送信する場合、本文として送信できるのは最大全角2000文字まで
です。また、ｉショット・ｉモーションメールはURLの記載されたメールとして送信され、それ以外の
添付ファイルは削除されます。

●題名が受信可能な文字数を超えた場合、超えた文字は削除されます。
●ｉモード端末（mova 含む）どうしのメールのやりとり以外では半角カタカナ、絵文字を使用しないでく
ださい。受信側で正しく表示されない場合があります。
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ｉモードセンターに届いたメールは、すぐにお客様のｉモード端末に送信されます。ただし、お客様の
ｉモード端末の電源が入っていない場合や圏外などで受信できないときは、メールはｉモードセンター
に保管されます。ｉモードセンターで保管しているときは、一定の時間をおいて最大3回まで再送します。
また、メール選択受信設定により、ｉモードセンターに保管されているｉモードメールを選択して受信
できます。

■ ファイル添付メール
･メロディ添付メール
サイトやインターネットホームページからダウンロードしたメロディファイルを、ｉモードメールに添付
して送受信できます（メール添付や FOMA 端末外への出力が禁止されているメロディファイルは送信で
きません）。

･画像添付メール
サイト、インターネットホームページ、または外部メモリから取得した静止画ファイルを、ｉモードメー
ルに添付して送受信できます（メール添付や FOMA 端末外への出力が禁止されている静止画ファイルは
送信できません）。

■ ｉショット
カメラ機能付き端末で撮影した静止画を添付ファイルとしてｉモード端末（mova含む）およびパソ
コンや他社携帯電話の間で送受信できます。受信側には添付ファイル形式または、画像閲覧用URL
（またはアイコン）および画像の保存期限が記載されたメールとして送信され、そのURLを押下する
ことで画像を取得できます。
mova 端末へ送信できるメール本文は最大全角 184 文字（369 バイト）で、複数ファイルを添付
した場合、添付ファイルは削除され、メール本文のみ通知されます。

メールを受信できないとき

おしらせ
●ｉモードセンターでのメールの最大保管件数、保管期間は次のとおりです。

●保管期間が超過したメールは自動的に削除されます。
●最大保管件数は、メールのデータサイズにより異なります。保管件数を超えた場合は、ｉ モードセンターで
はメールを受信せず、送信者にエラーメッセージとともに返信します。このとき ｉ モード端末には また
は が表示されます。
なお、メール選択受信設定「ON」時は、保管件数を超えても または は表示されません。

●ｉモードセンターに保管されているメールは、ｉモード問合せやメール選択受信により受信できます。ま
た新しいメールが届いたときは、保管されている他のメール、メッセージR/F も合わせて受信できます。

●ｉ モード端末でメールを受信すると ｉ モードセンターに保管されていたメールは削除されます。受信し
たメールはｉモード端末に保存されます。

●極端に容量の大きいメールはｉモードセンターで受け付けないことがあります。

こんなこともできます

・送信するには ☛P229 ・受信したときは ☛P244

・送信するには ☛P229 ・受信したときは ☛P241

・送信するには ☛P229　 ・受信したときは ☛P241　

項　目 最大保管件数 最大保管期間
ｉモードメール 207～ 1000件 ( 約 2Mバイトまで ) 720時間
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・ｉショットセンターでは最大10日間画像が保存され、保存期間経過後自動的に削除されます。
・ｉ モード端末が、送信できるのは最大 500K バイトまでの静止画となります。また、20K バイトより大

きい画像を添付して ｉ モード端末に送信した場合は、受信側では自動的にサイズの圧縮された画像を取得
します。

■ ｉモーションメール
ｉモーションメール対応端末で撮影した動画やサイトから取得した動画をｉモーションメール対応
端末およびパソコンや他社携帯電話の間で送受信できます（メール添付や FOMA端末外への出力が
禁止されている動画ファイルは送信できません）。

･サービスのしくみ
ｉモーションメールに添付された動画ファイルはｉモーションメールセンターに送信され、そこで保存
されます（送信先がパソコンなどの場合は、直接添付ファイルとして送信されます）。
ｉモーションメール対応端末で受信した場合、メール本文中に表示されているURLを押下して動画を取
得することができます｡
ｉモーションメール非対応端末へ送信した場合は、ｉモーションが連続静止画に変換され、URLの記載
されたメールとして受信されます。受信者は表示されているURLを押下し、連続静止画を取得します。

・ｉモーションメールを送信するには☛P229 ・ｉモーションメールを受信したときは ☛P243

ＦＯＭＡ端末 ｉモードセンター

ｉショットセンター

パソコンなど

ＦＯＭＡ端末

ｍｏｖａ端末

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

添付画像
として送信

ｉショットで
静止画像送信

①添付画像、または添付画像のＵＲＬを
記載したメール、または添付画像の
アイコン（ＵＲＬ）を記載したメール

②メール上のＵＲＬ
 （Ｗｅｂ Ｔｏ）を押下※1

③画像データ※1

※1：添付画像のURLを記載したメールを受信した場合

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ｉモードメール
として送信

添付動画
として送信

①添付動画のＵＲＬを記載したメール

②メール上のＵＲＬ
 （Ｗｅｂ Ｔｏ）を押下

③添付動画または
　連続静止画データ

ｉモーションメール
対応ＦＯＭＡ端末

ｉモーション
メールセンター

ｉモーションメール
対応ＦＯＭＡ端末

ｉモーションメール
非対応端末

ｉモードセンター パソコンなど
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･ｉモーションメールセンターでは最大10日間まで画像を保管しています。最大保管期間を超えた場合は
自動的に削除されます｡
･ｉ モーションメール対応端末が、受信できるのは最大 500K バイトまでの動画となります。また、取得
した動画はｉモーションメール対応端末の画面に合わせて画像サイズを自動的に変換します。

■ デコメール
ｉ モードメール編集時に文字の大きさや背景の色などを変えたり、画像を本文中に貼り付けること
によって、自分のオリジナルメールを作成して送信したり、装飾された楽しいメールを受信するこ
とが可能になります（パソコンから装飾したメールを受信する場合、ｉ モード端末では非対応の装
飾があるため、パソコン上と同じ動作にならない場合もあります）。
デコメールを非対応端末へ送信した場合は、URLが記載されたメールとして受信されます。受信者は
表示されているURLを押下し、デコメールを閲覧できます。

■ メール同報送信
同じｉモードメールを、一度に複数の宛先（最大5件）に送信できます。☛P222
･通信料は、1通のみ送信した場合と同じです（ただし、追加した宛先の情報量については通信料が増えます）。

■ CC、BCC送受信
パソコンと同じように、ｉモードメール編集時に宛先をTO、CC、BCCから選択できます。
ただし、TOが 1件もない場合は、メールを送信できません。☛P222

■ チャットメール
複数の相手と会話をするような感覚でメールの交換ができます。
･通信料は、相手が複数の場合メール同報送信したときと同じです。

SMS（ショートメッセージ）について

FOMA端末間で文字メッセージをやりとりできます。

SMSの宛先は「ご契約の携帯電話番号」です。
･ドコモ以外の海外通信事業者とお客様との間で送受信を行う場合については、ドコモのホームページ
をご覧ください。

送信文字種の設定（☛P276）により最大文字数が異なります。

※1：半角の英数字と記号（｡｢｣､･ﾞﾟを除く）を送信できます。
記号（｜＾ { } [ ] ̃ ￥）を入力すると送信できる文字数が少なくなります。

･デコメール編集方法 ☛P223 ･デコメール送信方法 ☛P223
･対応機種･･･デコメール対応機種でご利用いただけます。詳しくは『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

･送信方法☛P273 ･受信方法☛P274 ･問合せ方法☛P276

SMS（ショートメッセージ）の宛先

送受信できる文字数

項　目 送信文字種「日本語」 送信文字種「英語」
宛先 20文字（数字のみ）
本文 全角・半角を問わず70文字 半角160文字※1

おしらせ
●SMSでは題名は送信できません。
●SMSの本文に半角カタカナ、絵文字を使用すると、受信側で正しく表示されない場合があります。
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お客様の FOMA端末に送られてきたSMSは、SMSセンターで受信し、すぐにお客様の FOMA端末
に送信します。ただし、お客様の FOMA端末の電源が入っていないか圏外などで受信できないときは、
SMSはSMSセンターに保管されます。

■ 送達通知
送信したSMSが相手に届いたかどうかを知らせる送達通知を受け取れます。☛P276

■ FOMAカードへの保存
受信したSMSや送信したSMSを FOMAカードに保存できます。☛P277

Menu 1

メールメニューを表示する メールメニュー

メールメニューには FOMA 端末に用意されているメールの機能が表示されます。機能によって
は、ショートカットが用意されているものがあります。

1 待受画面で a を押す

SMS（ショートメッセージ）を受信できないとき

おしらせ
●SMSセンターでのSMSの最大保管期間は72時間です。送信者が保管期間を指定することもできます。

☛P276
●保管期間が超過したSMSは自動的に削除されます。
●SMSセンターに保管されているSMSは、SMS問合せにより受信できます。☛P276
●FOMA 端末で SMS を受信すると、SMS センターに保管されていた SMS は削除されます。受信した
SMSは FOMA端末に保存されます。

こんなこともできます

メニュー 機　能 参照先
受信メール 受信メールを表示します。 P246
新規メール ｉモードメールを新規に作成して送信します。 P221
チャットメール 相手と会話をするようにメールをやりとりします。 P267
未送信メール 送信せずに保存したメールや送信に失敗したメールを表示します。 P246
送信メール 送信済みのメールを表示します。 P246
問合せ ｉモードセンターにｉモードメールやメッセージR/Fがあるかど

うか、またはSMSセンターにSMSがあるかどうかを問い合わせ
ます。また、問い合わせ内容の設定とメール選択受信をします。

P239、
P276

SMS SMSを新規に作成して送信します。また、SMSの設定や FOMA
カード（UIM）内の送受信SMSの表示をします。

P273

テンプレート読込み テンプレートの内容を表示してメールを作成します。 P233
メール設定 メールに関する各種機能の設定をします。 P258
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ｉモードメール／デコメールを作成する

Menu 12 / !2

ｉモードメールを作成して送信する ｉモードメール作成・送信

1 待受画面で a を1秒以上押し、 欄を選択する

2「直接入力」を選択し、宛先を入力する（半角50文字まで）
･ ｉモード端末にメールを送信するときは、メールアドレスの「@docomo.ne.jp」は省略できます。
･ かな入力方式の場合、宛先によく使う「＠」「 ．」「 - 」などの記号は、英字入力モード時に 1
を押すと入力できます。また、「.co.jp」「.ne.jp」「.com」などは、英字入力モード時に ( を
押すと入力できます。
･ 相手がシークレットコードを登録しているときは、相手のｉモード端末の電話番号に続けて4桁
のシークレットコードの入力が必要です。

■ 電話帳から検索するとき
a「電話帳参照」を選択する
b電話帳を検索してメールアドレスを選択する

■ メールグループから入力するとき
メールグループにあらかじめメールアドレスを登録しておく必要があります。
a「メールグループ」を選択する
b宛先に追加するメールグループを選択する
･ 既に入力されている宛先との合計が5件を超えるメールグループは追加できません。
･ m を押すとメールグループの詳細を確認できます。

3 欄を選択し、題名を入力する（全角15文字（半角30文字）まで）

4 を選択し、本文を入力する（全角5000文字（半角10000文字）まで）
･ ファイルを添付しているときは入力できる文字数が減ります。
･ 文中で改行できます。かな入力方式の場合、改行するときは # を押します。改行も本文の文
字数に含まれます。
･ 空白も本文の文字数に含まれます。
･ 本文を装飾できます。☛P223

■ 署名を挿入するとき
am5 を押す
･ 署名はあらかじめ登録しておく必要があります。☛P261
･ 署名の文字数も本文の文字数に含まれます。

5 p を押す
･ 接続中画面で o を押すと接続が中止されます。送信中画面で p を押すと送信が中止されます。
ただし、操作のタイミングによっては送信されることがあります。

本文に半角で入力で
きる残りの文字数メール作成画面
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宛先を追加する 宛先追加

ｉモードメールは最大5人の相手に同時に送信（同報送信）できます。
･宛先には （TO）、 （CC）、 （BCC）の3種類があります。
・ 欄には、直接の送信相手の宛先を入力します。
・ 欄には、直接の送信相手以外にメールの内容を知らせたい宛先を追加します。
・ 欄には、他の送信相手に知らせたくない宛先を追加します。 欄に入力したメールアドレ
スは、他の送信相手には表示されません。

･ 欄に宛先が1件も入力されていないメールは送信できません。

1 メール作成画面で宛先欄にカーソルを合わせて a を押す

■ CC、BCCを追加するとき
am6 を押す
b入力方法を選択する

おしらせ
●メールアドレスが登録されている電話帳データにカーソルを合わせてaを押しても、ｉモードメールを
作成できます。

●本文入力時に定型文を利用して顔文字やあいさつ、返事などを入力できます。
●10000バイトを超えるメールが他のアプリケーションとの競合により自動保存される場合は、作成中の
メールを一部保存できない場合があります。

●電波状況により、相手に文字が正しく表示されない場合があります。
●ｉモードメールを正常に送信できていても、電波状況によっては「送信できませんでした」というエラーメッ
セージが表示される場合があります。

●メールの本文入力時に、改行が含まれている定型文を挿入すると、改行は半角の空白に置き換わります。
●ｉモード端末（mova 含む）どうしのメールのやりとり以外では半角カタカナ、絵文字を使用しないでく
ださい。受信側で正しく表示されない場合があります。

●一部の絵文字は、相手のｉモード端末の機種によっては正しく表示されない場合があります。
●送信に失敗したときはエラーメッセージが表示され、ｉモードメールが「未送信メール」に保存されます。
「未送信メール」からｉモードメールを編集・送信できます。
●送信が正常に終了したときは、ｉモードメールは「送信メール」に保存されます。送信メールの保存領域
の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、一番古い送信メールに上書きされます。ただし、
保護されている送信メールには上書きされません。残しておきたい送信メールは保護してください。

●ドコモ以外のアドレスにメール送信を行った場合に宛先不明などのエラーメッセージを受信できないこ
とがあります。

●プライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定した場合）に電話帳を利用する場合は、
端末暗証番号の入力が必要です。

●未送信メールの保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を超えるときは、ｉモードメールは作成
できません。「未送信メール」から不要なｉモードメール、SMSを削除してください。☛P255

●宛先の TO、CC、BCCの設定は変更できます。☛P223
●テンプレートを利用して手早くメールを作成できます。☛P232
●メモリ番号 0 ～ 99 の電話帳に登録されている相手には簡単な操作でｉモードメールを作成・送信でき
ます（クイックメール）。

宛先欄が追加されます。
･ 送信する宛先数分の宛先欄ができるまで繰り返します。
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c「CC」または「BCC」を選択し、メールアドレスを入力する
･「TO」も選択できます。
･「メールグループ」を選択した場合は、あらかじめメールグループに設定してあるTO、CC、
BCCで表示されます。

■ 宛先のTO、CC、BCCを変更するとき
a変更する宛先にカーソルを合わせて m8 を押す
b変更する宛先種別を選択する

■ 追加した宛先欄を削除するとき
a削除する宛先欄にカーソルを合わせて m7 を押す
b「はい」を選択する
･ 宛先欄が1件のときは入力されているアドレスのみが削除されます。

2 追加された宛先欄に宛先を入力して送信する
･ 操作方法は宛先欄が1件の場合と同じです。

」

デコメールを作成して送信する デコメール

ｉモードメールの本文に、文字サイズや文字色、背景色の変更や、撮影した静止画や画像の挿入
などの装飾（デコレーション）を行い、デコメールを作成できます。
デコメールの作成方法には、デコレーションを指定してから文字を入力する方法（☛P224）と、
入力された文字を範囲選択してからデコレーションを設定する方法（☛P228）があります。作
成したデコメールはプレビュー機能を使って確認できます。

■ 装飾例

おしらせ
● 欄と 欄に入力したメールアドレスは受信側に表示されますが、受信側の端末や機器、メール
ソフトなどによっては、表示されない場合があります。

●送信に失敗した宛先があるときはエラーメッセージが表示されます。oを押すと、送信に失敗したメール
アドレスの一覧が表示される場合があります。

a文字色を変更する d文字を点滅させる g文字の表示位置を変更する

b文字サイズを変更する e文字をテロップにする hライン（罫線）を挿入する

c画像を挿入する f文字をスウィングさせる i背景色を変更する
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■ デコメール作成の流れ

装飾を指定してから文字を入力する

1 メール作成画面で を選択する

2 a を押す

3 装飾を選択し、文字を入力する

おしらせ
●装飾した文字を削除しても、装飾データのみが残り、入力文字数が少なくなる場合があります。装飾の解
除を行ってから文字を削除してください。なお、cを1秒以上押して文字をすべて削除すると、装飾
データ（背景色は除く）もすべて削除されます。

●点滅、テロップ、スウィング、アニメーションなどは、メール作成画面やプレビュー画面では一定時間が
たつと自動的に停止します。

●デコメールを非対応端末へ送信した場合、デコメール閲覧用 URL の記載されたメールとして受信されま
す。URLの記載されたメールを転送したり、URLを直接入力しても、デコメールの閲覧はできません（受
信した端末以外からは閲覧できません）。

●パソコンなど、デコメール対応 FOMA 端末以外とメールを送受信すると、装飾が正しく表示されない場
合があります。

文字色 ：文字またはライン（罫線）挿入時の色を変更します。
文字サイズ：文字サイズを変更します。

画像挿入 ：画像を挿入します。
点滅 ：文字を点滅して表示します。
テロップ ：文字を流して表示（テロップ表示）します。
スウィング ：文字を左右に揺らして表示（スウィング表示）します。

文字位置 ：文字および画像挿入時の表示位置を変更します。

ステップ1　メール作成画面からメール本文の入力画面を表示する
ｉモードメール作成で本文を入力できる状態にします。

ステップ2　装飾した文字や画像を入力する ステップ2　文字を入力して装飾する
aを押し、装飾方法を選択して文字を入
力します。

装飾する開始位置でtを押し、終了位置
でoを押します。装飾方法を選択します。

･編集中にm8を押すと、装飾を確認できます。
ステップ3　装飾を確認して送信する

メール作成画面で装飾を確認します。

装飾選択画面でマークにカーソルを合わせて o を押すと、その装飾が選
択状態になります。複数のマークを選択状態にすれば、複数の装飾を同時
に設定できます。ただし、「テロップ」「スウィング｣「文字位置」は同時に
設定できません。
･ 複数の装飾を連続して設定するときは、装飾選択画面でマークにカーソ
ルを合わせて m を押します。
･ 選択状態の装飾を解除して文字を入力するときは、入力位置にカーソルを
合わせて a を押し、t を押します。解除される装飾は「文字色」「文
字サイズ」「点滅」「テロップ（空行時のみ）」「スウィング（空行時のみ）」
「文字位置（空行時のみ）」です。

装飾選択画面
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4 m8 を押し、装飾を確認する
設定した装飾と、入力できる残りのデータ量の正確なバイト数を確認できます。

5 確認が終わったら o を押す
■ 装飾を変更するとき
am18 を押し、開始位置にカーソルを合わせて o を押す
･ 以降の操作は「範囲を指定してから文字を装飾する」の操作3以降と同じです。☛P228

■ 装飾をすべて解除するとき
am19 を押す

6 o を押す

7 p を押す
･ 送信せずにテンプレートとして登録できます。☛P233

デコメール装飾選択画面の操作

･（　）内の装飾例番号はP223（装飾例）の番号です。

■ 文字色を変更するとき（装飾例a）
a を選択する
b文字色を選択して文字を入力する

■ 文字のサイズを変更するとき（装飾例b）
a （または ）を選択する
b文字サイズを選択して文字を入力する

ライン挿入 ：ライン（罫線）を挿入します。
背景色 ：本文の背景色を変更します。
元に戻す ：1つ前の状態に戻します。

おしらせ
●メール本文の入力画面でmを押し、「デコレーション」を選択しても装飾を選択できます。

･ 標準の20色または「その他の色」の64
色から選択できます。
･ 絵文字の文字色も変更されます。範囲を選
択して文字色を「指定なし」にすると元の
色に戻ります。☛P228

「大」にしたとき
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■ 画像を挿入するとき（装飾例c）
a を選択する
b「本体」を選択して、フォルダ、画像の順に選択する
･ miniSDメモリーカード内の画像を挿入するときは、「miniSDカード」を選択して、1
または 2 を押し、フォルダ、画像の順に選択します。
･ 静止画を撮影して挿入するときは、「静止画を撮影」を選択して、静止画を撮影します。静
止画のサイズは自動的に電話帳用（96×72）に設定されます。

■ 文字を点滅させるとき（装飾例d）
a を選択して文字を入力する

■ 文字をテロップにして右から左へ動かすとき（装飾例e）
a を選択して文字を入力する

■ 文字を左右にスウィングさせて動かすとき（装飾例f）
a を選択して文字を入力する

■ 文字の表示位置を変更するとき（装飾例g）
a （または ）を選択する
b文字の表示位置を選択して文字を入力する

文字位置（ ）で指定されている位置に画像が挿入されます。
･ 動画／ ｉ モーションやファイルサイズが添付可能なデータ量を
超える画像は選択できません。

「デコメールピクチャ」の「青空」を挿入したとき

入力した文字が点滅します。

･ と の間に文字を入力します。

･ と の間に文字を入力します。

･ カーソルがある行に文字が入力されてい
る場合は、改行されて表示位置が設定され
ます。

「右寄せ」にしたとき
226 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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■ ライン（罫線）を挿入するとき（装飾例h）
a を選択する

■ 本文の背景色を変更するとき（装飾例i）
a を選択し、背景色を選択する

■ 1つ前の状態に戻すとき
a を選択する

直前に行った装飾または文字入力が解除されます。

■「デコメールピクチャ」フォルダに保存されている画像
･お買い上げ時は、「デコメールピクチャ」フォルダに次の画像が保存されています。削除した場合
は、ｉモードサイト「My D-style」からダウンロードできます。☛P289

文字色（ ）で指定されている色でライン（罫線）が挿入されます。

ライン（罫線）

･ 標準の20色または「その他の色」の64
色から選択できます。

©BVIG
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範囲を指定してから文字を装飾する

メール本文に既に入力されている文字や、既に装飾されている文字の、装飾の変更を行います。
･操作4の（　）内の装飾例番号はP223（装飾例）の番号です。
･ライン挿入、画像挿入、背景色は操作できません。装飾を指定してから操作してください。

1 メール作成画面で を選択する

2 装飾する文字範囲の開始位置にカーソルを合わせて t を押す

3 装飾する文字範囲の終了位置にカーソルを合わせて o を押す

4 装飾方法を選択する

5 o を押して範囲指定を解除し、o を押す

6 p を押す
･ デコメールを送信せずにテンプレートとして登録できます。☛P233

･ カーソルを文頭に移動するとき：m を押す
･ カーソルを文末に移動するとき：p を押す
･ 文章すべてを選択するとき：a を押す

･ 装飾の確認や解除方法は、装飾を指定して文字を入力する場合と同じで
す。☛P224
･ 文字色を変更するとき（装飾例a）：1 を押し、文字色を選択する
ライン（罫線）の色も変更されます。
･ 文字のサイズを変更するとき（装飾例b）：2 を押し、1 ～ 3
を押す
･ 文字を点滅させるとき（装飾例d）：31 を押す
解除するとき：32 を押す
･ 文字をテロップにして右から左へ動かすとき（装飾例e）：41 を
押す
解除するとき：42 を押す
･ 文字を左右にスウィングさせて動かすとき（装飾例f）：51を押す
解除するとき：52 を押す
･ 文字の表示位置を変更するとき（装飾例g）：6 を押し、1 ～ 3
を押す
画像の表示位置も変更されます。
･ 文字をコピーするとき：7 を押す
･ 文字を切り取るとき：8 を押す
･ 1つ前の状態に戻すとき：9 を押す
直前に行った装飾または文字入力が解除されます。
･ 続けて文字を装飾するとき：m を押し、操作4を繰り返す
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テンプレートをダウンロードする

サイトからメールテンプレートをダウンロードします。お買い上げ時は30件のテンプレートが登録さ
れています。
･最大保存件数☛P38

1 サイトを表示中に、ダウンロードするメールテンプレートを選択する
･ ダウンロード中に p を押すと、ダウンロードを中止します。

2「保存」を選択する
･ 保存を中止するとき：「戻る」を選択して確認画面で「いいえ」を選択する
･ テンプレートの内容を確認するとき：「プレビュー」を選択する

3 p を押す
ダウンロードしたメールテンプレートは、「テンプレート読込み」に登録されます。
･ お買い上げ時に登録されているテンプレート以外のテンプレートが登録されているときは、その
テンプレートに上書き登録できます。a を押し、上書きするテンプレートを選択します。
･ 表示名は全角・半角を問わず20文字まで入力できます。
･ ファイル名は半角英数字と「 . 」、「 - 」、「 _ 」で 36 文字まで入力できます。ただし、「 . 」は
ファイル名の先頭に使用できません。

ファイルを添付する 添付ファイル

ｉ モードメールに静止画やメロディを添付して送信します。また、FOMA 端末で撮影した動画
などを添付して、ｉモーションメールとして送信できます。
･添付可能なファイルは次のとおりです。

おしらせ
●メール本文の入力画面でmを押し、「デコレーション」→「デコレーション変更」を選択しても同様に操
作できます。

●メール本文の入力画面でm8を押すと、画面の右下に入力できる残りのデータ量の正確なバイト数が
表示されます。

おしらせ
●サイトからダウンロードしたメールテンプレートは、メール作成画面で編集できます。
●テンプレート保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を超えたときは、不要なテンプレートを削
除するかどうかの確認画面が表示されます。画面の指示に従い保存可能な空き容量が確保できるまで
FOMA端末内のテンプレートを削除してください。

項　目 メロディ
10000バイト
以内の静止画※1

（JPEG、GIF）

10000バイトを超
え500Kバイトまで

の静止画※1

500Kバイトまで
の動画／

ｉモーション※2

1 件のメールに添付
可能な最大件数

10件※3 1件

添付ファイルの条件 メロディ（MFi）は
添付不可

パラパラマンガは添
付不可

静止画（JPEG）のみ
添付可能

再生制限が設定さ
れているものは添
付不可※4
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※1：受信側の端末やパソコンなどの機器によって、URL が記載されたメールまたはメールの添付ファイルと
して受信します。

※2：受信側の機種によって、動画が粗くなったり、連続静止画に変換されて表示される場合があります。
パソコンで動画／ｉモーションを再生するには ☛P470

※ 3：静止画とメロディを合計最大 10 件、メール本文を含め最大 10000 バイト添付できます。ただし、
添付ファイルのサイズによっては、添付可能な最大件数は少なくなります。

※4：再生制限が設定されていないファイルでも添付できない場合があります。
･本文（添付したメロディ・静止画を含む）の残りのデータ量が全角100文字（半角200文字）（デ
コメールでは全角200文字（半角400文字））分未満の場合は、動画／ｉモーション、10000バ
イトを超える静止画を添付できません。
･メール添付や FOMA端末外への出力が禁止されているファイル（自端末でファイル制限を「あり」に
設定した画像を除く）、FOMAカード動作制限機能が設定されているファイルは添付できません。
･mova 端末に静止画（JPEG形式の静止画1枚）を添付して送信すると、相手の端末はURLが記載
されたメール（ｉショットメール）として受信します。
･ 10000バイトを超えるGIF 形式の静止画はメールに添付できません。
･ｉ モーションメールでは、撮影した動画などは本文を除き最大 500K バイトまで添付可能です。ま
た、QCIF（176× 144）、Sub-QCIF（128× 96）以外の動画は容量に関わらず添付できません。
･サウンドレコーダーで録音したデータはｉモーションとして保存され、メールに添付できます。
･メロディを送信する場合、受信側が FOMA Ｄ701i、D901i、D901iS 以外の場合は受信したメロ
ディを正しく再生できないことがあります。

1 メール作成画面で 欄を選択する

2 添付するファイルの種類を選択し、ファイルを選択する
■ 静止画を添付するとき
a「イメージ」を選択する
b「本体」を選択し、フォルダを選択する
･ miniSD メモリーカード内の静止画を選択するときは「miniSD カード」を選択し、1
または 2 を押し、フォルダを選択します。
･ 静止画を撮影して添付するときは「静止画を撮影」を選択して静止画を撮影し、操作3に
進みます。撮影する静止画のサイズは自動的に待受用（240× 320）に設定されます。
･ 静止画にカーソルを合わせて p を押すと静止画を表示でき、o を押すと添付できます。
一覧に戻るには c を押します。
･ 添付できない静止画は表示されません

c静止画を選択する
メール作成画面の 欄に、選択した静止画のファイル名が表示されます。
添付する静止画は画像サイズ、ファイルサイズの順にチェックされます。
･ 画像サイズが QVGA（320 × 240）を超える JPEG 形式の静止画の場合は、待受サイ
ズ（QVGA）に変換するかどうかの確認画面が表示されます。変換された画像が 10000
バイトを超えていた場合は、変換した画像をデータ BOX に保存するかどうかの確認画面
が表示されます。
データ BOX に保存しない場合、または保存に失敗した旨のメッセージが表示された場合
は、変換した画像は保存されません。このため、メールを「未送信メール」に保存して編
集する場合、画像の添付は解除されています。また、「送信メール」のメールを表示する場
合は、添付した画像は表示できません。
･ ファイルサイズが 500K バイトを超える JPEG 形式の静止画の場合は、メールに添付可
能なサイズに変換され、データ BOX に保存するかどうかの確認画面が表示されます。こ
のとき、処理に時間がかかることがあります。
･ miniSDメモリーカードの場合、10000バイトを超え500Kバイトを超えない静止画を
選択すると、FOMA端末へコピーするかどうかの確認画面が表示されます。
230 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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■ 動画／ｉモーションを添付するとき（ｉモーションメール）
a「ｉモーション」を選択する
b「本体」を選択し、フォルダを選択する
･ miniSD メモリーカード内の動画／ｉモーションを選択するときは「miniSD カード」を
選択し、フォルダを選択します。
･ 動画を撮影して添付するときは「動画を撮影」を選択して動画を撮影し、操作3に進みま
す。撮影する動画のサイズは自動的にQCIF（176× 144）に設定されます。
･ 動画／ｉモーションにカーソルを合わせて p を押すと動画／ｉモーションを再生できま
す。
･ 本体の場合、添付できない動画／ｉモーションは表示されません。

c動画／ｉモーションを選択する
メール作成画面の 欄に選択した動画／ｉモーションのファイル名が表示されます。
･ miniSDメモリーカードの場合、添付できない動画／ｉモーションを選択すると、そのデー
タは選択できない旨のメッセージが表示されます。
･ miniSDメモリーカードの場合、10000バイト以内の動画／ｉモーションを選択すると、
FOMA端末へコピーするかどうかの確認画面が表示されます。

■ メロディを添付するとき
a「メロディ」を選択する
･ miniSDメモリーカード挿入時は「メロディ」を選択し、「本体」または「miniSDカード」
を選択します。

bフォルダを選択する
･ メロディにカーソルを合わせて p を押すとメロディを再生でき、o を押すと添付できま
す。一覧に戻るには c を押します。
･ 本体の場合、添付できないメロディは表示されません。

cメロディを選択する
メール作成画面の 欄に選択したメロディのファイル名が表示されます。
･ miniSD メモリーカードの場合、添付できないメロディを選択すると、そのデータは選択で
きない旨のメッセージが表示されます。

3 p を押す

添付ファイルを変更／解除する

添付ファイルを解除するとき

1 メール作成画面を表示する

2 解除する 欄にカーソルを合わせて a を押す
■ 添付ファイルを変更するとき
a変更する 欄にカーソルを合わせて t を押す
bファイルを添付する ☛P229

3「はい」を選択する

おしらせ
●10000バイトを超える静止画をQVGAサイズ（240× 320）に縮小できます。☛P310
QVGAサイズは待受画面のサイズであり、ｉモード端末に送信するのに適したサイズです。

●10000バイトを超える JPEG形式の静止画を添付したメールをｉモード端末に送信した場合は、
ｉショットセンターでｉモード端末に送信するのに適したサイズに変換されます。

●メロディやGIF 形式の静止画を添付したメールをmova端末に送信した場合は、添付ファイルは削除され
て相手に送信されます。

●マナーモード中にメロディを再生しようとすると、再生するかどうかの確認画面が表示されます。「はい」
を選択すると、メロディの動作設定で設定されている音量で再生されます。

例
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メールテンプレートを利用する
メールテンプレートは、本文の先頭に同じ文章を入れたり、類似の内容を何度も送信したりする
ために、あらかじめ ｉ モードメールの内容を登録しておく機能です。メールテンプレートを呼
び出して内容を追加・修正するだけで、簡単にｉモードメールを作成できます。また、デコメー
ルテンプレートは、レイアウトや装飾が既に決められているデコメール用の雛形です。デコメー
ルテンプレートを利用することにより、簡単にデコメールを作成／送信できます。デコメールテ
ンプレートとメールテンプレートは、同じ操作で読み込みます。
･お買い上げ時は次のデコメールテンプレートが登録されています。

･作成したテンプレートを登録できます。
･ SMSには使用できません。

メール作成時にテンプレートを使う テンプレート読込

新規メールを作成するときに読み込んで使用します。
･ダイヤル発信制限中は、テンプレートを読み込めません。

ありがとう
©BVIG

げんき？
©BVIG

遊びにいこう
©BVIG

ありがとう おめでとう！ 誕生日おめでとう

元気？ 頑張って 調子はどう？ おつかれさま ラッキー！ 幸せ気分

好きです… お願い 電話します お茶しよ～ たまには 旅にでようよ

歌いませんか ドライブ おはよ！ いい一日を おやすみ 反省してます

さみしい ちょっと怒ったよ 忙しいよぉ モー大変 飲みたい気分 つまんない
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1 メール作成画面で m51 を押す

2 読み込むテンプレートを選択する
：10000バイト以内の静止画あり ：メロディあり
：10000バイト以内の静止画＋メロディあり

･ 入力済みの項目があるメール作成画面からテンプレートの読み込みを行うと、現在入力中のメー
ルに上書きするかどうかの確認画面が表示されます。「本文のみ読込み」または「すべて読込み」
を選択し、テンプレートを選択するとメールは上書きされます。読み込みを中止するときは c
を押してください。「本文のみ読込み」を選択すると、メール本文のみがテンプレートの内容に
上書きされます。「すべて読込み」を選択すると、宛先、題名、添付ファイル、本文のすべてが
テンプレートの内容に上書きされます。
･ 1件のメールに複数のテンプレートを読み込むことはできません。

3 メールを編集して送信する

Menu 18

テンプレートを表示してメールを作成する

登録されているテンプレートを一覧表示し、内容を確認してメール作成画面に設定します。
･ダイヤル発信制限中は、テンプレートを読み込めません。ただし、電話帳に登録されているアドレス
が宛先に入力されているテンプレートは読み込めます。

1 待受画面で a8 を押す

2 表示するテンプレートを選択する
･ 詳細画面で & を押すと前後のテンプレートを表示できます。

3 p を押す
テンプレートの内容がメール作成画面に設定されます。

4 メールを編集して送信する

テンプレートの内容を登録する テンプレート登録

作成したメールまたは送受信したメールをテンプレートとして登録できます。
･最大保存件数☛P38
･お買い上げ時に登録されているテンプレートの内容を変更して、新しいテンプレートとして保存でき
ます。
･動画／ｉモーション、10000バイトを超える静止画はテンプレートに登録できません。
･宛先、題名、添付ファイル、本文のいずれかを設定しないと登録できません。

おしらせ
●添付ファイル自動再生設定を「自動再生する」に設定している場合、メロディが添付されているテンプ
レートを表示すると、電話着信音量調整で設定されている音量で、メロディが自動的に再生されます。再
生を途中で止めるときはcを押します。メロディ再生中はijで音量調整できます。

●テンプレート一覧で詳細情報を確認・変更する場合はmを押し、「詳細情報」→「参照」または「変更」
を選択します。ただし、お買い上げ時に登録されているテンプレートの詳細情報は変更できません。
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1 メール作成画面で m52 を押し、「はい」を選択する

2 p を押す
･ 登録済みのテンプレートに上書きするときは a を押し、上書きするテンプレートを選択して「は
い」を選択します。お買い上げ時に登録されているテンプレートには上書きできません。
･ 表示名は全角・半角を問わず20文字まで入力できます。
･ ファイル名は半角英数字と「 . 」、「 - 」、「 _ 」で 36 文字まで入力できます。ただし、「 . 」は
ファイル名の先頭に使用できません。

テンプレートを削除する

･お買い上げ時に登録されているテンプレートは削除できません。

テンプレートを1件削除するとき

1 待受画面で a8 を押す

2 削除するテンプレートにカーソルを合わせて m21 を押す
■ 複数削除するとき
am22 を押し、テンプレートを選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。

bp を押す

■ 全件削除するとき
am23 を押し、端末暗証番号を入力する

3「はい」を選択する

ｉモードメールを保存しておき、あとで送信する ｉモードメール保存

ｉモードメールを保存する

･最大保存件数☛P38

1 メール作成画面で m2 を押す
ｉモードメールが「未送信メール」に保存されます。
･ 宛先、題名、添付ファイル、本文のいずれかを設定しないと保存できません。

おしらせ
●メール送信できない画像が含まれたテンプレートを登録しようとすると、画像が削除される場合があります。
●テンプレートを登録するときに日付・時刻が設定されていないと、ファイル名は「--------------」になりま
す。また、題名が入力されていないと表示名は「--------------」になります。

●テンプレート保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を超えたときは、不要なテンプレートを削
除するかどうかの確認画面が表示されます。画面の指示に従い保存可能な空き容量が確保できるまで
FOMA端末内のテンプレートを削除してください。

例
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Menu 14 / Menu 15

送信・保存したｉモードメールを編集・送信する

未送信メールを編集するとき

1 待受画面で a4 を押し、フォルダを選択する
･ SMSには が表示されます。
･ 送信メールのときは a5 を押し、フォルダを選択します。

2 編集するメールを選択する
･ 送信メールを再編集するときは、編集するメールにカーソルを合わせて p を押します。

3 メールを編集して送信する

手早くメールを作成する クイックメール

FOMA端末電話帳のメモリ番号0～ 99の相手には、簡単な操作でｉモードメールやSMSを
作成できます。
･ｉモードメールの場合は1件目のメールアドレス、SMSの場合は1件目の電話番号が宛先となります。

メモリ番号23のメールアドレスにｉモードメールを送信するとき

1 待受画面でメモリ番号（この場合は 23）を押して a を押す
電話帳の1件目のメールアドレスが宛先に設定されます。

■ SMSを作成するとき
a待受画面でメモリ番号を押して a を1秒以上押す
･ SMSの作成画面が表示されます。電話帳の1件目の電話番号が宛先に設定されます。
･ SMSの作成・送信方法 ☛P273

おしらせ
●送信メール詳細画面でpを押しても編集できます。
●添付ファイル自動再生設定を「自動再生する」に設定している場合、メロディが添付されている送信メー
ルを表示すると、電話着信音量調整で設定されている音量で、メロディが自動的に再生されます。再生を
途中で止めるときはcを押します。メロディ再生中はijで音量調整できます。

おしらせ
●入力したメモリ番号の電話帳データにメールアドレス（SMS の場合は電話番号）が登録されていない場
合、または電話帳データが登録されていない場合は、宛先または電話帳データが登録されていない旨の
メッセージが表示されます。o を押すと宛先が設定されていないメール（メッセージ）作成画面が表示
されます。

●シークレット属性が設定されている電話帳データの場合は、シークレットモードにしてから操作してくだ
さい。

例

例

･ メモリ番号の前には 0 を付けずに入力します。
0を付けると、ｉモードメールは作成できませ
ん。
･ ｉモードメールの作成・送信方法 ☛P221
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ｉモードメールを受ける・操作する

ｉモードメールを受信したときは メール自動受信

ｉモードメールが送信されてきたときは自動的に受信し、画面表示や着信音、バイブレータ、着
信ランプでお知らせします。受信したｉモードメールは「受信メール」に保存されます。
･最大保存件数☛P38

1 ｉモードメールを受信する

と が点滅し、「メール受信中…」と表示されます。
メール着信音が鳴り、着信ランプが点灯／点滅して受信結果画面が表示されます。
･ j を押すと着信音は止まります。
･ メール受信中に o を押すと受信を中止できますが、受信時の状況によってはメールを受信する
場合があります。
･ FOMA端末を折りたたんでいるときは、背面ディスプレイに「メール受信」などと表示され、最
後に受信したメールの発信元のメールアドレスや名前が表示されます。背面情報表示設定を「相
手情報表示なし」に設定すると、メールアドレスや名前などは表示されません。
･ 受信結果画面が表示されてから約15秒間、または着信音が鳴り終わるまでの間、何も操作しな
いと自動的に受信前の画面に戻ります。早く受信前の画面に戻すときは c を押します。

おしらせ
●受信表示設定を「操作優先」に設定していると、FOMA端末で他の機能を使用中にメールを受信しても受
信中画面や受信結果画面は表示されません。☛P266

●プライバシーモード中（メールを「指定フォルダを非表示」に設定した場合）に自動受信したメールが、
フォルダ設定のプライバシーが「ON」のフォルダにすべて保存された場合は、受信結果画面は表示され
ず、メール着信音／着信ランプも動作しません。プライバシーモード中（メールを「認証後に表示」に設
定した場合）は、受信結果のスクロール表示に発信元と題名は表示されません。

●着信表示設定でメール・メッセージの受信結果を表示しない設定にしている場合は、受信結果はスクロー
ル表示されません。

●イルミネーション設定の新着通知を「ON」に設定している場合、未読のｉモードメールがある間は着信
ランプが点滅します。

●メール選択受信設定を「ON」に設定すると、メールを自動的に受信せずに、必要なメールだけを選択し
て受信できます。

●新しいｉモードメールが届くと、ｉモードセンターで保管しているｉモードメールやチャットメールも
合わせて受信します。

●FOMA端末でｉモードメールを受信すると、ｉモードセンターのｉモードメールは削除されます。
●TO、CC、BCCを設定できる相手からのメールを受信した場合、自分が TO、CC、BCCのどれに当ては
まるかを確認できます。☛P249

●極端に容量の大きいｉモードメールは、ｉモードセンターで受け付けずに送信者にエラーメッセージととも
に返信されることがあります。

●ｉモードメールではメロディや静止画を添付ファイルとして送受信できます。ｉモードメールに対応して
いない添付ファイルはｉモードセンターで削除されます。添付ファイルが削除された場合は、題名の下に
［添付ファイル削除］のメッセージが追加されます。

点滅 点滅

受信
完了

：未読のｉモードメールあり
：未読のｉモードメールとSMSあり

受信したｉモードメールの件数
受信に失敗したときは「メール」の後ろに「×」が
表示されます。

受信結果（スクロール表示）
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新着ｉモードメールを表示する

1 メール・メッセージ受信結果画面で 1 を押す

2 フォルダを選択し、メールを選択する
･ メロディが添付されている場合は、自動的に再生されます。自動再生しないように設定できます。

☛P264
･ 受信メールの見かた ☛P246
･ メール連動型ｉアプリ用のフォルダを選択すると、対応するｉアプリが起動します。

●受信可能なデータ量（添付可能なデータ量）を超えた添付ファイルは、ｉモードセンターで削除され、受
信できません。添付可能なデータ量☛P229

●受信メールのデータ量（文字数、添付ファイル）が、オプション設定の「メールサイズ制限」で設定した
文字数（データ量）を超える場合、添付ファイルはｉモードセンターで削除され、受信できません。

●FOMA 端末電話帳にメール着信設定のある相手からｉモードメールを受信した場合は、その設定に従っ
て動作します。電話帳との照合は次のように行われます。
･メールアドレスが@以降のドメイン名を含めて完全に一致すると電話帳の設定に従って動作し、名前が
表示されます。ただし、メールアドレスが「携帯電話番号@docomo.ne.jp」の場合は、「@docomo.ne.jp」
を省略して電話帳に登録しているときのみ電話帳の設定に従って動作し、名前が表示されます。
･複数のｉモードメールを同時に受信したときは、最後に受信したｉモードメールの条件に従いメール
着信音や着信バイブレータ、着信ランプが動作します。
･シークレット属性を設定した電話帳データに登録されている相手からメールを受信した場合は、シーク
レットモード中だけ相手の名前が表示され、電話帳データの設定に従って着信音やバイブレータなども
動作します。
･プライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定した場合）は、登録されている相手の
名前は表示されず、登録されている着信音やバイブレータなども動作しません。

●次のような場合に送られてきたｉモードメールはｉモードセンターに保管されます。
･電源が入っていないとき ･テレビ電話中 ･セルフモード中
･受信に失敗したとき ･圏外のとき ･ SMS受信中
･メール選択受信設定が「ON」のとき ･赤外線通信中 ･ FirstPass センター接続中
･未読メールと保護されているメールで保存領域が満杯のとき

●受信メールの保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を超えるときは、一番古い受信メールに上
書きされます。ただし、未読メールと保護されているメールには上書きされません。残しておきたい受信
メールは保護してください。

●未読メールと保護されているメールによって保存領域が満杯で上書きできないときは、ｉモードメールの
受信は中止され、画面には や が表示されます。☛P29

●ｉ モードセンターに ｉ モードメールが残っているときは、 や （☛P29）が表示されます。ただし、
ｉモードメールがあっても表示されない場合もあります。また、ｉモードセンターの保管件数（☛P217）
が満杯になったときは、マークが や に変わります。

●途中で受信に失敗した場合などに ｉ モードメールを受信し直すには、ｉ モード問合せまたはメール選択
受信を行ってください。ただし、受信メールが最大保存件数まで達しているときは、あらかじめ未読メー
ルの内容表示、不要メールの削除、保護解除などを行う必要があります。

●自分宛ての ｉ モードメールは送信直後に自動受信できない場合があります。ｉ モード問合せを行ってく
ださい。

･ 受信したｉモードメールは「受信BOX」フォルダに保存されます。た
だし、メール振り分け設定で設定した条件と合致した場合は、指定フォ
ルダに保存されます。
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ｉモードメールを選択して受信する メール選択受信

ｉモードセンターに保管されているｉモードメールを自動受信せずに、選択して受信します。

メールが届いたときは

Menu 163

メールを選択受信する

ｉモードセンターに保管されているｉモードメールの題名などを確認し、必要なメールだけを選択し
て受信します。不要なｉモードメールを受信せずに削除することもできます。
･メール選択受信を利用するには、あらかじめメール選択受信設定を「ON」に設定しておく必要があ
ります。

1 待受画面で a63 を押す

おしらせ
●プライバシーモード中（メールを「認証後に表示」に設定している場合）にフォルダ一覧を表示させる場
合は、端末暗証番号の入力が必要です。また、プライバシーモード中（ｉアプリを「認証後に表示」に設
定している場合）にメール連動型ｉアプリ用のフォルダを選択した場合、端末暗証番号の入力が必要です。

おしらせ
●オールロック中、PIMロック中には、センターにメールが届いてもメッセージが表示されません。
●メール選択受信設定を「ON」に設定した場合でも、「ｉモード問合せ」を行うと、すべてのメールを受信
します。不要なメールを受信したくない場合は、問い合わせ項目からメールを外してください。☛P261

●メール選択受信設定を「ON」に設定しても、SMS、メッセージR/F は自動受信します。

メール選択受信設定を「ON」に設定しているときにｉモードメールを受信す
ると、ｉモードセンターに保管され、左記のメッセージが表示されます。
･メールを受信してもメール着信音や着信バイブレータは動作しません。
･b以外のキーを押すとメッセージが消えます。

ｉモードセンターに接続され、保管されているｉモードメールが一覧表
示されます。

：静止画ファイル添付あり
：メロディファイル添付あり
：ｉモーション添付あり
238 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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2 メールごとに「保留」を選択し、「受信」「削除」「保留」のいずれかを選択する
･「保留」を選択した場合は、そのままｉモードセンターに保管されます。ｉモード問合せなどで
受信できます。
･ ｉ モードセンターに保管されている全メールを削除するときは「ｉ モードセンターから全ての
メールを」の「削除」を選択します。
･ ページが複数ある場合には、メール一覧の最後に表示される「前ページ」「次ページ」を選択す
ると前後のページを表示できます。

3「受信／削除」を選択し、「決定」を選択する

Menu 161 / Menu 26 / !!  / !61 / ?6

ｉモードメールがあるかどうかを問い合わせる ｉモード問合せ

圏外にいた間や電源を切っていた間などにｉモードメールが届いていないかを問い合わせます。
ｉモード問合せ設定でメッセージ R/F も問い合わせをするように設定している場合は、同時に
メッセージR/F もあるかどうかを問い合わせます。
･電波状態によってはｉモード問合せができない場合がありますのでご了承ください。

1 待受画面で i を1秒以上押す
ｉモード問合せが実行されます。ｉモードセンターにｉモードメールが保管されていれば受信します。
･ FOMA端末を折りたたんでいるときは、待受画面表示中でなくても i を1秒以上押すと i モー
ド問合せができます。ただし、通話中、赤外線通信中、miniSDメモリーカード使用中などは問
合せできません。

ｉモードメールに返信する ｉモードメール返信

･受信メールによっては返信できない場合があります。
･発信元に「非通知設定」「公衆電話」「通知不可能」が表示される受信SMSや、mova 端末（ｉモー
ドをご契約）から送信されたショートメールには返信できません。

1 待受画面で a1 を押し、フォルダを選択する

おしらせ
●受信結果画面の操作は自動受信時と同じです。ただし、約15秒経過しても元の画面には戻りません。
●FOMA 端末を折りたたんでいるときに新しいｉモードメールを受信したときは、背面ディスプレイの表
示でお知らせします。☛P31
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2 返信するメールにカーソルを合わせて p を押す

3 メールを編集して送信する
･ 返信すると、次回受信メール一覧画面を表示したときに受信メールのマークが または にな
ります。

ｉモードメールを他の宛先に転送する ｉモードメール転送

･ SMSも同様に転送できます。受信したメールの種別でそれぞれ転送されます。

1 待受画面で a1 を押し、フォルダを選択する

2 転送するメールにカーソルを合わせて a を押す

3 メールを編集して送信する
･ 転送すると、次回受信メール一覧画面を表示したときに受信メールのマークが または にな
ります。

おしらせ
●受信メール詳細画面ではpを押します。
●受信メールの添付ファイルは、返信メールには添付されません。
●受信メール本文中の添付データ（ｉ アプリが起動できるリンク項目、本文中に表示されるメロディ）は返
信メールには設定されず、また文字としても引用されません。

●受信したデコメールを引用した場合、装飾と挿入されている画像は引用された状態で本文が表示されま
す。ただし、画像にファイル制限が設定されている場合は、返信メールに引用されません。

●複数の宛先に送られた受信メールに返信する場合は、操作する画面により に表示されるメールアドレ
スが異なります。受信メール一覧から返信する場合は、発信元のメールアドレスが表示され、受信メール
詳細画面から返信する場合は、発信元と自分以外のすべての宛先のメールアドレスが表示されます。

欄には受信メールの発信元のメールアドレスまたは電話番号、
欄には先頭に「RE:」の付いた受信メールの題名（ｉモードメールの

み）、 欄には「〉　」と受信メール本文が入力されています。
･ メール返信引用設定で、返信メールに本文を引用するかどうかと、引用
した本文の先頭に付ける引用文字を設定できます。

■ 複数の宛先に送られた受信メールの宛先すべてに返信するとき
am12 を押す
･ 発信元と、自分以外のすべての宛先に返信できます。

引用文字

欄には先頭に「FW:」の付いた受信メールの題名（ｉモードメールの
み）、 欄には受信メールの本文が入力されています。
･ 添付ファイルがある受信メールを転送する場合は、添付ファイルも設定
されています。
240 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328



メ
l
ル

添付されている静止画を表示・保存する 画像表示・保存

静止画を表示する

1 待受画面で a1 を押し、フォルダを選択する

2 静止画が添付されているｉモードメールを選択する

■ 静止画の表示／非表示を切り替えるとき
aファイル名を選択する

■ 静止画のタイトルを確認するとき
aタイトルを確認する静止画のファイル名にカーソルを合わせて m62 を押す

■ 10000バイトを超える静止画のURLを表示するとき
aURLを表示する静止画のファイル名にカーソルを合わせて m63 を押す
･ 取得する前に表示するときは、メール本文の「保存期限」にカーソルを合わせて

m62 を押します。

おしらせ
●受信メール詳細画面ではmを押し、「返信／転送」→「転送」を選択します。
●受信メールの添付ファイル（静止画、メロディ）のうち、メール添付や FOMA 端末外への出力が禁止さ
れているファイルは転送メールに添付されません。

●メール添付や FOMA 端末外への出力が禁止されていなくても、メロディファイルの種類によっては添付
されない場合があります。

●受信メール本文中の添付データ（ｉアプリが起動できるリンク項目、本文中に表示されるメロディ）は転
送メールには設定されず、また文字としても引用されません。

●10000バイトを超える静止画が添付されたメールで画像を取得していない場合は、転送時に画像は添付
されません。

●受信したデコメールを引用した場合、装飾と挿入されている画像は引用された状態で本文が表示されま
す。また、転送時にサイズオーバーとなった場合は、p を押すと送信できない旨のメッセージが表示さ
れます。

おしらせ
●送信メール詳細画面、メールテンプレート詳細画面、miniSDメモリーカード内のメール詳細画面に添付
されている静止画からも同様の操作で表示／非表示を切り替えられます。

●送信メール詳細画面、メールテンプレート詳細画面、miniSDメモリーカード内のメール詳細画面からタ
イトルを確認する場合は、静止画のファイル名にカーソルを合わせてmを押し、「添付ファイル」→「タ
イトル確認」を選択します。

●取得できる静止画は、JPEG形式またはGIF 形式で最大100Kバイトです。

メール本文の下には、静止画とファイル名、ファイルサイズが表示されます。

：メール添付や FOMA端末外への出力可
：メール添付や FOMA端末外への出力不可
：10000バイトを超える静止画添付／取得されていない10000
バイトを超える静止画

：取得済みの10000バイトを超える静止画
：取得失敗の静止画の添付あり
：静止画データ異常
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静止画を保存する

保存した静止画はデータBOXの「マイピクチャ」から表示したり、待受画面などに設定したりできま
す。静止画の編集で使用するフレームやスタンプとしても保存できます。
･最大保存件数☛P38

1 待受画面で a1 を押し、フォルダを選択する

2 静止画が添付されているｉモードメールを選択する

3 保存する静止画のファイル名にカーソルを合わせて m63 を押す
･ メール添付や FOMA端末外への出力を禁止されている静止画（ファイル制限に「あり」と表示）
では各項目の内容を変更できません。操作5に進みます。

■ デコメール内に表示されている画像を保存するとき
am44 を押し、画像を選択する

4 各項目を選択して設定する
･ 設定方法は、「サイトやメッセージから画像を取得する」の操作3と同じです。☛P195

5 p を押し、保存先を選択する
･ 保存した静止画は、待受画面などに設定できます。☛P307

●静止画が添付されている受信メールを表示したときは、添付された静止画は自動的に表示されます。ただ
し、受信メールがデコメールの場合は、メールを表示すると、メール本文に挿入されている静止画は自動
的に表示されますが、添付された静止画は自動的に表示されません。画像を表示するときは静止画のファ
イル名を選択します。

●デコメールでは、メール詳細画面で本文中に表示される画像のデータ名などは表示されません。
●ｉモードメールに添付された 10000 バイトを超える JPEG形式の画像は、自動的に取得されます。自
動取得された画像は、自動的にマイピクチャの「 モード」フォルダに保存されます。メール受信を中断
したり、画像の保存領域がいっぱいなどの理由により、自動的に取得できなかった場合は、ｉモードメー
ル中の「保存期限」を選択することにより、画像を取得できます。

●静止画の横幅がディスプレイより大きいときは縮小して表示されます。
●静止画によっては正しく表示できない場合があります。

おしらせ
●送信メールに添付した静止画も同様の操作で保存できます。
●取得した静止画のファイル名は、36 文字まで保存されます。ファイル名には半角英数字と「 . 」、「 - 」、
「 _ 」が使用できます。ただし、「 . 」はファイル名の先頭に使用できません。
●横352×縦288を超える静止画はフレーム候補にできません。
●横縦（または縦横）のサイズが240× 320を超える静止画はスタンプ候補にできません。
●横縦（または縦横）のサイズが GIF 形式は 640 × 480、JPEG 形式は 1224 × 1632 を超える静止
画は保存できません。また、JPEGの種類によっては保存できないものもあります。

●画像の保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を超えるときは、FOMA端末に保存されている画
像を削除するかどうかの確認画面が表示されます。画面の指示に従い保存可能な空き容量が確保できるま
で FOMA端末内の画像を削除してください。
･削除する前に画像一覧でpを押すと画像を、mを押すと画像の詳細情報を表示できます。
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ｉモーションメールからｉモーションを再生・保存する
発信元がメールに添付した動画／ｉモーションはｉモーションメールセンターに保管され、ｉモー
ションの閲覧のためのURLが記載されたメールを受信します。このURLを選択して、ｉモーショ
ンを取得し、再生したり保存できます。保存したｉモーションはデータBOXの「ｉモーション」
から再生したり待受画面に設定できます。
･最大保存件数☛P38
･取得できるｉモーションは、最大500Kバイトです。
･再生時の音量はｉモーションの動作設定に従います。

1 待受画面で a1 を押し、フォルダを選択する

2 ｉモーションのURLが記載されたｉモードメールを選択する

3 ｉモーションのURLを選択し、「はい」を選択する
ｉモーションメールセンターに接続され、ｉモーションの取得・再生が始まります。

4 再生が終了したら「保存」を選択する
･「再生」を選択するとｉモーションが再生されます。
･「情報表示」を選択するとｉモーションの情報が表示されます。

5 p を押す
取得したｉモーションはｉモーションの「 モード」フォルダに保存されます。
･ 表示名は全角・半角を問わず36文字まで入力できます。

■ 待受画面に設定するとき
･ 映像のない動画／ ｉ モーション、再生制限が設定されている ｉ モーション、画像サイズが
320× 240を超えるｉモーションは待受画面に設定できません。
am1 を押して「はい」を選択する
･ 拡大表示できる動画／ｉモーションの場合は、等倍表示または拡大表示に設定できます。
･ ｉアプリ待受画面が設定されている場合は、ｉアプリ待受画面を解除するかどうかの確認画
面が表示されます。「はい」を選択すると、ｉアプリ待受画面を解除して、選択した動画／
ｉモーションが待受画面に設定されます。
･ 動画／ｉモーションを待受画面に設定したときの動作 ☛P120

6「戻る」を選択する

ｉモーションメールセンターでのｉモーションの保存期限
ｉモーション閲覧用URL
ｉモーションが添付されていることを示す

･ 再生画面の操作方法 ☛P318
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ｉモードメールからメロディを再生・保存する メロディ再生・保存

･発信元が FOMA Ｄ701i、D901i、D901iS 以外の場合、送られてきたメロディが正しく再生でき
ない場合があります。

メロディを再生する

1 待受画面で a1 を押し、フォルダを選択する

2 メロディが添付されているｉモードメールを選択する
･ 添付メロディの表示形式には、メロディファイルの種類によって2種類あります。

3 再生するメロディを選択する
電話着信音量調整で設定されている音量で再生されます。
･ マナーモード中は、再生を行うかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択すると再生
されます。
･ 再生を途中で止めるときは c を押します。
･ メロディ再生中は ij で音量調整できます。

■ タイトルを確認するとき
aメロディにカーソルを合わせて m65 を押す
･ 本文中に表示されているメロディのタイトルを確認するとき：メロディにカーソルを合わ
せて m64 を押す

おしらせ
●送信メールに添付されている動画／ｉモーションも、ファイル名を選択して、同様に再生できます。
ただし、動画／ｉモーションが FOMA端末から削除されているときは再生できません。

●ｉ モード端末へ ｉ モーションメールを送信した場合、ｉ モーションメールセンターに保存された ｉ モー
ション閲覧用 URL1 件につき 50 回まで取得できます。50 回を超えた場合は、ｉ モーションの取得がで
きなくなります。

●メールに添付されたｉモーションをパソコンで再生する場合は、対応のソフトが必要となります。☛P470
●miniSDメモリーカード内のメールを表示するとき、動画／ｉモーションが添付されている場合は、動画／
ｉモーションを表示できません。

●マナーモード中に音声のある動画／ｉモーションを再生する場合は、音声を再生するかどうかの確認画面が
表示されます。「はい」を選択すると、ｉモーションの動作設定で設定されている音量で再生されます。

：メール添付や FOMA端末外への出力可 ：メロディデータ異常
：メール添付や FOMA端末外への出力不可

メロディのマークと
ファイル名、ファイル
サイズ

メロディのマークと
タイトル名、ファイ
ルサイズ

本文中に表示（MFi 形式）本文の後に表示（SMF形式）
244 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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■ データを文字として表示するとき（データ表示）
aメロディにカーソルを合わせて m65 を押す
･ タイトル表示に戻すとき：データ表示されているメロディの先頭行にカーソルを合わせて

m65 を押す
･ 本文の後に表示されるメロディではこの機能は利用できません。

メロディを保存する

保存したメロディはデータBOXの「メロディ」から再生したり、着信音に設定したりできます。
･最大保存件数☛P38

1 待受画面で a1 を押し、フォルダを選択する

2 メロディが添付されているｉモードメールを選択する

3 保存するメロディにカーソルを合わせて m62 を押す
･ 既に設定されている表示名が表示されます。表示名を設定するときはメロディの保存画面で表示
名を入力します（全角25文字（半角50文字）まで）。

4 p を押す
メロディの「 モード」フォルダに保存されます。

おしらせ
●データ表示時にメロディを再生・保存するにはメロディの先頭行にカーソルを合わせて m を押し、「添
付ファイル」→「再生」「保存」を選択します。

●MFi 形式のメロディにタイトル名が設定されていない場合、メールの受信日時が表示されます。
●添付ファイル自動再生設定を「自動再生する」に設定している場合、メロディが添付されている受信メー
ルを表示すると、メロディが自動的に再生されます。

●送信メール、メールテンプレート、miniSD メモリーカード内のメールの添付メロディも同様に再生でき
ます。

おしらせ
●送信メール詳細画面ではメロディにカーソルを合わせて m を押し、「添付ファイル」→「保存」を選択
します。

●メロディの保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を超えるときは、FOMA端末に保存されてい
るメロディを削除するかどうかの確認画面が表示されます。画面の指示に従い FOMA 端末内のメロディ
を削除してください。
･削除する前にメロディ一覧でp を押すとメロディを再生、m を押すとメロディの詳細情報を表示で
きます。
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添付ファイルを削除する 添付ファイル削除

受信メールに添付されている静止画、添付メロディを削除します。
･本文中に表示されるメロディ、ｉアプリが起動できるリンク項目は削除できません。
･ 10000バイトを超える静止画は、マイピクチャの「 モード」から削除してください。

添付されている静止画を削除するとき

1 待受画面で a1 を押し、フォルダを選択する

2 静止画が添付されているｉモードメールを選択する

3 削除する静止画のファイル名にカーソルを合わせて m64 を押す
･ 添付ファイルを一括削除するときは m65 を押します。

4「はい」を選択する
･ 削除した添付ファイルはファイル名が薄く表示されて選択できなくなります。

メールBOXを操作する

Menu 11 / Menu 14 / Menu 15

受信／送信メールBOXのメールを表示する 受信メールBOX／送信メールBOX

受信／送信／未送信のｉモードメールやSMSを確認できます。受信済みのメールは「受信メー
ル」に、送信済みのメールは「送信メール」に保存されます。また、送信せずに保存したメール
や送信に失敗したメールは「未送信メール」に保存されます。
･最大保存件数☛P38

受信メールを表示するとき

1 待受画面で a1 を押す
･ 送信メールを表示するとき：a5 を押す
･ 未送信メールを表示するとき：a4 を押す

2 フォルダを選択する
受信メールの一覧が表示されます。
･ メール連動型ｉアプリ用のフォルダを選択すると、対応するｉアプリが起動します。ｉアプリ
を起動せずにフォルダ内のメールを表示するときは、フォルダにカーソルを合わせて m1を
押します。

3 表示するメールを選択する
･ 電話番号、メールアドレス、URL から、それぞれ電話発信、ｉモードメール送信、サイト表示が
できます。電話番号やメールアドレス、URL を電話帳に登録したり、URL をブックマークに登
録することもできます。本文などのコピーもできます。☛P256

おしらせ
●10000 バイトを超える静止画を削除した受信メールを表示すると、保存期間が薄く表示され、選択できな
くなります。

●送信メール詳細画面では、静止画、メロディにカーソルを合わせて m を押し、「添付ファイル」→「削除」
／「一括削除」を選択します。

例

例
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フォルダ一覧画面の見かた

■ 受信メールフォルダ一覧画面の見かた

■ 送信／未送信メールフォルダ一覧画面の見かた

おしらせ
●パソコンから装飾されたメールを受信する場合、ｉ モード端末では非対応の装飾があると、パソコン上と同
じ動作にならない場合があります。

●メール本文の添付データ（ｉ アプリが起動できるリンク項目、本文中に表示されるメロディ）が複数添付さ
れていると添付データは無効になります。このとき添付マークには が表示されます。

●デコメールを表示した場合、デコメールの背景色によっては画像やｉモーション取得先 URL の文字色と重
なってURLが見えない場合があります。

●プライバシーモード中は、プライバシーモード設定の設定内容により、以下のようになります。
･メールを「認証後に表示」に設定した場合、フォルダ一覧を表示させるには、端末暗証番号の入力が必
要です。
･メールを「指定フォルダを非表示」に設定した場合は、フォルダ設定のプライバシーを「ON」に設定し
ているフォルダは表示されません。フォルダ一覧画面でcを1秒以上押し、端末暗証番号を入力す
ると、一時的にプライバシーモードを解除し、フォルダを表示できます。

おしらせ
●受信メールは、「受信 BOX」フォルダと最大 45 個のフォルダ（メール連動型 ｉ アプリ用のフォルダ 5
個を含む）に分類して保存できます。お買い上げ時の設定では、新たに受信したｉモードメールとSMS
は「受信BOX」フォルダに保存されますが、受信時に自動的に他のフォルダに振り分けることもできます。

●送信メール、未送信メールはそれぞれ「送信 BOX」フォルダまたは「未送信 BOX」フォルダと、最大 15
個のフォルダ（メール連動型ｉアプリ用のフォルダ5個を含む）に分類して保存できます。お買い上げ時の
設定では、新たに送信したｉモードメールと SMSは、「送信BOX」フォルダに保存されますが、送信時に
自動的に他のフォルダに振り分けることもできます。

●メール連動型ｉアプリを削除した場合でも、それに対応したメールフォルダが残っていればメールを表示で
きます。

●メール連動型ｉアプリ用のフォルダを選択すると、それに対応するｉアプリが起動します。

受信メールフォルダ一覧画面では、上部に保存領域の使用率とページ番号／
総ページ数が表示されます。

（グレー）：メールなし （黄）：未読メールなし
：未読メールなし（プライバシーON)
：未読メールなし（メール連動型ｉアプリで利用）
：未読メールあり
：未読メールあり（プライバシーON）
：未読メールあり（メール連動型ｉアプリで利用）

送信／未送信メールフォルダ一覧画面では、上部にページ番号／総ページ数
が表示されます。

（グレー）：メールなし （黄）：メールあり
：プライバシーON ：メール連動型ｉアプリ
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受信／送信／未送信メールBOXの一覧画面／詳細画面の見かた

■ 受信メールBOX一覧画面の見かた

･ 返信済み／転送済みは後から行った操作のマークが優先表示されます。

･ 10000バイトを超える静止画が添付されているときは、10000バイト以内の静止画やメロディ
の添付を示すマークは表示されません。
･ 発信元が電話帳に登録されているときは名前が表示されます。
･ 受信日時には、当日の場合は時刻、当日以外の場合は日付が表示されます。
･ 受信したｉモードメールによっては題名が表示されない場合があります。
･ データ異常の SMS には が表示され、受信日時は「--/--」（受信当日のみ）となります。発信元
は表示されません。
･ メール一覧の表示形式を選択できます。

■ 送信／未送信メールBOX一覧画面の見かた

a ：未読 ：未読（返信不可） ：既読 ：既読（返信不可）
：既読（返信済み） ：既読（転送済み） ：保護 ：保護（返信不可）
：保護（返信済み） ：保護（転送済み）

b ：10000バイト以内の静止画あり ：メロディあり
：10000バイト以内の静止画＋メロディあり ：10000バイトを超える静止画あり
：添付ファイルあり（1行表示の場合） ：SMS
：ｉアプリ Toあり
：メール連動型ｉアプリで利用されるメール

受信メール BOX 一覧画面では、上部にフォルダ名、ページ番号／総ペー
ジ数が表示されます。メールの一覧には受信日時、発信元、題名（SMSで
は本文の先頭）が表示されます。

①
②

送信／未送信メールBOX一覧画面では、上部にフォルダ名、ページ番号／
総ページ数が表示されます。メールの一覧には送信日時、宛先、題名（SMS
では本文の先頭）が表示されます。

･ ｉモーションまたは 10000 バイトを超える静止画が添付されていると
きは、10000バイト以内の静止画やメロディの添付を示すマークは表示
されません。
･ 送信日時には、当日の場合は時刻、当日以外の場合は日付が表示されます。
･ 送信日時の表示には日付・時刻の設定が必要です。
･ 宛先が電話帳に登録されているときは名前が表示されます。
･ 未送信メール一覧からメールを選択すると、メール作成画面が表示されま
す。
･ メール一覧の表示形式を選択できます。

マークなし：未保護 ：保護
：10000バイト以内の静止画 ：メロディ
：10000バイト以内の静止画＋メロディ ：ｉモーション
：10000バイトを超える静止画
：添付ファイルあり（1行表示の場合） ：SMS
：メール連動型ｉアプリで利用されるメール
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■ 受信メール詳細画面の見かた

■ 送信済みメール詳細画面の見かた

おしらせ
●ｉモードメールでは、発信元または宛先のメールアドレスが電話帳データのメールアドレス欄と照合され
ます。SMSでは、発信元または宛先の電話番号が電話帳データの電話番号欄と照合されます。
･メールアドレスが @ 以降のドメイン名を含めて完全に一致すると名前が表示されます。ただし、メールア
ドレスが「携帯電話番号@docomo.ne.jp」の場合は、「@docomo.ne.jp」を省略して電話帳に登録してい
るときや、電話帳に登録している電話番号が一致したときに名前が表示されます。
･シークレット属性を設定した電話帳データにメールアドレスや電話番号が登録されている場合は、シー
クレットモードを設定していないと名前は表示されません。
･プライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定した場合）は、プライバシーモードを
解除しないと名前は表示されません。

●SMSおよび送達通知、着信通知の題名、発信元は次のように表示されます。

･電話番号が電話帳に登録されているときは、受信メール一覧の発信元には名前が表示されます。
ただし、プライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定した場合）は、名前は表示さ
れません。
･発信者番号が通知されなかったときは、次の文字が発信元に表示されます。
「非通知設定」（非通知に設定して送られてきた場合）
「公衆電話」（公衆電話から送られてきた場合）
「通知不可能」（発信者番号を通知できない方法で送られてきた場合）

受信メール詳細画面では、上部に宛先マーク※1、状態マーク、添付ファイル
マーク、SMSマーク、メール番号／件数が表示されます。
※1：TO、CC、BCCのいずれで送られてきたのかを示します（ｉモード

メールの場合）。

･ 文字サイズは変更できます。
･ データ異常のSMSには が表示されます。

：受信日時 ：発信元
：宛先（TO） ：宛先（CC）（ｉモードメールのみ）
：題名（SMSは「受信SMS」、「SMS送達通知」、「留守番着信通知」）
：発信元（返信不可）
：宛先（TO）（返信不可）（ｉモードメールのみ）
：宛先（CC）（返信不可）（ｉモードメールのみ）

送信済みメール詳細画面では、上部に状態マーク、添付ファイルマーク、
SMSマーク、メール番号／件数が表示されます。
：送信日時 ：宛先（TO）
：宛先（CC）（ｉモードメールのみ）
：宛先（BCC）（ｉモードメールのみ）
：題名

･ 文字サイズは変更できます。

項　目 SMS 送達通知 着信通知
題名 受信SMS SMS送達通知 留守番着信通知
発信元 電話番号 SMS Center DoCoMo SMS
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フォルダを作成・削除する

･「受信メール」では「受信 BOX」フォルダとメール連動型 ｉ アプリ用のフォルダ以外に最大 40 個
作成できます。
･「送信メール」「未送信メール」では「送信 BOX」フォルダ、「未送信 BOX」フォルダとメール連動
型ｉアプリ用のフォルダ以外にそれぞれ最大10個作成できます。
･「受信 BOX」フォルダ、「送信 BOX」フォルダ、「未送信 BOX」フォルダとメール連動型ｉアプリ
用のフォルダのフォルダ設定は変更できません。

受信メールのフォルダを追加するとき

1 待受画面で a1 を押す

2 m1 を押す
■ フォルダ設定を変更するとき
a変更するフォルダにカーソルを合わせて m3 を押す

3 各項目を選択して設定する

4 p を押す

●添付ファイルやｉアプリが起動できるリンク項目がある場合、詳細画面にマークと添付ファイル名などが表
示されます。

●受信メールの既読と未読を変更できます。メールにカーソルを合わせ、未読メールを既読にするときは
m51、既読メールを未読にするときはm52を押します。
･未読メールを複数選択して既読に変更するにはm53、既読メールを複数選択して未読に変更す
るにはm54を押します。変更するメールを選択してpを押し、「はい」を選択します。
･フォルダ内の未読メールをすべて既読に変更するにはm55、フォルダ内の既読メールをすべて
未読に変更するにはm56を押し、「はい」を選択します。
･保護されているメールの未読／既読は変更できません。

フォルダを作成する

･送信メール ☛P246 ･未送信メール ☛P246

フォルダ名 ：メールのフォルダ名を設定します（全角8文字（半角16文字）まで）。
プライバシー：「ON」に設定すると、プライバシーモード中（メールを「指定フォルダを非表示」

に設定した場合）はフォルダを表示しません。

種　類 マーク 参照先
静止画 ：メール添付や FOMA端末外への出力可

：メール添付や FOMA端末外への出力不可
：10000バイトを超える静止画添付／取得されていな
い10000バイトを超える静止画

：取得済みの10000バイトを超える静止画
：取得失敗の静止画の添付あり
：静止画データ異常

P241

メロディ ：メール添付や FOMA端末外への出力可
：メール添付や FOMA端末外への出力不可
：メロディデータ異常

P244

ｉアプリが起動できるリンク項目 P294

例
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･お買い上げ時に登録されている「受信BOX」フォルダ、「送信BOX」フォルダ、「未送信BOX」フォ
ルダは削除できません。
･保護されているメールがあるフォルダは削除できません。保護解除してから削除してください。
･メール連動型ｉアプリ用のフォルダは、そのフォルダに対応するｉアプリがあるときは削除できま
せん。

受信メールのフォルダを削除するとき

1 待受画面で a1 を押す

2 削除するフォルダにカーソルを合わせて m2 を押す

3 端末暗証番号を入力し、「はい」を選択する

メールの件数を確認する フォルダ内メール件数

受信メール、送信メール、未送信メールの保存件数をフォルダごとに確認します。

受信メールの保存件数を確認するとき

1 待受画面で a1 を押す

2 件数を確認するフォルダにカーソルを合わせて m5 を押す

メールアドレスを確認する アドレス表示

メールアドレスが途中までしか表示されていない場合や、電話帳に登録されていて名前が表示されてい
る場合は、この方法でメールアドレスを確認できます。

1 メール詳細画面を表示する

2 確認する発信元または宛先を選択する

おしらせ
●メール連動型ｉアプリをダウンロードすると、「受信メール」「送信メール」「未送信メール」のフォルダ
一覧にそのメール連動型 ｉ アプリ用のフォルダが自動的に作成されます。フォルダ名にはダウンロード
したメール連動型ｉアプリ名が設定され、変更できません。

フォルダを削除する

･送信メール ☛P246 ･未送信メール ☛P246

･送信メール ☛P246 ･未送信メール ☛P246

おしらせ
●メール一覧ではmを押し、「表示」→「メール件数確認」を選択します。

･受信メール ☛P246 ･送信メール ☛P246 ･メールテンプレート ☛P233

例

例
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受信／送信メールをフォルダに移動する メール移動

保存してあるメールを別のフォルダやminiSDメモリーカードに移動／コピーします。

受信メールを他のフォルダに1件移動するとき

1 待受画面で a1 を押し、フォルダを選択する

2 移動する受信メールにカーソルを合わせて m411 を押す
■ 複数移動するとき
am412 を押し、メールを選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。

bp を押す

■ フォルダ内のすべての受信メールを移動するとき
am413 を押す

■ miniSDメモリーカードへ1件コピーするとき
am441 を押し、「はい」を選択する

■ miniSDメモリーカードへバックアップ（全件）するとき
am442 を押す
b端末暗証番号を入力し、「はい」を選択する

3 o を押し、移動先フォルダを選択する

4「はい」を選択する

受信／送信メールを並べ替える ソート

「受信メール」「送信メール」のメール一覧の並び順を一時的に並べ替えます。
･日付順、送信者順（送信メールでは宛先順）、タイトル順が選択できます。
･「未送信メール」「FOMA受信SMS」「FOMA送信SMS」の並び順は変更できません。

受信メール一覧を並べ替えるとき

1 待受画面で a1 を押し、フォルダを選択する
･ 送信メール ☛P246

おしらせ
●複数のメールアドレスをまとめて確認するときは、メール詳細画面で m を押し、「表示」→「アドレス
表示」を選択します。受信／送信／未送信メール一覧では、アドレスを表示するメールにカーソルを合わ
せてmを押し、「表示」→「アドレス表示」を選択します。送信メール、未送信メールでは全宛先のメー
ルアドレスが、受信メールでは発信元のほか、同報送信された宛先（自分以外）が表示されます（「TO:」
｢ CC: ｣も表示されます）。

･送信メール ☛P246 ･未送信メール ☛P246

おしらせ
●受信メールを複数選択しているときにメールを受信すると、「メールを表示できません」と表示され、そ
れまでの操作が中止される場合があります。

お買い上げ時 日付順

例

例
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2 m74 を押す
■ 送信メールを並べ替えるとき
am5 を押す

3 1 ～ 3 を押す

受信／送信メールから電話をかける 電話発信

受信メールの送信者や送信メールの宛先に電話をかけることができます。
･電話番号とメールアドレス（相手のメールアドレスが「携帯電話番号 @docomo.ne.jp」の場合を除
く）を電話帳に登録しておく必要があります。
･シークレット属性を設定した電話帳データにメールアドレスが登録されている場合は、シークレット
モード中だけ電話をかけられます。

受信メールから電話をかけるとき

1 待受画面で a1 を押し、フォルダを選択する
･ 送信メール ☛P246

2 電話をかけるメールにカーソルを合わせて m6 を押す
･ 受信メール／送信メール詳細画面では m7 を押します。
･ 同報アドレスがあるときはメールアドレス選択画面が表示されます。電話をかけるメールアドレ
スを選択してください。

3 カスタム発信の各項目を選択して設定する

4 m を押し、「はい」を選択する

受信／送信メールを保護する メール保護

受信メール、送信メール、未送信メールを保護すると、誤って削除したり、保存領域が足りずに上書き
されたりすることを防ぐことができます。
･最大保護件数☛P38
･未読メールは保護できません。

受信メールを1件保護するとき

1 待受画面で a1 を押し、フォルダを選択する

おしらせ
●受信メール一覧、送信メール一覧の表示を終了すると、並び順は「日付順」に戻ります。
●送信者順または宛先順の場合、メールアドレスが電話帳に登録されていても電話帳の名前ではなくメール
アドレスの順に並び替わります。

●タイトル順の場合、全角／半角の文字が混在していると、50音順と一致しない場合があります。
●同じフォルダ内にSMSが含まれていると、一覧画面ではSMSはメッセージの本文の先頭が表示されるた
め、タイトル順でソートした場合、50音順と一致しません。

･送信メール ☛P246 ･未送信メール ☛P246

例

例
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2 保護するメールにカーソルを合わせて m31 を押す
メールが保護され、マークが次のいずれかに変わります。

■ 複数保護するとき
am32 を押し、メールを選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。ただし、保護されていな
い受信メールが最大保護件数を超えて保存されている場合は全選択できません。

bp を押す

■ フォルダ内の受信メールを全件保護するとき
am33 を押す

■ 複数解除するとき
am35 を押し、メールを選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。

bp を押す

■ 全件解除するとき
am36 を押す

受信／送信メールを削除する メール削除

「受信メール」、「送信メール」、「未送信メール」から不要なメールを削除します。
･保護されているメールは削除できません。まとめて削除する場合、条件に該当していても保護されて
いるメールは削除されずに残ります。保護を解除をしてから削除してください。

受信メール ： （既読）、 （返信不可）、 （返信済み）、 （転送済み）
送信／未送信メール：
･ 解除するとき：解除するメールにカーソルを合わせて m34 を押す

おしらせ
●データ一括削除を行うと保護したメールもすべて削除されます。
●メール詳細画面ではmを押し、「保護」／「保護解除」を選択します。
●送信／未送信メール一覧ではmを押し、「保護」→「1件保護」「複数保護」「全件保護」／「1件保護解
除」「複数保護解除」「全件保護解除」を選択します。

●全件保護の途中で最大保護件数を超える場合は、日時が新しいメールから順に、最大保護件数に達するま
で保護されます。

●受信メールを複数選択しているときにメールを受信すると、「メールを表示できません」と表示され、そ
れまでの操作が中止される場合があります。

受信メールを削除する

○：実行可　×：実行不可

削除方法 削除されるメール
実行する画面

フォルダ
一覧

メール
一覧

詳細

メール全件 全メール（未読も削除） ○ × ×
フォルダ内 - 既読 フォルダ内の既読メール ○ ○ ×
フォルダ内 - 全件 フォルダ内の全メール（未読も削除） ○ ○ ×
フォルダ内 -7日経過 フォルダ内の受信後指定日数経過したメー

ル（未読も削除）
○ ○ ×

フォルダ内 -14日経過 ○ ○ ×
フォルダ内 -30日経過 ○ ○ ×
1件削除 選択したメール1件 × ○ ○
複数削除 選択した複数メール × ○ ×
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1 待受画面で a1 を押す
■ 全件削除するとき
am46 を押し、端末暗証番号を入力して操作4に進む

2 フォルダを選択して m2 を押す
･ メールを 1 件だけ削除するときは、削除する受信メールにカーソルを合わせて m2 を押し
ます。

3 1 ～ 7 を押す
■ 複数削除するとき
a2 を押し、メールを選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。

bp を押す
■ フォルダ内の受信メールを全件削除するとき
a4 を押し、端末暗証番号を入力する

4「はい」を選択する

次の方法で削除できます。

送信メールを1件削除するとき

1 待受画面で a5 を押す
■ 全件削除するとき
am42 を押し、端末暗証番号を入力して操作4に進む

2 フォルダを選択する

3 削除する送信メールにカーソルを合わせて m21 を押す
■ 複数削除するとき
am22 を押し、メールを選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。

bp を押す

おしらせ
●受信メールを複数選択しているときにメールを受信すると、「メールを表示できません」と表示され、そ
れまでの操作が中止される場合があります。

送信／未送信メールを削除する

○：実行可　×：実行不可

削除方法 削除されるメール
実行する画面

フォルダ一覧 メール一覧 詳細
メール全件 全メール ○ × ×
フォルダ内ー全件 フォルダ内の全メール ○ × ×
全件削除 フォルダ内の全メール × ○ ×
1件削除 選択したメール1件 × ○ ○

（送信メールのみ）
複数削除 選択した複数メール × ○ ×

例
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■ フォルダ内の送信メールを全件削除するとき
am23 を押し、端末暗証番号を入力する

4「はい」を選択する

メールの便利な機能
本文に電話番号やメールアドレス、URL があるとき、これらを選択して音声電話／テレビ電話
をかけたり（Phone To ／ AV Phone To）、ｉモードメールを作成したり（Mail To）、サイト
に接続したり（Web To）できます。また、表示中のｉモードメール、SMSの本文中の文字を
コピーしたり、電話番号やメールアドレスなどを電話帳に登録することもできます。

Phone To（AV Phone To）・Mail To・Web To 機能を使う

･操作方法はサイトからのPhone To（AV Phone To）、Mail To、Web To と同じです。
･パソコンなどからメールを受信した場合、Phone To（AV Phone To）、Mail To、Web To 機能が
利用できないことがあります。

本文などをコピーする

表示中のｉモードメール、SMS、メールテンプレート中の文字をコピーできます。コピーした文字は、
メール作成画面や電話帳の登録画面などの入力欄に貼り付けることができます。
･ FOMAカード内のSMSの場合、本文コピーと宛先コピー、送信者コピーができます。
･デコメールの場合、装飾情報はコピーされず、テキストのみコピーされます。
･コピーした文字は電源を切るまで FOMA 端末に記録され、別の場所に何度でも貼り付けることがで
きます。
･記録できるのは1件だけです。新たにコピーを行うと前にコピーした文字に上書きされます。

受信メール詳細画面からコピーするとき

1 コピーする項目を含む受信メール詳細画面を表示する
･ 選択項目コピーの場合は、コピーする項目にカーソルを合わせます。

2 m2 を押す

3 コピー方法を選択する

･ 本文コピーの場合はコピーする範囲を指定します。☛P197「URLをコピーする」操作2

おしらせ
●未送信メールも同様の操作で削除できます。
●フォルダ一覧ではmを押し、「メール削除」を選択します。
●メール詳細画面ではmを押し、「削除」を選択します。

本文コピー ：本文中の指定した範囲の文字をコピーします。
題名コピー ：題名をコピーします。
選択項目コピー ：カーソルを合わせている項目をコピーします。

例
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4 貼り付け先の文字入力画面を表示し、文字を貼り付ける

電話番号やアドレス、URLを電話帳に登録する

表示中のｉモードメール、SMS中のメールアドレス、電話番号、URL を電話帳に登録できます。新
規に登録することも、登録済みの電話帳データに追加することもできます。

受信メール詳細画面から電話帳登録するとき

1 登録する項目を含むメールを表示する

2 電話帳に登録する項目にカーソルを合わせて m4 を押す

3 新規登録するときは1、登録済みの電話帳データに追加するときは2を押す
･ 以降の操作は「電話番号やメールアドレスを電話帳に登録する」の操作3以降と同じです。

☛P197

URLをブックマークに登録する

表示中のｉモードメール、SMSの本文中にURLがあるとき、その画面から直接、URLをブックマー
クに登録できます。

受信メール詳細画面からブックマーク登録するとき

1 登録するURLを含むメールを表示する

2 URLにカーソルを合わせて m4 を押し、3 を押す

3 登録先フォルダを選択する

おしらせ
●送信メール詳細画面、メールテンプレート詳細画面、FOMAカード内のSMS詳細画面ではmを押し、「移動
／コピー」または「コピー」を選択します。

●メールに Date To 形式の本文が含まれている場合は、いったんメモ帳に貼り付けるとスケジュール登録
できます。

おしらせ
●送信メール詳細画面、FOMAカード内のSMS詳細画面、miniSDメモリーカード内のメール詳細画面で
はmを押し、「登録」を選択します。

●表示中のｉモードメールや SMSのメールアドレスや電話番号、URL にカーソルを合わせていなければ
登録操作はできません。ただし、受信メールでは発信元、送信メールでは宛先（複数宛先のときは選択可
能）にカーソルを合わせて電話帳に登録することはできます。

●デコメールからは登録できない場合があります。
●メール本文などに複数のメールアドレスが列記されている場合は、登録できないことがあります。

おしらせ
●送信メール詳細画面、FOMAカード内のSMS詳細画面ではmを押し、「登録」を選択します。
●デコメールからは登録できない場合があります。

例

例
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メールの設定を行う

FOMA端末のメール機能を設定する メール設定

設定できるメール機能は次のとおりです。

Menu 193

メールを自動的にフォルダに振り分ける メール振り分け設定

受信／送信した ｉ モードメールや SMS に振り分け条件を設定し、自動的にフォルダに振り分けるか
どうかを設定します。
･受信メール、送信メールの振り分け条件はそれぞれ30件登録できます。

･設定した振り分け条件を実行するには、受信振り分け設定／送信振り分け設定を「ON」に設定する
必要があります。お買い上げ時は「ON」に設定されています。☛P260
･条件設定後に受信／送信するメールに対して有効です。受信／送信済みのメールは振り分け直されま
せん。
･通常のメールをメール連動型ｉアプリ用のフォルダに振り分けることもできます。この場合、メール
連動型ｉアプリの振り分け条件が優先されます。

受信メールを振り分けるとき

1 待受画面で a93 を押す

2 1 を押す

機能名 内　容 参照先
メール振り分け設定 受信／送信メールを自動的にフォルダに振り分けます。 P258
署名設定 メールに添付する署名を設定します。 P261
ｉモード問合せ設定 ｉモードセンターに問い合わせる内容を設定します。 P261
メール選択受信設定 メールを自動受信せず、選択して受信できるようにします。 P262
メールグループ設定 複数の宛先をメールグループとして設定します。 P262
メール返信引用設定 メールに返信するときに、受信メールを引用するかどうかを設定

します。
P263

メール一覧表示設定 受信／送信メールの表示形式を設定します。 P264
メール受信添付ファイル設定 受信メールの添付ファイルを受信するかどうかを設定します。 P264
添付ファイル自動再生設定 メロディが添付されたメールを表示したときに、自動再生するか

どうかを設定します。
P264

表示種別 「受信メール」「送信メール」のメール一覧に表示するメール種別
を設定します。

P265

フォントサイズ メールを表示したときの文字の大きさを設定します。 P265
メール着信設定 メールを受信したときの動作を設定します。 P266
受信表示設定 FOMA端末操作中にメールを受信したときの表示を優先するかど

うかを設定します。
P266

振り分け条件を設定する

例

1行目には、受信振り分け設定／送信振り分け設定のON／OFFが表示さ
れます。2 行目以降は、登録済みの振り分け条件が優先順位順に一覧表示
されます。

･ 送信メールを振り分けるとき：2 を押す

：送信メールアドレス ：受信メールアドレス ：メモリ番号
：電話帳登録なし ：題名 ：グループ
：条件なし
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3 m1 を押し、振り分け条件を指定する

4 振り分け先フォルダを選択する

■ メールアドレスを指定するとき
指定したメールアドレスで受信／送信したメールを振り分けます。メー
ルアドレスは＠以降の文字も含めてアドレス全体を指定します（半角
50文字まで）。アドレスの一部の文字では振り分けられません。電話番
号を指定すると、SMSも振り分けできます。
a12 を押し、メールアドレスを入力し、p を押す
･ 電話帳に登録されているメールアドレスを指定するときは

11 を押し、入力するアドレスのある電話帳を選択して、
メールアドレスを選択します。

■ 題名を指定するとき
指定した文字を含む題名のメールを振り分けます（全角15文字（半角
30文字）まで）。
SMSは題名では振り分けできません。
a2 を押し、題名を入力し、p を押す

■ メモリ番号を指定するとき
指定したメモリ番号に登録されているメールアドレスまたは電話番号
のメールを振り分けます。ｉ モードメールでは電話帳のメールアドレ
ス、SMSでは電話帳の電話番号と照合されます。
a3 を押し、メモリ番号を入力する
b電話帳データを選択する

■ グループを指定するとき
グループに登録されているメールアドレスまたは電話番号のメールを
振り分けます。
a4 を押す
b FOMA端末電話帳のグループを指定するときは1、FOMAカード

電話帳のグループを指定するときは 2 を押す
cグループを選択する

■ 電話帳登録なしを指定するとき
電話帳に登録されていないメールアドレスまたは電話番号のメールを
振り分けます。ｉモードメールでは電話帳のメールアドレス、SMSで
は電話帳の電話番号と照合されます。
a5 を押す

■ 条件なしを指定するとき
条件を設定せずにすべてのメールを振り分けます。
a6 を押す

振り分け条件の指定画面

･ メール連動型ｉアプリ用のフォルダを選択したときは、選択したフォル
ダのメールがｉアプリで利用される旨のメッセージが表示されます。振
り分け先として設定するときは「はい」を選択します。
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5 優先順位を指定する

1 待受画面で a93 を押す

2 1 または 2 を押す

3 確認する振り分け条件を選択する
･ 条件を確認中でも振り分け条件の変更、削除ができます。

■ 登録済みの振り分け条件を変更するとき
a変更する振り分け条件にカーソルを合わせて m2 を押す
･ 振り分け条件の指定は「振り分け条件を設定する」の操作3以降と同じです。☛P259

b「変更する」を選択する

■ 優先順位を変更するとき
a変更する振り分け条件にカーソルを合わせて m5 を押す
b移動する位置を選択する
･ 選択した位置の上に条件が移動します。一覧の最後に移動するときは、［最後に移動する］
を選択します。

■ 条件を削除するとき
a削除する振り分け条件にカーソルを合わせて m3 を押し、「はい」を選択する
･ 条件をすべて削除するときは、m4 を押して端末暗証番号を入力し、「はい」を選択しま
す。

･「ON」に設定しても、振り分け条件を設定しないと振り分けられません。

受信メールを振り分けるとき

1 待受画面で a93 を押す

おしらせ
●条件は優先順位に従って判定されます。たとえば、条件を2件設定した場合、次のように振り分けられます。
a優先順位1の条件に該当するかどうかが判定され、条件に合えば指定のフォルダに保存されます。条件
に合わなかったときはbに進みます。

b優先順位2の条件に該当するかどうかが判定され、条件に合えば指定のフォルダに保存されます。条件
に合わなかったときは「受信BOX」フォルダまたは「送信BOX」フォルダに保存されます。

●プライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定、あるいはメールを「認証後に表示」ま
たは「指定フォルダを非表示」に設定した場合）に振り分け条件を設定する場合は、端末暗証番号の入力
が必要です。

●発信元の端末がｉモード端末でメールアドレスが携帯電話番号の場合、受信するアドレスは携帯電話番号の
みになるため、振り分け設定に「携帯電話番号@docomo.ne.jp」と登録した場合は振り分けられません。

振り分け条件を確認・変更する

振り分けるかどうかを設定する

お買い上げ時 受信振り分け設定：ON　送信振り分け設定：ON

選択した行の上に新しい振り分け条件が追加されます。
･ 1件目の条件を登録するときは［最後に追加する］を選択します。
･ 最後に追加するときは［最後に追加する］を選択します。
･ 優先順位の高い条件から順に並べます。
･ 登録済みの条件を変更したときは［最後に追加する］は、［最後に移動
する］と表示されます。

例
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2 1 を押し、m6 を押す
･ 送信メールを設定するとき：2 を押し、m6 を押す

3 1 を押す
･ メールを自動振り分けしないとき：2 を押す

Menu 194

メールの署名を登録する 署名設定

ｉモードメールやSMSの本文に付ける署名を登録します。また、メール作成時に署名を自動的に挿入
するかどうかを設定します。
･署名は全角50文字（半角100文字）まで入力できます。

1 待受画面で a94 を押す

2 各項目を選択して設定する

3 p を押す

Menu 164 / Menu 2732 / ?732

センター問い合わせの内容を設定する ｉモード問合せ設定

･お買い上げ時はメール、メッセージ R、メッセージ F のすべてに が付いています。問い合わせを
しない場合は、 にしてご利用ください。

1 待受画面で a64 を押す

2 問い合わせ項目を選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。
･ いずれかの項目を選択しないと登録できません。

3 p を押す

お買い上げ時 自動挿入：する　署名：未設定

自動挿入：署名を自動挿入するかどうかを設定します。
･自動挿入しない場合は「しない」を選択します。

署名 ：署名の内容を設定します。

おしらせ
●署名も本文の文字数に含まれます。
●署名を自動挿入しない設定にしたときは、メール作成時にサブメニューから選択して挿入できます。
●署名に電話番号やメールアドレス、URLを入れておくと、ｉモード端末にｉモードメールを送信した場
合、相手がPhone To（AV Phone To）、Mail To、Web To 機能を使うことができます。

●SMS設定で送信文字種を「英語」に設定した場合、署名は挿入できません。

お買い上げ時 すべて選択
261



メ
l
ル

Menu 196

メールを選択して受信できるようにする メール選択受信設定

1 待受画面で a96 を押す

2 1 を押す
･ メールを選択して受信しないとき：2 を押す

Menu 198

宛先をメールグループに登録する メールグループ設定

複数のメールアドレスをメールグループに登録すると、ｉ モードメール作成時に簡単な操作で複数の
宛先が設定できます。
･メールグループは最大20件登録できます。1つのメールグループには、最大5件のメールアドレス
を登録できます。

1 待受画面で a98 を押す

2 p を押す
■ メールグループ名を編集するとき
a編集するメールグループにカーソルを合わせて m2 を押す

■ メールグループをコピーするとき
aコピーするメールグループにカーソルを合わせて m3 を押す

■ メールグループを1件削除するとき
a削除するメールグループにカーソルを合わせて m41 を押し、「はい」を選択する

■ メールグループを全件削除するとき
am42 を押す
b端末暗証番号を入力し、「はい」を選択する

3 メールグループ名を入力して p を押す（全角8文字（半角16文字）まで）
･ 続けて別のメールグループを登録する場合は、p を押します。

4 メールアドレスを登録するメールグループを選択する
■ メールアドレスを編集するとき
a編集するメールアドレス（または名前）にカーソルを合わせて m1 を押す
bメールアドレスを変更して p を押す

■ メールアドレスを1件削除するとき
a削除するメールアドレス（または名前）にカーソルを合わせて m2 を押し、「はい」を選

択する

■ メールアドレスの詳細を表示するとき
am3 を押す
･ メールアドレスが電話帳に登録されていない、またはプライバシーモード中（電話帳・履
歴を「認証後に表示」に設定した場合）は、電話帳の名前は表示されません。

bメールアドレスの確認が終わったら o を押す

お買い上げ時 OFF
262



メ
l
ル

5 a を押し、各項目を選択して設定する

6 p を押す
･ 既に電話帳に登録されているメールアドレスは、電話帳で登録している名前が表示されます。電
話帳に登録されていない場合は、メールアドレスが表示されます。
･ 他のメールアドレスを追加する場合は、操作5から繰り返します。

7 p を押す
メールグループにメールアドレスが登録されます。

Menu 195

返信時に本文を引用するかどうかを設定する メール返信引用設定

ｉモードメールやSMSに返信する際に、受信メールの本文を引用するかどうかを設定します。また、
引用する本文に付ける引用文字を設定します。

1 待受画面で a95 を押す

2 各項目を選択して設定する

3 p を押す

宛先種別：TO、CC、BCCを設定します。
･ TOは、直接の送信相手の宛先です。
･ CCは、直接の送信相手以外にメールの内容を知らせたい宛先です。
･ BCCは、他の送信相手に知らせたくない宛先です。BCCの宛先は、他の送信相手に
は表示されません。

アドレス：メールアドレスを入力します（半角50文字まで）。
･電話帳から選択するときは t を押します。☛P100

おしらせ
●電話帳に登録しているメールアドレスをメールグループに登録している場合は、電話帳の名前を変更する
とメールグループの表示も変更されます。

●宛先種別に TOがないと、メールを送信できません。
●メールグループから宛先を入力するには☛P221

お買い上げ時 引用：する　引用文字：>（半角）

引用 ：メール返信時に本文を引用するかどうかを設定します。
･「しない」を選択したときは、操作3に進みます。

引用文字：全角1文字（半角2文字）まで入力できます。
･引用文字も本文の文字数に含まれます。
･送信できない文字が設定された場合、お買い上げ時の引用文字が使用されます。
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Menu 1991

メール一覧の表示形式を設定する メール一覧表示設定

「受信メール」「送信メール」のメール一覧の表示形式を設定します。
･「未送信メール」「FOMA カード（UIM）受信 SMS」「FOMA カード（UIM）送信 SMS」では設定
に関わらず、2行表示されます。

1 待受画面で a991 を押す

2 1 または 2 を押す

Menu 197

添付ファイルを受信するかどうかを設定する メール受信添付ファイル設定

ｉモードメールに添付されている静止画、添付メロディを受信するかどうかを設定します。

1 待受画面で a97 を押す

2 各項目を選択して設定する

3 p を押す

Menu 1992 / Menu 2733 / ?733

メロディを自動再生するかどうかを設定する 添付ファイル自動再生設定

メロディが添付されているｉモードメールやメッセージR/F を表示したときに、メロディを自動的に
再生するかどうかを設定します。

1 待受画面で a992 を押す

2 1 または 2 を押す

お買い上げ時 2行表示

お買い上げ時 画像：受信する　メロディ：受信する

画像 ：画像を受信するかどうかを設定します。
メロディ：メロディを受信するかどうかを設定します。

おしらせ
●画像を「受信しない」に設定した場合、デコメールに挿入された画像も受信できません。
●受信しない添付ファイルはｉモードセンターで削除され、受信できなくなりますのでご注意ください。
●メール本文中に貼付されたMFi 形式のメロディは、本設定に関わらず受信します。

お買い上げ時 自動再生する

2行表示 1行表示

カーソルを合わせているメールの発信元
（送信メールでは1件目の宛先）
264 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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表示するメールの種別を選ぶ 表示種別

指定した種別のメールだけを表示します。
･「受信メール」ではすべて表示、未読のみ表示、既読のみ表示、保護のみ表示が選択できます。
･「送信メール」ではすべて表示、保護のみ表示が選択できます。
･「未送信メール」「FOMA カード（UIM）受信 SMS」「FOMA カード（UIM）送信 SMS」の表示種
別は選択できません。

受信メールの表示種別を選択するとき

1 待受画面で a1 を押し、フォルダを選択する
･ 送信メール ☛P246

2 m72 を押す

3 1 ～ 4 を押す

メールの文字の大きさを変更する フォントサイズ

受信メールや送信メール、メールテンプレートなどの内容を表示するときの文字サイズを変更します。
･設定は受信メール、送信メール、メールテンプレート、miniSD メモリーカード内のメールすべてに
反映されます。
･メール作成時および編集時の文字サイズは変更できません。

受信メール詳細画面から操作するとき

1 待受画面で a1 を押し、フォルダを選択する

2 メールを選択して m31 を押す
･ メールテンプレートを表示しているときは、m41 を押します。

おしらせ
●「自動再生する」に設定した場合、メロディが添付されている受信メール、送信メール、メールテンプレー
ト、メッセージ R/F を表示すると、メロディが 1 回再生されます。複数のメロディが添付されていると
きは順番にメロディが再生されます。

お買い上げ時 すべて表示

おしらせ
●受信メール一覧や送信メール一覧の表示を終了すると「すべて表示」に戻ります。
●「既読のみ表示」では、保護されている受信メールは表示されません。

お買い上げ時 中（標準）

例

中：20ドット（標準） 小：16ドット大：24ドット

例
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3 1 ～ 3 を押す

Menu 191

メール着信時の動作を設定する メール着信設定

ｉモードメール、SMSを受信したときの動作を設定します。

1 待受画面で a91 を押す

2 各項目を選択して設定する

3 p を押す

Menu 1993

メール受信通知を設定する 受信表示設定

FOMA端末の操作中にｉモードメールやSMS、メッセージR/F を受信したときに、受信中画面およ
び受信結果画面を優先的に表示するかどうかを設定します。

1 待受画面で a993 を押す

おしらせ
●miniSDメモリーカード内の受信メールや送信メール、未送信メールの詳細画面ではmを押し、「フォント
サイズ」を選択します。

●文字サイズの変更は次に設定を変更するまで保持されます。

お買い上げ時 着信音選択：メロディ／パターン1　着信イルミネーション設定：ON／緑ー青　きらきら　
バイブレータ設定：OFF　鳴動時間（秒）：10

着信音選択 ：「メロディ」または「着モーション」を選択し、メロディまたは動画／ｉモーショ
ンを選択します。着信音を鳴らさないときは「OFF」を選択します。
･選択時にメロディ、動画／ｉモーションを再生して確認するには ☛P114

着信イルミネーション設定
：着信ランプの点灯パターンと点灯色を設定します。
･点灯パターンを「メロディ連動」または「OFF」に設定すると点灯色は設定でき
ません。「メロディ連動」に設定すると、メロディに連動して点灯色と点灯／点
滅のしかたが変化します。

バイブレータ設定
：バイブレータの動作パターンを設定します。

鳴動時間（秒）：着信音が鳴動している時間を1～ 30秒の間で設定します。

おしらせ
●電話帳でメール着信設定をしている相手からのメールを受信した場合は、電話帳の設定で動作します。

☛P97
●メロディによっては、着信イルミネーション設定やバイブレータ設定でメロディ連動に設定しても連動し
ないことがあります。

お買い上げ時 通知優先
266 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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2 1 または 2 を押す

チャットメールを使う

チャットメールを作成して送信する チャットメール作成・送信

複数の相手と会話をするような感覚でメールをやりとりします。メールのやりとりは1つの画面
で確認できます。
･あらかじめ相手のメールアドレスをメンバーリストに登録しておく必要があります。
･メール選択受信設定を「ON」に設定している場合、または受信／送信メールの保存領域に空きがな
い場合はチャットメールを利用できません。
･チャットメール非対応端末にチャットメールを送信した場合、相手の端末には「チャットメール」（半
角または全角）の題名が付いたメールとして届きます。相手がこのメールに返信するとチャットメー
ルとして受信できます。

Menu 13

チャットメンバーを登録する チャットメンバー設定

･チャットメンバーに登録できるのは、最大5件です。

1 待受画面で a3 を押す
メンバーを登録するかどうかの確認画面が表示されます。
･ メンバーが既に登録されている場合は、チャットメール画面が表示されます。メンバーを追加登
録するときは、m7 を押して操作3に進みます。

操作優先：受信中画面および受信結果画面を表示しません。
通知優先：受信中画面および受信結果画面を表示します。

おしらせ
●「通知優先」に設定していても、音声電話中、データ通信中、カメラ起動中、ｉアプリ動作中、アラーム鳴動
中などは受信中画面および受信結果画面は表示されず、メール着信音／着信ランプも動作しません。

●「操作優先」に設定すると、次の場合には受信中画面や受信結果画面が表示されず、メール着信音／着信
ランプも動作しません。
･待受中以外のとき（他の機能が起動中） ･オールロック中　 ･ドライブモード中　 ･ PIMロック中
･カメラ起動中　 ･アラーム鳴動中　 ･開閉ロック中（FOMA端末を開いているとき）

チャットメール画面の見かた

a送受信履歴
% でスクロールできます。
･ 送受信履歴が一画面内に表示しきれない場合は、m51 を押
すと先頭行に移動し、m52 を押すと最終行に移動して表示
されます。

b詳細表示欄
最新またはカーソルを合わせたチャットメールの詳細を表示します。表
示可能文字数は全角250文字（半角500文字）までです。
左右の欄下に が表示されているときは、& でページを切り替えま
す。

：メンバーリストに未登録の同報アドレスあり
c本文入力欄

▲

▲

①

②

③
チャットメールを受
信／送信した日付ま
たは時刻
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2「はい」を選択する

3 a を押す

4 アドレス欄を選択してメールアドレスを入力する（半角50文字まで）
･ ｉモード端末のメールアドレスをチャットメンバーに登録する際は、「@docomo.ne.jp」を省略
せずに登録してください。ただし、メールアドレスが「携帯電話番号@docomo.ne.jp」の場合
は「@docomo.ne.jp」を省略して入力してください。
･ メンバーに登録する相手がシークレットコードを登録している場合は、電話帳に相手のメールア
ドレスを登録してからシークレットコードを設定し、相手の携帯電話番号のみをメンバーに登録
します。

■ 電話帳から検索するとき
at を押す
b電話帳を検索してメールアドレスを選択する

5 ニックネーム欄を選択してニックネームを入力する（全角4文字（半角8文字）まで）
･ ニックネームを入力しなかった場合は、チャットメール画面では、メールアドレスの @ より前
の部分の先頭から8文字が表示されます。

6 文字色欄を選択して文字色を選択する
･ 青、赤、緑、オレンジ、黒の順に、登録済みのチャットメンバーに使用していない色から表示さ
れます。
･ チャットメール画面ではニックネームが選択した色で表示されます。

7 p を押す
･ 他のメンバーを追加登録する場合は a を押して、操作4～7を繰り返します。

8 p を押す
メンバーリストが表示されます。

チャットメールを作成して送信する

･チャットメール送信時は、登録したメンバー全員に送信する設定になっています。送信画面でメン
バーを選択することもできますが、チャットメールを終了したり、メンバーの登録内容を変更したり
すると、設定は元に戻ります。
･送信したチャットメールは、ｉモードメールの「送信BOX」フォルダに保存されます。ただし、メー
ル振り分け設定で設定した条件と合致した場合は、指定フォルダに保存されます。

1 待受画面で a3 を押す
･ メンバーを登録するかどうかの確認画面が表示された場合は「はい」を選択してメンバー登録を
してください。

おしらせ
●同じメールアドレスは複数登録できません。
●プライバシーモード中（メールを「認証後に表示」または「指定フォルダを非表示」に設定した場合）に
チャットメールを起動する場合は、端末暗証番号の入力が必要です。

●プライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定した場合）に電話帳を利用する場合は、
端末暗証番号の入力が必要です。
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2 本文入力欄を選択し、本文を入力する（全角250文字（半角500文字）まで）
■ チャットメール画面の履歴から本文をコピーして貼り付けるとき
aコピーする本文のあるチャットメールにカーソルを合わせてm6を押し、範囲を指定する
･ 範囲の指定方法 ☛P445

b本文入力欄を選択し、貼り付ける位置にカーソルを合わせて m3 を押す

■ 受信したメールの同報アドレス全員に返信するとき
am22 を押す

■ 送信するメンバーを選択するとき
am3 を押し、宛先を選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。

bp を押す

3 p を押す
･ 正常に送信されると、送信されたチャットメールはチャットメール画面に表示されます。

チャットメールを受信する チャットメール受信

チャットメールを受信したときは、画面表示や着信音、バイブレータ、着信ランプでお知らせします。

チャットメンバーに登録している相手から、題名に「チャットメール」（全角・半角を問わず）を含む
メールを受信した場合は、履歴を更新する旨のメッセージが表示され、チャットメール画面に受信した
チャットメールが追加されます。
･チャットメンバーに登録していない相手からチャットメールが送信されてきた場合は「受信BOX」フォ
ルダに保存されるため、次の「チャットメールを起動していないとき」の操作に従ってチャットメー
ル画面に読み込んでください。

チャットメールはｉモードメールとして「受信BOX」フォルダに保存されます。
･メール振り分け設定で設定した条件と合致した場合は、指定フォルダに保存されます。

おしらせ
●チャットメールは、以下の操作でも表示できます。
･受信メール一覧でチャットメールにカーソルを合わせてm75を押す
･送信メール一覧でチャットメールにカーソルを合わせてm74を押す
･受信／送信したチャットメールの詳細画面でm33を押す

●送信に失敗したり、チャットメール終了時に未送信だったチャットメールは「未送信BOX」フォルダに保存
されます。「未送信BOX」フォルダにはチャットメールは1件のみ保存できます。さらに送信に失敗すると、
「未送信BOX」フォルダに保存されているチャットメールは上書きされます。また、「未送信BOX」フォルダ
に保存されているチャットメールは、チャットメール起動時に本文入力欄に表示されます。再送信する場合
は、チャットメールから送信してください。

●ｉ モードメールまたはメッセージ R/F の受信中は、チャットメールを送信できません。受信中に送信し
たチャットメールは、自動的に最大3回再送信されます。

●プライバシーモード中（メールを「認証後に表示」または「指定フォルダを非表示」に設定した場合）に
チャットメールを起動する場合は、端末暗証番号の入力が必要です。

チャットメールを起動しているとき

チャットメールを起動していないとき
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1 受信メール一覧でチャットメール画面に読み込む受信メールにカーソルを合わせ
て m75 を押す
･ 受信メール詳細画面では m33 を押します。
･ 読み込むメールの発信元アドレスがチャットメンバーに登録されていない場合は、送信者アドレ
スを登録するかどうかの確認画面が表示されます。登録するときは「はい」を選択してメンバー
登録をしてください。☛P267
･ デコメールやパソコンから受信したHTMLメールは、チャットメール画面には読み込めません。

1 チャットメール画面で m1 を押す
チャットメールがある場合は、履歴を更新する旨のメッセージが表示され、チャットメール画面に
受信したチャットメールが追加されます。

受信したメールに同報がある場合は、同報アドレスを表示して確認できます。

1 チャットメール画面で同報アドレスを確認したいメールにカーソルを合わせて
m4 を押す
･ メンバー登録されていない同報者はニックネームの代わりに「未登録」と表示されます。また
メールアドレスが電話帳に登録されている場合は、メールアドレスの代わりに名前が表示されま
す。o を押すとメールアドレスを確認できます。

■ 未登録の同報者をチャットメンバーとして登録するとき
ap を押す
･ 以降の操作は「チャットメンバーを登録する」の操作5以降と同じです。☛P268

■ 同報アドレスをコピーするとき
am2 を押す

チャットメール画面に表示されているすべてのチャットメールの履歴を削除します。
･受信メール、送信メールのフォルダ内に保存されているチャットメールも削除されますが、保護され
ているメールは削除されません。

ｉモードセンターに保管されているチャットメールを受信するとき

おしらせ
●イルミネーション設定の新着通知を「ON」に設定している場合、未読のチャットメールがある間は着信
ランプが点滅します。

●チャットメールを起動していないとき、チャットメンバーに登録している相手からチャットメールを受信
した場合は、次回のチャットメール起動時にチャットメール画面に読み込まれます。

●ｉモード問合せでチャットメールを受信すると、同時にｉモードメールも受信します。
●チャットメールにｉモードメールとして返信するときは、ｉモードメールと同じ操作で返信します。
●チャットメール画面では本文中に電話番号やメールアドレス、URL が含まれていても、Phone To（AV
Phone To）、Mail To、Web To は行えず、ｉアプリToの機能も使用できません。また、添付ファイル
も表示されません。チャットメールを削除せずに終了し、「受信メール」からチャットメールを表示する
と、これらの機能が使用できます。

●「受信メール」からチャットメールを削除した場合は、チャットメール画面のニックネームが「--------」、日
付または時刻が「-- ／ --」、本文が「削除されました」と表示されます。

●チャットメール画面で受信したチャットメールは、「受信メール」では既読になります。
●メール連動型ｉアプリからメールを送受信した場合、チャットメールとして受信したメールはチャットメー
ル画面に表示されます。

同報アドレスを表示する

チャットメールの履歴をすべて削除する
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1 チャットメール画面で m9 を押し、「はい」を選択する

チャットメンバーを編集する

チャットメンバーの登録内容の変更や、メンバーを追加または削除します。メンバー全員の登録内容の
詳細を確認したり、メンバーを入れ替えたりすることもできます。

1 待受画面で a3 を押す
･ メンバーを登録するかどうかの確認画面が表示された場合は「はい」を選択してメンバー登録を
してください。☛P267

2 m7 を押す

3 編集するメンバーにカーソルを合わせて m1 を押し、編集する
■ メンバーを1件削除するとき
a削除するメンバーにカーソルを合わせて m2 を押す
b「はい」を選択する

■ メンバーの詳細を表示するとき
a詳細を表示するメンバーを選択する
･ メンバー全員の詳細をまとめて確認するときは m3 を押します。

b詳細の確認が終わったら o を押す

■ メンバーを追加するとき
am4 を押す

■ メンバー全件をメールグループと入れ替えるとき
am5 を押す
b入れ替えるメールグループを選択し、「はい」を選択する

チャットメールのメンバーが、選択したメールグループに登録されているメンバーと入れ替
わります。

4 p を押す

個人情報を設定する

チャットメール画面に表示する自分のニックネームとその文字色を設定します。

1 待受画面で a3 を押す

2 m8 を押す

3 ニックネーム欄を選択してニックネームを入力する（全角4文字（半角8文字）まで）
･ ニックネームを入力しなかった場合、チャットメール画面では「自分」と表示されます。

4 文字色欄を選択して文字色を選択する

5 p を押す
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チャットメールを終了する

1 チャットメール画面で f または c を押す

2「いいえ」を選択する
チャットメールが終了します。次回のチャットメール起動時に、前回のチャットメールが表示され
ます。
･「はい」を選択すると、チャットメールがすべて削除されます。この場合、受信メール、送信メール
のフォルダ内に保存されているチャットメールも削除されますが、保護されているメールは削除さ
れません。

Menu 192

チャットメール着信時の設定を行う チャットメール着信設定

1 待受画面で a92 を押す

2 各項目を選択して設定する

3 p を押す

おしらせ
●未送信、作成中のチャットメールは、「未送信メール」に保存され、次回のチャットメール起動時に表示
されます。ただし、メールの保存領域の空きが足りないときは保存されません。

お買い上げ時 着信動作設定：メール着信動作に従う

着信動作設定 ：着信時の動作を設定するか、メールの着信動作に従うかを設定します。
･「設定する」に設定すると、以下の項目を設定できます。

着信音選択 ：「メロディ」または「着モーション」を選択し、メロディまたは動画／ｉモー
ションを選択します。着信音を鳴らさないときは「OFF」を選択します。
･選択時にメロディ、動画／ｉモーションを再生して確認するには ☛P114

着信イルミネーション設定
：着信ランプの点灯パターンと点灯色を設定します。
･点灯パターンを「メロディ連動」または「OFF」に設定すると点灯色は設定
できません。「メロディ連動」に設定すると、メロディに連動して点灯色と
点灯／点滅のしかたが変化します。

バイブレータ設定：バイブレータの動作を設定します。
鳴動時間（秒） ：着信音が鳴る時間を設定します（1～ 30秒）。

おしらせ
●チャットメール起動中に FOMA 端末を開いている場合は、メール、SMS、メッセージ R/F を受信して
も着信音やバイブレータは動作しません。FOMA端末を折りたたんでいるときは動作します。

●同時に複数のメールを受信した場合に本設定どおりの動作となるのは、チャットメールを最後に受信した
ときのみです。

●メロディによっては、着信イルミネーション設定やバイブレータ設定でメロディ連動に設定しても連動し
ないことがあります。
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SMS（ショートメッセージ）を使う

Menu 171

SMS（ショートメッセージ）を作成して送信する SMS作成・送信

SMSを作成して送信します。送信せずに保存することもできます。
･最大保存件数☛P38
･半角カタカナや絵文字を使うと受信側で正しく表示されない場合があります。
･ドコモ以外の海外通信事業者のお客様との間でも送受信できます。ご利用可能な国・海外通信事業者
についてはドコモのホームページをご覧ください。

宛先を直接入力してSMSを作成・送信するとき

1 待受画面で a71 を押し、 欄を選択する

2「直接入力」を選択し、宛先（相手の電話番号）を入力する
･ 宛先が電話帳に登録されている場合は、 欄に電話帳の名前が表示されます。
･ 宛先がドコモ以外の海外通信事業者の場合は、「＋」（0 を 1秒以上押す）「国番号」「相手先
の携帯電話番号」の順で入力します。携帯電話番号が「0」で始まる場合は「0」を除いて入力
します。

■ 電話帳から検索するとき
a「電話帳参照」を選択する
b電話帳を検索して電話番号を選択する

3 を選択し、本文を入力する
･ SMS 設定で送信文字種を「日本語」に設定した場合は、全角・半角を問わず 70 文字まで入力
できます。空白も本文の文字数に含まれます。
･ SMS 設定で送信文字種を「英語」に設定した場合は、半角 160 文字まで入力できます。英数
字と記号（｀｡｢｣､･ﾞﾟを除く）が使用できます。半角空白も本文の文字数に含まれます。
･ 文中で改行できます。かな入力方式の場合、改行するときは # を押します。改行も本文の文
字数に含まれます。

■ 署名を挿入するとき
am4 を押す
･ 署名はあらかじめ登録しておく必要があります。
･ 署名の文字数も本文の文字数に含まれます。

4 p を押す
■ SMSを送信せずに保存するとき
am2 を押す
･ 宛先、本文のいずれも入力されていない場合は保存できません。
･ 保存したSMSを再編集して送信できます。☛P235

例
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SMS（ショートメッセージ）を受信したときは SMS受信

SMS は自動的に受信し、画面表示や着信音、バイブレータ、着信ランプでお知らせします。受
信したSMSは「受信メール」に保存されます。
･最大保存件数☛P38

1 SMSを受信する

が点滅し、「メッセージ受信中…」と表示されます。
メール着信音が鳴り、着信ランプが点灯／点滅して受信結果画面が表示されます。
･ j を押すと着信音は止まります。
･ メッセージ受信中に f を押すと受信を中止します。

おしらせ
●本文入力時に定型文を利用して顔文字やあいさつ、返事などを入力できます。
●文字の装飾はできません。
●電波状況により、相手に文字が正しく表示されない場合があります。
●送信する文字種や送達通知を受け取るかどうかは、あらかじめSMS設定で設定します。また、送達通知、
有効期間の設定はSMSの作成開始後に変更することもできます。

●送信に失敗したときはエラーメッセージが表示され、SMSが「未送信メール」に保存されます。「未送信
メール」からSMSを編集・送信できます。☛P235

●送信が正常に終了したときは、SMSが「送信メール」に保存されます。送信メールの保存領域の空きが足
りないときや最大保存件数を超えるときは、一番古い送信メールに上書きされます。ただし、保護されて
いる送信メールには上書きされません。残しておきたい送信メールは保護してください。

●送達通知を「要求する」に設定して送信した場合、SMSが相手の FOMA端末に届いたことを知らせる送
達通知が送られてきます。送達通知は「受信メール」に保存されます。

●発信者番号通知が「通知しない」に設定されていても、SMS送信時は送信先に発信者番号が通知されます。
●本文入力時に、改行が含まれている定型文を挿入すると、改行は半角の空白に置き換わります。
●送信する文字種により送信できない文字があります。☛P219
●SMS設定で送信文字種を「英語」に設定した場合、署名は挿入できません。
●送信文字種が英語の場合、一部の記号（｜＾ { } [ ] ̃ ￥）を入力すると送信できる文字数が少なくなるため、
最大文字数以下の文字数でも送信できない場合があります。この場合は、入力文字を少なくして送信し直
してください。

●プライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定した場合）に電話帳を利用する場合は、
端末暗証番号の入力が必要です。

●未送信メールの保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、SMSを作成できません。
「未送信メール」から不要なｉモードメール、SMSを削除してください。☛P255
●メモリ番号 0 ～ 99 の電話帳に登録されている相手には簡単に SMS を作成・送信できます（クイック
メール）。

●受信、送信、未送信のSMS一覧／詳細画面の見かた☛P248

点滅 ：未読のSMSあり
：未読のSMSとｉモードメールあり

受信したSMSの件数
受信に失敗したときは「メール」の後ろに「×」が
表示されます。

受信
完了

受信結果（スクロール表示）
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･ FOMA端末を折りたたんでいるときは、背面ディスプレイに「メッセージ受信」などと表示され、
最後に受信したメールの発信元の電話番号や名前が表示されます。背面情報表示設定を「相手情
報表示なし」に設定すると、電話番号や名前などは表示されません。
･ 受信結果画面が表示されてから約15秒間、または着信音が鳴り終わるまでの間、何も操作しな
いと自動的に受信前の画面に戻ります。早く受信前の画面に戻すときは c を押します。

■ 受信したSMSをすぐに読むとき
a受信結果画面で o または 1 を押す
･ 受信したSMSに返信（☛P239）したり、他の宛先に転送（☛P240）できます。
操作方法は i モードメールの場合と同様です。ただし、発信元に「非通知設定」「公衆電話」
「通知不可能」が表示される受信SMSには返信できません。

おしらせ
●受信表示設定を「操作優先」に設定していると、受信中画面や受信結果画面が表示されない場合がありま
す。

●プライバシーモード中（メールを「指定フォルダを非表示」に設定した場合）に自動受信した SMS が、
フォルダ設定のプライバシーが「ON」のフォルダにすべて保存された場合は、受信結果画面は表示され
ず、メール着信音／着信ランプも動作しません。プライバシーモード中（メールを「認証後に表示」に設
定した場合）は、受信結果のスクロール表示に発信元は表示されません。

●着信表示設定でメール・メッセージの受信結果を表示しない設定にしている場合は、受信結果はスクロー
ル表示されません。

●イルミネーション設定の新着通知を「ON」に設定している場合、未読の SMS がある間は着信ランプが
点滅します。

●FOMA端末でSMSを受信すると、SMSセンターに保管されているSMSは削除されます。
●mova 端末から送信したショートメールは、FOMA端末ではSMSとして受信します。
●FOMA 端末電話帳にメール着信設定のある相手から SMSを受信した場合は、その設定に従って動作しま
す。電話帳との照合は次のように行われます。
･複数の SMS を同時に受信したときは、最後に受信した SMS に設定されている条件に従いメール着信
音や着信バイブレータ、着信ランプが動作します。
･シークレット属性を設定した電話帳データに登録されている相手から SMS を受信した場合は、シーク
レットモード中だけ相手の名前が表示され、電話帳データの設定に従って着信音やバイブレータなども
動作します。
･プライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定した場合）は、登録されている相手の
名前は表示されず、登録されている着信音やバイブレータなども動作しません。

●ｉモードメール、メッセージR/F 受信中は、SMSを自動受信しません。SMS問合せを行ってください。
●途中で受信に失敗した場合などに SMS を受信し直すには、SMS 問合せを行ってください。ただし、受
信メールが最大保存件数まで達しているときは、あらかじめ未読メールの内容表示（☛P246）、不要メー
ルの削除（☛P254）、保護解除（☛P253）などを行う必要があります。

●受信メールの保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を超えるときは、一番古い受信メールに上
書きされます。ただし、未読メールと保護されているメールには上書きされません。残しておきたい受信
メールは保護してください。
･未読メールと保護されているメールが満杯で上書きできないときは、SMSの受信は中止され、画面には

や が表示されます。☛P29
･ FOMAカードに SMSが最大件数（20件）保存されているときは、「受信メール」に空きがあっても、
SMSを受信できないことがあります。このとき、画面には や が表示されます（☛P29）。FOMA
端末に移動するか、FOMAカード内のSMSを削除してください。☛P278、P279

●受信したSMSに直接FOMAカードへの保存が指定されている場合は、直接FOMAカードに保存されます。
ただし、FOMA カード内の SMSが 20件に達している場合は、SMS を受信できません。不要な SMS を
削除してから再度、SMS問合せを行ってください。
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Menu 162

SMS（ショートメッセージ）があるかどうかを問い合わせる SMS問合せ

圏外にいた間や電源を切っていた間にSMSが届いていないかを問い合わせます。
･電波状態によってはSMS問合せができない場合があります。

1 待受画面で a62 を押す
SMSセンターにSMSが保管されていれば受信します。

Menu 174

SMS（ショートメッセージ）の設定を行う SMS設定

1 待受画面で a74 を押す

2 各項目を選択して設定する

3 p を押す

おしらせ
●SMS問合せを行っても、受信するまでに時間がかかる場合があります。

通常はSMSC、アドレス、Type of Number の設定を変更する必要はありません。

お買い上げ時 送達通知：要求しない　それ以外は FOMAカードの設定に従う

送信文字種：日本語のメッセージを送信するか、英語のメッセージを送信するかを選択します。文
字種により送信できる文字数が異なります。

送達通知 ：SMSを送信する際に、送達通知の配信を要求するかどうかを設定します。
有効期間 ：送信したSMSを相手が受け取れないときに、SMSセンターで保管する期間を選択

します。
SMSC ：ドコモ以外のSMSサービスを受ける場合に設定します。

･「その他」に設定したときは、アドレス欄を選択し、アドレスを入力します（半角
20文字まで）。

Type of Number
：「international」「unknown」のいずれかを設定します。
･ SMSC に「その他」を設定しアドレス欄に数字のみ、または「 」、「#」を含ん
だ番号を入力した場合は、「unknown」に設定してください。

おしらせ
●SMS の作成画面では m を押し、「SMS 設定」を選択します。この場合には、「送達通知」「有効期間」
のみ設定できます。また、作成中のSMSにだけ有効です。

●SMS一括拒否／非通知SMS拒否を設定できます。☛P216
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SMS（ショートメッセージ）をFOMAカードに保存する FOMAカード保存SMS

送受信したSMSを、FOMA端末から FOMAカードに移動またはコピーします。

SMS（ショートメッセージ）を FOMAカードに移動／コピーする

･最大保存件数☛P38
･「未送信メール」のSMSは、FOMAカードに保存できません。
･送信SMSを移動／コピーすると、対応する送達通知があれば、同時にFOMAカードの「受信メール」
に移動／コピーされます。送達通知だけを移動／コピーすることはできません。

受信SMSを FOMAカードに1件移動するとき

1 待受画面で a1 を押し、フォルダを選択する
･ 送信SMS ☛P246

2 移動するSMSにカーソルを合わせて m421 を押す
■ 複数移動するとき
am422 を押し、SMSを選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。

bp を押す

■ 1件コピーするとき
aコピーするSMSにカーソルを合わせて m431 を押す

■ 複数コピーするとき
am432 を押し、SMSを選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。

bp を押す

3「はい」を選択する

おしらせ
●受信メール詳細画面、送信メール詳細画面では m を押し、「移動／コピー」→「FOMA カードへ移動」
または「FOMAカードへコピー」を選択します。

●FOMA カードに SMS が 20 件保存されているときは移動／コピーできません。FOMA カードから不要
なSMSを削除してください。

例
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Menu 172 / Menu 173

FOMAカード内のSMS（ショートメッセージ）を表示する

受信SMSを表示するとき

1 待受画面で a72 を押す

2 SMSを選択する

FOMAカード内のSMS（ショートメッセージ）をFOMA端末に移動／コピーする

FOMAカードに保存されているSMSを、FOMA端末の「受信メール」、「送信メール」に移動または
コピーします。
･送信 SMS を移動／コピーすると、対応する送達通知があれば、同時に「受信メール」に移動／コピー
されます。送達通知だけを移動／コピーすることはできません。

受信SMSを FOMA端末に1件移動するとき

1 待受画面で a72 を押す
･ 送信SMSを移動／コピーするとき：a73 を押す

おしらせ
●FOMAカード内の SMS からも、受信 SMSの返信／転送、送信 SMSの再送信、文字サイズの変更、電
話帳登録などの操作ができます。操作方法は受信SMS、送信SMSと同じです。

●FOMAカード内のSMSから返信／転送、再送信などを行った場合の送信済みメールは、FOMA端末の送信
メールに保存されます。

●プライバシーモード中（メールを「認証後に表示」に設定した場合）に、FOMA カード内の受信 SMS、送
信SMSを表示するには、端末暗証番号の入力が必要です。

例

FOMA受信SMS一覧画面では、SMSは 2行で表示されます。1行目に
は受信日時と発信元または宛先が表示され、2行目には本文の先頭または
「SMS送達通知」が表示されます。

･ 一覧の既読／未読のマークは、FOMAカード内のSMSを表示したかど
うかを示します。移動／コピー前の未読／既読の状態も引き継がれます。
･ 受信日時には、当日の場合は時刻、当日以外の場合は日付が表示されます。
･ 送信SMSを表示するときは a73 を押します。

：未読（返信可） ：未読（返信不可）
なし：既読（返信可） ：既読（返信不可）

：送達通知

FOMAカード内の受信SMS詳細画面では、上部にメッセージ番号／件数
が表示されます。

･ 送達通知の詳細画面には、宛先が表示されます。発信元は「SMS
Center」と表示されます。
･ 送信SMSを FOMAカードに移動／コピーした場合、FOMAカード内
の送信SMSから送信日時のデータが消去されます。

a ：受信（返信可） ：既読（返信不可）
：送信 ：送達通知
：FOMAカード内のSMS

b ：日時 ：宛先
：発信元 ：発信元（返信不可）
：題名「受信SMS」「送信SMS」「SMS送達通知」

a

b

例
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2 移動するSMSにカーソルを合わせて m31 を押す
■ 複数移動するとき
am32 を押し、SMSを選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。

bp を押す

■ 1件コピーするとき
aコピーするSMSにカーソルを合わせて m33 を押す

■ 複数コピーするとき
am34 を押し、SMSを選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。

bp を押す

3 o を押す

4 移動先フォルダを選択し、「はい」を選択する

FOMAカード内のSMS（ショートメッセージ）を削除する

･送信SMSを削除した場合、対応する送達通知がFOMAカード内にある場合は、同時に削除されます。

FOMAカード内の受信SMSを1件削除するとき

1 待受画面で a72 を押す
･ 送信SMSを削除するときは a73 を押します。

2 削除するSMSにカーソルを合わせて m21 を押す
■ 複数削除するとき
am22 を押し、SMSを選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。

bp を押す

■ 全件削除するとき
am23 を押し、端末暗証番号を入力する

■ 送達通知を全件削除するとき
am24 を押し、端末暗証番号を入力する

3「はい」を選択する

おしらせ
●FOMA カード内の SMS 詳細画面では m を押し、「移動／コピー」→「本体メモリへ移動」「本体メモ
リへコピー」を選択します。

●メールの保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を超えるときは、移動／コピーできません。保
護されていないSMSやｉモードメールがあっても上書きされません。不要なSMS、ｉモードメールを
削除してください。

おしらせ
●FOMAカード内のSMS詳細画面ではmを押し、「削除」を選択します。

例
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ｉアプリとは
ｉアプリをサイトからダウンロードすることにより、ｉモード対応FOMA端末（以下、ｉモード
端末）を便利に活用いただけます。たとえば、ｉ モード端末にいろいろなゲームをダウンロード
して楽しんだり、株価情報のｉアプリをダウンロードすることにより、株価を定期的に自動チェッ
クするなどが可能です。さらに、地図のｉアプリでは、必要なデータだけをダウンロードするた
め、スムーズなスクロールが可能です。また、ｉ アプリから電話帳やスケジュールに直接登録で
きるものや、画像保存・画像取得などデータBOXと連動できるｉアプリもあります。

ｉアプリには、お客様のｉモード端末の登録データ（電話帳、ブックマーク、スケジュール、画像、ア
イコン情報）を参照、登録、操作できるものがあります。登録データを利用してできることは次のとお
りです。

ｉアプリDXとは

ｉアプリDXでは、ｉモード端末の情報（メールや発着信履歴、電話帳データなど）と連動することに
より、お好みのキャラクタ画面でメールを作成したり、着信時にキャラクタのコメントで誰からの着信
かを知らせたり、メールと連動して、株価などの欲しい情報やゲームの進行がよりリアルタイムに更新
されるなど、ｉアプリをより便利に楽しく利用できます。

･ｉアプリをダウンロードする☛P284 ･ｉアプリを起動する ☛P285
･ｉアプリを自動起動する☛P292

おしらせ
●ｉアプリによっては、ｉモード端末の携帯電話／FOMAカード（UIM）の製造番号を利用する場合があります。
●ｉアプリによっては実行時に通信を行うものがあります。通信を行わないように設定することもできます。

☛P287

登録データを利用する

･電話帳登録 ･アイコン情報利用 ･ブックマーク登録
･スケジュール登録 ･データBOXからの画像取得 ･データBOXへの画像保存

おしらせ
●ｉアプリにより画像が保存される場合は、それぞれマイピクチャの「 モード」「デコメールピクチャ」フォ
ルダ、またはｉアプリ内に保存されます。

●プライバシーモード中（電話帳・履歴、マイピクチャ、スケジュールを「認証後に表示」に設定した場合）
は、利用できないｉアプリがあります。

i モードセンター

ダウンロード ゲーム、株価情
報、ｅｔｃ.

i アプリ

ｉモード端末 ＩＰ（情報サービス提供者）
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ｉアプリDXでは、通常のｉアプリで利用できる登録データ（電話帳、ブックマーク、スケジュール、
画像、アイコン情報）だけでなく、メール、リダイヤル、着信履歴、着信音などの登録データを参照、
登録、操作できるものがあります。登録データを利用してできることは次のとおりです。

メール連動型ｉアプリとは

メール連動型ｉアプリはｉアプリ DX の一種で、ｉモードメールで情報をやりとりすることにより、
株価などの欲しい情報やゲームの進行がリアルタイムに更新されるなど、ｉアプリをより便利に楽しく
利用できます。
･メール連動型ｉアプリで利用されるメールは、正しく表示できない場合があります。

こんなこともできます

■ ｉアプリ待受画面
ｉアプリ待受画面ではｉアプリを待受画面として利用でき、そのままメールを受信したり、電話を
かけることも可能です。ニュースや天気の最新情報を待受画面に表示させたり、お好みのキャラク
タがメール受信やアラームを知らせてくれたり、より便利な待受画面にできます。☛P294
･ｉアプリ待受画面に対応したｉアプリで利用できる機能です。

■ ｉアプリの自動起動
時刻や日付、曜日などを指定して、ｉアプリを自動起動できます。あらかじめｉアプリに設定され
ている時間間隔で自動起動できるｉアプリもあります。☛P292

■ カメラ撮影
ｉアプリからｉモード端末のカメラを使って撮影できます。
･カメラ撮影機能に対応したｉアプリで利用できる機能です。☛P300

■ 赤外線通信
ｉ アプリから赤外線通信機能が搭載された機器と通信できます。赤外線通信機能搭載機器と連動し
てより広がった使い方ができます。☛P300
･赤外線通信機能に対応したｉアプリで利用できる機能です。
･相手の機器によっては、赤外線通信機能が搭載されていても通信できないデータがあります。

登録データを利用する

･電話帳登録 ･電話帳参照 ･アイコン情報利用
･ブックマーク登録 ･スケジュール登録 ･メールメニューの利用
･ｉモードメール作成画面利用 ･最新のリダイヤル参照 ･最新の着信履歴参照
･最新の未読メール参照 ･着信音変更（電話、メール、メッセージR/F）
･データBOXからの画像取得 ･データBOXへの画像保存
･データBOXへの動画保存 ･データBOXへの着信音保存
･画像設定の変更（待受画面、電話発着信、テレビ電話発着信、メール送受信、メッセージR/F 受信）

おしらせ
●ｉ アプリ DX では、ｉアプリの有効性を確認するため、ｉアプリの通信設定に関わらず通信する場合が
あります。通信回数やタイミングはｉアプリによって異なります。

●ｉアプリDXを起動するには日付・時刻の設定が必要です。
●ｉアプリDXにより画像・動画・着信音が保存される場合は、それぞれマイピクチャの「 モード」「デ
コメールピクチャ」フォルダ、ｉ モーション・メロディの「 モード」フォルダ、または ｉ アプリ DX
内に保存されます。

●プライバシーモード中（電話帳・履歴、メール、マイピクチャ、ｉモーション、スケジュールを「認証後
に表示」に設定した場合）は、利用できないｉアプリDXがあります。
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■ 赤外線リモコン
ｉアプリから、赤外線リモコンに対応した家電機器など、各種機器を操作できます。☛P351
たとえばプリインストールされている「G ガイド番組表リモコン」では、テレビ番組表と連動した
AVリモコンとして利用することができます。☛P289
･赤外線リモコン機能に対応したｉアプリで利用できる機能です。相手の機器に対応したｉアプリが必要です。

サイトからｉアプリをダウンロードする
サイトからｉアプリをダウンロードして FOMA端末に保存します。
･最大保存件数☛P38
･電波状況などにより ｉ アプリのダウンロードに失敗した場合、その ｉ アプリは FOMA 端末に保存
されません。

1 ｉアプリのあるサイトを表示し、ｉアプリを選択する
選択したｉアプリがダウンロードされます。
･ ダウンロードを中止するには o を押し、「はい」を選択します。

■ ソフト情報表示設定を「ON」に設定しているとき
ｉアプリの情報が表示されます。「はい」を選択すると、ｉアプリがダウンロードされます。
･ p を押すと、ダウンロードするｉアプリの詳細情報を確認できます。

■ 選択したｉアプリが既に異なる FOMAカードでダウンロードされているとき
上書きするかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、ダウンロードしたｉア
プリが上書きされます。

■ 登録データや携帯電話／ FOMAカード（UIM）の製造番号を利用するｉアプリをダウンロード
するとき
確認画面が表示されます。「はい」を選択するとｉアプリがダウンロードされます。
･ ガイド行に「ガイド」と表示された場合、p を押すと、その ｉ アプリが利用するデータの
詳細を確認できます。

■ 選択したｉアプリが既にダウンロードされているとき
「ダウンロード済みです」と表示されます。ｉアプリのバージョンが更新されているときは、バー
ジョンアップするかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択するとｉアプリがダウン
ロード（バージョンアップ）されます。

2 ｉアプリを保存するフォルダを選択する

3 各項目を選択して設定する

4 p を押し、「はい」を選択する
ダウンロードしたｉアプリが起動します。
･「いいえ」を選択すると、サイト画面に戻ります。

アプリ待受画面：ｉアプリ待受画面に対応しているｉアプリをｉアプリ待受画面に設定する
かどうかを選択します。

通信設定 ：ｉアプリに通信させるかどうかを設定します。
アイコン情報 ：ｉ アプリにメールや電池残量などの各種アイコンを利用させるかどうかを設

定します。
･ ｉアプリによっては設定できない項目があったり、設定画面が表示されないことがあります。
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メール連動型ｉアプリのダウンロードについて

メール連動型ｉアプリをダウンロードすると、送信メール・受信メール・未送信メールのフォルダ一覧
にメール連動型ｉアプリ用のフォルダが自動的に作成されます。フォルダ名はダウンロードしたメール
連動型ｉアプリ名が設定され、変更できません。
･メール連動型ｉアプリは最大5件（ｉアプリの最大保存件数100件に含む）保存できます。最大保存
件数を超えるとダウンロードできません。その場合は、メール連動型ｉアプリを削除してからダウン
ロードしてください。☛P297
･メール連動型ｉアプリ用のフォルダが5個を超えるときはダウンロードできません。
･同じメールフォルダを利用するメール連動型ｉアプリが、既に FOMA端末に保存されている場合は
ダウンロードできません。ただし、ｉアプリが新しくなった場合はバージョンアップできます。

ダウンロード時にｉアプリの情報を見る ソフト情報表示設定

ダウンロード時、ｉアプリの情報を表示するかどうかを設定します。

1 待受画面で m323 を押す

2 1 を押す
･ ｉアプリの情報を表示しないとき：2 を押す

Menu 31

ｉアプリを起動する

1 待受画面で d を1秒以上押す

2 フォルダを選択する
：ｉアプリなし ：ｉアプリあり

おしらせ
●プライバシーモード中（ｉ アプリを「認証後に表示」に設定した場合）に ｉ アプリをダウンロードする
場合は、端末暗証番号の入力が必要です。

●ｉアプリの保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、画面の指示に従って保存可能
な空き容量が確保できるまで FOMA端末に保存されているｉアプリを削除してください。ただし、ダウ
ンロードに失敗した場合でも、削除したｉアプリは元に戻りません。

●アイコン情報を「利用しない」に設定すると、ｉアプリが動作しない場合があります。

おしらせ
●プライバシーモード中（メールを「認証後に表示」に設定した場合）にメール連動型ｉアプリのダウンロー
ドやバージョンアップをする場合は、端末暗証番号の入力が必要です。

●メール連動型ｉアプリ用のフォルダのみが残っているときに、そのフォルダを利用するメール連動型ｉア
プリを再度ダウンロードしようとすると、既にあるメールフォルダを利用するかどうかの確認画面が表示
されます。「はい」を選択すると、メール連動型 ｉ アプリがダウンロードされます。メールフォルダを利
用しない場合は、メールフォルダを削除してからメール連動型ｉアプリをダウンロードしてください。

●ダウンロードするメール連動型ｉアプリに対応した受信メールが既にFOMA端末に保存されている場合、
ダウンロード時に作成されたフォルダに受信メールを移動するかどうかの確認画面が表示されます。「は
い」を選択すると、受信メールが振り分けられます。ただし、プライバシーモード中（メールを「認証後
に表示」または「指定フォルダを非表示」に設定した場合）は、振り分けられません。

お買い上げ時 OFF
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3 起動するｉアプリを選択する

･ 起動を中止するには f を押し、「終了する」を選択します。

■ 通信するｉアプリのとき
起動するｉアプリの通信設定を「起動ごとに確認」に設定している場合は、通信するかどうか
の確認画面が表示されます。
･ 通信設定について ☛P287

ｉアプリごとに設定されている方法で終了してください。
･fを押し、「終了する」を選択しても終了できます。

ｉアプリを終了するには

おしらせ
●3Dポリゴン※1エンジン搭載により、ｉアプリで立体画像を表示できます。
※1：多角形(三角形や四角形など)を組み合わせることにより、立体的で奥行きがある画像を表現します。

●ｉアプリによってはイージーセレクタープラスが4方向または８方向に有効になります。
●ｉアプリ動作中に鳴る音の音量は、電話着信音の音量調整に従います。ただし、音量調整で「ステップトー
ン」に設定している場合は「レベル4」になります。

●ドライブモード中は、ｉアプリ動作中のバイブレータ、サウンドは動作しません。
●プライバシーモード中（ｉアプリを「認証後に表示」に設定した場合）にｉアプリを起動する場合は、端
末暗証番号の入力が必要です。

●次のような場合、ｉ アプリは中断されます。動作中の機能が終了すると ｉ アプリは再開しますが、b を
押して「ｉアプリ」を選択すると動作中の機能を継続したままｉアプリを再開できます。ｉアプリによっ
ては、中断したときの状態に戻らない場合があります。
･電話がかかってきたとき（留守番電話サービスおよび転送でんわサービスの呼出時間を「０秒」に設定
している場合を除く）
･スケジュールアラームや、アラーム設定の設定時刻になったとき
･他の機能に切り替えたとき

●圏外にいる場合や、登録データが使用できない場合、ｉ アプリによっては起動しないことや、正常に動作し
ないことがあります。

●指定した別のｉアプリを起動できるｉアプリを利用すると、ソフト一覧に戻ることなくｉアプリを楽しむ
ことができます。ただし、起動するｉアプリが設定されていない場合は、ｉアプリを選択する必要がありま
す。また、起動するｉアプリが設定されていても、ソフト一覧にない場合はダウンロードする必要があります。

●ｉアプリで利用する画像やお客様が入力したデータなどが、自動的にインターネットを経由して、サーバ
に送信される可能性があります。ｉ アプリで利用する画像とは、実行中の ｉ アプリからカメラを起動し
て撮影した画像、ｉアプリの赤外線通信機能を利用して取得した画像、ｉアプリがサイトやインターネッ
トから取得した画像、ｉアプリがデータBOXから取得した画像などです。

a ：通常のｉアプリ ：ｉアプリDX
：メール連動型ｉアプリ

b ：ｉアプリ待受画面に設定できる
：ｉアプリ待受画面に設定中

c ：自動起動設定中
：IP（情報サービス提供者）による停止状態

d ～ ：ツータッチ登録されている
e ：保護されている

：SSLページからダウンロードした
：SSLページからダウンロードし保護されている

f ：ワンタッチボタンに登録されている

d

abc

fe
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登録データを利用できずに終了したときの履歴を表示する セキュリティエラー履歴

ｉ アプリが登録データなどを利用できないなどの理由でエラーが発生して終了したときに、ｉ アプリ
名・日時・セキュリティエラー理由が記録されます。
･セキュリティエラー履歴は最新の20件まで記録されます。

1 待受画面で m333 を押す
■ 履歴をすべて削除するとき
ap を押して「はい」を選択する

ｉアプリの詳細情報を表示する 詳細情報

ｉアプリの名前やバージョンなど、ｉアプリの詳細情報を確認します。

1 待受画面で d を1秒以上押し、フォルダを選択する

2 詳細情報を確認するｉアプリにカーソルを合わせて p を押す

3 詳細情報を確認する
･ 表示される項目はｉアプリによって異なります。
･ SSLページからダウンロードしたｉアプリの場合、pを押すと、サイトの証明書を確認できます。

ｉアプリの動作条件を設定する 動作設定

･ｉアプリ待受画面に設定できるｉアプリは1件のみです。
･待受テロップ表示中は、ｉアプリ待受画面は設定できません。

1 待受画面で d を1秒以上押し、フォルダを選択する

2 設定するｉアプリにカーソルを合わせて m7 を押す

3 各項目を選択して設定する

●ｉアプリによっては、IP（情報サービス提供者）が携帯電話に保存されたｉアプリにアクセスし、直接使
用停止状態にしたりすることがあります。その場合はそのｉアプリの起動、待受設定、バージョンアップ
などができなくなり、削除およびソフト詳細情報の表示のみ行えます。再度、ご利用いただくにはｉアプ
リ停止解除の通信を受ける必要があるため、IP（情報サービス提供者）にお問い合わせください。

●ｉアプリによっては、IP（情報サービス提供者）が携帯電話に保存されたｉアプリにデータを送信する場
合があります。

● IP（情報サービス提供者）がｉアプリに対し、停止・再開要求を行ったり、データを送信した場合、FOMA
端末は通信を行い、 が点滅します。この場合、通信料はかかりません。

●ｉアプリ作成者の方へ
ｉアプリを作成中、正常動作しないときはトレース表示が参考になる場合があります。待受画面でm3
34を押すと表示されます。ただし、トレース情報を記録するように作られているｉアプリが保存さ
れていないときは表示できません。

･ ｉアプリが対応していない項目は選択できません。
アプリ待受画面 ：ｉアプリ待受画面に対応しているｉアプリを待受画面に設定するかしないか

を設定します。
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4 p を押す
･「 アプリ待受画面」を「設定する」に設定したときは、現在の待受画面の設定を解除するかど
うかの確認画面が表示されます。

ｉアプリ動作中の照明とバイブレータの動作を設定する 照明設定・バイブレータ設定

･ｉアプリ待受画面の照明動作はディスプレイの照明設定に従います。
･ドライブモード中は、「ソフトに従う」に設定してもｉアプリ動作中の照明は動作しません。

1 待受画面で m324 を押す

アプリ待受画面通信設定
：ｉアプリ待受画面動作中に自動的に通信させるかどうかを設定します。

通信設定 ：ｉ アプリ動作中に自動的に通信させるかどうかを設定します。「起動ごとに
確認」に設定すると、ｉアプリを起動するたびに通信するかどうかの確認画
面が表示されます。

アイコン情報 ：ｉアプリがメール、メッセージR/F、電池残量、マナーモード、受信レベル
の各種アイコンを利用できるようにするかどうかを設定します。

ブラウザからの起動：サイトからｉアプリを起動させる（ｉアプリTo）かどうかを設定します。
メールからの起動 ：メールからｉアプリを起動させる（ｉアプリTo）かどうかを設定します。
外部機器からの起動：外部機器からｉアプリを起動させる（ｉアプリTo）かどうかを設定します。
ソフトからの着信音／画像変更を※1

：ｉアプリが着信音や待受画面などの画像の設定を変更することを許可するか
どうかを設定します。「許可する」に設定すると、自動的に着信音や待受画面
の画像が変更されます。

変更ごとに確認画面を※1

：ｉアプリが着信音や画像の設定を変更するごとに、確認画面を表示するかど
うかを設定します。

ソフトからの電話帳／履歴参照を※1

：ｉ アプリが電話帳や履歴を参照することを許可するかどうかを設定します。
「許可する」に設定すると、自動的に電話帳や履歴が参照されます。

※1：ｉアプリDXのみ設定できます。

おしらせ
●通信を許可する設定にすると、ｉアプリが自動的にネットワークに接続します。ネットワークに接続した
ときは通信料がかかりますのでご注意ください。

●ネットワークに接続して通信を行うｉアプリをｉアプリ待受画面に設定した場合、ｉアプリによっては自
動的に通信を行う場合があります。

●本機能の設定によっては、ｉアプリからのネットワーク接続やアイコン情報（未読メール、電池残量など）の
利用ができなくなります。

●通信設定を「通信しない」に設定した場合は、ｉアプリが起動できない場合や株価情報やお天気情報など
のｉアプリによるタイムリーな情報提供ができない場合がありますのでご注意ください。

●ｉアプリ待受画面のアイコン情報を「利用する」に設定すると、未読メール、未読メッセージR/F、電池
残量、マナーモード、圏内・圏外のアイコンの有無がインターネットを経由してIP（情報サービス提供者）
に送信される場合があるため、第三者に知得されることがあります。

●プライバシーモード中（ｉアプリを「認証後に表示」に設定した場合）は、ｉアプリ待受画面に設定して
も、ｉアプリ待受画面は起動しません。

照明動作を設定する

お買い上げ時 端末設定に従う
288



ｉ
ア
プ
リ

2 1 または 2 を押す

ｉアプリによるバイブレータの動作を許可します。
･ドライブモード中は、本設定に関わらずｉアプリ動作中のバイブレータは動作しません。

1 待受画面で m325 を押す

2 1 を押す
･ バイブレータの動作を許可しないとき：2 を押す

プリインストールｉアプリを使う

お買い上げ時は次のｉアプリが内蔵されています。

一覧から選択すると各ｉアプリが起動します。
･ｉアプリの名称は画面の表示と異なる場合があります。
･珍さん計画DXおこづかい帖プラスはｉアプリ待受画面に設定できます。
･お買い上げ時に登録されているｉアプリを削除してしまったときは、ｉモードサイト「My D-style」から
ダウンロードできます。
「My D-style」には、ｉMenuの「cメニューリスト」→「ケータイ電話メーカー」から接続してください
（2005年 8月現在）。

テレビ番組表とテレビリモコン機能が1つになった便利アプリです。詳しくは ☛P351

かわいいクマのキャラクタのパズルゲームです。バラバラに並んだボール（くるクマ）を、色や番号が
そろうように並べ替えます。
･メニュー画面で「おしえてくるん」を選択すると、ゲームの説明を表示できます。

端末設定に従う：ディスプレイの照明設定に従って照明が点灯します。☛P128
ソフトに従う ：照明の点灯をｉアプリが制御します。

バイブレータを設定する

お買い上げ時 ON

ゲームソフト ･くまくるん for D ･スウィートクッキング ･珍さんと一緒 トランプ&占い
その他のｉアプリ ･Ｇガイド番組表リモコン ･珍さん計画DXおこづかい帖プラス

Ｇガイド番組表リモコン

くまくるん for D

■ 使用するキー
O ／ 2468：フレーム移動
3：フレーム回転
o ／ 1 ／ 5：くるクマ入れ替え
7：UNDO（操作取り消し。1手のみ）
9：段上げ（「えいえんくるん」モードのみ）
(：サウンドON／OFF
#：バイブレータON／OFF

フレーム

並べ替える「くるク
マ」にフレームを合
わせます。

フレームを回転させ、
色がそろうように並
べ替えます。
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■ ゲームモードについて

トップ画面の「Fortune Cookie」を選択すると占いができます。

スケジューラーとおこづかい帳機能を備えたｉアプリです。ｉアプリ待受画面にも対応しています。

スウィートクッキング

モード 説　明
きまぐれモード お菓子の種類に関わらず、ハラペコメーターをいっぱいにしてクリアを目指すモードで

す。ハイスコアを出すとランキングに記録されます。
おねだりモード 食べたいお菓子などをキャラクターがリクエストしてくるモードです。リクエストに応

えると、ハラペコメーターが大幅に上昇します。また、お菓子の豆知識がもらえます
（トップ画面の「Sweets Box」から表示します）。ランキングには掲載されません。

珍さんと一緒 トランプ&占い

珍さん計画DXおこづかい帖プラス

画面の上から落ちてくるブロックを並べて消していくゲームです。
･ ブロックはお菓子の材料を表しており、「フルーツ」「ミルク」「卵」「お粉」
「お豆」の5種類があります。同じ材料のブロックを3つ以上並べると消え
ます。複数の材料をまとめて消すと、組み合わせによっていろいろなお菓子
が作れます。
･「ハートブロック」もあります。ハートブロックは、隣のブロックを消すと
一緒に消えボーナス点が入ります。

■ 使用するキー
&：ブロック移動 o：ブロック右回転
u：ブロック左回転 d：落下スピードアップ
m：メニュー表示 p：戻る／終了

次に落ちてくる
ブロック

ブロック

キャラクタから
のメッセージ

ハラペコメーター
（満腹するとクリア）

パンダの「珍さん」をはじめ、個性的なキャラクタとトランプゲームができま
す。「大富豪」「ページワン」「ポーカー」の3つのゲームと占いが楽しめます。

■ 使用するキー
&：カードの選択 (：パス（大富豪）、得点表示／戻る（ポーカー）
%：カードの出し下げ m ：メニュー表示
o：カード決定 p ：ルール説明表示

スケジュールのアイコン

所持金
表示位置を変更したり表示を消すには、o を押し、「所持金表示設定」を選択して
「右下」「左下」「非表示」を選択します。
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■ スケジューラ機能
予定を登録できます。ｉアプリ待受画面に設定すると、登録日にアイコンが表示されます。

■ おこづかい帖機能
毎月の収入と出費を記録できるおこづかい帖です。所持金の額によって珍さんの部屋の内装が変わ
ります。

■ ヘルプ機能
o を押して「ヘルプ」を選択し、「はい」を選択するとサイトに接続しヘルプページを表示できます。
項目の選択や金額の入力など詳しい使いかたはヘルプページをご覧ください。
･ サイトに接続するとｉアプリは終了します。

ワンタッチでｉアプリを起動する ワンタッチボタン

･ワンタッチ登録できるｉアプリは1件です。

1 待受画面で d を1秒以上押し、フォルダを選択する

2 登録するｉアプリにカーソルを合わせて m91 を押す
･ 解除するとき：解除するｉアプリにカーソルを合わせて m91 を押す

1 待受画面で o を1秒以上押す

項　目 説　明
登録 o を押して「予定設定」を選択し、スケジュールの内容を設定し p を押します。

･ 1日に登録できるスケジュールは最大3件です。
確認 o を押して「予定確認」を選択します。p を押して「修正」「削除」を選択するとスケ

ジュールを修正、削除できます。

項　目 説　明
おこづかい設定 ･o を押して「おこづかい設定」を選択し、おこづかい日、現在の所持金、毎月のおこづ

かいを設定します。pを押して登録します。
･当日の日付をおこづかい日に設定した場合、来月になるまで入金されません。所持金から
入金してください。
･ 2ヶ月以上起動しないと、前月の1ヶ月分だけおこづかいが入金されます。

毎月の支払いの
設定

oを押して「毎月の支払い」を選択し、家賃など毎月支払う金額を設定しpを押します。

毎日の出費、臨
時収入の入力

o を押して「おこづかい帖」を選択し、書き込み欄から出
費の内容と支払方法を選択し、金額（100円単位）を設定
し p を押します。
･「りんじ収入」を選択すると、設定した金額が所持金に追
加されます。
･以前のおこづかい帖を表示するときは、書き込み欄の出費
内容にカーソルを合わせて l を押します。

ワンタッチ登録をする

ワンタッチでｉアプリを起動する

おしらせ
●ワンタッチボタンにどのｉアプリが登録されているかを確認できます。☛P299

書き込み欄
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ツータッチでｉアプリを起動する ツータッチｉアプリ

･ツータッチ登録できるｉアプリは最大10件です。

1 待受画面で d を1秒以上押し、フォルダを選択する

2 登録するｉアプリにカーソルを合わせて m92 を押す
･ 解除するとき：解除するｉアプリにカーソルを合わせて m92 を押す

3 登録先を選択する
･ 番号 ～ は、ｉ アプリを起動するときに使用するダイヤルキー 0 ～ 9 に対応してい
ます。

1 待受画面でダイヤルキー（0 ～ 9）を押し、d を1秒以上押す

ｉアプリを自動起動する
ｉアプリごとに自動起動の条件を設定し、一括して自動起動を行うかどうかを設定します。
･ｉアプリを自動起動するには、日付・時刻の設定が必要です。

自動起動するかどうかを設定する 自動起動設定

･「OFF」に設定すると、自動起動情報登録のユーザ設定を「ON」に設定したｉアプリも自動起動しま
せん。

1 待受画面で m322 を押す

2 1 または 2 を押す

自動起動の日時を設定する 自動起動情報登録

ｉアプリごとに自動起動のON／OFFや起動日時を設定したり、あらかじめ設定されている内容を表
示したりします。
･設定できる条件は、ｉアプリによって異なります。
･ｉアプリによっては自動起動できないものがあります。
･自動起動設定を「OFF」に設定しているときは、自動起動情報を登録できません。

ツータッチ登録をする

ツータッチでｉアプリを起動する

おしらせ
●待受画面でm326を押すと、ツータッチ登録されているｉアプリの一覧を表示できます。

お買い上げ時 ON
292



ｉ
ア
プ
リ

1 待受画面で d を1秒以上押し、フォルダを選択する

2 設定するｉアプリにカーソルを合わせて m6 を押す

3 各項目を選択して設定する

4 p を押す

自動起動できなかったときの履歴を表示する 起動失敗履歴

ｉアプリの自動起動に失敗したときに、ｉアプリ名・日時・起動失敗理由が記録されます。
･起動失敗履歴は最大20件記録されます。20件を超えた場合は、一番古い履歴に上書きされます。
･起動失敗履歴を表示するか、次の自動起動が成功すると、待受画面の が消えます。

ユーザ設定：自動起動する条件を設定するかどうかを選択します。
･「OFF」に設定すると、以下の項目は設定できません。

時刻 ：自動起動する時刻を入力します。
繰り返し ：自動起動を繰り返し行うときの条件を設定します。

･「1回のみ」に設定した場合は、日付欄で自動起動する日付を設定します。
･「毎日」に設定すると、時刻欄で設定した時刻に毎日自動起動します。
･「毎週」に設定した場合は、毎週欄で自動起動する曜日を設定します。

毎週 ：繰り返しを「毎週」に設定したとき、自動起動する曜日を設定します。
日付 ：繰り返しを「1回のみ」に設定したとき、自動起動する日付を設定します。
ソフト設定：ｉアプリにあらかじめ設定されている時間間隔で自動起動させるかどうかを設定しま

す。
アプリ設定１～4

：ｉアプリDXによっては、動作中に自動起動の条件を最大4つ設定できます。それら
の設定を有効にするかどうかを設定します。

おしらせ
●自動起動を設定しても、次の状態のときに起動時刻になった場合は、ｉアプリは起動しません。また、次
の理由でｉアプリが起動しなかったとき（※1の場合を除く）は、待受画面に が表示され、ｉアプリ
名・日時・起動しなかった理由が起動失敗履歴に記録されます。
･ FOMA端末の電源が入っていない場合※1
･ FOMAカード動作制限中（プリインストールｉアプリを除く）
･ FOMAカードを認識できない場合（プリインストールｉアプリを除く）
･自動起動設定を「OFF」に設定している場合※1 ･自動起動の間隔が短すぎたとき※1
･通話中、通信中
･待受画面以外が表示されているとき、ｉアプリ待受画面の操作中
･他の機能が動作中（マイピクチャの一覧表示中とフレーム合成中、ｉ モーションの一覧表示中と再生・
編集中、メロディの一覧表示中と再生中を除く）
･オールロック中、PIMロック中
･プライバシーモード中（ｉアプリを「認証後に表示」に設定した場合）
･アラームやスケジュールアラーム鳴動中（自動起動と同一時刻の場合も含む）
･ IP（情報サービス提供者）によってｉアプリの使用を停止されているとき

●複数のｉアプリが同時刻に自動起動する場合、起動するｉアプリは1つだけです。起動できなかった
ｉアプリの情報は起動失敗履歴に記録されますが、待受画面に は表示されません。

●ユーザ設定では、他のｉアプリで設定したユーザ設定と同一内容の設定はできません。
●FOMA端末の日付・時刻よりも前の日時のみを設定した場合、自動起動は無効になります。
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1 待受画面で m331 を押す
■ 履歴をすべて削除するとき
ap を押して「はい」を選択する

サイトやメールからｉアプリを起動する ｉアプリTo

サイトや ｉ モードメールの ｉ アプリを起動できるリンク項目を選択すると ｉ アプリが起動し
ます（ｉアプリTo）。

1 サイトやｉモードメールのｉアプリを起動できるリンク項目を選択する

2「はい」を選択する
サイト接続が終了し、ｉアプリが起動します。

ｉアプリ待受画面を操作する ｉアプリ待受画面

ｉアプリを待受画面に設定し、待受画面からｉアプリを起動して操作します。ｉアプリ待受画面
を設定しているときは、画面上部に または が表示されます。
･あらかじめｉアプリを待受画面に設定しておく必要があります。☛P121

おしらせ
●ｉアプリ To で起動するｉアプリが FOMA 端末に保存されていないと、指定されたｉアプリがない旨
のメッセージが表示され、起動できません。ただし、ｉアプリによっては保存されていなくても、サイト
からダウンロード後、すぐに起動するものがあります。
･ダウンロード後すぐに起動するｉアプリは、起動中に通信するかどうかの確認画面が表示されることが
あります。
･ダウンロード後すぐに起動したｉアプリを終了するときは、保存するかどうかの確認画面が表示されま
す。ただし、FOMA端末に保存できないｉアプリもあります。

●起動するｉアプリをｉアプリ Toで起動しないように設定している場合は、メッセージが表示されｉア
プリを起動できません。☛P287

●赤外線通信、バーコードリーダーを利用して、ｉアプリを起動することもできます。

おしらせ
●ｉ アプリ待受画面を設定中に FOMA 端末の電源を入れると、ｉ アプリ待受画面を起動するかどうかの確
認画面が表示されます。「はい」を選択すると、ｉアプリ待受画面が起動します。「いいえ」を選択すると、
ｉアプリ待受画面の設定が解除されます。確認画面が表示されてから何も操作せずに約5秒たつと、自動
的に ｉ アプリ待受画面が起動します。自動電源 ON によって電源が入った場合は確認画面は表示されず、
自動的にｉアプリ待受画面が起動します。

●通信を行うｉアプリをｉアプリ待受画面に設定した場合、電波状況などにより正しく動作しないことが
あります。

●プライバシーモード中（ｉ アプリを「認証後に表示」に設定した場合）は、ｉ アプリ待受画面は動作し
ません。

●ｉアプリ待受画面を設定中にオールロックまたはPIMロックを起動すると、ｉアプリ待受画面は一時的
に解除されます。ロックを解除するとｉアプリ待受画面が再度起動します。

●ｉアプリ待受画面に設定されているｉアプリが IP（情報サービス提供者）によって使用を停止されると、
ｉアプリ待受画面が解除されます。
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ｉアプリ待受画面のｉアプリを起動する

ｉアプリ待受画面に設定しているｉアプリを起動するには、ｉアプリ待受画面からｉアプリの画面
に切り替えます。
･開閉ロック中は起動できません。

1 ｉアプリ待受画面で c を押す
ｉアプリの画面に切り替わり、画面上部の または が点滅します。

2 ｉアプリを操作する

ｉアプリを終了してｉアプリ待受画面に戻る

1 ｉアプリ動作中に f を押す

2「終了する」を選択する
ｉアプリが終了し、ｉアプリ待受画面が起動します。画面上部のマークが から 、または か
ら に変わります。
･ ｉアプリを終了してｉアプリ待受画面に戻る方法は、ｉアプリによって異なります。c を
押すと戻るｉアプリもあります。
･「終了する」を選択してもｉアプリ待受画面は解除されません。解除するときは「解除する」
を選択します。画面上部の 、 が消えます。
･ ｉアプリを終了しないとき：「キャンセル」を選択する

ｉアプリ待受画面の終了履歴を表示する 異常終了履歴

ｉアプリ待受画面を続行できないようなエラーが発生したときに、ｉアプリ名と日時が記録されます。
･異常終了履歴は最大20件記録されます。20件を超えた場合は、一番古い履歴に上書きされます。

1 待受画面で m332 を押す
■ 履歴をすべて削除するとき
ap を押して「はい」を選択する

●ｉアプリ待受画面を設定していても、IP（情報サービス提供者）からの信号によって待受テロップが表示
され、ｉアプリ待受画面の設定が解除される場合があります。

●ｉアプリ待受画面の起動中にｉアプリ待受画面を続行できないようなエラーが発生すると、ｉアプリ待
受画面を解除するかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、ｉ アプリ待受画面の設定
が解除されます。このとき、ｉアプリ名と終了日時が異常終了履歴に記録されます。

●ｉアプリ待受画面からはサイトに接続（Web To）できません。

おしらせ
●ソフト一覧でｉアプリ待受画面に設定しているｉアプリにカーソルを合わせてmを押し、「 アプリ
待受画面」を選択しても解除できます。
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ｉアプリを管理する

ｉアプリをバージョンアップする バージョンアップ

ｉアプリが更新されている場合は、バージョンアップできます。
･ IP（情報サービス提供者）によって使用を停止されているｉアプリはバージョンアップできません。

1 待受画面で d を1秒以上押し、フォルダを選択する

2 バージョンアップするｉアプリにカーソルを合わせて m5 を押し、「はい」を
選択する
･ バージョンアップが必要ない場合は、ｉアプリが最新である旨のメッセージが表示されます。

フォルダを作成／削除する

フォルダを作成してカテゴリごとにｉアプリを整理します。また、フォルダの並び順を変更できます。

･フォルダは最大20個作成できます。

1 待受画面で d を1秒以上押す

2 m4 を押す
■ フォルダ名を変更するとき
aフォルダ名を変更するフォルダにカーソルを合わせて m1 を押す

■ フォルダの並び順を変更するとき
a順番を変更するフォルダにカーソルを合わせて m を押し、5 または 6 を押す

選択したフォルダの並び順が1つ上または下に変わります。

3 フォルダ名を入力して p を押す（全角8文字（半角16文字）まで）

･ｉアプリが保存されているフォルダを削除すると、フォルダ内のｉアプリも削除されます。ただし、
保護されているｉアプリがある場合は、フォルダを削除できません。

1 待受画面で d を1秒以上押す

おしらせ
●バージョンアップすると、ｉアプリが記録しているゲームスコアなどのデータが消去されることがありま
す。

●ｉアプリによっては、使用期間・使用回数によりドコモのサーバへ継続して使用できるかどうかを問い合
わせる場合があります。このとき、サーバからｉアプリが更新されていると通知された場合は、バージョ
ンアップするかどうかを確認した上でバージョンアップできます。

●ｉアプリによっては、実行時に自動的にバージョンアップするものがあります。

フォルダを作成する

フォルダを削除する
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2 削除するフォルダにカーソルを合わせて m21 を押す
･ フォルダ内にｉアプリが保存されたままの場合は、端末暗証番号を入力します。

3「はい」を選択する
･ 削除するフォルダ内にメール連動型 ｉ アプリが含まれている場合は、自動的に作られたメール
フォルダを同時に削除するかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、メール
フォルダとフォルダ内のすべてのメールが削除されます。「いいえ」を選択すると、ｉ アプリの
み削除されます。ただし、「はい」を選択した場合でも、メールフォルダ内に保護されているメー
ルがある場合は，ｉアプリやメールフォルダは削除できません。

ｉアプリを保護する

･最大保護件数☛P38

1 待受画面で d を1秒以上押し、フォルダを選択する

2 保護するｉアプリにカーソルを合わせて m31 を押す
ｉアプリが保護され、ソフト一覧画面で または が表示されます。
･ 解除するとき : 解除するｉアプリにカーソルを合わせて m31 を押す

■ 複数保護／解除するとき
am32 を押し、ｉアプリを選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。

bp を押す

■ フォルダ内のすべてのｉアプリを保護／解除するとき
am33 を押し、端末暗証番号を入力する

ｉアプリを削除する

1 待受画面で d を1秒以上押し、フォルダを選択する

2 削除するｉアプリにカーソルを合わせて m21 を押す
■ 複数削除するとき
am22 を押し、ｉアプリを選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。

bp を押す

おしらせ
●ｉ アプリのみ削除し、メール連動型 ｉ アプリで使用していたメールフォルダを残した場合は、メール一
覧のサブメニューからメールを表示できます。☛P246

●削除対象のメール連動型 ｉ アプリ用メールフォルダが使用中（一覧表示中など）の場合、ｉ アプリを削
除できないことがあります。

●プライバシーモード中（メールを「認証後に表示」に設定した場合）にメール連動型 ｉ アプリを削除す
る場合は、画面の指示に従いプライバシーモードを解除してください。

おしらせ
●データ一括削除を行うと、保護されているｉアプリもすべて削除されます。☛P394
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■ フォルダ内のすべてのｉアプリを削除するとき
am23 を押す
b端末暗証番号を入力し、「すべて削除」または「保護以外削除」を選択する
･ フォルダ内のすべてのｉアプリまたは保護されていないすべてのｉアプリが削除されます。

3「はい」を選択する
･ メール連動型ｉアプリを削除する場合は、自動的に作られたメールフォルダを同時に削除するか
どうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、メールフォルダとその中に保存されて
いるすべてのメールが削除されます。「いいえ」を選択すると、ｉアプリのみ削除されます。ただ
し、「はい」を選択した場合でも、メールフォルダ内に保護されているメールがある場合は ｉ ア
プリもメールフォルダも削除できません。

ｉアプリを他のフォルダに移動する

1 待受画面で d を1秒以上押し、フォルダを選択する

2 移動するｉアプリにカーソルを合わせて m41 を押す
■ 複数移動するとき
am42 を押し、ｉアプリを選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。

bp を押す

■ フォルダ内のすべてのｉアプリを移動するとき
am43 を押す

3 移動先のフォルダを選択し、「はい」を選択する

ｉアプリを並べ替える ソフトの並べ替え

1 待受画面で m321 を押す

おしらせ
●フォルダ一覧からフォルダ内のｉアプリをすべて削除するときは、フォルダにカーソルを合わせてmを
押し、「削除」→「ソフト削除」を選択します。

●ｉ アプリのみ削除し、メール連動型 ｉ アプリで使用していたメールフォルダを残した場合は、メール一
覧のサブメニューからメールを表示できます。☛P246

●保護されているｉアプリは「1件削除」または「複数削除」では削除できません。保護されているｉアプ
リを削除するには保護を解除してから削除するか、「全件削除」を選択して端末暗証番号を入力して、「す
べて削除」を選択してください。

●メール連動型ｉアプリを削除する場合、プライバシーモード中（メールを「認証後に表示」に設定した場
合）は端末暗証番号の入力が必要です。

●お買い上げ時に登録されているｉアプリを削除した場合は、ｉモードサイトの「My D-style」からダウ
ンロードできます。☛P289

●プライバシーモード中（メールを「認証後に表示」に設定した場合）にメール連動型ｉアプリを削除する
場合は、画面の指示に従いプライバシーモードを解除してください。

お買い上げ時 ダウンロード日時順
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2 1 ～ 5 を押す
･「ダウンロード日時順」および「使用日時順」では、FOMA端末の日付・時刻で設定されている
日時順に並び替わります。
･「名前順」の場合、ｉ アプリ名に全角／半角の文字や英字が混在していると、50 音順と一致し
ないことがあります。
･「使用回数順」にはｉアプリ待受画面として起動した回数は含みません。使用回数はｉアプリを
バージョンアップしても引き継がれます。
･「ソフトのサイズ順」の場合、ｉ アプリのファイルサイズと使用データ記録領域の合計が大きい
順に並び替わります。

フォルダ内のｉアプリの件数を確認する フォルダ内ソフト件数

1 待受画面で d を1秒以上押す

2 ｉアプリの件数を確認するフォルダにカーソルを合わせて p を押す

ｉアプリの設定状況を確認する ソフト情報表示

1 待受画面で d を1秒以上押す

2 a を押す

ｉアプリからさまざまな機能を利用する
･それぞれ機能に対応したｉアプリをあらかじめダウンロードしておく必要があります。

ｉアプリから電話をかける

1 カスタム発信の各項目を選択して発信条件を設定する
･ カスタム発信の設定方法 ☛P58

2 m を押して「はい」を選択する
設定した内容で電話がかかります。電話をかけるとｉアプリは中断されます。
･ ｉアプリによって操作方法が異なったり、電話をかけられない場合があります。

：通常のｉアプリ ：ｉアプリDX ：メール連動型ｉアプリ

ソフト保存領域 ：保存されているｉアプリの総容量がバーと数値で表示されます。
ソフト保存件数 ：保存されているｉアプリの総件数が表示されます。
アプリ待受画面：ｉアプリ待受画面に設定しているｉアプリの名前と保存先のフォルダが表示

されます。
ワンタッチボタン：ワンタッチボタンに設定しているｉアプリの名前と保存先のフォルダが表示

されます。
自動起動 ：次回の自動起動に設定しているｉアプリの名前・保存先のフォルダ・起動日

時が表示されます。
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ｉアプリからサイトに接続する

1 サイトに接続するかどうかの確認画面が表示されたら、「はい」を選択する
ｉアプリが終了し、サイトが表示されます。
･ ｉアプリ待受画面からはサイトに接続できません。
･ ｉアプリによって操作方法が異なったり、サイトに接続できない場合があります。

ｉアプリからカメラ機能を利用する

1 ｉアプリを操作してカメラ撮影を行う
･ ｉアプリによっては、自動的にカメラが起動する場合があります。

ｉアプリからバーコードリーダーを利用する

1 ｉアプリを操作してコードを読み取る
･ 読み取ったデータはｉアプリで利用・保存される旨のメッセージが表示されます。

ｉアプリから赤外線通信を利用する

･相手の機器によっては、赤外線通信機能が搭載されていても通信できない場合があります。

1 ｉアプリを操作して赤外線通信を行う
･ 赤外線通信によってｉアプリ起動データを受信し、ｉアプリを起動することもできます。
･ 赤外線通信を実行するときに、サイトに接続していたりメールを送受信していた場合、サイト接
続やメールの送受信は中止されます。

おしらせ
●ｉアプリからカメラを起動した場合、撮影した画像はマイピクチャまたはｉモーションの「カメラ」フォ
ルダには保存されず、「 モード」フォルダ、「デコメールピクチャ」フォルダ、または ｉ アプリ内に保
存されます。また、撮影した画像はｉアプリから通信により自動的にサーバへ送られる場合があります。

●ｉアプリによって画像サイズ、撮影サイズなどの変更やフレームなどを設定できる場合があります。
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i チャネルとは
ニュースや天気などをグラフィカルな情報としてドコモまたは IP（情報サービス提供者）が iチャ
ネル対応端末に配信するサービスです。
定期的に情報を受信し、最新の情報が、待受画面にテロップとして流れたり、c を押すこと
でチャネル一覧に表示されます（チャネル一覧の表示方法は ☛P304）。さらに、チャネル一覧
でお好きなチャネルを選択することにより、リッチな詳細情報を取得できます。
･ i チャネルのご利用にあたっての注意事項およびご利用方法の詳細等については、『ｉ モード操作ガイ
ド』をご覧ください。

a i チャネルをご契約いただいていない場合。
b i チャネルをご契約いただいた後、情報を受信したタイミング、もしくはチャネル一覧を表示したタ

イミングで、待受画面に自動的にテロップが流れます。
cc を押下するとチャネル一覧が表示されます。各チャネルごとにテロップで流れていた情報など

を一覧で見ることができます。
d各チャネルを押下するとそれぞれの詳細情報画面が閲覧できます。

･ 各画像はイメージです。実際の画面とは異なります。

チャネルには「ベーシックチャネル」と「おこのみチャネル」の2種類があります｡「ベーシックチャ
ネル」はドコモが提供するチャネルであり、あらかじめ登録されていますので i チャネルの利用開始時
からすぐに利用することができます。「ベーシックチャネル」に関して配信される情報の自動更新にか
かるパケット通信料は i チャネルのサービス利用料に含まれます。「おこのみチャネル」はドコモ以外
の IP（情報サービス提供者）が提供するチャネルで、お客様ご自身がお好きなチャネルを登録して利
用できます。「おこのみチャネル」に関して配信される情報の自動更新にかかるパケット通信料などは、
i チャネルのサービス利用料には含まれません。
なお、待受画面にテロップとして流すことができるのは、「ベーシックチャネル」の情報のみとなります。
･「おこのみチャネル」には、ご利用にあたり情報料がかかるものがあります。
･「おこのみチャネル」には、ご利用にあたりチャネルを提供する IP（情報サービス提供者）に対し別途お申
し込みが必要になるものがあります。
･「ベーシックチャネル」も「おこのみチャネル」も、チャネル一覧から詳細情報を閲覧する際は、i チャネルの
サービス利用料とは別にパケット通信料がかかります。

契約後未契約

接続

a b c d
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i チャネルはお申し込みが必要な有料サービスです。（お申し込みにはｉモード契約が必要です。）
･操作方法は ☛P304
･対応機種：701i シリーズ

ｉモードをご契約の上 i チャネル対応端末を利用しているお客様で、i チャネル対応端末を利用してい
る契約者回線について i チャネルを申し込んだことがない場合、一定期間、サービス利用料無料で「ベー
シックチャネル」を利用できます。なお、チャネル一覧から詳細情報を閲覧される際にかかるパケット
通信料は、お客様のご負担となります。
･おためしサービスのご利用にあたっての注意事項およびご利用方法の詳細等については、『ｉモード操
作ガイド』をご覧ください。
おためしサービスは、原則としてFOMAカードを挿入して i チャネル対応端末の利用を開始した際、一
定時間経過後に自動的に開始されます。自動的に開始しない場合は、c を押下することで開始でき
ます。
おためしサービスを利用できるのは、１つのご契約者回線につき１回のみです。
おためしサービスは開始後一定期間経過すると、自動的に終了します。また、途中で終了したい場合の
操作方法については、『ｉモード操作ガイド』をご参照ください。

おためしサービス

おしらせ
●情報を受信中は が点滅します。
●情報を受信しても着信音、バイブレータは動作しません。着信ランプも点灯／点滅しません。
●お買い上げ時の状態のままでは情報を受信できない場合があります。その場合はcを押すと情報を受
信し、待受画面のテロップに自動的に情報が流れます。

●FOMA端末の電源が入っていない場合や圏外などで情報を受信できなかったときは、cを押すと表示
される未契約者用のチャネルを選択すると情報を受信し、待受画面に自動的にテロップが流れます。

● i チャネルの情報を待受画面にテロップ表示するかしないかを設定できます。テロップ表示の速度や色も
設定できます。☛P304

● i チャネルサービスまたはｉモードサービスを解約した場合、テロップは表示されなくなります。

i チャネルの接続先を変更するには
i チャネルの接続先は変更できます（通常は変更する必要はありません）。
a待受画面で d96 を押す
b編集するユーザ設定にカーソルを合わせて m を押し、端末暗証番号を入力する
c各項目を選択して設定し、p を押す
･ i チャネルの接続先は「接続先アドレス2」に入力します（半角30文字まで）。
･「接続先アドレス」は i モードの接続先です。☛P199

d編集した接続先を選択する
ep を押す

●接続先アドレス2を変更した場合、待受テロップと背面ディスプレイに i チャネルの情報は表示されなく
なります。また、情報が自動更新されない場合があります。待受画面で c を押してチャネル一覧を表
示すると、最新の情報が受信され、待受テロップや背面ディスプレイに表示されるようになります。

i モードセンター

ベーシックチャネルの情報

おこのみチャネルの情報

ｉモード端末 ＩＰ（情報サービス提供者）
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Menu 281

i チャネルを表示する チャネル一覧

1 待受画面で c を押す
･ 待受画面に動画／ｉモーション、ｉアプリを設定しているときはd81を押します（c
を押しても表示できません）。

2 表示する情報を選択する

3 情報を確認する
･ メロディがあると電話着信音量調整で設定されている音量で再生されます。音量調整はできませ
ん。
･ マナーモード中はメロディを再生するかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択する
と、再生されます。
･ ご利用の状況によりチャネル一覧を表示したときに情報を受信する場合があります。

Menu 282 / Menu 8217

i チャネルの設定を変更する 待受テロップ設定

受信した i チャネルの情報を待受画面にテロップ表示するかどうかを設定します。
･お買い上げ時やFOMAカードを差し替えたとき、接続先アドレス2を変更したときは、iチャネルの情
報が自動更新されるか、またはcを押してチャネル一覧を表示すると、待受テロップが表示され、
待受テロップ設定ができるようになります。

1 待受画面で d82 を押す

2 各項目を選択して設定する

3 p を押す

お買い上げ時 テロップ表示設定：表示する　テロップ速度：普通　テロップ色：パターン1

テロップ表示設定：テロップ表示するかどうかを選択します。
テロップ速度 ：「遅い」「普通」「速い」から選択します。
テロップ色 ：表示する文字色、背景色のパターンを選択します。

おしらせ
●待受テロップ設定を「表示する」に設定している場合、待受画面を表示するごとに、新しい情報から順に
最大10件、ディスプレイが消灯するまで待受画面にテロップ表示されます。

●FOMA 端末を折りたたんでいるときは、待受テロップ設定に関わらず、時計表示中に i を押すと背面
ディスプレイに i チャネルの情報が表示されます。☛P32

●次の場合は、iチャネルの情報はテロップ表示されません。
･オールロック中　･ドライブモード中　 ･ PIMロック中　･ FOMAカードを挿入していないとき

●テロップ表示設定を「表示する」に設定した場合、待受画面に動画／ｉモーション、ｉアプリは設定でき
ません。
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画像を使いこなす

Menu 51

画像を表示する マイピクチャ

FOMA端末のデータBOXのマイピクチャに保存されている画像を表示します。

1 待受画面で u1 を押す

2 フォルダを選択する

･ miniSD メモリーカードのフォルダ一覧に切り替えるときは t を押し、1 または 2 を
押します。miniSDメモリーカードの操作方法 ☛P335

3 表示する画像にカーソルを合わせる

各フォルダには次のような画像が保存されています。

カメラ ：カメラで撮影した画像
モード ：サイトやｉモードメール、ｉアプリから取り込んだ画像

デコメールピクチャ
：お買い上げ時に内蔵されているデコメール用画像、サイ
トやバーコードリーダーから取り込んだ画像

アイテム ：お買い上げ時に内蔵されているフレーム画像、サイトか
らダウンロードしたアイテム画像

プリインストール
：お買い上げ時に内蔵されている画像

データ交換：バーコードリーダーで取り込んだ画像、miniSDメモリー
カードから移動／コピーした画像、データ通信で受信し
た画像

アルバム ：他のフォルダから移動した画像
･お買い上げ時は表示されません。作成するには☛P339
･アルバム名は作成時に任意に付けられます。

③ ④① ②

サムネイル表示のとき

タイトル表示のとき

③④① ②

カーソル位置の画像
の表示名とマーク

a取得元

b画像の種類

cファイル形式

dファイル制限

･ t を押すたびにサムネイル表示とタイトル表示が切り替わります。
･ FOMAカード動作制限機能が設定されている画像は、サムネイル表示で
は で表示されます。
･ 表示名などを変更できます。☛P342

：内蔵 ：ｉモード ：カメラ
：フレーム、スタンプ ：データ交換

表示なし：静止画 ：パラパラマンガ ：アニメーション、Flash

：GIF 画像 ：JPEG画像 ：SWF（Flash 画像）

（青） ：メール添付・FOMA端末外出力可
（グレー）：メール添付・FOMA端末外出力不可

画像一覧
306 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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■ 画像をメールに添付して送信するとき
a送信する画像にカーソルを合わせて a を押す

選択した画像が添付されているメール作成画面が表示されます。
･ 静止画のファイルサイズが9000バイトよりも小さい場合は、本文へ貼り付けるかどうか
の確認画面が表示されます。「はい」を選択するとメール本文へ貼り付けることができます。
･ 静止画の画像サイズやファイルサイズによっては、待受サイズへの変換やデータ BOX へ
の保存の確認画面が表示されます。☛P230
･ メールに添付できる画像について ☛P229

4 o を押して画像を確認する

画像を待受画面や電話帳などに設定する

1 待受画面で u1 を押し、フォルダを選択する

2 設定する画像にカーソルを合わせて m2 を押す

3 設定する項目を選択する
■ 待受画面に設定するとき
a1 を押して「はい」を選択する
･ 画像が拡大表示できる場合は、「はい（等倍表示）」を選択すると画像サイズのまま、「はい
（拡大表示）」を選択すると画面サイズに合わせて拡大して表示されます。
･ ｉアプリ待受画面が設定されているときは、さらにｉアプリ待受画面を解除するかどうか
の確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、ｉアプリ待受画面が解除されます。

■ 電話帳に新規登録するとき
a2 を押す
･ 電話帳登録について ☛P95

■ 既に登録されている電話帳に更新登録するとき
a3 を押し、更新する電話帳データを選択する
･ 既に画像が設定されていたときは、選択した画像に置き換わります。

■ 電話発着信画像に設定するとき
a4 を押し、1 または 2 を押す

おしらせ
●プライバシーモード中（マイピクチャを「認証後に表示」に設定している場合）に画像を表示する場合
は、端末暗証番号の入力が必要です。

●画像によってはサムネイルが正しく表示されない場合があります。

･ % を押すと前後の画像に切り替わります。
･ 動作設定で、大きい画像の縮小を「あり」に設定していると、表示領域
（240× 240）より大きい画像は縮小表示されます。
･ 画像が表示領域より大きいときは、oを押してからOで画像をスクロー
ルできます。画像が縮小表示されているときは等倍表示されます。o を
押すと元の表示に戻ります。
･ アニメーション、パラパラマンガ、Flash画像を表示すると、自動的に再
生されます。再生中は次の操作ができます。
o ：一時停止／再生 m0：リトライ（先頭から再生）
p：スロー再生（パラパラマンガの停止中のみ）

表示名
コメント
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■ テレビ電話の発着信画像や代替画像、保留画像などに設定するとき
a5 を押し、1 ～ 6 を押す
･ 画像サイズが 176× 144を超える画像、および FOMA端末外に出力不可の画像は、代
替画像、伝言メモ画像、応答保留画像、通話中保留画像に設定できません。

■ メール送信画像／受信画像、問合せ画像に設定するとき
a6 を押し、1 ～ 3 を押す
･ メール送信画像／受信画像に設定した画像は、メッセージR/F、SMSを送受信したときにも
表示されます。
･ Flash画像は問合せ画像に設定できません。

■ メニューアイコンに設定するとき
a7 または 8 を押し、0 ～ 9 を押す

選択した画像がアイコンデザインの「カスタム 1」または「カスタム 2」のメニューアイコ
ンに設定されます。
･ パラパラマンガ、Flash 画像、「アイテム」フォルダ内の画像はメニューアイコンに設定で
きません。

パラパラマンガを作成する

同じフォルダ内の静止画（最大6枚）を選択してパラパラマンガを作成します。
･アニメーション、パラパラマンガ、Flash 画像およびサイズが 640 × 480 を超える静止画はパラ
パラマンガに登録できません。
･パラパラマンガに登録した静止画は、個別に表示したり編集したりできなくなります。

1 待受画面で u1 を押し、フォルダを選択する

2 m41 を押す
■ 解除するとき
a解除するパラパラマンガにカーソルを合わせて m42 を押す

3 パラパラマンガに登録する画像を選択する

4 p を押す

5 表示名を入力して p を押す（全角・半角を問わず36文字まで）
画像一覧に と表示名が表示されます。サムネイル表示では最初のコマが表示されます。

おしらせ
●画像表示画面ではmを押し、「イメージの利用」を選択します。
●待受画面や電話帳に設定している画像を削除すると、それぞれの画像はお買い上げ時の設定に戻ります。
●画像のサイズによっては、画面に表示しきれないことがあります。

おしらせ
●画像表示画面ではmを押し、「パラパラマンガ」→「作成」または「解除」を選択します。

選択した順に画像に ～ の番号が表示されます。

･ すべての選択を解除するとき：m を押す
･ t を押すたびにサムネイル表示とタイトル表示が切り替わります。
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静止画を編集する
マイピクチャに保存されている静止画を編集します。編集項目とその内容は次のとおりです。

※1：画像サイズが大きくて編集できないときは、サイズ変更で編集可能な画像サイズに縮小できます。

･次の画像は編集できません。
・アニメーション、パラパラマンガ、Flash 画像、「アイテム」フォルダ内の画像、「プリインストー
ル」フォルダ内の画像
・メール添付や FOMA端末外への出力が禁止されている静止画（自端末でファイル制限を「あり」に
設定した静止画を除く）
・サイズが1224× 1632を超える静止画、縦横のどちらかのサイズが8ドットより小さい静止画
･編集した画像をパソコンなどで表示すると、FOMA端末で透過表示されていた部分は白になります。

1 待受画面で u1 を押し、フォルダを選択する

2 編集する静止画にカーソルを合わせて p を押し、m を押す
･ 補正するには ☛P315

3 編集項目を選択し、静止画を編集する

4 編集が終わったら o を押し、「保存」を選択する
編集した静止画が同じフォルダ内に新しい静止画として保存されます。
･ フレームやスタンプ用の画像として保存するときは、「フレーム・スタンプ用」を選択します。
フレーム候補・スタンプ候補にできる画像について ☛P343

編集項目 内　容 編集可能な最大画像サイズ（ドット）※1

サイズ変更 サイズを変更します。 1224× 1632
（拡大／縮小は352× 288）

切出し 任意のサイズに切り出します。 1224× 1632
明るさ／色調 明るさや色調を変更します。 352× 288
効果 特殊な効果をかけます。 240× 320
反転／回転 反転／回転します。 480× 640
フレーム フレームを重ねます。 352× 288
スタンプ貼付 スタンプを貼り付けます。 352× 288
テキスト貼付 文字を貼り付けます。 352× 288
切抜き 任意の部分を切り抜きます。 240× 320
サイズ制限保存 ファイルサイズを制限して保存します。 1224× 1632
補正 色や明るさのバランスを補正します。 352× 288

1：サイズ変更 ☛P310 6：フレーム ☛P312
2：切出し ☛P310 7：スタンプ貼付 ☛P313
3：明るさ／色調 ☛P311 8：テキスト貼付 ☛P314
4：効果 ☛P312 9：切抜き ☛P314
5：反転／回転 ☛P312 0：サイズ制限保存 ☛P315

編集メニュー画面
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サイズを変更する

･静止画のサイズを変更すると、画質が劣化することがあります。

1 編集メニュー画面で 1 を押す

2 画像サイズを変更する
■ 指定したサイズに変更するとき
a1 ～ 8 を押す

指定したサイズと静止画の縦横比が同じ場合は、サイズが変更され、静止画編集画面に戻り
ます。縦横比が異なる場合は、サイズ枠が表示されます。% ／ & を押してサイズ枠の位置
を調整し o を押すと、サイズ枠で囲まれた部分が指定したサイズに変更されます。

■ 拡大／縮小するとき
a9 を押し、& を押してサイズを拡大または縮小する

bo を押す
静止画編集画面に戻ります。

任意のサイズに切り出す

サイズや範囲を指定して、静止画の一部を切り出します。
･ 16× 16より小さい画像は切り出しできません。

1 編集メニュー画面で 2 を押す

おしらせ
●動作設定で、大きい画像の縮小を「あり」に設定していても、スタンプ貼付、テキスト貼付、切抜き、サ
イズ変更の拡大／縮小時は等倍で表示されます。

●静止画や編集方法によっては、編集結果がイメージと異なることがあります。
●編集と保存を繰り返し行うと、画質が劣化することがあります。
●編集後、静止画のファイルサイズが大きくなることがあります。
●静止画の保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは保存できません。不要な画像を削
除してから、保存し直してください。

･ 縦横比を無視して静止画全体を指定した
サイズに収める場合は、m を押します。
･ 縦横比を保持したまま静止画全体を指定
したサイズに収める場合は、p を押し
ます。

縦横比を保持したまま、5%ずつ拡大／縮小します。画面の右上には
現在の画像サイズと拡大／縮小率が表示されます。
･ mを押すと20%ずつ縮小、pを押すと20%ずつ拡大します。
･ 縦長の画像は 288× 352、横長の画像は 352× 288まで拡大
できます（縦横どちらかが上限になるまで）。
･ 縦横どちらかが8ドットになるまで縮小できます。
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2 画像を切り出す
■ 指定したサイズに切り出すとき
a1 ～ 8 を押し、O を押して切り出し枠の位置を調整する

bo を押す
静止画が選択したサイズに切り出され、静止画編集画面に戻ります。

■ 範囲を指定して切り出すとき
a9 を押す

範囲指定枠が点線で表示され、範囲指定枠の左上に が表示されます。
bO を押して の位置を調整し、o を押す

cO を押して の位置を調整し、p を押す
切り出し範囲が決定され、範囲指定枠が実線で表示されます。
･ p の代わりに o を押すと、左上位置を再度変更できます。
･ p を押した後に O を押すと、範囲指定枠を移動できます。

do を押す
指定した範囲で静止画が切り出され、静止画編集画面に戻ります。

明るさと色調を変更する

1 編集メニュー画面で 3 を押す

2 明るさや色調を変更する
■ 明るさを調整するとき
a1 を押し、明るさを調整する

bo を押す
静止画編集画面に戻ります。

･ p を押すたびに、切り出し枠の縦横が切
り替わります。
･ t を押すたびに、切り出しサイズが切り
替わります。
･ 範囲指定に切り替えるには m を押しま
す。

範囲指定枠の左上の位置が設定され、範囲指定枠の右下に が表示
されます。

･ 1段階ずつ増減するには & を押します。
･ 最大にするには p、最小にするには m
を押します。

レベル
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■ 色調をモノトーンまたはセピアにするとき
a2 または 3 を押す

色調が変更され、静止画編集画面に戻ります。

特殊な効果をかける

1 編集メニュー画面で 4 を押す

2 効果を選択する
静止画に効果がかかり、静止画編集画面に戻ります。

反転／回転させる

1 編集メニュー画面で 5 を押す

2 静止画を反転／回転させる
･ 次の操作ができます。

%：上下反転　　&：左右反転　　m：左90度回転　　p：右90度回転

3 o を押す
静止画編集画面に戻ります。

フレームを重ねる

1 編集メニュー画面で 6 を押す
編集している静止画と同じサイズのフレームが一覧表示されます。
･ 詳細情報変更でフレーム候補として設定した画像は、編集している静止画のサイズと異なってい
ても表示されます。

2 フレームを選択する

3 フレームを重ねた画像を確認したら o を押す

ぼかし ：ぼかします。
球面 ：中心から球面状に盛り上がっているような効果をかけます。
エンボス：鉛色にし、凸凹を強調します。
うずまき：中心から渦状に回転させたような効果をかけます。
きらきら：きらきら光っているようなマークを入れます。
モザイク：モザイクをかけます。

静止画編集画面に戻ります。
･ フレームを切り替えるには、% を押します。
･ フレームを180度回転させるには、m を押します。
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･お買い上げ時に登録されているフレームを削除した場合は、ｉモードサイト「My D-style」からダウン
ロードできます。☛P289

■ 待受用（240× 320）サイズ

■ QCIF（176× 144）サイズ

スタンプを貼り付ける

1 編集メニュー画面で 7 を押す
編集している静止画よりも小さいサイズのスタンプが一覧表示されます。
･ 詳細情報変更でスタンプ候補として設定した画像は、編集している静止画のサイズより大きくて
も表示されます。

2 スタンプを選択する
選択したスタンプが画面の中央に表示されます。

3 O を押してスタンプを貼り付ける位置を調整し、o を押す

お買い上げ時に登録されているフレーム

効果音が鳴り、スタンプが貼り付けられます。
･ 続けて別の位置に貼り付けることができます。
･ 貼り付けたスタンプをすべて削除するには、m を押します。
･ 効果音の音量は受話音量調整の設定に従います。
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4 p を押す
静止画編集画面に戻ります。

文字を貼り付ける テキスト貼付

1 編集メニュー画面で 8 を押す

2 各項目を選択して設定する

3 p を押す
設定した文字（貼り方が「一字ごと」の場合は最初の文字）が画面の中央に表示されます。

4 O を押して文字を貼り付ける位置を調整し、o を押す

5 p を押す
静止画編集画面に戻ります。

任意の部分を切り抜く

選択した色と近似している色の部分を切り抜きます。

1 編集メニュー画面で 9 を押す
が画面の中央に表示されます。

お買い上げ時に登録されているスタンプ

テキスト ：文字を入力します（全角20文字（半角40文字）まで）。
文字の種類 ：文字の種類を設定します。
文字のサイズ：文字のサイズを設定します。
文字色 ：文字の色を設定します。
文字縁取り色：文字の縁取りの色を設定します。
背景色 ：文字の背景色を設定します。
貼り方 ：「まとめて」に設定すると文字をまとめて貼り付けられます。「一字ごと」に設定

すると、1文字ずつ異なる位置に貼り付けられます。

効果音が鳴り、文字が貼り付けられます。
･ 続けて別の位置に貼り付けることができます。
･ 貼り付けた文字をすべて削除するには、m を押します。
･ 貼り方が「一字ごと」の場合は、o を押すたびに1文字ずつ貼り付けら
れます。最後の文字を貼り付けると、最初の文字が表示されます。
･ 効果音の音量は受話音量調整の設定に従います。
314



デ
l
タ
表
示
／
編
集
／
管
理

2 O を押して切り抜く色に を合わせ o を押す

3 p を押す
静止画編集画面に戻ります。

ファイルサイズを制限して保存する

ファイルサイズを9000バイト以下、100Kバイト以下、500Kバイト以下に制限して保存します。

1 編集メニュー画面で 0 を押し、サイズを選択する
設定したファイルサイズ以下で、同じフォルダ内に新しい静止画として保存されます。
･ サイズが 352 × 288 を超える静止画は、9000 バイトに設定できません。また、サイズが
480× 640を超える静止画は、100Kバイトに設定できません。

明るさや色のバランスを補正する

･静止画によっては、補正しても表示があまり変化しないことがあります。

1 待受画面で u1 を押し、フォルダを選択する

2 補正する静止画にカーソルを合わせて p を2回押す
画像補正モードになり、画面の右上に現在の補正モードが表示されます。

3 % を押して補正モードを切り替える

4 補正効果のレベルを調整し、o を押す
･ 1段階ずつ増減するには & を押します。
･ 最大にするには a、最小にするには t を押します。

の位置と近似した色の部分が切り抜かれます。
･ 続けて別の部分を切り抜けます。

･ m を押して 1 ～ 7 を押しても、補正モードを選択できます。

静物 ：静物や植物などの画像を適切に補正します。
背景 ：背景を適切に補正します。
風景 ：風景画像に明るさや色のメリハリを出します。
美肌 ：人物画像の肌を白くなめらかに表現します。
日焼け ：人物画像の肌を小麦色に表現します。
青ざめ ：人物画像の肌を青ざめたように表現します。
酔っ払い：人物画像の肌を赤らめたように表現します。

レベル
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5 o を押し、「保存」を選択する
補正した静止画が同じフォルダ内に新しい静止画として保存されます。
･ フレームやスタンプ用の画像として保存するときは、「フレーム・スタンプ用」を選択します。
フレーム候補・スタンプ候補にできる画像について ☛P343

画像の動作条件を設定する 動作設定

1 待受画面で u1 を押す

2 m4 を押す

3 各項目を選択して設定する

4 p を押す

動画／ｉモーションを使いこなす

Menu 52

動画／ｉモーションを再生する ｉモーション

FOMA端末のデータBOXのｉモーションに保存されている動画／ｉモーションを再生します。
･画像サイズが 48 × 48 ～ 320 × 240 の動画／ｉモーション（MP4 ファイル、ASF ファイル）
を再生できます。

1 待受画面で u2 を押す

お買い上げ時 一覧の画像表示：あり　タイトル表示：あり　番号表示：あり　コメント表示：あり
小さい画像の拡大：なし　大さい画像の縮小：あり　効果音再生：あり

一覧の画像表示 ：「あり」に設定すると 12 枚のサムネイル表示、「なし」に設定するとタイトル
表示になります。

タイトル表示 ：画像表示画面で表示名を表示するかどうかを設定します。
番号表示 ：画像表示画面で件数を表示するかどうかを設定します。
コメント表示 ：画像表示画面でコメントを表示するかどうかを設定します。
小さい画像の拡大：表示領域よりも小さい画像を表示したとき、画像の縦横比を保持したまま表

示領域いっぱいに拡大表示するかどうかを設定します。
大きい画像の縮小：表示領域よりも大きい画像を表示したとき、画像の縦横比を保持したまま表

示領域に合わせて縮小表示するかどうかを設定します。
効果音再生 ：画像を表示したとき、画像に設定されている効果音を再生するかどうかを設

定します。

おしらせ
●画像一覧、画像表示画面ではmを押し、「動作設定」を選択します。
316 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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2 フォルダを選択する

･ miniSDメモリーカードのフォルダ一覧に切り替えるときは t を押します。miniSDメモリー
カードの操作方法 ☛P335

3 再生する動画／ｉモーションにカーソルを合わせる

■ 動画／ｉモーションをメールに添付して送信するとき（ｉモーションメール）
a送信する動画／ｉモーションにカーソルを合わせて a を押す

選択した動画／ｉモーションが添付されているメール作成画面が表示されます。
･ メールに添付できる動画／ｉモーションについて ☛P229

各フォルダには次のような動画／ｉモーションが保存されています。
カメラ ：ビデオカメラで撮影した動画、サウンドレコーダーで録音

した音声
モード ：サイトやｉモーションメールから取得したｉモーション

プリインストール
：お買い上げ時に内蔵されている動画

データ交換：miniSDメモリーカードから移動／コピーした動画／
ｉモーション、データ通信で受信した動画／ｉモーション

アルバム ：他のフォルダから移動した動画／ｉモーション
･お買い上げ時は表示されません。作成するには ☛P339
･アルバム名は作成時に任意に付けられます。

③ ④① ②

カーソル位置の動画／
ｉモーションの表示名
とマーク

③④① ②

タイトル表示のとき

サムネイル表示のとき

a取得元

b再生制限

cファイルの種類

※1：miniSDメモリーカードに保存されているもののみ再生できます。
dファイル制限

･ t を押すたびにサムネイル表示とタイトル表示が切り替わります。
･ サウンドレコーダーで録音した音声、音声のみの動画／ｉモーション（歌
手の歌声など映像のないｉモーション）、FOMA カード動作制限機能が
設定されている動画／ｉモーションは、サムネイル表示では で表示さ
れます。
･ 表示名などを変更できます。☛P342

：内蔵 ：ｉモード ：カメラ ：データ交換

：再生制限なし ：回数制限あり ：期限制限あり
：期間制限あり

：MP4 ：しおり付きMP4
：ASF※1 ：しおり付きASF※1

（青） ：メール添付・FOMA端末外出力可
（グレー）：メール添付・FOMA端末外出力不可

動画／ｉモーション一覧
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4 o を押して動画／ｉモーションを再生する

■ しおりを設定するとき
a再生中、しおりを設定したい箇所で t を押し、「はい」を選択する
･ 既にしおりが設定されている場合は、破棄されて新しい位置にしおりが設定されます。
･ 続けて再生するには o を押します。
･ しおりを解除するには、再生を停止させてから t を押します。
･ 再生制限が設定されている ｉ モーションでは設定できません。また、電話帳の登録画面や
メール作成画面、音や画面の設定画面、ｉアプリなどから再生したときは設定できません。

■ 画像の縦横を切り替えるとき
a( を押す
･ 押すたびに画像の縦横が切り替わります。
･ テロップ入りの動画／ｉモーションでは切り替えられません。

おしらせ
●他の機能の影響により、動画／ｉモーションの保存時にサムネイル画像を取得できない場合があります。
そのような動画／ｉモーションは、サムネイル表示では で表示されます。

●着信やスケジュールアラームが鳴るなど、動画／ ｉ モーションの再生中に他の機能が起動すると、再生
が中断されます。他の機能を終了しoを押すと、中断した位置から再生するかどうかの確認画面が表示
されます。「はい」を選択すると中断した位置から再生され、「いいえ」を選択すると先頭から再生されます。

●ｉアプリで動画／ｉモーションを再生しているときにメールやメッセージR/F などを受信すると、正し
く再生できないことがあります。

●マナーモード中に音声のある動画／ ｉ モーションを再生すると確認画面が表示されます。「はい」を選択
すると、ｉモーションの動作設定の音量で再生されます。

●プライバシーモード中（ｉ モーションを「認証後に表示」に設定している場合）に動画／ ｉ モーション
を再生する場合は、端末暗証番号の入力が必要です。

●音声電話通話中は動画／ｉモーション一覧は表示できますが、再生はできません。

a再生音量：現在の音量を示します。
b再生状態

cファイルの種類

d拡大／縮小表示

e再生時間：現在の再生時間／総再生時間を数字とバーで示します。
･ しおりを設定した動画／ｉモーションの場合は、しおりの位置から再生
するかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択するとしおりの
位置から再生され、「いいえ」を選択すると先頭から再生されます。
･ 動画／ｉモーションの再生中は次の操作ができます。

･ 再生中に FOMA端末を折りたたむと再生が一時停止します。

：再生中 ：停止中 ：一時停止中

：音声のみ ：音声＋映像
：テキストのみ ：映像＋テキスト
：映像のみ ：音声＋映像＋テキスト
：音声＋テキスト

：拡大表示中 ：縮小表示中　 表示なし：等倍表示中
･ 拡大表示するかどうかは、動作設定で設定できます。

o ：一時停止／再生 p ：停止
r ：早送り再生 o（停止中）：先頭から再生
% ／ ij：音量調整 c ：一覧画面に戻る

a b

edc
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再生を開始する前に確認画面が表示されます。再生制限の種類と確認する内容は次のとおりです。

･残り再生回数、再生期限、再生期間は詳細情報参照で確認できます。
･日付・時刻を変更しても、再生制限の期限や期間は変更できません。
･長い間電池パックを外していると、FOMA端末で保持されている日付・時刻情報がリセットされるこ
とがあります。その場合、再生期限または再生期間が設定されているｉモーションは再生できなくな
ります。

動画／ｉモーションを待受画面や電話帳などに設定する

･映像のない動画／ｉモーション、再生制限が設定されているｉモーション、画像サイズが 320 ×
240を超えるｉモーションは待受画面に設定できません。
･電話帳、着モーション（着信音）、着信画像には、画像サイズが Sub-QCIF（128 × 96)、または
QCIF（176× 144）の動画／ｉモーションを設定できます。ただし、電話帳、着信画像には映像
のみの動画／ｉモーションのみ設定できます。
･着モーション（着信音）、着信画像には、詳細情報の着信音設定、着信画面設定が「可」になっている
動画／ｉモーションのみ設定できます。

1 待受画面で u2 を押し、フォルダを選択する

2 設定する動画／ｉモーションにカーソルを合わせて m2 を押す

3 設定する項目を選択する
■ 待受画面に設定するとき
a1 を押して「はい」を選択する
･ 動画／ｉモーションが拡大表示できる場合は、「はい（等倍表示）」を選択すると画像サイ
ズのまま、「はい（拡大表示）」を選択すると画面サイズに合わせて拡大して表示されます。
･ ｉ アプリ待受画面が設定されているときは、さらに ｉ アプリ待受画面を解除するかどう
かの確認画面が表示されます。｢はい｣を選択すると、ｉアプリ待受画面が解除されます。
･ 待受テロップ表示中は設定できません。
･ 待受画面に設定した動画／ｉモーションを再生するには ☛P120

ｉモーションに再生制限が設定されているとき

再生制限 状　態 確認内容
回数制限 再生回数残あり 「あと×回（× /総再生回数）再生可能です。再生しますか？」と表示されま

す。再生するときは「はい」、中止するときは「いいえ」を選択します。
規定回数再生済み 「再生可能回数が終了しました。削除しますか？」と表示されます。削除す

るときは「はい」、残すときは「いいえ」を選択します。
期限制限 期限内 「（年 /月 / 日 時 : 分）まで再生可能です。再生しますか？」と表示されます。

再生するときは「はい」、中止するときは「いいえ」を選択します。
期限後 「再生可能期限が切れました。削除しますか？」と表示されます。削除する

ときは「はい」、残すときは「いいえ」を選択します。
期間制限 期間内 「（年 /月 / 日 時 : 分）～（年 /月 /日 時 : 分）まで再生可能です。再生しま

すか？」と表示されます。再生するときは「はい」、中止するときは「いい
え」を選択します。

期間前 「再生可能日前です。再生できません」と表示されます。o を押すと、動画／
ｉモーション一覧に戻ります。

期間後 「再生可能期限が切れました。削除しますか？」と表示されます。削除する
ときは「はい」、残すときは「いいえ」を選択します。
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■ 電話帳に新規登録するとき
a2 を押す
･ 電話帳登録について ☛P95

■ 既に登録されている電話帳に更新登録するとき
a3 を押し、更新する電話帳データを選択する
･ 既に動画／ ｉ モーションが設定されていたときは、選択した動画／ ｉ モーションに置き
換わります。

■ 着モーションに設定するとき
a4 を押し、1 ～ 6 を押す

■ メモリ指定着信音（電話、メール）に設定するとき
a4 を押し、7 または 8 を押す
b設定する電話帳データを選択する
c内容を確認して p を押す
･ 既に着信音が設定されていたときは、選択した動画／ｉモーションに置き換わります。
･ メモリ番号入力について ☛P105「登録内容を修正する」操作3

■ 着信画像（音声電話、テレビ電話）に設定するとき
a5 を押し、1 または 2 を押す
･ 既に着信画像が設定されていたときは、選択した動画／ｉモーションに置き換わります。

動画／ｉモーションを編集する
ｉモーションに保存されている動画／ｉモーションを編集します。
･編集できる動画／ｉモーションは次のとおりです。
・自端末で撮影した動画
・自端末で撮影した動画以外の動画／ｉモーションで、ファイル制限、再生制限がないもの
･お買い上げ時に登録されている動画／ｉモーションは編集できません。また、ASF形式の動画など、
ファイル形式などにより編集できない動画／ｉモーションがあります。
･編集中に動画／ｉモーションを再生したときのマークの意味とキー操作について☛P318

静止画を切り出す キャプチャ

動画／ｉモーションの再生中に任意の位置を指定し、静止画として切り出します（キャプチャ）。
･テロップはキャプチャした静止画に表示されません。

1 待受画面で u2 を押し、フォルダを選択する

2 キャプチャする動画／ｉモーションを選択する
選択した動画／ｉモーションが再生されます。

おしらせ
●次の動画／ｉモーションは、着モーションや着信画像に設定できません。
･赤外線通信やデータリンクソフトなどを使用してパソコンや他の FOMA 端末に転送してから、もう一
度 FOMA端末に戻したもの
･miniSDメモリーカードから FOMA端末にコピー／移動したもの（FOMA端末からコピー／移動した
動画／ｉモーションを、もう一度 FOMA端末にコピー／移動した場合も含む）

●動画／ｉモーションによっては、待受画面などに設定できない場合があります。
320 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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3 再生中の任意の位置で m3 を押す
･ 切り出しの操作をやり直すには m を押し、「はい」を選択します。

4 画像を確認して p を押す

動画を切り出す 選択切り出し

動画／ｉモーションを先頭から任意の位置まで切り出します。

1 待受画面で u2 を押し、フォルダを選択する

2 切り出す動画／ｉモーションにカーソルを合わせて m41 を押す
選択切り出しモードになり、再生時間の下に が表示されます。
･ 動画／ ｉ モーションにテロップが挿入されている場合は、テロップが削除される可能性がある
旨を通知する画面が表示されます。「はい」を選択すると、選択切り出しモードになります。こ
の場合、切り出す位置によってはテロップが削除されることがあります。

3 o（始点）を押し、切り出しを終える位置で o（終点）を押す

おしらせ
●一時停止中または再生終了後でもキャプチャできます。
●キャプチャした静止画をメールに添付してmova端末に送信すると、相手はURL付きのメール（ｉショッ
トメール）として受信します。

静止画がキャプチャされ、マイピクチャの「カメラ」フォルダに保存され
ます。
･ 続けてキャプチャするには、o を押して再生を再開してから、操作3～
4を繰り返します。

■ キャプチャした静止画をメールに添付して送信するとき
aa を押す

キャプチャした静止画がマイピクチャの「カメラ」フォルダに保存さ
れ、静止画が添付されているメール作成画面が表示されます。
･ 静止画のファイルサイズが 9000 バイト以下の場合は、本文へ貼
り付けるかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択する
とメール本文へ貼り付けることができます。
･ 動画の画像サイズによってはメールに添付できません。

･ o（始点）を押した後で操作をやり直すには c、切り出しを中断す
るには m を押します。
･ o（終点）を押さずに最後まで再生すると自動的に切り出しが終了しま
す。終点はファイルの最後より約1000バイト分、手前に設定されます。

現在のファイルサイズ／最大ファイルサイズ
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■ 切り出しサイズの上限を設定するとき
･ 切り出し元のファイルサイズが290Kバイトより大きいときのみ設定できます。
ao（始点）を押す前の画面で m を押す
b「メール添付（小）」（290K バイト）、「メール添付（大）」（490K バイト）または「設定な

し」（切り出し元のファイルサイズ）を選択する
･ 切り出し中の動画／ｉモーションのファイルサイズが設定した切り出しサイズに達したと
きは、自動的に切り出しが終了します。
･ 切り出し元の動画／ｉモーションのファイルサイズが490Kバイトを超える場合は、「設
定なし」に設定できません。

4 表示名を入力して p を押す（全角・半角を問わず36文字まで）
切り出した動画／ｉモーションが、新しいデータとして、元の動画／ｉモーションと同じフォル
ダに保存されます。

■ 動画／ｉモーションを再生するとき
at を押す

■ 動画／ｉモーションをメールに添付して送信するとき
aa を押す

切り出した動画／ ｉモーションが保存され、動画／ ｉモーションが添付されているメール
作成画面が表示されます。
･ メールに添付できる動画／ｉモーションについて ☛P229

ファイルサイズを指定して切り出す サイズ切り出し

動画／ｉモーションを先頭から指定したファイルサイズまで切り出します。
･指定できるファイルサイズは10～490Kバイトです。ただし、上限は、切り出す動画／ｉモーショ
ンにより異なります。

1 待受画面で u2 を押し、フォルダを選択する

2 切り出す動画／ｉモーションにカーソルを合わせて m42 を押す
･ 動画／ ｉ モーションにテロップが挿入されている場合は、テロップが削除される可能性がある
旨を通知する画面が表示されます。「はい」を選択すると、サイズ切り出しモードになります。こ
の場合、切り出す位置によってはテロップが削除されることがあります。

3 切り出すサイズを入力する

おしらせ
●同じ動画／ｉモーションから複数切り出せます。

■ メール添付サイズに設定するとき
･ 切り出し元のファイルサイズが 290K バイトより大きいときのみ設
定できます。
am を押す
b「メール添付（小）」（290Kバイト）または「メール添付（大）」（490K

バイト）を選択する
･「メール添付（小）」を選択すると「290」、「メール添付（大）」を
選択すると「490」が切り出しサイズに設定されます。
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4 表示名を入力して p を押す（全角・半角を問わず36文字まで）
切り出した動画／ｉモーションが、新しいデータとして、元の動画／ｉモーションと同じフォル
ダに保存されます。

■ 動画／ｉモーションを再生するとき
at を押す

■ 動画／ｉモーションをメールに添付して送信するとき
aa を押す

切り出した動画／ ｉモーションが保存され、動画／ ｉモーションが添付されているメール
作成画面が表示されます。
･ メールに添付できる動画／ｉモーションについて ☛P229

テロップを挿入する テロップ編集

･挿入できるテロップ数は、動画／ｉモーションにより異なります（最大10個）。
･既に挿入されているテロップの内容は変更できません。新しくテロップを挿入する場合、既に挿入さ
れているテロップはすべて削除されます。

1 待受画面で u2 を押し、フォルダを選択する

2 テロップを挿入する動画／ｉモーションにカーソルを合わせてm431
を押す
･ 既にテロップが挿入されている場合は、削除してテロップ編集を行うかどうかの確認画面が表示
されます。「はい」を選択すると、既に挿入されているすべてのテロップが削除されます。

■ テロップを削除するとき
am432 を押して「はい」を選択する

挿入されているすべてのテロップが削除されます。操作9に進みます。

3 各項目を選択して設定する

4 p を押す
･ 表示間隔を「ユーザ指定」に設定したときは、確認メッセージが表示され、再生時間の下に が
表示されます。操作5に進みます。
･ 表示間隔を「等間隔」に設定したときは、操作7に進みます。

おしらせ
●同じ動画／ｉモーションから複数切り出せます。
●切り出した動画／ｉモーションは、指定したファイルサイズよりも小さくなることがあります。

表示間隔 ：テロップの配置のしかたを設定します。
･「ユーザ指定」に設定すると、テロップの挿入位置を任意に指定できます。
･「等間隔」に設定したときはテロップ数を指定します。動画／ｉモーションの再生
時間内に、指定した数のテロップが等間隔で挿入されます。

テロップ数 ：表示間隔を「等間隔」に設定したときに、テロップ数を入力します（1～10）。
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5 o を押して再生を開始し、テロップの挿入位置で o を押す

6「はい」を選択する

7 テロップ欄を選択して、文字を入力する（全角20文字（半角40文字）まで）

8 p を押す
･ テロップ挿入前の動画／ｉモーションのファイルサイズが300Kバイト以下の場合、テロップ
挿入後のファイルサイズが300Kバイトを超えると、メール添付（小）サイズを超える旨のメッ
セージが表示されます。そのままテロップを挿入する場合は o を押します。

再生は中断しません。o を押すたびに、テロップの挿入位置が設定されま
す。
･ 再生を開始すると先頭に1箇所目の挿入位置が設定されます。
･ 設定を終了するには p を押します。操作6に進みます。
･ 挿入位置を 9 箇所設定するか、動画／ ｉ モーションの再生が終了する
と、自動的に設定を終了します。操作6に進みます。
･ 先頭から最後まで 1 つのテロップを表示するときは、o を押して再生
を開始し、p を押します。

■ テロップを装飾するとき
a装飾するテロップにカーソルを合わせて a を押す
b各項目を選択して設定する

cp を押す

テロップ1～ 10
：テロップ編集画面で入力した文字が表示されます。文字
を入力できます。

文字色 ：文字の色を設定します。「指定なし」に設定すると白に
なります。
･文字色を設定しても絵文字には反映されません。

背景色 ：テロップの背景色を設定します。「指定なし」に設定す
ると黒になります。

スクロール動作
：文字のスクロール動作を設定します。
･「スクロール・イン」に設定すると、最初は見えない
文字が移動しながら徐々に表示されます。
･「スクロール・アウト」に設定すると、最初は表示され
ている文字が移動しながら徐々に見えなくなります。
･「スクロール・イン＆アウト」に設定すると、最初は
見えない文字が移動しながら徐々に表示され、その後
徐々に見えなくなります。
･「なし」に設定すると、文字はスクロールしません。

スクロール方向
：スクロール動作を「なし」以外に設定したときの文字の
スクロール方向を設定します。

文字位置 ：文字の表示位置を設定します。
文字サイズ：文字の大きさを設定します。
下線 ：文字に下線を付けるように設定します。
点滅 ：文字が点滅するように設定します。
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9 表示名を入力して p を押す（全角・半角を問わず36文字まで）
テロップを挿入した動画／ｉモーションが、新しいデータとして、元の動画／ｉモーションと同
じフォルダに保存されます。

■ 動画／ｉモーションを再生するとき
at を押す

■ 動画／ｉモーションをメールに添付して送信するとき
aa を押す

テロップを挿入した動画／ｉモーションが保存され、動画／ｉモーションが添付されている
メール作成画面が表示されます。
･ メールに添付できる動画／ｉモーションについて ☛P229

動画／ｉモーションの動作条件を設定する 動作設定

1 待受画面で u2 を押す

2 m5 を押す

3 各項目を選択して設定する

4 p を押す

お買い上げ時 一覧の画像表示：あり　表示画像の拡縮：なし　アルバムリピート再生：ON　照明設定：常灯
音量：レベル4

一覧の画像表示
：「あり」に設定すると12枚のサムネイル表示、「なし」に設定するとタイトル表示に
なります。

表示画像の拡縮
：「あり」に設定すると、表示領域と再生する動画／ｉモーションのサイズが合わない
ときは、縦横比を保持したまま表示領域に合わせて動画／ｉモーションを拡大／縮小
表示します。
「なし」に設定すると、拡大／縮小表示しません。ただし、表示領域より大きいサイ
ズの動画／ｉモーションを再生したときは、縦横比を保持したまま表示領域に合わせ
て縮小表示します。

アルバムリピート再生
：アルバム再生時にリピート再生するかどうかを設定します。

照明設定 ：「常灯」に設定すると、動画／ｉモーションの一覧表示中や再生中は常に照明が点灯
します。「端末設定に従う」に設定すると、照明設定（☛P128）に従います。

音量 ：動画／ｉモーション再生時の音量を設定します。

おしらせ
●動画／ｉモーション一覧ではmを押し、「動作設定」を選択します。
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メロディを使いこなす

Menu 53

メロディを再生する メロディ

FOMA端末のデータBOXのメロディに保存されているメロディを再生します。

1 待受画面で u3 を押す

2 フォルダを選択する

･ miniSDメモリーカードのフォルダ一覧に切り替えるときは t を押します。miniSDメモリー
カードの操作方法 ☛P335

3 再生するメロディにカーソルを合わせる

4 o を押してメロディを再生する

おしらせ
●マナーモード中にメロディを再生すると確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、メロディの動
作設定の音量で再生されます。

●音声電話通話中はメロディ一覧は表示できますが、再生はできません。

各フォルダには次のようなメロディが保存されています。
モード ：サイトやｉモードメールから取り込んだメロディ

プリインストール
：お買い上げ時にFOMA端末に内蔵されているメロディ

データ交換：バーコードリーダーで取り込んだメロディや、miniSDメ
モリーカードから移動／コピーしたメロディ、データ通信
で受信したメロディ

アルバム ：他のフォルダから移動したメロディ
･お買い上げ時は表示されません。作成するには ☛P339
･アルバム名は作成時に任意に付けられます。

a取得元

bファイル制限

･ 表示名などを変更できます ☛P342

■ メロディをメールに添付して送信するとき
a送信するメロディにカーソルを合わせて a を押す
･ 受信側が FOMA D701i、D901i、D901iS 以外の場合、受信し
たメロディを正しく再生できないことがあります。
･ メールに添付できるメロディについて ☛P229

：ｉモード ：データ交換 ：内蔵

（青） ：メール添付・FOMA端末外出力可
（グレー）：メール添付・FOMA端末外出力不可

ba

メロディ一覧

a再生バー：現在の再生位置を示します。
b再生音量：現在の音量を示します。
･ メロディの再生中は次の操作ができます。

& ／ ij：音量調整 %：前後のメロディ再生
c ／ o ：停止

ba
326 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328



デ
l
タ
表
示
／
編
集
／
管
理

メロディを着信音や保留音に設定する

1 待受画面で u3 を押し、フォルダを選択する

2 設定するメロディにカーソルを合わせて m2 を押す

3 設定する音の種類を選択する
■ 音声電話、メール、チャットメール、メッセージR/Fの着信音、通話保留音、テレビ電話着信音

に設定するとき
a1 ～ 7 を押す

■ メモリ指定着信音（電話、メール）に設定するとき
a8 または 9 を押す
b設定する電話帳データを選択する
c内容を確認して p を押す
･ 既に着信音が設定されていたときは、選択したメロディに置き換わります。
･ メモリ番号入力について ☛P105「登録内容を修正する」操作3

メロディの動作条件を設定する 動作設定

1 待受画面で u3 を押す

2 m5 を押す

3 各項目を選択して設定する

おしらせ
●メロディ再生画面ではmを押し、「メロディの利用」を選択します。

お買い上げ時 音量：レベル4　イルミネーションパターン：メロディ連動　イルミネーションカラー：選択不可
バイブレータ：OFF　再生位置：フルコーラス再生　再生画面背景：標準

音量 ：メロディ再生時の音量を設定します。
イルミネーションパターン

：メロディ再生時に着信ランプを点灯／点滅させるかどうかを設定します。
･「メロディ連動」または「OFF」に設定するとイルミネーションカラーは設定で
きません。
･「メロディ連動」に設定すると、メロディに連動して点灯色と点灯／点滅のしか
たが変化します。

イルミネーションカラー
：メロディ再生時の着信ランプの点灯色と点灯／点滅のしかたを設定します。

バイブレータ ：メロディ再生時の振動パターンを設定します。
再生位置 ：メロディ再生時、全体を再生（フルコーラス再生）するか一部分を再生（ポイン

ト再生）するかを設定します。
再生画面背景 ：メロディ再生時に背景に表示する画像を設定します。
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■ 再生時の背景画像を「マイピクチャ」から選択するとき
a再生画面背景欄を選択して 2 を押す
b画像選択欄を選択する
cフォルダを選択し、背景に設定する画像を選択する
･ 画像にカーソルを合わせて p を押すと、画像が表示されます。o を押すと設定されます。

4 p を押す

miniSDメモリーカードを使いこなす

miniSDメモリーカードについて
撮影した静止画や動画、メロディなどをminiSDメモリーカードに保存したり、電話帳やスケジュー
ルなどのバックアップをとることができます。また、パソコンなどの外部機器で作成した動画や音
楽データをminiSDメモリーカードに保存しFOMA端末で再生したり（☛P469、P470）、パソ
コンからminiSDメモリーカード内のデータを操作したりできます（☛P410）。
･miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。
miniSDメモリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店などでお買い求めいただけます。
･初期化されていないminiSDメモリーカードは、FOMA端末で初期化してから使用してください。な
お、初期化を中断したminiSDメモリーカードの動作は保証できません。☛P338
･パソコンなどで初期化した miniSD メモリーカードは、FOMA 端末では正常に使用できないことが
あります（初期化もできない場合があります）。
･miniSDメモリーカード内の静止画は、アイコンや背景画像、待受画面には設定できません。
FOMA端末に移動／コピーしてから設定してください。
･ FOMA端末では市販の128MバイトまでのminiSDメモリーカードに対応しています（2005年8月
現在）。最新の対応状況は次の方法でご確認いただけます。
・FOMA端末から ： ｉMenu の「メニューリスト」→「ケータイ電話メーカー」→「My D-style」

の「D701i クイックマニュアル」
・パソコンから ： 三菱電機株式会社のホームページ http://www.MitsubishiElectric.co.jp/

d701i/ の「FAQ」→「miniSDメモリーカード」
･ FOMA端末とパソコンを接続するには、FOMA USB接続ケーブル（別売）が必要です。

miniSDメモリーカード使用時の留意事項

･データの保存中や削除中、使用状況確認中、初期化中は、miniSDメモリーカードを取り外したり、電
源を切ったり、衝撃を与えたりしないでください。データが壊れることがあります。
･miniSDメモリーカードを取り付けている FOMA端末に落下などの強い衝撃を与えると、miniSDメ
モリーカードが飛び出すことがあります。
･miniSDメモリーカードにラベルやシールを貼らないでください。
･表面に傷、ゴミなどが付着しているminiSDメモリーカードや、変形しているminiSDメモリーカード
をFOMA端末に取り付けないでください。故障の原因となることがあります。
･データのコピー中、移動中、削除中や miniSD メモリーカードの初期化中、情報更新中は画面上部に

が表示され、データ転送モード（圏外と同じ状態）になるため、通話、ｉモード接続、データ通
信などはできません。また、bを押して他の機能に切り替えることもできません。

おしらせ
●メロディ一覧およびメロディ再生画面ではmを押し、「動作設定」を選択します。
●メロディによっては、イルミネーションパターンやバイブレータを「メロディ連動」に設定しても連動し
ないことがあります。

●メロディによっては、再生位置を「ポイント再生」に設定しても、ポイント再生しないことがあります。
328 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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･オールロック中、PIMロック中、開閉ロック中はminiSDメモリーカードを使用できません。
･パソコンなど他の機器で書き込み保護されたminiSDメモリーカードでは、データの保存、削除、初
期化などはできません。
･他の機器から miniSD メモリーカードに保存したデータは、FOMA 端末で表示・再生できない場合
があります。また、FOMA端末からminiSDメモリーカードに保存したデータは、他の機器で表示・
再生できない場合があります。
･ご利用になるminiSDメモリーカードによっては、保存した動画に乱れが発生することがあります。
･miniSD メモリーカードに保存されたデータは、バックアップをとるなどして別に保管してくださる
ようお願いします。万一、保存されたデータが消失または変化しても、当社としては責任を負いかね
ますのであらかじめご了承ください。

SDメモリーカード対応機器で使用するには

miniSDメモリーカードとminiSDメモリーカードアダプタを組み合わせると、miniSDメモリーカー
ドをSDメモリーカード対応機器で使用できます。

■ 誤消去を防ぐには

miniSDメモリーカードのフォルダ構成

■ FOMA端末で表示したとき
フォルダ構成は次のとおりです。データの種類によって保存先が分かれています。

※1：DCFはDesign rule for Camera File systemの略でファイルシステムの規格です。
※ 2：miniSD メモリーカードの容量に関係なく、FOMA 端末からminiSD メモリーカードに保存できる

最大データ件数です。

項目名 保存されるデータ 最大保存件数※２

データBOX マイピクチャ カメラで撮影した静止画、DCF※1 規格の JPEG、GIF 9999件
その他の画像 DCF※ 1規格外の JPEG、アニメーションGIF 9999件
動画 カメラで撮影した動画、ｉモーション 4095件
メロディ メロディ 9999件

PIM 電話帳 電話帳データ、電話帳のバックアップデータ 合計9999件
スケジュール スケジュールデータ、スケジュールのバックアップデータ
受信メール 受信メールデータ、受信メールのバックアップデータ
未送信メール 未送信メールデータ、未送信メールのバックアップデータ
送信メール 送信メールデータ、送信メールのバックアップデータ
メモ メモデータ、メモのバックアップデータ
Bookmark ブックマークデータ、ブックマークのバックアップデータ

miniSDメモリーカードをminiSDメモリーカードアダプタの奥ま
で差し込みます。
･ 取り外すときは反対の方向に引き出します。

誤消去防止
スイッチ

矢印の方向へ
ずらす。

miniSDメモリーカードとminiSDメモリーカードアダプタを組
み合わせて使用する場合は、miniSD メモリーカードアダプタに
付いている誤消去防止スイッチを使用することにより誤消去を防
ぐことができます。
･ 誤消去防止スイッチを「LOCK」の方向にスライドします。
･ 先の細いものでスライドさせてください。
･ miniSDメモリーカードを傷つけないように注意してください。
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■ パソコンなどに挿入して表示したとき
FOMA端末からminiSDメモリーカードにデータを移動／コピーしたときや、カメラで撮影した静
止画や動画を直接 miniSD メモリーカードに保存したときなどは、そのファイルに対応したフォル
ダがminiSD メモリーカードに自動的に作成されます。パソコンなどに挿入してminiSD メモリー
カードの内容を表示した場合のフォルダとファイルの構成は次のようになっています。
パソコンなどから miniSD メモリーカードにデータを保存するときは、次のファイル形式、ファイ
ル名で決められたフォルダに保存してください。保存先フォルダを間違えたり、異なるファイル形
式のデータを保存したりすると、FOMA端末では認識できません。

※1：拡張子が「3GP」「MP4」のファイルは、MP4形式として扱われます。
※2：データを管理するフォルダです。このフォルダにあるファイルは削除したり、ファイル名を変更し

ないでください。FOMA端末でデータを正しく表示できなくなります。
･フォルダ名、ファイル名の規則は次のとおりです。使用する文字はすべて半角です。
・「xxxD701I」の xxx は 100～ 999
・「yyyyxxxx」の yyyy は任意の半角英数字、xxxx は 0001～ 9999
・「PRLzzz」「MOLzzz」の zzz は 001 ～ FFF までの 16進数（16進数では1つの桁を0～ 9と A
～ Fの 16種類の文字で表します。）

・「STILxxxx」「RINGxxxx」の xxxx は 0001～ 9999
・「SUDxxx」「RUDxxx」の xxx は 001～ 999
・「PIMxxxxx」の xxxxx は 00001～ 65535

おしらせ
●パソコンなどで miniSD メモリーカードにコピーしたデータを FOMA 端末で利用するには、FOMA 端
末でminiSDメモリーカードの情報更新をする必要があります。

●パソコンなどで miniSD メモリーカード内のフォルダ名を変更したり削除したりすると、FOMA 端末で
データを正しく表示できなくなります。

●横縦（または縦横）のサイズが 1224 × 1632 を超える静止画を miniSD メモリーカードに保存して
も、FOMA端末では表示できません。

miniSDメモリーカード
DCIM（撮影画像、静止画［ファイル形式：JPEG＜DCF規格＞、GIF]）
xxxD701I yyyyxxxx.JPG、yyyyxxxx.GIF

SD_VIDEO（動画／ｉモーション［音楽データ含む]）
PRLzzz MOLzzz.3GP※１、MOLzzz.MP4※１、MOLzzz.ASF

STILxxxx.JPG、STILxxxx.GIF
STILxxxx.JPG、STILxxxx.GIF

RINGxxxx.MLD、RINGxxxx.MID、RINGxxxx.SMF
RINGxxxx.MLD、RINGxxxx.MID、RINGxxxx.SMF

PIMxxxxx.VCF、PIMxxxxx.VCS、PIMxxxxx.VMG、PIMxxxxx.VNT、PIMxxxxx.VBM

PRIVATE
DOCOMO
STILL（アニメーションGIF、静止画［ファイル形式：JPEG＜DCF規格外＞]）

SUDxxx

RUDxxx

RINGER（メロディ［ファイル形式：MFI、SMF]）

TABLE※2

RINGER
STILL
DCIM
SD_VIDEO

SD_PIM（電話帳、スケジュール、受信メール、未送信メール、送信メール、メモ、ブックマーク）
330 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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※1：メール添付の詳細については、「ファイルを添付する」（☛P229）を参照してください。
※2：再生可能な画像サイズを超えている動画／ｉモーションでも、再生可能な音声形式であったり、表示

可能なテロップがデータ内に存在する場合は、音声やテロップの再生を行います。

miniSDメモリーカードの取り付けかた／取り外しかた
･miniSDメモリーカードの取り付け／取り外しは、必ず電源を切った状態で行ってください。
･miniSDメモリーカードスロットには、miniSDメモリーカード以外は挿入しないでください。
･miniSD メモリーカードの取り付け／取り外しを行うときは、金属端子部分に触れないようにご注意
ください。
･miniSD メモリーカードは正しく取り付けてください。miniSD メモリーカードを正しく取り付けて
いない状態では、データのコピーやバックアップなどの操作ができません。
･miniSD メモリーカードの取り付け／取り外しを行うときは、miniSD メモリーカードが飛び出す場
合がありますのでご注意ください。
･表面に傷、ゴミなどが付着しているminiSD メモリーカードや、変形しているminiSD メモリーカー
ドをFOMA端末に取り付けないでください。故障の原因となることがあります。

miniSDメモリーカードで利用できる静止画・動画・メロディ

miniSDメモリーカードの取り付けかた

操　作 miniSD
メモリーカード
へコピー／移動

FOMA端末へ
コピー／移動

メール添付※1 内容表示
ファイル形式
JPEG 形式の静
止画

ファイルサイズ 無制限 500Kバイト 500Kバイト 1.5Mバイト
画像サイズ 無制限 1224×1632 無制限 1224×1632

GIF 形式の静止
画

ファイルサイズ 無制限 500Kバイト 10000バイト 1.5Mバイト
画像サイズ 無制限 480× 640 無制限 480× 640

MP4、3GP形式
の動画／ｉモー
ション（音楽デー
タ含む）

ファイルサイズ 無制限 500Kバイト 500Kバイト 無制限
画像サイズ 無制限 無制限 176× 144、

128× 96
48× 48～
320×240※2

ASF形式の動画／
ｉモーション

ファイルサイズ 不可 不可 不可 無制限
画像サイズ 不可 不可 不可 176× 144、

320× 240
MLD形式のメロ
ディ

ファイルサイズ 無制限 100Kバイト 不可 100Kバイト

MID、SMF形式
のメロディ

ファイルサイズ 無制限 100Kバイト 10000バイト 100Kバイト

aminiSDメモリーカードスロットのカバーを開く
bminiSDメモリーカードを、印字面を上にして、スロット

にゆっくり差し込む
cminiSDメモリーカードを「カチッ」と音がするまでさら

に差し込む
dminiSDメモリーカードスロットのカバーを閉じる

2

14

3
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FOMA端末とminiSDメモリーカードの間でデータをやりとりする
FOMA端末とminiSDメモリーカードの間でデータをコピー／移動したり、FOMA端末のデー
タをminiSDメモリーカードにバックアップします。
やりとりできるデータの種類と操作内容は次のとおりです。

･miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。miniSD
メモリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店などでお買い求めいただけます。

miniSDメモリーカードの保存容量を確認する

データのコピーやバックアップなどを行う際は、miniSDメモリーカードの空き容量を確認してください。

1 待受画面で m66 を押す

miniSDメモリーカードの取り外しかた

データの種類 操作内容
データBOXのデータ（静止画、動画／ｉモーション、メロディ） 1件コピー、複数コピー、全件コピー

1件移動、複数移動、全件移動
PIMデータ 電話帳、スケジュール、メール（受信、未送信、送信）、

ブックマーク
1件コピー、バックアップ、復元

メモ バックアップ、復元

おしらせ
●データが1件も保存されていない状態でも使用領域が「0KB」にならない場合は、miniSDメモリーカー
ドを初期化してください。

●実際に使用できるminiSDメモリーカードの容量は、miniSDメモリーカードに記載されている容量より
も少なくなります。

●miniSDメモリーカードの空き容量が少ない場合、データを保存できないことがあります。不要なデータ
を削除するか、別のminiSDメモリーカードを取り付けてからデータを保存してください。

aminiSDメモリーカードスロットのカバーを開く
bminiSDメモリーカードを軽く押し込み、手を放す

miniSDメモリーカードが少し飛び出します。
cminiSDメモリーカードをゆっくりと取り出す

まっすぐに取り出してください。
dminiSDメモリーカードスロットのカバーを閉じる

14

2

3

使用状況 ：全容量に対する使用領域の割合をバーで示します。
使用領域 ：現在使用している容量を数値で示します。
空き領域 ：現在の空き容量を数値で示します。
全容量 ：FOMA端末に取り付けているminiSDメモリーカードの全容

量を数値で示します。
332 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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FOMA端末のデータをminiSDメモリーカードにコピー／移動する

･ FOMA 端末外への出力が禁止されているデータはコピー／移動できません。ただし、FOMA 端末で
ファイル制限を「あり」に設定したデータ、および「データ交換」フォルダ内のデータは除きます。
･パラパラマンガはコピー／移動できません。
･ PIMデータの移動はできません。
･ FOMAカード電話帳はコピーできません。

静止画をminiSDメモリーカードにコピー／移動するとき

1 待受画面でu1を押し、コピー／移動する静止画が保存されているフォルダを
選択する

2 コピー／移動する静止画にカーソルを合わせてm5を押し、4または5
を押す

3 1 ～ 3 を押す
■ 複数コピー／複数移動のとき
a静止画を選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。
･ t を押すたびにサムネイル表示とタイトル表示が切り替わります。

bp を押す

4「はい」を選択する
静止画がminiSDメモリーカードにコピー／移動されます。
･ コピー／移動を中止するときは o を押します。

おしらせ
●動画／ｉモーション一覧、メロディ一覧ではmを押し、「移動／コピー」→「miniSDカードへ移動」ま
たは「miniSD カードへコピー」→「１件移動」「複数移動」「全件移動」「１件コピー」「複数コピー」「全
件コピー」を選択します。

●電話帳一覧ではmを押し、「赤外線／外部メモリ」→「miniSDへコピー」を選択します。
●スケジュールのデイリービュー画面では m を押し、「赤外線／ miniSD」→「miniSD へコピー」を選択
します。

●受信メール一覧、送信メール一覧、未送信メール一覧、ブックマーク一覧ではmを押し、「移動／コピー」
→「miniSDカードへコピー」→「1件コピー」を選択します。

●FOMA端末のデータ BOXのマイピクチャ、ｉモーション、メロディのデータをminiSD メモリーカー
ドにコピー／移動した場合、ファイル名は自動的に管理用の名前に変更されます。

●静止画を FOMA端末からminiSDメモリーカードにコピー／移動すると、データサイズが大きくなるこ
とがあります。静止画をminiSDメモリーカードから FOMA端末にコピー／移動した場合は、データサ
イズは変わりません。

●電話帳データをコピーすると、登録されている静止画もコピーされます。ただし、miniSD メモリーカー
ドの電話帳データを表示したとき、静止画は表示されません。FOMA端末にデータを戻すと静止画が表示
されます。

●電話帳データをコピーしても、登録されている動画はコピーされません。
●メールの添付ファイル（動画／ｉモーションを除く）と本文が合わせて10000バイトを超える場合、添
付ファイルはコピーされません。

●送信メールや未送信メールをコピーしても、添付されている動画／ｉモーションはコピーされません。
●スケジュールに登録されているメンバーリストやイメージ（静止画）はコピーされません。
●待受画面や着信音などに設定されているデータをminiSDメモリーカードに移動すると、待受画面や着信
音などはお買い上げ時の設定に戻ります。

例
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miniSDメモリーカードのデータを FOMA端末にコピー／移動する

･ FOMA端末の最大保存件数☛P38

1 待受画面で m661 を押し、1 ～ 4 を押す

2 フォルダを選択する

3 コピー／移動するデータにカーソルを合わせて m3 を押す

4 1 ～ 6 を押す

5「はい」を選択する
データがマイピクチャ、ｉモーション、メロディの各「データ交換」フォルダにコピー／移動され
ます。
･ コピー／移動を中止するときは o を押します。

･バックアップデータ（ 、 、 、 、 が付いているデータ）はコピーできません。FOMA端末に
データを戻すには復元を行います。

1 待受画面で m662 を押し、1 ～ 7 を押す

2 コピーするデータにカーソルを合わせて m11 を押し、「はい」を選択する

FOMA端末のデータをminiSDメモリーカードにバックアップする

FOMA端末の各PIMデータを、一括してminiSDメモリーカードにバックアップします。

1 待受画面で m662 を押し、1 ～ 7 を押す

2 m14 を押す

データBOXのデータを FOMA端末にコピー／移動する

おしらせ
●データを検索して一覧画面を表示した場合、全件コピー／全件移動はできません。

PIMデータを FOMA端末にコピーする

■ 複数コピー／複数移動するとき
aデータを選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。
･ 表示中のページの最大 9 件を選択できます。複数ページにわたっ
ての選択はできません。

bp を押す
334 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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3 端末暗証番号を入力し、「はい」を選択する
選択した PIM データが 1 つのデータにまとめられて、miniSD メモリーカードにバックアップさ
れます。
･ バックアップを中止するときは o を押します。中止すると、途中までバックアップしたデータ
は破棄されます。

miniSDメモリーカードのバックアップデータを復元する

･復元方法には追加復元と上書き復元があります。上書き復元すると、FOMA 端末の各 PIM データは
上書きされ、元のデータは消去されますのでご注意ください。

1 待受画面で m662 を押し、1 ～ 7 を押す

2 バックアップデータにカーソルを合わせて m1 を押し、2 または 3 を
押す

･ 追加復元すると現在 FOMA端末に保存されているデータとは別のデータとして保存されます。
･ 上書き復元すると現在 FOMA端末に保存されているデータを上書きします。

3 端末暗証番号を入力し、「はい」を選択する
･ 復元を中止するときは o を押します。中止する前に処理されたバックアップデータは FOMA端
末に復元されます。

miniSDメモリーカード内のデータを表示する
･パソコンなどで miniSD メモリーカード内のデータを変更したり、削除したりすると、FOMA 端末
でminiSDメモリーカードのデータを正しく表示できなくなります。その場合は、miniSDメモリー
カードの情報を更新してください。☛P338

データBOXのデータを表示する

1 待受画面で m661 を押し、1 ～ 4 を押す

2 フォルダを選択する
■ FOMA端末のフォルダ一覧に切り替えるとき
at を押す

おしらせ
●電話帳、スケジュール、メール、ブックマークの一覧からも操作できます。
･電話帳一覧ではmを押し、「赤外線／外部メモリ」→「miniSDへバックアップ」を選択します。
･スケジュールのデイリービュー画面では m を押し、「赤外線／ miniSD」→「miniSD へバックアッ
プ」を選択します。
･受信メール一覧、送信メール一覧、未送信メール一覧、ブックマーク一覧では m を押し、「移動／コ
ピー」→「miniSDカードへコピー」→「バックアップ」を選択します。

：電話帳 ：スケジュール ：受信メール、未送信メール、送信メール
：メモ ：ブックマーク
335つづく
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3 確認するデータにカーソルを合わせる
･ t を押すたびにサムネイル表示とタイトル表示が切り替わります（メロディデータを除く）。
･ 表示可能なサイズを超えている画像は、サムネイル表示では で表示されます。

■ メールに添付して送信するとき
a送信するデータにカーソルを合わせて a を押す

■ 詳細情報を表示するとき
a詳細情報を表示するデータにカーソルを合わせて m2 を押す

■ 1件削除するとき
a削除するデータにカーソルを合わせて m41 を押す
b「はい」を選択する

■ 複数削除するとき
am42 を押し、データを選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。
･ 表示中のページの最大9件を選択できます。複数ページにわたっての選択はできません。

bp を押し、「はい」を選択する

■ 全件削除するとき
am43 を押す
b端末暗証番号を入力し、「はい」を選択する

■ 指定したページにジャンプするとき
ap を押し、ジャンプするページ数を入力する
･ ページ数を入力しないときは1ページ目が表示されます。

■ miniSDメモリーカード内のデータを検索するとき
am5 を押す
b日付を入力して p を押す
c表示するデータを選択する

■ 動画／ｉモーションを連続再生するとき（動画／ｉモーションのみ）
am6 を押す

フォルダ内の動画／ ｉモーションが連続して再生されます。最後の動画／ ｉモーションを
再生すると、先頭の動画／ｉモーションに戻って再生されます。
･ 連続再生中は次の操作ができます。

･ FOMA 端末を折りたたむと背面ディスプレイに再生中の動画／ ｉ モーションの表示名が
表示され、再生が継続されます。
・ FOMA端末を折りたたんでいるときは次の操作ができます。

ij：音量調整 　ij1秒以上：前後の動画／ｉモーション再生
・背面ディスプレイは、動画／ｉモーションが切り替わるごとに約15秒間表示されます。
消灯中に ij を押すと再表示されます。

4 o を押してデータを確認する
･ 動画／ｉモーション、メロディの操作方法は以下のページを参照してください。
・動画／ｉモーション ☛P318 ・メロディ ☛P326
･ 静止画表示中は次の操作ができます。

m: 詳細情報表示 p: ファイル名の表示／非表示切り替え a: メール作成

o ：一時停止／再生 %／ij：音量調整
p：停止 ta ／ ij1秒以上：前後の動画／ｉモーション再生
336 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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PIMデータを表示する

1 待受画面で m662 を押す

2 1 ～ 7 を押す

3 確認するデータにカーソルを合わせる
■ 1件削除するとき
a削除するデータにカーソルを合わせて m21 を押す
b「はい」を選択する

■ 複数削除するとき
am22 を押し、データを選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。
･ 表示中のページの最大9件を選択できます。複数ページにわたっての選択はできません。

bp を押し、「はい」を選択する

■ 全件削除するとき
am23 を押す
b端末暗証番号を入力し、「はい」を選択する

■ 指定したページにジャンプするとき
ap を押し、ジャンプするページ数を入力する
･ ページ数を入力しないときは1ページ目が表示されます。

■ miniSDメモリーカード内のデータを検索するとき
am3 を押す
b日付を入力して p を押す
c表示するデータを選択する

4 o を押してデータを確認する
･ 表示については、以下のページを参照してください。

･ 1件のPIMデータを選択したときは、選択したデータの詳細が表示されます。
･ バックアップデータを選択したときは、バックアップデータに含まれているすべてのデータがタ
イトルで一覧表示されます。

おしらせ
●miniSDメモリーカードに保存されている電話帳やスケジュールの詳細画面から、電話をかけたりメール
を送信することはできません。また、メール詳細画面から返信、転送、編集、保護はできません。

●電話帳データに登録されている静止画は表示されません。
●miniSDメモリーカードに保存されているスケジュールは、設定した日時になってもアラームは鳴りませ
ん。

●メール詳細画面で、メールアドレスにカーソルを合わせてm31を押すと電話帳に新規登録、m
32を押すと電話帳に更新登録できます。また、添付されている画像やメロディにカーソルを合わ
せてm41を押すと表示／再生、m42を押すとタイトルを確認できます。
ただし、10000バイトを超える静止画やｉモーションの表示、件数表示などはできません。

・電話帳 ☛P104 ・スケジュール ☛P373 ・メール ☛P249 ・ブックマーク ☛P190
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miniSDメモリーカードを管理する

miniSDメモリーカードを初期化する 初期化

miniSDメモリーカードに保存されているデータをすべて削除するときや、新たに購入したminiSDメ
モリーカードを FOMA端末で使用するときに、初期化します。

1 待受画面で m66 を押し、p を押す

2 初期化の方法を選択する

3 端末暗証番号を入力し、「はい」を選択する
･ 初期化を中断するときは o を押します。

miniSDメモリーカードの情報を更新する 情報更新

他の機器で miniSD メモリーカード内のデータを変更、追加、削除し、FOMA 端末でデータを正しく
表示できなくなったときに、miniSDメモリーカードの情報を更新します。
･情報更新を行うとデータの表示名が次のように変更されます。
・「マイピクチャ」「その他の画像」内のデータの場合は、ファイル名と同じ名前に変更されます。
・「動画」「メロディ」内のデータの場合は、タイトルと同じ名前に変更されます。タイトルがないと
きはファイル名と同じ名前に変更されます。

1 待受画面で m66 を押し、t を押す

2 情報を更新する項目を選択する

3 p を押し、「はい」を選択する
･ 情報更新を中断するときは o を押します。

簡易初期化：miniSDメモリーカード内のデータ管理領域のみを初期化します。必要最小限の処理
を行うことで、初期化の時間を短縮する方法です。保存されているデータはすべて消
去されます。miniSD メモリーカードが一度初期化済みで、miniSD メモリーカード
に問題がない場合だけ実行してください。

完全初期化：miniSD メモリーカード内のデータ管理領域と、データ領域の両方を初期化します。
新しく購入したminiSDメモリーカードを初期化するときなどに実行します。

おしらせ
●miniSDメモリーカードに保存されているデータが多い場合は、情報更新に時間がかかります。
●他の機器で miniSD メモリーカードにデータを保存した場合、FOMA 端末で管理情報を作成するために
必要な空き容量が不足し、miniSD メモリーカードに保存したデータが FOMA 端末で正しく表示できな
くなることがあります。

･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。
338 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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miniSDメモリーカードをチェックする カードチェック

miniSDメモリーカードに保存されているデータをチェックして、問題があれば修復します。
･miniSDメモリーカードの状態によっては、データを修復できないことがあります。

1 待受画面で m66 を押し、a を押す

2「はい」を選択する

各種データを管理する

アルバムを利用する
FOMA 端末のデータ BOX のマイピクチャ、ｉ モーション、メロディの下にアルバム（フォル
ダ）を作成し、データを分類・整理できます。ｉモーション、メロディでは、アルバム内のデー
タをまとめて再生できます。
･お買い上げ時に登録されている固定フォルダは、名前の変更や削除ができません。

アルバムを作成する

･アルバムはマイピクチャで最大100個、ｉモーション・メロディでそれぞれ最大10個作成できます。
･お買い上げ時、アルバムはありません。

マイピクチャのアルバムを作成するとき

1 待受画面で u1 を押す

2 m1 を押す
■ アルバム名を変更するとき
a変更するアルバムにカーソルを合わせて m2 を押す

■ アルバムを削除するとき
a削除するアルバムにカーソルを合わせて m3 を押す
･ 削除するアルバムにデータが保存されているときは、端末暗証番号を入力します。

b「はい」を選択する

3 アルバム名を入力して p を押す（全角10文字（半角20文字）まで）

おしらせ
●ｉモーション、メロディのフォルダ一覧ではmを押し、「アルバム作成」を選択します。
●既に作成されているアルバムと同じ名前のアルバムを作成できます。
●待受画面や着信音などに設定しているデータが保存されているアルバムを削除すると、それぞれの設定は
お買い上げ時の設定に戻ります。電話帳に設定されているデータが削除されたときは、音の設定や発着信
時の画面の設定に従って動作します。

例
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データをアルバムに移動／コピーする

固定フォルダのデータをアルバムに移動したり、アルバム間でデータを移動します。
･マイピクチャの「デコメールピクチャ」と他のフォルダ間でもデータを移動できます。
･「プリインストール」フォルダに保存されているデータは移動できません。

マイピクチャのデータを移動するとき

1 待受画面で u1 を押し、フォルダを選択する

2 移動するデータにカーソルを合わせて m511 を押す
■ 複数移動するとき
am512 を押し、データを選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。
･ t を押すたびにサムネイル表示とタイトル表示が切り替わります。

bp を押す

■ フォルダ内のすべてのデータを移動するとき
am513 を押す

3 移動先のアルバムを選択し、「はい」を選択する

マイピクチャのアルバムのデータを元の固定フォルダに戻すとき

1 待受画面で u1 を押し、アルバムを選択する

2 元に戻すデータにカーソルを合わせて m521 を押す
■ 複数戻すとき
am522 を押し、データを選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。
･ t を押すたびにサムネイル表示とタイトル表示が切り替わります。

bp を押す

■ アルバム内のすべてのデータを戻すとき
am523 を押す

3「はい」を選択する

データをアルバムに移動する

おしらせ
●動画／ｉモーション一覧、メロディ一覧ではmを押し、「移動／コピー」→「アルバムへ移動」→「1
件移動」「複数移動」「全件移動」を選択します。

●画像表示画面ではmを押し、「移動／コピー」→「アルバムへ移動」を選択します。
●メロディ再生画面ではmを押し、「移動／コピー」→「アルバムへ移動」→「1件移動」「全件移動」を
選択します。

アルバムのデータを元の固定フォルダに戻す

例

例
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･次のデータはコピーできません。
・マイピクチャのパラパラマンガ、「アイテム」フォルダ内の画像、「プリインストール」フォルダ内
の画像
・再生制限が設定されているｉモーション ・メロディ ・ファイル制限「あり」のデータ

マイピクチャのデータをコピーするとき

1 待受画面で u1 を押し、フォルダを選択する

2 コピーするデータにカーソルを合わせて m53 を押す
コピーしたデータはコピー元のデータと同じフォルダ内に保存されます。

アルバムごと再生する

ｉモーションおよびメロディのアルバム内のデータを続けて再生できます。
･お買い上げ時に登録されている固定フォルダはアルバム再生できません。
･再生制限が設定されているｉモーションは再生されません。

1 待受画面でｉモーションでは u2、メロディでは u3 を押す

2 再生するアルバムにカーソルを合わせて m4 を押す
･ アルバム再生画面のマークの意味 ☛P318、P326

■ 動画／ｉモーションのアルバム再生時

おしらせ
●動画／ｉモーション一覧、メロディ一覧ではmを押し、「移動／コピー」→「フォルダへ戻す」→「1
件戻す」「複数戻す」「全件戻す」を選択します。

●画像表示画面ではmを押し、「移動／コピー」→「フォルダへ戻す」を選択します。
●メロディ再生画面ではmを押し、「移動／コピー」→「フォルダへ戻す」→「1件戻す」「全件戻す」を
選択します。

●「デコメールピクチャ」フォルダで元の固定フォルダに戻す操作をすると、お買い上げ時に登録されてい
る画像は「 モード」フォルダに移動します。

データをコピーする

おしらせ
●動画／ｉモーション一覧、画像表示画面ではmを押し、「移動／コピー」→「コピー」を選択します。
●アルバム内でコピーしたデータを固定フォルダに戻すと、コピー元のデータが保存されていた固定フォル
ダに移動します。

例

･ 次の操作ができます。

･ 動作設定のアルバムリピート再生を「ON」に設定している場合は、
が表示され、アルバムが繰り返し再生されます。

o ：一時停止／再生 % ／ ij ：音量調整
p：停止 ta／ij1秒以上：前後のデータ再生
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■ メロディのアルバム再生時

■ アルバム再生中に FOMA端末を折りたたむと
背面ディスプレイに再生中のデータの表示名が表示され、再生が継続されます。
･ FOMA端末を折りたたんでいるときは次の操作ができます。

ij：音量調整 ij1秒以上：前後のデータ再生
･ 背面ディスプレイは、データが切り替わるごとに約 15 秒間表示されます。消灯中に ij
を押すと再表示されます。

データの詳細情報を確認／変更する 詳細情報参照／変更

データの詳細情報を確認します。一部の情報は内容を変更できます。

画像の詳細情報を表示するとき

1 待受画面で u1 を押し、フォルダを選択する

2 詳細情報を確認する画像にカーソルを合わせて m31 を押す
･ p を押すと、詳細情報の一部を変更できます。

画像の詳細情報を変更するとき

1 待受画面で u1 を押し、フォルダを選択する

2 詳細情報を変更する画像にカーソルを合わせて m32 を押す

3 各項目を選択して設定し、p を押す

おしらせ
●マナーモード中にアルバム再生すると確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、動画／ｉモーショ
ンはｉモーションの動作設定、メロディはメロディの動作設定の音量の設定に従って再生されます。

詳細情報を確認する

おしらせ
●画像表示画面、動画／ｉモーション一覧、メロディ一覧、メロディ再生画面ではmを押し、「詳細情報」
→「参照」を選択します。

●動画／ｉモーション再生画面ではmを押し、「詳細」を選択します。

詳細情報を変更する

･ 次の操作ができます。
& ／ ij ：音量調整 c ／ o：停止
%／ij1秒以上：前後のメロディ再生

例

例
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･データによっては、表中で「変更可」となっている項目でも、変更できない場合があります。
●：変更可　○：表示のみ　－：表示されない

※1：万が一、お客様のデータを移行できない場合およびデータの消失、変化に関し、当社としては責任を負
いかねますので、あらかじめご了承ください。

おしらせ
●画像表示画面、動画／ ｉ モーション一覧、メロディ一覧、メロディ再生画面では m を押し、「詳細情
報」→「変更」を選択します。

●動画／ｉモーション、メロディの場合、「オリジナルに戻す」を選択すると、表示名を、あらかじめデー
タに設定されているオリジナルタイトルに戻せます。

表示項目と変更可否一覧

表示項目

画
像

ｉ
モ
ｌ
シ
ョ
ン

動
画
／

メ
ロ
デ
ィ 表示／変更内容

表示名 ● ● ● FOMA端末で表示するタイトル（メロディ以外では全角・半角を問わず36
文字まで、メロディでは全角25文字（半角50文字）まで）

タイトル － ○ ○ データにあらかじめ設定されていたオリジナルタイトル
ファイル名 ● ● ● データをメールに添付したときに表示されるファイル名（半角英数字、「 . 」、

「 - 」、「 _ 」で、36文字まで）
･「 . 」はファイル名の先頭に入力できません。

種類 ○ － － 画像の種類
ファイル制限 ● ● ● メール添付によって他の携帯電話にデータを送信したとき、受信した相手

の携帯電話からさらに他の携帯電話にデータを送信することを制限するか
しないかの区分
･サイトなどから取得したｉモーション、ダウンロードしたメロディでは変
更できません。

作成者 － ● － 作成者の名前など（全角・半角を問わず256文字まで）
･自端末で撮影した動画では、自局番号に登録した名前が表示されます。自
局番号に名前が登録されていない場合は設定されません。

コピーライト － ● － 著作者名や著作物の公表年月日など（全角・半角を問わず256文字まで）
説明 － ● － 動画／ｉモーションの説明（全角・半角を問わず256文字まで）
ファイル種別 ○ ○ ○ ファイルの種別（Flash 画像では「---」）
音 － ○ － 音声データの種別
表示サイズ ○ ○ － データの表示サイズ（Flash 画像では表示されません）
ファイルサイズ ○ ○ ○ データのファイルサイズ
再生時間 － ○ ○ データの再生時間
保存日時 ○ ○ ○ データを保存した日時
フレーム候補 ● － － 画像をフレーム画像として貼り付け可能にするかしないかの区分

･サイズが 352 × 288 を超える画像、およびアイテム画像と合成した画
像は「する」に変更できません。

スタンプ候補 ● － － 画像をスタンプ画像として貼り付け可能にするかしないかの区分
･サイズが 240 × 320 以上の画像、およびアイテム画像と合成した画像
は「する」に変更できません。

コメント ● － － データの説明など（全角・半角を問わず100文字まで）
着信音設定 － ○ － 動画／ｉモーションを着信音に設定できるかできないかの区分
着信画面設定 － ○ － 動画／ｉモーションを着信画像に設定できるかできないかの区分
再生制限 － ○ － 動画／ｉモーションの再生制限
取得元 ○ ○ ○ データの取得元
故障時退避可否 ○ － ○ お客様の FOMA端末を修理する際、お客様のデータをドコモ指定の故障取

扱窓口において移行できるかできないかの区分※1
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データを削除する
･マイピクチャ・ｉ モーション・メロディの「プリインストール」フォルダに保存されているデータは
削除できません。

マイピクチャのデータを削除するとき

1 待受画面で u1 を押し、フォルダを選択する

2 削除するデータにカーソルを合わせて m61 を押す
■ 複数削除するとき
am62 を押し、データを選択する
･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。
･ t を押すたびにサムネイル表示とタイトル表示が切り替わります。

bp を押す

■ フォルダ内のすべてのデータを削除するとき
am63 を押し、端末暗証番号を入力する

3「はい」を選択する

おしらせ
●画像の詳細情報のうちフレーム候補やスタンプ候補を「する」に設定しても、画像は元のフォルダに保存
され、「アイテム」フォルダには表示されません。

●ファイル制限の設定に関わらず、自端末で撮影した静止画／動画、およびデータ転送やminiSDメモリーカー
ドから取得した画像、動画／ｉモーション、メロディは、メール添付やデータ転送ができます。

●自端末で撮影種別を「画像＋音声」または「音声のみ」で撮影／録音した動画／音声や、その動画／音声か
ら切り出した動画／音声は、着信音設定が必ず「可」になります。ただし、表示サイズが320× 240の
動画は「不可」になります。

●miniSD メモリーカードに保存されているデータの詳細情報は、FOMA 端末で表示する内容と異なる場
合があります。

おしらせ
●動画／ ｉ モーション一覧、メロディ一覧では m を押し、「削除」→「1 件削除」「複数削除」「全件削
除」を選択します。

●画像表示画面ではmを押し、「削除」を選択します。
●メロディ再生画面ではmを押し、「削除」→「1件削除」「全件削除」を選択します。
●待受画面や着信音などに設定しているデータを削除すると、それぞれの設定はお買い上げ時の設定に戻り
ます。電話帳に設定されているデータを削除したときは、音の設定や発着信時の画面の設定に従って動作
します。

●パラパラマンガを削除すると、パラパラマンガを構成している画像も削除されます。

例

344 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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データを並べ替える ソート

一覧画面のデータの並び順を変更します。

マイピクチャのデータを並べ替えるとき

1 待受画面で u1 を押し、フォルダを選択する

2 m7 を押す

3 各項目を選択して設定し、p を押す

赤外線通信を使いこなす

赤外線通信について
赤外線通信機能が搭載された他のFOMA端末や携帯電話、パソコンなどとデータを送受信します。
また、赤外線通信に対応したｉアプリを利用することにより、赤外線通信機能が搭載された機器と
連動できます。
･オールロック中、PIMロック中、開閉ロック中、セルフモード中は、赤外線通信を行えません。
･赤外線通信とUSB接続は同時に使用できません。
･ FOMA 端末外への出力が禁止されているデータは送受信できません。ただし、FOMA 端末でファイ
ル制限を「あり」に設定したデータおよび「データ交換」フォルダ内のデータは除きます。
･赤外線通信中は画面上部に が表示され、データ転送モード（圏外と同じ状態）になるため、通話、
ｉモード接続、データ通信などはできません。また、bを押して他の機能に切り替えることもできま
せん。
･本端末の赤外線通信機能は IrMC1.1 に準拠しています。
･相手端末が IrMC1.1 に準拠していても、データの種類によっては送受信できない場合があります。
･ｉモード端末以外に絵文字を使用したデータを送信すると、正しく表示されない場合があります。また、
受信側がｉモード端末であっても、相手端末によっては、絵文字2を使用したデータは正しく表示され
ない場合があります。

赤外線通信を行うには

お買い上げ時 対象：保存日時　順序：降順

対象：並べ替えの方法を設定します。
順序：データの並び順を設定します。

おしらせ
●動画／ｉモーション一覧、メロディ一覧ではmを押し、「ソート」を選択します。
●表示名に全角・半角の文字が混在していると、並び順が50音順と一致しないことがあります。

例

赤外線ポート

約20cm以内
15度

15度

通信距離は約20cm以内、角度は中心から15度以
内です。データの送受信が終わるまで、FOMA 端末
は相手側の赤外線ポート部分に向けたまま動かさな
いでください。
･直射日光が当たる場所や蛍光灯の真下などでは、
赤外線通信を正常に行えないことがあります。
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･メールを全件受信しても、相手の端末が設定したフォルダ名にならないことがあります。
･メールを受信したとき、受信メール、送信メール、未送信メールのメール連動型ｉアプリ用のフォル
ダに通常のメールが保存されることがあります。
･ブックマークを全件受信すると、相手の端末が作成したフォルダごとデータを受信します。
･D701i 以外の端末からブックマークを受信したとき、先頭のフォルダに保存されることがあります。
･D701i 以外の端末から画像、動画／ｉモーション、メロディを受信したとき、メモとして登録され
ることがあります。

･ファイルサイズの制限の違いにより、大きなサイズの画像、動画／ ｉ モーション、メロディを送信
したとき、受信側で保存できない場合があります。

赤外線通信を使ってデータを送信する 赤外線送信

送信するデータを選択して1件ずつ送信する方法と、機能ごとのデータを全件送信する方法があ
ります。送信できるデータは次のとおりです。

※1：全件送信できます。
･D701i以外の端末や赤外線通信機器との通信では、データを正しく送受信できない場合があります。送
信先で登録できない項目は破棄されます。

FOMA端末のデータを赤外線受信するときの留意事項

D701i のデータを FOMA端末に赤外線送信するときの留意事項

データの種類 留意事項
電話帳※1 ･シークレット属性を設定した電話帳はシークレットモード中のみ1件送信できます。

･全件送信すると、自局番号データも送信されます。
･ダイヤル発信制限中は送信できません。
･データ送受信設定の電話帳の画像送信を「あり」に設定している場合は、電話帳データに
登録されている静止画も一緒に送信されます。ただし、相手の機種によっては送信されな
い場合があります。

スケジュール※1 ･シークレット属性を設定したスケジュールはシークレットモード中のみ1件送信できます。
･日付・時刻の設定が必要です。

受信メール※1

送信メール※1

未送信メール※1

･メール本文中の添付データ（ｉアプリが起動できるリンク項目）は削除されます。

メモ※1 －
ブックマーク※1 ･相手の機種によっては、フォルダ分けの設定が反映されない場合があります。

･全件送信すると、ブックマークは一覧の末尾から送信されます。
画像 ･タイトルは全角 9 文字（半角 18 文字）まで送信できます。最大文字数を超えた文字は

削除されます。
･ファイルサイズが500Kバイトを超えるデータは送信できません。

動画／
ｉモーション

･タイトルは全角 9 文字（半角 18 文字）まで送信できます。最大文字数を超えた文字は
削除されます。

メロディ ･タイトルは全角25文字（半角50文字）まで送信できます。
自局番号 ･相手の機種によっては、画像が送信されない場合があります。
346 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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データを1件送信する

電話帳を1件送信するとき

1 相手のFOMA端末を受信待機状態にする

2 電話帳を検索し、送信する電話帳データにカーソルを合わせて m81 を押す

3「はい」を選択する
･ 赤外線送信を中断するときは o を押します。

データを全件送信する

電話帳、スケジュール、メール、メモ、ブックマークのすべてのデータを赤外線送信します。
･全件送信する場合は、送信側と受信側で同じ認証パスワードを入力する必要があります。あらかじめ
「0000」～「9999」の範囲で4桁の認証パスワードを決めておいてください。

1 相手のFOMA端末を受信待機状態にする

2 待受画面で m651 を押す

3 送信するデータの種類を選択し、端末暗証番号を入力する

4 4桁の認証パスワードを入力する
入力した認証パスワードは「＊」と表示されます。

5「はい」を選択する
･ 赤外線送信を中断するときは o を押します。

おしらせ
●ブックマーク一覧、送信メール一覧、未送信メール一覧、受信メール一覧、メモ一覧ではmを押し、「赤
外線送信」→「送信」を選択します。

●画像一覧、動画／ｉモーション一覧、メロディ一覧ではmを押し、「赤外線送信」を選択します。
●スケジュールのデイリービュー画面ではmを押し、「赤外線／miniSD」→「赤外線送信」を選択します。
●自局番号の詳細画面ではmを押し、「自局番号送信」を選択します。

おしらせ
●ブックマーク一覧、送信メール一覧、未送信メール一覧、受信メール一覧、メモ一覧ではmを押し、「赤
外線送信」→「全件送信」を選択します。

●ブックマーク、送信メール、未送信メール、受信メールのフォルダ一覧ではmを押し、「赤外線全件送
信」を選択します。

●電話帳一覧ではmを押し、「赤外線／外部メモリ」→「赤外線全件送信」を選択します。
●スケジュールのカレンダーではmを押し、「赤外線／miniSD」→「赤外線全件送信」を選択します。
●全件送信した場合、受信側でデータの並び順が変わることがあります。

例
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赤外線通信を使ってデータを受信する 赤外線受信

データを1件ずつ受信する方法と、機能ごとのデータを全件受信する方法があります。受信した
データは直接 FOMA 端末に保存するか、赤外線受信の INBOX に一時的に保存して、受信した
データを確認してから FOMA端末に保存します。
受信できるデータは次のとおりです。

※1：全件受信できます。
･受信したデータの中に不正な文字などが含まれる場合、空白に置き換えられたり、切り詰められます。

データを1件受信する

･ 500Kバイト以上のデータは受信できません。

1 待受画面で m6521 を押す
受信方式選択画面が表示されます。

2 1 または 2 を押す

3「はい」を選択する
受信待機状態になります。

4 送信側でデータを1件送信する
･ 赤外線受信を中断するときは o を押します。
･ 操作2で「保存確認あり」を選択した場合は、受信終了後、INBOX画面が表示されます。デー
タの保存方法 ☛P350「受信したデータを保存する」操作2以降
「保存確認なし」を選択した場合は、受信終了後、受信方式選択画面に戻ります。

データの種類 受信後の保存場所 保存順
電話帳※1 電話帳

･電話帳データを全件受信した場合、自局電話番号以
外の自局番号データが上書きされます。
･ダイヤル発信制限中は受信できません。

最も小さい空きメモリ番号

スケジュール※1 スケジュール帳
･日付・時刻の設定が必要です。

日時順

受信メール※1 受信メール 受信日時順
送信メール※1 送信メール 送信日時順
未送信メール※1 未送信メール 保存日時順
メモ※1 メモ帳 受信順
ブックマーク※1 Bookmark 一覧の先頭
画像 マイピクチャの「データ交換」フォルダ 一覧の先頭
動画／ｉモーション ｉモーションの「データ交換」フォルダ 一覧の先頭
メロディ メロディの「データ交換」フォルダ 一覧の先頭
自局番号 電話帳 最も小さい空きメモリ番号

保存確認あり：受信したデータは INBOX に一時的に保存されます。受信完了後、INBOX のデー
タ一覧が表示されます。

保存確認なし：受信したデータは FOMA 端末に保存されます。受信完了後、INBOX は表示され
ず、受信方式選択画面に戻ります。
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データを全件受信する

電話帳、スケジュール、メール、メモ、ブックマークのすべてのデータを赤外線受信できます。
･全件受信する場合は、受信側と送信側で同じ認証パスワードを入力する必要があります。あらかじめ
「0000」～「9999」の範囲で4桁の認証パスワードを決めておいてください。

1 待受画面で m6522 を押す
全件受信方式選択画面が表示されます。

2 1 または 2 を押す

･ 上書き保存すると FOMA 端末の元のデータはすべて消去され、新しいデータで上書きされます
のでご注意ください。
･「上書き確認あり」を選択したときは、操作4に進みます。

3「はい」を選択し、端末暗証番号を入力する

4 4桁の認証パスワードを入力する
･ 入力した認証パスワードは「＊」と表示されます。

5「はい」を選択する
受信待機状態になります。

6 送信側でデータを全件送信する
･ 赤外線受信を中断するときは o を押します。
･ 操作2で「上書き確認あり」を選択した場合は、受信終了後、INBOX画面が表示されます。デー
タの保存方法 ☛P350「受信したデータを保存する」操作2以降
「上書き確認なし」を選択した場合は、受信終了後、全件受信方式選択画面に戻ります。

受信したデータを保存する

INBOXに一時的に保存されているデータを FOMA端末に保存します。
･ 1 件受信時に「保存確認あり」、全件受信時に「上書き確認あり」を選択した場合、赤外線通信を終
了すると自動的に INBOX画面が表示されます。
･ FOMA端末に保存したデータは INBOXから削除されます。

1 待受画面で m6523 を押す

上書き確認あり：受信したデータは INBOX に一時的に保存されます。受信完了後、INBOX の
データ一覧が表示されます。INBOXからの保存時に追加保存と上書き保存を選
択できます。

上書き確認なし：受信したデータは FOMA 端末に上書き保存されます。受信完了後、INBOX は
表示されず、全件受信方式選択画面に戻ります。

おしらせ
●受信するデータの種類や件数によって受信時間は異なります。データ容量が大きい場合や件数が多い場合
は、受信に時間がかかることがあります。

●データ保存時の注意事項については「受信したデータを保存する」のおしらせをご覧ください。☛P350
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2 保存するデータを選択する

■ 1件削除するとき
a削除するデータにカーソルを合わせて m2 を押す

■ 全件削除するとき
am3 を押し、端末暗証番号を入力する

3「はい」を選択する
■ 複数件データを選択したとき
a端末暗証番号を入力する
b追加保存する場合は「追加」、上書き保存する場合は「上書き」を選択する
･「上書き」を選択すると FOMA 端末の元のデータはすべて消去され、新しいデータで上書
きされますのでご注意ください。

赤外線通信モードにする 赤外線通信モード

ｉアプリ起動機能を持つ赤外線通信機器からｉアプリ起動データを受信して、ｉアプリを起動
します。
･指定のソフトをあらかじめサイトなどからダウンロードしておく必要があります。
･ｉアプリが外部機器からのｉアプリToで起動しないように設定されている場合は起動できません。

1 待受画面で m65212 を押し、「はい」を選択する
受信待機状態になります。

2 赤外線通信機器からｉアプリ起動データを受信する
ｉアプリが起動します。
･ 受信を中断するときは o を押します。

おしらせ
●保存するデータのサイズによっては、受信できる件数が FOMA 端末の最大保存／登録件数より少なくな
ることがあります。

●メールをフォルダごとに保存できる機器から受信したメールデータの場合、メール連動型 ｉ アプリ用の
フォルダに保存されることがあります。保存したメールデータを確認するには、保存されているメール連
動型ｉアプリ用のフォルダにカーソルを合わせてm1を押してください。

●D701i では ToDo データ（用件を管理するリスト機能のデータ）は保存できません。D701i 以外の機
種などから ToDo データとスケジュールデータをまとめて全件受信した場合、スケジュールデータのみ
が保存されます。ToDo データのみを全件受信した場合、上書き保存するとD701i に登録されていたス
ケジュールがすべて削除されますのでご注意ください。

●全件受信したデータを上書き保存すると、FOMA端末の保護されているデータも削除されます。

／ ：電話帳1件データ／複数件データ
／ ：ブックマーク1件データ／複数件データ
／ ：メール1件データ／複数件データ
／ ：スケジュール1件データ／複数件データ
／ ：メモ1件データ／複数件データ
　　：画像データ
　　：動画／ｉモーションデータ
　　：メロディデータ
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赤外線リモコン機能を利用する
赤外線リモコン用のｉアプリをダウンロードして、FOMA端末を赤外線リモコンとして使用し
ます。
･各機器に対応したｉアプリをダウンロードしてください。
･セルフモード中および赤外線通信中は本機能を利用できません。
･対応機器や周囲の明るさによって、通信動作に影響を受けることがあります。
･赤外線リモコンに対応した機器でも操作できない場合があります。

Gガイド番組表リモコンを使う

Gガイド番組表リモコンは、テレビ番組表とテレビリモコン機能が1つになった便利アプリです。
いつでもどこでも知りたい時間のテレビ番組情報が簡単に取得できます。お住まいの地域に応じたテレ
ビ局のタイトル、番組内容、開始／終了時間、Gコード ®などを知ることができます。気になった番組
情報があったら、すぐにお友達に番組のタイトル、番組の放送スケジュールなどをメールで知らせる
「おすすめメール」機能があります。
また、お使いのテレビのリモコン操作ができます（一部対応していない機種もあります）。
･「Gガイド番組表リモコン」の月額使用料は無料です。別途パケット通信料がかかります。
･詳しくは『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

1 待受画面で d を1秒以上押し、フォルダを選択する

2「Gガイド番組表リモコン」を選択し、「はい」を選択する
Gガイド番組表リモコンが起動します。初回起動時は、初期設定の画面が表示されます。2回目以
降はメイン画面が表示されます。

リモコン操作について

おしらせ
●お買い上げ時に登録されているｉアプリ「Gガイド番組表リモコン」を起動すると、FOMA端末をテレ
ビなどの赤外線リモコンとして利用できます。

Gガイド番組表リモコンを起動する

15度 15度

約4ｍ

赤外線ポート

赤外線受信部

FOMA端末の赤外線ポートを対応機器の赤外線受信部に向けてリモ
コン操作をしてください（操作方法はｉアプリによって異なります）。
リモコン操作ができる角度は中心から15度、距離は最大で約4mで
す。ただし、操作する機器や周囲の明るさなどによって、操作できる
角度と距離は変わります。
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以下の手順で初期設定を行います。

1 基本情報を登録する

2 リモコンの設定をする

3 o を押し、p を押す

4 利用規約を確認する

5 番組表に表示するチャンネルを選択する

6 各チャンネルに割り当てるチャンネル番号を設定し、p を押す

初期設定を行う

a視聴地域の郵便番号（7桁）、生まれた年、性別を設定する
b「TV登録」を選択する

ao を押し、メーカーを選択する
b FOMA端末の赤外線ポートをテレビに向け、1 を押す
･ テレビの電源ON／OFFができるか確認します。

cp を押す

a「利用規約を読む」を選択し、利用規約を読み、m を押す
b利用規約に同意するときは「はい」を選択する

ao を押し、チャンネルを選択する
･ o で選択／解除が切り替わります。
･ 7つまで選択できます。

bm を押し、p を押す
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■ リモコン操作をするには

･メイン画面でmを押すと各キーの機能を確認できます。

■ メニュー操作
メイン画面で p を押すとメニューが表示されます。メニューから選択して以下の操作ができます。

データ送受信時の動作を設定する データ送受信設定

赤外線通信やUSB接続によるデータ送受信時の動作を設定します。

1 待受画面で m653 を押す

メイン画面の見かたと操作

項　目 操　作
電源ON/OFF 1
チャンネル選択 % で番組にカーソルを合わせて o
前後のチャンネルに切り替え 前のチャンネル：2　次のチャンネル：8
音量調整 上げる：6　下げる：4　消音：7
入力切り替え 3

項　目 説　明
番組詳細 カーソルを合わせている番組の詳細情報を通信により取得して表示します。
おすすめメール 番組の情報が本文に入力されたｉモードメールを作成します。
HELP Gガイド番組表リモコンの使いかたを表示します。
最新に更新 番組表を最新の内容に更新します。
バージョン情報 Gガイド番組表リモコンのバージョンを表示します。バージョンが更新さ

れているときはバージョンアップもできます。
視聴チャンネル 視聴チャンネルを登録します。
リモコン登録 リモコン操作する機器のメーカーを設定します。
初期化 Gガイド番組表リモコンの設定を初期化します。
リモコンチャンネル設定 チャンネルを設定します。

お買い上げ時 通信終了音：OFF　自動認証：なし　電話帳の画像送信：あり

番組表
% でチャンネルを選びます。

現在時刻 日付・時間帯
& で切り替えられます。

次番組あり
表示中の時間帯に複数の番組があると
表示されます。& で番組を切り替えら
れます。

前後の時間帯に継続
番組が前または次の時間帯に続くとき
は斜線表示になります。

･画面はイメージです。
実際の画面とは異なり
ます。お住まいの地域
に応じたチャンネルが
表示されます。

広告
カーソルを合わせると情報が表示さ
れます。o を押すとWeb to 機能で
関連サイトに接続したり、Mail to、
Phone to 機能を利用できる場合が
あります。
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2 各項目を選択して設定する

3 p を押す

サウンドレコーダーを使いこなす

サウンドレコーダーで音声を録音する サウンドレコーダー

サウンドレコーダーを使用して音声の録音ができます。録音した音声は FOMA 端末で再生する
だけでなく、miniSDメモリーカードに保存したり、ｉモードメールに添付して送信できます。
･録音した音声は、映像のない動画／ｉモーションとして保存されます。
･miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。miniSD
メモリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店などでお買い求めいただけます。

録音画面とファイルについて

通信終了音：通信終了時に終了音を鳴らすかどうかを設定します。
･「ON」に設定しても、キー確認音を「OFF」に設定しているときは通信終了音は
鳴りません。

自動認証 ：USB接続による通信時に、認証コードを通信相手と自動でやりとりするかどうかを
設定します。
･「あり」に設定するときは、端末暗証番号を入力し、4～8桁の携帯側認証コード
（FOMA端末側）とパソコン側認証コード（相手側）を入力し、p を押します。

電話帳の画像送信
：電話帳データの全件送信時に、電話帳に登録されている画像を一緒に送信するかど
うかを設定します。

録音画面の見かた

f g

c d eab a 撮影モード ：音声の録音モードであることを示します。
b 保存先 ：保存先を示します。☛P165

：FOMA端末　 ：miniSDメモリーカード
c 撮影種別 ：音声を録音することを示します。
d インジケータ ：録音待機中

保存先の保存領域の使用率を示します。
･miniSD メモリーカードの保存領域の使用率は、音声
が保存されていなくても0にならないことがあります。

録音中／一時停止中
サイズ制限で設定しているファイルサイズ（「制限なし」
の場合は保存可能サイズ）に対する録音したサイズの割
合を示します。

e カウンタ ：録音待機中
現時点でFOMA端末またはminiSDメモリーカードに
保存できる音声の最大時間（目安）を示します。
録音中／一時停止中
経過時間／残り時間（録音停止するまでの時間）（目安）
を表示します。

f 品質 ：保存する音声の品質を示します。☛P357
g サイズ制限 ：保存するファイルのサイズ制限値を示します。☛P357
354 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328



デ
l
タ
表
示
／
編
集
／
管
理

音声の録音時間は、品質、サイズ制限の設定によって変わります。
･品質、サイズ制限は動画／録音設定で設定できます。☛P165

■ FOMA端末に保存できる音声の録音時間（目安）

■ miniSDメモリーカードに保存できる音声の録音時間（目安）

音声を録音する

･周囲の騒音が少ない、できるだけ静かな場所で録音してください。
･着信音量を「消音」に設定している場合やマナーモード中でも、録音確認音（シャッター音）は鳴り
ます。

1 待受画面で m63 を押す
着信ランプが青で点灯し、サウンドレコーダーが起動して音声録音モードになります。

音声ファイルについて

項　目 内　容
ファイル形式 MP4（MobileMP4）
符号化方式 AMR
拡張子 3gp
ファイル名／表
示名／タイトル

録音した日時が自動的に付けられます。
（例）2005年 12月 5日 12時 34分 56秒の場合→20051205123456.3gp
･音声の録音後、ファイル名や表示名を変更できます。☛P342
･ FOMA端末の日付・時刻が設定されていない場合、ファイル名・表示名・タイトルは
「--------------」になります。

メール添付・出力 メールに音声を添付して送信したり、miniSDメモリーカードや専用のデータリンクソフト
を利用してパソコンや他の端末に取り込めます。

音声の録音時間について

項　目 品　質
ファイルサイズ制限

メール添付（290Kバイト） 大容量メール添付（490Kバイト）
1回あたりの録音時間 STD 約279秒 約 473秒

HQ 約183秒 約 311秒
FOMA端末の最大録音時間 STD 約158分 約 159分

HQ 約104分 約 104分

容　量 品　質
ファイルサイズ制限

メール添付（290Kバイト） 大容量メール添付（490Kバイト） 制限なし

16MB
STD 約226分 約226分 約213分
HQ 約148分 約149分 約140分

32MB
STD 約471分 約473分 約462分
HQ 約309分 約311分 約303分
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2 o または j を押す

3 p または j を押す

4 録音した音声を確認する
･ 音声をすぐに保存するときは操作5に進みます。
･ 保存しないで録音し直すときは c を押します。
･ 音声を再生するには p を押します。動画／録音設定の自動再生を「する」に設定している場合
は、自動的に再生されます。

■ 録音した音声をメールに添付して送信するとき
aa を押す

録音した音声を保存するかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、録音し
た音声が FOMA端末に保存され、メール作成画面が表示されます。
･ 保存先をminiSDメモリーカードに設定していても、FOMA端末に保存されます。
･ 録音した音声のファイルサイズが500Kバイトを超える場合は、添付できません。

■ タイトルを変更するとき
am31 を押し、タイトルを入力して p を押す（全角・半角を問わず31文字まで）
･ 変更したタイトルは音声保存後に有効になります。

■ テロップを挿入するとき
am32 を押し、「はい」を選択する

録音した音声が FOMA 端末に保存され、テロップ設定画面が表示されます。以降の操作は
「テロップを挿入する」の操作3以降と同じです。☛P323
･ 保存先をminiSDメモリーカードに設定している場合は、テロップを挿入できません。

■ 保存先を FOMA端末／miniSDメモリーカードに切り替えるとき
am5 を押す
･ 録音した音声のファイルサイズが490Kバイトを超える場合は切り替えられません。

■ 保存されている音声を一覧表示するとき
am6 を押し、1 または 2 を押す

録音確認音（シャッター音）が鳴り、コンパクトライトが赤、着信ランプ
が青で2秒間隔で点滅し、録音が開始されます。 が に切り替わります。
･ 音声は送話口から録音されます。
･ 録音を一時停止するときは o を押します。コンパクトライトが赤、着信
ランプが緑で点灯し、 が に切り替わります。o または j を押す
と、録音を再開します。
･ 以下の場合は録音が終了し確認画面が表示されます。操作4に進みます。
･ 録音中の音声のファイルサイズがサイズ制限の設定値を超えたとき
･ FOMA端末を折りたたんだとき（FOMA端末を開くと確認画面が表示
されます。）

動画／録音設定の自動保存を「する」に設定しているときは、録音した
音声が保存され録音画面に戻ります。確認・保存操作は不要です。

録音画面

録音確認音（シャッター音）が鳴り、音声の録音が終了します。確認画面
が表示されます。
･ 動画／録音設定の自動保存を「する」に設定しているときは、録音した
音声が保存され、録音画面に戻ります。確認・保存操作は不要です。
･ 一時停止中に p を押して録音を終了した場合は、その時点までに録音
した音声が保存の対象になります。
356 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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5 o または j を押す
録音した音声がｉモーションの「カメラ」フォルダに保存されます。
･ 保存先をminiSDメモリーカードに設定している場合は、miniSDメモリーカードの「動画」フォ
ルダに保存されます。
･ 保存した音声をすぐに確認するときは p を押し、確認する音声を選択します。

録音時の設定を変更する

音声の品質を設定する

1 録音画面で & を押し、品質のマークにカーソルを合わせる

2 % を押してマークを切り替えて o を押す

･ 6 を押して値を切り替え、o を押しても設定できます。

ファイルサイズを制限する

1 録音画面で & を押し、サイズ制限のマークにカーソルを合わせる

2 % を押してマークを切り替えて o を押す

･ 7 を押して値を切り替え、o を押しても設定できます。

おしらせ
●静止画撮影画面や動画撮影画面でmを押し、「モード切り替え」→「サウンドレコーダー」を選択して
もサウンドレコーダーに切り替わります。ビデオカメラの撮影待機中に、動画／録音設定の撮影種別を
「音声のみ」に設定しても切り替わります。
●サウンドレコーダーを利用する際の注意事項については、「ビデオカメラで動画を撮影する」のおしらせ
をご覧ください。☛P164

●録音した音声を再生する方法については、「動画／ｉモーションを再生する」をご覧ください。☛P316

標準 ：標準的な品質です。
高品質 ：音質がよくなりますが、録音できる時間は短くなります。

メール添付：ファイルサイズを 290K バイトに制限します。ｉ モードメールに添付して大容
量メールに対応していない機種に送信できるファイルサイズです。

大容量メール添付
：ファイルサイズを490Kバイトに制限します。大容量メールに対応している機種
に送信できるファイルサイズです。

制限なし ：ファイルサイズを制限しません。動画／録音設定で保存先を「本体」に設定して
いる場合は選択できません。

･ 6 を押しても品質のマークを選択できます。

品質のマーク

･ 7 を押してもサイズ制限のマークを選択できます。

サイズ制限のマーク
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マルチアクセスについて マルチアクセス

マルチアクセスとは、音声電話、パケット通信、SMSの3つの機能を同時に使用できる機能です。
･タスクバーには、動作中の機能を示すアイコンが表示されます。
･機能を実行中にbを押して新規起動メニューまたは画面切替メニューを表示し、新たな機能を起動
したり、画面を切り替えたりできます。
･同時に使用できる機能は次のとおりです。
・音声電話：1通信
・ｉモード、ｉアプリ、ｉモードメール、パソコンなどをつないだパケット通信：いずれか1通信
・SMS：1通信

マルチアクセスでできる主な操作

音声電話通話中にｉモードメールを受信するとき

1 音声電話通話中にメールを受信する

ｉモード中・パケット通信中に音声電話を受けるとき
サイトを表示しながら、かかってきた音声電話を受けます。
･ パソコンとつないだパケット通信中も、同様に音声電話を受けられます。

1 ｉモード中・パケット通信中に音声電話がかかってくる

2 n を押す
･ 通話中画面とサイト画面を切り替えながら操作できます。☛P363
･ サイト表示を終了するにはサイト画面で f を押し、「はい」を選択します。
･ 通話を終了するには通話中画面で f を押します。

おしらせ
●マルチアクセスの組み合わせ☛P464
●マルチアクセス中はそれぞれの通信について通信料金がかかります。
●動画やアニメーションの再生中、カメラの操作中などにメールを自動受信するなど、同時に多くの機能を
実行すると、画面がスムーズに動作しなかったり、再生中の音声が途切れることがあります。

通信中にｉモードメールや SMS（ショートメッセージ）、音声電話を受ける

例

受信中はディスプレイ上部に と が点滅表示され、受信が完了すると
が点滅し、 が表示されます。
･ の点滅は自動的に止まります。

例

･ 音声電話がかかってきたときの画面は、優先通信モード設定によって異
なります。
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接続中の通信を中断せずに別の通信を同時に行えます。

音声電話通話中にｉモードに接続するとき

1 音声電話通話中に b を押す
新規起動メニューが表示されます。
･ 通話中画面でスピーカーホン機能を利用した通話に切り替えておくと、サイト画面を見ながら話
せます。

2 21 を押す

音声電話通話中にｉモードメールを送信するとき

1 音声電話通話中に b を押す
新規起動メニューが表示されます。
･ 通話中画面でスピーカーホン機能を利用した通話に切り替えておくと、メールを作成しながら話
せます。

2 12 を押す

音声電話通話中にパケット通信を行うとき

1 音声電話通話中にパソコンから発信操作を行う
パケット通信が始まります。
･ パケット通信実行時の画面は優先通信モード設定によって異なります。
･ 音声電話はつながったままです。そのまま話せます。
･ 通話を終了するには通話中画面で f を押します。

ｉモード中・パケット通信中に音声電話をかけるとき
サイトを表示しながら、音声電話をかけます。
･ パソコンとつないだパケット通信中も、同様に音声電話をかけられます。

1 ｉモード中・パケット通信中に b を押す
新規起動メニューが表示されます。

通信中に他の通信を行う

例

･ 音声電話はつながったままです。そのまま話せ
ます。
･ 通話中画面とサイト画面を切り替えながら操作
できます。☛P363
･ サイト表示を終了するにはサイト画面でfを
押し、「はい」を選択します。
･ 通話を終了するには通話中画面でfを押しま
す。

新規起動メニュー

例

ｉモードメールの送信が終了すると通話中画面に戻ります。
･ 音声電話はつながったままです。そのまま話せます。
･ 通話中画面とメール作成画面を切り替えながら操作できます。

☛P363
･ メール作成を終了するにはメール作成画面で f を押します。
･ 通話を終了するには通話中画面で f を押します。

例

例
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2 n を押す

3 電話番号を入力して n を押す
･ サイト表示を終了するにはサイト画面で f を押し、「はい」を選択します。
･ 通話を終了するには通話中画面で f を押します。

マルチタスクについて マルチタスク

マルチタスクとは、複数の機能を同時に実行し、画面を切り替えながら操作できる機能です。
･タスクバーには、動作中の機能を示すアイコンが表示されます。
･機能を実行中にbを押して新規起動メニューまたは画面切替メニューを表示し、新たな機能を起動
したり、画面を切り替えたりできます。
･同時に実行できる機能は 2 つまでです。ただし、「ダイヤル発信」および「自局番号」の機能は、他
の機能が2つ実行されていても、起動できます。

新しい機能を実行する

･機能によっては同時に起動できないものや制限のあるものがあります。マルチタスクの組み合わせ
☛P466

通話中にスケジュールを表示／登録するとき

1 通話中に b を押す
新規起動メニューが表示されます。
･ 通話中画面でスピーカーホン機能を利用した通話に切り替えておくと、スケジュールの画面を見
ながら話せます。

2 71 を押す

3 スケジュールを表示／登録する
･ スケジュールを終了するにはスケジュールの画面で f を押します。
･ 通話を終了するには通話中画面で f を押します。

･ 電話帳や着信履歴、リダイヤルから電話をかけるには、新規起動メニュー
から「電話帳・履歴」を選択します。

例

･ 電話はつながったままです。そのまま話せます。
362 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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操作する機能を切り替える

複数の機能を実行中にbを押すと画面切替メニューが表示され、画面を切り替えて操作できます。

通話中画面からサイト画面へ切り替えるとき

1 音声電話通話中に b を押す
画面切替メニューが表示されます。

2「 モード」を選択する

※1：外部機器によるテレビ電話
※2：ｉモード問合せ、SMS問合せ
※3：パソコンとつないだパケット通信
※4：ｉモードメール、メッセージR/F の受信画面
※5：アラーム設定で指定した時刻になったときのアラーム画面
※6：スケジュールで指定した日時になったときのアラーム画面

おしらせ
●マルチタスクで利用できる機能は、起動状況やロック設定の状況などによって、制限される場合がありま
す。また、テレビ電話中、赤外線送受信中、ソフトウェア更新中、パターンデータ更新（スキャン機能）
中は、マルチタスクによる操作はできません。

●動画やアニメーションの再生中、カメラの操作中などにメールを自動受信するなど、同時に多くの機能を
実行すると、画面がスムーズに動作しなかったり、再生中の音声が途切れることがあります。

画面切替メニューに表示される項目名

電話 テレビ電話 64Kデータ通信 AV通信※1

ダイヤル入力 メール メール作成 チャットメール
メッセージR/F 問合せ※ 2 モード アプリ
PPPデータ通信※3 マイピクチャ モーション メロディ
カメラ ビデオカメラ サウンドレコーダー バーコードリーダー
miniSDカード i チャネル一覧 電話帳 着信履歴
リダイヤル メモ帳 スケジュール帳 電卓
ソフトウェア更新 パターンデータ更新 SMS受信 モードメール着信※4

通知（アラーム）※5 通知（スケジュール）※6 自局番号 伝言メモ
音声メモ

おしらせ
●画面切替メニューの項目名は、メニューの項目名などと異なる場合があります。
●マルチタスクの組み合わせ（☛P466）で選択不可になっている組み合わせでは、画面を切り替えられま
せん。

例

･ 通話中画面に戻すには、再度 b を押し、画面
切替メニューから「電話」を選択します。
･ 画面切替メニュー表示中に m を押すと新規起
動メニューが表示され、新しい機能を起動でき
ます。再度 m を押すと画面切替メニューに戻
ります。

画面切替メニュー
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実行中のすべての機能を終了する

マルチタスクで実行中の全機能を一度に終了させます。

1 マルチタスク中に bp を押し、「はい」を選択する

指定した時刻に自動的に電源を入れる／切る 自動電源ON／OFF設定

･日付・時刻の設定が必要です。
･自動電源ONと自動電源OFFを同時刻に設定できません。

自動電源ONを設定するとき

1 待受画面で m852 を押す
■ 自動電源OFF を設定するとき
a待受画面で m853 を押す

2 各項目を選択して設定する

3 p を押す

お買い上げ時 自動電源ON：OFF　自動電源OFF：OFF

自動電源ON：自動電源ONを設定／解除します。
･「OFF」に設定すると、「時刻」、「繰り返し」は選択できません。

時刻 ：自動的に電源を入れる時刻を設定します。
･24時間制で入力します。時、分が0～ 9のときは、前に0を付けます。

繰り返し ：自動電源ONの繰り返しを設定します。
･「OFF」に設定すると、指定した時刻に一度だけ FOMA 端末の電源が入った後、
自動電源ONの設定は解除されます。

おしらせ
●アラーム自動電源 ON設定を「ON」に設定し、アラームやスケジュールアラームと自動電源 ON を同時
刻に設定すると、自動で電源が入った後に、スケジュールやアラーム設定で設定した動作を行います。

●PIN1コードON／OFF 機能を「ON」に設定している場合は、自動電源ONの指定時刻に電源が入った
後、PIN1コードの入力が必要です。

●通話料金自動リセット設定を「ON」に設定している場合は、自動電源ONの指定時刻に電源が入った後、
PIN2コードの入力が必要です。

●アラームやスケジュールアラームと自動電源 OFF を同時刻に設定すると、スケジュールやアラーム設定
の動作終了後に自動電源 OFF を行います。アラーム音やアラーム鳴動後スヌーズ動作が開始すると、ス
ヌーズ動作を解除した後に自動電源OFF を行います。

●自動電源OFF設定を「ON」に設定しても、待受中以外のときは、指定した時刻になっても、電源は切れ
ません。動作中のそれぞれの機能を終了した後、電源が切れます。ただし、待受画面からの端末暗証番号
入力画面や、FOMA端末の電源を入れた際に表示されるPIN1コード、PIN2コード入力画面を表示中に、
指定した時刻になった場合は、電源は切れます。

●病院、医療機関、航空機の中など携帯電話の使用を禁止された場所では、電源を切るだけではなく自動電
源ONの設定も解除してください。

例
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指定した時刻にアラームを鳴らす アラーム設定

指定した時刻に、アラームや振動などでお知らせします。
･日付・時刻の設定が必要です。
･アラームを設定したときの各項目のお買い上げ時の設定は、時刻「00：00」、繰り返し「なし」、ア
ラーム音「アラーム・アナログ時計」、音量「レベル 4」、バイブレータ「OFF」、イルミネーション
パターン「端末設定に従う」、イルミネーションカラー「端末設定に従う」です。

アラームを鳴らす時刻や音などを設定する

1 待受画面で m73 を押す

2 1 ～ 9 を押す
･ 9件まで登録できます。登録済みのアラームには、入力したタイトルが表示されます。

■ 解除するとき
aアラーム一覧から解除するアラームタイトルにカーソルを合わせて m を押す
･ 解除したアラームを再設定するとき：m を押す

■ 編集するとき
aアラーム一覧から編集するアラームタイトルを選択する
bアラーム設定を編集する

3 各項目を選択して設定する

4 & を押して音設定画面に切り替え、各項目を選択して設定する

お買い上げ時 未設定

時刻 ：アラームを設定する時刻を入力します。
･24 時間制で入力します。時、分が 0 ～ 9 のときは、前
に0を付けます。

繰り返し ：1 ～ 3 を押して繰り返し設定を選択します。
･「なし」に設定すると、一度だけアラームが起動します。
･「毎日」に設定すると、毎日アラームが起動します。
･「曜日指定」を選択したときは、曜日選択欄を選択し、曜
日を選択して p を押します。

タイトル ：全角7文字（半角14文字）まで入力できます。
･お買い上げ時のタイトルは、「アラーム1」～「アラーム9」
に設定されています。
･タイトルが空白のアラームは設定できません。

アラーム音：「 モーションを選択」または「メロディを選択」を選択し
て、アラーム音を動画／ｉモーションまたはメロディから選
択します。
･テロップ入りの動画／ｉモーションは設定できません。

音量 ：アラームの音量を選択します。
･調整方法 ☛P67
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5 & を押してその他設定画面に切り替え、各項目を選択して設定する

6 p を押す
待受画面に または （スケジュールアラームも設定しているとき）が表示されます。FOMA端
末を折りたたんでいるときに i、j、b を押すと、背面ディスプレイに または （スケ
ジュールアラームも設定しているとき）が表示されます。

設定した時刻になると

アラーム画面が表示され、アラーム音が鳴ります。アラーム画面には、次の画面または設定した動画／
ｉモーションが表示されます。設定した音量でアラームが鳴ります。また、イルミネーションやバイブ
レータを設定している場合は、その設定に従って動作します。
FOMA 端末を折りたたんでいるときは、背面ディスプレイに「アラーム」というメッセージと時刻が
表示されます。

･設定時刻に通話などの動作を行っていた場合は、次のように動作します。
・通話中の場合は、アラームではなく警告音が鳴り、アラーム画面が表示されます。また、バイブレー
タの振動で通知する設定になっていても、バイブレータは動作しません。
通話保留中の場合は保留解除後に上記動作となります。

・電源が入っていない場合は、設定した時刻になっても電源は入らず、アラームも鳴りません。鳴ら
す場合は、アラーム自動電源ON設定を「ON」に設定してください。

・データ送受信中（パケット通信の送受信中は除く）や電話の発着信・切断中に設定した時刻になっ
た場合は、上記動作終了後にアラームが動作します。

バイブレータ：アラーム時刻になったときの振動を設定します。
イルミネーションパターン

：アラーム時刻になったときの着信ランプの点灯パターン
を設定します。
･「メロディ連動」または「OFF」に設定すると、イルミ
ネーションカラーは設定できません。

イルミネーションカラー
：アラーム時刻になったときの着信ランプの点灯色を設定
します。

･アラーム鳴動中にfを押すとアラームなどが止まり、鳴動前の画面に戻り
ます。
･アラーム鳴動中に約1分間何も操作をしないか、fまたはi以外を押すと、
アラームなどが止まり、「1分間鳴った後、4分間停止」する動作（スヌーズ動
作）を30分間繰り返します。このとき、動画／ｉモーションを設定していた
場合は最初のコマが表示されます。アラームが鳴っているときに音声電話やテ
レビ電話の着信があったときも、同様にスヌーズ動作になります。
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アラームが鳴る時刻に自動的に電源が入るように設定する アラーム自動電源ON設定

スケジュールやアラーム設定で指定した日時に電源が入っていなかったとき、電源が自動的に入
り、アラームが鳴るように設定します。

1 待受画面で m855 を押す

2 1 を押す
･ 自動的に電源を入れないとき：2 を押す

おしらせ
●通常マナーモード中はアラームが鳴らず、アラーム設定で設定しているバイブレータが動作し、着信ラン
プが点灯／点滅します。ただし、オリジナルマナーモード設定で、バイブレータとアラーム／スケジュー
ル音を「ON」に設定している場合は、アラーム設定に従って動作します。

●FOMA端末を折りたたんでいるときにアラームを止めるには、jまたはbを押します。ただし、サイ
ドキーロック中はjまたはbを押しても、アラームは止まりません。

●同時刻に複数のアラームを設定していると、アラーム一覧の一番小さい項目番号に設定されているアラー
ムが動作します。

●アラームとスケジュールアラームが同じ時刻に設定されていると、最初にアラームを通知する画面が表示
された後スヌーズ動作となり、続けてスケジュールアラームが通知されます。スケジュールアラーム画面
を終了した後も、アラームのスヌーズ動作は継続されます。

●オールロック中、PIMロック中はアラームは動作しません。

お買い上げ時 OFF

おしらせ
●PIN1 コード ON ／ OFF 機能を「ON」に設定している場合は、アラーム設定やスケジュールアラームの
指定時刻に電源が入りアラームが動作した後、PIN1コードの入力が必要です。
このとき、アラーム音にダウンロードしたメロディまたはｉモーションを設定していても、お買い上げ時
に登録されているメロディ（アラーム設定は「アラーム・アナログ時計」、スケジュールアラームは「ア
ラーム・女性ボイス」）でアラームが鳴ります。

●通話料金自動リセット設定を「ON」に設定している場合は、アラーム設定やスケジュールアラームの指
定時刻に電源が入りアラームが動作した後、PIN2コードの入力が必要です。

●病院、医療機関、航空機の中など携帯電話の使用を禁止された場所では、電源を切るだけではなくアラー
ム自動電源ONの設定も解除してください。
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Menu 71

スケジュールを管理する スケジュール帳

仕事の予定などを登録しておくと、設定日時になったとき画面表示やアラーム音でお知らせしま
す。

カレンダーを表示する

カレンダー画面から、スケジュールを表示できます。

1 待受画面でpを1秒以上押す

■ 特定の日を指定して表示するとき
aカレンダー画面で m42 を押す
b年月日を入力する

指定した日付に移動します。
･ 当日に戻すときは m41 を押します。
･ デイリービュー画面では m52 を押します。当日に戻す場合は m51 を押
します。

カレンダーの表示形式を設定する カレンダーモード設定

1 待受画面で p を1秒以上押す

2 m61 を押す

おしらせ
●カレンダーは2000年 1月 1日から2060年 12月 31日まで表示できます。
●カラーテーマ設定により、表示される色は異なる場合があります。
●カレンダーの休日設定は、「国民の祝日に関する法律及び老人福祉法の一部を改正する法律（平成13年6
月22日・法律第59号）」に基づいています（2005年 8月現在）。
ただし、春分の日・秋分の日は、前年2月1日の官報で発表されるため、変更しなければならないことが
あります。また、上記法律は 2003 年 1 月から施行されていますが、2002 年までの海の日と敬老の日
については改正前の日付では表示されませんのでご注意ください。

●休日や祝日を設定できます。☛P369

お買い上げ時 動作モード：マンスリーモード　表示モード：ノーマルモード

当日はピンク、土曜日は青、休日・祝日は赤で表示されます。
･ 複数のスケジュールが設定されている日は、最も早い時刻に登録されて
いるスケジュールの用件アイコンが表示されます。最も早い時刻に登録
されているスケジュールの時間を過ぎても、次に登録されているスケ
ジュールの用件アイコンは表示されません。
繰り返しのスケジュールが設定されている日には、日付の右上に が、
長期間スケジュールは が表示されます。
･ O を押して日付を移動します。o を押すとデイリービュー画面が表示
されます。
･ t を押して前月、a を押して翌月に切り替えます。
･ カレンダーは、前回終了したときの設定で表示されます。

カーソル
用件アイコン
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3 各項目を選択して設定する

4 p を押す

休日を設定する 休日設定

会社や学校などの休日を設定できます。日にちや曜日を指定して設定します。
･日にちを指定して休日を設定する場合は、最大30件登録できます。

日にちを指定して休日を設定するとき

1 待受画面で p を1秒以上押す

2 休日にする日にカーソルを合わせて m621 を押す
･ 設定された日付の色が変わります。
･ 毎年繰り返して休日にするときは m622 を押します。

■ 解除するとき
a休日設定を解除する日にカーソルを合わせて m623 を押す
･ 全解除するときは m624 を押します。

■ 曜日を指定して休日を設定するとき
am63 を押す
b1 ～ 7 を押して休日に設定する曜日を選択する
･ 日曜日以外の曜日を選択したり、日曜日の選択を解除するとガイド行に「リセット」が表
示されます。お買い上げ時の状態に戻すときは m を押します。

cp を押す
･ 曜日が１つも選択されていない状態で登録すると、自動的に日曜日が休日に設定されます。

祝日を設定する 祝日設定

祝日の変更や新規登録（5件まで）ができます。

1 待受画面で p を1秒以上押す

2 m64 を押す
■ 変更するとき
a変更する祝日を選択し、操作４に進む

■ 削除するとき
a削除する祝日にカーソルを合わせて m を押し、「はい」を選択する
･ お買い上げ時に設定されている祝日は削除できません。

3 p を押す

動作モード：カレンダーの表示方法を設定します。
･「マンスリーモード」に設定すると、1ヶ月ごとに画面が切り替わります。
･「スライドモード」に設定すると、1週間ごとに画面がスクロール表示されます。

表示モード：1週間の始まり（左の表示）の曜日を設定します。
･「ノーマルモード」に設定すると、日曜日になります。
･「ビジネスモード」に設定すると、月曜日になります。

例
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4 各項目を選択して設定する

5 p を押す

スケジュールを登録する

･最大300件登録できます。同じ日に複数のスケジュールを登録できます。
･日付・時刻の設定が必要です。

1 待受画面で p を1秒以上押す

2 スケジュールを登録する日にカーソルを合わせて p を押す
･ デイリービュー画面でも p を押します。

3 各項目を選択して設定する

祝日名：全角11文字（半角で22文字）まで入力できます。
･お買い上げ時に設定されている祝日の祝日名は変更できません。

表示 ：設定した祝日を表示するかしないか選択します。
･「OFF」を選択すると祝日を表示しません。また、日付は設定できません。

日付 ：祝日に設定する日付を入力します。
･お買い上げ時に設定されている祝日の日付を変更するときは、「カスタマイズ」を選択
してから日付を入力してください。

（用件アイコン）
：アイコンを選択します。
･選択したアイコンがスケジュールの先頭に表示されます。

予定(内容欄)：選択した用件アイコンに対応した内容が表示されます。必要に応じて変更します
（全角100文字（半角200文字）まで）。
･内容変更後にアイコンを変更しても、内容は変更されません。

終日 ：時間を指定せずに終日のスケジュールとして設定するときは 1 を押します。
･終日に設定しないときは 2 を押します。
･終日に設定すると、デイリービュー画面のスケジュールの時刻表示部分には「終
日」と表示されます。長期間スケジュールを終日に設定すると、日付表示部分
の後ろに「終日」と表示されます。

開始日時 ：スケジュールの開始日時を入力します。
･西暦は下2桁を入力します。月、日が1～9のときは、前に0を付けます。
･時刻は24時間制で入力します。時、分が0～ 9のときは、前に0を付けます。
･2060年 12月 31日まで設定できます。
･終日に設定した場合は日時を設定できません。

終了日時 ：スケジュールの終了日時を入力します。
要約・メモ ：全角300文字（半角600文字）まで入力できます。
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4 & を押してアラーム設定画面に切り替え、各項目を選択して設定する

5 & を押してその他の設定画面に切り替え、各項目を選択して設定する

6 & を押してメンバーリスト選択画面に切り替える

7「＜メンバーリスト選択＞」を選択し、登録するメンバーを選択する
･ 5名まで登録できます。メンバーリストから、電話をかけたりメールを送信できます。
･ FOMA端末電話帳と FOMAカード電話帳を切り替えるには p を押します。
･ 電話帳の1件目に登録されている電話番号、メールアドレス、URLが登録されます。

■ 削除するとき
a削除するメンバーにカーソルを合わせて m を押す

8 p を押す
･ アラームや予告アラームを設定したスケジュールを登録すると、待受画面に または （アラー
ム設定も設定しているとき）が表示されます。
FOMA端末を折りたたんでいるときに i、j、b を押すと、背面ディスプレイに または
（アラーム設定も設定しているとき）が表示されます。

アラーム ：アラームを設定するときは 1 を押します。
アラーム選択欄から「 モーションを選択」または「メロディを選択」を選択し
て、アラーム音を動画／ｉモーションまたはメロディから選択します。
･アラームを鳴らさないときは 2 を押します。
･テロップ入りの動画／ｉモーションは設定できません。

予告アラーム：スケジュールの開始日時より前にアラームを設定するときは 1 を押します。
･選択方法はアラームと同じです。

予告アラーム時間 (分前 )
：予定の何分前に予告アラームを鳴らすかを、1 ～ 5 を押して設定します。

繰り返し：1 ～ 6 を押してスケジュールの繰り返し設定を選択し
ます。
･スケジュールの開始年月日を「31日」やうるう年の「2月29
日」などに設定し、繰り返し設定を「毎月」または「毎年」を
選択した場合など、該当する日が存在しない月、年には、その
月、年の月末（「30日」や「2月28日」など）が繰り返し日
となります。
･「なし」に設定すると、一度だけスケジュールアラームが起動
します。
･「曜日指定」を選択したときは曜日選択欄を選択し、アラーム
を鳴らす曜日を選択して p を押します。

イメージ：スケジュールアラーム画面にイメージを表示するときは、
1 を押して画像選択欄から静止画を選択します。
･ Flash 画像は設定できません。
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1 待受画面でスケジュールを登録する日時を8桁の数字で入力し、p を押す
（例）12月5日午後3時の場合：「12051500」と入力する
･ 当日の時刻を入力するときは、時間2桁、分2桁の4桁を入力します。

2 スケジュールを登録する

設定した日時になると

設定日時になると、スケジュールアラーム画面が表示され、アラーム音が鳴ります。スケジュールアラー
ム画面には、日時、スケジュールの内容、設定したイメージや動画／ｉモーションが表示されます。電話
着信音量調整で設定した音量で鳴ります。また、イルミネーション設定を設定している場合は、その設定
に従って動作します。
FOMA端末を折りたたんでいるときは、背面ディスプレイに「スケジュールアラーム」というメッセージ
とスケジュールの内容、アラーム起動時刻が表示されます。

待受画面から簡単なキー操作でスケジュールを登録するには

おしらせ
●プライバシーモード中（スケジュールを「認証後に表示」に設定した場合）は、端末暗証番号の入力が必
要です。

●プライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定した場合）にメンバーリスト選択をする
場合は、端末暗証番号の入力が必要です。

●スケジュール帳に登録した内容は、別にメモを取り、保管することをおすすめします。
miniSDメモリーカードを利用して、スケジュールを保存できます（☛P332）。パソコンをお持ちの場合は、
データリンクソフトとFOMA USB接続ケーブル（別売）を利用して、パソコンに保管することもできます。

●スケジュールを知らせる画面は、アラーム設定のアラーム・予告アラームで映像のある動画／ｉモーショ
ンを選択するか、その他の設定のイメージで画像を選択すると変更できますが、両方で設定を行った場合
は後からの設定が有効になります。アラームに音声と映像のある動画／ ｉ モーションを設定している場
合に、後からイメージを設定したときはアラーム音が標準のメロディになります。イメージが設定されて
いる場合に後から音声と映像のある動画／ｉモーションをアラームを設定したときはイメージが「なし」
になります。

･予告アラームを設定していると、開始日時の前に予告アラーム音が鳴ります。
･アラーム鳴動中にfを押すとアラーム音などが止まり、鳴る前の画面に戻
ります。アラーム鳴動中に1分間何も操作しないか、fまたはi以外を
押すと、イメージを設定していた場合はディスプレイの表示はそのままで、動
画／ｉモーションを設定していた場合は最初のコマが表示されてアラーム音
などが止まります。oを押すと左の画面が消えます。設定日時に通話などの
動作を行っていた場合は、次のように動作します。
･ 通話中の場合は、設定したアラーム音ではなく、警告音が鳴り、スケジュー
ルアラーム画面が表示されます。通話保留中の場合は保留解除後に動作し
ます。
･ 電源が入っていない場合は、指定日時になっても電源は入らず、アラーム
音も鳴りません。鳴らす場合は、アラーム自動電源 ON 設定を「ON」に
設定してください。
･ データ送受信中（パケット通信の送受信中は除く）や電話の発着信・切断
中に指定日時になった場合は、上記動作終了後にアラームが動作します。
ただし、データ通信でスケジュールデータを受信した場合は動作しません。
372 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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登録したスケジュールを確認する

表示したスケジュール画面から、スケジュールの追加や変更、削除ができます。

1 待受画面で p を1秒以上押し、確認するスケジュールの登録日を選択する

2 確認するスケジュールを選択する

おしらせ
●通常マナーモード中はアラーム音が鳴らず、バイブレータは「パターンA」で動作します。オリジナルマナー
モード中は、バイブレータとアラーム／スケジュール音、電話着信音量の設定に従います。

●プライバシーモード中（スケジュールを「認証後に表示」に設定した場合）は、スケジュールアラーム、予
告アラームは動作しません。

●イメージにパラパラマンガを設定している場合は、最初のコマが表示されます。
●FOMA端末を折りたたんでいるときにアラームを止めるには、jまたはbを押します。ただし、サイ
ドキーロック中はjまたはbを押しても、アラームは止まりません。

●同一日時に複数のスケジュールを設定していると、アラーム音などを停止してから、&を押して、同一日
時に設定していた他のスケジュール内容を確認できます。

●スケジュールアラームとアラームが同じ時刻に設定されていると、最初にアラームを通知する画面が表示
されますが、すぐにスヌーズ動作となり、続けてスケジュールアラームが通知されます。スケジュールア
ラーム画面を終了した後も、アラームのスヌーズ動作は継続されています。

●終日設定でスケジュールアラームを設定した場合は、設定した日の0:00 になると、スケジュールアラー
ム画面が表示され、アラーム音が鳴ります。

●オールロック中、PIMロック中はスケジュールアラームは動作しません。

おしらせ
●シークレット属性が設定されているスケジュールは、シークレットモードを設定しないと表示されませ
ん。

●表示中のスケジュール内容に電話番号・メールアドレス・URL が含まれている場合は、Phone To (AV
Phone To)・Mail To・Web To 機能を利用できます。

･ デイリービュー画面で & を押すと、日付が切り替わります。

■ 特定の用件のスケジュールのみ表示するとき
a待受画面で p を1秒以上押す
bm32 を押す
･ 全用件表示にするときは m31 を押します。
･ デイリービュー画面では m42 を押します。全用件表示に
戻すには m41 を押します。

c用件アイコンを選択する
デイリービュー画面

■ 変更するとき
aスケジュール詳細画面で p を押す
･ デイリービュー画面では、m2 を押します。

bスケジュールの内容を変更して p を押す
c「はい」を選択する

スケジュール詳細画面
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スケジュールをコピーして別の日のスケジュールとして貼り付けます。
･長期間スケジュールをコピーして貼り付けた場合は、設定されていた日付分のスケジュールが貼り付
けられます。
･コピーしたスケジュールはスケジュール帳を終了するまで記録され、別の日に何度でも貼り付けるこ
とができます。ただし、記録できるのは1件のみで、新たにコピーすると内容は上書きされます。

1 待受画面で p を1秒以上押し、コピーするスケジュールの登録日を選択する

2 コピーするスケジュールにカーソルを合わせて m61 を押す

3 c を押し、カレンダー画面を表示させる

4 スケジュールを貼り付ける日にカーソルを合わせて m5 を押す
･ デイリービュー画面では、m62 を押します。

スケジュールをｉモードメールの本文として送信します。
･操作する画面によって、送信できるスケジュールの件数が異なります。

○：実行可　×：実行不可

※1：登録されているすべてのスケジュール（過去のスケジュールも含む）が送信されます。
･スケジュールはメール本文にDate To 形式で設定されます。☛P389
･メール本文の容量を超えたスケジュールは、超過した分が削除されます。
･用件別に表示されているときは、表示されている用件だけがメール送信の対象になります。
･シークレット属性が設定されたスケジュールを送信するときは、シークレットモードを設定してくだ
さい。

デイリービュー画面から1件のスケジュールをメール送信するとき

1 待受画面でpを1秒以上押し、メール送信するスケジュールの登録日を選択する
･ カレンダー画面では m を押し、「メール作成」→「1日送信」または「全件送信」を選択します。
･ スケジュール詳細画面では m を押し、「メール作成」を選択します。また、a を押しても
ｉモードメールを作成できます。

2 メール送信するスケジュールにカーソルを合わせて a を押す

スケジュールをコピー／貼り付けをする

スケジュールからメールを作成する

操作する画面
送信方法

カレンダー画面 デイリービュー画面 スケジュール詳細画面

1件送信 × ○ ○
1日送信／全件送信※1 ○ ○ ×

例

･ 選択した日に登録されているすべてのスケジュールをメール送信すると
きは m72 を押します。
･ 登録されているすべてのスケジュールをまとめてメール送信するときは

m73 を押します。
･ ｉモードメールの作成・送信方法 ☛P221
374



そ
の
他
の
便
利
な
機
能

スケジュールを削除する

1件または複数件まとめて削除できます。
○：実行可　×：実行不可

･繰り返し設定されているスケジュールは、カレンダー画面からは「全件削除」、デイリービュー画面からは
「1件削除」または「全件削除」を、スケジュール詳細画面からは「削除」を選択して削除できます。

デイリービュー画面からスケジュールを削除するとき

1 待受画面で p を1秒以上押し、削除するスケジュールの登録日を選択する
･ カレンダー画面、スケジュール詳細画面では m を押し、「削除」を選択します。
カレンダー画面からの場合は操作3に、スケジュール詳細画面からの場合は操作4に進みます。

2 m3 を押す

3 1 ～ 4 を押す
･ 全件削除するときは 4 を押し、端末暗証番号を入力します。ただし、シークレットモードを
設定していない状態で削除しても、シークレット属性のスケジュールは削除されません。
･ 選択した日を含む長期間スケジュールを削除するときは、2 または 3 を押し、「長期間も
削除」を選択します。なお、「前日まで削除」を選択した場合でも、長期間スケジュールが前日
にかかっているときには、当日以降にかけてのスケジュールもすべて削除されます。

4「はい」を選択する

メンバーリストを利用する

スケジュールに登録されているメンバーリストを選択して、電話をかけたり、ｉ モードメールを作成
したりします。また、メンバーリストの電話帳データに登録されているURLからサイトを表示します。

1 待受画面で p を1秒以上押し、利用するスケジュールの登録日を選択する

2 利用するスケジュールを選択し、& を押してメンバーリスト一覧画面を表示する

･ シークレット属性が設定されているメンバーは、シークレットモードを設定していないと名前と
詳細情報が「＊」で表示されます。また、プライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表
示」に設定した場合）は、すべてのメンバーの名前と詳細情報が「＊」で表示されます。

操作する画面
削除方法

カレンダー画面 デイリービュー画面 スケジュール詳細画面

1件削除 × ○ ○
1日削除／前日まで削除／全件削除 ○ ○ ×

例

登録されているメンバー

メンバーに登録されている1件目の電話番号、メールアドレス、URL
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3 電話帳データを利用する
■ 音声電話／テレビ電話をかけるとき
aメンバーにカーソルを合わせ音声電話のときは n、テレビ電話のときは t を押す

表示されている電話番号に音声電話／テレビ電話がかかります。
･ 発信者番号の通知／非通知や通信速度を選択するときは、m を押して「カスタム発信」を
選択します。
･ メンバーにカーソルを合わせ n または t を 1 秒以上押すと、スピーカーホン機能を
利用した通話ができます。

■ ｉモードメールを送信するとき
aメンバーにカーソルを合わせ a を押す

選択したメンバーのメールアドレスが宛先に設定され、スケジュールはDate To 形式で本文
に設定されます。
･ メンバー全員にｉモードメールを送信するときは m52 を押します。全員のメー
ルアドレスが宛先に設定され、スケジュールはDate To 形式で本文に設定されます。

bｉモードメールを編集して送信する
･ ｉモードメールの作成・送信方法 ☛P221

■ サイトを表示するとき
aメンバーにカーソルを合わせ m6 を押す

他人に見られたくないスケジュールを守る シークレット属性

端末暗証番号を入力しないと呼び出せないシークレット属性を持ったデータにします。
･シークレットモードを設定していないときは、シークレット属性の設定／解除はできません。

1 シークレットモードを設定する

2 待受画面で p を1秒以上押し、利用するスケジュールの登録日を選択する

3 設定するスケジュールにカーソルを合わせて m9 を押す

おしらせ
●電話帳データに登録されている2件目以降の電話番号やメールアドレスを利用するときは、メンバーリスト
一覧画面からメンバーを選択して電話帳の詳細画面（電話／メール）を表示します。利用する電話番号また
はメールアドレスにカーソルを合わせて音声電話やテレビ電話をかけたり、ｉモードメールを作成したりで
きます（☛P104）。ただし、電話帳の詳細画面からｉモードメールを作成すると、スケジュールは本文に
設定されずDate To機能は使用できません。

●メンバーリスト一覧画面でpを押すと、メンバーリスト選択画面が表示され、メンバーを登録、削除で
きます。

●電話帳データの発番号設定が「設定なし」に設定されている場合は、発信者番号通知設定の設定に従って
音声電話／テレビ電話がかかります。

選択されているスケジュールにシークレット属性が設定されているときは が
点滅
･ 解除するときは、シークレット属性が設定されているスケジュールに
カーソルを合わせ m9 を押します。
376 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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スケジュールの登録件数を確認する 登録件数確認

登録したスケジュールと休日設定の件数を確認します。

1 待受画面で p を1秒以上押し、m7 を押す
･ o を押すとカレンダーに戻ります。

よく使う機能を登録する カスタムメニュー

あらかじめ登録されているメニュー（ノーマルメニュー）の他に、よく使う機能や頻繁に連絡を
とる相手の電話帳データを登録して、自分だけのオリジナルのメニュー（カスタムメニュー）を
作ると、機能を手早く実行したり、簡単に電話をかけられます。

･あらかじめ4種類のテンプレートが用意されています。
･テンプレートを読み込むと、カスタムメニューの登録内容はすべて上書きされます。
･テンプレートを読み込んでからメニュー項目を追加・削除して、オリジナルのカスタムメニューの作
成もできます。

1 待受画面で mp を押す
･ メニュー設定の起動メニューを「カスタム」に設定しているときは、待受画面で m を押します。

2 m71 を押し、1 ～ 4 を押す

3 端末暗証番号を入力する

おしらせ
●シークレット属性が設定されているスケジュールは、シークレットモードを設定しないと表示されませ
ん。また、スケジュールアラーム、予告アラームも動作しません。

●シークレットモード中に作成されたスケジュールは、自動的にシークレット属性が設定されます。

テンプレートを読み込む

お買い上げ時 スタンダード

スタンダード：アラーム、電卓、サウンドレコーダー、着信表示設定、イルミネーション設定、着
信中オープン応答、i チャネル一覧、暗証番号変更、発信者番号通知設定

セキュリティ／ロック
：オールロック、PIM ロック、遠隔ロック、開閉ロック、シークレットモード、プ
ライバシーモード設定

ユーザデータ：Bookmark、画面メモ、電話帳検索、スケジュール帳、アラーム、メモ帳、単語
登録、定型文登録、miniSD カード

メール ：新規メール、チャットメール、メールグループ、テンプレート読込み、受信メール

テンプレートが読み込まれ、カスタムメニューに設定されます。
･ 既にカスタムメニューが作成されているときは、新しいカスタムメ
ニューにするかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、
選択したテンプレートがカスタムメニューに設定されます。
377



そ
の
他
の
便
利
な
機
能

カスタムメニューを作成する

テンプレートを利用してカスタムメニューを作成します。
･カスタムメニューの1つの階層には最大9個のアイコンが登録できます。

1 テンプレートのサンプルを読み込む
･ すべての項目を新規に登録する場合は、リセットします。☛P381

2 項目を登録する
･ テンプレートのうち、スタンダード、ユーザデータには既に9個のアイコンが登録されています。
これらのテンプレートを選択した場合は、不要なメニュー項目に上書き登録します。

■ 人物を登録するとき
･ シークレット属性を設定した電話帳データは、シークレットモードを設定していないと表示さ
れません。
･ Flash 画像、動画／ｉモーションを設定している電話帳データをカスタムメニューに登録す
ると、Flash 画像、動画／ｉモーションではなく、あらかじめ登録されている人物アイコン
がメニュー画面に表示されます。
am11 を押す
･ 検索方法を変えて検索し直すときは、m を押します。

b登録する人物を選択する

■ 機能を登録するとき
am12 を押す

b登録するメニュー項目にカーソルを合わせて p を押す

■ グループを登録するとき
am13 を押し、グループ名を入力する（全角9文字（半角18文字）まで）
bp を押す

･ 機能選択の画面は、メニュー設定のノーマルの表示形式で表示さ
れます（画面はタイルアイコン表示の場合です）。

･ 下位の階層がないメニュー項目を登録するときは、項目を選択す
るか、ショートカット操作で登録できます。

「イルミネーション設定」を登録した場合
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■ グループ内に登録するとき
3階層目を表示しているときは、機能または人物だけが登録できます。
aグループを選択する

グループ内の項目が表示されます。
･ 空のグループを選択したときは項目選択画面が表示されます。2階層目を表示しているとき
は、機能または人物だけが登録できます。

b追加登録または上書き登録する

■ 登録済みの項目に上書き登録するとき
a上書きする項目にカーソルを合わせて m2 を押す
b1 ～ 3 を押し、登録する項目を選択する
･ グループに上書きするときは、1 ～ 3 を押した後に上書きするかどうかの確認画面
が表示されます。「はい」を選択すると、グループ内の項目はすべて削除されます。

カスタムメニューを利用する

カスタムメニューに登録されている機能を実行したり、人物に電話をかけたりできます。
･カスタムメニュー表示中もショートカット操作ができます。ショートカット操作の番号は、ノーマル
メニューと同じ方法と、カスタムメニューの項目位置に対応したダイヤルキーで行う方法のどちらか
を選択できます。

1 待受画面で mp を押す
･ メニュー設定の起動メニューを「カスタム」に設定しているときは、待受画面で m を押します。

2 項目を選択する

■ 機能を実行するとき
a機能を選択する
･ 下位の階層があるメニュー項目を選択したときは、メニュー項目が表示されます。

■ 電話をかけるとき
a人物にカーソルを合わせる
b音声電話をかけるときは n、テレビ電話をかけるときは t を押す
･ 電話番号が2件以上登録されている場合は、電話番号を選択します。1件のみ登録されて
いる場合は、n または t を1秒以上押すと、相手の声がスピーカーから聞こえるよう
になります。

おしらせ
●登録した項目の並び順やアイコンを変更できます。☛P380

･ グループ内の機能や人物を選択するときはグループを選択し、グループ
内の機能や人物を表示します。

機能

グループ

人物（カスタム発信や詳細情報の確認などができます。）
379つづく



そ
の
他
の
便
利
な
機
能

■ ｉモードメールを送信するとき
a人物にカーソルを合わせる
ba を押す
･ メールアドレスが2件以上登録されているときは、メールアドレスにカーソルを合わせて

a または o を押します。未登録のときは、宛先は空欄になります。

■ SMSを送信するとき
a人物にカーソルを合わせる
ba を1秒以上押す
･ 電話番号が2件以上登録されているときは、電話番号にカーソルを合わせて a または o
を押します。未登録のときは、宛先は空欄になります。

カスタムメニューを編集する

カスタムメニューに表示される項目の表示順やアイコンの変更、グループ名の変更や項目の削除を行い
ます。

1 待受画面で mp を押す
･ メニュー設定の起動メニューを「カスタム」に設定しているときは、待受画面で m を押します。

2 編集する項目にカーソルを合わせ、それぞれの操作を行う
･ グループ内の項目を編集するときは、グループを選択し、グループ内の画面を表示します。

■ 項目を入れ替えるとき
am4 を押す
b入れ替え先の項目を選択して「はい」を選択する

■ アイコンを変更するとき
am5 を押し、アイコンを選択する
･ アイコンを元に戻すには p を押します。

■ グループ名を変更するとき
am6 を押す
bグループ名を入力して p を押す

■ 項目を削除するとき
am3 を押し、「はい」を選択する
･ グループを削除するとグループ内の項目も削除されます。

登録されている機能をすばやく実行するには
カスタムメニューに登録した機能は、待受画面で対応するダイヤルキー（1 ～ 9）を１秒以上押して
起動できます。ただし、メニュー項目が人物やグループのときや 2 階層目以降にメニューがある機能のとき
は起動できません。

おしらせ
●シークレット属性を設定した電話帳データの人物は、シークレットモードを設定していないと人物名が
「＊＊＊」で表示されます。アイコンは になります。
●PIMロック中、プライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定した場合）は、人物の選
択はできません。アイコンが に変わり、人物名は「＊＊＊」で表示されます。

●シークレット属性と PIM ロックの両方が設定されている場合は、PIM ロック中のアイコン、動作になり
ます。
380



そ
の
他
の
便
利
な
機
能

カスタムメニューのメニュー項目をすべて削除します。カスタムメニューを新規に作成する際に行いま
す。

1 待受画面で mp を押す
･ メニュー設定の起動メニューを「カスタム」に設定しているときは、待受画面で m を押します。

2 m72 を押す

3 端末暗証番号を入力し、「はい」を選択する
･ o を押すと、項目選択画面が表示されます。項目を選択すると、人物、機能、グループの登録が
できます。☛P378

Menu 47

自分の名前やメールアドレスなどを登録する 自局番号

1 待受画面で m0 を押す

2 p を押す

3 端末暗証番号を入力し、名前やメールアドレスなどを設定する

4 & を押し、その他の情報を設定する
･ 各項目の設定方法は、「FOMA端末電話帳に登録する」の操作5と同じです。☛P97
･ 初期登録時はいずれも設定されていません。
･ 既に設定されている項目は、その内容が表示されます。

5 p を押す

カスタムメニューをリセットする

お買い上げ時 FOMAカードの設定に従う

･ 自局電話番号には、FOMA 端末に挿入している FOMA カードの電話番
号が表示されます。

･ 各項目の設定方法は、「FOMA端末電話帳に登録する」の操作3～4と
同じです。☛P96
ただし、グループは設定できません。
･ 既に設定されている項目は、その内容が表示されます。
･ 1件目の電話番号には、ご契約の電話番号（自局電話番号）が表示されま
す。変更はできません。
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自局番号の詳細を表示する

1 待受画面で m0 を押す

2 o を押し、端末暗証番号を入力する

相手の声や自分の声を録音する 通話中／待受中音声メモ

待受中に自分の声をメモ代わりに録音したり（待受中音声メモ）、音声通話中に相手の声を録音
したりします（通話中音声メモ）。
･通話中音声メモと待受中音声メモの録音時間は、1件につき最大30秒、合わせて4件録音できます。
･電波の状態により、通話中音声メモの録音内容が途切れたりすることがあります。また、圏外通知や
番号変更案内などのガイダンスは録音できません。

おしらせ
●自局電話番号は FOMAカードに登録されています。それ以外の項目は、FOMA端末に記録されます。
●圏外でも自局電話番号以外の項目は登録・変更できます。
●自局番号のメールアドレスを変更しても、ｉモードのメールアドレスは変更されません。また、ｉモードの
メールアドレスを変更しても、自局番号のメールアドレスは変更されません。ｉモードのメールアドレスを
確認・変更する方法については、『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

おしらせ
●自局番号に記録されている情報を利用して、いろいろな操作ができます。
･カスタム発信する☛P58
･ｉモードメールやSMSを作成したり、サイトを表示する☛P101
･情報を修正する☛P105
･自局番号を転送する（赤外線送信）☛P346
･各種機能を設定する☛P108

･ 既に設定されている内容が表示されます。
･ 内容が長い場合は、途中までしか表示されません。p を押すと、名前、
フリガナ、および電話番号とメールアドレスの各1件目が表示されます。

■ 自局番号を修正するとき
am2 を押し、自局番号を修正する

■ 登録内容をリセットするとき
am3 を押し、「はい」を選択する
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通話中に相手の声を録音する

通話中音声メモでは通話相手の声だけが録音されます。

1 通話中に j を1秒以上押す
録音が開始されます。

Menu 463

待受中に自分の声を録音する

1 待受画面で j3 を押す
約3秒後に「ピーッ」と音が鳴り、録音が開始されます。
･ 残り約 5 秒になると、録音終了予告音（ピピッ）が鳴ります。また、録音終了時には「ピーッ」
と音が鳴ります。ただし、録音終了音は録音されません。
･ 録音を途中で停止するときは o、f、c のいずれかを押します。

Menu 464

音声メモを再生する

1 待受画面で j4 を押す
音声メモ一覧には、通話中音声メモと待受中音声メモの両方が表示されます。

2 再生する音声メモを選択する

3 再生した音声メモを削除するかどうかを選択する
･「はい」を選択すると、音声メモが削除されます。

録音可能
時間の目安

音声電話通話中音声メモ

･ 残り約5秒になると、録音終了予告音（ピピッ）が鳴りま
す。また、録音終了時には「ピーッ」と音が鳴ります（録
音開始時には鳴りません）。ただし、録音終了予告音や録音
終了音は録音されません。
･ 録音を途中で停止するときは j を1秒以上押します。
･ 通話中に b442 を押しても、音声メモは録音
できません。
･ テレビ電話通話中は、音声メモは録音できません。

通話中音声メモ
･電話番号、名前（相手の電話番号が電話帳に登録されている場合）または発信
者番号非通知理由

待受中音声メモ
録音日時（日付・時刻が設定されていない場合は記録されません。）
相手の電話番号（待受中音声メモの場合、「音声メモ」と表示されます。）

音声メモが再生されます。
･ 再生を停止するときは o を押します。
･ 音量を調整するときは % または ij を押します。
･ 再生中に n を押すと音声メモがスピーカーから聞こえるようになりま
す。再度、n を押すと受話口から聞こえるようになります。

時間経過の目安
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■ 音声メモ一覧から音声メモを削除するとき
a削除する音声メモにカーソルを合わせて m21 を押し、「はい」を選択する
･ 全件削除するときは m22 を押し、「はい」を選択します。

■ 音声メモ一覧から電話番号を電話帳に登録するとき
a登録する通話中音声メモにカーソルを合わせて m4 を押す
･ 登録済みの電話帳データに追加するときは、m5 を押します。

b1 または 2 を押し、名前やメールアドレスなどを登録する ☛P95、P98
･ 登録済みの電話帳データに追加するときは、1 または 2 を押し、登録先の電話帳デー
タを選択します。☛P105

通話時間・料金を確認する 通話時間／通話料金

音声電話、テレビ電話などの前回および積算の通話時間と通話料金を確認できます。
･通話時間は、音声電話通話時間とテレビ電話通話時間、64Kデータ通信時間が表示され、かけた場合
とかかってきた場合の両方がカウントされます。
･通話料金はかけた場合のみカウントされます。ただし、フリーダイヤルなどの無料通話先や番号案内
（104）などに通話した場合は、「0 YEN」または「＊＊＊＊＊＊」と表示されます。
･通話料金は FOMAカードに蓄積されるため、FOMAカードを差し替えてご利用になる場合、蓄積さ
れている積算料金が表示されます（2004年 12月から積算開始）。
・901i シリーズより前に発売された FOMA 端末でも通話料金は FOMA カードには蓄積されていま
すが、表示することはできません。

･表示される通話時間および通話料金は、リセットすることができます。
･表示される通話時間および通話料金はあくまで目安であり、実際の通話時間／通話料金とは異なる場
合があります。また、通話料金に消費税は含まれておりません。

通話時間を確認する

1 待受画面で m841 を押す

･ 以前に通話時間を積算リセットした場合は、その時点からの積算通話時間が表示されます。

■ 積算通話時間をリセットするとき
ap を押し、端末暗証番号を入力する
bリセットする通話時間を選択し、「はい」を選択する
･ すべての通話・通信時間をリセットするときは、「全積算情報リセット」を選択します。
･ 通話時間画面に戻るときは p を押します。

おしらせ
●通話中音声メモの場合、一覧画面で相手にカーソルを合わせてnを押すと音声電話、tを押すとテレ
ビ電話をかけられます。また、サブメニューのカスタム発信から発信者番号通知／非通知を設定して音声
電話やテレビ電話をかけたり、通信速度を指定してテレビ電話をかけたりできます。

●通話中音声メモ録音中に FOMA端末を折りたたんだ場合の動作は☛P65
●音声メモの内容は、別にメモを取るなどして保管してください。FOMA端末の故障・修理・電話機の変更
やその他の取り扱いによって、録音内容が消失してしまう場合もあります。万一、録音内容が消失してし
まうことがあっても、当社としては責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

直前通話時間 ：直前に発着信した音声電話、テレビ電話、データ通信の通話・通信
時間

積算通話時間（音声） ：音声電話で通話した積算時間
積算通話時間（テレビ電話）：テレビ電話で通話した積算時間
積算通話時間（データ） ：データ通信を行った積算時間
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通話料金を確認する

1 待受画面で m8441 を押す

■ 積算通話料金をリセットするとき
ap を押してPIN2コードを入力し、「はい」を選択する

通話料金を自動でリセットする 通話料金自動リセット設定

毎月１日の０時に積算通話料金を自動リセットします。

1 待受画面で m8444 を押す

2 端末暗証番号を入力し、1 を押す
･ 解除するとき：2 を押す

3 PIN２コードを入力する

直前通話料金（音声） ：直前にかけた音声電話の通話料金
直前通話料金（テレビ電話）：直前にかけたテレビ電話の通話料金
直前通話料金（データ） ：直前に行ったデータ通信の通信料金
積算通話料金 ：音声電話、テレビ電話、データ通信の通話・通信料金の積算料金

･以前に通話料金を積算リセットした場合は、その時点からの積算通
話料金が表示されます。

前回リセット日時 ：前回積算リセットした日時

おしらせ
●直前通話料金の情報がない場合は、「＊＊＊＊＊＊ YEN」と表示されます。
●通話中に音声電話とテレビ電話を切り替えた場合の直前通話料金は、通話内のそれぞれの合計金額が表示
されます。ただし、切り替え中は、料金は加算されません。

●直前および積算の音声電話通話時間やテレビ電話通話時間、64Kデータ通信時間が9999時間59分59
秒を超えると、0秒に戻ってカウントされます。

●FOMA 端末の電源を切ると、直前通話時間は保持されますが、直前通話料金は「＊＊＊＊＊＊ YEN」と表示
されます。

●着信中や相手を呼び出している時間はカウントされません。
●ｉモード通信、パケット通信の通信時間や通信料金はカウントされません。ｉモード利用料などの確認方
法については、ｉモードご契約時にお渡しする『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

お買い上げ時 OFF

おしらせ
●「ON」に設定しているときは、日付時刻設定で、翌月以降へ日付時刻が変更されたときもリセットされます。
●「ON」に設定し、１日の 0時になったときに電源が入っていない場合や通話中の場合は、電源を入れたと
きや通話終了後にリセットされます。

●通話料金自動リセット設定を「ON」に設定しても、設定時と異なる FOMA カードに差し替えて電源を入
れると設定は解除されます。設定時のFOMAカードを差し込んでも設定は元の状態に戻りません。
385



そ
の
他
の
便
利
な
機
能

通話料金の上限を設定して知らせる 通話料金上限通知

通話料金の上限金額を設定し、積算通話料金が設定金額を超えると、アラームやアイコンで通知
します。
･通話料金通知はあくまで目安であり、実際の通話料金とは異なる場合があります。

1 待受画面で m8442 を押す

2 端末暗証番号を入力し、各項目を選択して設定する

3 p を押す

上限通知アイコンを消去する 上限通知アイコン消去

1 待受画面で m8443 を押す

2 端末暗証番号を入力し、「はい」を選択する

お買い上げ時 OFF

通話料金上限通知 ：上限金額を超えたときに通知するかどうかを設定します。
･「OFF」に設定すると以下の項目は設定できません。

料金上限（円） ：料金の上限値を設定します（10円単位で10～100000円）。
通知方法 ：アラームとアイコンで通知するか、アイコンのみで通知するかを設定します。
アラーム音 ：通知方法を「アラーム＋アイコン表示」に設定したときに、アラーム音をメ

ロディから選択します。
アラーム時間（秒）：通知方法を「アラーム＋アイコン表示」に設定したときに、アラームを鳴ら

す時間を設定します（1～ 60秒）。

おしらせ
●通話中または通信中に設定した料金の上限を超えると、ディスプレイに が表示されます。FOMA端末を
折りたたんでいるとき、通話や通信終了後にi、j、bを押すと、背面ディスプレイに が表示され
ます。

●通知方法を「アラーム＋アイコン表示」に設定しているときは、通話または通信終了後、待受画面に戻る
とアラームが鳴り、通話料金が上限を超えた旨のメッセージが表示されます。

●アラームは、電話着信音量調整で設定した音量で鳴ります。
●通知方法を「アラーム＋アイコン表示」に設定していても、通常マナーモード中は、メッセージは表示さ
れますが、アラームは鳴りません。ただし、オリジナルマナーモード中は、オリジナルマナーモード設定
の電話着信音量に従って鳴ります。

●通知方法を「アラーム＋アイコン表示」に設定していても、次の場合は、アラームは鳴らず、メッセージ
も表示されません。
･ドライブモード中
･開閉ロック中
･通話料金自動リセット設定を「ON」に設定しているときに、1日0時に通話料金の上限を超える通話や
通信を行った場合

●アラームが鳴っているときにキー操作を行ったり FOMA 端末を折りたたんだりするとアラームは止まり
ます。また、他の機能が起動した場合も止まります。

●通話料金上限通知を「ON」に設定後に異なる FOMAカードに差し替えた場合でも設定は保持されます。
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電卓として使う 電卓

FOMA端末で四則演算（＋、－、×、÷）ができます。
･最大8桁入力できます。
･スケジュールやメモ帳の入力欄から電卓を利用し、その結果を元の画面の入力欄に貼り付けることが
できます。☛P444

1 待受画面で m74 を押す

2 計算する

3 o を押す
計算結果が表示されます。
･ c を押すと計算結果が削除されます。

メモを作成する メモ帳

･最大50件登録できます。

1 待受画面で m72 を押す

2「＜新しいメモ＞」を選択する

おしらせ
●表示されている数値をコピーするにはm1を押します。コピーされている数値を貼り付けるにはm2
を押します。コピーした数値は電源を切るまで記録され、メモやメール作成画面などの入力欄に何度でも貼り
付けることができます。ただし、記録できるのは1件のみで、新たにコピーすると数値は上書きされます。

●計算結果の整数部分が 8 桁を超えるとエラーとなり、「E」と表示されます。解除するには c を押し
ます。小数点を含む数値が8桁を超える場合は、表示に収まらない小数部分が四捨五入されます。

●メモやメール作成画面などの入力欄から最大上位8桁の半角数字をコピーして、電卓画面に貼り付けられ
ます。8桁を超えた分は貼り付けられません。

●電卓画面に貼り付けた数値に続けて数字を入力できません。また、全角数字や数字以外の文字が含まれて
いる場合は貼り付けることはできません。

ダイヤルキー（0 ～ 9）と O（＋、－、×、÷）を使って計算します。
･ 入力した数字を1桁削除するときは a を押します。
･ 小数点を入力するときは ( を押します。
･ 表示中の数字の＋と－を切り替えるときは # を押します。
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3 メモ内容欄にメモ内容を入力する（全角300文字（半角600文字）まで）

4 種別アイコン欄の「選択」を選択し、アイコンを選択する

5 p を押す
･ メモ内容が入力されていないときは登録できません。

メモを確認する

1 待受画面で m72 を押す
メモ一覧画面が表示されます。

2 確認するメモを選択する

■ メモを削除するとき
am1 を押す
b「はい」を選択する

■ メモからメールを作成するとき
am2 を押す

おしらせ
●メモ帳に登録した内容は、別にメモを取るなどして保管してください。パソコンをお持ちの場合は、デー
タリンクソフトと FOMA USB接続ケーブル（別売）を利用して、パソコンに保管することもできます。

おしらせ
●メモ一覧画面からメモを 1 件削除する場合は、削除するメモにカーソルを合わせて m を押し、「削除」
を選択します。全件削除する場合は、mを押し、「全件削除」を選択し、端末暗証番号を入力します。

●メモ一覧画面からメールを作成する場合は、メールの本文にするメモにカーソルを合わせて m を押し、
「メール作成」を選択します。

■ 電卓で計算した数値を入力するとき
a文字入力画面で m82 を押す
b計算を行い、o を押す

アイコン名称

選択したアイコン

･ 電話番号・メールアドレス・URLが含まれている場合は、Phone To
（AV Phone To）・Mail To・Web To 機能を利用できます。
･ p を押すと、メモを修正できます。
･ 作成日時には、メモを作成した日時が自動的に登録されます。更新日時
には、メモを修正した日時が自動的に更新されます。ただし、日付・時
刻が設定されていない場合は、作成日時や更新日時は記録されません。
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メモからスケジュールを登録する Date To 機能

･メールの本文に Date To 形式の記述が含まれている場合は、本文をメモ帳にコピーしてスケジュー
ルへ登録できます。

1 待受画面で m72 を押す

2 Date To 形式で記述してあるメモを選択する

3 Date To 形式の記述を選択し、スケジュールを登録する

Date To はメモ内容に次の形式の文字列があるときに有効です。項目はすべて必須です。

･□は半角の空白を示します。画面には表示されません。

･年月日と時刻は半角文字で入力してください。
･開始年月日、開始時刻、～（全角）、終了年月日、終了時刻、内容の間は半角の空白で区切ります。
･内容は全角100文字（半角200文字）まで入力できます。最大文字数を超えた文字は削除されます。
･年は西暦、時刻は24時間制です。月、日、時、分が1桁のときは前の0は省略できます。

スイッチ付イヤホンマイクの使いかた スイッチ付イヤホンマイク

イヤホンマイク端子に別売りの平型スイッチ付イヤホンマイク（平型ステレオイヤホンセット含
む）を接続すると、スイッチを押すだけで電話をかけたり受けたりできます。
･平型スイッチ付イヤホンマイクなどのスイッチを押してもテレビ電話はかけられません。
･イヤホンジャック変換アダプタP001（別売）を使うと、従来のイヤホンマイクを使うことができます。

スイッチ付イヤホンマイクを接続する

平型スイッチ付イヤホンマイクなどを FOMA 端末に接続するには、イヤホンマイク端子のカバーを開
け、平型スイッチ付イヤホンマイクなどの接続プラグを差し込んでください。☛P27
･平型スイッチ付イヤホンマイクなどのコードを FOMA 端末に巻き付けないでください。電波の受信
レベルが低下する場合があります。
･平型スイッチ付イヤホンマイクなどのコードをアンテナ部に近づけると、ノイズが入ることがあります。
･プラグは確実に差し込んでください。途中で止まっていると音が聞こえない場合があります。

Date To 形式

 例 2005/12/05□ 10:00 □～□ 2005/12/05□ 11:00 □ミーティング

開始年月日 開始時刻 終了年月日 終了時刻 内容 改行までが内容とみなされます。
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スイッチを押して電話をかける

電話番号をイヤホンスイッチ発信設定で設定した電話帳のメモリ番号に登録しておくと、平型スイッチ
付イヤホンマイクなどのスイッチを押すだけで音声電話をかけられます。
･平型スイッチ付イヤホンマイクなどで電話をかけるときは、イヤホンスイッチ発信設定を「ON」に
設定する必要があります。

1「ピピッ」と音がするまで、スイッチを1秒以上押す
イヤホンスイッチ発信設定で設定したメモリ番号の1件目に登録されている電話番号に音声電話が
かかります。
･ 複数の電話番号が登録されている場合は、1件目に登録されている電話番号に電話がかかります。

2 通話が終わったら、「ピッ」と音がするまでスイッチを1秒以上押す

スイッチを押して電話を受ける

1 電話がかかってきたら、「ピピッ」と音がするまでスイッチを1秒以上押す
･ 着信音はイヤホン切替設定で設定したところから聞こえます。

2 通話が終わったら、「ピッ」と音がするまでスイッチを1秒以上押す

イヤホンをつないで電話をかけるときの相手を選ぶ イヤホンスイッチ発信設定

平型スイッチ付イヤホンマイクなどを接続して電話をかけるときの相手を電話帳のメモリ番号で設定
します。

1 待受画面で m8643 を押す

おしらせ
●イヤホンスイッチ発信設定で設定したメモリ番号にシークレット属性を設定した場合は、シークレット
モードに設定してから、操作してください。

●キャッチホンをご契約でサービスを開始に設定している場合でも、通話中に第三者の電話番号を入力し、
スイッチを押しても電話はかけられません。スイッチを押すと、通話が終了しますのでご注意ください。

●FOMA 端末と miniSD メモリーカード間でデータを移動またはコピーしている場合は、スイッチを押し
ても電話をかけられません。

おしらせ
●オート着信機能を設定すると、かかってきた電話を自動的に受けられます。
●平型スイッチ付イヤホンマイクなどを接続して通話中にFOMA端末を折りたたんだ場合の動作は☛P65
●キャッチホンをご契約でサービスを開始に設定している場合は、通話中にかかってきた音声電話に、ス
イッチを１秒以上押して出られます。

お買い上げ時 OFF
390 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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2 イヤホン自動発信設定欄を選択し、1 を押す

3 電話帳メモリ番号欄を選択する
･ 検索方法を変えて検索し直すときは、m を押します。

4 登録する相手を選択する

5 p を押す

イヤホンをつないで自動で電話を受ける オート着信機能設定

平型スイッチ付イヤホンマイクなどを接続しているとき、かかってきた電話を自動的に受けられます。
音声電話やテレビ電話を受けたとき、接続したイヤホンマイクなどから音声が聞こえます。
･通話中の着信は、本機能が設定されていても動作しません。
･ドライブモード設定中は、本機能は動作しません。

1 待受画面で m8642 を押す

2 自動着信機能欄を選択し、1 を押す
･ 解除するとき：2 を押し、操作4に進む

3 自動着信機能時間（秒）欄を選択し、自動着信するまでの時間を入力する（0～120秒）

4 p を押す

おしらせ
●本機能で設定しているメモリ番号の電話帳データを削除したり、メモリ番号の入れ替えや他の電話帳デー
タで上書きしたりすると、イヤホンスイッチ発信設定は解除されます。

お買い上げ時 OFF

おしらせ
●本機能の自動着信機能時間と伝言メモの応答時間は、同じ時間に設定できません。
●テレビ電話をオート着信で受けた場合、テレビ電話画像選択の代替画像設定で設定された代替画像を送信
し、自動的にテレビ電話を開始します。

●本機能と伝言メモ、留守番電話サービス、転送でんわサービスを同時に設定している場合、設定した呼出
時間により、優先順位が異なります。

●メモリ別着信拒否／許可やメモリ登録外着信拒否を設定しているときに、着信拒否の対象となる電話番号
から着信があった場合は、動作しません。

･ 解除するとき：2 を押し、操作5に進む
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イヤホンからのみ着信音を鳴らす イヤホン切替設定

平型スイッチ付イヤホンマイクなどを接続したときに、着信音をイヤホンからのみ鳴らすように設定し
ます。

1 待受画面で m8641 を押す

2 2 を押す
･ イヤホンとスピーカーの両方から着信音を鳴らすとき：1 を押す

利用する通信事業者を設定する NW検索方法

FOMAサービスを提供する通信事業者を設定します。自動検索で設定するか手動設定するかを選
択できます。手動選択にするときは、通信事業者を指定します。

1 待受画面で m895 を押す

2 各項目を選択して設定する

3 p を押す

お買い上げ時 イヤホン＋スピーカー

おしらせ
●平型スイッチ付イヤホンマイクなどが接続されていないときは、本設定に関わらず、スピーカーから鳴り
ます。

●「イヤホンのみ」に設定した場合でも、着信音の開始から約20秒経過しても電話に出ないと、スピーカー
からも着信音が鳴ります。

●通常マナーモード中は、平型スイッチ付イヤホンマイクなどが接続されていても、イヤホンやスピーカー
から着信音は鳴りません。ただし、オリジナルマナーモード中は、オリジナルマナーモード設定に従って
鳴ります。

通常は設定を変更する必要はありません。

お買い上げ時 ネットワーク自動検索

検索方法：ネットワークの検索方法を設定します。
･「ネットワーク自動検索」に設定したときは、「手動選択」は設定できません。

手動選択：通信事業者を設定します。
･ドコモ以外の通信業者は選択できません（2005年8月現在）。
･ドコモ以外の通信業者を選択したときは、パケ・ホーダイの対象になりません。
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各種機能の設定状況を確認する 設定状況確認

･ PIMロック中は、ロックされている項目の設定状況が「---」で表示されます。

1 待受画面で m842 を押す
「音／バイブ」メニューの各種設定状況が表示されます。

2 O を押して各種設定状況を確認する

各種機能の設定をリセットする 各種設定リセット

各種機能の設定をお買い上げ時の状態に戻します。
･設定リセットを行ったときにお買い上げ時の状態に戻る機能については、「メニュー一覧」をご覧く
ださい。
「メニュー一覧」に記載されていない機能で、お買い上げ時の状態に戻る機能は次のとおりです。
・マナーモード（基本設定を選択するとリセットされます）
・ドライブモード（基本設定を選択するとリセットされます）
・予測辞書データ
・ユーザ辞書データ（単語登録で登録したデータが消去されます）

1 待受画面で m845 を押す

2 端末暗証番号を入力し、項目を選択する

3 p を押し、「はい」を選択する

おしらせ
●メニュー設定はリセットされませんが、アイコンデザインの「カスタム 1」「カスタム 2」を変更してい
た場合、それらはお買い上げ時の状態に戻ります。

●ｉモード設定をリセットした場合、待受テロップと背面ディスプレイに i チャネルの情報は表示されなく
なります。その後、情報が自動更新されるか、待受画面でcを押してチャネル一覧を表示すると、最
新の情報が受信され、待受テロップや背面ディスプレイに表示されるようになります。

現在の画面

･ o で選択／解除が切り替わり、m で全選択／全解除できます。
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登録データを一括して削除する データ一括削除

登録されているデータを削除し、各種機能の設定内容をお買い上げ時の状態に戻します。
･保護したデータも削除されます。
･データ一括削除を行うときは、電池をフル充電しておいてください。電池残量が不十分の場合は、デー
タ一括削除できないことがあります。
･お買い上げ時に登録されている次のデータは削除されます。

･保存・登録した次のデータは削除されます。

･各種設定リセットの対象となる機能と次の機能は、お買い上げ時の状態に戻ります。

1 待受画面で m846 を押す

2 端末暗証番号を入力し、「はい」を選択する
再起動中にデータ一括削除されます。

・ｉアプリ
・データBOX内のマイピクチャの「デコメールピクチャ」と「アイテム」フォルダ内の画像

・メッセージR/F・ｉモードメール・チャットメール（チャットメンバー設定含む）・SMS
・メールテンプレート ・メールグループ ・ブックマーク
・URL入力 ・URL履歴 ・画面メモ
・ラストURL ・i チャネル（受信した情報）・ｉアプリ
・ｉアプリの履歴表示 ・電話帳データ ・着信履歴
・リダイヤル ・伝言メモ（録音した応答ガイダンス含む）
・音声メモ
・データBOX内のマイピクチャ・ｉモーション・メロディの「プリインストール」フォルダ以外のデータ
・バーコードリーダーで読み取ったデータ
・スケジュール（登録・変更した祝日を含む） ・メモ帳
・アラーム ・通話時間 ・単語・定型文
・USSD登録 ・応答メッセージ登録 ・自局番号（自局電話番号以外）
・作成したフォルダ・アルバム ・ソフトウェア更新（予約更新）

・メール振り分け設定 ・ブックマークのツータッチ登録
・ｉアプリ（ソフト一覧から設定する機能） ・待受テロップ設定
・伝言メモ設定 ・マイピクチャ・ｉモーション ・メロディの各動作設定
・カメラ ・ビデオカメラ ・サウンドレコーダー
・赤外線通信のデータ送受信設定 ・PIMロック ・端末暗証番号
・プライバシーモード設定 ・日付時刻設定 ・テレビ電話使用機器設定
・NW検索方法 ・通話中着信動作選択 ・メニュー設定
・変更したフォルダ名 ・カスタムメニュー

おしらせ
●次のデータは削除されません。また、お買い上げ時の設定に戻せません。
･ FOMAカードやminiSDメモリーカードに保存・登録・設定されているデータ
･パソコンから設定したデータ通信の設定

●機能ごとにお買い上げ時の設定に戻すには、各種設定リセットから行ってください。
●削除されるデータが多い場合は、再起動に時間が約１分程度かかるときがあります。途中で電源を切らな
いようご注意ください。

●お買い上げ時に登録されているデータ・ｉアプリを削除した場合は、ｉモードサイト「My D-style」か
らダウンロードできます（☛P289）。ダウンロードには別途パケット通信料がかかります。

●データ一括削除を行った場合、待受テロップと背面ディスプレイに i チャネルの情報は表示されなくなり
ます。その後、情報が自動更新されるか、待受画面でcを押してチャネル一覧を表示すると、最新の
情報が受信され、待受テロップや背面ディスプレイに表示されるようになります。
394 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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FOMA端末から利用できるネット
ワークサービス ネットワークサービス

本書では各ネットワークサービスの概要説明の
み記載しております。詳しい操作や注意事項につ
いては『ネットワークサービス操作ガイド』をご
覧ください。

･ドコモから新しいネットワークサービスが追加提
供されたときには、新しいサービスをメニューに登
録できます。☛P404
･お申し込み、お問い合わせについては取扱説明書裏
面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせくだ
さい。
･ネットワークサービスの開始や停止などの操作は、
サービスエリア外や電波の届いていない場所では、
行えません。電波状態のよい場所で操作してくださ
い。

留守番電話サービスを利用する 留守番電話

電波の届かない所にいるとき、電源を切っている
とき、電話に出られないときなどに、お客様に代
わって伝言メッセージをお預かりします。
日本全国どこからでも伝言メッセージを聞くこ
とができます。
･応答しなかった電話は、留守番電話サービスセン
ターに接続し、伝言メッセージをお預かりします。
待受画面のマークや着信履歴で、着信があったこと
をお知らせします。

※1：留守番電話の応答メッセージを省略して伝言メッ
セージを録音する場合は、応答メッセージが流れて
いるときに # を押すと、すぐに伝言メッセージ
の録音モードに切り替えられます。

留守番電話サービスをご利用になるには、毎月の使
用料とは別に伝言メッセージの再生などにかかる通
話料が必要です。

サービス名 申し込み
月額
使用料

参照

留守番電話サービス 必要 有料 P396
キャッチホン 必要 有料 P398
転送でんわサービス 必要 無料 P399
迷惑電話ストップ
サービス

必要 無料 P401

番号通知お願い
サービス

不要 無料 P401

デュアルネット
ワークサービス

必要 有料 P402

英語ガイダンス 不要 無料 P402

おしらせ
●留守番電話サービス、キャッチホン、転送でん
わサービスは、サービス開始後、FOMA 端末で
機能を停止できます。停止操作を行っても、サー
ビスの契約そのものは解約されません。

･ 伝言メッセージは１件あたり最長3分、最大20
件録音でき、最長72時間保存されます。

･ 電話に出られないことをお伝えするだけの不在
案内機能もあります。

･ 留守番電話サービスを開始に設定していても、
電話の発着信はできます。

･ 留守番電話サービスと転送でんわサービスの両
方をお申し込みになっても、2つのサービスを同
時にはご利用になれません。転送でんわサービ
スを開始に設定すると、留守番電話サービスは、
自動的に停止になります（その後、転送でんわ
サービスを停止に設定しても、留守番電話サー
ビスは自動的には再開しません）。

･ 留守番電話サービスを開始に設定しているとき
に電話がかかってくると、着信音が鳴ります（ご
契約時は約10秒間）。着信音が鳴っている間は
電話に出ることができます。着信音の鳴ってい
る時間（呼出時間）は変更できます。ただし、呼
出時間を0秒に設定した場合、着信履歴は記録さ
れません。

･ 着信中の電話を、留守番電話サービスセンター
に転送できます（☛P63）。通話中にかかって
きた電話も留守番電話サービスセンターに転送
できます。☛P403

･ プッシュ式の一般電話、公衆電話などからも、
「ネットワーク暗証番号」を利用して留守番電話
サービスの操作ができます。あらかじめ遠隔操
作を開始に設定してください。

･ 番号通知お願いサービスを開始に設定している
ときに、「非通知設定」の電話がかかってくる
と、発信者番号通知をお願いする旨のガイダン
スが流れます。伝言メッセージはお預かりでき
ません。

･ 留守番電話サービスを開始に設定していても、
テレビ電話がかかってきたときは留守番電話
サービスセンターに接続されず、留守番電話
サービスの呼出時間に設定した時間経過後に切
断されます。

留守番電話サービスの基本的な流れ

サービスを開始に設定する

電話をかけてきた方が伝言を録音する※1

伝言メッセージを再生する

留守番電話サービスの料金

ステップ 1
ステップ 2
ステップ 3
396



ネ
ッ
ト
ワ
l
ク
サ
l
ビ
ス

留守番電話サービスを開始する

1 待受画面で m9111 を
押す

2「はい」を選択する

3「はい」を選択する
･「いいえ」を選択すると、呼出時間を設定せず、
現在設定されている時間（ご契約時は10秒）で
留守番電話サービスを開始します。

4 呼出時間を入力する（0～ 120秒）
留守番電話サービスが開始されます。
･% を押しても数字を増減できます。

1 待受画面で m9113 を
押して「はい」を選択する

1 待受画面で m9114 を
押して「はい」を選択する

音声ガイダンスで留守番電話サービスを設
定する

1 待受画面で m9116 を
押す

2「はい」を選択し、音声ガイダンスの指
示に従って操作する
･新しい伝言メッセージがあるか確認する、また
は伝言メッセージを聞くには、一度電話を切っ
てから操作してください。

伝言メッセージを聞く

新しい伝言メッセージがあると （数字は件数）
が表示されます。

1 待受画面で m9115 を
押す

2「はい」を選択し、音声ガイダンスの指
示に従って操作する

新しい伝言メッセージがあるか確認する
メッセージ問合せ

1 待受画面で m9117 を
押す

2「はい」を選択する
新しい伝言メッセージがあるときは、待受画面に

（数字は件数）が表示されます。
･件数増加鳴動設定を設定しているときは、新し
い伝言メッセージがあると通知音が鳴り、バイ
ブレータ設定に従って振動します。

伝言メッセージが増えたときに着信音が鳴
るようにする 件数増加鳴動設定

着信後、相手が新しい伝言メッセージを残した場合
や、メッセージ問合せを行ったときに伝言メッセー
ジの件数が増加していた場合は、通知音が鳴るよう
にします。
･メッセージ問合せを行って新しい伝言メッセージ
があると、バイブレータ設定に従って振動します。
･バイブレータ設定を「OFF」に設定していても、マ
ナーモード中は、マナーモードの設定に従って振動
します。
･メッセージ問合せ直後にお預かりした伝言メッ
セージについては、通知音が鳴らない場合がありま
す。
･オールロック中、PIM ロック中、開閉ロック中、ド
ライブモード中、アラーム鳴動中は通知音は鳴らず、
バイブレータも振動しません。

留守番電話サービスを停止する

設定内容を確認する

おしらせ
●設定確認画面で、サブメニューから設定を変更で
きます。
m1：留守番電話サービス開始
m2：留守番電話サービス停止
m3：留守番電話呼出時間設定

●待受画面で m9112 を押すと、
呼出時間だけ設定できます。

●お話し中（パケット通信中）に別の電話がかかっ
てきても、その電話を留守番電話サービスセン
ターでお受けできます。
かかってきた電話を手動で転送する☛P63

●呼出時間の設定は、留守番電話サービス停止後
も保持されます。

おしらせ
●新しい伝言メッセージがあるときは、待受画面
からすばやく再生できます。☛P37

●FOMAを折りたたんでいるときにi、j、b
を押すと、背面ディスプレイに が表示されま
す。

●表示される件数は、新しい伝言メッセージを再生
するときにガイダンスで案内する件数です。保存
した伝言メッセージの件数は含まれません。
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1 待受画面で m912 を押す

2 件数通知音を選択し、1 を押す
･鳴らさないとき：2 を押し、操作5に進む

3 通知メロディを選択する

4 フォルダを選択し、メロディを選択する
メロディが設定され、件数増加鳴動設定画面に戻
ります。
･選択時にメロディを再生して確認するには

☛P114

5 p を押す

伝言メッセージのマークを消す 表示消去

1 待受画面で m914 を押す

2「はい」を選択する
伝言メッセージの件数を示すマークが消えます。

圏外にいても着信があったことを通知する
着信通知

電源が入っていないときや圏外のときに着信があっ
た場合、再び電源が入ったときや圏内になったとき
に着信があったことをSMSでお知らせします。
･ SMS1件につき、最大5件まで着信が通知されます。
･ SMS一括拒否を設定していても通知されます。
･設定、通知（SMS受信）にかかる料金は無料です。

1 待受画面で m9131 を
押す

2「はい」を選択する

3「はい」または「いいえ」を選択する
･「はい」を選択すると、発信者番号通知の着信
のみ通知します。
･「いいえ」を選択すると、すべての着信を通知
します。

1 待受画面で m9132 を
押して「はい」を選択する

1 待受画面で m9133 を
押して「はい」を選択する

キャッチホンを利用する キャッチホン

通話中に第三者から電話がかかってきたことを、
通話中着信音「ププ…ププ…」でお知らせします。
通話中の電話を保留にして、第三者と通話できま
す。
･通話中の電話を保留にして、新たに別の相手に電話
をかけられます。
･番号通知お願いサービスを「開始」に設定中、「非
通知設定」の着信があった場合は、発信者番号通知
をお願いする旨のガイダンスが流れ、キャッチホン
はご利用できません。
･次のとき、キャッチホンは動作しません。
･ 104番、110番、117番※1、118番、119
番にかけているとき
※1：117 番と通話中に音声電話を着信した場

合は「ププ…ププ…」という音が聞こえま
すが、電話には出られません（着信履歴に
は不在着信として残ります）。

･ ダイヤル中、および相手を呼出中のとき
･ 留守番電話サービスをご利用のお客様で、伝言
メッセージの再生など、留守番電話サービスセ
ンターに接続されている間
･ 1411（留守番電話サービスの開始）、1420
（転送でんわサービスの停止）など、各種ネット
ワークサービスの設定を行うために、4桁の電話
番号にかけているとき
･ テレビ電話通話中（着信履歴には不在着信とし
て残ります）
･ 音声電話通話中にテレビ電話がかかってきたと
き（着信履歴には不在着信として残ります）

･通話保留中も発信者の料金は加算され続けます。
･通話中にテレビ電話はできません。

キャッチホンを開始する

1 待受画面で m921 を押す

2「はい」を選択する

1 待受画面でm922を押して
「はい」を選択する

1 待受画面でm923を押して
「はい」を選択する

お買い上げ時 件数通知音：ON  通知メロディ：パターン1

着信通知を開始する

着信通知を停止する

設定内容を確認する

キャッチホンを停止する

設定内容を確認する
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■ 通話を保留にして、かかってきた電話に出るとき
a 通話中に n を押す

最初の相手との通話が保留になり、後からか
かってきた電話に出られます。
･「マルチ接続中」と表示されます。
･ tを押すたびに通話相手が切り替わります。
･ ガイド行に「保留」と表示されているとき
は、oを押すと現在通話中の相手も保留に
できます。再度oを押すと解除されます。
･ 保留中の通話を終わらせるときは、キャッチ
ホン中（マルチ接続中）にm1を押し
ます。

b 一方の相手との通話が終わったら f を押す
通話が終了し、着信音が鳴ります。
･ nを押すと、保留中の相手との通話が再開
します。

■ 通話を終わらせて、かかってきた電話に出るとき
a 通話中に f を押す

かかってきた電話の着信音が鳴ります。
b n を押す

新しくかかってきた電話と通話できます。

■ 通話を保留にして、別の相手に電話をかけるとき
a 通話中にm8を押し、電話番号を入力する
･ 着信履歴から電話をかける場合はm2
を、リダイヤルから電話をかける場合は
m3を押します。電話帳に登録されてい
る相手に電話をかける場合はpを押し、相
手にカーソルを合わせます。

b n を押す
新しくかけた相手と通話できます。お話し中の
通話は自動的に保留になります。
･「マルチ接続中」と表示されます。
･ tを押すたびに通話相手が切り替わりま
す。
･ ガイド行に「保留」と表示されているとき
は、oを押すと現在通話中の相手も保留に
できます。再度oを押すと解除されます。
･ 保留中の通話を終わらせるときは、キャッチ
ホン中（マルチ接続中）にm1を押し
ます。

c 新しくかけた相手との通話が終わったらfを
押す
通話が終了します。
･ nを押すと、保留中の相手との通話が再開
します。

転送でんわサービスを利用する 転送でんわ

電波が届かない所にいるとき、電源を切っている
とき、電話に出られないときなどに、FOMA 端
末にかかってきた電話を、ご家庭やオフィスなど
に自動的に転送します。
･全国のFOMAサービスエリア内ならどこでも利用で
きます。

おしらせ
●キャッチホンを利用するときは、通話中着信動
作選択を「通常着信」に設定してください。通
話中着信設定の開始／停止操作に関わらず、
キャッチホンが利用できます。

●通話中着信動作選択が「通常着信」以外の設定
になっている場合は、キャッチホンを開始して
も着信動作は行いません。

その他の操作

おしらせ
●マルチ接続中に別の電話がかかってきても受け
られません。着信履歴には不在着信として残り
ます。

･ 転送先の登録は1件です。
･ 転送でんわサービスを開始に設定していても、
電話の発着信はできます。

･ 転送でんわサービスを開始に設定しているとき
に電話がかかってくると、着信音が鳴ります（ご
契約時は約 7 秒間）。着信音が鳴っている間は
電話に出ることができます。着信音の鳴ってい
る時間（呼出時間）は変更できます。ただし、
呼出時間を0秒に設定した場合、着信履歴は記
録されません。

･ 着信中の電話を転送できます（☛P63）。また、
通話中にかかってきた電話も転送できます。
☛P403

･ 転送でんわサービスと留守番電話サービスの両
方をお申し込みになっても、2つのサービスを同
時には利用できません。留守番電話サービスを
開始に設定すると、転送でんわサービスは、自
動的に停止になります（その後、留守番電話サー
ビスを停止に設定しても、転送でんわサービス
は自動的には再開しません）。

･ 番号通知お願いサービスを開始に設定している
ときに、「非通知設定」の電話がかかってくる
と、発信者番号通知をお願いする旨のガイダン
スが流れます。転送先には転送されません。

･ プッシュ式の一般電話、公衆電話などからも、
「ネットワーク暗証番号」を利用して転送でんわ
サービスの操作ができます。あらかじめ遠隔操
作を開始に設定してください。

･ テレビ電話がかかってきたときは、転送でんわ
サービスを開始に設定していても、転送先を3G-
324M に準拠したテレビ電話対応機に設定して
いない場合は接続されません。転送先の電話機を
あらかじめご確認の上、転送設定を行ってくださ
い。

･ 一部ご利用できない料金プランがあります。
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･転送でんわサービスの転送先登録、サービスの開始／
停止、呼出時間の設定の通話料は無料です。

転送でんわサービスを開始する

1 待受画面で m931 を押す

2「はい」を選択する

3「はい」を選択する

4 転送先電話番号を入力する（26桁まで）
･転送先として、110 番などの 3 桁の電話番号
やクイックナンバー、フリーダイヤルは指定で
きません。

■ 転送先電話番号を電話帳から設定するとき
a ガイド行に が表示されている状

態で m を押す
･ 検索方法を変えて検索し直すにはmを
押します。

･ 複数の電話番号が登録されている電話
帳を選択した場合は、転送先電話番号を
選択します。

b 転送先電話番号を選択する

5 p を押す

6「はい」を選択する
･「いいえ」を選択すると、呼出時間を設定せず、
現在設定されている時間（ご契約時は7秒）で
転送でんわサービスを開始します。

7 呼出時間を入力する（0～120秒）
･% を押しても数字を増減できます。

1 待受画面でm932を押して
「はい」を選択する

転送でんわサービスの利用の有無や転送先の電話番
号などを確認します。

1 待受画面でm935を押して
「はい」を選択する

1 待受画面で m933 を押す

2 転送先電話番号を入力して p を押す

3「はい」を選択する

1 待受画面で 1429n を
押し、音声ガイダンスの指示に従って操
作する

転送先が通話中のとき留守番電話サービス
で対応する 転送先通話中時設定

･留守番電話サービスのご契約が必要です。

1 待受画面で m934 を押す

2「はい」を選択する
･留守番電話サービスでの応答を解除するとき
は「いいえ」を選択します。

転送でんわサービスの基本的な流れ

転送先の電話番号を登録する

転送でんわサービスを開始に設定する

お客様の FOMA端末に電話がかかる

電話に出ないと自動的に指定した転送
先に転送される

転送でんわサービスの利用料金

通話料

←→
転送でんわサービス
のご契約者 ←→

電話をかけた方の
ご負担です。

転送でんわサービスの
ご契約者のご負担です。

ステップ 1

ステップ 2

ステップ 3

ステップ 4

発信者 転送先

おしらせ
●電波が届かない場合や電源が入っていない場合
は、着信音が鳴らずに自動的に転送されます。こ
の場合も転送元から転送先までの通話料金は、転
送でんわサービスご契約者のご負担となります。

●転送先から申し出があり、当社が必要と認める
ときは、お客様に代わってその転送を中止させ
ていただくことがあります。

●PBX、ポケットベル※、FAXを転送先とした場
合、かけてきた方に誤解を与えることがありま
すので、ご注意ください。

●お話し中（パケット通信中）に別の電話がかかっ
てきても、その電話を転送先へ転送できます。
かかってきた電話を手動で転送する☛P63

●呼出時間の設定は、転送先変更後や転送でんわ
サービス停止後も保持されます。

転送でんわサービスを停止する

設定内容を確認する

転送先を変更する

転送ガイダンス有・無を設定する
400
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迷惑電話ストップサービスを利用する
迷惑電話ストップサービス

迷惑電話を自動的に着信拒否します。迷惑電話の
登録操作をすると、以降、同じ電話番号から電話
がかかってきたときに、着信を拒否するガイダン
スを流して通話を終了します。
･最大30件登録できます。

最後に着信応答した電話番号を着信拒否に
登録する

1 迷惑電話がかかってきた後に待受画面
で m941 を押す

2「はい」を選択する
最後に着信応答した電話番号が、着信拒否する迷
惑電話番号として登録されます。不在着信など通
話していない場合は登録の対象になりません。

■ 既に30件登録されているとき
最も古い電話番号を上書きするかどうかの確
認画面が表示されます。「はい」を選択する
と、最も古い電話番号が削除され、新しい電
話番号が登録されます。

指定した電話番号を着信拒否に登録する

1 待受画面で144nを押し、
音声ガイダンスの指示に従って操作す
る

拒否登録した電話番号を削除する

最後に登録した電話番号から1件ずつ削除できます。
また、すべての電話番号をまとめて削除できます。

1 待受画面で m943 を押す
･全件削除するときはm942を押し
ます。

2「はい」を選択する
最後に登録した電話番号が削除されます。

番号通知お願いサービスを利用する
番号通知お願いサービス

発信者番号を通知してこない電話がかかってく
ると、発信者番号通知をお願いする旨のガイダン
スで応答します。迷惑電話などによるトラブルを
防ぎ、安心して携帯電話を利用できます。
･発信者番号の非通知理由が、「非通知設定」の場合
に、番号通知お願いサービスが動作します。非通知
理由が「通知不可能」および「公衆電話」の場合は
動作しません。
･ガイダンスが応答している間は、発信者に通話料金
がかかります。

番号通知お願いサービスを開始する

1 待受画面で m961 を押す

2「はい」を選択する

1 待受画面でm962を押して
「はい」を選択する

おしらせ
●迷惑電話ストップサービスを設定中の着信と、
各サービスとの関係は次のとおりです。

サービス名 着信拒否登録した電話番号からの着信
の取り扱い

留守番電話
サービス

着信拒否ガイダンスが流れます。伝言
メッセージはお預かりしません。

転送でんわ
サービス

着信拒否ガイダンスが流れます。転送
先には転送されません。

キャッチ
ホン

着信拒否ガイダンスが流れます。

番号通知
お願い
サービス

着信拒否ガイダンスが流れます。発信
者番号通知をお願いする旨のガイダン
スは流れません。

ドライブ
モード

着信拒否ガイダンスが流れます。ドラ
イブモードのガイダンスは流れませ
ん。

●発信者番号非通知の電話でも登録できます。
●着信拒否登録した電話番号は、確認や問い合わ
せができません。着信拒否登録した電話番号を
メモなどに控えておくことをおすすめします。

●国際電話は着信拒否登録できない場合がありま
す。

●着信拒否登録した電話番号から音声電話がか
かってきたときは、着信音は鳴らず、着信履歴
にも記録されません。また、着信拒否登録した
電話番号からテレビ電話がかかってきたとき
は、テレビ電話をかけた側には着信を拒否する
ガイダンスは流れず、接続できなかった旨の
メッセージが画面に表示されます。

番号通知お願いサービスを停止する
401つづく※：2001年1月から、ドコモのポケットベルは「クイックキャスト」に名称が変わりました。
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1 待受画面でm963を押して
「はい」を選択する

デュアルネットワークサービスを利用
する デュアルネットワーク

お使いになっている FOMA 端末の電話番号で、
mova端末を利用できます。これによってFOMA
サービスエリア外であっても、movaサービスエ
リア内であれば、mova端末で音声電話が利用で
きます。
･ FOMAとmovaを同時に利用することはできません。

･デュアルネットワークサービスの切り替え操作は、
サービスを利用できない状態の FOMA 端末または
mova 端末から行います。

mova端末を使えるようにする

1 mova端末で「1540」とダイヤルする

2 ガイダンスに従って操作する

FOMA端末を使えるようにする

mova 端末に切り替えていたデュアルネットワーク
サービスを、FOMA端末に切り替える操作です。

1 FOMA端末の待受画面でm99
51 を押す

2「はい」を選択する

3 ネットワーク暗証番号を入力する

1 待受画面で m9952 を
押して「はい」を選択する

ガイダンスを日本語と英語で切り替える
英語ガイダンス

発着信時の音声ガイダンスなど各種ネットワー
クサービス設定時の音声ガイダンスを英語に設
定できます。
･利用できる言語は、「日本語」と「英語」です。
･発信者が本サービスを利用している場合は、発信者
側の発信時の設定が着信者側の着信時の設定より
優先されます。

1 待受画面で m9941 を
押す

2「はい」を選択する

設定内容を確認する

おしらせ
●番号通知お願いサービス開始中の着信と、各
サービスの関係は次のとおりです。

●番号通知お願いサービスを開始に設定している
ときに、非通知設定の音声電話がかかってきた
ときは、着信音は鳴らず、着信履歴にも記録さ
れません。また、非通知設定のテレビ電話がか
かってきたときは、テレビ電話をかけた側には
発信者番号通知をお願いする旨のガイダンスは
流れず、接続できなかった旨のメッセージが画
面に表示されます。

●番号通知お願いサービスは、お客様ご自身の
FOMAカードを取り付けた FOMA端末からのみ
開始／停止の操作ができます。遠隔操作はできま
せん。開始／停止の操作には通話料金はかかりま
せん。

●FOMA 端末の発番号なし動作設定と本サービス
を同時に設定した場合は、本サービスが優先さ
れます。

サービス名 発信者番号を通知しない着信の
取り扱い

留守番電話
サービス

発信者番号通知をお願いする旨のガイ
ダンスが流れます。伝言メッセージは
お預かりしません。

転送でんわ
サービス

発信者番号通知をお願いする旨のガイ
ダンスが流れます。転送先には転送され
ません。

キャッチ
ホン

発信者番号通知をお願いする旨のガイ
ダンスが流れます。

迷惑電話
ストップ
サービス

着信拒否に登録した電話番号から着信
すると、着信拒否ガイダンスが流れま
す。発信者番号通知をお願いする旨の
ガイダンスは流れません。

ドライブ
モード

発信者番号通知をお願いする旨のガイ
ダンスが流れます。ドライブモードの
ガイダンスは流れません。 設定内容を確認する

おしらせ
●mova端末でもFOMAのｉモードサービスを利
用できますが、一部利用できないサービスがあり
ます。また、ｉモード利用時や各種ネットワーク
サービスにおいては、FOMA、movaそれぞれに
制限事項や注意事項があります。詳しくは『ネッ
トワークサービス操作ガイド』をご覧ください。
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3 1 または 2 を押す

4「はい」を選択する

5 1 ～ 3 を押す

1 待受画面で m9942 を
押して「はい」を選択する

サービスダイヤルを利用する サービスダイヤル

ドコモ故障窓口やドコモ総合案内・受付へ電話を
かけます。
･お使いの FOMA カードによっては、ドコモ故障窓
口とドコモ総合案内・受付の項目番号が異なる場合
や表示されない場合があります。☛P41

故障の問い合わせをする

1 待受画面で m9961 を
押す

2「はい」を選択する
ドコモ故障問合せに電話がかかります。

総合案内・受付へ電話をかける

1 待受画面で m9962 を
押す

2「はい」を選択する
DoCoMo インフォメーションセンターに電話が
かかります。

通話中に電話がかかってきたときの応
対を設定する 通話中着信動作選択

音声電話通話中または 64K データ通信中に別の
電話がかかってきたときに、留守番電話や転送で
んわなどで対応します。
･留守番電話サービス、転送でんわサービスは、あら
かじめご契約が必要なオプションサービスです。
･通話中に64Kデータ通信の着信やテレビ電話がか
かってきた場合、または64Kデータ通信中に64K
データ通信の着信やテレビ電話がかかってきた場
合は、「着信拒否」になります。

通話中に電話がかかってきたときの対応方
法を選択する

1 待受画面で m98 を押す

2 1 ～ 4 を押す

日本語：発信時に自分が聞くガイダンスを日
本語に設定します。

英語 ：発信時に自分が聞くガイダンスを英
語に設定します。

日本語 ：着信時に相手が聞くガイダンスを日
本語に設定します。

日本語＋英語
：着信時に相手が聞くガイダンスを、日
本語→英語の順に設定します。

英語＋日本語
：着信時に相手が聞くガイダンスを、英
語→日本語の順に設定します。

設定内容を確認する
お買い上げ時 通常着信

通常着信 ：通話中または64Kデータ通信中に
かかってきた電話に応答したり、留
守番電話サービスセンターや転送
でんわサービスで登録した転送先
に転送できます。

留守番電話：通話中または 64K データ通信中に
かかってきた電話に留守番電話
サービスで応答します。

転送でんわ：通話中または 64K データ通信中に
かかってきた電話を転送します。

着信拒否 ：通話中または 64K データ通信中に
かかってきた電話を着信拒否しま
す。着信履歴に記録されます。

おしらせ
●通話中着信動作を有効にするには、通話中着信設
定を開始してください。ただし、キャッチホンを
契約し、サービスを開始している場合には、通話
中着信設定の開始、停止に関わらず、通話中着信
動作は有効です。

●留守番電話サービスまたは転送でんわサービス
を停止に設定中でも、本機能を「留守番電話」ま
たは「転送でんわ」に設定した場合は、通話中着
信設定を開始すれば自動的にそれらの設定が有
効になります。
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通話中着信設定を開始する 通話中着信設定

通話中着信動作選択で選択した応答方法を開始／停
止します。
･キャッチホンを契約し、サービスを開始している場
合には、本機能に関わらず、通話中着信動作選択で
設定した動作となります。

1 待受画面で m971 を押す

2「はい」を選択する

1 待受画面でm972を押して
「はい」を選択する

1 待受画面でm973を押して
「はい」を選択する

遠隔操作を設定する 遠隔操作

留守番電話サービスや転送でんわサービスなど
を、プッシュ式の一般電話や公衆電話から操作で
きるようにします。

遠隔操作を開始する

1 待受画面で m9931 を
押す

2「はい」を選択する

1 待受画面で m9932 を
押して「はい」を選択する

1 待受画面で m9933 を
押して「はい」を選択する

マルチナンバーを利用する マルチナンバー

･マルチナンバーは、2005年8月現在サービスを開
始しておりません。

新しいネットワークサービスを登録する
追加サービス（USSD登録）

ドコモから新しいネットワークサービスが追加
されたときに、メニューに登録して利用します。
･最大10件登録できます。

ネットワークサービスを登録する

1 待受画面で m991 を押す

2 サービスを登録する番号にカーソルを
合わせて p を押す

■ 登録内容を変更するとき
a 登録済みの番号にカーソルを合わせてp

を押す

3 USSDコード欄を選択し、USSDコード
を入力する
･ドコモから通知されたサービスコードを
USSDコード欄に入力します。サービスコード
とはネットワークサービスの設定などを行うた
めのコードです。FOMA端末ではUSSDコー
ドとして登録します。

4 名称欄を選択し、サービス名を入力する
（全角10文字（半角20文字）まで）

5 p を押す

登録したネットワークサービスを利用する

1 待受画面で m991 を押す

2 1 ～ 8 を押す
登録されたコードがサービスセンターに発信さ
れます。

通話中着信設定を停止する

設定内容を確認する

遠隔操作を停止する

設定内容を確認する

･ & を押してページ
を切り替えられま
す。

･ & を押してページ
を切り替えられま
す。

サービスコード
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応答メッセージを登録する

追加したサービスを実行したときに、サービスセン
ターから返ってくるコードに対応したメッセージを
登録します。登録したコードが応答として返ってき
たときにこのメッセージが表示されます。
･最大10件登録できます。

1 待受画面で m992 を押す

2 1 ～ 8 を押す

■ 登録内容を変更するとき
a 登録済みの番号を選択する

3 USSDコード欄を選択し、ドコモから通
知されたUSSDコードを入力する

4 応答メッセージ欄を選択し、メッセージ
を入力する（全角10文字（半角20文
字）まで）

5 p を押す

1 待受画面で m991 を押す
･応答メッセージを削除するときは m9

92 を押します。

2 削除するサービスにカーソルを合わせ
て m1 を押す
･全件削除するときは m2 を押します。
･& を押してページを切り替えられます。

3「はい」を選択する
･ & を押してページ
を切り替えられま
す。

登録したサービスを削除する
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データ通信について

FOMA 端末から利用できるデータ通信の形態や
接続方法、および利用時の留意点について説明し
ます。
･ FOMA端末は FAX通信をサポートしていません。
･ FOMA 端末をドコモの PDA「sigmarion Ⅱ」や
「musea」に接続してデータ通信を行う場合、
「sigmarion Ⅱ」や「musea」をアップデートし
てご利用ください。アップデートの方法などの詳細
については、ドコモのホームページをご覧くださ
い。

利用できる通信形態

FOMA端末の通信形態は、パケット通信、64Kデー
タ通信、データ転送の3つに分類されます。
これらの通信は、添付のCD-ROMから関連ソフトを
パソコンにインストールし、FOMA 端末とパソコン
を接続して各種設定を行うと利用できます。

■ パケット通信
パケット通信は送受信したデータ量に応じて課金
されるので、メールの送受信など、比較的少ない
データ量を高速でやりとりするのに適していま
す。ネットワークに接続していても、データの送
受信を行っていないときには通信料がかからない
ので、ネットワークに接続したまま必要なときに
データを送受信するという使いかたができます。
ドコモのインターネット接続サービスmopera U /
mopera など、FOMA のパケット通信に対応した
アクセスポイントを利用して、受信最大384kbps、
送信最大64kbpsの高速パケット通信が可能です。
通信環境や混雑状況の影響により通信速度が変化
するベストエフォートによる提供です。
画像を含むホームページの閲覧、データのダウン
ロードなどデータ量の多い通信を行った場合、通
信料が高額になりますのでご注意ください。

■ 64Kデータ通信
64K データ通信は 64kbps の安定した通信速度
でデータ送受信できます。データ量に関係なく、
ネットワークに接続している時間の長さに応じて
課金されるので、マルチメディアコンテンツのダ
ウンロードなど、比較的データ量の多い送受信を
行うのに適しています。ドコモのインターネット
接続サービスmopera U / mopera など、FOMA
64Kデータ通信に対応したアクセスポイント、ま
たは ISDN の同期 64K アクセスポイントを利用
します。

■ データ転送
FOMA USB接続ケーブル（別売）を使ってデー
タを転送・交換する、課金が発生しない通信形態
です。電話帳や送受信メール、ブックマークなど
の各種データを送受信します。

ご利用時の留意事項

パソコンからインターネットを利用する場合は、通
常ご利用になるインターネットサービスプロバイダ
（以降、プロバイダ）に対する利用料が必要です。こ
の利用料は、FOMA サービスの利用料とは別に直接
プロバイダにお支払いいただきます。利用料の詳し
い内容については、ご利用のプロバイダにお問い合
わせください。
･ドコモのインターネット接続サービス mopera U /
mopera をご利用いただけます。mopera U は、お
申し込みが必要（有料）です。ブロードバンド接続
や国際ローミングなどに対応し、使用した月だけ月
額使用料がかかるプランもございます。また、
moperaは、お申し込み不要、月額使用料無料です。
今すぐインターネットに接続できます。利用料などの詳
細については、ドコモのホームページをご覧ください。

パケット通信と64Kデータ通信では接続先が異なり
ます。パケット通信を行うときはFOMAのパケット
通信に対応した接続先、64Kデータ通信を行うとき
はFOMA 64Kデータ通信、またはISDN同期64K対
応の接続先をご利用ください。
･DoPaのアクセスポイントには接続できません。
･ PIAFS などの PHS64K ／ 32K データ通信のア
クセスポイントには接続できません。

接続先によっては、接続時にユーザ認証（ID とパス
ワード）が必要な場合があります。その場合は、通
信ソフトまたはダイヤルアップネットワークで IDと
パスワードを入力して接続してください。ID とパス
ワードは接続先のプロバイダまたは接続先のネット
ワーク管理者から付与されます。詳しい内容につい
ては、プロバイダまたは接続先のネットワーク管理
者にお問い合わせください。

FirstPass（ユーザ証明書）の認証を行う場合は添付
のCD-ROMからFirstPass PCソフトをインストー
ルし、設定してください。詳しくは添付のCD-ROM
内の「FirstPassManual」をご覧ください。
「FirstPassManual」（PDF 形式）をご覧になるに
は、Adobe Reader（バージョン 6.0 以上を推奨）
が必要です。パソコンにインストールされていない
場合は、アドビシステムズ株式会社のホームページ
から最新版をダウンロードできます（別途通信料が

インターネットサービスプロバイダの利用
料について

接続先（プロバイダなど）の設定について

ネットワークアクセス時のユーザ認証について

パソコンのブラウザを利用してのアクセス
認証について
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かかります）。詳しくはアドビシステムズ株式会社の
ホームページを参照してください。

■ FirstPass PCソフトの動作環境

※1：パソコンのシステム構成によって異なります。

FOMA端末で通信を行うには、次の条件が必要です。
･ FOMA USB 接続ケーブル（別売）に対応したパソ
コンであること
･ FOMAサービスエリア内であること
･パケット通信の場合、アクセスポイントが FOMA
のパケット通信に対応していること
･ 64Kデータ通信の場合、接続先がFOMA 64Kデー
タ通信、または ISDN同期64Kに対応していること
ただし、上記の条件が整っていても、基地局が混雑
していたり、電波状況が悪かったりする場合は通信
できないことがあります。

データ通信の準備の流れ

パソコンと FOMA 端末を接続して、パケット通
信または 64K データ通信を利用する場合の準備
は次のような流れになります。

通信設定ファイル（ドライバ）について

FOMA端末をパソコンに接続して通信モードでデータ
通信を行うには、添付の CD-ROM から通信設定ファ
イルをインストールする必要があります。

FOMA PC設定ソフトについて

添付の CD-ROMから FOMA PC 設定ソフトをパソ
コンにインストールすると、FOMA 端末とパソコン
を接続して、データ通信を行うために必要なさまざ
まな設定を、パソコンから簡単な操作で行えます。

項　目 必要環境
パソコン本体 PC/AT互換機
OS Windows 98SE、Me、2000、

XP（各日本語版）
必要メモリ※1 Windows 98SE、Me、2000：

32MB以上
Windows XP：128MB以上

ハードディスク
容量※1

10MB以上の空き容量

ブラウザ Microsoft® Internet Explorer
5.5 以上
Windows XPの場合は
Microsoft® Internet Explorer
6.0 以上

パケット通信および64Kデータ通信の条件

データ通信編の用語集
● APN（Access Point Name）

パケット通信で接続するプロバイダや社内 LAN を
識別する文字列。mopera U は「mopera.net」が、
mopera は「mopera.ne.jp」が APNとなります。

● cid（Context Identifier）
パケット通信の接続先（APN）に対応して、FOMA
端末に登録した APN に割り当てられる登録番号。
FOMA端末では1から10までの10件が使えます。
お買い上げ時、cid１には「mopera.ne.jp」、cid３に
は「mopera.net」があらかじめ登録されています。

● W-TCP
FOMA ネットワークでパケット通信を行う際に、
TCP/IPの伝送能力を最大限に生かすためのTCPパ
ラメータ。FOMA端末の通信性能を最大限に活用す
るには、この通信設定が必要です。

● 管理者権限
Windows XP、2000を使用するときに、OSのシス
テムなどすべてにアクセスできる権限のこと。1台の
パソコンに最低1人は、パソコンの管理者権限を持つ
ユーザが設定されています。通常、パソコンの管理者
権限がないユーザは、ドライバ、ソフトなどのインス
トールおよびアンインストールができません。

通信設定ファイルのインストール☛P411

パソコンと FOMA端末の接続☛P410

通信設定ファイルの確認☛P412

FOMA PC設定ソフトのインストール☛P413

（かんたん設定）
パケット通信設定
●mopera U / mopera

☛P414
●その他のプロバイダ

☛P415

（かんたん設定）
64Kデータ通信設定
●mopera U / mopera

☛P417
●その他のプロバイダ

☛P417

通信実行☛P418（切断☛P419）

FOMA PC設定ソフトを使わない通信の設定
☛P422

接続☛P430（切断☛P430）
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動作環境の確認

通信設定ファイルおよび FOMA PC 設定ソフトは、
次の動作環境でご利用ください。
･動作環境によってはご使用になれない場合があり
ます。また、下記の動作環境以外でのご使用による
問い合わせおよび動作保証は、当社では責任を負い
かねますのであらかじめご了承ください。
･本章の説明は、主にWindows XP での操作方法を
例にしています。他のOSでは画面の表示が異なる
場合があります。また、Windows 98 とWindows
98SE をまとめて Windows 98 と表記していま
す。

※1：USB接続の場合は、USBポート（USB仕様1.1/
2.0 に準拠）が必要です。

インストール・アンインストール前の注意点

･Windows XP、2000で通信設定ファイルや
FOMA PC設定ソフトのインストール・アンインス
トールを行う場合は、必ずパソコンの管理者権限を
持ったユーザで行ってください。それ以外のユーザ
で行うとエラーになります。パソコンの管理者権限
の設定操作については、パソコンの取扱説明書をご
覧になるか、各パソコンメーカーやマイクロソフト
社にお問い合わせください。
･操作を始める前に、稼動中の他のプログラムがない
ことを確認してください。稼動中のプログラムが
あった場合は、プログラムを保存・終了させた後に
行ってください。

パソコンと FOMA端末を接続する

パソコンと FOMA 端末は、電源が入っている状
態で接続してください。
･通信モードで初めてパソコンに接続する場合は、必
ず通信設定ファイル（ドライバ）を先にインストー
ルしてください。☛P411
･miniSDモードで初めてパソコンに接続した場合は、
OSが自動的にドライバをインストールします。あら
かじめ通信設定ファイルをインストールする必要は
ありません。ただし、miniSDモードに対応している
OSはWindows XP、2000のみです。

USB 接続時にパソコンで操作する内容を設
定する USBモード設定

パソコンと FOMA 端末を接続したとき、パソコンで
データ通信を行うか、パソコンから FOMA 端末に取
り付けられているminiSDメモリーカード内のデータ
を操作するかを設定します。

1 待受画面で m654 を押す

2 1 または 2 を押す

3「はい」を選択する

項　目 必要環境
パソコン本体※1 PC/AT互換機
OS Windows 98、Me、2000、XP

（各日本語版）
必要メモリ Windows 98、Me：32MB以上

Windows 2000：64MB以上
Windows XP：128MB以上

ハードディスク容量 5MB以上の空き容量

お買い上げ時 通信モード

通信モード
：パソコンでデータ通信を行うモードです。

miniSDモード
：パソコンから FOMA 端末に取り付けられ
ているminiSDメモリーカード内のデータ
を操作するモードです。

おしらせ
●パソコンとFOMA端末を接続していても本機能
の設定を変更できます。

●パソコン側で、FOMA 端末を接続すると自動的
にデータ通信を行うように設定している場合
は、miniSDモードに設定できないことがありま
す。

●パソコンからminiSDメモリーカードを操作し
ているときは通信モードに設定できません。
また、通話中や i モード中は、miniSDモードに
設定できません。

●miniSDモードに設定したとき
･パソコンから FOMA端末に取り付けられてい
る miniSD メモリーカードを初期化すると、
FOMA 端末で正常に使用できなくなる場合が
あります。初期化は FOMA端末で行ってくだ
さい。☛P338
･ FOMA 端末にパソコンを接続していない状態
で miniSD メモリーカードへのアクセスがな
く約90秒が経過すると、自動的に通信モード
に切り替わります。
･電話やｉモードなどが通信できなくなります。
･着信ランプが点滅します。
･miniSDメモリーカードの操作を終了するとき
は、タスクトレイの をクリックし「USB 大
容量記憶装置デバイス－ドライブ（E:）※2を安
全に取り外します」をクリックしてください。
※2：ドライブに割り当てられる文字はパソ

コンのシステムによって異なります。
●パソコンから操作したときの miniSD メモリー
カードのフォルダ構成について☛P330
410 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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接続のしかた

FOMA USB接続ケーブル（別売）を使って接続しま
す。

a FOMA端末の外部接続端子の端子キャップ
を開く

b FOMA USB接続ケーブルのFOMA端末側
コネクタを、「カチッ」と音がするまで
FOMA端末の外部接続端子に差し込む

c FOMA USB接続ケーブルのパソコン側コ
ネクタを、パソコンのUSBコネクタに差し
込む
･ 通信モードでパソコンとFOMA端末が接続され
ると、FOMA端末の画面に が表示されます。
･ 通信モードで通信設定ファイルのインストール
前にパソコンに接続した場合は、FOMA USB
接続ケーブルが差し込まれたことを自動的に認
識してドライバが要求され、ウィザード画面が
表示されます。その場合は、FOMA端末を取り
外し、ウィザード画面で［キャンセル］をクリッ
クして、終了してください。

■ 取り外しかた
FOMA端末側コネクタの両側のリリースボタン
を押しながら引き抜きます。パソコン側コネクタ
はそのまま引き抜きます。

データ通信アダプタD01（別売）を使って充電しな
がら接続できます。ただし、充電時間が長くなりま
す。

通信設定ファイル（ドライバ）をイン
ストールする

FOMA 端末をパソコンに接続して通信モードで
データ通信を行うには、通信設定ファイルをイン
ストールしてください。
･miniSDモードでパソコンと接続する場合は、通信
設定ファイルのインストールは不要です。

通信設定ファイルをインストールする

･操作の前に、必ず「インストール・アンインストー
ル前の注意点」をお読みください。☛P410

Windows XPの場合

1 添付の CD-ROM をパソコンにセットす
る
･ FOMA端末は操作1～ 3を行った後にパソ
コンに接続してください。

2［スタート］→「ファイル名を指定して
実行」をクリックし、「名前」に「＜CD-
ROM ドライブ名＞：￥USBDRIVE￥
D701iin.exe」と入力して［OK］をク
リックする

3［はい］をクリックする
FOMA D701i をパソコンに接続する旨の画面
が表示されます。

4 FOMA端末をパソコンに接続する
インストール中の画面が表示され、インストール
が自動的に完了します。
･ FOMA端末は電源の入った状態で接続してくだ
さい。
･インストールされたデバイスの種類とデバイ
ス名を確認してください。

充電しながら接続する

おしらせ
●データ通信中に FOMA USB 接続ケーブルを外
さないでください。

ＦＯＭＡ端末側コネクタ
（注記表示面が表です）

リリースボタン

ＵＳＢコネクタ

おしらせ
●インストールには数分かかることがあります。
●Windowsを再起動する旨の画面が表示されたと
きは、画面の指示に従い、再起動してください。

●通信設定ファイルのインストールを行う前にパ
ソコンと FOMA端末を接続すると、自動的に別
のドライバがインストールされてしまう場合が
あります。その場合、操作 2 でアンインストー
ルする必要がある旨のメッセージが表示されま
す。このときは画面の指示に従ってアンインス
トールを行った後、通信設定ファイルをインス
トールしてください。

例
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通信設定ファイルを確認する

･ FOMA 端末がパソコンに正しく認識されていない
場合、設定および通信はできません。

Windows XP の場合

1［スタート］→「コントロールパネル」→
［パフォーマンスとメンテナンス］アイ
コン→［システム］アイコンをクリック
する
「システムのプロパティ」画面が表示されます。

■ Windows 2000、Me、98の場合
a［スタート］→「設定」→「コントロール

パネル」をクリックして［システム］アイ
コンをダブルクリックする

2［ハードウェア］タブをクリックし、［デ
バイスマネージャ］をクリックする
「デバイスマネージャ」画面が表示されます。

■ Windows Me、98の場合
a［デバイス マネージャ］タブをクリックす

る

3 各デバイスをクリックしてインストー
ルされたデバイス名を確認する
インストールしたデバイス名がすべて表示され
ていることを確認します。

※1：COMxはお使いのパソコンによって異なります。
※2：Windows Me、98の場合のみ表示されます。

通信設定ファイルをアンインストールする

･操作の前に、必ず「インストール・アンインストー
ル前の注意点」をお読みください。☛P410
･アンインストールを実行する前に、必ずパソコンか
ら FOMA端末を取り外してください。

Windows XP の場合

1［スタート］→「コントロールパネル」→
［プログラムの追加と削除］アイコンを
クリックする
「プログラムの追加と削除」画面が表示されます。

■ Windows 2000、Me、98の場合
a［スタート］→「設定」→「コントロール

パネル」をクリックして［アプリケーショ
ンの追加と削除］アイコンをダブルクリッ
クする

2「FOMA D701i USB」を選択して［変
更と削除］をクリックする

3 削除するプログラム名を確認して［は
い］をクリックする
通信設定ファイルのアンインストールを開始し
ます。

4［OK］をクリックする

●何らかの原因により、パソコンが FOMA端末を
認識できなくなった場合は、通信設定ファイル
をアンインストールし、再度インストールして
ください。

デバイスの種類 デバイス名
ポート（COM/LPT）
または
（COMと LPT）

･ FOMA D701i
Command Port（COMx）※1

･ FOMA D701i OBEX Port
（COMx）※1

モデム FOMA D701i
ユニバーサル シリア
ル バスコントローラ
または
USB（Universal 
Serial Bus）コント
ローラ

･ FOMA D701i
･ FOMA D701i Command※2

･ FOMA D701i Modem※2

･ FOMA D701i OBEX※ 2

例

おしらせ
●インストールに失敗したとき、または操作2の画
面に「FOMA D701i USB」が表示されていな
いときは、添付のCD-ROM をパソコンにセット
し、［スタート］→「ファイル名を指定して実行」
をクリックして「＜CD-ROMドライブ名＞：￥
USBDRIVE￥D701iin.exe」を入力し、［OK］を
クリックして直接実行し、通信設定ファイルをア
ンインストールしてください。

●Windows Me、98 では通信設定ファイルのア
ンインストール後、すぐにインストールし直して
データ通信を行うと、パソコンなどの環境によっ
ては正しく通信できないことがあります。その場
合は、FOMA USB接続ケーブル（別売）を一度
抜き差ししてからデータ通信を行ってください。

例
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FOMA PC 設定ソフトを利用して通
信する

FOMA 端末をパソコンに接続してパケット通
信や64K データ通信を行うには、通信に関す
るさまざまな設定が必要です。FOMA PC 設
定ソフトを使うと、簡単な操作で次の設定がで
きます。

■ かんたん設定
ガイドに従い操作することで、「FOMA データ通
信用ダイヤルアップの作成」を行い、同時に「W-
TCPの設定」などを行います。

■ W-TCPの設定
「FOMA パケット通信」を利用する前に、パソコ
ン内の通信設定を最適化します。通信性能を最大
限に活用するには、「W-TCP設定」による通信設
定の最適化が必要です。

■ 接続先（APN）の設定
「パケット通信」を行う際に必要な「接続先（APN）
の設定」を行います。
FOMA パケット通信の接続先には、64K データ
通信と異なり、通常の電話番号は使用しません。
あらかじめ接続先ごとに、FOMA端末にAPNと
呼ばれる接続先名を設定し、その登録番号（cid）
を接続先電話番号欄に指定して接続します。お買
い上げ時、cid の 1番には、mopera に接続する
ための APN「mopera.ne.jp」が、3 番には、
mopera Uに接続するためのAPN「mopera.net」
が登録されていますが、その他のプロバイダや社
内LANに接続する場合はAPN設定が必要になり
ます。

FOMA PC設定ソフトをインストールする

･古いバージョンのFOMA PC設定ソフト（バージョ
ン1.00）がインストールされている場合は、添付
のCD-ROMからFOMA PC設定ソフト（バージョ
ン2.00）をインストールする前にアンインストー
ルしてください。バージョンは、FOMA PC 設定
ソフトの「メニュー」→「バージョン情報」で表示
できます。
･お使いのパソコンに、本機種より前に発売された
FOMA端末に添付の「W-TCP 環境設定ソフト（以
降、旧「W-TCP 設定ソフト」）」、および「FOMA
データ通信設定ソフト（以降、旧「FOMA データ
通信設定ソフト」）」がインストールされている場合
は、あらかじめそれらのソフトをアンインストール
してください。
･操作の前に、必ず「インストール・アンインストー
ル前の注意点」をお読みください。☛P410

Windows XPの場合

1 添付の CD-ROM をパソコンにセットす
る

2［スタート］→「ファイル名を指定して実
行」をクリックし、「名前」に「＜ CD-
ROMドライブ名＞:￥FOMA_PCSET￥
ＣＤ－ＲＯＭ版￥FOMA_PCSET￥
setup.exe」を入力し、［OK］をクリッ
クする
･下線の付いた「ＣＤ－ＲＯＭ版」のみ全角で
入力してください。それ以外は半角で入力して
ください。

3［次へ］をクリックする
FOMA PC 設定ソフトの使用許諾契約が表示さ
れます。

4 内容を確認の上、契約内容に同意する場
合は［はい］をクリックする

5「タスクトレイに常駐する」が選択され
ていることを確認して［次へ］をクリッ
クする
セットアップ後、タスクトレイに「W-TCP設定」
が常駐します。☛P419
･「W-TCP通信」の最適化の設定・解除を操作す
る機能で、常駐をおすすめします。
･インストール後に常駐の設定は変更できます。

6 インストール先を確認して［次へ］をク
リックする

7 プログラムフォルダのフォルダ名を確
認して［次へ］をクリックする

例
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8［完了］をクリックする
「FOMA PC 設定ソフト」が起動します。
･このまま各種設定を始められます。

かんたん設定でパケット通信を設定する

Windows XP の場合

1［スタート］→「すべてのプログラム」
（Windows XP 以外の場合は、「プログ
ラム」）→「FOMA PC設定ソフト」→
「FOMA PC設定ソフト」をクリックす
る
「FOMA PC 設定ソフト」が起動します。

･その他のプロバイダの場合☛P415

1 FOMA PC設定ソフトを起動し、［かんた
ん設定］をクリックする

2「パケット通信」を選択して［次へ］を
クリックする

3「『mopera U』への接続」または「『mopera』
への接続」を選択して［次へ］をクリック
する
･mopera Uはお申し込みが必要な有料サービス
です。mopera U を選択すると、ご契約の確認
メッセージが表示されます。

4 FOMA端末設定取得画面で［OK］をク
リックする
FOMA端末から「接続先（APN）情報」を取得
します。しばらくお待ちください。

5 任意の接続名を入力して［次へ］をク
リックする
･次の記号（半角文字）は入力できません。
￥/: ＊ ?!<>｜”

おしらせ
●既に「FOMA PC 設定ソフト」や旧「W-TCP設
定ソフト」、旧「FOMA データ通信設定ソフト」
がインストールされている場合は、インストー
ルを中断する画面が表示されます。［OK］をク
リックし、これらソフトをアンインストールし
てから「FOMA PC 設定ソフト」をインストー
ルしてください。

●インストールの途中で［キャンセル］や［いい
え］をクリックしたときは、インストール画面
の説明に従って［はい］または［いいえ］をク
リックしてください。

mopera U / mopera を利用する場合

例
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6［次へ］をクリックする
･「ユーザー名」「パスワード」は空欄でもかまい
ません。
･ご使用のOSがWindows XP、2000 の場合
は、使用可能なユーザを選択してください。
Windows Me、98の場合は、使用可能ユーザ
の選択は表示されません。

7「最適化を行う」が選択されていること
を確認して［次へ］をクリックする
･既に最適化されている場合、この画面は表示さ
れません。

8 設定情報を確認して［完了］をクリック
する

9［OK］をクリックする
設定変更を有効にするためには、パソコンを再起
動します。再起動をする旨の画面が表示された場
合は［はい］をクリックしてください。
･既に W-TCP 設定が最適化されている場合は、
再起動する必要はありません。
･通信を実行する ☛P418

･mopera U / mopera の場合☛P414

1「かんたん設定でパケット通信を設定す
る」の「mopera U / mopera を利用す
る場合」の操作1～4を行う☛P414
･操作3の接続先は「その他」を選択します。

2 任意の接続名を入力して［接続先（APN）
設定］をクリックする
･次の記号（半角文字）は入力できません。
￥/: ＊ ?!<>｜”

■ 高度な設定（TCP/IP の設定）
［詳細情報の設定］をクリックすると「IP アド
レス」「ネームサーバー」の設定画面が表示さ
れます。ご加入のプロバイダや、社内 LANな
どのダイヤルアップ情報として入力が必要な
場合は、入力指示情報を基に、各種アドレス
を登録してください。

その他のプロバイダを利用する場合
415つづく
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3 接続先（APN）を設定する
お買い上げ時、cid1 には「mopera.ne.jp」が、
cid3には「mopera.net」が設定されています。
cid2、4～10に接続先（APN）を登録してくだ
さい。
a［追加］をクリックする
「接続先（APN）の追加」画面が表示されます。
b「接続先（APN）」にご利用のプロバイダの

FOMAパケット網に対応した接続先名
（APN）を正しく入力し、［OK］をクリック
する
「接続先（APN）設定」画面に戻ります。
･「接続先（APN）」には半角文字で、英数字、
ハイフン（ - ）、ピリオド（ . ）のみ入力で
きます。

4［OK］をクリックする
操作２の画面に戻ります。「接続先（APN）の選
択」には、操作 3 で設定した「接続先（APN）」
が表示されています。

5「接続先（APN）の選択」の接続先名
（APN）を確認して［次へ］をクリック
する

6 ユーザー名・パスワードを入力して［次
へ］をクリックする
･「ユーザー名」「パスワード」には、プロバイダ
から提供された各種情報を、大文字・小文字な
どに注意し、正確に入力してください。
･Windows XP、2000 の場合は、使用可能な
ユーザを選択してください。Windows Me、
98 の場合は、使用可能ユーザの選択は表示さ
れません。

7「最適化を行う」が選択されていること
を確認して［次へ］をクリックする
パケット通信に必要なW-TCP設定を最適化しま
す。
･既に最適化されている場合には、この画面は表
示されません。

8 設定情報を確認して［完了］をクリック
する

9［OK］をクリックする
設定変更を有効にするためには、パソコンを再起
動します。再起動をする旨の画面が表示された場
合は［はい］をクリックしてください。
･既に W-TCP 設定が最適化されている場合は、
再起動する必要はありません。
･通信を実行する ☛P418

▼
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かんたん設定で64Kデータ通信を設定する

Windows XP の場合

･その他のプロバイダの場合☛P417

1「かんたん設定でパケット通信を設定す
る」の「mopera U / mopera を利用す
る場合」の操作1～3を行う☛P414
･操作 2の接続方法は「64K データ通信」を選
択します。

2 任意の接続名の入力とモデムを選択し
て［次へ］をクリックする
･次の記号（半角文字）は入力できません。
￥/: ＊ ?!<>｜”
･「モデムの選択」が「FOMA D701i」に設定さ
れていることを確認します。

3［次へ］をクリックする
･「ユーザー名」「パスワード」については空欄で
もかまいません。
･Windows XP、2000 の場合は、使用可能な
ユーザを選択してください。Windows Me、
98 の場合は、使用可能ユーザの選択は表示さ
れません。

4 設定情報を確認して［完了］をクリック
する

5［OK］をクリックする
･通信を実行する ☛P418

･mopera U / mopera の場合☛P417

1「かんたん設定でパケット通信を設定す
る」の「mopera U / mopera を利用す
る場合」の操作1～3を行う ☛P414
･操作 2 の接続方法は「64K データ通信」、操
作3の接続先は「その他」を選択します。

mopera U / mopera を利用する場合

例

その他のプロバイダを利用する場合
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2 各項目を設定して［次へ］をクリックする
･次の項目を登録します。
･接続名：任意
･モデムの選択：FOMA D701i
･電話番号：プロバイダ情報を基に入力します。

■ 高度な設定（TCP/IP の設定）
［詳細情報の設定］をクリックすると「IPアド
レス」「ネームサーバー」の設定画面が表示さ
れます。ご加入のプロバイダや、社内 LANな
どのダイヤルアップ情報として入力が必要な
場合は、入力指示情報を基に各種アドレスを
登録してください。

3 ユーザー名・パスワードを入力して［次
へ］をクリックする
･「ユーザー名」「パスワード」には、プロバイダ
から提供された各種情報を、大文字・小文字な
どに注意し、正確に入力してください。
･ご使用の OS が WindowsXP、2000 の場合
は、使用可能なユーザを選択してください。
Windows Me、98の場合は、使用可能ユーザ
の選択は表示されません。

4 設定情報を確認して［完了］をクリック
する

5［OK］をクリックする
･通信を実行する ☛P418

通信を実行する

FOMA PC 設定ソフトで設定した通信の実行や切断
について説明します。

1 FOMA端末とパソコンを接続する☛P410

2 デスクトップの接続アイコンをダブル
クリックする

･デスクトップに接続アイコンを作成しなかっ
た場合は、スタートメニューから起動します。

■ Windows XP のスタートメニューから起動
するとき
a［スタート］→「すべてのプログラム」→
「アクセサリ」→「通信」→「ネットワー
ク接続」をクリックし、接続アイコンをダ
ブルクリックする

■ Windows 2000、Me、98 のスタートメ
ニューから起動するとき
a［スタート］→「プログラム」→「アクセ

サリ」→「通信」→「ネットワークとダイ
ヤルアップ接続」（Me、98の場合は「ダ
イヤルアップネットワーク」）をクリック
し、接続アイコンをダブルクリックする

通信を開始します。
･アイコンはOSによって異なります。
418
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3 接続を実行する
･mopera U / mopera を選択した場合は「ユー
ザー名」「パスワード」については空欄でもか
まいません。
･ご加入のプロバイダなどの指示により必要な
場合は、入力指示情報を基に「ユーザー名」「パ
スワード」を入力して［ダイヤル］をクリック
します。
･ OS によっては、接続完了画面が表示されるこ
とがあります。[OK] をクリックしてください。

ブラウザを終了しただけでは切断されない場合があ
ります。確実に切断するには、次の操作を行ってく
ださい。

1 タスクトレイの をクリックする
･Windows Me、98 の場合はダブルクリックし
ます。

2［切断］をクリックする

パケット通信の設定を最適化する

「W-TCP 設定」を利用してパソコンのパケット通信
の設定をFOMAネットワーク用に最適化する方法と
最適化を解除する方法について説明します。
「W-TCP設定」とは FOMAネットワークでパケット
通信を行う際に、TCP/IP の伝送能力を最適化するた
めの「TCPパラメータ設定ツール」です。FOMA端
末の通信性能を最大限に活用するには、この通信設
定が必要です。

ダイヤルアップごとに最適化できます。

1「FOMA PC設定ソフト」を起動し、[W-
TCP設定 ]をクリックする ☛P414
■ タスクトレイから起動するとき
a をクリックする

おしらせ
●FOMA端末には、パケット通信を実行すると発信
中画面、64Kデータ通信を実行すると呼出中画面
がそれぞれ表示され、接続すると次の画面が表示
されます。

●FOMA端末を折りたたんでいるときは、背面ディ
スプレイに通信状態が表示されます。

●パソコンに表示される通信速度は、実際の通信
速度とは異なる場合があります。

●データ通信を実行する場合、アイコン作成時の
FOMA端末を接続した場合のみ有効です。

●D701i 以外の FOMA 端末を接続する場合は、
ご利用になるFOMA端末の通信設定ファイルを
インストールする必要があります。

切断するには

Windows XPの場合
419つづく
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2 次の操作を行う
■ システム設定が最適化されていないとき
a W-TCP 設定画面で［最適化を行う］をク

リックする
b 最適化するダイヤルアップを選択して［実

行］をクリックする
システム設定とダイヤルアップ設定のそ
れぞれの最適化が実行されます。

■ システム設定が最適化されているとき
次の画面が表示されます。内容を変更する場
合は設定を行ってください。

■ 最適化を解除するとき
a「W-TCP 設定（ダイヤルアップ）」画面で
［システム設定］をクリックする
W-TCP設定画面が表示されます。

b［最適化を解除する］をクリックする

3 画面に従ってWindowsを再起動する
･設定した内容は再起動後に有効になります。

1「FOMA PC設定ソフト」を起動し、[W-
TCP設定 ]をクリックする ☛P414
■ タスクトレイから起動するとき
a をクリックする

2 次の操作を行う
■ システム設定が最適化されていないとき
a［最適化を行う］をクリックする

■ 最適化されているシステム設定を解除すると
き
a［最適化を解除する］をクリックする

3 画面に従ってWindows を再起動する
･設定した内容は再起動後に有効になります。

接続先（APN）を設定する

パケット通信を行う場合の接続先（APN）を設定し
ます。
･接続先（APN）は最大 10 件設定でき、登録番号
（cid）の 1～10に登録して管理します。
･お買い上げ時、cid1には「mopera.ne.jp」、cid3に
は「mopera.net」が設定されています。
･設定を行う前にFOMA端末とパソコンが正しく接続
されていることを確認してください。☛P411
･mopera U / mopera 以外の接続先（APN）につ
いては、プロバイダまたはネットワーク管理者にお
問い合わせください。

1「FOMA PC設定ソフト」を起動し、
［接続先（APN）設定］をクリックする
☛P414
FOMA端末設定取得画面が表示されます。

2［OK］をクリックする
FOMA 端末に登録されている「接続先（APN）
情報」を読み込みます。

3 接続先（APN）の設定を行う

■ 接続先（APN）を追加するとき
a［追加］をクリックする

■ 登録済みの接続先（APN）を編集または修正
するとき
a 対象の接続先（APN）を一覧から選択し

て［編集］をクリックする

■ 登録済みの接続先（APN）を削除するとき
a 対象の接続先（APN）を一覧から選択し

て［削除］をクリックする
･ cid1とcid3に登録されている接続先は
削除できません。（cid３を選択して「削
除」をクリックしても、実際には削除さ
れず、「mopera.net」に戻ります。）

Windows 2000、Me、98の場合
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■ ファイルへ保存するとき
a「ファイル」→「名前を付けて保存」また

は「上書き保存」をクリックする
･ FOMA 端末に登録された接続先（APN）
設定のバックアップを取ったり、編集中の
接続先（APN）設定を保存するときに利
用します。

■ ファイルから読み込むとき
a「ファイル」→「開く」をクリックする
･パソコンに保存された接続先（APN）設
定を再編集したり、FOMA端末に書き込
んだりするときに利用します。

■ FOMA端末から接続先（APN）情報を読み込
むとき
a「ファイル」→「FOMA端末から設定を取

得」をクリックする
FOMA 端末に手動でアクセスし、登録さ
れた接続先（APN）設定を読み込みます。

■ FOMA端末へ接続先（APN）情報を書き込む
とき
a［FOMA端末へ設定を書き込む］をクリッ

クする
表示されている接続先（APN）設定が
FOMA端末に書き込まれます。

■ ダイヤルアップを作成するとき
a 追加・編集された接続先（APN）を選択し

て［ダイヤルアップ作成］をクリックする
「FOMA端末設定書き込み」画面が表示さ
れます。

b［はい］をクリックする
FOMA 端末へ接続先（APN）情報の書き
込み終了後、「パケット通信用ダイヤル
アップの作成」画面が表示されます。

c 任意の接続名を入力し、[ アカウント・パ
スワードの設定 ]をクリックする

d ユーザー名とパスワードを入力して［OK］
をクリックする
･mopera U / moperaの場合は空欄でも
かまいません。
･Windows XP、2000の場合は、使用可
能ユーザを選択してください。
･ご利用のプロバイダより、IPおよびDNS
情報の設定が指示されている場合は、「パ
ケット通信用ダイヤルアップの作成」画面
で［詳細情報の設定］をクリックし、必要
な情報を登録後、［OK］をクリックしてく
ださい。

e [FOMA端末へ設定を書き込む］をクリッ
クする
上書きするかどうかの確認画面が表示さ
れます。

f [ はい ] をクリックする

FOMA PC 設定ソフトをアンインストール
する

･操作の前に、必ず「インストール・アンインストー
ル前の注意点」をお読みください。☛P410

タスクトレイの を右クリックし、「常駐させない」
をクリックして、「W-TCP 設定」の常駐を解除して
ください。

Windows XPの場合

1［スタート］→「コントロールパネル」→
［プログラムの追加と削除］アイコンを
クリックする
■ Windows 2000、Me、98の場合
a［スタート］→「設定」→「コントロール

パネル」をクリックして［アプリケーショ
ンの追加と削除］アイコンをダブルクリッ
クする

2「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフ
ト」を選択して［変更と削除］をクリッ
クする

3 削除するプログラム名を確認して［は
い］をクリックする
FOMA PC 設定ソフトのアンインストールを開
始します。

おしらせ
●接続先（APN）設定は FOMA 端末に登録され
る情報のため、異なる FOMA端末（故障修理に
より交換された端末など）を接続する場合は、
APNを登録し直してください。

●パソコンに登録されている接続先（APN）を継
続利用する場合は、同じAPNの登録番号（cid）
を FOMA端末に登録してください。

●通信設定ファイルの確認で FOMA端末が
COM20 より大きい番号として認識されている
場合は、APN 設定の際、APN の情報の取得・
書き込みができません。その場合は Windows
標準添付の「ハイパーターミナル」を使って設
定します。☛P422

アンインストールを実行する前に

アンインストールする
例
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■「W-TCP最適化」の解除
W-TCP が最適化されている場合は確認画面
が表示されます。
･ 最適化を解除しアンインストールする場合
は［はい］をクリックします。
･「W-TCP 最適化」の解除は、再起動後に行
われます。

4［OK］をクリックする

FOMA PC 設定ソフトを利用しない
で通信する

FOMA PC 設定ソフトを使わずに、パケット通
信 ／64Kデータ通信のダイヤルアップネット
ワークの設定を行う方法について説明します。

設定操作の流れ

パケット通信の接続先（APN）を設定する

設定を行うためには、ATコマンドを入力するための
通信ソフトが必要です。ここでは Windows 標準添
付の「ハイパーターミナル」を使った設定方法を説
明します。

Windows XP の場合

1 パソコンと FOMA端末を接続する
☛P410

2［スタート］→「すべてのプログラム」→
「アクセサリ」→「通信」をクリックし
て「ハイパーターミナル」をクリック
（Windows 98ではさらに[Hypertrm]
アイコンをダブルクリック）する
･Windows XP 以外の場合は、「すべてのプログ
ラム」が「プログラム」と表示されます。

3 ｢名前｣に接続先名など任意の名前を入
力して［OK］をクリックする

4「電話番号」に実在しない電話番号（「0」
など）を仮入力し、「接続方法」から
「FOMA D701i」を選択して［OK］を
クリックする
･市外局番は接続先（APN）の設定とは関係あり
ませんので、変更不要です。

通信設定ファイルのインストール☛P411
パソコンとFOMA端末の接続☛P410

接続先（APN）の設定
（64Kデータ通信の場合、パケット通信の接続先が
mopera U / mopera の場合は、設定不要）

発信者番号通知／非通知の設定☛P423
（必要に応じて設定）

その他の設定（ATコマンド）☛P431
（必要に応じて設定）

ダイヤルアップネットワークの設定

ご使用のOS

Ｗindows XP

Ｗindows 2000

Ｗindows Me
Ｗindows 98

接続先 TCP/IP

P425

P429

P428
P427

P428

P429
･設定内容の詳細については、プロバイダやネットワー
ク管理者にお問い合わせください。

接続☛P430（切断☛P430）

設定

P424 P425

お買い上げ時 cid1：mopera.ne.jp　cid3：mopera.net
cid2, cid4 ～ 10：未登録

例
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5 接続画面が表示されたら［キャンセル］
をクリックする

6 接続先（APN）を入力して を押す
･「AT+CGDCONT＝＜cid＞,“PPP”,“APN”」
の形式で入力します。

「OK」と表示されれば、接続先（APN）の設定
は完了です。
■ 接続先（APN）設定をリセットするとき

■ 接続先（APN）設定を確認するとき
AT+CGDCONT?
･ 詳細 ☛P436

■ AT コマンドを入力しても画面に表示されない
とき
ATE1
･ 詳細 ☛P434

7「OK」と表示されていることを確認し、
「ファイル」→「ハイパーターミナルの
終了」をクリックする
･「“XXX”と名前付けされた接続を保存しますか
?」と表示後に「いいえ」をクリックします。

パケット通信の接続先（APN）は、FOMA端末の登録
番号cid1～10に設定できます。お買い上げ時、cid1
には「mopera.ne.jp」、cid3 には「mopera.net」が
あらかじめ登録されています。mopera U / mopera
を利用する場合は、本設定は不要です。その他のプロ
バイダや社内 LANなどに接続する場合は、cid2,4 ～
10に接続先（APN）を登録してください。
･接続先（APN）については、プロバイダまたはネッ
トワーク管理者にお問い合わせください。

･接続先の設定は、パケット通信用の電話帳登録と考
えられます。接続先の設定項目を FOMA 端末電話
帳と比較すると、次のようになります。

･登録したcidはダイヤルアップ接続設定での接続番
号となります。

発信者番号の通知／非通知を設定する

発信者番号はお客様の大切な情報なので、通知する
際には十分にご注意ください。
･mopera U / mopera をご利用になる場合は、「通
知」に設定します。

1「パケット通信の接続先（APN）を設定
する」の操作1～ 5を行う ☛P422

2 パケット通信時の発信者番号の通知
（186）／非通知（184）を設定する
「AT＊ DGPIR= ＜ n＞」の形式で入力します。

3「OK」と表示されていることを確認し、
［ファイル］→「ハイパーターミナルの
終了」をクリックする
･「“XXX”と名前付けされた接続を保存しますか
?」と表示後に「いいえ」をクリックします。

■ ダイヤルアップネットワークでの通知／非通
知設定について
ダイヤルアップネットワークの設定でも、接
続先の番号に「186」（通知）／「184」（非
通知）を付けられます。
AT＊ DGPIR コマンド、ダイヤルアップネッ
トワークの設定の両方で「186」（通知）／
「184」（非通知）の設定を行った場合、発信
者番号の通知／非通知は次のようになります。

･ AT＊DGPIRコマンドによる通知／非通知設定
を「設定なし」に戻すには、「AT＊DGPIR=0」
と入力してください。

＜cid＞：2, 4～10の任意の番号を入力します。
“PPP”：そのまま“PPP”と入力します。
“APN”：接続先（APN）を“ ”で囲んで入力

します。

AT+CGDCONT= ：
すべての cid をリセットします。
･＜ cid ＞ =1 と 3 はお買い上げ時の設
定に戻り、＜ cid ＞ =2, 4 ～ 10の設
定は未登録になります。

AT+CGDCONT=＜ cid ＞ ：
特定の cid をリセットします。

接続先（APN）と登録番号（cid）について

お買い上げ時 設定なし

AT＊ DGPIR=1 ：
パケット通信確立時、接続先（APN）に
「184」を付けて接続します。

AT＊ DGPIR=2 ：
パケット通信確立時、接続先（APN）に
「186」を付けて接続します。

接続先の設定項目 FOMA端末電話帳の
登録項目

登録番号（cid） 登録番号（メモリ番号）
APN 相手の電話番号

AT＊DGPIRコマンドによる
通知／非通知設定

ダイヤルアップネット
ワークの設定（＜cid ＞ =1の場合）

設
定
な
し

非
通
知

通
知

＊99＊＊＊1# 通知 非通知 通知
184＊ 99＊＊＊1# 非通知
186＊ 99＊＊＊1# 通知
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Windows XPで設定する

「ネットワークの接続ウィザード」を使用して、接続
先と TCP/IP プロトコルの両方を設定します。

1［スタート］→「すべてのプログラム」→
「アクセサリ」→「通信」→「ネットワー
ク接続」をクリックする
「ネットワーク接続」画面が表示されます。

2「ネットワークタスク」の「新しい接続
を作成する」をクリックする
「新しい接続ウィザード」画面が表示されます。

3［次へ］をクリックする
ネットワーク接続の種類を選択する画面が表示
されます。

4「インターネットに接続する」を選択し
て［次へ］をクリックする
準備画面が表示されます。

5「接続を手動でセットアップする」を選
択して［次へ］をクリックする
インターネット接続画面が表示されます。

6「ダイヤルアップモデムを使用して接続
する」を選択して［次へ］をクリックする
デバイスの選択画面が表示されます。
･インストールされているモデムが1台しかない
場合、デバイスの選択画面は表示されません。
操作8へ進みます。

7「モデム－FOMA D701i（COMx）※1」
を選択して［次へ］をクリックする
※1：COMx はお使いのパソコンによって異な

ります。

8「ISP名」に任意の接続名を入力して［次
へ］をクリックする

9「電話番号」に接続先の番号（半角文字）
を入力して［次へ］をクリックする
■ パケット通信の場合

＊99＊＊＊＜ cid ＞＃を入力します。
･ ＜cid＞には、「パケット通信の接続先（APN）
を設定する」で登録したcid番号を入力しま
す。mopera Uは＊99＊＊＊3＃、mopera
は＊99＊＊＊1＃となります。

■ 64Kデータ通信の場合
接続先の電話番号を入力します。
･ mopera Uは＊8701、moperaは＊9601
を入力します。

10「ユーザー名」「パスワード」「パスワー
ドの確認入力」を入力し、各項目を画面
例のように設定して［次へ］をクリック
する
･接続先がmopera U / moperaの場合は、「ユー
ザー名」「パスワード」「パスワードの確認入力」
については空欄でもかまいません。各項目を画
面のように設定し［次へ］をクリックします。

11［完了］をクリックする

接続先を設定する
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12 設定内容を確認して［キャンセル］をク
リックする
･ここではすぐに接続せずに、設定の確認だけを
行います。

1 作成した接続先アイコンを選択し、「ファ
イル」→「プロパティ」をクリックする

2［全般］タブの各項目の設定を確認する
･複数のモデムがインストールされている場合
は、「接続方法」の「モデム－ FOMA D701i
（COMx）※1」を選択します。
※1：COMx はお使いのパソコンによって異

なります。
･「ダイヤル情報を使う」を非選択（ ）にしま
す。

3［ネットワーク］タブをクリックして各
項目の設定を確認する
･「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」は
「PPP:Windows 95/98/NT4/2000,
Internet」に設定します。
･「この接続は次の項目を使用します」は、「イン
ターネット プロトコル（TCP/IP）」だけを選
択します。「QoSパケットスケジューラ」は設
定変更できませんので、そのままにしてくださ
い。

4［設定］をクリックする

5 すべての項目を非選択（ ）にして
［OK］をクリックする
接続先のプロパティ画面に戻ります。

6［OK］をクリックする

Windows 2000で設定する

「ネットワークの接続ウィザード」を使用して、接続
先とTCP/IP プロトコルの両方を設定します。

1［スタート］→「プログラム」→「アク
セサリ」→「通信」→「ネットワークと
ダイヤルアップ接続」をクリックする
「ネットワークとダイヤルアップ接続」画面が表
示されます。

2［新しい接続の作成］アイコンをダブル
クリックする
「所在地情報」画面が表示されます。
･この画面は［新しい接続の作成］アイコンを初
めてダブルクリックしたときに表示されます。
2回目以降の場合は、操作5へ進みます。

3「市外局番」を入力して［OK］をクリッ
クする
「電話とモデムのオプション」画面が表示されま
す。

TCP/IP プロトコルを設定する

接続先を設定する
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4［OK］をクリックする
「ネットワークの接続ウィザード」画面が表示さ
れます。

5［次へ］をクリックする
ネットワーク接続の種類を選択する画面が表示
されます。

6「インターネットにダイヤルアップ接続
する」を選択して［次へ］をクリックする
「インターネット接続ウィザード」の開始画面が
表示されます。

7「インターネット接続を手動で設定する
か、またはローカルエリアネットワーク
（LAN）を使って接続します」を選択し
て［次へ］をクリックする
インターネット接続の設定選択画面が表示され
ます。

8「電話回線とモデムを使ってインター
ネットに接続します」を選択して［次へ］
をクリックする
モデムの選択画面が表示されます。
･複数のモデムがインストールされていない場
合、この画面は表示されません。操作10に進
みます。

9「インターネットへの接続に使うモデム
を選択する」が「FOMA D701i」に設
定されていることを確認して［次へ］を
クリックする
インターネットアカウントの接続情報画面が表
示されます。
･「FOMA D701i」に設定されていない場合
は、「FOMA D701i」に設定してください。

10「電話番号」に接続先の番号（半角文字）
を入力して［詳細設定］をクリックする
･「市外局番とダイヤル情報を使う」を非選択
（ ）にします。

■ パケット通信の場合
＊99＊＊＊＜ cid ＞＃を入力します。
･ ＜ cid ＞には、「パケット通信の接続先
（APN）を設定する」で登録したcid番号を
入力します。mopera Uは＊99＊＊＊3＃、
moperaは＊99＊＊＊1＃となります。

■ 64Kデータ通信の場合
接続先の電話番号を入力します。
･ mopera Uは＊8701、moperaは＊9601
を入力します。

11［接続］タブの各項目を画面例のように
設定する

12［アドレス］タブをクリックして各項目
を画面例のように設定する

13［OK］をクリックする
インターネットアカウントの接続情報画面に戻
ります。

14［次へ］をクリックする
インターネットアカウントのログオン情報画面
が表示されます。
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15「ユーザー名」と「パスワード」を入力
し、［次へ］をクリックする
･接続先がmopera U / moperaの場合は、「ユー
ザー名」「パスワード」については空欄でもかま
いません。入力されていないことを確認する画
面が表示されたら、［はい］をクリックします。

16「接続名」に任意の接続名を入力して［次
へ］をクリックする

17「いいえ」を選択して［次へ］をクリッ
クする

18［完了］をクリックする
「ネットワークとダイヤルアップ接続」画面に戻
ります。

1 作成した接続先アイコンを選択し、
「ファイル」→「プロパティ」をクリッ
クする

2［全般］タブの各項目の設定を確認する
･複数のモデムがインストールされている場合
は、「接続の方法」の「モデム－ FOMA D701i
（COMx）※1」を選択します。
モデムを変更した場合は、「電話番号」の各項
目が初期化されますので、再度接続先電話番号
を入力してください。
※1：COMx はお使いのパソコンによって異

なります。
･「ダイヤル情報を使う」を非選択（ ）にしま
す。

3［ネットワーク］タブをクリックして各
項目の設定を確認する
･「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」は
「PPP: Windows 95/98/NT4/2000,
Internet」に設定します。
･コンポーネントは「インターネット プロトコル
（TCP/IP）」だけを選択します。

4［設定］をクリックする

TCP/IP プロトコルを設定する
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5 すべての項目を非選択（ ）にして
［OK］をクリックする
接続先のプロパティ画面に戻ります。

6［OK］をクリックする

Windows Meで設定する

1［スタート］→「プログラム」→「アクセ
サリ」→「通信」→「ダイヤルアップネッ
トワーク」をクリックする
「ダイヤルアップネットワークへようこそ」画面
が表示されます。
･この画面は「ダイヤルアップネットワーク」を
初めて選択したときに表示されます。2回目以
降の場合は、操作3へ進みます。

2［次へ］をクリックする
「ダイヤルアップネットワーク」画面が表示され
ます。

3［新しい接続］アイコンをダブルクリッ
クする

4「接続名」に任意の接続名を入力して［次
へ］をクリックする
･「モデムの選択」が「FOMA D701i」に設定さ
れていることを確認してください。設定されて
いない場合は、「FOMA D701i」に設定します。

5 接続先の番号（半角文字）を入力して
［次へ］をクリックする
■ パケット通信の場合

＊99＊＊＊＜ cid ＞＃を入力します。
･ ＜ cid ＞には、「パケット通信の接続先
（APN）を設定する」で登録したcid番号を
入力します。mopera Uは＊99＊＊＊3＃、
moperaは＊99＊＊＊1＃となります。

■ 64Kデータ通信の場合
接続先の電話番号を入力します。
･ mopera Uは＊8701、moperaは＊9601
を入力します。
･「市外局番」には何も入力しません。

6 接続先名を確認して［完了］をクリック
する

1 作成した接続先アイコンを選択し、
「ファイル」→「プロパティ」をクリッ
クする

接続先を設定する

TCP/IP プロトコルを設定する
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2［全般］タブの各項目の設定を確認する
･「市外局番とダイヤルのプロパティを使う」を
非選択（ ）にします。
･「接続方法」が「FOMA D701i」に設定されて
いることを確認してください。設定されていな
い場合は、「FOMA D701i」に設定します。

3［ネットワーク］タブをクリックして各
項目の設定を確認する
･「ダイヤルアップサーバーの種類」は
「PPP:インターネット、Windows2000/NT、
Windows Me」に設定します。
･「詳細オプション」はすべて非選択（ ）にし
ます。
･「使用できるネットワーク プロトコル」は
「TCP/IP」だけを選択します。

4［セキュリティ］タブをクリックして
「ユーザー名」と「パスワード」を入力
し、［OK］をクリックする
･接続先がmopera U / moperaの場合は、「ユー
ザー名」「パスワード」については空欄でもかま
いません。

Windows 98で設定する

Windows Meの接続先設定と同じです。☛P428

1「Windows Me で設定する」の「TCP/
IP プロトコルを設定する」の操作 1 ～
2を行う ☛P428

接続先を設定する

TCP/IP プロトコルを設定する
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2［サーバーの種類］タブをクリックして
各項目の設定を確認する
･「ダイヤルアップサーバーの種類」は、「PPP:
インターネット、Windows NT Server、
Windows 98」に設定します。
･「使用できるネットワーク プロトコル」は
「TCP/IP」だけを選択します。

3［OK］をクリックする

ダイヤルアップ接続する

パケット通信／64Kデータ通信のダイヤルアップ接
続を行う方法について説明します。

Windows XP の場合

1 FOMA端末とパソコンを接続する☛P410

2［スタート］→「すべてのプログラム」→
「アクセサリ」→「通信」→「ネットワー
ク接続」をクリックする
「ネットワーク接続」画面が表示されます。
･Windows 2000、Me、98の場合は、［スター
ト］→「プログラム」→「アクセサリ」→「通
信」→「ネットワークとダイヤルアップ接続」
（Me、98の場合は「ダイヤルアップネットワー
ク」）の順にクリックします。

3 接続先のアイコンをダブルクリックす
る

4 各項目を確認して［ダイヤル］をクリッ
クする
･Windows Me、98の場合は、各項目を確認し
て、[接続 ] をクリックします。
･「ダイヤル」または「電話番号」には、ダイヤ
ルアップネットワークに設定した接続先の番
号が表示されます。
･接続先がmopera U / moperaの場合は、「ユー
ザー名」「パスワード」については空欄でもかま
いません。

ブラウザを終了しただけでは切断されない場合があ
ります。確実に切断するには、次の操作を行ってく
ださい。

1 タスクトレイの をクリックする
接続の画面が表示されます。
･Windows Me、98 の場合はダブルクリックし
ます。

2［切断］をクリックする

例

切断するには
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ATコマンド

AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の各
機能を設定するためのコマンド（命令）です。
FOMA端末は、ATコマンドに準拠しさらに拡張
コマンドの一部や独自の AT コマンドをサポート
しています。

ATコマンドについて
■ ATコマンドの入力形式

ATコマンドは、コマンドの先頭に「AT」を付け
て入力します。半角英数字で入力してください。
次に入力例を示します。

AT コマンドはコマンドに続くパラメータ（数字
や記号）を含めて、1 行で入力します。1 行とは
最初の文字から を押した直前までの文字のこ
とで、160文字（「AT」含む）まで入力できます。

■ ATコマンドの入力モード
ATコマンドで FOMA端末を操作する場合は、パ
ソコンをターミナルモードにしてください。
ターミナルモードとは、パソコンを1台の通信端
末（ターミナル）のように動作させるモードです。
キーボードから入力した文字が通信ポートに接続
されている機器や回線に送られます。
･オフラインモード
FOMA端末が待受の状態です。通常ATコマン
ドで FOMA端末を操作する場合は、この状態で
行います。
･オンラインデータモード
FOMA端末が通信中の状態です。この状態のと
きに AT コマンドを入力すると、送られてきた
文字をそのまま通信先に送信して、通信先のモ
デムを誤動作させることがあります。通信中は
ATコマンドを入力しないでください。
･オンラインコマンドモード
FOMA 端末が通信中の状態でも、AT コマンド
で FOMA 端末を操作できる状態です。その場
合、通信先との接続を維持したまま AT コマン
ドを実行し、終了すると再び通信を続けられま
す。

オンラインデータモードとオンラインコマ
ンドモードを切り替える

FOMA 端末をオンラインデータモードからオンライ
ンコマンドモードに切り替えるには、次の方法があ
ります。
･「+++」コマンドまたは「S2」レジスタに設定し
たコードを入力します。
･「AT&D1」に設定されているときに、RS-232C※1
のER信号をOFFにします。
オンラインコマンドモードからオンラインデータ
モードに切り替えるには、「ATO 」と入力します。
※1：USBインタフェースにより、RS-232Cの信号線

がエミュレートされていますので、通信アプリ
ケーションによるRS-232Cの信号線制御が有効
になります。

ATD＊ 99＊＊＊1#
Enterキーを押しますパラメータコマンド
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ATコマンド一覧

･ ATコマンド入力時に、使用しているPCや通信ソフトのフォント設定により、「￥」を入力しても「\」
と表示される場合があります。
･ FOMA端末の電源を切らずに電池パックを取り外した場合、設定値が記録されないことがあります。
･ここで説明するのは FOMA D701i Modem Port で使用できるATコマンドです。

※1 ：AT&Fコマンドで設定が初期化されます。
※2 ：AT&Wコマンドで FOMA端末に記憶でき、ATZコマンドで復元できます。
「なし」：表示コマンド、テストコマンドがないATコマンドです。
［　］ ：省略できるパラメータです。

コマンド 概要・パラメータ
AT%V FOMA端末のバージョンを「Verx.xx」の形式で表示します。

例 設定 AT%V 表示 なし テスト なし
AT&C[n] DTEへの回路CD信号の動作条件を選択します。

n=0: 回路 CD信号を常にONにします。（パラメータ省略時）
n=1: 回路 CD信号は相手モデムの状態に従って変化します。（お買い上げ時）

※1、※2 例 設定 AT&C1 表示 なし テスト なし
AT&D[n] オンラインデータモードの場合に、DTEから受け取る回路ER信号がONからOFFに変わったとき

の動作を設定します。
n=0:ER信号の状態を無視します（常にON）。（パラメータ省略時）
n=1:ER信号がONからOFFに変わるとオンラインコマンドモードになります。
n=2:ER信号がONからOFFに変わると回線を切断し、オフラインモードになります。（お買い上げ時）

※1、※2 例 設定 AT&D1 表示 なし テスト なし
AT&E[n] 接続時の速度表示仕様を選択します。

ATXコマンドが n=0以外の場合に有効です。
n=0：無線区間通信速度を表示します。
n=1：パソコンと FOMA端末間の通信速度を表示します。(お買い上げ時 )

※ 1、※2 例 設定 AT&E1 表示 なし テスト なし
AT&F[0] FOMA 端末をお買い上げ時の状態に戻します。着信中に実行すると、着信には影響を与えずに、

FOMA 端末をお買い上げ時の状態に戻します。通信中は通信を切断してからお買い上げ時の状態に
戻します。

例 設定 AT&F0 表示 なし テスト なし
AT&S[n] FOMA端末の出力するDR信号の制御を設定します。

n=0: 常にONにします。（お買い上げ時、パラメータ省略時）
n=1: 回線接続時にDR信号をONにします。

※1、※2 例 設定 AT&S0 表示 なし テスト なし
AT&W[0] 現在の設定値を FOMA端末に書き込みます。

例 設定 AT&W0 表示 なし テスト なし
AT＊DANTE 電波の強さ（受信レベル）を「＊DANTE:m」の形式で表示します。

m=0: 圏外です。　m=1～3:FOMA端末に表示されるアンテナの本数です。
例 設定 AT＊DANTE 表示 AT＊DANTE? テスト AT＊DANTE=?

AT＊ DGANSM=n パケット着信呼に対して、着信拒否、着信許可を設定します。
n=0: 着信拒否設定と着信許可設定をOFFにします。（お買い上げ時）
n=1: 着信拒否設定をONにします。　n=2: 着信許可設定をONにします。

例 設定 AT＊DGANSM=0 表示 AT＊DGANSM? テスト AT＊DGANSM=?
AT＊DGAPL=n[,cid] パケット着信呼に対して、着信を許可する接続先 (APN) を設定します。APNは「+CGDCONT」で

定義された cid パラメータを使用します。
n=0:cid で定義されたAPNを着信許可リストへ追加します。
n=1:cid で定義されたAPNを着信許可リストから削除します。
cid パラメータを省略すると、すべての cid を追加または削除します。

例 設定 AT＊DGAPL=0,1 表示 AT＊DGAPL? テスト AT＊DGAPL=?
AT＊ DGARL=n[,cid] パケット着信呼に対して、着信を拒否する接続先 (APN) を設定します。APNは「+CGDCONT」で

定義された cid パラメータを使用します。
n=0:cid で定義されたAPNを着信拒否リストへ追加します。
n=1:cid で定義されたAPNを着信拒否リストから削除します。
cid パラメータを省略すると、すべての cid を追加または削除します。

例 設定 AT＊DGARL=0,1 表示 AT＊DGARL? テスト AT＊DGARL=?
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AT＊DGPIR=n パケット通信時の番号通知、非通知を設定します。発信時、着信時に有効です。
n=0: パケット通信確立時に、APNをそのまま使用します。（お買い上げ時）
n=1: パケット通信確立時に、APNに「184」を付けます。
n=2: パケット通信確立時に、APNに「186」を付けます。

例 設定 AT＊DGPIR=0 表示 AT＊DGPIR? テスト AT＊DGPIR=?
AT＊ DRPW 受信電力指標を「＊DRPW:m」の形式で表示します。m:0～ 75

例 設定 AT＊DRPW 表示 なし テスト AT＊DRPW=?
+++ FOMA 端末をオンラインデータモードからオンラインコマンドモードに切り替えます。エスケープ

ガード区間は、1秒間の固定です。
例 設定 +++ 表示 なし テスト なし

AT+CEER 直前の通信の切断理由を表示します。☛P436
例 設定 AT+CEER 表示 なし テスト AT+CEER=?

AT+CGDCONT パケット通信時の接続先 (APN) を設定します。☛P436
AT+CGEQMIN パケット通信確立時に、ネットワーク側から通知される QoS（サービス品質）を許可するかどうか

の判定基準を登録します。☛P436
AT+CGEQREQ パケット通信時の発信時にネットワークへ要求するQoS（サービス品質）を設定します。☛P437
AT+CGMR FOMA端末のバージョンを16桁の数字で表示します。

例 設定 AT+CGMR 表示 なし テスト AT+CGMR=?
AT+CGREG=[n] ネットワーク登録状態を通知するかどうかを設定します。通知される内容は、圏内または圏外です。

n=0: 通知しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時）
n=1: 通知します。「+CGREG:n,stat」の形式で通知されます。

stat=0: 圏外　stat=1: 圏内 (home)　stat=4: 不明　stat=5: 圏内 (visitor)
※ 1、※2 例 設定 AT+CGREG=1 表示 AT+CGREG? テスト AT+CGREG=?
AT+CGSN FOMA端末の製造番号を表示します。

例 設定 AT+CGSN 表示 なし テスト AT+CGSN=?
AT+CLIP=[n] 64Kデータ通信の着信時に、相手の発信者番号をパソコンに表示します。

n=0: 表示しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時）
n=1: 表示します。
AT+CLIP? を入力すると、「+CLIP:n,m」が表示されます。

m=0: 発信時に相手に発信者番号を通知しないネットワーク設定
m=1: 発信時に相手に発信者番号を通知するネットワーク設定　m=2: 不明

※1、※2 例 設定 AT+CLIP=0 表示 AT+CLIP? テスト AT+CLIP=?
AT+CLIR=[n] 64Kデータ通信の発信時に、電話番号を相手に通知するかどうかを設定します。

n=0: サービス契約の設定に従います。（パラメータ省略時）　n=1: 通知しません。
n=2: 通知します。（お買い上げ時）
AT+CLIR? を入力すると、「+CLIR:n,m」を表示します。

m=0:CLIR が起動していません。（常時通知）　m=1:CLIR が起動しています。（常時非通知）
m=2: 不明　m=3:CLIR テンポラリーモード（非通知デフォルト）
m=4:CLIR テンポラリーモード（通知デフォルト）

例 設定 AT+CLIR=0 表示 AT+CLIR? テスト AT+CLIR=?
AT+CMEE=[n] FOMA端末のエラーレポートの形式を設定します。☛P436

n=0:「ERROR」を表示します。（お買い上げ時、パラメータ省略時）
n=1:「+CME ERROR：xxxx」の形式（xxxx は数字）で表示します。
n=2:「+CME ERROR：xxxx」の形式（xxxx は文字）で表示します。

※1、※2 例 設定 AT+CMEE=0 表示 AT+CMEE? テスト AT+CMEE=?
AT+CNUM FOMA端末の自局番号を表示します｡「+CNUM: “number”,type」の形式で表示します。

number: 電話番号
type=129:「+81」を表示しません。　type=145:「+81」を表示します。

例 設定 AT+CNUM 表示 なし テスト AT+CNUM=?
AT+CR=[n] 回線接続時に「CONNECT」が表示される前に、通信の種別（パケット通信または 64K データ通

信）を表示するかどうかを設定します。
n=0: 表示しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時）
n=1: 表示します。「+CR:serv」の形式で表示します。

serv=SYNC:64Kデータ通信　serv=GPRS: パケット通信
※1、※2 例 設定 AT+CR=0 表示 AT+CR? テスト AT+CR=?
AT+CRC=[n] 着信時に+CRING:type のリザルトコードを使用するかどうかを設定します。

n=0:+CRING:type のリザルトコードを使用しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時）
n=1:+CRING:type のリザルトコードを使用します。応答例は以下のとおりです。

パケット通信 … +CRING:GPRS “PPP”,,, “mopera.ne.jp”
64Kデータ通信… +CRING:SYNC

※ 1、※2 例 設定 AT+CRC=0 表示 AT+CRC? テスト AT+CRC=?

コマンド 概要・パラメータ
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AT+CREG=[n] 圏内／圏外情報を表示するかどうかを設定します。
n=0: 表示しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時）　n=1: 表示します。
AT+CREG?を入力すると、「+CREG:n,stat」の形式で表示します。

stat=0: 圏外　stat=1: 圏内 (home)　stat=4: 不明　stat=5: 圏内 (visitor)
※ 1、※2 例 設定 AT+CREG=0 表示 AT+CREG? テスト AT+CREG=?
AT+GMI FOMA端末の製造会社名を表示します。

例 設定 AT+GMI 表示 なし テスト AT+GMI=?
AT+GMM FOMA端末名を表示します。

例 設定 AT+GMM 表示 なし テスト AT+GMM=?
AT+GMR FOMA端末のバージョンを表示します。

例 設定 AT+GMR 表示 なし テスト AT+GMR=?
AT+IFC=[n,[m]] パソコンと FOMA端末間のローカルフロー制御方式を設定します。

nはDCE by DTEの制御を設定します。
n=0: フロー制御しません。　n=1:XON/XOFF フロー制御します。
n=2:RS/CS(RTS/CTS) フロー制御します。（お買い上げ時）

mはDTE by DCE の制御を設定します。省略するとDCE by DTEと同じ入力値になります。
m=0: フロー制御しません。　m=1:XON/XOFF フロー制御します。
m=2:RS/CS(RTS/CTS) フロー制御します。（お買い上げ時）

パラメータをすべて省略すると、AT+IFC=2,2 になります。
※1、※2 例 設定 AT+IFC=2,2 表示 AT+IFC? テスト AT+IFC=?
AT+WS46=[22] 発信時に FOMA端末が使用する無線ネットワークを設定します。
※1、※2 例 設定 AT+WS46=22 表示 AT+WS46? テスト AT+WS46=?
ATA パケット通信、64K データ通信の着信時に着信処理をします。パケット通信の着信時には下記を入

力できます。
ATA184: 発信者番号通知なし着信　ATA186: 発信者番号通知あり着信

例 設定 ATA 表示 なし テスト なし
A/ 直前に実行したコマンドを再実行します。

例 設定 A/ 表示 なし テスト なし
ATD パケット通信または64Kデータ通信の発信をします。

・パケット通信…「ATD＊99＊＊＊cid#」の形式で入力します。cidを省略すると、cid=1になります。
「ATD184＊ 99」で始まる形式で入力した場合、指定した cid の APNに対して184（発信者番
号通知なし）が付加されます。（186でも同様です）

・64Kデータ通信…「ATD電話番号」の形式で入力します。
・リダイヤル発信…「ATDL」または「ATDN」の形式で入力します。

例 設定 ATD電話番号 表示 なし テスト なし
ATE[n] パソコンから送信された文字をエコーバックします。

n=0: エコーバックしません。（パラメータ省略時）
n=1: エコーバックします。（お買い上げ時）

※1、※2 例 設定 ATE0 表示 なし テスト なし
ATH パケット通信または64Kデータ通信を切断します。

例 設定 ATH 表示 なし テスト なし
ATI[n] 認識コードを表示します。

n=0:「NTT DoCoMo」と表示します。（パラメータ省略時）
n=1:FOMA端末名を表示します。　n=2:FOMA端末のバージョンを表示します。

例 設定 ATI0 表示 なし テスト なし
ATO オンラインコマンドモードからオンラインデータモードに移行します。

例 設定 ATO 表示 なし テスト なし
ATQ[n] パソコンにリザルトコードを表示するかどうかを設定します。

n=0: リザルトコードを表示します。（お買い上げ時、パラメータ省略時）
n=1: リザルトコードを表示しません。

※1、※2 例 設定 ATQ0 表示 なし テスト なし
ATV[n] リザルトコードの表示方法を設定します。

n=0: 数字で表示します。（パラメータ省略時）
n=1: 文字で表示します。（お買い上げ時）

※1、※2 例 設定 ATV1 表示 なし テスト なし

コマンド 概要・パラメータ
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ATX[n] ビジートーン検出、ダイヤルトーン検出、通信速度表示を設定します。
n=0: ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検出なし、通信速度表示なし。（パラメータ省略時）
n=1: ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検出なし、通信速度表示あり。
n=2: ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検出あり、通信速度表示あり。
n=3: ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン検出なし、通信速度表示あり。
n=4: ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン検出あり、通信速度表示あり。（お買い上げ時）

※1、※2 例 設定 ATX1 表示 なし テスト なし
ATZ FOMA 端末の設定を AT&W で記憶させた不揮発メモリの内容に復元します。パケット通信または

64K データ通信の着信中に入力したときは、着信には影響を与えずに復元します。通信中に入力す
ると、通信を切断してから復元します。

例 設定 ATZ 表示 なし テスト なし
ATS0=[n] FOMA端末で自動着信するまでの呼出（RING）回数を設定します。

n=0: 自動着信しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時）　n=1～ 255
※ 1、※2 例 設定 ATS0=0 表示 ATS0? テスト なし
ATS2=[n] エスケープキャラクタを設定します。

n=0～ 127（43: お買い上げ時、0: パラメータ省略時、127: エスケープ処理を無効にする）
※1 例 設定 ATS2=43 表示 ATS2? テスト なし
ATS3=[13] AT コマンドの文字列の最後を認識する復帰 (CR) キャラクタを設定します。エコーバックされたコ

マンド文字列とリザルトコードの最後に付けられます。（設定値は変更できません）
※1 例 設定 ATS3=13 表示 ATS3? テスト なし
ATS4=[10] 改行 (LF) キャラクタの設定をします。英文字でリザルトコードを表示する場合に、復帰 (CR) キャラ

クタの次に付けられます。（設定値は変更できません）
※1 例 設定 ATS4=10 表示 ATS4? テスト なし
ATS5=[8] AT コマンド入力中に、入力バッファの最後のキャラクタを削除するバックスペース (BS) キャラク

タを設定します。（設定値は変更できません）
※1 例 設定 ATS5=8 表示 ATS5? テスト なし
ATS6=[n] ダイヤルするまでのポーズ時間を設定します。このコマンドを使用しても、レジスタは設定されます

が、動作しません。
n=2～ 10：単位は秒。（5: お買い上げ時、パラメータ省略時）

※1 例 設定 ATS6=5 表示 ATS6? テスト なし
ATS7=[n] パケット通信または64Kデータ通信で、発呼してから接続できるまでの待ち時間を設定します。

n=1～ 255：単位は秒。（60: お買い上げ時、パラメータ省略時）
※1、※2 例 設定 ATS7=60 表示 ATS7? テスト なし
ATS8=[n] カンマダイヤル機能（ポーズ時間）を設定します。このコマンドを使用しても、レジスタは設定され

ますが、ポーズ時間は3秒で固定です。
n=0～ 255：単位は秒。（3: お買い上げ時、0: パラメータ省略時）

※1 例 設定 ATS8=3 表示 ATS8? テスト なし
ATS10=[n] 自動切断までの遅延時間を設定します。このコマンドを使用しても、レジスタは設定されますが、動

作しません。
n=1～ 255：単位は1/10秒。（1: お買い上げ時、パラメータ省略時）

※1、※2 例 設定 ATS10=1 表示 ATS10? テスト なし
ATS30=[n] データ転送がなかった場合、通信を切断するまでの時間を設定します。64K データ通信の場合に有

効です。
n=1～ 255: 単位は分。　n=0: 切断しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時）

※1 例 設定 ATS30=0 表示 ATS30? テスト なし
ATS103=[n] 着サブアドレスを付けて発信するときの区切りに使う記号を設定します。64K データ通信の場合に

有効です。
n=0: ＊（パラメータ省略時）　n=1:/（お買い上げ時）　n=2:￥

※ 1 例 設定 ATS103=0 表示 ATS103? テスト なし
ATS104=[n] 発サブアドレスを付けて発信するときの区切りに使う記号を設定します。64K データ通信の場合に

有効です。
n=0:#（パラメータ省略時）　n=1:%（お買い上げ時）　n=2:&

※ 1 例 設定 ATS104=0 表示 ATS104? テスト なし
AT￥S コマンドの設定内容とSレジスタを表示します。

例 設定 AT￥S 表示 なし テスト なし
AT￥V[n] 接続時に拡張リザルトコードを使用するかどうかを選択します。

ATXコマンドのパラメータが n=1～ 4の場合に有効です。
n=0: 拡張リザルトコードを使用しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時）
n=1: 拡張リザルトコードを使用します。

※1、※2 例 設定 AT￥V0 表示 なし テスト なし

コマンド 概要・パラメータ
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切断理由一覧

■ パケット通信

■ 64Kデータ通信

エラーレポート一覧

ATコマンドの補足説明

■ コマンド名：AT+CGDCONT=［パラメータ］
パケット発信時の接続先（APN）を設定します。
書式
AT+CGDCONT＝［＜cid＞［，"PPP"［，"＜
APN＞"］］］
パラメータ説明
＜ cid ＞：1～ 10
お買い上げ時、cid1 には「mopera.ne.jp」、cid3
には「mopera.net」があらかじめ登録されてい
ます。

＜APN＞：任意
実行例
「abc」というAPN名を登録する場合のコマンド
（＜ cid ＞ =2の場合）
AT+CGDCONT=2，"PPP"，"abc"

パラメータを省略した場合の動作
AT+CGDCONT=
すべての＜ cid ＞の設定をクリアします。ただし、
「＜ cid ＞ =1」と「＜ cid ＞ =3」の設定はお買
い上げ時の状態に再設定されます。

AT+CGDCONT=＜ cid ＞
指定された＜ cid ＞の設定をクリアします。ただ
し、「＜ cid ＞ =1」と「＜ cid ＞ =3」の設定は
お買い上げ時の状態に再設定されます。

AT+CGDCONT=？
設定可能な値のリストを表示します。

AT+CGDCONT？
現在の設定値を表示します。

■ コマンド名：AT+CGEQMIN=[ パラメータ ]
PPPパケット通信確立時にネットワーク側から通
知されるQoS（サービス品質）を許容するかどう
かの判定基準値を登録します。

書式
AT+CGEQMIN=[ ＜ cid ＞［，，＜ Maximum
bitrate UL＞［，＜Maximum bitrate DL＞］］］

パラメータ説明
＜ cid ＞：1～ 10
お買い上げ時、cid1 には「mopera.ne.jp」、cid3
には「mopera.net」があらかじめ登録されてい
ます。

＜Maximum bitrate UL＞：なしまたは64
＜Maximum bitrate DL ＞：なしまたは384
「Maximum bitrate UL」および「Maximum
bitrate DL」では、FOMA 端末と基地局間の上
りおよび下りの最低通信速度（kbps）を設定し
ます。「なし（お買い上げ時）」に設定した場合
は、すべての速度を許容しますが、「64」およ
び「384」を設定した場合、これらの速度以下
の接続は許容されないため、パケット通信が接
続されない場合がありますのでご注意くださ
い。

実行例
（１）上り／下りすべての速度を許容する場合のコ

マンド（＜ cid ＞ =2の場合）
AT+CGEQMIN=2

（2）上り 64kbps ／下り 384kbps の速度のみ
許容する場合のコマンド（＜cid＞=4の場合）
AT+CGEQMIN=4,,64,384

（3）上り64kbps／下りすべての速度のみ許容す
る場合のコマンド（＜ cid ＞ =5の場合）
AT+CGEQMIN=5,,64

（4）上りすべての速度／下り384kbps速度のみ
許容する場合のコマンド（＜cid＞=6の場合）
AT+CGEQMIN=6,,,384

値 理　由
27 APNが存在しない、または正しくありません。
30 ネットワークによって切断されました。
33 パケット通信の契約がされていません。
36 正常に切断されました。

値 理　由
1 指定した番号は存在しません。
16 正常に切断されました。
17 相手側が通信中のため、通信ができません。
18 発信しましたが、指定時間内に応答がありません

でした。
19 相手側が呼出中のため通信ができません。
21 相手側が着信を拒否しました。
63 ネットワークのサービスおよびオプションが有

効ではありません。
65 提供されていない処理速度を指定しました。
88 端末属性の異なる端末に発信した、または着信を

受けました。

数字
表示 文字表示 理　由

10 SIM not
inserted

FOMA カードがセットされてい
ません。

15 SIM
wrong

ドコモ以外の SIM（FOMA カー
ドに相当する IC カード）が挿入
されています。

16 incorrect 
password

パスワードが間違っています。

100 unknown 不明なエラーです。
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パラメータを省略した場合の動作
AT+CGEQMIN=
すべての＜ cid ＞の設定をクリアします。

AT+CGEQMIN=＜ cid ＞
指定された＜ cid ＞をお買い上げ時の状態に戻し
ます。

AT+CGEQMIN=？
設定可能な値のリストを表示します。

AT+CGEQMIN？
現在の設定を表示します。

■ コマンド名：AT+CGEQREQ=［パラメータ］
PPP パケット通信時の発信時にネットワークへ
要求するQoS（サービス品質）を設定します。

書式
AT+CGEQREQ=[ ＜ cid ＞］

パラメータ説明
上り64kbps／下り384kbpsの速度で接続を要
求するコマンドのみ設定可能です。各 cid にはそ
の内容がお買い上げ時に設定されています。

＜ cid ＞：1～ 10
お買い上げ時、cid1 には「mopera.ne.jp」、cid3
には「mopera.net」があらかじめ登録されてい
ます。

実行例
（＜ cid ＞ =2の場合）
AT+CGEQREQ=2

パラメータを省略した場合の動作
AT+CGEQREQ=
すべての＜ cid ＞をお買い上げ時の状態に戻しま
す。

AT+CGEQREQ=＜ cid ＞
指定された＜ cid ＞をお買い上げ時の状態に戻し
ます。

AT+CGEQREQ=？
設定可能な値のリストを表示します。

AT+CGEQREQ？
現在の設定を表示します。

リザルトコード

■ リザルトコード

■ 拡張リザルトコード

数字表示 文字表示 意　味
0 OK 正常に実行しました。
1 CONNECT 相手と接続しました。
2 RING 着信が来ています。
3 NO CARRIER 回線が切断されました。
4 ERROR コマンドを受付られません。
6 NO DIALTONE ダイヤルトーンの検出ができません。
7 BUSY 話中音の検出中です。
8 NO ANSWER 接続完了タイムアウトしました。

100 RESTRICTION 通信ネットワークが混雑しています。しばらくしてから接続し直してください。
101 DELAYED リダイヤル発信規制中です。

数字表示 文字表示 意　味
5 CONNECT 1200 FOMA端末－PC間速度1200bps で接続しました。
10 CONNECT 2400 FOMA端末－PC間速度2400bps で接続しました。
11 CONNECT 4800 FOMA端末－PC間速度4800bps で接続しました。
13 CONNECT 7200 FOMA端末－PC間速度7200bps で接続しました。
12 CONNECT 9600 FOMA端末－PC間速度9600bps で接続しました。
15 CONNECT 14400 FOMA端末－PC間速度14400bps で接続しました。
16 CONNECT 19200 FOMA端末－PC間速度19200bps で接続しました。
17 CONNECT 38400 FOMA端末－PC間速度38400bps で接続しました。
18 CONNECT 57600 FOMA端末－PC間速度57600bps で接続しました。
19 CONNECT 115200 FOMA端末－PC間速度115200bps で接続しました。
20 CONNECT 230400 FOMA端末－PC間速度230400bps で接続しました。
21 CONNECT 460800 FOMA端末－PC間速度460800bps で接続しました。
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■ 通信プロトコルリザルトコード

■ リザルトコード表示例
ATX 0 が設定されている場合
AT￥Vコマンド（☛P435）の設定に関わらず、接続完了の際にCONNECTのみの表示となります。

ATX 1 が設定されている場合
･ ATX1、AT￥V0が設定されている場合（初期値）
接続完了のときに、CONNECT＜ FOMA端末－PC間の速度＞の書式で表示します。

･ ATX1、AT￥V1が設定されている場合※1
接続完了のときに、以下のように表示します。

※1：ATX1、AT￥V1を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接続が正しくできない場合があります。
AT￥V0だけでのご利用をおすすめします。

おしらせ
●ATV［n］コマンド（☛P434）が n=1に設定されている場合には文字表示（初期値）、n=0に設定され
ている場合には数字表示でリザルトコードが表示されます。

●従来のRS-232Cで接続するモデムとの互換性を保つため通信速度の表示はしますが、FOMA端末－PC
間は FOMA USB接続ケーブル（別売）で接続されているため、実際の接続速度と異なります。

数字表示 文字表示 意　味
1 PPPoverUD PPPoverUDで接続（BC=UDI、+CBST=116,1,0）
2 AV32K AV（テレビ電話）［32K］で接続
3 AV64K AV（テレビ電話）［64K］で接続
5 PACKET PACKETで接続

文字表示例 ：ATD＊99＊＊＊１#
CONNECT（数字表示の場合は「1」）

文字表示例 ：ATD＊99＊＊＊１#
CONNECT 460800（数字表示の場合は「1 21」）

文字表示例 ：ATD＊99＊＊＊１#
CONNECT 460800 PACKET mopera.ne.jp/64/384
（数字表示の場合は「1 21 5」）

FOMA 端末ーPC 間速度 460800bps で、mopera.ne.jp に、上り最大 64kbps、下り最大
384kbps で接続したことを表します。
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文字入力について

FOMA 端末には、電話帳やメールなど、文字を
入力して活用する多くの機能があります。
･文字の入力方式には「かな入力方式」と「スロット
入力方式」があります。
かな入力方式は、1つのキーに複数の文字が割り当
ててあり、キーを押すたびに文字が替わります。
☛P454
スロット入力方式は、スロット入力ボードに表示さ
れた文字から、入力文字を指定します。☛P447
･入力方式によって、入力できる文字の種類は異なり
ます。

○：入力可　×：入力不可　―：入力文字なし

･文字の種類には「全角文字」と「半角文字」があり
ます。全角文字や全角の空白、改行は、半角文字2
文字分にカウントされます。半角文字では、濁点・
半濁点も1文字分にカウントされます。
･入力する文字の呼び出しかたがわからない場合な
どは、区点コードで入力できます。
･入力できる漢字は JIS 第一水準漢字・第二水準漢
字の6355文字です。
･複雑な漢字は、一部変形または省略して表示されま
す。

文字入力画面の見かた

文字の入力方法には、「全画面入力」と、「インライ
ン入力」の2種類があります。
･入力欄によっては、どちらか一方しか利用できない
場合があります。
･貼り付けや定型文入力などで、入力可能な文字数を
超えた場合、超過分は削除されます。

入力欄にカーソルを合わせてoを押すと、入力エリ
アが全画面表示されます。

入力欄にカーソルを合わせて 0 ～ 9、(、
#を押し、文字を直接入力します。oを押すと文
字が確定します。

文字入力画面でmを押します。次の操作ができます。
ただし、文字が確定される前やデコメールの装飾選択
画面ではサブメニューは表示されません。
･文字のコピー☛P445
･文字の切り取り☛P445
･コピー／切り取りした文字の貼り付け☛P446
･電話帳データの引用☛P444
･単語登録☛P446
･定型文登録☛P445
･文字入力の設定☛P448
･自局番号の内容や電卓の計算結果、バーコードリー
ダーを起動して読み取ったデータの引用（入力欄に
よって表示される項目が異なります）☛P444
･文字入力の終了（スロット入力方式で文字を入力中
にのみ表示されます）

入力モードを切り替える

･文字入力画面によって切り替えられる入力モード
が異なります。

おしらせ
●本書では最後にoを押す操作も含めて「入力す
る」と表記しています。

入力方式 かな入力方式 スロット入力方式
文字の種類 全角 半角 全角 半角
ひらがな／漢字 ○ ー ○ ー
カタカナ ○ ○ × ○
英字 ○ ○ × ○
数字 ○ ○ × ○
記号 ○ ○ ○ ○
絵文字 ○ ー ○ ー

全画面入力

インライン入力

文字入力画面のサブメニュー

入力モード
入力可能な範囲（これ以
上入力できないことを
示すマーク）

ガイド行

カーソル（文字が入力さ
れる位置で点滅）
O で移動できます。

入力エリア

文字入力用のガイド行 文字が確定した状態

o

440



文
字
入
力

nを押すたびに、次のように切り替わります。

文字入力画面でpを押すと、次の入力モードが選択
できます。

※2：スロット入力方式では表示されません。

･O、p、または対応するダイヤルキーを押して入
力モードを選択します。
･入力モードリストから選択して、次の操作もできま
す。

かな入力方式で文字を入力する かな入力方式

文字を入力する かな漢字変換

電話帳の登録で「企業」と入力するとき

1 名前の入力欄にカーソルを合わせて o
を押す
文字入力画面が表示されます。

2「きぎょう」と入力する

･キーを押し間違えたときはcを押して取り
消します。
･文字に「゛」「゜」を付けるときは、文字を入
力し ( を押します。
たとえば、「ほ」を入力して ( を押すと、押
すたびに「ぼ」→「ぽ」→「ほ」と切り替わります。
「゛」「゜」が付けられない文字のときは、「゛」
「゜」が全角で入力されます。
･大文字と小文字を切り替えるには、文字を入力
し t を押します。
･m を押すと全角カタカナに変換できます。

■ 1つ前の文字に戻すとき
文字入力直後にaを押して1つ前の文字に戻
すことができます。押すたびに、通常の文字
入力順とは逆の順に文字が切り替わります
（例：…→ 1 →お→え→う→い→あ→ 1 →
…）。ただし、濁点や半濁点を入力したときや、
大文字と小文字を切り替えたときは、切り替
わりません。

■ ひらがなのまま確定するとき
ひらがなを入力した状態で操作4に進みます。

3 p を押す

で切り替える

入力モードリストで切り替える

項　目 入力モード 項　目 入力モード
かな ひらがな／

漢字
１２３※2 全角数字
ｶﾅ 半角カタカナ

カナ※2 全角カタカナ ABC 半角英字
ＡＢＣ※2 全角英字 123※ 2 半角数字

「記号」 ：記号を入力します。☛P443
「絵文字」 ：絵文字を入力します。☛P443
「定型文」 ：定型文を入力します。☛P443
「区点入力」：区点コードで文字を入力します。

☛P446

おしらせ
●ひらがなしか入力できない場合は が表示され
ます。

ひらがな／漢字 半角カタカナ

半角数字※1 半角英字
※1：スロット入力方式では表示されません。

入力モード

かな入力方式 スロット入力方式

入力モード

「き」：2 を2回押します。
r を押して、カーソルを1つ右に移動し
ます（自動カーソル機能によってカーソ
ルが移動したときは必要ありません）。

「ぎ」：2 を2回押し、( を押します。
「ょ」：8 を3回押し、t を押します。
「う」：1 を3回押します。

例

と表示
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･予測変換候補が表示されていないときは、%
を押してもかな漢字変換されます。予測変換
☛P443
･c を押すと、変換前の状態に戻ります。

■ 変換候補を一覧表示するとき
p を押しても目的の文字が表示されないと
きは、% またはもう一度 p を押すと変換候
補が一覧表示されます。変換候補の一覧が複
数ページあるときは、a を押すと次ページ、
tを押すと前ページに切り替わります。%を
押して変換候補にカーソルを合わせてoを押
すか、各候補に割り当てられている番号のダ
イヤルキーを押して選択します。

4 o を押す
文字が確定します。
･入力設定の入力予測を「ON」に設定している
ときは、「閉じる」を選択します。

■ 文字を挿入するとき
Oを押して挿入する位置までカーソルを移動
し、文字を入力します。入力した文字はカー
ソル位置に挿入されます。

■ 文字を削除するとき
･カーソルが入力文字の途中にある場合
（例：鈴木 郎）
･ c を押すと、カーソル位置の 1 文字
が削除されます。
･ c を 1 秒以上押すと、カーソル位置
の文字とそれ以降のすべての文字が削除
されます。

･カーソルが入力文字の末尾にある場合
（例：鈴木一郎 ）
･ c を押すと、カーソル位置の左の1文
字が削除されます。
･ c を 1 秒以上押すと、すべての入力
文字が削除されます。

■ 改行するとき
改行する位置にカーソルを移動し、# を押
します。
･入力欄によっては改行できない場合があり
ます。

5 o を押す
文字入力が終了します。
･文字を未入力の状態にするときは、すべての文
字を削除してから o を押します。新規に入力
した場合は、すべての文字を削除してから
c を押してもできます。
･入力済みの入力欄の内容を修正し、修正前の状
態に戻したいときは、すべての文字を削除して
から c を押し、「はい」を選択します。

複数の文節を一括変換し、文章を簡単に入力できます。
･全角で24文字まで変換できます。

「動物園に行こう。」と入力するとき

1 文字を入力して p を押す

■ 全確定するとき

■ 変換部分を確定するとき

■ 変換範囲を変更するとき

p

p ／ d

一

おしらせ
●次の入力モードのときは、入力途中でキーを押
さずに一定時間経過すると、自動カーソル機能
によってカーソルが右に移動します。移動する
までの時間を変更したり、自動カーソル機能を
使わないように設定できます。☛P448

●自動カーソル機能によってカーソルが右に移動し
た後でも次の操作ができます。
･(：濁点／半濁点を付ける
･t ：大文字／小文字を切り替える
･a ：1つ前の文字に戻す

●「ダイヤルキーの文字割り当て一覧」☛P454

複数の文節を一括変換する

おしらせ
●ひらがなで読みを入力して、記号や絵文字、ア
ルファベット、ギリシャ文字などを入力できま
す。☛P458、P459

･ひらがな／漢字 ･全角／半角カタカナ
･全角／半角英字

例

a m を押す

a o を押す

l を押したとき

a & を押す
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入力予測機能を使って文字を入力する

入力予測機能は、文字を入力したときに、読みの先
頭部分が一致する予測変換候補が一覧表示される機
能です。
予測変換候補には、一度入力した単語が自動的に予
測辞書データとして登録されるので、次に同じ内容
を入力するときには、先頭の文字を入力するだけで
すばやく入力できます。
･次の単語や文字列が候補として表示されます。
･ 標準搭載の単語
･ かな漢字変換で入力した単語
･ 単語登録した文字列

･予測変換は、ひらがな／漢字モードのみで利用でき
ます。ただし、次の場合は予測変換できません。
･ インライン入力の場合
･ スロット入力方式の場合

･予測変換候補を表示しないように設定できます。
☛P448

1 文字を入力する
予測変換候補が表示されます。

2 dを押し、Oを押して候補にカーソルを
合わせて o を押す

･予測変換候補にカーソルがあるときは、次の操
作ができます。

･該当する用語がない場合、p を押すと、かな
漢字変換になり、予測変換候補が消えます。

3「閉じる」を選択する
予測変換候補が消えます。

定型文を入力する

あらかじめ登録されている文や顔文字、絵文字こと
ばを入力します。

1 文字入力画面で p7 を押す
･pm を押しても表示できます。

2 1 ～ 8 を押す

3 1 ～ 8 を押す

･& を押してページを切り替えられます。
･定型文の内容を確認するときは、定型文にカー
ソルを合わせて p を押します。o を押すと
定型文が入力されます。

記号・絵文字を入力する

･記号は入力可能なもののみ一覧表示されます。
･絵文字の一部は「えもじ」と入力して変換できま
す。☛P459

記号を入力するとき

1 文字入力画面で t を押す
･絵文字を入力するときは a を押します。
･p1 を押して記号一覧、p2 を押し
て絵文字一覧を表示できます。
･記号一覧、絵文字一覧は複数ページあります。

t または a を押すとページが切り替わりま
す。

ta ：前ページ／次ページ切り替え
p ：かな漢字変換（予測変換候補は消

えます）
o ：文字確定

･１文字、2文字、3文
字と文字を入力する
たびに候補は絞り込
まれます。

おしらせ
●顔文字を使ったメールを送信する場合、相手の端
末のディスプレイの大きさ、表示文字数やフォン
トによっては、形が崩れたり、見えかたが異なる
など、正しく表示されない場合があります。

●「定型文一覧」☛P455

･定型文を作成・登録し
た場合は、9 を押
して選択できます。

「顔文字1」を選択した場合

例
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2 記号を選択する

･次のかっこの左側（例：｛ ）を選択した場合は、
右側のかっこ（例：｝）も自動的に入力されます。
()　[ ]　{} 「 」（　）〔　〕［　］｛　｝〈　〉　《　》
「　」『　』【　】
･記号一覧または絵文字一覧で m を押すと、一
覧の上部に連続入力エリアが表示され、記号ま
たは絵文字を連続して選択できます。記号の場
合は全角10文字（半角20文字）まで、絵文
字の場合は10文字まで連続入力でき、p を
押すと選択した記号または絵文字をまとめて
入力できます。ただし、連続入力エリアで上記
のかっこの左側を選択しても、右側のかっこは
入力されません。

データを引用して文字を入力する

電話帳データや自局番号の登録内容、電卓の計算結
果やバーコードリーダーで読み取ったデータの文字
列情報を引用して入力します。
･引用できない文字入力画面では、メニュー項目が薄
く表示されたり、メニュー項目自体が表示されない
ため操作できません。

･文字入力画面を全画面入力に切り替えて操作して
ください。
･電話帳の文字入力画面では、電話帳データを引用で
きません。

1 文字入力画面で m4 を押す

2 引用する電話帳データを選択する

3 引用する内容を選択する

･内容が長い場合は、途中までしか表示されませ
ん。確認するときは、内容にカーソルを合わせ
て p を押します。o を押すと引用できます。

･自局番号の文字入力画面では、自局番号を引用でき
ません。

1 文字入力画面で m81 を押す

2 端末暗証番号を入力し、引用する自局番
号の内容を選択する

･内容が長い場合は、途中までしか表示されませ
ん。確認するときは、内容にカーソルを合わせ
て p を押します。o を押すと引用できます。

･引用できるのは、スケジュール帳とメモ帳の文字入
力画面です。

1 文字入力画面で m82 を押す

2 計算を行う

3 o を押す

･引用できるのは、URL入力とｉモード中の文字入
力画面です。

1 文字入力画面で m82 を押す
バーコードリーダーが起動します。

2 レンズカバーを開け、接写切替スイッチ
を （接写）に切り替える

3 JANコードまたはQRコードを読み取る

おしらせ
●記号や絵文字は、赤外線通信などでデータ転送を
行った際、正しく表示されない場合があります。

●絵文字を入力してｉモード端末以外の相手にメー
ルを送信すると、正しく表示されない場合があり
ます。

●絵文字2を入力してメールを送信すると、相手の
端末によっては正しく表示されない場合があり
ます。

電話帳データの内容を引用する

自局番号の内容を引用する

電卓の計算結果を引用する

バーコードリーダーの読み取りデータを
引用する
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4 o を押す
読み取りデータの文字列が入力されます。

定型文を登録する 定型文登録

登録した定型文は「ユーザ作成」に登録されます。
･最大50件登録できます。

1 待受画面で m8929 を
押す

2「＜新しい定型文＞」を選択する
定型文編集画面が表示されます。
･登録済みの定型文を修正するときは、定型文を
選択します。
･登録済みの定型文を確認するときは、定型文の
一覧で定型文にカーソルを合わせてpを押し
ます。o を押すと編集できます。

■ 定型文を削除するとき
a 削除する定型文にカーソルを合わせてm

を押し、「はい」を選択する

3 本文欄を選択し、定型文を入力する（全
角64文字（半角128文字）まで）

4 p を押す
･登録済みの定型文を修正したときは確認画面
が表示されます。上書き登録するときは「はい」
を、中止するときは「いいえ」を選択します。

入力済みの文字を選択して定型文に登録します。

1 文字入力画面で m6 を押す

2 開始位置にカーソルを合わせてoを押す
･全文を選択する場合は、mo を押し、操作4
に進みます。

3 終了位置にカーソルを合わせてoを押す
選択した範囲の文字が定型文編集画面に表示さ
れます。
･開始位置から文頭までを選択する場合は、

mo を押します。
･開始位置から文末までを選択する場合は、

po を押します。

4 p を押す

文字をコピー／切り取りして貼り付ける
文字コピー

文字入力画面から文字のコピーや切り取りを行
い、別の場所に貼り付けます。別の文字入力画面
に貼り付けることもできます。
･コピーまたは切り取った文字は電源を切るまで記
録され、別の場所に何度でも貼り付けることができ
ます。
･記録できるのは 1 件だけです。新たにコピーまた
は切り取りを行うと内容は上書きされます。

文字をコピー／切り取りする

文字をコピーするとき

1 文字入力画面で m1 を押す
･文字を切り取るときは m2 を押します。

2 開始位置にカーソルを合わせてoを押す
･全文を選択する場合は、mo を押します。

3 終了位置にカーソルを合わせて o を押
す
選択した範囲の文字がコピーされます。
･開始位置から文頭までを選択する場合は、

mo を押します。
･開始位置から文末までを選択する場合は、

po を押します。

文字入力中に登録する

おしらせ
●上記操作で選択した入力済みの文字列内に空白
が含まれていた場合は、次の動作となります。

●メール本文の入力画面ではm62を押し
ても操作できます。

●メール本文の入力画面以外では、文字が入力さ
れていない場合にm6を押すと、すぐに定
型文編集画面が表示されます。

●定型文が既に 50 件登録されている場合は、定
型文登録の一覧画面が表示されます。新たに登
録する場合は、一覧から登録データを削除する
か、登録済みの定型文を修正してください。

おしらせ
●メール本文の入力画面ではmを押し、「コピー」
／「切り取り」を選択しても操作できます。

･空白のみ ：定型文として登録不可
･文字列の前後に空白 ：文字列のみ有効
･文字と文字の間に空白：空白も有効

例
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文字を貼り付ける

･貼り付けたとき、編集中の文章が入力可能な文字数
を超える場合は、すべての文字を貼り付けることが
できない旨のメッセージが表示されます。「はい」
を選択すると、入力可能な文字数を超えない文字だ
けが貼り付けられます。

1 文字入力画面で、貼り付ける位置にカー
ソルを合わせて m3 を押す

区点コードで入力する 区点コード入力

区点コード一覧にある文字、数字、記号を4桁の
区点コードを使って入力します。

「携」（区点コード2340）を入力するとき

1 文字入力画面で p8 を押す

2 4桁の区点コード（この場合は 2
340）を入力する
･有効な区点コードは0101～ 8406です。
･対応する文字、数字、記号がない区点コードの
入力は無効です。

よく使う単語をあらかじめ登録する
単語登録

文字の変換のときに、登録した読みで簡単に呼び
出せます。
･最大200件登録できます。

1 待受画面で m891 を押す

2「＜新しい単語＞」を選択する

･登録済みの単語を修正するときは、修正する単
語を選択します。
･登録済みの単語を確認するときは、単語にカー
ソルを合わせて p を押します。o を押すと編
集できます。

■ 単語を削除するとき
a 削除する単語にカーソルを合わせてmを

押す
b「削除」を選択する
･全件削除するときは、「すべて削除」を選
択します。

3 単語欄を選択し、登録する単語を入力す
る（全角12文字（半角24文字）まで）

･登録できる文字の種類は次のとおりです。
･ ひらがな／漢字 ･ 全角／半角カタカナ
･ 全角／半角英字 ･ 全角／半角数字
･ 全角／半角記号 ･ 絵文字

4 読み欄を選択し、読みを入力する（全角
16文字まで）
･ひらがなのみ入力できます。

5 p を押す
･登録済みの単語を修正したときは確認画面が
表示されます。元の単語に上書きするときは
「上書き登録」を選択します。元の単語を残し
て新規に登録するときは「新規登録」を選択し
ます。

入力済みの文字を選択して単語登録できます。

1 文字入力画面で m5 を押す

2 開始位置にカーソルを合わせて o を押
す
･全文を選択する場合は、mo を押し、操作4
に進みます。

おしらせ
●メール本文の入力画面ではmを押し、「貼り付
け」を選択します。

●コピーまたは切り取った文字種と、貼り付け先
の文字種が適合しないときは、貼り付けられま
せん。たとえば、メールアドレス欄（半角英数
字）にひらがなや漢字などの文字は貼り付けら
れません。

●改行が入力できない入力画面に改行を含んだ文字
列を貼り付けた場合は、空白に置き換えられます。

例

文字入力中に登録する
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3 終了位置にカーソルを合わせて o を押
す
選択した範囲の文字が単語欄に表示されます。
･開始位置から文頭までを選択する場合は、

mo を押します。
･開始位置から文末までを選択する場合は、

po を押します。

4 読みを入力し p を押す

スロット入力方式で文字を入力する
スロット入力方式

スロット入力ボードに表示された文字から、O
を使って入力文字を指定します。
･スロット入力方式で入力するには、入力方式の設定
が必要です。☛P448
･スロット入力方式では予測変換機能は利用できま
せん。
･スロット入力ボードで操作している場合に、入力エ
リアの操作（文字の削除やカーソル移動など）をす
るときはaを押します。スロット入力ボードの操
作に戻すときは再度aを押します。

電話帳の登録で「企業」と入力するとき

1 名前の入力欄にカーソルを合わせて o
を押す
文字入力画面が表示されます。

2「きぎょう」と入力する

「き」：r を1回、d を1回押し、o を押します。
「ぎ」：o を押し、r を4回押し、o を押します。
「ょ」：t を押し、r を 2回、u を 2回押し、

o を押します。
「う」：r を4回、d を2回押し、o を押します。
･上段と下段の入力バーを入れ替えるときは、

t を押します。

3 p を押す
変換されます。

･変換方法はかな入力方式と同じです。
･変換前の状態に戻して文字入力を続けるには

c を押します。
･ひらがなのまま確定するときはmを押し、操作
5 に進みます。確定と同時にスロット入力ボー
ドが有効になります。

4 o を押す
文字が確定します。
･続けて文字を入力できます。

5 a を押し、o を押す
文字入力が終了します。

おしらせ
●単語と読みを入力しないと登録できません。
●読みにひらがなと長音、濁点、半濁点以外の文字
が入力されていた場合は、登録できません。空白
を入力すると、その空白は保存後に削除されます。

●単語と読みの組み合わせで、同じ単語が既に登
録されている場合は、登録できません。

●同じ読みの単語は、最大 5 つ登録できます。さ
らに登録する場合は、読みを変更して登録して
ください。

●文字入力中に登録する場合、メール本文の入力
画面では m61 を押しても登録できま
す。

●文字入力中に登録する場合、メール本文の入力
画面以外では、文字が入力されていないときに
m5 を押すと、すぐに単語編集画面が表示
されます。

●単語が既に200件登録されている場合は、単語
登録の一覧画面が表示されます。新たに登録す
る場合は、一覧から登録データを削除するか、登
録済みの単語を修正してください。

スロット入力ボ－ド

入力モード

入力エリア

例
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入力方法を設定する 入力設定

1 待受画面で m893 を押す

2 各項目を選択して設定する

3 p を押す

･ 文字が確定される前やデコメールの装飾選択画面
では変更できません。

･ インライン入力中は自動カーソルの変更しかでき
ません。

1 文字入力画面で m7 を押す

2 1 ～ 3 を押す
･「かな入力」と「スロット入力」を切り替える
ときは 1 を押します。
･「入力予測 ON」と「入力予測 OFF」を切り替
えるときは 2 を押します。
･自動カーソルの移動時間を設定するときは

3 を押し、1 ～ 4 を押します。

おしらせ
●「入力バーの文字割り当て一覧」☛P455
●文字入力画面のサブメニュー☛P440

お買い上げ時 入力方式：かな入力　入力予測：ON　
自動カーソル：普通

入力方式
：「かな入力」方式にするか「スロット入力」
方式にするかを設定します。
･「スロット入力」に設定すると、以下の
項目は設定できません。

入力予測
：予測変換候補を表示するかどうかを設定
します。

自動カーソル
：カーソルが右側に自動移動するまでの時
間を設定します。
･「OFF」に設定すると、自動移動しませ
ん。
･「遅い」に設定すると、約1.5秒経過後
に移動します。
･「普通」に設定すると、約1秒経過後に
移動します。
･「速い」に設定すると、約0.5秒経過後
に移動します。

文字入力中に設定を変更する
448



付録／外部機器連携／困ったときには
メニュー一覧..........................................................................................................450
ダイヤルキーの文字割り当て一覧（かな入力方式）..........................................454
入力バーの文字割り当て一覧（スロット入力方式）..........................................455
定型文一覧..............................................................................................................455
記号・絵文字一覧 ..................................................................................................457
特殊記号入力変換表 ..............................................................................................458
絵文字入力変換表 ..................................................................................................459
区点コード一覧......................................................................................................460
マルチアクセスの組み合わせ...............................................................................464
マルチタスクの組み合わせ...................................................................................466
FOMA端末から利用できるサービス..................................................................468
オプション・関連機器のご紹介...........................................................................468

外部機器との連携
データリンクソフトのご紹介...............................................................................469
動画データを外部機器から取り込んで FOMA端末で再生する ...動画再生　469
FOMA端末で撮影した動画データをパソコンなどで再生する .......................470
音楽データをパソコンから取り込んで FOMA端末で再生する ...音楽再生　470

困ったときには
故障かな？と思ったら、まずチェック................................................................473
こんな表示が出たら ................................................... エラーメッセージ一覧　475
保証とアフターサービス.......................................................................................481
ソフトウェアを更新する....................................................ソフトウェア更新　483
障害を引き起こすデータから FOMA端末を守る...................スキャン機能　487
携帯電話機の比吸収率（SAR）について...........................................................490
449



付
録
／
外
部
機
器
連
携
／
困
っ
た
と
き
に
は

メニュー一覧

･メニューの表示は、メニューの表示形式（メニュー設定）によって異なります。
･文字の全角／半角は、実際の表示と異なる場合があります。

：設定を変更している場合、各種設定リセットを行ってもお買い上げ時の設定には戻りません。

aメール b モード
メニュー お買い上げ時 参照先

a 受信メール ー P246
b 新規メール ー P221
c チャットメール ー P267
d 未送信メール ー P246
e 送信メール ー P246
f 問合せ
a モード問合せ ー P239
b SMS 問合せ ー P276
c メール選択受信 ー P238
d モード問合

せ設定
すべて選択 P261

g SMS
a SMS 作成 ー P273
b FOMA カード
（UIM）受信
SMS
ー P278

c FOMA カード
（UIM）送信
SMS
ー P278

d SMS設定※1 送達通知：要求しない
P276上記以外は FOMAカー

ドの設定に従う
h テンプレート読込み ー P233
i メール設定
a メール着信設定 着信音選択：

メロディ／パターン1
着信イルミネーション設
定：ON ／緑ー青　きらき
ら
バイブレータ設定：OFF
鳴動時間（秒）：10

P266

b チャットメー
ル着信設定

着信動作設定：
メール着信動作に従う P272

c メール振り分
け設定

受信振り分け設定：ON
送信振り分け設定：ON P258

d 署名設定 自動挿入：する
署名：未設定 P261

e メール返信引
用設定

引用：する
引用文字：〉 P263

f メール選択受
信設定

OFF P262

g メール受信添付
ファイル設定

画像：受信する
メロディ：受信する

P264

h メールグループ ー P262
i 表示設定
a メール一覧

表示設定
2 行表示 P264

b 添付ファ
イル自動
再生設定

自動再生する
P264

c 受信表示
設定

通知優先 P266

メニュー お買い上げ時 参照先
a Menu ー P182
b Bookmark ー P190
c Internet
a URL 入力 ー P188
b URL 履歴 ー P188

d 画面メモ ー P193
e ラストURL ー P183
f モード問合せ ー P239
g メッセージ
a メッセージR ー P204
b メッセージ F ー P204
c メッセージ設定
a 自動表示

設定
メッセージR優先 P203

b モード問
合せ設定

すべて選択 P261

c 添付ファ
イル自動
再生設定

自動再生する
P264

d メッセージ
着信設定

着信音選択：
メロディ／パターン1
着信イルミネーション設
定：ON／緑ー青　きらき
ら
バイブレータ設定：OFF
鳴動時間（秒）：10

P203

h i チャネル
a i チャネル一覧ー P304
b 待受テロップ

設定
テロップ表示設定：表示する
テロップ速度：普通
テロップ色：パターン1

P304

i モード設定
a ツータッチサ

イト表示
未登録 P191

b 表示・効果設
定

画像、アニメーション：
表示する
登録データ利用設定：
利用する
照明設定：常灯
効果音設定：ON

P200

c 表示色設定 文字／背景：指定しない
リンク色：指定しない P201

d モーション
設定

自動再生する P212

e 接続待ち時間
設定

60 秒間 P198

f 接続先設定 モード（FOMAカード） P199
g 証明書表示／

使用設定※2
CA 証明書1 ～ 9

P207上記以外はFOMAカード
の設定に従う

h ユーザ証明書
操作 ー P208

i 証明書発行接
続先設定

ドコモ P210
450 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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c アプリ

d電話帳／履歴

eデータBOX

fツール

gステーショナリー

h設定
メニュー お買い上げ時 参照先

a ソフト一覧 ー P285
b アプリ設定
a ソフトの並べ

替え
ダウンロード日時順 P298

b 自動起動設定 ON P292
c ソフト情報表

示設定
OFF P285

d 照明設定 端末設定に従う P288
e バイブレータ

設定
ON P289

f ツータッチ
アプリ表示

未登録 P292

c 履歴表示
ー

P293
P295
P287

メニュー お買い上げ時 参照先
a 電話帳検索 ー P100
b 電話帳登録 ー P95
c FOMAカード
（UIM）登録 ー P98

d 着信履歴 ー P65
e リダイヤル ー P56
f 伝言メモ／音声メモ
a 伝言メモ設定 停止する P75
b 伝言メモ一覧 ー P77
c 音声メモ録音 ー P383
d 音声メモ一覧 ー P383

g 自局番号 FOMA カードの設定に従
う

P50
P381

メニュー お買い上げ時 参照先
a マイピクチャ ー P306
b モーション ー P316
c メロディ ー P326

メニュー お買い上げ時 参照先
a カメラ ー P160
b ビデオカメラ ー P162
c サウンドレコーダー ー P355
d バーコードリーダー ー P171
e 赤外線／ PC データ連携
a 赤外線全件送信ー P347
b 赤外線受信 ー P348
c データ送受信

設定
通信終了音：OFF
自動認証：なし
電話帳の画像送信：あり

P353

d USB モード設定 通信モード P410
f miniSDカード ー P335

メニュー お買い上げ時 参照先
a スケジュール帳 ー P368
b メモ帳 ー P387
c アラーム 未設定 P365
d 電卓 ー P387

メニュー お買い上げ時 参照先
a 音／バイブ
a 音の設定 電話、メール：

メロディ／パターン1
チャットメール：メール連動
メッセージR、メッセージ
F：メロディ／パターン1
通話保留音：内蔵音（保留
音・ボイス）
テレビ電話：メロディ／電
話・メロディＡ
端末オープン：
メロディ／端末・オープン
音１
端末クローズ：
メロディ／端末・クローズ
音１

P114

b 着信音量調整
a 電話着信

音量調整
レベル4 P68

b メール着信
音量調整

レベル4 P68

c 受話音量調整 レベル4 P68
d キー確認音設定 キー確認音1 P117
e 電池アラーム

音設定
ON P46

f マナーモード
選択

通常マナーモード P119

g バイブレータ
設定

すべてOFF P116

h 呼出動作開始
時間設定

OFF P151

i 充電確認音設定 ON P117
b ディスプレイ
a 待受画面設定 ドルチェ P120
b 発着信画面表示設定
a 電話発信

設定
標準画像 P126

b 電話着信
設定

着信音：
メロディ／パターン1
イメージ表示：標準画像
バイブレータ：OFF
イルミネーション：
ON／水ー青　きらきら

P69

c テレビ電話
発信設定

標準画像 P126

d テレビ電話
着信設定

着信音：
メロディ／電話・メロディA
イメージ表示：標準画像
バイブレータ：OFF
イルミネーション：
ON／水ー青　きらきら

P69

e 人物画像
表示設定

ON P126

f メール送信
画像設定

標準画像 P127

g メール受信
画像設定

標準画像 P127

h 問合せ画
像設定

標準画像 P127
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b ディスプレイ
b 発着信画面表示設定
i 着信表示

設定
電話着信時電話番号：
表示する
電話着信時名前表示：
通常表示
メール／メッセージ着信
時表示：表示する

P127

c カラーテーマ
設定

ホワイトスモーク P129

d 電池マーク設定 → → P131
e 照明設定 照明方法：点灯

点灯時間：10 秒
範囲：ディスプレイ＋キー
ディスプレイの明るさ：標準
AC アダプタ接続時動作：
端末設定に従う

P128

f イルミネー
ション設定

新着通知：OFF
通話中：ON／水ー青　蛍
テレビ電話着信、音声着
信：
ON／水ー青　きらきら
メール着信、メッセージR
着信、メッセージ F着信、
チャットメール着信：
ON／緑ー青　きらきら
アラーム、スケジュール：
OFF
メロディ再生：
メロディ連動
端末オープン、端末クロー
ズ：
ON ／赤ー緑　グラデー
ション

P131

g 背面ディスプレイ設定
a 背面情報

表示設定 相手情報表示あり P128

h フォント設定 中（標準） P132
i バイリンガル Japanese P134

c セキュリティ／ロック
a ロック
a オールロック 未設定 P141
b PIM ロック OFF P144
c 遠隔ロック OFF P141
d 開閉ロック OFF P148

b シークレット
モード

未設定 P148

c ダイヤル発信
制限

OFF P145

d FOMA カード
（UIM）

FOMA カードの設定に従
う

P137

e 暗証番号変更 0000 P137
f プライバシー

モード設定
電話帳・履歴、メール、
マイピクチャ、ｉモーショ
ン、スケジュール、ｉアプ
リ：表示する
自動起動：OFF 

P145

g スキャン機能
a パターン

データ更新 ー P488

b スキャン
機能設定

有効 P488

c バージョン
表示 ー P490

メニュー お買い上げ時 参照先
d 情報表示／リセット
a 通話時間 ー P384
b 設定状況確認 ー P393
c 電池レベル表示 ー P45
d 通話料金
a 通話料金

表示 ー P385

b 通話料金
上限通知

OFF P386

c 上限通知
アイコン
消去
ー P386

d 通話料金自
動リセット
設定

OFF
P385

e 各種設定リ
セット ー P393

f データ一括削除 ー P394
e 時計
a 日付時刻設定※3 自動時刻補正：ON

オフセット時間：
＋、00時 00分

P48

b 自動電源ON 
設定

OFF P364

c 自動電源OFF 
設定

OFF P364

d 時計表示設定 待受時計：デジタル１／大
きく表示／上
曜日：バイリンガルに従う
形式：24時間表示

P133

e アラーム自動
電源ON 設定

OFF P367

f 発着信機能
a 電話発信設定 標準画像 P126
b 電話着信設定 着信音：

メロディ／パターン1
イメージ表示：標準画像
バイブレータ：OFF
イルミネーション：
ON／水ー青　きらきら

P69

c 発番号なし動
作設定

すべて設定解除 P150

d イヤホン機能設定
a イヤホン

切替設定
イヤホン+スピーカー P392

b オート着
信機能設
定 

OFF
P391

c イヤホン
スイッチ
発信設定

OFF
P390

e メモリ別着信
拒否／許可

設定解除 P150

f メモリ登録外
着信拒否

OFF P152

g 応答保留ガイ
ダンス設定

内蔵音 P72

h エニーキーア
ンサー設定

ON P64

i 優先通信モー
ド設定

設定なし P70

メニュー お買い上げ時 参照先
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iNWサービス
g 通話機能
a ノイズキャン

セラ設定 
ON P61

b 再接続アラー
ム設定

アラーム高音 P60

c 通話保留音設定 内蔵音（保留音・ボイス） P72
d 通話品質ア

ラーム設定 
アラーム高音 P118

e プレフィック
ス設定

009130010 P59

f 国際ダイヤル
自動付加

自動付加 P59

g サブアドレス
設定

ON P60

h 通話中クロー
ズ設定

切断 P65

i 着信中オープ
ン応答

OFF P64

h テレビ電話
a テレビ電話発

信設定
標準画像 P126

b テレビ電話着
信設定

着信音：メロディ／電話・
メロディA
イメージ表示：標準画像
バイブレータ：OFF
イルミネーション：
ON／水ー青　きらきら

P69

c テレビ電話動
作設定

音声自動再発信：OFF
テレビ電話画面設定：両方
子画面表示：自画像
画面サイズ設定：大
発信時自画像送信：ON
送信画質設定：標準
照明設定：常灯（標準）

P90

d テレビ電話画
像選択

代替画像、伝言メモ画像、
応答保留画像、通話中保留
画像：標準画像

P87

e テレビ電話使
用機器設定

本体 P91

f テレビ電話切替機能通知
a 切替機能

通知開始
開始 P91

b 切替機能
通知停止 ー P91

c 切替機能
通知設定
確認
ー P91

i 文字入力／その他
a 単語登録 ー P446
b 定型文登録 ー P445
c 入力設定 入力方式：かな入力

入力予測：ON
自動カーソル：普通

P448

d セルフモード
設定

OFF P143

e NW 検索方法  ネットワーク自動検索 P392
f ソフトウェア

更新
ー P483

メニュー お買い上げ時 参照先

メニュー お買い上げ時 参照先
a 留守番電話
a 留守番サービス
a 留守番サービス

開始 ーP397

b 留守番呼出時間
設定 ーP397

c 留守番サービス
停止 ーP397

d 留守番設定確認ーP397
e 留守番メッセー

ジ再生 ーP397

f 留守番サービス
設定 ーP397

g メッセージ問合
せ ーP397

b 件数増加鳴動設定 件数通知音：ON
通知メロディ：パターン1 P397

c 着信通知
a 着信通知開始 ーP398
b 着信通知停止 ーP398
c 着信通知設定確認ーP398

d 表示消去 ーP398
b キャッチホン
a キャッチホン開始 ーP398
b キャッチホン停止 ーP398
c キャッチホン設定確認ーP398

c 転送でんわ
a 転送サービス開始 ーP400
b 転送サービス停止 ーP400
c 転送先変更 ーP400
d 転送先通話中時設定ーP400
e 転送サービス設定確認ーP400

d 迷惑電話ストップ
a 迷惑電話着信拒否登録ーP401
b 迷惑電話全登録削除ーP401
c 迷惑電話１登録削除ーP401

e 発信者番号通知
a 発信者番号通知設定ー P49
b 発信者番号通知確認ー P49

f 番号通知お願いサービス
a 番号通知開始 ーP401
b 番号通知停止 ーP401
c 番号通知確認 ーP402

g 通話中着信設定
a 通話中着信設定開始ーP404
b 通話中着信設定停止ーP404
c 通話中着信設定確認ーP404

h 通話中着信動作選択 通常着信 P403
i その他のＮＷ サービス
a USSD 登録 ーP404
b 応答メッセージ登録ーP405
c 遠隔操作設定
a 遠隔操作開始 ーP404
b 遠隔操作停止 ーP404
c 遠隔操作設定確認ーP404

d 英語ガイダンス
a ガイダンス設定ーP402
b ガイダンス設定

確認 ーP403
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0自局番号

ダイヤルキーの文字割り当て一覧（かな入力方式）

□：空白を示します。　 ：文字入力後に t を押すたびに、大文字と小文字が切り替わります。
※1：全角の数字モード以外の数字は半角で入力されます。
※2：半角の英字モードは「 ̃ 」で入力されます。
※3：数字モードの「＊」「#」「P」「T」「+」は、これらの文字が有効な入力欄のみ入力できます。
※4：該当するキーを1秒以上押すと入力できます。
※5：入力欄によっては改行できない場合があります。

i その他のＮＷ サービス
e デュアルネットワーク
a デュアルネット

ワーク切替 ーP402

b デュアルネット
ワーク状態確認ーP402

f サービスダイヤル
a ドコモ故障問合

せ ーP403

b ドコモ総合案
内・受付 ーP403

g マルチナンバー ーP404
h 規制※4

メニュー お買い上げ時 参照先

メニュー お買い上げ時 参照先
自局番号 FOMAカードの設定

に従う
P50
P381

※ 1：各種設定リセットを行うと、FOMAカードの設定は次のようになります。

※2：各種設定リセットを行うと、FOMAカードに保存されている証明書はすべて有効になります。
※3：各種設定リセットを行っても、日付と時刻は保持されます。
※4：本端末ではご利用になれません。

･送信文字種：日本語 ･送達通知：要求しない ･有効期間：3日
･ SMSC：ドコモ ･アドレス：81903101652 ･ Type of Number：international

キー ひらがな／漢字モード
（全角）※1

カナモード
（全角／半角）※1

英字モード
（全角／半角）※1

数字モード
（全角／半角）※3

1 1 １ ．　/　＠　―※2　－： ＿　[ ￥　]　
＾　｀　｛　｜　｝１

１

2 か　き　く　け　こ　2 カ　キ　ク　ケ　コ　２ ２ ２
3 さ　し　す　せ　そ　３ サ　シ　ス　セ　ソ　３ ３ ３
4 た　ち　 　て　と　４ タ　チ　 　テ　ト　４ ４ ４
5 な　に　ぬ　ね　の　５ ナ　ニ　ヌ　ネ　ノ　５ ５ ５
6 は　ひ　ふ　へ　ほ　６ ハ　ヒ　フ　ヘ　ホ　６ ６ ６
7 ま　み　む　め　も　７ マ　ミ　ム　メ　モ　７ ７ ７
8 ８ ８ ８ ８
9 ら　り　る　れ　ろ　９ ラ　リ　ル　レ　ロ　９ ９ ９
0 わ　を　ん　ー　、　。

・　？　！　「　」　□　０
ワ　ヲ　ン　ー　、　。
・　？　！　「　」　□　０

！　”　＃　＄　％　&　’　（　）＊
＋　，　；　＜　＝　＞　？　□　0

０
＋※4

( ゛　゜ ゛　゜ 半角の場合のみ次の文字列が入力可
@docomo.ne.jp　.com　.or.jp
.go.jp　.ne.jp　.co.jp　.ac.jp
http://www.　www.　.html　.htm

＊
P※4

#
※5

改行 改行 改行 改行
＃
T※4

a １文字戻る １文字戻る １文字戻る
t 大文字と小文字の切り替え 大文字と小文字の切り替え 大文字と小文字の切り替え

あ   い    う   え   お ア　イ　ウ　エ　オ

ａ　ｂ　ｃ
ｄ　ｅ　ｆ

つ ツ ｇ　ｈ　ｉ
ｊ　ｋ　ｌ
ｍ　ｎ　ｏ
ｐ　ｑ　r　ｓ

や　ゆ　よ ヤ　ユ　ヨ ｔ　ｕ　ｖ
ｗ　ｘ　ｙ　ｚ
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入力バーの文字割り当て一覧（スロット入力方式）

□：ひらがな／漢字モードでは全角の空白、カナモード、英数字モードでは半角の空白を示します。
･ひらがな／漢字モードでは、「ﾞ」と「ﾟ」は o を押すたびに切り替わります。
･数字は半角で表示されます。

定型文一覧
･顔文字1（72件）

･顔文字2（28件）

入力
バー

ひらがな／漢字モード
（全角）

入力
バー カナモード（半角） 入力

バー 英数字モード（半角）

上

段

あ あいうえおぁぃぅぇぉ1

上

段

ｱ ｱ ｲ ｳ ｴ ｵ ｧ ｨ ｩ ｪ ｫ 1

上

段

. .  /  @  ̃   ―  :  _  [ ￥ ]  ^  `  { ｜ }  1 
か かきくけこ 2 ｶ ｶ ｷ ｸ ｹ ｺ  2 A A  B  C   a  b  c   2
さ さしすせそ 3 ｻ ｻ ｼ ｽ ｾ ｿ  3 D D  E  F    d  e  f   3
た たちつてとっ 4 ﾀ ﾀ ﾁ ﾂ ﾃ ﾄ ｯ  4 G G  H  I    g  h  i    4
な なにぬねの 5 ﾅ ﾅ ﾆ ﾇ ﾈ ﾉ  5 J J  K  L    j  k   l    5
ﾞﾟ ﾞﾟ ﾞ ﾞﾟ 定 @docomo.ne.jp     .com    .or.jp

.go.jp    .ne.jp     .co.jp     .ac.jp
http://www.    www.     .html     .htm

下

段

は はひふへほ 6

下

段

ﾊ ﾊ ﾋ ﾌ ﾍ ﾎ  6
ま まみむめも 7 ﾏ ﾏ ﾐ ﾑ ﾒ ﾓ  7
や やゆよ ゃゅょ 8 ﾔ ﾔ ﾕ ﾖ  ｬ ｭ ｮ  8

下

段

M M  N  O  m  n  o   6
ら らりるれろ 9 ﾗ ﾗ ﾘ ﾙ ﾚ ﾛ  9 P P  Q  R   S   p  q  r   s  7
わ わをんー  、  。？！「 」□ 0 ﾜ ﾜ ｦ ﾝ － ､ ｡ ? !「 」□ 0 T T  U  V    t  u   v    8

改行 改行 W W  X  Y  Z    w  x  y  z   9
! !  "  #  $ %  &  '  ( )  *  + ,  ;    < =  >  ? □ 0

改行
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･一般（20件）

･遊び（20件）

･ビジネス（20件）

･応答（20件）

おはよう おやすみ
おはよー！今日も一日がんばりましょう。 昨日は、とっても楽しかったです。どうもありがとう。
連絡下さい。 今から電話してもいいですか？
ごめんなさい、遅れます。 今日は○○の日です。早く帰って来てね。
○○まで迎えに来て！お願いします。 ○○について知っている人は○○までに○○に教え

て下さい。もう少し待ってて！
いってらっしゃい。 留守電にメッセージをお願いします。
○○で待ってます。 ただいま電話にでることができません。メールでご用

件をお知らせ下さい。集合時間は○○、集合場所は○○です。
今日は外で食べて帰ります。ご飯はいりません。 メールありがとう。
○○の写真送ります。 最近の○○の写真です。

今なにしてるの？電話かメールを下さい。 どこか、遊びに行こーよ！
電話ちょうだい！電話番号は○○です。 おくれちゃう、ゴメン！
どこにいるの？ 集合！
時間だよーん！！ トラブル発生！！
会いたい！ 大好き！
みんなで飲みませんか？○○に○○。 今日○○に、○○へ行きませんか？
○○の待ち合わせ時間と場所、決めようよ。 ○○に行かない？
○○のメンバー募集！詳しくは○○まで連絡下さい。
今度みんなで○○へ行きましょう。○○までで、都合の良い日を教えて下さい。
今度みんなで○○へ行きましょう。いいところがありましたら、お知らせ下さい。
○○しませんか？日時：○○、場所：○○。出欠をご連絡下さい。
メッセージ下さい！！ ○○の時の写真だよ。

本日の○○会議は、○○となりました。 本日の○○訪問は、○○となりました。
○○へ直行します。 ○○へ直帰します。
電車遅延のため、○○遅れます。 至急TEL 下さい。
予定変更！ TEL下さい。 待ち合わせ変更！場所：○○、時間：○○
○○頃まで、携帯電話の電源を切ります。 振込口座：○○銀行○○支店、口座番号○○、名義人

名○○です。○○の件、よろしくお願い致します。
今日、一杯どうですか？連絡下さい。 FAX確認願います。
次の指示を待て。 変更します。
延期します。 中止します。
○○での写真送ります。 今わかりません。
あとで連絡します。

Thank you! Good! OKです。 NGです。
いいよ。 行きます。 了解。 ダメ！
ごめんネ･･･ スミマセン、無理です。 本当？ おまかせっ！！
関係ないね！ うらやましー。 お疲れさま。 反対。
賛成。 待ってました！ それは残念。 写真届きました。
456



付
録
／
外
部
機
器
連
携
／
困
っ
た
と
き
に
は

･その他（20件）

･絵文字ことば（20件）

･意味例を入力しても絵文字ことばは表示できません。

･ユーザ作成（最大50件）
登録した定型文が表示されます。

記号・絵文字一覧
■ 記号一覧

□：半角／全角の空白を示します。
･実際の表示と見えかたが異なるものがあります。

■ 絵文字一覧

またねー！ 今どこ？ お誕生日おめでとう。 おめでとう。
まじでー！？ まかせなさい！！ キャンセル。 いってきます。
頑張って！ ありがとう！ www. .ne.jp
.co.jp .or.jp .ac.jp .net
.com .org .html http://

絵文字ことば 意味例 絵文字ことば 意味例 絵文字ことば 意味例
ハロー！ /またね ごきげん ピース
るんるん 落ち込む どうしよう
ぷんぷん 怒ってるぞ メロメロ
パニック 寝ます チュッ！
ラブラブ ダッシュ えっ何？
写真を撮る がんばれ！ 独りぼっち
カラオケ サッカー

半
角

全
角

絵
文
字
1

絵
文
字
2

おしらせ
●絵文字を入力してｉモード端末以外の相手にメールを送信すると、正しく表示されない場合があります。
●絵文字2を入力してメールを送信すると、相手端末によっては正しく表示されない場合があります。

□

□
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特殊記号入力変換表
ひらがな／漢字モードで読みを入力して変換してください。

読　み 入力文字
あーる ㌃Ｒ r 
あい Ｉｉ 

あるふぁ αΑ
あんだーばー _

あんど &

いー Ｅｅ
いーた Ηη
いこーる ＝
いおた Ιι
いち aⅠ

いぷしろん Εε
えっくす Ｘｘ
えっち Ｈｈ
えー Ａａ
えい Ａａ
えいち Ｈｈ
えす Ｓｓ
えぬ Ｎｎ
えふ Ｆｆ
えむ Ｍｍ
える Ｌｌ
えん ￥
おー Ｏｏ
おう Ｏｏ
おす ♂

おみくろん Οο
おめが Ωω

おんぐすとろーむ Å
おんぷ ♪
かっこ （）「」［］

｛｝〔〕〈〉
《》『』【】

かっぱ Κκ
かい Χχ
かける ×
かぶ ㈱

かぶしきがいしゃ ㈱ ㏍
から ～

かろりー ㌍
がんま γΓ
きゅー Ｑｑ
きゅう i Ⅸ

読　み 入力文字
きごう ＜〈＞〉＠

@／ /〃±
々×≠÷≦
≧∴§＼∞
∧∈∨¬∋
∀⊆⊇∃∠
⊂⊥⊃⌒∪
∩ ∂⊿∇∑
≡ ≒ ∮≪  
 ≫  √∽

∝ ∵ ∫ ∬Å
‰†‡¶

きろ ㌔
きろぐらむ ㎏
きろめーとる ㎞

く i Ⅸ
くさい Ξξ
ぐらむ ㌘
けー Kｋ
けい Kｋ
こめ ※

こめじるし ※
ころん ：
ご e Ⅴ
さん cⅢ

さんかく △▲▽▼
し d Ⅳ

しゃーぷ ＃
しょうわ ㍼
しー Ｃｃ

しーしー ㏄
しーた θΘ
しかく □◆◇■
しぐま Σσ
しち g Ⅶ
しめ
じぇー Ｊｊ
じぇい Ｊｊ
じゅう j Ⅹ

じゅういち k

じゅうく s

じゅうご o

じゅうさん m

読　み 入力文字
じゅうし n

じゅうしち q

じゅうに l

じゅうはち r

じゅうよん n

じゅうろく p

じー Ｇｇ
すらっしゅ ／＼ /
せくしょん §
せみころん ；
せんち ㎝㌢

せんちめーとる ㎝
せんと ㌣¢
ぜーた Ζζ
ぜっと Ｚｚ

たいしょう ㍽
たう Ττ
たす ＋
だい ㈹

だいひょう ㈹
だぶりゅ Ｗｗ
だぶりゅー Ｗｗ
てぃー Ｔｔ
てん … ‥ 、 ’ ”

‘ “ ｀ ´¨
ヽ ヾ ゝ ゞ
､` ’ ”

てんてん ‥ …
でぃー Ｄｄ
でるた Δδ
でんわ ℡
とん ㌧
どう 仝々〃
どしー ℃
どる ㌦＄　
なな g Ⅶ
なみ ～

なんばー №
に b Ⅱ

にゅー Νν
にじゅう t

のま 々
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･実際の表示と見えかたが異なるものがあります。
･入力文字の中には、半角文字しか存在しないもの、全角文字しか存在しないもの、全角文字と半角文字の両
方が存在するものがあります。

絵文字入力変換表
ひらがな／漢字モードで読みを入力して変換してください。
･次の絵文字以外は漢字入力モードで変換して入力できません。入力方法☛P443

入　力 変　換
えもじ

読　み 入力文字
はいふん －
はち h Ⅷ
はてな ？
ぱい Ππ
ばつ ×

ぱーせんと ％㌫　
ひく －

ひしがた ◇◆
びっくり ！
びー Ｂｂ
ぴー Ｐｐ
ふぁい Φφ
ふらっと ♭
ぶい Ｖｖ
ぷさい Ψψ
ぷらす ＋
へいせい ㍻

へいほうめーとる ㎡

読　み 入力文字
へくたーる ㌶
べーた βΒ
ぺーじ ㌻
ほし ☆★

まいなす －
まる a b c d

e f g h
i j k l
m n o p
q r s t
㊤ ㊥ ㊦ ㊧
㊨  。  ○ ● ◎

みゅー Μμ
みり ㎜ ㍉

みりぐらむ ㎎
みりばーる ㍊
みりめーとる ㎜
めーとる ㍍

読　み 入力文字
めいじ ㍾
めす ♀

やじるし →←↑↓
⇒⇔

ゆー Ｕｕ
ゆう ㈲

ゆうげんがいしゃ ㈲
ゆうびん 〒

ゆうびんばんごう 〒
ゆぷしろん υΥ

よん d Ⅳ
らむだ λΛ
りっとる ㍑
ろー Ρρ
ろく f Ⅵ
わっと ㍗
わい Ｙｙ
わる ÷
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区点コード一覧
･実際の表示と見えかたが異なるものがあります。
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マルチアクセスの組み合わせ
現在実行中の動作ごとに、発生・実行する処理の動作可否を次に示します。

発生・実行する処理 音声電話 テレビ電話 i モード i モードメール
現在の状態 発信 着信 発信 着信 接続 送信 受信
音声電話通話中 a b × ×※1 ○ ○ ○※2

テレビ電話通話中 × ×※1 × ×※1 × × ×
ｉモード中 ○ ○ ○※3 ×※4 × ○ ○
ｉモードメール送受信中 ○ ○ ○※3 ×※4 ○ ○※5 ○※5

SMS送受信中 ○ ○ ○ ○ ○ ○※5 ○※5

64Kデータ通信中 × c × ×※1 × × ×
パケット通信中 ○ ○ × ×※4 × × ×
データ転送中（赤外線通信
／USB接続）

× × × × × × ×

ｉアプリ動作中 ○※6 ○※6 ○※6 ○※6 × ○ ○
miniSD メモリーカード起
動中（コピー・初期化処理中）

× × × × × × ×

miniSDメモリーカード起
動中（コピー・初期化処理
中以外）

○ ○ ○ ○ × ○ ○

ソフトウェア更新中 × ○ × ×※4 × × ×
miniSDモード切替中 × × × × × × ×

発生・実行する処理
SMS 64Kデータ通信 パケット通信

データ転送
（赤外線通信）

現在の状態 送信 受信 発信 着信 発信 着信 送信 受信
音声電話通話中 ○ ○※2 × ×※1 ○ ○ × ×
テレビ電話通話中 × × × ×※1 × × × ×
ｉモード中 ○ ○ × ×※4 × × × ×
ｉモードメール送受信中 ○※5 ○※5 × ×※4 × × × ×
SMS送受信中 ○※5 ○※5 × × ○ ○ × ×
64Kデータ通信中 × ○※2 × ×※1 × × × ×
パケット通信中 ○※7 ○※2 × ×※4 × × × ×
データ転送中（赤外線通信／
USB接続）

× × × × × × × ×

ｉアプリ動作中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
miniSD メモリーカード起
動中（コピー・初期化処理中）

× × × × × × × ×

miniSDメモリーカード起
動中（コピー・初期化処理
中以外）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

ソフトウェア更新中 × × × ×※4 × × × ×
miniSDモード切替中 × × × × × × × ×
464 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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○：現在の通信状態を維持したまま、新たに通信を実行できます。
×：新たに通信を実行できません。
a：キャッチホンをご契約の場合、通話中に別の相手に電話をかけられます。
b：キャッチホンをご契約の場合、通話中にかかってきた電話を受けられます。また、留守番電話サービス、

転送でんわサービスをご契約の場合は各サービスで対応できます。
c：同時にはご利用いただけません。キャッチホンをご契約の場合、現在の通信を終了して電話を受けるか、

着信を拒否するかを選択できます。また、留守番電話サービス、転送でんわサービスをご契約の場合は各
サービスで対応できます。

※1：キャッチホンをご契約の場合、着信履歴には不在着信として残ります。
※2：着信音は鳴りません。
※3：ｉモード通信中の場合は、ｉモード通信が切断されます。
※4：キャッチホンのご契約に関わらず着信履歴に不在着信として残ります。
※5：送信どうし、または受信どうしは実行できません。また、送信と受信を同時にできないことがあります。
※6：ｉ アプリのメロディは鳴らなくなります。また、ｉ アプリでｉ モード通信中の場合は次のようになり

ます。
･テレビ電話をかけると、ｉモード通信が切断されます。
･テレビ電話がかかってくると、その電話着信は拒否されます。

※7：電話帳からSMSを作成・送信できます。
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マルチタスクの組み合わせ
現在実行中／設定中の機能ごとに、新規起動メニュー項目の選択可否を次に示します。

新規起動メ
ニュー項目

実行中機能／状態

ダ
イ
ヤ
ル
発
信

aメール b　モード
a
受
信
メ
l
ル

b
新
規
メ
l
ル

c
チ
ャ
ッ
ト
メ
l
ル

d
未
送
信
メ
l
ル

e
送
信
メ
l
ル

f問合せ gSMS h
テ
ン
プ
レ
l
ト
読
込
み

a
 
M
e
n
u

b
B
o
o
k
m
a
r
k

c d
画
面
メ
モ

e
ラ
ス
ト
U
R
L

f
　
モ
l
ド
問
合
せ

g

メッセージ
h
ｉ
チ
ャ
ネ
ル
一
覧

a
　
モ
l
ド
問
合
せ

b
S
M
S
問
合
せ

c
メ
l
ル
選
択
受
信

a
S
M
S
作
成

b c Internet
 
U
I
M

受
信
S
M
S

F
O
M
A
カ
l
ド

 
U
I
M

送
信
S
M
S

F
O
M
A
カ
l
ド

a
U
R
L
入
力

b
U
R
L
履
歴

a
メ
ッ
セ
l
ジ
R

b
メ
ッ
セ
l
ジ
F

電話／ダイヤル入力 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
64Kデータ通信 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ × × ○ ○ ×
送信／未送信／受信メール ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メール／SMS作成 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
チャットメール ○ × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
テンプレート読込み ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
FOMAカード受信／送信メール ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メッセージリクエスト／
メッセージフリー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

ｉモードメール問合せ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
SMS問合せ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉMenu ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ×
Internet URL 入力／
Internet URL 履歴／
Bookmark ／ラストURL

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ×

画面メモ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ×
i チャネル一覧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ×
ｉアプリ一覧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ×
ｉアプリ／
ｉアプリダウンロード ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ×

ｉモーション（動画／音楽再
生）／メロディ／マイピクチャ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カメラ／ビデオカメラ／
サウンドレコーダー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

バーコードリーダー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
電話帳／メモ帳／
スケジュール帳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電卓 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
着信履歴／リダイヤル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
自局番号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉモードメール受信 ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
SMS受信 ○ ○ ○ × ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
PPPデータ通信 ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
伝言メモ／音声メモ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アラーム／
スケジュールアラーム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

miniSDメモリーカード ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × ×
外部機器によるテレビ電話 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ × × ○ ○ ×
FOMAカード未挿入時 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ × ○ × × ○ × × ○ ○ ×
PINロック解除10回失敗に
よるロック中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ × ○ × × ○ × × ○ ○ ×

セルフモード中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ × × ○ ○ ×
PIMロック中 ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
FOMAカード読み込み中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ダイヤル発信制限中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

） ）

） ）

○：選択可能　×：選択不可
466 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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･マルチタスクで利用できる機能は、起動状況やロック設定の状況によって、制限される場合があります。ま
た、テレビ電話通話中、赤外線送受信中、ソフトウェア更新中、パターンデータ更新（スキャン機能）中は、
マルチタスクによる操作はできません。

新規起動メ
ニュー項目

実行中機能／状態

c
　
ア
プ
リ
一
覧

d電話帳・履歴 eデータBOX fツール gステーショナリー 0
自
局
番
号

a
電
話
帳

b
着
信
履
歴

c
リ
ダ
イ
ヤ
ル

d伝言メモ・
音声メモ

e
自
局
番
号

a
マ
イ
ピ
ク
チ
ャ

b
　
モ
l
シ
ョ
ン

c
メ
ロ
デ
ィ

a
カ
メ
ラ

b
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

c
サ
ウ
ン
ド
レ
コ
l
ダ
l

d
バ
l
コ
l
ド
リ
l
ダ
l

a
ス
ケ
ジ
ュ
l
ル
帳

b
メ
モ
帳

c
電
卓a

伝
言
メ
モ
一
覧

b
音
声
メ
モ
録
音

c
音
声
メ
モ
一
覧

電話 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○
ダイヤル入力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
64Kデータ通信 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○
送信／未送信／受信メール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メール／SMS作成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
チャットメール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
テンプレート読込み ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
FOMAカード受信／送信メール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メッセージリクエスト／
メッセージフリー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｉモードメール／SMS問合せ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉMenu × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Internet URL 入力／
Internet URL 履歴／
Bookmark ／ラストURL

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

画面メモ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
i チャネル一覧 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉアプリ一覧 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉアプリ／
ｉアプリダウンロード × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｉモーション（動画／音楽再生） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ ○ ○
メロディ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
マイピクチャ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○
カメラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × × × × ○ ○ ○ ○
バーコードリーダー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × × × × ○ ○ ○ ○
ビデオカメラ／
サウンドレコーダー ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ × × × × ○ ○ ○ ○

電話帳 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メモ帳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
スケジュール帳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
電卓 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
着信履歴／リダイヤル ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
自局番号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ｉモードメール／SMS受信 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
PPPデータ通信 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
伝言メモ／音声メモ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○
アラーム／
スケジュールアラーム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

miniSDメモリーカード × ○ ○ ○ × × × ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
外部機器によるテレビ電話 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○
FOMAカード未挿入時 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
PINロック解除10回失敗に
よるロック中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

セルフモード中／
ダイヤル発信制限中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PIMロック中 × × ○ ○ × × × × × × × × × × × × × ○ ×
FOMAカード読み込み中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：選択可能　×：選択不可
467



付
録
／
外
部
機
器
連
携
／
困
っ
た
と
き
に
は

FOMA端末から利用できるサービス

オプション・関連機器のご紹介
FOMA 端末にさまざまな別売りのオプション品を組み合わせることで、パーソナルからビジネ
スまでさらに幅広い用途に対応できます。なお、地域によってはお取り扱いしていない商品もあ
ります。詳しくは、ドコモショップなど窓口へお問い合わせください。
オプション品の詳細については各機器の取扱説明書などをご覧ください。
･電池パック　D05 ･リアカバー　D05 ･卓上ホルダ　D05 ･ FOMA ACアダプタ　01
･ FOMA海外兼用ACアダプタ　01 ･ FOMA DCアダプタ　01 ･車内ホルダ　D04
･平型スイッチ付イヤホンマイク　P01／ P02 ･平型ステレオイヤホンセット　P01
･イヤホンジャック変換アダプタ　P001 ･スイッチ付イヤホンマイク　P001※1／P002※1

･ステレオイヤホンセット　P001※1 ･イヤホンターミナル　P001※1

･ FOMA USB接続ケーブル ･データ通信アダプタD01 ･ FOMA室内用補助アンテナ
･車載ハンズフリーキット　01※2 ･ FOMA車載ハンズフリー接続ケーブル　01
※ 1：イヤホンジャック変換アダプタ　P001が必要です。
※2：FOMA D701i と接続するには、FOMA車載ハンズフリー接続ケーブル　01が必要です。

利用できるサービス 電話番号
コレクトコール（料金着信払通話） （局番なし）106
一般電話の番号案内
およびドコモとご契約の携帯電話の番号案内（有料）
（電話番号の案内を希望されないお客様については、ご案内できません）

（局番なし）104

電報の発信（有料）　午前8時～午後10時 （局番なし）115
時報サービス（有料） （局番なし）117
天気予報（有料） 知りたい地域の市外局番＋177
警察への緊急通報 （局番なし）110
消防・救急への緊急通報 （局番なし）119
海上で事件・事故が起きた時の緊急通報 （局番なし）118
災害用伝言ダイヤル（有料） （局番なし）171

おしらせ
●コレクトコール（106）をご利用の際には、電話を受けた方に、通話料と1回の通話ごとの取扱手数料90
円（税込94.5円）がかかります（2005年8月現在）。

●番号案内（104）をご利用の際には、案内料 100 円（税込 105 円）に加えて通話料がかかります。ま
た、目や上肢などの不自由な方には、無料でご案内をしております。詳しくは一般電話から116番（NTT
営業窓口）までお問い合わせください（2005年 8月現在）。

●FOMA端末から110番・119番・118番通報の際は、発信場所が特定できません。警察・消防機関側
から確認などの電話をする場合があるため、携帯電話からかけていることと、電話番号を伝えてから、明
確に現在地を伝えてください。また、通報は途中で通話が切れないように移動せず通報し、通報後はすぐ
に電源を切らず10分程度は着信のできる状態にしておいてください。

●おかけになった地域により、管轄の消防署・警察署に接続されない場合があります。接続されない場合は、
お近くの公衆電話または一般電話からおかけください。

●一般電話の「転送電話」をご利用のお客様で、転送先を携帯電話に指定した場合、一般電話／携帯電話の
設定によって携帯電話が通話中、サービスエリア外および電源を切っているときでも発信者には呼出音が
聞こえることがあります。

●116番（NTT営業窓口）、ダイヤルQ2、伝言ダイヤル、クレジット通話などのサービスはご利用できま
せんのでご注意ください（一般電話、公衆電話から FOMA 端末へおかけになる際のクレジット通話は利
用できます）。
468 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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データリンクソフトのご紹介
「FOMA Ｄシリーズ　データリンクソフト」を使って、ブックマークなどのデータを、FOMA端末
と接続したパソコンとの間で転送できます。「FOMA Ｄシリーズ　データリンクソフト」は、添付
のCD-ROMに収録されている他、以下のホームページからダウンロードいただけます。
http://www.MitsubishiElectric.co.jp/d701i/

･パソコンとの接続には、FOMA USB接続ケーブル（別売）が必要です。
･ FOMA端末にダウンロードした情報は、著作権法によりデータリンクソフトでも FOMA端末から外
に転送できません。また、FOMA端末から外への出力が禁止されているデータも転送できません。

Windows 98 Second Edition、Windows Me、Windows 2000 Professional、Windows XP
Professional、Windows XP Home Edition
･上記OSが動作するPC/AT互換機

･著作権について
本ソフトウェアはフリーウェアとして無料配布を行っておりますが、著作権は三菱電機株式会社に帰
属します。
･免責事項について
三菱電機株式会社は、本ソフトウェアの不稼動、稼動不良を含む法律上の瑕疵担保責任、その他の保
証責任を負わないものとします。また、三菱電機株式会社は、本ソフトウェアの商品性、またはお客
様の特定の目的に対する適合性について、いかなる保証も行わないこととします。

三菱電機データリンクサポートセンター　03-5319-3762
受付時間：平日9：00～12：00／13：00～17：00（土・日・祝日、年末年始および所定の休日を除く）
･ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いのないようにおかけください。

外部機器との連携

動画データを外部機器から取り込んでFOMA端末で再生する 動画再生

●データリンクソフトのインストールについては、添付の CD-ROM の「DataLink」フォ
ルダ内の「README_DL.TXT」をご覧ください。

●ダウンロード方法、転送可能データ、操作方法、動作環境など詳細については、上記ホー
ムページ、または、データリンクソフトのヘルプをご覧ください。

対応OS

ご使用にあたって

データリンクソフトに関する技術的なお問い合わせ先

動画（ASFファイル）

miniSDメモリーカード

パソコンなどの外部機器で作成した動画（MP4ファ
イル、ASFファイル）をminiSDメモリーカードに
保存することで、FOMA端末で再生できます。
･miniSDメモリーカード内の動画を再生する☛P335
･再生可能なMP4ファイル☛P158
･再生可能なASFファイルは次のとおりです。

･ ASF ファイルの中にも再生できないものがあります。

ファイル形式 SD-Video(ASF)
符号化方式 映像：MPEG-4 音声：G.726

D701iパソコンなど
469つづく
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･miniSD メモリーカード内の動画を再生するには、付属のデータリンクソフトなどを使って、決めら
れたフォルダに動画データを保存する必要があります。miniSD メモリーカードのフォルダ構成
☛P330
･保存した動画が表示されない場合はminiSDメモリーカードの情報更新を行ってください。☛P338

FOMA端末で撮影した動画データをパソコンなどで再生する

パソコンで動画（MP4ファイル）を再生するには、アップルコンピュータ株式会社のQuickTime Player
（無料）ver.6.4以上（またはver.6.3＋3GPP）が必要です。
QuickTime Player は以下のホームページからダウンロードいただけます。
http://www.apple.com/jp/quicktime/download/
･ダウンロードするには、インターネットと接続した環境のパソコンが必要です。また、ダウンロード
にあたっては別途通信料がかかります。
･動作環境、ダウンロード方法、操作方法など詳細については、上記ホームページをご覧ください。

音楽データをパソコンから取り込んでFOMA端末で再生する 音楽再生

インターネットで購入した楽曲やCDの楽曲などを、パソコンなどを利用してminiSDメモリー
カードに保存し、FOMA端末で再生できます。
･ここでは、市販のソフトウェアと付属のデータリンクソフトを使って、楽曲ファイルをminiSDメモ
リーカードに保存し、再生する方法について説明します。音楽再生には以下が必要です。
・miniSDメモリーカード
miniSD メモリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店などでお買い求めいただけます。
miniSD メモリーカードの対応状況や取り扱い、使用時の注意事項などについては「miniSD メモ
リーカードについて」を参照してください。☛P328
初期化されていない miniSD メモリーカードは、FOMA 端末で初期化してから使用してください。
☛P338

・FOMA USB接続ケーブル（別売）
miniSDモードを利用して FOMA端末とパソコンを接続する場合に必要です（miniSDモードに対
応しているOSはWindows XP、Windows 2000のみです）。パソコンでminiSDメモリーカー
ドを利用可能な場合は不要です。

・FOMA Dシリーズ　データリンクソフト
添付のCD-ROMに収録されています。パソコンにインストールしてください。詳細については、「デー
タリンクソフトのご紹介」を参照してください。☛P469

・CDの楽曲などをAAC形式に変換できる市販のソフトウェア
パソコンにインストールしてください。ソフトウェアの使用方法など詳細については、ソフトウェ
ア提供各社のホームページなどでご確認ください。

･ FOMA端末では、著作権保護技術で保護された音楽データは再生できません。

動画再生ソフトのご紹介

動画（MP4ファイル）

メール添付、miniSD
メモリーカードほか

D701i パソコンなど

FOMA 端末で撮影した動画（MP4 ファイル）を
miniSD メモリーカードやメール添付などで転送
し、パソコンで再生できます。
･ FOMA端末で撮影した動画ファイルの形式☛P158
470 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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･インターネット上のホームページなどから音楽データをダウンロードする際には、あらかじめ利用条
件（許諾、禁止行為など）をよくご確認の上、ご利用ください。
･miniSD メモリーカード内に保存した楽曲は、個人使用の範囲内でのみ使用することができます。ご
利用にあたっては、著作権などの第三者の知的財産権その他の権利を侵害しないよう十分ご配慮くだ
さい。
･miniSD メモリーカード内に保存した楽曲は、パソコンなど他の媒体に複製または移し替えをしない
でください。
･ CCCD（コピーコントロール CD）の取り扱いや、音楽データを AAC 形式に変換できない場合の対
処については、当社としては責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。
･miniSD メモリーカード内に保存した楽曲ファイルは、FOMA 端末では動画／ｉモーションとして
再生します。

1 お客様が購入したCDの楽曲などを、市販のソフトウェアなどを利用してAAC形
式のファイルに変換し、パソコンに保存する
･ データリンクソフトに動画／ｉモーションとして取り込めるファイルの拡張子は、「mp4」「m4a」
「3gp」です（ただし、「m4a」はデータリンクソフトに取り込むと「mp4」に変更されます）。

2 FOMA端末にminiSDメモリーカードを挿入する
･ パソコンでminiSDメモリーカードを利用可能な場合は、miniSDメモリーカードをパソコンま
たはリーダー／ライターなどに挿入し、以降の操作4～11を行います。

3 FOMA端末でUSBモード設定を「miniSDモード」に切り替え、パソコンとFOMA
端末を FOMA USB接続ケーブルで接続する ☛P410

4 データリンクソフトを起動し、 （マルチメディアデータ）をクリックする
マルチメディアデータの画面が表示されます。

5 データリンクソフトの設定を行う
aツールバーの の▼をクリックして「メモリーカードリーダー／ライターを使用」を選択する
bツールバーの をクリックして「機種設定」を「D701i」にする

6 フォルダ一覧から を選択し、操作1で保存した楽曲ファイルをデータリン
クソフトの動画ファイル一覧にドラッグ＆ドロップする
ファイル名が変換されて、楽曲ファイルがデータリンクソフトに取り込まれます。
･ ファイル名は「MOLzzz.mp4」に変換されます（「zzz」は 001～ FFF までの16進数）。
･ 表示名またはファイル名に登録できない文字が含まれている場合、登録できる名称に変換するか
どうかの確認画面が表示されます。［OK］をクリックしてください。

ドラッグ&
ドロップ

フォルダ一覧
471つづく
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7 変換されたファイル名を確認して［OK］をクリックする

8 楽曲ファイルを選択してツールバーの をクリックする
･ 楽曲ファイルは複数選択できます。

9 確認画面の内容を確認して［OK］をクリックする

10miniSDメモリーカードのドライブを選択して［OK］をクリックする
miniSD メモリーカードに楽曲ファイルが保存されます。完了すると確認画面が表示されます。
･ miniSDメモリーカードはリムーバブルディスクとして認識されます。
･ 保存するファイルの件数によっては、保存に時間がかかる場合があります。
･ 楽曲ファイルは「SD_VIDEO」フォルダ内の「PRL001」フォルダに動画／ｉモーションとし
て保存されます。既に動画／ｉモーションが保存されている場合は、最も小さい空き番号がファ
イル名に自動的に割り当てられます。

11内容を確認して［OK］をクリックする

12パソコン操作でハードウェアの取り外しを行い、FOMA USB接続ケーブルを外す
･ FOMA端末でUSBモード設定を「通信モード」に切り替えてください。

miniSDメモリーカードに保存した楽曲ファイルを動画／ｉモーションとして再生します。FOMA端
末にminiSDメモリーカードを取り付けた状態で操作します。

1 m6613 を押す

2 楽曲ファイルを保存したフォルダ（PRL001）を選択し、再生する楽曲ファイル
を選択する
･ 再生中の操作 ☛P318「動画／ｉモーションを再生する」操作4
･ フォルダ内のデータ一覧で m6 を押すと、フォルダ内の楽曲ファイルを連続して再生でき
ます。最後の楽曲ファイルを再生すると、先頭の楽曲ファイルに戻って再生されます。連続再生
中の操作 ☛P336「動画／ｉモーションを連続再生するとき」

おしらせ
●保存した楽曲ファイルが miniSD メモリーカードで表示されない場合があります。この場合は miniSD
メモリーカードの情報更新を行うか、データリンクソフトで再度保存してください。ただし、miniSD
メモリーカードの情報更新をすると、楽曲ファイルの表示名は、タイトルまたはファイル名（MOLzzz
（「zzz」は 001～ FFF までの16進数））に変更されますのでご注意ください。

miniSDメモリーカード内の楽曲ファイルを FOMA端末で再生する

おしらせ
●着信やスケジュールアラームが鳴るなど、動画／ｉモーションの再生中に他の機能が起動すると、再生が
中断されます。他の機能を終了しoを押すと、中断した位置から再生するかどうかの確認画面が表示され
ます。「はい」を選択すると中断した位置から再生され、「いいえ」を選択すると先頭から再生されます。

●1曲ずつ再生している場合、FOMA端末を折りたたんだときは、再生が一時停止します。
472 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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困ったときには

故障かな？と思ったら、まずチェック
･まず初めに、ソフトウェアを更新する必要があるかをチェックしていただき、必要な場合にはソフト
ウェアを更新してください。☛P483

電源・充電関連
●FOMA端末の電源が入らない（FOMA端末が使えない）

●充電できない

●充電中に充電ランプが赤く点滅する

●ディスプレイ上部のアイコンが点滅し、ピピピというア
ラーム音が出ている

電話関連
●ディスプレイに「しばらくお待ちください」と表示され、
消えない

●ダイヤルキーを押しても発信できない

●ディスプレイに「圏外」と表示され、話中音（ツーツー）
が出る

●電話をかけたが話中音（ツーツー）が出てつながらない

●着信音が鳴らない

●エニーキーアンサー機能で音声電話を受けることができ
ない

●通話中、相手の声が聞こえにくい、相手の声が大きすぎる

●リダイヤル／着信履歴が勝手に削除される

●電話がかかってきたとき、設定していない着信音が鳴る

●電話がかかってきたとき、設定していないイメージが表
示される

･電池パックが正しく取り付けられていますか。☛P42
･電池切れになっていませんか。☛P45
･デュアルネットワークサービスで mova 端末が有効と
なっている場合、FOMA 端末でのサービスの利用はで
きません。FOMA 端末が有効になっているかご確認く
ださい。詳しくは『ネットワークサービス操作ガイド』
をご覧ください。

･電池パックが正しく取り付けられていますか。☛P42
･充電端子が汚れていませんか。端子部分を乾いた綿棒な
どで清掃してください。
･ AC アダプタ（別売）のコネクタが FOMA 端末の外部
接続端子や卓上ホルダ（別売）の接続端子にしっかりと
差し込まれていますか。☛P44
･卓上ホルダ（別売）に FOMA端末が正しく取り付けら
れていますか。☛P44

通話／通信中の場合は、直ちに終了してください。FOMA
端末から別売りの AC アダプタ（卓上ホルダ）や DC ア
ダプタを外してセットし直し、正しい方法で再度充電し
てください。☛P44、P45
以上の操作をしても正常に充電できない場合は、取扱説
明書裏面の「故障お問い合わせ先」にご連絡の上、ご相
談ください。

電池が少なくなっています。充電してください。☛P43

･回線が非常に混み合っていま
すので、しばらくたってからお
かけ直しください。ダイヤル
キーを押すと、文字情報を消去
できます。
･110 番、119 番、118 番に
は電話をかけることができま
す。ただし、状況によりつなが
らない場合があります。

･オールロックを設定していませんか。☛P141
･遠隔ロックを設定していませんか。☛P141
･ダイヤル発信制限を設定していませんか。☛P145
･セルフモードを設定していませんか。☛P143
･開閉ロックがかかっていませんか。☛P148

サービスエリア外か、電波の弱い場所にいませんか。
☛P47

･市外局番を忘れていませんか。☛P52
･発信音を聞かず、急いで電話番号を入力していません
か。
･「圏外」の表示が出ていませんか。☛P47

･着信音量を「消音」に設定していませんか。☛P68
･次の機能を設定していませんか。
・メモリ別着信拒否／許可 ☛P149
・発番号なし動作設定 ☛P150
・呼出動作開始時間設定 ☛P151
・メモリ登録外着信拒否 ☛P152
･マナーモードに設定していませんか。☛P118
･ドライブモードに設定していませんか。☛P73
･オールロックを設定していませんか。☛P141
･セルフモードに設定していませんか。☛P143
･留守番電話サービスや転送でんわサービスの呼出時間
を「0秒」に設定していませんか。☛P397、P400

エニーキーアンサー設定を「OFF」に設定していません
か。☛P64

受話音量の設定を変更していませんか。聞き取りやすい
受話音量に調整してください。☛P67

･ダイヤル発信制限を設定していませんか。☛P145
･ PIMロックを設定していませんか。☛P144

･複数の機能で着信音を設定している場合は、次の優先順
位で着信音が鳴ります。
aFOMA端末電話帳の設定
bFOMA端末電話帳のグループ設定
c音の設定／電話着信設定／テレビ電話着信設定
･プライバシーモードを設定していませんか。☛P145

･電話着信設定の着信音に音と映像のある動画／ｉモーショ
ンが設定されている場合は、イメージは設定した動画／
ｉモーションになります。
･複数の機能で着信画像を設定している場合は、次の優先
順位でイメージが表示されます。
aFOMA端末電話帳の設定
bFOMA端末電話帳のグループ設定
c電話着信設定／テレビ電話着信設定
･プライバシーモードを設定していませんか。☛P145
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●電話がかかってきたとき、設定していないイルミネー
ションパターン、イルミネーションカラーで着信ランプ
が動作する

設定・操作関連
●メニューのアイコンが鍵のアイコンになり、選択できな
い

●キー確認音が鳴らない

●FOMA端末の電源を入れると「FOMAカード（UIM）を
挿入してください」とメッセージが表示される

●FOMA端末を開くたびに端末暗証番号入力画面が表示さ
れる

●ディスプレイに「このカードは認識できません」と表示
される

●ディスプレイに「オールロック中」と表示されている

●ディスプレイに「遠隔ロック中」と表示され、操作でき
ない

●ディスプレイに何も表示されていない

●ディスプレイに が表示されている

●FOMA 端末を折りたたんでいるときにサイドキーを押し
ても操作できない

●ディスプレイに が表示され、操作できない

●日付が英語で表示される

●ディスプレイが暗い

●ディスプレイ、ダイヤルキーの照明が点灯しない

●自動電源ONを「ON」に設定しても、指定した時刻に電
源が入らない

●アラーム設定やスケジュールを設定しても、電源が切れ
ているときに指定した日時に動作しない

●通話料金が積算されなくなった

メール・データ関連
●カメラで撮影した静止画や動画がぼやける

●ダウンロードデータ・メール添付のファイル・メッセー
ジR/Fの表示や再生ができない

●メール受信時に、設定していないメール着信音が鳴る

●メール受信時に、電話帳に登録されている名前や着信音
が動作しない

･複数の機能でイルミネーションパターンやイルミネー
ションカラーを設定している場合は、次の優先順位で着
信ランプが動作します。
aFOMA端末電話帳の設定
bFOMA端末電話帳のグループ設定
cイルミネーション設定／電話着信設定／テレビ電話
着信設定

･プライバシーモードを設定していませんか。☛P145

各種ロック機能やFOMAカード未挿入などの理由で機能
が実行できない場合は、アイコンが で表示され、選択
できません。

･キー確認音設定を「OFF」に設定していませんか。
☛P117
･マナーモードに設定していませんか。☛P118

FOMA カードが正しく取り付けられていないか、破損し
ている可能性があるときに表示されます。FOMA カード
が正しく取り付けられているかご確認ください。☛P39

開閉ロック中です。解除してください。☛P148

FOMAカードが正しく取り付けられていないか、FOMA
カードに異常があります。☛P39

オールロック中です。解除してください。☛P141

遠隔ロック中です。解除してください。☛P141

照明設定で点灯時間を「常時」以外に設定していません
か。何も操作せずに約 5 分が経過すると画面の表示が消
えます。☛P128
キー操作をすると再び表示されます。

サイドキーロック中のため、サイドキーの操作が無効に
なっています。解除してください。☛P147

サイドキーロック中のため、サイドキーの操作が無効に
なっています。解除してください。☛P147

開閉ロック中です。解除してください。☛P148

･バイリンガル設定で英語表示を設定していませんか。
☛P134
･時計表示設定で「英語」に設定していませんか。☛P133

照明設定の明るさの設定を「低輝度」に設定していませ
んか。☛P128

照明設定の照明方法の設定を「消灯」に設定していませ
んか。☛P128

電源を切る操作や自動電源OFF機能以外で電源が切れる
と（電池パックが外れてしまった場合など）、自動電源ON
の機能は動作しません。

･電源を切る操作や自動電源OFF機能以外で電源が切れる
と（電池パックが外れてしまった場合など）、これらの機
能は動作しません。
･アラーム自動電源 ON 設定を「ON」に設定してくださ
い。☛P367

通話料金の FOMA カードへの積算が上限（約 1677 万
円）に達した可能性があります。リセットすることによ
り0円に戻せます。☛P385

近くの被写体を撮影するときは、接写切替スイッチを
（接写）に切り替えてください。☛P167

FOMAカード動作制限機能により、FOMAカードを差し
替えた場合や FOMA カードを差し込んでいない場合は、
これらの機能は動作しません。☛P40

･複数の機能でメール着信音を設定している場合は、次の
優先順位で着信音が鳴ります。
aFOMA端末電話帳の設定
bFOMA端末電話帳のグループ設定
c音の設定／メール着信設定
･複数のメールを同時に受信したときは、最後に受信した
メールに設定されている条件に従いメール着信音が鳴
ります。
･メールの発信元のメールアドレスを電話帳に正しく登
録し、メール着信音を設定していますか。
･プライバシーモードを設定していませんか。☛P145

･相手の電話番号またはメールアドレスと電話帳に登録さ
れている電話番号またはメールアドレスが一致していま
せん。正しい電話番号とメールアドレスを電話帳に登録
してください。☛P95
･プライバシーモードを設定していませんか。☛P145
474 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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●メール受信時に、設定していないメール着信イルミネー
ションパターン、メール着信イルミネーションカラーで
着信ランプが動作する

●静止画や動画が や で表示される

●キーを押したときの画面の反応が遅い
･複数の機能でメール着信イルミネーションパターン、
メール着信イルミネーションカラーが設定されている
場合は、次の優先順位で着信ランプが動作します。
aFOMA端末電話帳の設定
bFOMA端末電話帳のグループ設定
cイルミネーション設定／メール着信設定
･複数のメールを同時に受信したときは、最後に受信した
メールに設定されている条件に従い、メール着信イルミ
ネーションパターンとメール着信イルミネーションカ
ラーで点灯／点滅します。
･メールの発信元のメールアドレスを電話帳に正しく登
録し、メール着信イルミネーションパターン、メール着
信イルミネーションカラーを設定していますか。
･プライバシーモードを設定していませんか。☛P145

データが壊れている場合は正しく表示できず、 や
で表示されます。

FOMA端末とminiSDメモリーカードの間で容量の大き
いデータをやりとりしているときに、FOMA 端末の画面
の反応が遅くなることがあります。

こんな表示が出たら エラーメッセージ一覧

FOMA端末に表示される主なエラーメッセージを50音順に示します。
･エラーメッセージ中の「（数字）」または「ＸＸＸ」は、ｉモードセンターから送信されたエラーを区
別するためのコードです。

英字

●FOMAカード（UIM）がいっぱいで
す

●FOMAカード（UIM）が異なるため
ご利用できません

●FOMAカード（UIM）が異なるため
指定されたソフトが起動できません
でした

●FOMA カード（UIM）が挿入され
ていないためご利用できません

●FOMA カード（UIM）が挿入され
ていないため指定されたソフトが
起動できませんでした

●ｉ モーション再生サイズを超えてい
ます

●ｉ モーション再生サイズを超えまし
た

●ｉモードメールがつながりにくく
なっています　しばらくお待ち下
さい（555）

●miniSDカードが挿入されていませ
ん

●miniSDカードの保存件数がいっぱ
いです。保存先を本体に変更します

●miniSDカードの保存領域がいっぱ
いです

FOMAカードの保存領域が不足して
いるため SMS を保存できません。
FOMAカード内のSMSを削除する
か、FOMA端末に移動してください。
☛P279、P278

サイトやインターネットホームペー
ジからデータをダウンロードしたと
きや、メールの添付ファイル、メッ
セージR/Fを保存したときとは異な
る FOMA カードを挿入しています。
ダウンロードまたは保存したときと
同じFOMAカードを挿入して利用し
てください。

サイトなどからダウンロードしたと
きのFOMAカードと連携して利用す
るｉアプリを起動できません。ダウ
ンロードしたときと同じFOMAカー
ドを挿入して利用してください。

FOMA カードが挿入されていませ
ん。FOMAカードを挿入して利用し
てください。☛P39

サイトなどからダウンロードしたと
きのFOMAカードと連携して利用す
るｉアプリを起動できません。ダウ
ンロードしたときと同じFOMAカー
ドを挿入して利用してください。

ｉ モーションのデータ取得時に、
データが500Kバイトを超えるため
受信を中断しました。

ｉ モーションのデータ取得時、また
はデータ取得中の再生時に、データ
が500Kバイトを超えたため受信を
中断しました。

ｉ モードセンターが混み合っていま
す。しばらくたってから操作し直し
てください。

miniSD メモリーカードが FOMA 端
末に取り付けられていないときは、カ
メラで撮影した静止画や動画を
miniSD メモリーカードに保存した
り、FOMA端末に保存されているデー
タをminiSDメモリーカードにコピー
／移動できません。miniSDメモリー
カードを取り付けてから保存、コピー
／移動してください。☛P331

カメラの静止画設定および動画／録
音設定の保存先を「miniSDカード」
に設定しているときに miniSD メモ
リーカードの保存件数がいっぱいに
なると、保存先が自動的に「本体」に
切り替わります。

miniSDメモリーカードの保存領域が
いっぱいのため、データの複数コ
ピー、複数移動、全件コピー、全件移
動、バックアップ、情報更新ができま
せん。不要なデータを削除してくださ
い。☛P336、P337
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●PIMロック中です

●PIＮ ロック解除コードがロックされ
ています

●SMS センター設定を確認してくだ
さい

●SSL通信が切断されました

●SSL通信が無効です

●SSL通信が無効に設定されています

●SSL通信を切断しました

●URLが正しくありません

●URLが長すぎて登録できません

ア
●宛先をご確認ください

●アドレスが登録されていません

●アドレスをご確認ください

●以下の宛先にはメール送信できま
せんでした（561）

●移動できませんでした

●エラーが発生したため保存できま
せん

●遠隔操作可能なサービスは未契約
です

●応答がありませんでした（408）

カ
●カード情報を認識できません

●該当するデータはありません

●画像に誤りがあり正しく動作しま
せん

●画像を表示できません

●規定のアクセス回数を超えたため
参照できません（491）

●起動できませんでした

●圏外です

●更新できませんでした

●このカードは認識できません

●この画像は保存できません

●この形式のデータは実行できません

●このサイトとのSSL通信は無効です

●このサイトの安全性が確認できま
せん。接続しますか？

●このサイトは安全でない可能性が
あります。接続しますか？

●この接続先の安全性が確認できま
せん。接続しますか？

●この接続先は安全でない可能性が
あります。接続しますか？

●このソフトは現在利用できません

PIM ロック中は、禁止されている操
作はできません。

ドコモショップなどの窓口にお問い
合わせください。

SMS設定の「SMSC」の設定が誤っ
ています。設定を確認してください。
☛P276

SSL 通信中にエラーが発生したか、
サーバ側での認証エラーのため中断
しました。

SSL通信の認証処理で問題が検出さ
れました。接続は中止されます。

FOMA端末の証明書が無効に設定さ
れています。接続するには設定を変
更してください。☛P207

SSL通信中にサイトの証明書に問題
を検出しました。接続確認画面で「い
いえ」を選択した場合に表示され、
SSL 通信が切断されます。

入力した URL にエラーがあります。
URLを確認してください。

URLが長すぎるためブックマークま
たは画面メモに登録できません。

SMSの送信に失敗しました。宛先が
正しいか確認してください。

選択したメールグループ内にメール
アドレスが登録されていません。
メールアドレスを登録してくださ
い。☛P262

メールグループに入力したメールア
ドレスにエラーがある、または入力
されていません。メールアドレスを
確認してください。

いくつかの宛先に ｉ モードメールを
送信できませんでした。o を押すと
送信に失敗した宛先が表示されます。
宛先が正しいか確認の上、電波状態の
よい場所で送信し直してください。

データの複数移動または全件移動
時、すべてのデータを移動できませ
んでした。

添付ファイル保存時にエラーが発生
したため、保存できません。

遠隔操作を行おうとした留守番電話
サービスまたは転送でんわサービス
が未契約です。留守番電話サービス
または転送でんわサービスを利用す
るには別途ご契約が必要です。

サイトやインターネットホームペー
ジから規定時間内に応答がありませ
んでした。しばらくたってから操作
し直してください。

FOMAカードが正しく取り付けられ
ていないか、FOMAカードに異常が
あります。FOMAカードの取り付け
を確認してください。☛P39

入力した番号が電話帳に登録されて
いません。電話帳に登録してくださ
い。

サイトなどで Flash 画像を再生中に
エラーが発生したため、正しく動作
しません。

添付しようとする画像がない、また
は画像にエラーがあるため表示でき
ません。画像を確認してください。

10000 バイトを超える静止画の取
得時に、規定のアクセス回数を超え
ました。

メール・メッセージR/F受信中、メー
ル送信中はiチャネルを起動できませ
ん。送受信後に操作し直してくださ
い。

電波の届かない場所かFOMAサービ
スエリア外にいるため実行できませ
ん。

パターンデータの更新に失敗しまし
た。他に起動している機能をすべて終
了後、電波状態のよい場所で更新し直
してください。

FOMAカードが正しく取り付けられ
ていないか、FOMAカードに異常が
あります。FOMAカードの取り付け
を確認してください。☛P39

サイトや画面メモ、メッセージ R/F
内の画像にエラーがあるため、保存
できません。

FOMA端末で対応していないファイ
ル形式のデータを miniSD メモリー
カードからFOMA端末にコピー／移
動したり、検索することはできませ
ん。

サイトの証明書が書き換えられてい
ます。接続できません。

サイトの証明書が、FOMA端末が対
応していない証明書です。接続する
ときは「はい」を、接続を中止する
ときは「いいえ」を選択します。

サイトの証明書の有効期限前か期限
が過ぎています。接続するときは「は
い」を、接続を中止するときは「い
いえ」を選択します。

FOMA 端末の証明書の有効期限前か
期限が過ぎています。☛P207
接続するときは「はい」を、接続を中
止するときは「いいえ」を選択しま
す。また、日付・時刻が未設定または
間違っている場合にも表示されるこ
とがあります。その場合は日付・時刻
を正しく設定してください。☛P48

サイトの証明書のCN名（サーバ名）
が実際のサーバ名と一致していませ
ん。接続するときは「はい」を、接
続を中止するときは「いいえ」を選
択します。☛P207

IP（情報サービス提供者）によって
ｉアプリの使用が停止されています。
476 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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●このタイプの ｉ モーションは再生
できません

●このデータは再生できない可能性
があります

●このデータは表示できません

●このデータは保存できません。取得
しますか？

●このデータを取得するためには時
刻設定をしてください

●コピーできませんでした

●これ以上入力できません

サ
●サービス未契約です

●サービス未提供です

●再生可能日前です。再生できません

●再生制限データに誤りがあるため、
取得できません

●再生できません

●最大サイズを超えたので中断しま
した

●最大サイズを超えています。受信で
きません（452）

●最大文字数を超えたため引用でき
ない部分がありました

●最大文字数を超えました

●サイトが移動しました（301）

●サイトに接続できませんでした
（403）

●指定サイトがみつかりません
（404）

●指定サイトに表示データがありま
せん（204）

●指定先にジャンプできません

●指定されたソフトがありません

●指定されたソフトが起動できませ
んでした

●指定したサイトへは接続できませ
んでした（504）

●指定したファイルが見つかりませ
ん（492）

●しばらくお待ちください

●受信が中断されました。受信できな
かったメッセージがあります

●受信メールがいっぱいです

●受信メールのデータが壊れていま
す　お買い上げ時の状態に戻しま
すか？

●受信を拒否されました

●情報が正しくないため再生できま
せんでした

ストリーミングタイプのｉモーショ
ンのため、再生できませんでした。

FOMA端末が対応していない形式の
動画／ｉモーションです。再生でき
ない場合があります。

メールテンプレートにエラーが発生
したため、表示できません。

ｉモーションを保存できませんが、取
得するときは「はい」を、取得しない
ときは「いいえ」を選択します。

日付・時刻が設定されていないため
受信できません。日付・時刻を設定
してください。☛P48

･データ BOX のデータの複数コピー
または全件コピー時、すべてのデー
タをコピーできませんでした。
･コピーできない形式のPIMデータ
をコピーしようとしました。

入力可能な最大文字数を超えていま
す。文字数を減らしてください。

･ｉ モードの契約がされていません。
ｉ モードを利用するには申し込み
が必要です。
･ｉ モードを途中から契約された場
合は、FOMA 端末の電源を一度
切ってから、再度電源を入れ直し
て下さい。

SMS（ショートメッセージ）が未提
供です。

ｉ モーションに設定されている再生
期間より前のため再生できません。再
生可能日以降に再生してください。
☛P319

再生制限データが誤っているため取
得できません。

メロディやｉモーションのデータが
再生できません。

･サイトやインターネットホーム
ページのサイズが最大サイズを超
えたため受信を中断しました。o
を押すと正常に受信した部分まで
を表示します。
･デコメールテンプレート、または
10000 バイトを超える静止画の
ダウンロード時に最大サイズを超
えたため受信を中断しました。

サイトやインターネットホームペー
ジのサイズが大きいため、受信でき
ません。

返信時に、SMS の本文が 70 文字
（送信種別が英語の場合は160文字）
を超えたため、引用できない文字が
ありました。

返信時に、ｉ モードメールの本文が
全角 5000 文字（半角 10000 文
字）を超えました。文字数を減らし
て送信してください。

サイトやインターネットホームペー
ジのURLが変更されています。正し
いURLを確認してください。

指定のサイトやインターネットホー
ムページに接続を拒否されました。

サイトやインターネットホームペー
ジが見つかりませんでした。URLが
正しいかどうか確認してください。

指定のサイトにデータがありません
でした。

ｉ モーションのテロップにサイト
（Web To）などのリンクが設定され
ているとき、URLが256文字を超え
ている場合や取得を中断した場合は、
リンク先を表示できません。

サイトやメール、外部機器から指定
されたｉ アプリが FOMA 端末に保
存されていません。

ｉアプリにエラーが発生したため、
ｉアプリを起動できません。
サイトやメール、外部機器からｉア
プリTo機能で指定されたｉアプリ
を起動するとき、ソフト動作設定や
起動条件などに問題がある場合は
ｉアプリを起動できません。

ｉ モードセンターが混み合っていま
す。しばらくたってから操作し直し
てください。

10000 バイトを超える静止画の取
得時に、指定ファイルが見つかりま
せんでした。

･回線がたいへん混み合っていま
す。しばらくたってから送信し直
してください。
･ｉ モードの利用が現在規制されて
います。しばらくたってから操作
し直してください。

受信中にエラーが発生したため、
SMS をすべて受信できませんでし
た。電波状態のよい場所に移動して、
SMS問合せを行ってください。
☛P276

受信メールの保存領域の空きが不足
しているため、ｉモードメールを受
信できません。未読のｉモードメー
ルを読むか、ｉモードメールの保護
を解除するか、ｉモードメールを削
除してください。

チャットメールの受信データにエ
ラーがあります。「はい」を選択して
お買い上げ時の状態に戻します。「い
いえ」を選択するとお買い上げ時の
状態に戻さずチャットメールを終了
します。

SMSセンターにSMSの受信を拒否
されました。

添付されたメロディや動画／ｉモー
ションのデータが不正なため再生で
きませんでした。
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●署名を付けることができません

●既にメッセージをお預かりしてい
ます

●正常に接続できませんでした（400）

●赤外線　FOMA カード（UIM）が
挿入されていないため指定された
ソフトが起動できませんでした

●赤外線　接続相手が見つかりませ
ん。処理を継続しますか？

●赤外線　中断されました

●赤外線　認証接続できませんでした

●セキュリティエラーのため、ｉアプ
リ待受画面を解除しました

●セキュリティエラーのため、終了し
ました

●接続が中断されました

●接続できません

●接続できませんでした

●接続できませんでした（562）

●設定時間内に接続できませんでした

●セルフモード中です

●送信できませんでした

●送信できませんでした（552）

●送信できません。宛先を確認してく
ださい（451）

●送信メールのデータが壊れていま
す　お買い上げ時の状態に戻しま
すか？

●送信を拒否されました

●そのソフトは最新です

●ソフトに誤りがあります

●ソフトに誤りがあるため、ダウン
ロードできません

タ
●対応機種ではありません

●対応していないコンテンツです

●ダイヤル発信制限中です

●ダウンロードできませんでした

●他の機能が起動中のため起動でき
ません

●チャットメールのデータが壊れて
います　お買い上げ時の状態に戻
しますか？

●チャネル情報取得失敗

●データが壊れています。お買い上げ
時の状態に戻しますか？

●データが不正です

･ｉ モードメールの本文と署名の合
計文字数が全角5000文字（半角
10000 文字）を超えるため、署
名を添付できません。本文の文字
数を減らすか、署名を添付せずに
送信してください。
･ SMS 設定で送信文字種が「英語」
に設定されているため、署名を添
付できません。送信文字種を「日
本語」に変更してください。
☛P276

既にSMSは送信済みです。

サイトやインターネットホームペー
ジのエラーにより接続できません。
URL が間違っている可能性がありま
す。URL が正しいかどうかを確認し
てください。

FOMAカードが挿入されていないた
め、赤外線通信で受信したデータに
ｉアプリToが設定されていても、指
定されているｉアプリを起動できま
せん。

赤外線通信状態にしてから通信する
相手が見つからないまま 5 秒以上経
過しました。20cm 以内の距離で、
相手の赤外線ポートにFOMA端末を
向けてから「はい」を選択してくだ
さい。☛P345

赤外線通信中にエラーが発生しまし
た。赤外線通信中は、データの送受
信が終了するまでFOMA端末を相手
の赤外線ポートに向けたまま動かさ
ないでください。☛P345

認証パスワードが正しくないため、全
件送信ができませんでした。送信側と
受信側で同じ認証パスワードを入力
してください。☛P347、P349

許可されていない操作をしようとし
たため、ｉ アプリ待受画面が終了し
ました。

許可されていない操作をしようとし
たため、ｉアプリが終了しました。

電波状態のよい場所に移動して操作
し直してください。それでも同じエ
ラーになる場合は、しばらくたって
から操作し直してください。

ｉ モードセンターとの接続に失敗し
ました。電波状態のよい場所に移動
して操作し直してください。

テレビ電話発信時に相手が番号通知
お願いサービスを設定しているた
め、接続できません。発信者番号を
「通知する」に設定してかけ直してく
ださい。

ｉ モードセンターとの接続に失敗し
ました。電波状態のよい場所に移動
して操作し直してください。

ｉ モードセンターが混み合っていま
す。しばらくたってから操作し直し
てください。

セルフモード中は禁止されている操
作はできません。

ｉモードメールまたは SMS の送信
に失敗しました。電波状態のよい場
所で送信し直してください。

ｉモードセンターまたは SMS セン
ター側のエラーにより、ｉ モード
メールまたは SMS の送信に失敗し
ました。しばらくたってから送信し
直してください。

iモードメールまたはSMSが送信で
きません。宛先が正しいか確認して
ください。

チャットメールの送信データにエ
ラーがあります。「はい」を選択して
お買い上げ時の状態に戻します。「い
いえ」を選択するとお買い上げ時の
状態に戻さずチャットメールを終了
します。

SMSの送信が拒否されました。

既に最新の ｉ アプリにバージョン
アップされているため、バージョン
アップできません。

ｉ アプリのデータに誤りがあるため
ダウンロードできません。

ｉ アプリのデータに誤りがあるため
ダウンロードできません。

ダウンロードしようとしたｉアプリ
が本FOMA端末に対応していないた
め、ダウンロードできません。

FOMA端末で対応していないコンテ
ンツがコードに含まれている場合
は、バーコードリーダーで読み取れ
ません。

ダイヤル発信制限中は禁止されてい
る操作はできません。

受信中に通信が中断されました。電波
状態のよい場所に移動し、しばらく
たってから操作し直してください。

他に起動している機能をすべて終了
してから、パターンデータの更新を
行ってください。

チャットメールのデータにエラーが
あります。「はい」を選択してお買い
上げ時の状態に戻します。「いいえ」
を選択するとお買い上げ時の状態に
戻さずチャットメールを終了しま
す。

ｉ モードセンターとの接続に失敗し
ました。電波状態の良い場所に移動
して操作し直してください。

メールのデータにエラーがありま
す。「はい」を選択してお買い上げ時
の状態に戻します。お買い上げ時の
状態に戻さないとメールを起動でき
ません。

ダウンロードしたデコメールテンプ
レート、または10000バイトを超え
る静止画のデータにエラーがありま
す。
478 ※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P328
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●データまたは miniSD カードが壊
れています

●データまたは miniSD カードが壊
れています。保存先を本体に変更し
ます

●電話中のため動画撮影・録音はでき
ません

●問合せできませんでした

●登録中です。しばらくしてからご利
用ください（554）

ナ
●長すぎる項目がありました。入力が
完全ではありません

●入力データまたはURL が長すぎま
す

●入力データをご確認ください
（205）

●認証タイプに未対応です（401）

●認証を中止しました

ハ
●バージョン表示できませんでした

●パスワードをご確認ください
（401）

●発信できません

●日付時刻が設定されていません。
起動できません

●ファイルを添付することができま
せん

●復元できませんでした

●不正なデータが含まれています

●保存できないデータです

●保存できません

●保存できませんでした

●保存領域がいっぱいで保存できま
せん

●本体の保存件数がいっぱいです

マ
●マイピクチャ／その他の画像／動
画／メロディ／ PIM フォルダの保
存件数がいっぱいです

●待受テロップ設定は現在変更でき
ません

●未送信メールのデータが壊れてい
ます　お買い上げ時の状態に戻し
ますか？

●未保存のデータを本体に保存する
か削除してください

●無効なデータを受信しました
（xxx）

●メール／メッセージがいっぱいで
す。これ以上受信できません

miniSDメモリーカードに問題がある
ため、アクセスできません。miniSD
メモリーカードを初期化するか、新し
いminiSDメモリーカードを取り付け
てください。☛P338、P331

カメラで撮影した静止画や動画の保
存先を「miniSD カード」に指定し
ているときに miniSD メモリーカー
ドにアクセスできない場合、保存先
が自動的に「本体」に切り替わりま
す。

通話中のカメラ撮影時は動画撮影お
よび音声録音への切り替えはできま
せん。通話を終了してから動画撮影・
音声録音に切り替えてください。

電波状態のよい場所に移動して操作
し直してください。それでも同じエ
ラーになる場合は、しばらくたって
から操作し直してください。

ｉ モードへのユーザ登録中です。し
ばらくたってから操作し直してくだ
さい。

サイトなどに表示されている項目を
選択して電話帳に登録するときに、
文字数が規定の長さを超えていま
す。o を押すと各項目の最大文字数
を超えた部分が削除された状態で電
話帳登録画面が表示されます。

サイトやインターネットホームペー
ジの入力欄に入力された文字数が多
すぎて送信できません。文字数を減
らしてから送信し直してください。

サイトやインターネットホームペー
ジの入力データに誤りがあります。
入力データを確認してください。

認証タイプに未対応のため、指定の
サイトやインターネットホームペー
ジには接続できません。

基本認証画面で認証を中止したとき
に表示されます。

パターンデータのバージョンを確認
できません。再度パターンデータを
更新してください。☛P488

サイトやインターネットホームペー
ジの基本認証画面に入力したユーザ
名かパスワードに誤りがあります。
再入力してください。

音声電話中、テレビ電話中、または
64Kデータ通信中に音声電話および
テレビ電話の発信はできません。

日付・時刻が未設定の場合、ｉ アプ
リ DX を起動できません。日付・時
刻を正しく設定してから起動してく
ださい。☛P48

1 件のメールに添付可能な最大件数
を超えました。

復元できない形式のデータを復元し
ようとしました。

バーコードリーダーで読み取った
データからｉアプリを起動するとき、
データに不正がある場合はｉアプリを
起動できません。

赤外線通信で受信したデータが
FOMA端末で対応していないファイ
ル形式のため保存できません。

メールテンプレート保存時に、データ
にエラーがあったため保存できませ
ん。

10000 バイトを超える静止画の保
存時に、データにエラーがあったた
め保存できません。

FOMA端末またはFOMAカードの保
存領域が不足しているため、ｉモード
メールまたはSMSを保存できません。
SMSをFOMAカードまたはFOMA端
末に移動、またはｉモードメールを削
除してください。

FOMA 端末の保存件数がいっぱいの
ため、miniSD メモリーカードから
データの複数コピー、複数移動、全件
コピー、全件移動、復元ができません。
該当する不要なデータを削除してく
ださい。

miniSD メモリーカードの各フォル
ダの保存件数がいっぱいのため、各
データの複数コピー、複数移動、全
件コピー、全件移動、バックアップ、
情報更新ができません。不要なデー
タを削除してください。☛P336、
P337

iチャネルサービスが解約されたか自
動更新を停止したため設定を変更で
きません。i チャネルサービスを契約
し情報を受信後、または自動更新再
開後に設定してください。

チャットメールの未送信データにエ
ラーがあります。「はい」を選択して
お買い上げ時の状態に戻します。「い
いえ」を選択するとお買い上げ時の
状態に戻さずチャットメールを終了
します。

赤外線通信の INBOX にデータを保
存したまま赤外線通信を終了できま
せん。INBOX のデータを FOMA端
末に保存するか、削除してください。
☛P349

･指定のサイトやインターネット
ホームページがｉモードに対応し
ていません。
･ URL が間違っている可能性があり
ます。URLが正しいかどうか確認
してください。
･受信データにエラーがあるため表
示できません。

FOMA 端末または FOMA カードの
受信メールの保存領域の空きが不足
しているため SMS を受信できませ
ん。未読メールを読むか、メールの
保護を解除するか、メールを削除し
てください。
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●メール／メッセージがいっぱいで
す。受信できなかったメッセージが
あります

●メールデータを参照できませんで
した

●メールを表示できません

●メッセージがいっぱいです

●メモリ不足です

●メモリ不足です。メインメニューに
戻ります

ヤ
●ユーザ証明書がありません。継続し
ますか？

●ユーザ証明書の有効期限が切れて
います。継続しますか？

ラ
●料金情報の読み込みができません
でした

●料金情報のリセットができません
でした

FOMA 端末または FOMA カードの
受信メールの保存領域の空きが不足
しているため、SMSをすべて受信で
きませんでした。未読メールを読む
か、メールの保護を解除するか、メー
ルを削除してから SMS 問合せを
行ってください。

･受信メール、未送信メールまたは
フォルダを削除するときに、削除
対象のメールデータを参照できま
せん。しばらくたってから操作し
直してください。
･チャットメールでメールデータを
参照できません。しばらくたって
から操作し直してください。

受信、送信メールにエラーがあるた
め表示できません。

受信メールとメッセージR/Fの保存領
域の空きが不足しているためｉモード
メールとメッセージR/Fを受信できま
せん。未読の ｉ モードメールとメッ
セージR/Fを読むか、ｉモードメール
とメッセージ R/F の保護を解除する
か、ｉモードメールとメッセージR/F
を削除してください。

メモリが不足したため処理を中断し
ます。

メモリ不足が発生したため処理を中
断して、メインメニューに戻ります。

ユーザ証明書がダウンロードされて
いません。接続を継続するときは「は
い」を、接続を中断するときは「いい
え」を選択します。

ユーザ証明書の有効期限が切れてい
ます。接続を継続するときは「はい」
を、接続を中断するときは「いいえ」
を選択します。☛P207

FOMAカードが正しく取り付けられ
ていないか、FOMAカードに異常が
あります。☛P39

FOMAカードが正しく取り付けられ
ていないか、FOMAカードに異常が
あります。☛P39
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保証とアフターサービス

保証について

･ FOMA端末をお買い上げいただくと、保証書がついていますので、必ずお受け取りください。
記載内容および『販売店名・お買上げ日』などの記載事項をお確かめの上、大切に保管してください。
必要事項が記載されていない場合は、すぐにお買い上げいただいた販売店へお申しつけください。無
償保証期間は、お買い上げ日より1年間です。
･ この製品は付属品を含め、改良のため予告なく製品の全部または一部を変更することがありますの
で、あらかじめご了承ください。
･ FOMA端末の故障・修理やその他取扱いによって電話帳などに登録された内容が変化・消失する場合
があります。万が一に備え、電話帳などの内容はメモなどに控えをお取りくださるようお願いします。
なお、パソコン（Windows 98 Second Edition、Windows Me、Windows 2000  Professional、
Windows XP Professional、Windows XP Home Edition）をお持ちの場合は、専用のデータリン
クソフトをご利用いただくことにより、電話帳などに登録された内容をパソコンに転送・保管してい
ただくことができます。また、FOMA 端末の修理等を行った場合、ｉ モード・ｉ アプリにてダウン
ロードした情報は、一部を除き著作権法により新しいFOMA端末などに移行を行っておりません。

◎

アフターサービスについて

■ 調子が悪いときは
修理を依頼される前に、この取扱説明書の「故障かな？と思ったら、まずチェック」をご覧になっ
てお調べください。☛P473
それでも調子がよくないときは、取扱説明書裏面の「故障お問い合わせ先」にご連絡の上、ご相談
ください。

■ お問い合わせの結果、修理が必要な場合
ドコモ指定の故障取扱窓口にご持参いただきます。ただし、故障取扱窓口の営業時間内の受付とな
ります。また、ご来店時には必ず保証書をご持参ください。

■ 保証期間内は
･ 保証書の規定に基づき無償で修理を行います。
･ 故障修理を実施の際は、必ず保証書をお持ちください。保証期間内であっても保証書の提示がな
いもの、お客様のお取り扱い不良による故障・損傷は有償修理となります。
･ ドコモの指定以外の機器および消耗品の使用に起因する故障は、保証期間内であっても有償修理
となります。

■ 次の場合は、修理できないことがあります。
･ 水濡れシールが反応している場合、試験の結果、水濡れ・結露・汗などによる腐食が発見された
場合、および内部の基板が破損・変形している場合は修理できないことがありますのであらかじ
めご了承願います。なお、修理を実施できる場合でも保証対象外となりますので有償修理となり
ます。

■ 保証期間が過ぎた場合は
･ ご要望により有償修理いたします。

■ 部品の保有期間は
･ FOMA 端末の補修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）の最低保有期間は、製造打ち
切り後 6 年間です。この部品保有期間を修理可能期間といたします。また、保有期間が経過した
後も、故障箇所によっては修理可能なことがありますので、取扱説明書裏面の連絡先へお問い合
わせください。
･ 詳しくは、添付の『全国サービスステーション一覧』でご確認ください。
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■ お願い
･ FOMA端末および付属品の改造はおやめください。
・火災・けが・故障の原因となります。
・ FOMA端末、FOMAカードは、電波の混信やネットワークの故障を防ぐため、法律により技術
基準が定められており、技術基準を満たさない FOMA端末、FOMAカードは使用できません。

・改造（部品の交換・改造・塗装など）が施された場合は、改造部分を元の状態（ドコモ純正品状
態）に戻していただいた場合のみ、故障修理のお取り扱いをさせていただきます。ただし、改造
の内容によっては、故障修理をお断りする場合があります。

・改造が原因による故障・損傷の場合は、保証期間内であっても有償修理となります。
･ FOMA端末に貼付されている銘板シールは、はがさないでください。
銘板シールには、技術基準を満たす証明書の役割があり、銘板シールが故意にはがされたり、貼
り替えられた場合など、銘板シールの内容が確認できないときは、技術基準適合の判断ができな
いため、故障修理をお受けできない場合がありますので、ご注意願います。
･ 各種機能の ON ／ OFF 設定や積算通話時間などの情報は、FOMA 端末の故障・修理やその他取
り扱いによって、クリア（リセット）される場合があります。お手数をおかけしますが、この場
合は再度設定を行ってくださるようお願いします。
･ FOMA 端末の受話口部やスピーカーに磁気を発生する部品を使用しています。キャッシュカード
など、磁気の影響を受けやすいものを近づけますとカードが使えなくなることがありますので、ご
注意ください。
･ 電話機が濡れたり湿気を帯びてしまった場合は、すぐに電源を切って電池パックを外し、お早め
にドコモ指定の故障取扱窓口へご来店ください。ただし、電話機の状態によっては修理できない
ことがあります。

■ メモリダイヤル（電話帳機能）およびダウンロード情報のデータなどについて
･ お客様ご自身で携帯電話機などに登録された情報内容は、別にメモを取るなどして保管してくだ
さるようお願いいたします。情報内容の変化、消失に関し、当社は何らの義務を負わないものと
し、一切の責任を負いかねます。
･ 携帯電話を機種変更や故障修理する際に、お客様が作成されたデータまたは外部から取り込まれた
データあるいはダウンロードされたデータなどが変化・消失などする場合があります。これらにつ
いて当社は一切の責任を負いません。また、当社の都合によりお客様の携帯電話を代替品と交換す
ることにより修理に代えさせていただく場合がありますが、その際にはこれらのデータなどは一部
を除き交換後の製品に移し替えることはできません。本FOMA端末はｉモード公式サイトからダ
ウンロードした画像・着信メロディを故障修理時に移し替えします（一部移し替えできないコンテ
ンツもあります）。
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ソフトウェアを更新する ソフトウェア更新

FOMA 端末のソフトウェアを更新する必要があるかどうかチェックし、必要な場合にはパケッ
ト通信※1を使ってソフトウェアの一部をダウンロードし、ソフトウェアを更新する機能です。
ソフトウェア更新が必要な場合は、ドコモのホームページおよび ｉMenu の「お知らせ＆ヘル
プ」にてご案内させていただきます。
※1：ソフトウェア更新を行う場合のパケット通信料は無料です。
･ソフトウェア更新には、次の2種類の方法があります。

･次の場合はソフトウェア更新を実行できません。

･ソフトウェア更新の際、お客様の携帯電話端末固有の情報（機種や製造番号など）が、自動的にサー
バ（当社が管理するソフトウェア更新用サーバ）に送信されます。当社は送信された情報を、ソフト
ウェア更新以外の目的には利用いたしません。

･即時更新：更新したいときすぐに更新を行います。
･予約更新：更新する日時を予約すると、予約した日時に自動的にソフトウェアが更新されます。

･オールロック中 ･他の機能を使用しているとき
･日付・時刻を設定していないとき ･ FOMAカードが未挿入のとき
･電池がフル充電されていないとき ･ PIN1 コード入力中
･ PIN1 コードロック中 ･ が表示されているとき
･ PIMロック中 ･電源が入っていないとき
･セルフモード中 ･通話中
･遠隔ロック中 ･パソコンとつないだパケット通信中

おしらせ
●既にソフトウェア更新済みの場合は、ソフトウェア更新のチェックを行った際に「更新は必要ありません
このままご利用ください」と表示されます。

●接続先設定をｉモード以外に設定している場合でもソフトウェア更新を行えます。
●ソフトウェア更新（ダウンロード、書き換え）には時間がかかることがあります。
●PIN1コードON／OFF 機能を「ON」に設定中にソフトウェア更新を実行すると、ソフトウェア書き換
え終了後の自動再起動時に、PIN1コード入力画面が表示されます。正しいPIN1コードを入力しないと、
電話の発信、着信、各種通信操作ができません。

●ソフトウェア更新中は、他の機能を利用できません。ただし、ダウンロード中は音声電話の着信のみ受け
られます。

●ダウンロード中に音声電話の着信があった場合、着信音に「着モーション」を設定しているときは、着
モーションは動作せず、着信音はメロディになります。また、イメージに動画／ i モーションを設定して
いるときは、最初のコマが表示されます。

●ダウンロード中にテレビ電話の着信があっても電話は受けられません。着信履歴には不在着信として残り
ます。

●ソフトウェア更新中にアラームなどが設定されていても、ソフトウェア更新が継続され、アラームなどは
起動しません。

●ソフトウェア更新の際には、サーバ（当社のサイト）へ SSL 通信を行います。証明書表示／使用設定で
SSL証明書を有効に設定してください。お買い上げ時は有効に設定されています。☛P207

●ソフトウェア更新は、電池をフル充電して、電池残量が十分にある状態（ ）で実行してください。
●ソフトウェア更新は、電波が強く、アンテナマークが 3 本表示されている状態（ ）で、移動せずに実
行することをおすすめします。
･ソフトウェアダウンロード中に電波状態が悪くなったり、ダウンロードが中止された場合は、再度電波
状態のよい場所でソフトウェア更新を行ってください。

●ソフトウェア更新後、表示されていたｉモードセンター蓄積状態表示のアイコンは消えます。
また、メール選択受信設定を「ON」に設定している場合、ソフトウェア更新中にメールが届くと、ソフ
トウェア更新後にｉモードセンターにメールがあることを通知する画面が表示されないことがあります。
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ソフトウェア更新を起動する

1 待受画面で m896 を押す

2 端末暗証番号を入力し、注意事項を確認して o を押す

･ 入力した端末暗証番号（４～８桁）は「＊」で表示されます。
･ お買い上げ時の端末暗証番号は「0000」に設定されています。

3 o を2回押して、ソフトウェア更新が必要かどうかを確認する

･ 携帯電話情報の送信確認画面で o を押すとサーバに接続され、お客様の携帯電話端末固有の情報
（機種や製造番号など）を送出します。

■ 更新が必要ないとき

すぐにソフトウェアを更新する 即時更新

･サーバが混みあっていて、即時更新ができない場合があります。

1 更新方法の選択画面を表示する

●ソフトウェア更新中は電池パックを絶対に外さないでください。更新に失敗する恐れがあります。
●ソフトウェア更新は、FOMA端末に登録された電話帳、カメラ画像、ダウンロードデータなどのデータを
残したまま行えますが、お客様の FOMA 端末の状態（故障・破損・水漏れなど）によってはデータの保
護ができない場合がありますので、あらかじめご了承ください。必要なデータはバックアップを取ってい
ただくことをおすすめします（ダウンロードデータなどバックアップが取れないデータがありますので、
あらかじめご了承ください）。

●ソフトウェア更新に失敗した場合、「書換え失敗しました」と表示され、一切の操作ができなくなります。
その場合には、たいへんお手数ですがドコモ指定の故障取扱窓口までお越しいただきますようお願い申し
上げます。

ソフトウェア更新が必要かどうかをチェックした結果、更新の必要がな
い場合は左の画面が表示されます。o を押して FOMA端末をそのまま
ご利用ください。
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2「今すぐ更新」を選択して o を押す

･ ダウンロードを中止するときは o を押します。ダウンロードの途中で中止すると、それまでダ
ウンロードされたデータは削除されます。
･ ダウンロードを開始すると、あとはメニューなどの選択操作をしなくても更新処理が実行されま
す。

■ サーバが混み合っているとき

3 ダウンロード終了後、自動的にソフトウェアを書き換える
ダウンロードが終了すると、ソフトウェアの書き換えが自動的に開始されます。ダウンロード終了
後、o を押しても書き換えを開始できます。書き換え中は着信ランプが点滅します。

4 書き換え終了後、自動的に再起動する
再起動すると再度サーバと通信を行いますので、しばらくお待ちください。

5 o を押す
更新が終了し、待受画面が表示されます。

日時を予約してソフトウェアを更新する 予約更新

ダウンロードに時間がかかる場合やサーバが混みあっている場合には、あらかじめソフトウェア更新を
起動する日時をサーバと通信して設定しておけます。

ダウンロードが開始さ
れ、着信ランプが点滅し
ます。

･「予約」を選択して更新日時を予約してください。

･ ソフトウェア書き換え中はすべてのキー操作が
無効となり、更新の中止もできません。
485つづく



付
録
／
外
部
機
器
連
携
／
困
っ
た
と
き
に
は

1 更新方法の選択画面を表示する

2「予約」を選択する

3 希望日時を選択する
■ 表示されている予約候補から選択するとき
a 希望日時を選択して「はい」を選択する

･ 希望日時の候補が複数ページあるときは、& を押してページを切り替えられます。

■ 表示されている予約候補以外から選択するとき
a「その他の日時」を選択する

b 希望日を選択する

c 希望時間帯を選択する
サーバに接続され、選択した希望日・時間帯に近い予約候補が表示されます。
･ 希望時間帯の候補が複数ページあるときは、& を押してページを切り替えられます。
･ p を押すと、時間帯の左に表示されている記号の説明を表示できます。

d 希望日時を選択して「はい」を選択する
･ 希望日時の候補が複数ページあるときは、& を押してページを切り替えられます。

4 o を押す
予約の設定が完了し、メニューが表示されます。
･ 予約中は、待受画面に が表示されます。

サーバと通信を行い、予約時間候補を問い合わせ
ます。
･ 予約可能な日時がサーバの時刻で表示されま
す。

各時間帯の予約の空き状況が表示されます。
○：空きあり　△：空きわずか
･ 希望日の候補が複数ページあるときは、& を押してページを切り
替えます。
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1 待受画面で m896 を押す

2 端末暗証番号を入力し、内容を確認する

■ 予約を取り消すとき
a「取消」を選択して「はい」を選択する

携帯電話情報の送信確認画面が表示されます。
b o を2回押す

予約が取り消され、メニューが表示されます。
･ 携帯電話情報の送信確認画面で o を押すとサーバに接続され、お客様の携帯電話端末固
有の情報（機種や製造番号など）を送出します。

障害を引き起こすデータからFOMA端末を守る スキャン機能

サイトからのダウンロードやｉモードメールなど外部からFOMA端末に取り込んだデータやプ
ログラムについて、データを検知して、障害を引き起こす可能性を含むデータの削除やアプリ
ケーションの起動を中止します。
･チェックのために使用するパターンデータは、新たな問題が発見された場合に随時バージョンアップ
されますので、随時更新してください。

予約を確認・変更・取り消しをする

予約の日時になると

おしらせ
●他の機能を使用していると予約時刻になっても起動しないことがあるのでご注意ください。通話中または
メール受信中に予約日時になったときは、通話終了後またはメール受信終了後にソフトウェア更新を開始
します。

●PIN1コードON／OFF 機能を「ON」に設定中にソフトウェア更新を実行すると、ソフトウェア書き換
え終了後の自動再起動時に、PIN1コード入力画面が表示されます。正しいPIN1コードを入力しないと、
電話の発信、着信、各種通信操作ができません。

●同じ日時にアラームなどが設定されていた場合には、アラームなどが優先され、ソフトウェア更新が開始
されない場合があります。

まず初めに、パターンデータの更新を行い、パターンデータを最新にしてください。

･ 確認を終了するときは「OK」を選択します。
■ 予約を変更するとき
a「変更」を選択して o を押す

予約候補の選択画面が表示されます。
･ 以降の操作は、「日時を予約してソフトウェアを更新する」の操作
2以降と同じです。☛P486
･ 携帯電話情報の送信確認画面で o を押すとサーバに接続され、お
客様の携帯電話端末固有の情報（機種や製造番号など）を送出し
ます。

･ 予約日時になると左の画面が表示され、自動的にソフトウェア更新を開始し
ます。予約日時前には、電池がフル充電されていることを確認の上、電波の
十分届くところでFOMA端末を待受画面にしておいてください。ダウンロー
ドが完了するとソフトウェアの書き換えが行われ、再起動されます。
･ ソフトウェア更新を中止する場合は f を押し、「はい」を選択します。
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･スキャン機能は、ホームページの閲覧やメール受信などの際に携帯電話に何らかの障害を引き起こす
データが侵入することに対して、一定の防衛手段を提供する機能です。
各障害に対応したパターンデータが携帯電話にダウンロードされていない場合、または各障害に対応
したパターンデータが存在しない場合には、本機能にて障害等の発生を防ぐことができませんので、
あらかじめご了承ください。
･パターンデータは携帯電話の機種ごとにデータの内容が異なります。また、当社の都合により端末発
売開始後3年を経過した機種向けパターンデータの配信は停止することがありますので、あらかじめ
ご了承ください。
･パターンデータ更新の際、お客様の携帯電話端末固有の情報（機種や製造番号など）が自動的にサー
バ（当社が管理するスキャン機能用サーバ）に送信されます。当社は送信された情報をスキャン機能
以外の目的には利用いたしません。

スキャン機能を設定する スキャン機能設定

スキャン機能を「有効」に設定すると、データやプログラムを実行する際、自動的にチェックします。

1 待受画面で m8372 を押す

2 1 を押して「はい」を選択する

パターンデータを更新する パターンデータ更新

1 待受画面で m8371 を押す

2「はい」を2回選択してパターンデータを更新する

3 o を押す
パターンデータ更新が終了します。
･ パターンデータ更新が必要ないときは、パターンデータが最新である旨のメッセージが表示され
ます。そのままお使いください。

お買い上げ時 有効

おしらせ
●パターンデータ更新中に音声電話の着信があった場合は、更新は中断されます。テレビ電話の着信、外部
機器や赤外線機能を利用してのデータ受信があった場合は、更新は中断されません。

●パターンデータ更新中にアラームやスケジュールアラームの設定日時になると、設定日時を知らせる画面
が表示されてアラームが鳴りますが、パターンデータの更新は継続されています。

●FOMA端末の日付（年月日）を正しく設定しておいてください。

･ スキャン機能を設定すると、障害を引き起こすデータを検出した場合に、
5段階の警告レベルで表示されます。☛P489
･ 解除するとき：2 を押して「はい」を選択する
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スキャン結果の表示について

スキャンされた問題要素の表示について

スキャン結果の表示について

警告レベル 表示メッセージ 対応方法
警告レベル0 「OK」 ：起動中のアプリケーションの処理を続行します。

「詳細表示」：検出された問題要素の名前の一覧を表示します。

警告レベル1 「はい」 ：障害を引き起こす可能性のあるアプリケーションの処
理を中止します。

「いいえ」 ：起動中のアプリケーションの処理を続行します。
「詳細表示」：検出された問題要素の名前の一覧を表示します。

警告レベル2 「OK」 ：障害を引き起こす可能性のあるアプリケーションの処
理を中止します。

「詳細表示」：検出された問題要素の名前の一覧を表示します。

警告レベル3 「はい」 ：障害を引き起こす可能性のあるデータを削除します。
「いいえ」 ：障害を引き起こす可能性のあるアプリケーションの処

理を中止します。
「詳細表示」：検出された問題要素の名前の一覧を表示します。

警告レベル4 「OK」 ：障害を引き起こす可能性のあるデータを削除します。
「詳細表示」：検出された問題要素の名前の一覧を表示します。

おしらせ
●スキャン機能によってｉアプリ待受画面に設定しているｉアプリに問題要素が見つかり、ｉアプリの起動
を中止した場合は、ｉアプリ待受画面が解除されます。

a警告メッセージ表示中に「詳細表示」を選択する
スキャン機能で検出された問題要素の名前の一覧が表示されます。
･ 問題要素が 6 個以上検出された場合は、６個目以降の問題要素名は省略
され、検出された問題要素の総数が表示されます。
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パターンデータのバージョンを確認する バージョン表示

1 待受画面で m8373 を押す

携帯電話機の比吸収率（SAR）について
この機種 FOMA D701i の携帯電話機は、国が定めた電波の人体吸収に関する技術基準に適合
しています。
この技術基準は、人体頭部のそばで使用する携帯電話機などの無線機器から送出される電波が人
間の健康に影響を及ぼさないよう、科学的根拠に基づいて定められたものであり、人体側頭部に
吸収される電波の平均エネルギー量を表す比吸収率（SAR：Specific Absorption Rate）につ
いて、これが2W/kg※ 1 の許容値を超えないこととしています。この許容値は、使用者の年齢
や身体の大きさに関係なく十分な安全率を含んでおり、世界保健機関（WHO）と協力関係にあ
る国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）が示した国際的なガイドラインと同じものとなって
います。
すべての機種の携帯電話機は、発売開始前に、電波法に基づき国の技術基準に適合していること
の確認を受ける必要があります。この携帯電話機FOMA D701iのSARの値は0.632W/kgで
す。この値は、財団法人テレコムエンジニアリングセンターによって取得されたものであり、国
が定めた方法に従い、携帯電話機の送信電力を最大にして測定された最大の値です。個々の製品
によって SAR に多少の差異が生じることもありますが、いずれも許容値を満足しています。ま
た、携帯電話機は、携帯電話基地局との通信に必要な最低限の送信電力になるよう設計されてい
るため、実際に通話している状態では、通常SARはより小さい値となります。
SARについて、さらに詳しい情報をお知りになりたい方は、下記のホームページをご参照くださ
い。

※1：技術基準については、電波法関連省令（無線設備規則第14条の２）で規定されています。

総務省のホームページ http://www.tele.soumu.go.jp/j/ele/index.htm
社団法人電波産業会のホームページ http://www.arib-emf.org/index.html
ドコモのホームページ http://www.nttdocomo.co.jp/product/
三菱電機のホームページ http://www.MitsubishiElectric.co.jp/d701i/
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................................................ 119
音楽再生 ................................ 470
音声メモ .................... 382、 383
音量調整 ................................... 67

外部機器とのデータ連携..... 469
外部接続端子............................ 27
開閉ロック ............................ 148
顔文字
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入力.................................... 443

各部の名称 ............................... 26
カスタム発信............................ 58
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画像
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移動／コピー..................... 340
切り出し ............................ 310
切り抜き ............................ 314
効果.................................... 312
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削除 .................................... 344
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編集 .................................... 309
補正 .................................... 315
保存（サイト）................... 194
保存（メール）................... 241
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かな入力方式......................... 441
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ワンショットメール......... 171
ｉアプリで利用................ 300
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SSL ページ接続................ 183
URL表示........................... 186
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ｉアプリ............................ 288
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コピー／貼り付け .............374
削除 ....................................375
シークレット属性 .............376
祝日設定.............................369
設定日時になると .............372
登録 ....................................370
登録件数確認.....................377
メール作成.........................374
メンバーリスト.................375

スピーカー................................27
スピーカーホン機能
音声通話................................53
テレビ電話............................81

スロット入力方式 .................447
静止画（→画像）
赤外線通信.............................345
受信 ....................................348
送信 ....................................346
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接続先設定
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設定状況確認.........................393
設定リセット.........................393
セルフモード.........................143
センター問合せ
設定 ....................................261
ｉモード問合せ ................239
SMS問合せ......................276

送信メール（→メール）
送信メールBOX...................246
送話口........................................26
ソフトウェア更新 .................483
即時更新.............................484
予約更新.............................485

タイマー....................................54
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単語登録.................................446
端末暗証番号.........................136
変更 ....................................137

着信音.....................................114
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着信拒否／許可.....................149
着信拒否登録.........................401
着信中オープン応答 ................64
着信通知.................................398
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着信ランプ................................27
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チャットメール
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作成 ....................................267
終了 ....................................272
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通話時間.................................384
確認.....................................384
連続通話時間 ........................43
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通話中クローズ設定.................65
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確認.....................................385
自動リセット設定 .............385
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登録.....................................445
入力.....................................443

ディスプレイ............................26
ガイド行................................30
タスクバー............................30
見かた....................................29

データ一括削除 .....................394
データ通信.............................408
準備.....................................409
接続.....................................410
ダイヤルアップネットワーク
............................................422
通信設定ファイル .............409
用語集.................................409
FOMA PC設定ソフト.....409

データリンクソフト..............469
デコメール
作成.....................................223
テンプレート .....................232

デュアルネットワークサービス
................................................402
テレビ電話................................80
明るさ／色の濃さ ................86
受ける....................................83
音声電話に切り替え.............83
かける....................................80
画像変更（テレビ電話画像選
択）..........................................87
カメラ切り替え ....................88
画面表示設定 ........................89
コンパクトライト ................89
撮影効果モード ....................86
ズーム....................................88
静止画送信（画像選択）.......87
送信画像切り替え ................85
送信画像品質設定 ................85
通信速度設定 .....................108
通話中テレビ電話動作設定
...............................................89
動作設定................................90
プッシュ信号送出 ................88

テレビ電話切替機能通知.........90
テレビ電話使用機器設定.........91
テレビ電話設定 .....................108
テレビ電話着信設定.................69
テレビ電話発信設定..............126
電源（ON／OFF）..................47

自動電源ON／OFF設定
.............................................364

伝言メモ....................................75
応答ガイダンス設定.............77
応答時間設定 ........................76
クイック伝言メモ.................75
再生／削除 ............................77

転送.........................................240
転送先通話中時設定..............400
転送でんわサービス..............399
電卓.........................................387
電池アラーム音設定.................46
電池残量....................................45
電池パック................................42
電池マーク設定 .....................131
添付ファイル
画像表示.............................241
削除.....................................246
自動再生設定 .....................264
添付.....................................229
変更／解除 .........................231
保存（画像）.......................241
保存（静止画）...................242
保存（メロディ）................245
メール受信添付ファイル設定
.............................................264
メロディ再生 .....................244

テンプレート .........................232
ダウンロード .....................229
登録.....................................233
読込.....................................232

電話
受ける....................................61
かける....................................52
カスタム発信 ........................58
テレビ電話に切り替え.........55

電話着信設定 ............................69
電話帳........................................94
入れ替え.............................106
クイックダイヤル..............111
グループ設定 ........................99
検索.....................................100
コピー.................................106
削除.....................................107
シークレット検索..............110
シークレットコード設定
.............................................109
シークレット属性設定......109
修正.....................................105
着信拒否／許可..................149
テレビ電話設定..................108
登録件数確認 .....................110
登録（サイト）...................197
登録（メール）...................257
登録内容確認 .....................104
登録内容コピー..................105
登録（FOMAカード）.........98
登録（FOMA端末）.............95
発番号設定 .........................108

電話発信設定 .........................126
電話番号検索 .........................103
電話番号表示 ............................50
問合せ画像設定 .....................127
問合せ設定.............................261
動画／ｉモーション
アルバム再生 .....................341
移動／コピー .....................340
キャプチャ .........................320
サイズ切り出し..................322
再生.....................................316
再生制限.............................319
削除.....................................344
撮影.....................................162
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しおり設定 ........................ 318
詳細情報参照／変更......... 342
選択切り出し..................... 321
ソート ................................ 345
テロップ編集..................... 323
動作設定 ............................ 325
編集.................................... 320
待受画面などに設定......... 319
ｉモーションメール作成
............................................ 317

動画再生 ................................ 469
同報送信 ................................ 222
登録状況確認......................... 110
時計表示設定......................... 133
ドコモ総合案内・受付......... 403
ドライブモード........................ 73

名前の表示 ............................... 94
入力設定 ................................ 448
入力予測機能......................... 443
ネットワーク暗証番号......... 136
ネットワークサービス......... 396
ノイズキャンセラ設定............ 61

バーコードリーダー............. 171
バイブレータ設定................. 116
ｉアプリ ........................... 289

背面情報表示設定................. 128
背面ディスプレイ.................... 27
見かた ................................... 31

バイリンガル......................... 134
パケット通信......................... 408
最適化 ................................ 419
接続先（APN）の設定.... 420
設定.................................... 414

発信者番号通知........................ 49
通話ごとの設定.................... 57

発信者番号非通知理由............ 62
発着信画面表示設定............. 126
発番号設定 ............................ 108
発番号なし動作設定............. 150
貼り付け ................................ 446
番号通知お願いサービス..... 401
日付時刻設定............................ 48
ビデオカメラ（→カメラ）
表示・効果設定..................... 200
表示消去 ................................ 398
表示色設定 ............................ 201
平型スイッチ付イヤホンマイク
（→スイッチ付イヤホンマイク）
フォーカスモード.................... 37
フォントサイズ..................... 265
フォント設定......................... 132
不在着信 ................................... 66
ブックマーク......................... 189
移動／コピー..................... 191
削除.................................... 191
ソート ................................ 192
タイトル変更..................... 190
ツータッチサイト表示..... 191
ツータッチ登録................. 190
登録（サイト）................... 189
登録（メール）................... 257
表示.................................... 190
フォルダ名変更................. 190

プッシュ信号送出.................... 88
プライバシーモード設定..... 145
フリガナ検索......................... 102
プレフィックス設定................ 59

返信 ........................................ 239
ポーズ ....................................... 54
保証 ........................................ 481
保留
応答保留................................ 71
通話中保留............................ 53

マイピクチャ......................... 306
アルバム利用..................... 339
削除 .................................... 344
ソート ................................ 345

マイメニュー......................... 187
待受画面 ................................... 47
待受画面設定......................... 120
時計表示設定..................... 133

待受時間 ................................... 43
待受中音声メモ..................... 382
待受テロップ設定................. 304
マナーモード......................... 118
マナーモード選択................. 119
マルチアクセス..................... 360
組み合わせ......................... 464

マルチタスク......................... 362
組み合わせ......................... 466

マルチナンバー..................... 404
未送信メール（→メール）
未送信メールBOX............... 246
迷惑電話ストップサービス
................................................ 401
メール .................................... 214
宛先追加............................. 222
一覧画面............................. 248
一覧表示設定..................... 264
移動 .................................... 252
画像添付............................. 229
画像表示・保存................. 241
クイックメール................. 235
件数確認............................. 251
コピー ................................ 252
コピー（文字）................... 256
削除 .................................... 254
作成 .................................... 221
作成（スケジュール）....... 374
作成（電話帳）................... 101
自動受信............................. 236
受信 .................................... 236
受信／送信メールBOX... 246
受信表示設定..................... 266
詳細画面............................. 249
ソート ................................ 252
デコメール......................... 223
転送 .................................... 240
添付ファイル..................... 229
添付ファイル削除............. 246
電話帳登録......................... 257
電話発信............................. 253
問合せ ................................ 239
表示種別............................. 265
フォルダ一覧画面............. 247
フォルダ作成・削除......... 250
フォルダ内メール件数 ..... 251
フォントサイズ................. 265
ブックマーク登録............. 257
編集 .................................... 235
返信 .................................... 239
保護 .................................... 253
保存 .................................... 234
メロディ再生・保存......... 244

メールアドレス..................... 214
アドレス表示..................... 251

メール一覧表示設定............. 264

メールグループ
設定 .................................... 262

メール受信画像設定 ............. 127
メール受信添付ファイル設定
................................................ 264
メール設定（FOMA端末）
................................................ 258
メール設定（ｉモードセンター）
................................................ 215
メール選択受信..................... 238
設定 .................................... 262

メール送信画像設定 ............. 127
メール着信設定..................... 266
メールテンプレート ............. 232
メール振り分け設定 ............. 258
メール返信引用設定 ............. 263
メールメニュー..................... 220
メール連動型ｉアプリ ....... 283
メッセージ着信設定 ............. 203
メッセージ問合せ................. 397
メッセージR/F .................... 201
画像の再読込み................. 205
削除 .................................... 206
自動表示設定..................... 203
受信 .................................... 201
受信表示設定..................... 266
着信設定............................. 203
問合せ................................. 239
表示種別............................. 207
表示（メッセージR／メッ
セージ F）........................... 204
保護 .................................... 206

メニュー....................................33
一覧 .................................... 450
機能説明表示........................36
サブメニュー........................36
設定 .................................... 129
デザイン変更..................... 130

メモ帳 .................................... 387
メモリ登録外着信拒否 ......... 152
メモリ番号検索..................... 103
メモリ別着信拒否／許可...... 149
メロディ................................. 326
アルバム利用..................... 339
一覧 .................................... 115
移動 .................................... 340
再生 .................................... 326
削除 .................................... 344
詳細情報参照／変更 ......... 342
ソート................................. 345
着信音などに設定............. 327
動作設定............................. 327
保存（サイト）................... 195
保存（メール）................... 245
メール作成......................... 326

メンバーリスト..................... 375
文字コード............................. 189
文字入力................................. 440
インライン入力................. 440
絵文字入力......................... 443
改行 .................................... 442
顔文字入力......................... 443
かな漢字変換..................... 441
かな入力方式..................... 441
記号入力............................. 443
切り取り............................. 445
区点コード入力................. 446
コピー................................. 445
削除 .................................... 442
スロット入力方式 ............. 447
全画面入力......................... 440
単語登録............................. 446
定型文登録......................... 445
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定型文入力.........................443
データ引用.........................444
入力設定.............................448
入力モード切り替え .........440
入力予測機能.....................443
貼り付け.............................446
文字割り当て（かな入力方式）
............................................454
文字割り当て（スロット入力方
式）......................................455

ユーザ証明書操作 .................208
優先通信モード設定 ................70
予測変換.................................443
呼出動作開始時間設定 .........151

ランキング検索.....................102
リダイヤル................................56
リモコン機能.........................351
留守番電話サービス .............396

ワンショットメール .............171
ワンタッチボタン .................291

186／ 184............................57
50音順に表示......................101
64Kデータ通信...................408
設定 ....................................417

ATコマンド..........................431
AV Phone To（→ Phone To）
Date To 機能 .......................389
DTMF送出...............................88
FirstPass.............................209
Flash 機能.............................185
FOMAカード
暗証番号................................40
機能差分................................41
電話帳登録............................98
動作制限機能........................40
取り付け／取り外し ............39

FOMA端末の保存・登録・保護件
数 ...............................................38
FOMA PC設定ソフト.........413
Gガイド番組表リモコン .....351
ｉアプリ................................282
移動 ....................................298
カメラの利用.....................300
起動 ....................................285
起動失敗履歴.....................293
件数確認.............................299
削除 ....................................297
自動起動情報登録 .............292
自動起動設定.....................292
終了 ....................................286
詳細情報.............................287
情報表示.............................299
照明設定.............................288
赤外線通信の利用 .............300
セキュリティエラー履歴
............................................287
ソフト件数.........................299
ソフト情報表示設定 .........285
ダウンロード.....................284
ツータッチｉアプリ .......292
動作設定.............................287

トレース表示 .....................287
並べ替え.............................298
バーコードリーダーの利用
............................................300
バージョンアップ .............296
バイブレータ設定 .............288
フォルダ作成／削除..........296
プリインストールｉアプリ
............................................289
保護.....................................297
ワンタッチボタン .............291
ｉアプリ To......................294

ｉアプリ待受画面
異常終了履歴 .....................295
設定.....................................121
操作.....................................294

ｉアプリDX.........................282
ｉショット............................217
i チャネル...............................302
チャネル一覧 .....................304

ｉメロディ............................195
ｉモーション........................210
再生／保存.........................243
設定.....................................212

ｉモーション（データBOX）
................................................316
アルバム利用 .....................339
削除.....................................344
ソート.................................345

ｉモーションメール.............218
再生／保存.........................243
作成.....................................229

ｉモード................................176
ｉモード設定........................198
ｉモード問合せ ....................239
問合せ設定.........................261

ｉモードパスワード.............136
変更.....................................187

ｉモードメール（→メール）
ｉMenu..................................177
ISP 接続通信.........................199
Mail To（サイト）................196
Mail To（メール）................256
miniSDメモリーカード......328
カードチェック .................339
コピー／移動 .....................333
情報更新.............................338
初期化.................................338
取り付け／取り外し..........331
バックアップ .....................334
表示.....................................335
フォルダ構成 .....................329
保存容量の確認 .................332

miniSDメモリーカードアダプタ
................................................329
miniSDメモリーカードスロット
...................................................27
NW検索方法.........................392
Phone To（サイト）............196
Phone To（メール）............256
PIM ロック............................144
PIN ロック解除.....................139
PIN ロック解除コード ............40
PIN1 コードON／OFF.....137
PIN1 コード／PIN2コード
................................................136
変更.....................................138

SAR........................................490
SMS.......................................219
一覧画面.............................248
クイックメール .................235
削除.....................................254
作成（電話帳）...................101

作成（SMS作成・送信）
.............................................273
受信.....................................274
受信表示設定 .....................266
詳細画面.............................249
署名挿入.............................273
設定.....................................276
送達通知.............................220
問合せ.................................276
フォルダ一覧画面..............247
保存（FOMAカード）......277
メール振り分け設定..........258

SSL 通信................................179
接続.....................................183

TASKキー ...............................27
URL
コピー.................................196
電話帳登録 .........................198
入力.....................................188
表示.....................................186
ラストURL........................183
履歴.....................................188

USBモード設定 ...................410
USSD登録............................404
Web To（サイト）................196
Web To（メール）................256
WORLD CALL........................58
WORLD WING........................41

31#／ #31# .....................57
+.................................................59

ヤ

ラ

ワ

数字・英字・記号
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クイックマニュアル
本誌に綴じ込みされているクイックマニュアルは切り取り線で切り取り、下記のように折ってご
使用ください。

切り取り線

表紙 表紙

表紙

切り取り線でクイックマニュアルのページ
を切り取ります。
●切り取る際はけがにご注意ください。

表紙面が見えるように、折れ線に合わせて
折りたたんでお使いください。

a

b c



電
話
帳
の
登
録

■
FO

M
A
カ
ー
ド
電
話
帳
の
登
録

1
待
受
画
面
で

m
4

3
電
話
帳
の
修
正

待
受
画
面
で

p
ク
イ
ッ
ク
マ
ニ
ュ
ア
ル

キ
リ
ト
リ
線

■
か
な
入
力
方
式
と
ス
ロ
ッ
ト
入
力
方

式
の
切
り
替
え

●
文
字
入
力
中
に
切
り
替
え
る

m
7

1
●
待
受
中
に
切
り
替
え
る

m
8

9
3

→
入
力
方
式
欄
を
選
択
→

1
（
か
な
入
力
）
／

2
（
ス
ロ
ッ
ト
入
力
）

→
p

■
入
力
モ
ー
ド
の
切
り
替
え

文
字
入
力
中
に

n
を
複
数
回

･p
を
押
し
、
入
力
モ
ー
ド
を
選
択
し
て
も
切
り
替

え
可
能

1
ひ
ら
が
な
／
漢
字
モ
ー
ド
で
文
字
を
入
力

「
き
」：

2
を
2
回
→

r
（
自
動
カ
ー
ソ
ル

機
能
に
よ
っ
て
カ
ー
ソ
ル
が
移
動
し
た

と
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）

「
ぎ
」：

2
 を

2
回
→

(
「
ょ
」：

8
 を

3
回
→

t
「
う
」：

1
 を

3
回

･
文
字
の
挿
入
：
カ
ー
ソ
ル
を
挿
入
位
置
に
移
動

→
文
字
を
入
力

･
入
力
し
た
文
字
の
確
定
前
に
で
き
る
操
作

m
：
全
角
カ
タ
カ
ナ
に
変
換

c
：
入
力
し
た
文
字
の
取
り
消
し

t
：
大
文
字
／
小
文
字
の
切
り
替
え

a
：
入
力
直
後
に
1
つ
前
の
文
字
に
戻
す

（
例
：
…
→
1
→
お
→
え
→
う
→
…
）

(
：
濁
点
「
゛
」
や
半
濁
点
「
゜
」
の
付

加
（
例
：
→
ぼ
→
ぽ
→
ほ
→
…
）

3
o

■
文
字
の
削
除

●
カ
ー
ソ
ル
が
文
中
に
あ
る
と
き

c
：
カ
ー
ソ
ル
位
置
の
文
字
の
削
除

c
を
1
 秒

以
上
：

カ
ー
ソ
ル
位
置
の
文
字
と
そ
の
右
側
に
あ

る
す
べ
て
の
文
字
の
削
除

●
カ
ー
ソ
ル
が
文
末
に
あ
る
と
き

c
：
カ
ー
ソ
ル
位
置
の
左
側
に
あ
る
文
字
の

削
除

c
 を
 1
 秒

以
上
：
す
べ
て
の
入
力
文
字
の
削
除

文
字
入
力
中
に

t
→
記
号
を
選
択

･p
1

を
押
し
て
も
入
力
可
能

●
絵
文
字
を
入
力
す
る

文
字
入
力
中
に

a
→
絵
文
字
を
選
択

･p
2

を
押
し
て
も
入
力
可
能

●
定
型
文
を
入
力
す
る

文
字
入
力
中
に

p
7

→
定
型
文
種
別
を
選
択

→
定
型
文
を
選
択

･p
m

を
押
し
て
も
入
力
可
能

■
区
点
コ
ー
ド
で
の
入
力

文
字
入
力
中
に

p
8

→
区
点
コ
ー
ド
（
4
桁
）

を
入
力

7
6

5
4

取
扱
説
明
書
に
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
下
記
の
と
こ
ろ

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
、
P
H
S
か
ら
の
場
合

（
局
番
な
し
の
）

151
（
無
料
）

※
一
般
電
話
な
ど
か
ら
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

故
障
、
異
常
か
な
と
思
わ
れ
た
ら
、
下
記
の
と
こ
ろ
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
、
P
H
S
か
ら
の
場
合

（
局
番
な
し
の
）

113
（
無
料
）

※
一
般
電
話
な
ど
か
ら
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
FO

M
A
端
末
電
話
帳
の
登
録

1
待
受
画
面
で

m
4

2

2
名
前
を
入
力
→

p

3
各
項
目
を
設
定
→

p

4
メ
モ
リ
番
号
（
0
～
6
9
9
）
を
入
力
→

o

2
名
前
を
入
力
→

p

3
各
項
目
を
設
定
→

p

■
リ
ダ
イ
ヤ
ル
や
着
信
履
歴
か
ら
の
登
録

1
待
受
画
面
で

r
ま
た
は

l

2
登
録
す
る
相
手
に
カ
ー
ソ
ル
を
合
わ
せ
る
→

m
1

･
登
録
済
み
の
電
話
帳
デ
ー
タ
へ
追
加
：m

2
3

1
（
FO

M
A
端
末
電
話
帳
）
／
 

2
（
FO

M
A
カ
ー
ド
電
話
帳
）

･
登
録
済
み
の
電
話
帳
デ
ー
タ
へ
追
加
す
る
場

合
は
追
加
す
る
相
手
を
選
択
す
る

4
各
項
目
を
設
定
→

p
･
FO

M
A
カ
ー
ド
電
話
帳
の
場
合
は
操
作
6
に
進
む

5
メ
モ
リ
番
号
（
0
～
6
9
9
）
を
入
力
→

o
6

登
録
済
み
の
電
話
帳
デ
ー
タ
へ
追
加
す
る
場
合

は
「
上
書
き
登
録
」
ま
た
は
「
新
規
登
録
」
を

選
択

1
･
電
話
帳
の
切
り
替
え
：

p
2

修
正
す
る
相
手
に
カ
ー
ソ
ル
を
合
わ
せ
る
→

m
3

3
修
正
す
る
→

p
･
FO

M
A
カ
ー
ド
電
話
帳
の
場
合
は
操
作

5
に

進
む

4
メ
モ
リ
番
号
（
0
～
6
9
9
）
を
入
力
→

o
5
「
上
書
き
登
録
」
ま
た
は
「
新
規
登
録
」
を
選

択

電
話
帳
の
検
索

1
待
受
画
面
で

m
4

1
･
電
話
帳
の
切
り
替
え
：

p
2

1
～

7
･
FO

M
A
カ
ー
ド
電
話
帳
は

1
～

4
を

押
す

総
合
お
問
い
合
わ
せ
先

〈
D
oC

oM
o
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
〉

故
障
お
問
い
合
わ
せ
先

一
般
電
話
な
ど
か
ら
の
場
合

※
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
、
P
H
S
か
ら
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

※
ダ
イ
ヤ
ル
の
番
号
を
よ
く
ご
確
認
の
上
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
か

け
く
だ
さ
い
。

0120-800-000

一
般
電
話
な
ど
か
ら
の
場
合

※
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
、
P
H
S
か
ら
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

※
ダ
イ
ヤ
ル
の
番
号
を
よ
く
ご
確
認
の
上
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
か

け
く
だ
さ
い
。

0120-800-000

･
撮
影
：

m
（
静
止
画
）
／

t
（
動
画
）

撮
影
方
法

☛
P
8

･
着
信
音
な
ど
他
の
項
目
を

登
録
：

&

文
字
の
入
力

■
文
字
の
入
力
・
変
換
（
か
な
入
力
方
式
）

〈
例
〉「

企
業
」
と
入
力
す
る
と
き

2
p･
変
換
候
補
一
覧
の
表
示
：

%
／

p
･
変
換
前
の
状
態
に
戻
す
：

c

■
記
号
・
絵
文
字
・
定
型
文
の
入
力

●
記
号
を
入
力
す
る

1
2

3



キ
リ
ト
リ
線

カ
メ
ラ
機
能

■
静
止
画
／
動
画
の
撮
影

●
静
止
画
を
撮
影
す
る

1
待
受
画
面
で
レ
ン
ズ
カ
バ
ー
を
開
け
る

2
被
写
体
に
カ
メ
ラ
を
向
け
て

o
ま
た
は

j
3

o
ま
た
は

j
●
動
画
を
撮
影
す
る

1
待
受
画
面
で

u
を
1
秒
以
上
→
レ
ン
ズ
カ
バ
ー

を
開
け
る

2
被
写
体
に
カ
メ
ラ
を
向
け
て

o
ま
た
は

j
3

p
ま
た
は

j
4

o
ま
た
は

j
■
撮
影
し
た
画
像
の
表
示
／
動
画
の
再
生

●
画
像
を
表
示
す
る

1
待
受
画
面
で

u
1

2
「
カ
メ
ラ
」
を
選
択
→
画
像
を
選
択

･
フ
ォ
ル
ダ
内
の
別
画
像
の
表
示
：

%
●
動
画
を
再
生
す
る

1
待
受
画
面
で

u
2

2
「
カ
メ
ラ
」
を
選
択
→
動
画
を
選
択

･
動
画
再
生
中
に
で
き
る
操
作

%
／

i
j

：
音
量
調
整

r
：
早
送
り
再
生

o
：
一
時
停
止
／
再
生

p
：
停
止

テ
レ
ビ
電
話

■
テ
レ
ビ
電
話
の
か
け
か
た

1
待
受
画
面
で
電
話
番
号
を
入
力

2
t ･
通
信
速
度
を
指
定
し
て
発
信
：

m
3

→
発
信
方
法
を
選
択
→

m
→
「
は

い
」
を
選
択

3
通
話
す
る

･
通
話
中
保
留
：

o
･
ス
ピ
ー
カ
ー
ホ
ン
機
能
を
利
用
：

n
／

a
･
送
信
画
像
の
切
り
替
え
：

t
4

通
話
が
終
了
し
た
ら

f
■
テ
レ
ビ
電
話
の
受
け
か
た

1
電
話
が
か
か
っ
て
く
る

･
応
答
保
留
：

f
2

t ･
通
話
中
の
操
作
は
「
テ
レ
ビ
電
話
の
か
け
か

た
」
の
操
作
3
と
同
様

3
通
話
が
終
了
し
た
ら

f

ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル

■
送
受
信
で
き
る
文
字
数

■
ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
の
作
成
・
送
信

1
待
受
画
面
で

a
を
1
秒
以
上

2
宛
先
欄
を
選
択
→
入
力
方
法
を
選
択
→
宛
先
を

入
力
ま
た
は
選
択

3
題
名
欄
を
選
択
→
題
名
を
入
力

4
本
文
欄
を
選
択
→
本
文
を
入
力

･
デ
コ
メ
ー
ル
の
作
成
：
本
文
入
力
画
面
で

a
→
装
飾
方
法
を
選
択
→
文
字
を
入
力

5
p ･
メ
ー
ル
の
保
存
：

m
2

項
　
目

全
角
文
字

半
角
文
字

題
名

1
5
文
字

3
0
文
字

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

―
5
0
文
字

本
文

5
0
0
0
文
字

1
0
0
0
0
文
字

宛
先
欄

題
名
欄

添
付
欄

本
文
欄

本
文
に
半
角
で
入
力
で
き
る
残
り

の
文
字
数

11
10

9
8

■
フ
ァ
イ
ル
の
添
付

1
メ
ー
ル
作
成
画
面
で
添
付
欄
を
選
択

メ
ー
ル
作
成
画
面
の
表
示
方
法

☛
Ｐ
1
1

2
添
付
す
る
フ
ァ
イ
ル
の
種
類
を
選
択

･
静
止
画
を
撮
影
し
て
添
付
：「

イ
メ
ー
ジ
」
→

「
静
止
画
を
撮
影
」

･
動
画
を
撮
影
し
て
添
付
：「

ｉ
モ
ー
シ
ョ
ン
」→

「
動
画
を
撮
影
」

･
メ
ロ
デ
ィ
の
場
合
、
m
in
iS
D
メ
モ
リ
ー
カ
ー

ド
未
挿
入
時
は
、
操
作
4
へ

3
「
本
体
」
ま
た
は
「
m
in
iS
D
カ
ー
ド
」
を
選
択

し
、
フ
ォ
ル
ダ
を
選
択

4
フ
ァ
イ
ル
を
選
択

･
添
付
フ
ァ
イ
ル
の
解
除
：
解
除
す
る
添
付
欄
に

カ
ー
ソ
ル
を
合
わ
せ
る
→

a
→
「
は
い
」
を

選
択

■
送
信・

保
存し

た
ｉ
モー

ドメ
ー
ルの

編
集・

送
信

〈
例
〉
未
送
信
メ
ー
ル
を
編
集
す
る
と
き

1
待
受
画
面
で

a
4

･
送
信
メ
ー
ル
の
編
集
：
待
受
画
面
で

a
5

2
フ
ォ
ル
ダ
を
選
択

3
メ
ー
ル
を
選
択

･
送
信
メ
ー
ル
の
編
集
：

p
4

編
集
→

p
■
ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
の
受
信

1
メ
ー
ル
を
受
信
す
る

メ
ー
ル
着
信
音
が
鳴
り
、
着
信
ラ
ン
プ
が
点
灯
／

点
滅
し
て
受
信
結
果
画
面
が
表
示
さ
れ
る

2
o

ま
た
は

1

3
フ
ォ
ル
ダ
を
選
択

4
メ
ー
ル
を
選
択

■
ｉ
モ
ー
ド
問
合
せ

待
受
画
面
で

i
を
1
秒
以
上

メ
ニ
ュ
ー
一
覧

待
受
画
面
で

m
 を
押
し
て
か
ら
、
各
項
目
の
番
号
を

入
力
し
ま
す
。

〈
例
〉
カ
メ
ラ
を
起
動
す
る
と
き

m
→

6
→

1
メ
ー
ル 受
信
メ
ー
ル

新
規
メ
ー
ル

チ
ャ
ッ
ト
メ
ー
ル

未
送
信
メ
ー
ル

送
信
メ
ー
ル

問
合
せ ｉ
モ
ー
ド
問
合
せ

S
M
S
問
合
せ

メ
ー
ル
選
択
受
信

ｉ
モ
ー
ド
問
合
せ
設
定

S
M
S S
M
S
作
成

FO
MA

カー
ド（

UIM
）受

信
SM

S
FO

MA
カ
ード

（U
IM
）送

信
SM

S
S
M
S
設
定

テ
ン
プ
レ
ー
ト
読
込
み

メ
ー
ル
設
定

メ
ー
ル
着
信
設
定

チ
ャ
ッ
ト
メ
ー
ル
着
信
設
定

メ
ー
ル
振
り
分
け
設
定

署
名
設
定

メ
ー
ル
返
信
引
用
設
定

メ
ー
ル
選
択
受
信
設
定

メ
ー
ル
受
信
添
付
フ
ァ
イ
ル
設
定

メ
ー
ル
グ
ル
ー
プ

表
示
設
定

メ
ー
ル
一
覧
表
示
設
定

添
付
フ
ァ
イ
ル
自
動
再
生
設
定

受
信
表
示
設
定

ｉ
モ
ー
ド

ｉ
M
en

u
B
oo

km
ar
k

 In
te
rn
et

U
R
L
入
力

U
R
L
履
歴

画
面
メ
モ

ラ
ス
ト

U
R
L

ｉ
モ
ー
ド
問
合
せ

メ
ッ
セ
ー
ジ

メ
ッ
セ
ー
ジ
R

メ
ッ
セ
ー
ジ
F

メ
ッ
セ
ー
ジ
設
定

自
動
表
示
設
定

ｉ
モ
ー
ド
問
合
せ
設
定

添
付
フ
ァ
イ
ル
自
動
再
生
設
定

メ
ッ
セ
ー
ジ
着
信
設
定

iチ
ャ
ネ
ル

iチ
ャ
ネ
ル
一
覧

待
受
テ
ロ
ッ
プ
設
定

ｉ
モ
ー
ド
設
定

ツ
ー
タ
ッ
チ
サ
イ
ト
表
示

表
示
・
効
果
設
定

表
示
色
設
定

ｉ
モ
ー
シ
ョ
ン
設
定

接
続
待
ち
時
間
設
定

接
続
先
設
定

証
明
書
表
示
／
使
用
設
定

ユ
ー
ザ
証
明
書
操
作

証
明
書
発
行
接
続
先
設
定

ｉ
ア
プ
リ

ソ
フ
ト
一
覧

ｉ
ア
プ
リ
設
定

ソ
フ
ト
の
並
べ
替
え

自
動
起
動
設
定

ソ
フ
ト
情
報
表
示
設
定

照
明
設
定

バ
イ
ブ
レ
ー
タ
設
定

ツ
ー
タ
ッ
チ
ｉ
ア
プ
リ
表
示

15
14

13
12



ｉ
ア
プ
リ

履
歴
表
示

電
話
帳
／
履
歴

設
定音

／
バ
イ
ブ

音
の
設
定

設
定セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
／
ロ
ッ
ク

ロ
ッ
ク

設
定発

着
信
機
能

電
話
発
信
設
定

電
話
着
信
設
定

キ
リ
ト
リ
線

※
1
：
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
モ
ー
ド
設
定
を
行
っ
て
い
る

と
き
の
み
有
効

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

■
留
守
番
電
話
サ
ー
ビ
ス

お
申
し
込
み
が
必
要
な
オ
プ
シ
ョ
ン
（
有
料
）
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

●
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る

1
待
受
画
面
で

m
9

1
1

1

2
「
は
い
」
を
選
択

3
「
は
い
」
を
選
択

4
呼
出
時
間
を
入
力
→

o

入
力
設
定

セ
ル
フ
モ
ー
ド
設
定

N
W
検
索
方
法

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
更
新

N
W
サ
ー
ビ
ス

留
守
番
電
話

留
守
番
サ
ー
ビ
ス

留
守
番
サ
ー
ビ
ス
開
始

留
守
番
呼
出
時
間
設
定

留
守
番
サ
ー
ビ
ス
停
止

留
守
番
設
定
確
認

留
守
番
メ
ッ
セ
ー
ジ
再
生

留
守
番
サ
ー
ビ
ス
設
定

メ
ッ
セ
ー
ジ
問
合
せ

件
数
増
加
鳴
動
設
定

着
信
通
知

着
信
通
知
開
始

着
信
通
知
停
止

着
信
通
知
設
定
確
認

表
示
消
去

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
開
始

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
停
止

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
設
定
確
認

転
送
で
ん
わ

転
送
サ
ー
ビ
ス
開
始

転
送
サ
ー
ビ
ス
停
止

転
送
先
変
更

転
送
先
通
話
中
時
設
定

転
送
サ
ー
ビ
ス
設
定
確
認

迷
惑
電
話
１
登
録
削
除

発
信
者
番
号
通
知

発
信
者
番
号
通
知
設
定

発
信
者
番
号
通
知
確
認

番
号
通
知
お
願
い
サ
ー
ビ
ス

番
号
通
知
開
始

番
号
通
知
停
止

番
号
通
知
確
認

通
話
中
着
信
設
定

通
話
中
着
信
設
定
開
始

通
話
中
着
信
設
定
停
止

通
話
中
着
信
設
定
確
認

通
話
中
着
信
動
作
選
択

そ
の
他
の

N
W
サ
ー
ビ
ス

U
S
S
D
登
録

応
答
メ
ッ
セ
ー
ジ
登
録

遠
隔
操
作
設
定

遠
隔
操
作
開
始

遠
隔
操
作
停
止

遠
隔
操
作
設
定
確
認

英
語
ガ
イ
ダ
ン
ス

ガ
イ
ダ
ン
ス
設
定

ガ
イ
ダ
ン
ス
設
定
確
認

デ
ュ
ア
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

デュ
アルネ

ットワ
ーク切替

デュアルネットワーク状態確認
サ
ー
ビ
ス
ダ
イ
ヤ
ル

ド
コ
モ
故
障
問
合
せ

ド
コ
モ
総
合
案
内・受

付
自
局
番
号

機
　
能

操
作
方
法

電
源
O
N
／
O
FF

f
を
2
秒
以
上

セ
ル
フ
モ
ー
ド

c
を
1
秒
以
上
→「

は
い
」

を
選
択
（
解
除
時
は

c
を

1
 秒

以
上
）

サ
イ
ド
キ
ー
ロ
ッ
ク

m
を

1
秒
以
上

ド
ラ
イ
ブ
モ
ー
ド

(
を
1
秒
以
上

ｉ
モ
ー
ド
メ
ニ
ュ
ー

d
ｉ
モ
ー
ド
問
合
せ

i
1
秒
以
上

ｉ
ア
プ
リ
フ
ォ
ル
ダ

一
覧

d
を
1
秒
以
上

チ
ャ
ネ
ル
一
覧

c
着
信
履
歴

l

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
モ
ー
ド
※
1

l
を
1
秒
以
上（

解
除
時
は

l
を
 1
 秒

以
上
→
端
末
暗
証
番

号
入
力
）

リ
ダ
イ
ヤ
ル

r

新
規
起
動
メ
ニ
ュ
ー

FO
M
A
端
末
を
開
き

b
伝
言
メ
モ
／
音
声
メ
モ

メ
ニ
ュ
ー

FO
M
A
端
末
を
開
き

j

伝
言
メ
モ
設
定
／
解
除

FO
M
A
端
末
を
開
き

j
1
秒

以
上23

22
21

20
電
話
帳
検
索

電
話
帳
登
録

FO
M
A
カ
ー
ド（

U
IM
）登

録
着
信
履
歴

リ
ダ
イ
ヤ
ル

伝
言
メ
モ
／
音
声
メ
モ

伝
言
メ
モ
設
定

伝
言
メ
モ
一
覧

音
声
メ
モ
録
音

音
声
メ
モ
一
覧

自
局
番
号

デ
ー
タ
B
O
X

マ
イ
ピ
ク
チ
ャ

ｉ
モ
ー
シ
ョ
ン

メ
ロ
デ
ィ

ツ
ー
ルカ
メ
ラ

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

サ
ウ
ン
ド
レ
コ
ー
ダ
ー

バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

赤
外
線
／
P
C
デ
ー
タ
連
携

赤
外
線
全
件
送
信

赤
外
線
受
信

デ
ー
タ
送
受
信
設
定

U
S
B
モ
ー
ド
設
定

m
iniS

D
カ
ー
ド

ス
テ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ー

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳

メ
モ
帳

ア
ラ
ー
ム

電
卓

着
信
音
量
調
整

電
話
着
信
音
量
調
整

メ
ー
ル
着
信
音
量
調
整

受
話
音
量
調
整

キ
ー
確
認
音
設
定

電
池
ア
ラ
ー
ム
音
設
定

マ
ナ
ー
モ
ー
ド
選
択

バ
イ
ブ
レ
ー
タ
設
定

呼
出
動
作
開
始
時
間
設
定

充
電
確
認
音
設
定

デ
ィ
ス
プ
レ
イ

待
受
画
面
設
定

発
着
信
画
面
表
示
設
定

電
話
発
信
設
定

電
話
着
信
設
定

テ
レ
ビ
電
話
発
信
設
定

テ
レ
ビ
電
話
着
信
設
定

人
物
画
像
表
示
設
定

メ
ー
ル
送
信
画
像
設
定

メ
ー
ル
受
信
画
像
設
定

問
合
せ
画
像
設
定

着
信
表
示
設
定

カ
ラ
ー
テ
ー
マ
設
定

電
池
マ
ー
ク
設
定

照
明
設
定

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
定

背
面
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
設
定

背
面
情
報
表
示
設
定

フ
ォ
ン
ト
設
定

バ
イ
リ
ン
ガ
ル

オ
ー
ル
ロ
ッ
ク

P
IM

ロ
ッ
ク

遠
隔
ロ
ッ
ク

開
閉
ロ
ッ
ク

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
モ
ー
ド

ダ
イ
ヤ
ル
発
信
制
限

FO
M
A
カ
ー
ド
（
U
IM
）

暗
証
番
号
変
更

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
モ
ー
ド
設
定

ス
キ
ャ
ン
機
能

パ
タ
ー
ン
デ
ー
タ
更
新

ス
キ
ャ
ン
機
能
設
定

バ
ー
ジ
ョ
ン
表
示

情
報
表
示
／
リ
セ
ッ
ト

通
話
時
間

設
定
状
況
確
認

電
池
レ
ベ
ル
表
示

通
話
料
金

通
話
料
金
表
示

通
話
料
金
上
限
通
知

上
限
通
知
ア
イ
コ
ン
消
去

通
話料金

自動リ
セット

設定
各
種
設
定
リ
セ
ッ
ト

デ
ー
タ
一
括
削
除

時
計日

付
時
刻
設
定

自
動
電
源
O
N
設
定

自
動
電
源
O
FF

設
定

時
計
表
示
設
定

ア
ラ
ー
ム
自
動
電
源
O
N
設
定

発
番
号
な
し
動
作
設
定

イ
ヤ
ホ
ン
機
能
設
定

イ
ヤ
ホ
ン
切
替
設
定

オ
ー
ト
着
信
機
能
設
定

イ
ヤ
ホ
ン
ス
イ
ッ
チ
発
信
設
定

メ
モ
リ
別
着
信
拒
否
／
許
可

メ
モ
リ
登
録
外
着
信
拒
否

応
答
保
留
ガ
イ
ダ
ン
ス
設
定

エ
ニ
ー
キ
ー
ア
ン
サ
ー
設
定

優
先
通
信
モ
ー
ド
設
定

通
話
機
能

ノ
イ
ズ
キ
ャ
ン
セ
ラ
設
定

再
接
続
ア
ラ
ー
ム
設
定
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ャ
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申
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／
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●
通
話
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n
･
通
話
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t
●
通
話
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了
す
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f
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保
留
中
相
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通
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n
■
転
送
で
ん
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サ
ー
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ス

お
申
し
込
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必
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オ
プ
シ
ョ
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（
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サ
ー
ビ
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。

●
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ー
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9

3
1

2
「
は
い
」
を
選
択

3
「
は
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ー
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■
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／
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／
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ク
ト
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信
払
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局
番
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1
0
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一
般
電
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お
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ド

コ
モ
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携
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話
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サ
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局
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（
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（
局
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7
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マナーもいっしょに携帯しましょう

FOMA端末を使用する場合は、周囲の方の迷惑にならないように注意しましょう。

こんな場合は必ず電源を切りましょう
■使用禁止の場所にいる場合
携帯電話を使用してはいけない場所があります。以下の場所では、必ず FOMA端末の電源を切ってく
ださい。
・航空機内　・病院内
※医用電気機器を使用している方がいるのは病棟内だけではありません。ロビーや待合室などでも、
必ず電源を切ってください。

■運転中の場合
運転中の FOMA端末のご使用は、安全な走行の妨げとなり危険です。
※車を安全なところに停車させてからご使用になるか、ドライブモードをご利用ください。

■満員電車の中など、植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器を装着した方が近くにいる可
能性がある場合
植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器に悪影響を与えるおそれがあります。

■劇場・映画館・美術館など公共の場所にいる場合
静かにすべき公共の場所で FOMA端末を使用すると、周囲の方への迷惑になります。

使用する場所や声・着信音の大きさに注意しましょう
■レストランやホテルのロビーなどの静かな場所で FOMA 端末を使用する場合は、声の大きさなどに
気をつけましょう。

■街の中では、通行の妨げにならない場所で使用しましょう。

プライバシーに配慮しましょう

カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を行う際は、プライバシーなどにご配慮ください。

この印刷物はリサイクルに配慮して製本されています。不要となった際、回収・リサイクルに出しましょう。

こんな機能が公共のマナーを守ります
かかってきた電話に応答しない設定や、FOMA 端末から鳴る音を消す設定など、便利な機能があ
ります。
●マナーモード／オリジナルマナーモード
キー確認音・着信音など FOMA 端末から鳴る音を消します。ただし、カメラ撮影時の撮影確認
音（シャッター音）は鳴ります（通常マナーモード）。☛P118
マナーモードの動作を変更することもできます（オリジナルマナーモード）。☛P119

●ドライブモード
電話をかけてきた相手に、運転中のため電話に出られないことを知らせるガイダンスを流し、電
話を切ります。電話がかかってきても着信音が鳴らないので安全に運転できます。☛P73

●バイブレータ
電話がかかってきたことを、振動でお知らせします。☛P116

●伝言メモ
電話に出られない場合に、電話をかけてきた相手の用件を録音します。☛P75

その他にも、留守番電話サービス、転送でんわサービスなどのオプションサービスが利用できます。
☛P396、P399



製造元 三菱電機株式会社

総合お問い合わせ先
〈DoCoMo インフォメーションセンター〉
■ドコモの携帯電話、PHSからの場合

※一般電話などからはご利用できません。 ※一般電話などからはご利用できません。
（局番なしの）151（無料）

故障お問い合わせ先

■ドコモの携帯電話、PHSからの場合

（局番なしの）113（無料）
■一般電話などからの場合

 　　 0120-800-000
　※ドコモの携帯電話、PHSからもご利用になれます。

●ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いのない
ようにおかけください。

■一般電話などからの場合

 　　 0120-800-000
　※ドコモの携帯電話、PHSからもご利用になれます。

●ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いのない
ようにおかけください。
●なお、詳しくはFOMA端末などに添付の「全国サービ
スステーション一覧」でご確認ください。

パソコンから

ｉモードやパソコンから「留守番電話サービス」「キャッチホン」「転送でんわサービス」「迷惑電話ストップ
サービス」「WORLD CALL」などの便利なサービスをお申込みいただけます。

ｉモードから
My DoCoMo(https://www.mydocomo.com/)　各種手続き（ドコモeサイト）▼

 

ｉMenu　料金＆お申込　 ドコモeサイト▼
 

▼
 パケット通信料無料

※ｉモードからご利用になる場合、「ネットワーク暗証番号」が必要となります。
※ｉモードからご利用いただく場合のパケット通信料は無料です。海外からのアクセスの場合は有料となります。
※パソコンからご利用になる場合、「My DoCoMo ID／パスワード」が必要となります。
※「ネットワーク暗証番号」および「My DoCoMo ID／パスワード」をお持ちでない方・お忘れの方は下記総合お問い合わせ先に
ご相談ください。

※ご契約内容によってはご利用いただけない場合があります。
※システムメンテナンスなどにより、ご利用になれない場合があります。

環境保全のため、不要になった電池は
NTT DoCoMoまたは代理店、リサイクル
協力店などにお持ちください。

この取扱説明書は大豆油インキで
印刷しています。Li-ion 05 . 9（2版）
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